Presented  to  the 
LIBRARY  of  the 
UNIVERSITY  OF  TORONTO 

by 

Prof.  Heinz  Guenther 


卷八第 集 全村植 


書記 曰 

他の そ 


鶴堂ぉぉ$:ま^^ 


ゾ 


す ；  ，ヱ ュ.^ ぶ 


は、，, るへ 移.？^  V お^ 


え" t  ^  A  ^  ^  ^  ^  ^  ノ？^  ，烹 t  O^^J  > 


一 


litr 身， *  C ヒん -スし >^  、 SSSjg ^ 


V 


^  5- いやめ S  V ッ 4  ^  ラ々 


グ急乂 サレづ グレ. ^乂  1^:$: 一に .y ズも if 

レ； &f  ^^J^^  ノほ久 i》 >ブ i_ 


1 1  i _  

y 一 脉ノま ^^， レト ズ，^  "み ゥ,.^ ッ 


r 


c 


- ぶ， 1: 

植村 先生が 傳道 旅行 中 長女 澄 江 

(當時 十 一 一 歳) に 寄せし もの 


や レグ、 H>t ュ 


V 當 十 i 一  錄 )？？  ^  a 

な ^^逝 f ひ 中-遊.^ おやお 


. ^ま, や 4- ^え, 鎊 お 


V  .  S 卜、 了- if 

\i  ^*t:^^^，ャま^r*ゃ.fL 

ケ？'  4"， ヽ ち t、  ^  J  c タ. V  pt-  t  t>  v5 つ r. -々 


2y.  if/^^I^^^  、fr ゥャ 

、f^f ^お、 卞 f '告 t5- ム >*  f 

vl^x^  > 1( t すミ -ダん \}  K  y 

ザ 4, 

「 ，J« 「ク、 つ i;v て^やへ vi^  ，ス お- げー } 

氺ザ s-- ，^も B を * ヌ f  Ivv 


梳村 全集 第八卷 日記 書翰 その他 

目  次 

曰  0   一 

謙 堂 居士 日記  S 

謙 堂 日記  W 

丙 戊歲晚 西遊記  二 

B  0  一  1< 

W  0  g 

歸 朝の 道の 記  六 七 

臺灣 旅行 日記  101 

*  a   ニー 

^   § 

說敎略 想  一 5 

JH 次  1 


B 次 

植 村正久 年表 … 

植村 全集 總 H! 次 … 


ん 七 


曰 


謙 堂 居士 日記 

順 天堂 植村 正久 

三月 十七 日晴 水曜 

例 ノ如ク 祌學校 一一 性 ク其歸 途^ 町吉 W 氏之寓 ヲ訪フ 此日柳 島 遊行 ノ約 アル ヲ以 テ此 一一 會ス ルモ 

ノ拾四 名 唯一 人 ヲ除キ 道中 ノ敎 友ナリ 午前 十一 時半 人車 一一 乘ジテ 柳 島 一一 到リ 橋 本ト呼 ベル 

樓 11 登 リテ雅 宴 ヲ張ル 宴 漸 ク終リ テ歩ヲ 向島 花屋敷 ニ轉ジ 晚梅ノ 花 ヲ觀ル 已 一一 滿 11 シ テ久キ 

ヲ以テ 又 遣 憾ナキ  一 I 非ル モ好文 (謹？ SIK ぉ木ノ 優美 馥邡 タル 頗ル歡 ヲ盡ス 一 1 足 レリ 日暮 漸ク歸 

家 飯ヲ 樊 ス 

夜 七 時半 ョ リ 說敎ァ リ 講師 ハ 坂野嘉 一 氏聽者 無慮 十四 名 

三月 十八 日 曇天 朝 微雨 木曜日 

朝食 後直チ 一一 神學校 一一 牲ク 

歸途石 原 保 太 郞氏ヲ 村 岡 金 八 氏 ノ寓ー 1 訪フ 談話 ノ際石 原君是 ハ余ガ 先考 ノ筆ナ リトテ 一幅 ノ畫 

ヲ見セ ラル 余ノ 俗眼 ヲ以テ ス ル モ 筆路陋 ナラズ ト思ハ ル 畫ハ岩 一一 菊花 ノ 爛漫 ト. 咲キ出 タル ノ圖 

ナリキ 

謙 堂 居士 日記  三 


謙 堂 居士 日記  ra 

午後 二 時 頃 北 原 氏來ル 

同 七 時 宫部氏 講義 所ヲ設 ルノ儀 一一 付 テ來ル 淸談數 刻時ノ 遷ル ヲ知ラ ズ 

三月 十 丸日晴 金曜日 

朝 神舉校 一一 牲ク 

歸途 校門 -I テフ ルべッ キ君 一一 遇 フ氏ハ 明日 午後 江 東 中村樓 講演 會 一一 牲 カル、 趣キナ リ講題 尸 ^ 

フル H ンス 論ナリ 基督 敎ノ コトヲ モ說午 出サル 、由 必定 幾何 ノ益 アル 可シ 

午後 五 時 過 ギ小林 子來ル • グリ ー 氏子 一一 吿テ 曰ク 爾ハ タム ソン 師 ヨリ 洗 ヲ受ケ タリ 故 一一 長老 

會ノ人 タラ ザルヲ 得ズト 嗚呼 亦奇 論ナル カナ 呵々 同夜 强雨 

雨ヲ 侵シテ 高木 氏ノ寓 一一 詣ル 適 熊 次 郎君 法典 村 ヨリ 歸ル 力 キ餅ノ 馳走 一 I 相成ル 

三 月 二十日 昨夜 ヨリ 績キ テ雨ル 土曜日 閑居 只 外出 ハ洗湯 I 一行 キ タル 而已 午後 高木 氏來ル 

是 前夜 講義 所ヲ索 出スル タメ 一一  上野 邊 一一 牲カ ント 相約シ タレ バナリ 然ル 一一 雨 ヲ饰レ テ行ヲ サズ 

三月 三十 一日 水 雨天 

神學 校-一 出デ 明日 登校 シ難 キ旨兩 先生 一一 吿グ 歸路 頗ル雨 一一 濡レテ 困却 セリ 

夕刻 淺草ノ 小川 義綏君 ヲ訪フ 七 時 一 一十 五分 歸宅 . 

此夜 ヨリ 維 馬 書ノ 講義 ヲ始ム 聽衆 十三 名： H ハ中講 客 櫻 井晴三 郞ナル モノ ァリ 此人ハ 二 年 半計リ 

以前 一一 講義 ヲ聽 聞シ タル コト ァリト 其ノ顏 一一 テ見覺 エクリ 


叫 e: 一日 晴； 大木 

早朝 上野 景範 君ヲ三 田ノ邸 一一 訪フ 昨 H 横濱 一一 牲キ タル 趣キ 一一 テ 不在 上野 氏 ノ歸路 谷 崎 全 七 氏 

ヲ訪 ヘリ 十一 時半 頃歸寓 午後 三時 頃 高木 信吉君 ヲ訪フ 

夕 入浴 ノ刻 日本 亭 一一 入 リテ伊 束 燕尾ガ SI 話 ヲ聞ク 事 ハ由井 正 雪ガ楠 公ノ舊 跡ヲ尋 ルノ條 11 

係リ 頗ル俞 快 ナリキ 

四 R:  二日 金 晴天 

朝 七 時半 祌第校 一一 行ク 途中 太 田 留介君 一一 ィ ンブ リヨ リノ 受取 金ノ コトヲ 委托ス 

午後 十二時 g: 十 五分一 一 小風樓 一一 テ髮ヲ 理シ小 林 格 氏 ヲ訪ヒ 同家 ュ テ坂野 嘉七君 一一 會フ 格 君 海 

棠 二 枝 ヲ贈ラ ル 其 美麗 ナル言 フ可ラ ズ 同 ク五時 頃 坂 野 君ト共 -1 人浴シ テ歸宅  ， 

藤 生 金 六 氏 來リテ 一： 汨ス 此夜七 時半 頃 ヨリ 雨ル 

叫 月 三日 土 昨夜 ヨリ 引繽キ テ强雨 加 フル 二 風 アル ヲ以 テス 道路 ノ 不便 云 フ可 ラズ 故ヲ 

以テ 上野 氏 ヲ訪フ コ ト ヲ止ム 

藤 生 氏 モ滯留  2 八 八 0 年) 


日誌 者 所以 鑒往 戒來也 世 之 徒 作 日誌 ト以取  一 ，t 之 快 者 非 余志矣 

明治 十五 年 十二 バニ 十 叫 日 

.  植村 正久 

、干； ノ前 一一 出ル 忽カセ 一一 ス可ラ ズ 

今日 正 度 ヲ以テ ミツ シ ョ ン ヨリ 十 11 ヲ 受取 ル 十 圓ヲ以 テ吾ガ 家計 ヲ 料理 シ得ル ト思フ 一一 ャ 

衣食 足 リテ禮 節ヲ知 ルノ語 今更 ノ様 一一 思ハ ル 

此夜 祈禱會 席上 一一 於テ 人心 ノ 偏屈 ナルノ 利害 ヲ說キ 倂ハ セテ當 時 信徒 一一 シテ其 節操 ヲ失フ モノ 

ノ  ロ資ハ 主 トシ テ 偏屈 ヲ避 クル 一一 在リ ト云フ コ トナル ヲ論ズ 開濶カ 開濶ョ 汝ノ 名ヲ以 テ信卬 

ヲ失 へ ル モノ 其 幾許 人 ナルヲ 知ラズ 偏屈 モ亦 悉ク 非ナリ ト謂フ 可ラズ 

其 席上 正 度ノ禱 吿ァリ 彼 ガ心上 ノ形狀 近頃 進歩 セシー I 似 タリ 上帝 一一 厚謝ス 耶 和華ヲ 畏ル、 

ハ智ノ 本 ト爲ス 此語 我ヲ欺 カズ  ■• 

4- 二 月 二十四日 晴 安息日  . 

十 時會堂 一一 行ク 木 村氏ノ 講義 ァリ 氏ガ 用語 法大 -1 進歩 セリ 

昨夜 北山 初 太 郞氏ノ 受洗 志願 ァリ 小 會及ビ 其 他 一 一三 兄弟 試問 ノ上 之ヲ可 ト認ム 今朝 之-一 授洗 

ス 一 人罪ヲ 悔改ス レバ 天使 ノ 前- 1 悅喜 ァリト 此 意ヲ眞 II 知 了 セル モノ 稀 レナ リ 我レ 乇亦 十分 

-1 之ヲ覺 ラズ、 


宮部氏 (長老) 人 見 中 台 二 氏 (執 so  ノ 就職 ァリ 三人 共 按手 禮ヲ 領ス 

秋 花 不快 ノ色 アル コ ト 昨日 ノ如シ 我モ爲 一一 不快 ヲ覺ュ 彖人モ 亦 不快 ナラ ン 禮 ノ川廿 ： ハレ 此 一一 

在ル歟 午後 之ヲ 慰撫 ス 鳴 呼 單獨之 身 ヲ以テ 世ヲ度 ル其樂 シキコ ト 如何.、 ソャ 

予ガ靈 魂上ノ 有様 此顷 健ナ リ ト謂 フ 可ラズ 最モ 危篤 ノ病 11 權 レリ ト云 フ可シ 之 ヲ治ス ルノ術 

ヲ講 ゼザル 可ラズ 

我 今朝 祈 禱セズ 一日 ノ安息 日爲 一一 徒然 一 1 流 レン トス 噫 

今 午後 、ノ 明 夜 クリス マス ノ 講義 準備 ノ 爲家 一一 留マ レリ 會堂 ノ 講義 奥 野 老人 ナ リ 

家族 ノ禮拜 ヲ缺ク コ ト玆 一一 日 リ矣 殊 11 安息日 一一 於 テ之ヲ 見ル能 ハザル 〈牧師 ト シテ世 一一 對ス 

ルノ 面目 ナシ 赧然ノ 至 リー 1 堪へズ 一家 先 齊ハザ レバ 外人 ヲ敎 フル 能ハズ 人 ノ思フ 所 又 如何 ァ 

ラン 大丈夫 ノ愧ル 事 之 ニ過ギ タル ハナ カラン 上帝 敷 吾 家 一一 平和 ヲ下シ タマ ハレ カシ 亞孟、 

凡ソ婦 ヲ娶ラ ント 欲スル モノ 若シ娶 ッテ後 父母 ト 同居 ス ル能ハ ザ ルヲ知 ラバ 必ズ娶 ラザル 一一 如 力 

ズ 强 テ娶リ テ後チ 父母 ト 同居 セ ン ト欲ス ル ハ愚且 罪ナリ ト謂ハ ザル 可ラズ 吾ガ 今：：： ノ形 況憂テ 

モナ ホ餘 リア リ 然 レドモ 人間 萬 事 塞 翁 ガ馬ナ レバ 上帝 ノ配 劑何處 一一 妙 アル ャ測ル 可ラズ 天 11 

任ス ル コ ト最モ 肝 耍ナリ 忘ル 、 コ ト勿レ 

午 後宮 都 金 吾來ル 

夜 木 村 熊 二 許 ヲ訪フ 雜談數 刻 


不知 爲 不知 是知也 此語我 不可 不服 麿 

十二月 二十 五日 月曜日 

クリスマス ナリ 今夜 祝會ノ 講義 ヲ爲 スノ約 朿ァリ 未ダ其 趣向 ヲ得ズ 閉口々々 

今日 論語 ヲ閱ス 孔子 ノ曰ク 學而不 思 則 罔 思 而不學 則 殆ド此 語 擧者頂 門 之 一 針 ト爲ス 一一 足 

レリ 我 亦 深ク警 メザル 可ラズ 

秋 花色 平ラ カナリ 

午前 高木 信 吉來ル 

中 台 氏 一 1 ハ 壹圓ノ 借財 未 ダ拂ハ ズト云 フ忘ル 可 ラズ、 

昨夜 ョ リ 馬場 辰 猪 氏 ガ加藤 弘之ガ 人 權新說 ノ 論駁 スル ノ文ヲ 讀 メリ 有 カノ 文字 ナ レドモ 感心 シ 

難 キ所少 カラ ズ 今日日 本社 會ノ 議論 ハ多ク ハ冗戲 ノ觀ヲ 免 レズ 遣憾 ノ至ナ ラズャ 

孔子 曰 君子 欲 訥於言 而敏於 行 喧吾亦 有所自 顧慮 上帝 敷 矜恤我 荏 弱、 . 

其 夜 クリスマス 一 1 行ク 女子 ノ 暗誦 晟モ善 ク出來 タリ 人々 歡 ヲ盡シ テ去ル 同 夜宮 部 高木 二 氏 

一一 向 ヒ予ハ 明年 假 牧師 トナ ルヲ得 ザル由 ヲ吿グ 

高木 來訪シ 曰 ク下谷 敎會ハ 知識 11 倨 レリ ト其 或ヒ ハ然ラ ン 

十二：^ 二十 六日 火曜 朝來曇 1K 午後 少シ ク晴 

K< 性 ノ懒惰 如何 11 シ テ宜シ カラン 今朝 業務-一 取 リカ、 ル 


午後 三 浦 氏來ル 

松原 惠良氏 來訪ス 晚餐ヲ 三 浦 氏 及 同氏 一 I 饗ス 同氏 受洗 ノ 志願 ァリ 之ヲ宫 部 氏 方-一造 リ 高 

木 部予 同席 一一 テ 試問 之ヲ可 トス 

夜半 頃 歸，： ^寢 一一 就ク 

十二月 二十 七日 朝來 覺時々 降雨 ァリ 

飜譯最 モ勉ム 

^澤暇 乞 一一 來ル大 一一 心痛、 人 見 氏來ル 希臘史 ヲ讀ム 其中バ ィ n ン卿今 ノグリ ー ス ヲ詠ズ ル ノ 

句ヲ載 ス曰ク 

Belcre  dcctiv  s  rtffadll^  fmp.crs 

K£lve  swcp-t  t:lic  line 

 一) cfsty  lingers, 

Siid  IS  tlie  aspect;  oi tliis  sliore 

》T1S  grcece,  ^^^^  hvinii  Greece 11c inorc 

正度ヲ マク ラレ ン 一一 遣ス 


山 口 家 內歲暮 - ー來ル 

正 度 五圓餘 持來ル 

渡 瀨君來 ル舊情 ヲ話ス 愉快々々 

十六 年 一 月 一日 

朝來 三沛宗 三郞來 リ遊ブ 予故ァ リテ此 元旦 一一 當リ家 11 籠居 ス 

此日 家族 ノ祈 禱ナ キ憾ム -ー堪 タリ 喧 

終日 談笑 戲謔 貴重 ノ 好 時季 ヲ 失スル 顧 念 ス レ バ 悲歎 禁 セ ズ シ テ至ル 

二日 

徒然 經過 唯ボ ル 口 ッ ク氏著 政治 學ノ史 ヲ閲ス 

三日 

本日 日 耳 蔓ノ敎 法 改革 11 左 担 シ路暢 氏ヲ保 助スル 二 盡カセ ル^ Tirr^, ゼ， コ ン スタン ト氏ノ 傳ヲ讀 

ム、 義氣 凛々 危害 ノ爲 一一 苟クモ 其 主義 ヲ失 マラ ズ、 剛瞎ノ 好男子 愛 ス可ク 慕 フ可キ 也 北 ハ行 狀 一一 感 

奮 シ不覺 ノ淚數 行 一一 及ブ 英雄 賢哲 ノ 後人 ヲ泣カ シ ム ル何ゾ 其 レ斯ノ 若キ乎 

吉岡弘 毅來ル 親睦 會ノ事 基 赞敎演 說會ノ 事 ヲ談ジ テ去ル 同氏 ノ言 11 曰ク 昨年 ハ聖 道ノ輿 

起大 11 兑ル 可キ所 ァリト ^^ンテ信然ナル乎 感謝々々 

； 1^ 心意 ラク我 不肖 ナリ トイ へ ド モ鞠躬 盡カシ テ下谷 ヲ天光 ノ集點 ト爲ス コ ト能 ハザラ ン ャ天 父上 


11 在リ 此士士 一  シ テ是ナ ラバ 必ラ ズ成ラ ン ト欲ス 尙更 II 考フ 可キ也 

予ガ性 狡猾 猜忌 食 利 欺騙 ^惡之 ヲ包藏 セザル ハ無シ 一 掃シ去 ルー 一 非 ズンバ 何事 モ成ル 可 

ラズ 上帝 敷 今 起レル 此念ヲ 養成 シテ 消滅- 1 歸セ シムル 勿レ、 

明治 十六 年 二  十 叫 日  - 

此 日朝 晴 原 胤昭 來ル 夜來 風ァリ 窓外 松 聲颯々 タル ヲ聞ク 

(一八 八 二 年) 

謙 堂日錄 

明治 十九 年 五月 

十一 日 下 谷 ヨリ 上 六 希 町 二十 二番 地へ 移轉ス 午後 御徒 士 町 ュ牲キ テ母ヲ か S?I ス 襤樓ノ 狀態見 ル 

II 堪ズ 然レド モ澄江 ノ事ヲ 蝶々 シテ餘 念 無ク其 貧困 ヲ忘 ル、 11 似 タリ 鳴 呼 母 ャ年來 ノ究苦 一一 

身ヲ拖 ハレ 父ャ 久シク 流浪 ス 共 一一 頭ヲ 擡グル 能ハズ 我 焉ンゾ 猛省 シテ 家計 ヲ理 メテニ 尊ノ殘 

年 ヲ慰メ ザ ル可ケ ン ャ 途上 慨然 ト シ テ志 ヲ立ッ 然 レドモ 澄、 江ヲ 遣スモ 親子 ノ情大  一 I 忍 ビザ ル モ 

ノア リ 左レド 乇眼 ノ潜然 タラ ント欲 スルヲ 抑へ テ出ヅ 

我 今日 迄心ヲ 舉理ト 世上 家 外ノ間 一一 置 キテニ 尊 妻 愛好 ノ爲 一一 スル 事少シ 今 R 家 ヲ移ス 11 常 


リテ 牲事ノ 悔頻リ 11 至ル 

西 森 氏 夕刻 來ル フル 氏 ヨリ 出勤 ヲ 督促 スルノ 使ナリ 誠 11 義務 ヲ缺 タノ 罪 余 多年 之ヲ 大方 一 I 

獲タ リ 必ラ ズ 非常 ノ奮 發セ ザ ル ベ 力 ラ ズ 

此： n 西 森 氏 ヲ以テ 聖書 會社 一 1 g 月分飜 譯料ノ 受領 設ヲ 送ル 

十二 日 晴 

朝 起 什器 ノ紛. 々タル ヲ整， 现シ 各 窒漸ク 其 形 ヲ成ス 東 湖 氏來ル 现ヲ携 へ 來リテ 余 一一 贈ル 且 

ッ諸禮 式 ノ飜譯 ヲ托ス 

午後 家 大人 來リ テ 障子 ヲ張 リナ ドス 余 ャ尙ホ 木偶ノ 如 シ 又 無 カリ セバ 萬事ヲ 如何 セン 三時 

過ギ正 度來ル 會話ノ 草稿 ヲ携 來レ ルナ リ 

朿湖氏 ノ曙セ ラレ タ ル譯ヲ 終 リテ之 ヲ彼ノ 家 ！i 齎ラ ス 食堂 ノ 模様 頗ル變 リタ ル ヲ見ル 藤 田覺路 

氏 來リテ 櫻 井^ 一  郞 へ ノ書 ヲ托サ ル 

三 枝 光太郎. 氏到ル  - 

夕刻 M 〈野 文 三 氏 ヲ訪フ 

夜-入 リテ isi 湖 母子 來ル  • 

十時寢 一一 就ク 

十三 H 今 曰 ヨリ 朝 早 ク起キ ン ト欲ス 今朝 ハ五 時過ギ 一一 起キ出 デ親ラ 衾ヲ牧 メ書齋 ヲ淸ム 


六 時 M 十五 分家 ヲ出 デ譯 局- 1 赴ク 途上 訪フ 所ァ レバ ナリ 

其レ ヨリ 警醒 社 H 行 キ杉山 森 本 山 田亨二 諸氏-一面 會 九時譯 局-一到 リ 十二時 マデ 勤務 押 川 

氏 上京 秦氏 一一 寓居 スト 聞テ 十一 一時 比 同氏 ヲ訪ヒ 共 -I 連 レ 立チテ 日本 橘薰 風樓 一一 寓 セル 靑森ノ 本 多 

氏 ヲ訪フ 在ラズ 押 川 ハ仙臺 學校ヲ 設立 スル 件- 1 付 上京 セル ナリ押 川ト別 レテ御 徙士町 一一 行ク 二 

尊 澄 江 共 一一 恙無 キ ヲ見ル 澄 江 母ヲ尋 ヌル コト 稍切ナ ルガ 如シ 四時 歸宅 

今日 不在 中 奥 野 水 野 二 氏 來レル 由 ナリキ 五 時 頃 人 見 三 浦 北山 三 氏來訪 祌舉 ヲ講ズ 12 時 

宫島 子來ル 

夜 二人 リテ. 三 郞氏ヲ 訪ヒ轉 居ノ事 ヲ吿グ 同人 方 一一 テ佐久 間 象 山 ノ手牘 及 井伊 la 弼ノ 短冊 ヲ閱 

ス 二者 共-一 懷舊ノ 情 ヲ起ス 一一 足 レリ 然レド モ氣忙 之ヲ思 フー 一 追 ァラズ 

同 八 時 神 川 廣世氏 許-一名 刺 ヲ置ィ テ歸ル 

八 時 M 十分 水 野 彌五郞 君來訪 家 婢ノ事 敎會ノ 事 ヲ談ジ テ歸ル 

只今 本日 ノ會 計ヲ 調查セ シ 一一 出費 ノ半數 以上 余ガ往 來ノ爲 一一 消費 ス ル所 ナリキ 

十時咋 日ノ約 一一 隨ヒ藤 田 氏ノ爲  一一 «! 翰ヲ作 リテ寢 一一 就ク 

十四日 朝來 雨ァリ 家人 皆 時刻 ノ移ル ヲ忘レ 郵便 脚 夫-一驚 カサレ テ覺ム 蓋 五 時 W 十五 分ナ 

リ 寢具ヲ 牧メ窒 ヲ拂フ 常 ノ如シ 七 時 朝飯 ヲ食ス 

八 時 十分 家 ヲ出デ ヽ 築地 譯局 一一 赴ク 十一 一時 獨立 新聞 局 11 テ 喫飯 


一時 半此迄 新聞紙 ナド ヲ讀ミ 二 時 祌擧校 一一 行キ 大會傳 道 局ノ集 一一 列ス 五 時 三十 分散 會 獨 

立 新聞 局-一 テ晚餐 ヲ食シ 八 時 再 ビ神擧 校-一 赴キ 九 時 退出 十 時 歸宅ス 

此日野 崎 貞女 家婢 トシ テ來ル 三 枝 子 奥 野 子 不在 中來 リ湯淺 氏來狀 六合 雜誌ノ 原稿 ヲ促 ガス 

三 枝 子 ノ傳言 11 曰ク 細 川 廣世氏 病重シ 一 日 モ早ク 行 キテ道 ノ話ヲ 致サレ ョト 明日 ハ務 メテ 

之 ヲ訪ハ ザルべ カラ ズ 

今日 ハ 午前 雨晴レ タ レ ド風烈 シ ク シ テ 困却 セ リ 晚 ハ 天氣稍 晴朗 一一 シ テ 爽快 ヲ覺 ュ 

十 「時寢 -I 就ク 

十五 日朝 雨ァリ 七 時半 比 ヨリ 霽 六 時 十分 起キテ 諸事 常例 ノ如シ 六 時 四十 五分 喫飯 

七 時 四十 五分 街頭 一一 出デ 、髯ヲ 剃 ラシ メテ歸 途東湖 氏 ヲ訪フ 皆尙 ホ臥榻 一一 在 リテ出 デズ、 八 時 

三十 分歸宅 近世 實利 主義 ト題 セル 英語 一文 ヲ讀 過ス 議論 稍 見 ルべキ モノ ァリ 

十 時 三 浦 北山 人 見ノ三 氏來ル 神學ヲ 講ジテ 十一 時 過 ニ至ル 十二時 喫釵 午睡 二 時 五十 

分-一至 ル  ， 

秋 花 昨 日 ヨリ 甚ダ 面白 カラ ヌ 容態 ヲ 爲セリ  . 

三時 細 川 廣世氏 ヲ問ヒ 中島 信 行 氏 ヲ訪ヒ 歸途東 湖 氏 ヲ過グ 彼ノ家 一二 ァ晚餐 ヲ饗セ ラル 

留守中 廣 世君來 レリ ト云フ 

夜 一一 入 リテ東 湖 氏ト共 一一 島 田 三郞方 一一 行ク 北山 初 太 郞來リ 大坂ノ 妹 死去 ノ 電報 ヲ 示ス實 一一 氣 


ノ毒ノ 事ナリ 

十 一 時 就眠 

十六 日 日曜日 

五 時 二十 分 起 キ出ゾ 諸事 如 例 

七 時 四十 分家 ヲ出デ 、 下 谷會堂 -ー 詣ル 

九 時 說敎ス 聽衆堂 一一 滿ッ 講演 ハ 路加 傳十章 四十 二 節ナリ 講義 後會堂 建築 ノ會 議ァリ タリ 

歸途 御徒 士町 一一 立 寄リ十 一時 四十 五分 歸宅ス 昨 澄江椽 ヨリ 落チテ 左額ヲ 傷ケシ ト云フ 

士 一 時 樊 飯 

一 時 比マデ 午睡 ヲ貪ル 覺メテ 希 伯 來第十 一 章 六 節 ヲ以テ 午後 說敎 ノ講題 トス 

二 時說敎 三時 半 歸宅ス 間 モ無ク 西 森 三 枝 岩 本 森 本 中島 信 行 夫婦 來ル 此時津 田 島 

田ノ兩 氏モ來 レリ 北山 ノ家 內モ來 レリ 諸氏 ノ歸レ ル後森 野 高 階 釵田 三 島 水 野 阿部 

曾 根 原 高 橋 諸子 來訪ス 但シ三 島 氏 ハ獨リ 其 前 一一 來リ テ歸レ ルナ リ 他ノ 諸氏 ハ敎 會ノ事 一一 

付 激論 ァリキ 今宵 敎會 ョ リ十圓 ヲ途ラ ル 內五圓 北山 II 送 レリ 

十 時 就眠 

十七 日 晴天 六 時 十分 起 出 諸事 如 常 

水 野 子 一一 壹圓 二十 錢 償却 ス 


御徒 士町 二 鶴 卵 鰹節 一 一品 ヲ贈ル 

七 時半 靖國ノ 公園 一一 散歩 シ八時 三 十分 歸寓  ， 

今朝 押 川 ヨリ 書 狀ァリ 敎會 聯合 ノ儀 ュ關シ ノックス 方- 1 集ル 余 ニモ來 レト促 ガス、 知 ラズ行 

ク可 キヤ 否 

竹 田 達 三 氏 ヨリ ノ來狀 一 1 曰ク 大倉戒 三 昨 十六 日 午前 四時 死去 セリト 鳴 呼 

人 a- 氏 ヨリ ノ來狀 一一 曰ク 三 浦 氏 ノ子疾 危篤 ナリ ， お 呼神ョ 願 クバ 彼ガ病 ヲ救ヒ タマへ 十一 

時 押 川 氏來ル 仙 臺擧校 ノ談- 一時 ヲ移ス 共 n 晚 f{ ヲ樊シ テ別ル 

今日 ハ元氣 如何 一一 モ平 カナ ラズ 働 タノ 精祌甚 ダ弱シ ー鞭ヲ 加へ ザルべ カラ ズ 

三時 半 京 橋 一一 向ッ テ行ク 先ヅ 警醒 社 一一 行キ 次 一-可成 ハ ノックス 方 一 1 行 力 ン ト ス 先 警醒 社 二 

至リ 時半 ノックス 方  一 I 趣キ イン ブリ ァ メルマン 小 崎 ノックス 松 山 井深 押 川 氏 等ト 

集會 議論 ス 聯合 ノ事 隨分 困難 ナリ 

七 時 同氏 宅 一一 晩餐 ヲ饗セ ラ ル 九 時 薰風樓 ノ本多 氏 ヲ訪フ 在ラ ズ 

十 時 櫛 部 氏-一至 リー 泊ス 押 川 服 部 方 同宿 ナリ 

十八 日 七 時 11 起 キニ時 迄 遊ビ暮 ラセ リ 三時 歸宅 奥 野 岩 本 二 氏來訪 

日 暮內藤 素行 小 野 德太郞 二 氏 ヲ訪フ 二 氏 トモ 不在 ナリキ 

七 時半 東 湖 氏 方 祈禱會 集 マル モノ 十 數名十 時歸宅 直チー 1 寢ー 一就 ク 


十九 日 六 時 ra: 十五 分 起出テ 井關 氏-一面 會ス 無盡 催促-一 來レ ルナ リ  一 

七 時 三十 分 喫飯  一 

高 田 早苗 ノ 政治 擧 評論 

ホワイト ノ 天 路感程 一 一書 ノ評說 只今 晚  一 

十二時 喫飯 シ 運動 器ヲ 使用 ス  ， 

二 時半 午睡 シテ 覺ム 獨立 新聞 ノ 原稿 ヲ草シ 終ル 五 時 樊 飯シテ 運動 一一 出ヅ 水 野 氏ヲ訪 フテー 

歸ル 蓋 七 時 也  . ハ 

西 京 ノ浮田 氏 11 書狀 ヲ出ス 

小島 兄 二葉 書 ヲ出ス 氏 ハ病氣 ナリト 聞 キヌ 

フィスク 氏ノ 著書 有神論 ヲ讀ミ テ終ル 時 一一 十 時 ノ鐘聲 ヲ聞ク  一 

二十日 四時 十五 分 起 出 諸事 皆 如 例 六 時 四十 五分 新聞 原稿 一 篇ヲ書 キ畢ル 七 時 喫飯 直： 

チニ譯 局 一一 向フ 路次西 森 氏 一一 過ギ 途上 井深 氏 11 會フ フル 氏 今日 譯局 一一 出 ラレ マジ トノ 事故 引 

歸ス 長 坂ノ店 一一 直チ 一一 寄リテ 聖書 一 部ヲ 購求 ス是レ ヨリ 人力 iaf 11 テ歸宅 七 時 三十 分ナリ 

此際秦 氏 一一 行キ 押 川 ヲ訪フ 在ラズ  一 

新 島 氏 ヨリ 歸國ノ 節 來訪ノ 報知 郵便 一一 テ來ル 

松 山 氏 II 宛テ 說敎ノ 催促 ヲ致 シ置ク  一 


謙 堂 E 錄  - ^ 

^  .ノ 

十二時 喫飯 午後 文 ニ來ル 

同 三時 比 本 多 兄 來ル共 一一 晚餐ヲ IK シ テ後奧 野ノ許 一一 携 へ テ行ク 

十二時 寢 一一 就ク 

今： n 《終日 多忙 ノ如 クシ テ 何事 モ爲 サズ 新聞 ノ 原稿 ヲ作 ルー ー當リ 頗ル 已ガ學 問ノ疎 ナルヲ 

發 兑セリ 

二十 一日 五 時 四十 五分 起出ヅ 七 時 三十 分譯局 11 赴ク 

十二時 返食シ 築地 龍池會 -1 至ル 時- 1 天子 行幸 中  一二 ァ 入場 ヲ得ズ 

1 1 時 秀英舍 一一 行 キ獨立 新聞 ヲ 校合 ス 

四時 三十 五分 歸宅ス 

六 時 東 湖 氏 許 -ー 行 キテ 夫人 -1 閑談 數刻 愉快 且 有益 ナリキ 

夜 奇跡 論ノ草 ヲ起ス 

十 時半 小 is- 湖米ル 

十二時 寢ー 一就 ク 

二十 二日 五 時 四十 五分 起 キ出ヅ 

十 時 奇跡 論ヲ 脫稿シ 大野 氏 I ー托シ テ警醒 社 一一 送ル 

人 見 北山 二 氏來ル 然 レドモ 本日 ハ 午後 ノ演說 ノ爲メ 多： y ナ ルヲ以 テ木ム 


午後 二 時 祌保園 演說場 ニ入ル 

ィ、 ス トレ ー キ 島 田 先ヅ壇 一一 上リ 余ハ 第三 席 ノ演說 ヲ爲シ タレ ド 辯訥 且 ッ說完 カラ ザル 

ヲ以テ 半途 一一 シテ聽 者ノ心 一一 徹ス ル能ハ ズ 騷投 ヲ起シ 非常 一一 失敗 セリ 後ノ警 ノト モナ ル可 ケレ 

バ 亦喜ブ 所無キ -1 ァラズ 歸途 中島 氏 一一 過グ 在ラズ 夜：：： @E 氏 一一 行ク 雜話 一一 時ヲ 移シテ 愉快 ヲ 

贅ェ タリ 

十 1 時歸宅 シテ寢 一一 就ク 

二. H 二日 安息日 六 時 四十 五分 起 キ出ヅ 


明治 二十 二 年 九 = ^二十 一日 晴 

日記 ハ 思想 ノ埋沒 ヲ防ギ 日々 ノ 出来事 ヲ記シ 吾變 _t フ 次第 ヲ錄 シ置ク 所以 ナリ 次 一一 心ヲ用 

ヰ 成 ル可ク 字句 ヲ選 ミテ 日記 ヲ作ル トキ ハ 文草ヲ 鍛練 ス ルノ 利益 モ尠 カラ ザ ル可キ 乎 

丸 善 ョ リ F,^;7;:r^  ノ 著書 ヲ送リ 來ル 先 ヅ緖言 ヲ讀過 ス , 口 ベ ルト • ェ ルス ミヤ ルノ 著者 ハ ン フ 

引 I7,:^dn 女史 ノ筆 ニ成レ ル モノ ナリ アミ ー ルガ 在世中 此ゾ ト思ハ ル 、事業 無力 リシ 理由 ヲ記 

シ テ曰ク 彼餘リ 一 1 思想 一 1 耽リ 明確 一一 理想 ヲ 眼前 一一：.^ キ 批判 ノ感 覺頗ル 敏捷 一一 シテ 缺點ヲ 兒ル事 

甚ダ 疾ナリ 云々 喧余ガ 性 ノ癖ス ル所モ 亦 此ニ在 ルナ リ 萬 里 時ヲ異 一一 ス レドモ 同病 深ク 相憐レ ム 


芮 戍歲晚 w: 遊 記  二 〇 

ノ 感ァリ 彼モ 可憐 兒 我 モ可隣 兒ナル カナ 

文 草ノ穩 類 二 ッァリ 讀 者ヲ樂 シマシ ムルモ ノト 之ヲ動 カス モノ ト卽チ 是ナリ 

火：^  二十 六日 

今 日 午後 一 1 一 時 祌舉校 一一 行 キ テ 詩篇 ヲ 開講 ス 東西 詩 ノ 得失 長短 ヲ 論 ジ 聖書 ノ文學 一一 於ル 地位 ヲ 

說キ 希 伯來語 ノ詩ー 1 適ス ル事ト 其ノ 日常生活 ノ 有機物-一由 リテ與 ヲ生ズ ル ュ適 スル. W ヲ 述べ 

タ リ 

夕刻 テ I ン 氏英國 日誌 ヲ讀ム 氏ノ終 言-一 曰ク 詩人 シュ レイ H ク 或 人ハ其 苦心 シタ ル說 

ヲ 偏愛 ス ル コ ト甚シ 譬へ バ母ガ 艱難 ノ 中二 育 テ タル 子 ヲ 偏愛 スル 一一 同ジ 云々 

翁 

丙 戌歲晚 西遊記 

明治 十 九 年 十二 バ傳道 局 ハ余ー 1 命ジ 安藝 ノ 廣 .Ins  二 出張 セシメ ントノ 議ァリ 

明 十二月 二十 二日 眯爽 行李 ヲ 整へ 妻孥ー 一別 ヲ吿ゲ 馳セテ 新橋 ステ ー ショ ン ュ至ル 暫時 一一 シテ 

1 二 浦 氏至ル 又 待ッコ ト暫ラ クー 丁ンテ 井深 氏 至ル呰 同行 ノ約 アル モノ ナリ 律 3 お 本 森 田 諸氏 

余 等 ガ行 ヲ送ラ ントテ 前後 シテ 至ル 八時士 一分 汽 iaf 一一  乘リ テ橫濱 寳來屋 11 着キ 小憩 ス 十一 時 一一 

氏ト トモ 一一 汽船 山城 丸-一 乘 リ移ル 下等 客 凡ソ百 名計リ 同船 ス 船ハ 正午 拔錯 ノ約ナ リシ モ 銀塊 


ヲ積ン トス ル モノ ァリテ 三時 マデ 延引 スト ノ 沙汰 ァリ 頓ガテ 一 船ァリ 甲板 上 二 白銀-お々 トシ テ 

堆ク 本船 ノ傍 ラー ー來ル 三時 之 ヲ積ミ 移 シ畢ル 忽 チ聞ク 汽笛 一 聲 船 ハ觀音 崎 11 向ッテ 行ク ^ 

呼 金銀 ノカ 余 等 百 餘名ノ 船客 ヲ 蹂躪 スト 謂フべ キナリ 

海路 坦々 遠 江 ノ灘モ 難無ク 志摩ノ 海岸 ヲ右 顧シ テ紀洋 一一 入ル 客 一一 双鏡ヲ 携帶ス ルモ ノア 

リ 叫ン デ曰ク 彼ノ 突起 セル 山ノ 中腹 一一 赤地 ヲ爲セ ル所ヲ 兑ズャ 其 ノ兩端 一一 白妙 ノ布ヲ 引ケル 

ガ如キ モノ ァリ 是レ 那智ノ 瀑布 ナリト 

船 進行 シテ 大 a 一  1 至ル 是レ^ r 「ト X 號ノ沈 沒セシ 所 吾ガ 同胞 二十 五人ノ 魚腹 一！ 葬 ラレ 

シ 所ナリ 豈 慨然 ト シ テ 感慨 一一 堪. H ザル ヲ得 ン ャ 

良 暫ラク 11 シテ阿 淡ノ山 西北 南ノ間 一一 出沒ス 風景 言フ 可ラズ 柬ヲ見 レバ 紀伊ノ 諸 山 連亘 數 

十 里 田 邊灣ト 思 シキ所 一一 至ル 憶フ 昔 相携へ テ此地 一一 遊ビ鹿 島ノ景 千里 濱ノ 風光 平 草原 ノ 

佳 山水 ヲ樂 ミシ ヨリ 已 一一 四裘葛 三千 代ノ老 夫人 起居 如何 量 平 阿兄 ハ 恙無 キヤ 權 右衛門 君 等 如 

何 東 向悵然 トシ テ^ 離ノ恨 一一 堪へズ 白雲 ノ緩ク 所 是レ三 名 部 彼ノ 連山 ノ陰是 レ吾ガ 賢妻 ノ 

家 鄕ナリ 

日 漸ク西 海 一一 沈ム時 和歌 ノ浦 ヲ遙 カー 一 模糊 ノ問 一一 看遣リ 苔ケ& ノ燈臺 ヲ過ル ハ巳 一二 ハ時ナ 

リキ 

八 時半 甲板 一一 出デ去 向ヲ見 レバ 和 田 1. ノ燈臺 赤色 ノ光ヲ 放チテ 本船 ヲ射 點々 タル 家々 ノ燈火 

丙戍歲 IS. 西遊記  一一 一 


丙 戌 歳 i-w 遊 記  ニニ 

漁火 ト相 混ジ 船 ノ進ム 一一 隨ッテ 其 ノ數. ヲ 增加ス ー聲ノ 汽笛 嗚リ 渡リテ 鉞ヲ 神戶港 穏波ノ 中- 

投ズ レバ 旗亭 ヨリ 客ヲ迎 フル ノ 小舟 群 リ來リ 輕捷ナ ル丁壯 等 各 己 ガ家ヲ 叫 ンデ客 ヲ誘フ 余 等 

ハ卽 ハチ 海岸 ノ 安藤 嘉左衞 e:  ノ許  一二 泊ス 

古事 ヲ以 テ名ァ ル生 K ノ森 ァリ ト云フ 

十一 時 過 ギ大阪 一一 着 中ノはノ吉岡氏ヲ；！^^フ 然ル 一一 數日 以前 家 ヲ轉ジ タリ ト見 H テ家ハ 在レド 

乇主 ハ無シ 北 ハレ ヨリ 諸 所ヲ尋 ネテ辛 ウジ テ其寓 所 一 一尋 ネ至レ ル ハ 正午 ノ比 ナリキ 途上 高 橋 善 作 

氏 一一 邂.； g ス、 一別 以來已  一二 年 喜悅知 ル可キ ナリ. 吉岡氏 ヲ出デ 、野邊 氏 ヲ訪ヒ 又 新設 ノ女舉 校 

一一 至 リ樱井 氏 ヲ訪ヒ 三時 井深 氏ト トモ 11 太陽 丸一 ー乘船 四時 解 總シテ 七 時祌戶 一一 着ス 此所 一一 殆ド 

一時 ii 止リ テ再ビ 進行 シ 夜 ノー 時 讃ノ高 松 一一 至ル 深夜 月 無ク 其ノ 如何 ナル所 ナルヲ 辧ズル 能 

ハ ズ 其 レ ヨリ 多度津 一一 寄港 シ タル ハ曉天 ノ比ナ リシ ト覺ュ 

朝 八 時 頃 備伎辆 律 一一 至ル 港 .I 小ナレ ドモ亦 一 小： a 港-一 シテ 風景 頗ル 好シ m  ロ凡ソ 三千 ト見受 

ケ タリ 

斯クテ 同國尾 ノ道 1 一到 着シ タル ハ 午後 十二時 ナ ラン 岸 上-建 テ速ネ タル 市街 ヲ IJ- 渡ス 一一 高 家 櫛 

比 往來稍 織 ルガ 如シ ト稱ス ル モ 可ナリ 魚賈ノ 市場 ナラ ン兢賫 ノ聲喧 シク宛 ガラ小 曰 本撟ナ ルガ 

如シ 此所 一一 乘船ス ル人モ 積入ル 、荷物 モ少 カラ ザ ルー 1 ャ 凡ソニ tfl ヲ過テ 解纜 シ M 時 比穩渡 

ノ瀬戶 ヲ越ュ 傅へ 言 フ是レ 平 相國ノ 開變シ タル 所 ナリト 海中 一 11 ノ 丘ァリ ー株ノ 松ヲ植 H 


石垣 ヲ以テ 之 ヲ開ク 之ヲ 問へ バ卽ハ チ 相國ノ 墳墓 ナリト 容易 -1 受ケ 難シ トイ へ ド モ 聞テ 懐古 

ノ情ヲ 促 ホセ リ、 世ノ 浮沈 盛衰 ノ爲メ  ニ彼ノ 入道- ブ謗ル モノ ノミ多 ケレド 余 ノ見ル 所 一一 テハ淸 盛 

コ ソ 性質 狂暴 無 殘ナル 二 似 タル 二 モ 拘ラズ 亦 小兒ノ 如ク愛 ス可キ 性質 モア リシナ リ 之 ヲ賴朝 一一 

比ブ レバ 大ニ 勝レル 所ァリ ト謂ハ ザ ル可ラ ズ 

穩渡 ノ瀨戶 ヨリ 航路 一 時間 宇 品 島 一一 着ス 廣島ヲ 去 ル凡ソ 一 里ナリ ト云フ 人力車 ヲ情ヒ 

急行 シテ 大手 町 ノ吉川 一一 着ケバ 日 全 ク暮レ 一一 ケリ 

廣島 11 至 ル迄ノ 海路 ハ凡テ 群島 四面 一一 突起 シ 一 幅ノ畫 山水 ニ異 ナラズ 唯 共 ノ往ク 所 トシ テ數 

十 里ノ問 Aicnot21cn1s ナ ルヲ憾 ムノミ 廣^::? ハ 毛利元就ノ 都城 德川氏 治世-一至 リテ淺 野 家 ヲ此. 

一一 封ズ 戸口 凡 ソニ萬 民屋 櫛比 商 賈稍盛 ンナリ 鎭臺ノ 營所ハ 舊械內 一 1 在リ 海軍 ノ鎭 守府ハ 

此ヲ距 ル四里 許 吳ト 云フ所 11 在リ 皆其ノ 繁盛 ヲ資 クルナ ラン 

ニ十五日ノ夜會堂ーー，.^,^ス マ カ|  ノ 祝祭 ァリ 余 等 之 二 臨 ミテ各 一 題ノ 演說ヲ 爲ス、 余ガ講 說ハキ 

リスト ノ 人物 ヲ 主意 トセ リ 

歸途元 安橋 畔ノ丸 平方 一 1 至 リ竹田 達 三 氏 ヲ訪フ 曰ク 一昨日 東京 一一 歸 レリ ト 仰天 咨嗟 一一 堪ェ. 

ザ ルナ リ 蓋シ 財布 空乏 氏 二 依 賴シテ 急ヲ救 ハント 覺 悟シテ 來レル モノ ヲ 何ゾ圖 ラン 其ノ人 11 

會フ コト ヲ得ズ 歲將 一一 暮レ ン トシ テ窮困 天涯 ノ客 一一 及ブ 然レド モ必ラ ズ其ノ 謀 ヲ得ル コト アル 

可シト 信ジテ 情 然 旅館 一一 歸ル 

丙 戍歲^ 西遊記  二三 


IS 戌歲晚 西遊記  一一 B 

二十 六日 日曜 

夜 七 時 ヨリ 說敎ス 

二十 七日 天氣 晴朗 別ュ爲 ス可キ 事無キ ヲ以テ 都 伎 島-一遊 バント 欲ス 井深 氏 ト相携 へ 人力 

車ュ乘リテ廣^:3ョリ草.ま、 廿日 市 等 ヲ經。 海岸 ヲ行ク 「§: 里、 地ノ 御前 ノ 社頭 一一 至 レバ 宫島ノ 眺望 

眼前 一一 在リ 小舟 ヲ借 リ行ク コ ト 一 里 許 一一 シテ有 天ナル 海中 ノ 華表 ノ 下-至 ル 其レ ヨリ 少シク 進 

ミ岸 一一 上リ 回廊 ヲ歷 リ視ル 一一 潮水 ノ上 一一 左折 右折 ノ長 廊下 ヲ作リ タル モノ  二 テ亦ー 奇ト 稱スル 乇 

敢テ 咎ム可 キー ー非ズ 左 レド亦 敢テ驚 ク可キ 二 非 ルナ リ 廊ノ壁 上 二 新 古 ノ畫圖 書 蹟ヲ額 トシ テ懸ケ 

列ネ タルモ ノ數ヲ 知ラズ 元 信 光信 兆 殿 司 雪 舟 吃 又 平 探幽 應擧等 ノ名乇 多ク見 受ケタ 

レド モ之ヲ 概論 スレ バ 呰 卑俗 一一 近 キノ ミ元 就ノ 寄進 セル 所ノ 鐡製ノ 燈籠百 八 個 古色 ヲ帶ビ タリ ト 

謂 フ可シ 社段ヲ 一 巡シ 畢リ巖 藻亭ト 云へ ル 旅亭-至 リテ 午餐 ヲ喫ス 其ノ 庭園 ノ 景色 幽邃 一一 シテ 

愛 ス ベ シ 許 多 ノ 奇巖澗 中 一一 横リテ 突起 シ 淸泉其 ノ問 一一 流レ 其 響音樂 ヲ 奏スル 一一 異 ナラズ 時 一一 一 

藥 鹿.；：： j ハノ水 ヲ飮ム ヲ兒ル 惜 ムべシ 紅葉 已  一一！： 盡 滿山冬 臘ノ風 色 ナルヲ 若シ 秋風 ノ比 一！ テア リク 

ラ ン 二 ハ 興味 幾 倍ナル ヲ知ル 可ラズ 況ンャ 此地ハ 紅葉 ヲ以テ 名ヲ獲 タリ ト云フ 一一 於テ オヤ 良暫ラ 

クシ テ千 疊敷ト 稱スル 社殿 ヲ 一 兒シ 小 丘 ヨリ 前面 ノ 景色 ヲ 眺メテ ビ舟 一一 乘リ 車 i ー駕シ テ廣岛 

一 1 歸 レリ 嚴島ハ 三景 ノ  I ト稱 スレド モ敢テ 驚キ慕 フ程ノ モノ 一一  非ズ 周圍 -I 群レル 小島 喚 前岸ノ 

光景 タル 御山 ノ峯等 美ハ卽 ハチ 美ナリ 之 一一 加 フル-一 古雅 トモ 稱ス 可キ 社殿 ノア ル有リ 以テ I 


勝地 ト爲ス 可キナ レドモ 吾人 ノ望 ヲ滿ス 一一 足ラザ ルナ リ 今年 ハ奧 ノ松岛 一一 遊ンデ 失望 シ 今 又 

宫島 一一 失望 セリ 所謂 三景 ナル モノ ハ皆斯 タノ 若キカ 天橋ハ 如何 ァ ラン 心 許無シ 

二十 八日 今日 ョ リ 三日 ノ間會 堂 ニ說敎 會ヲ催 ホセ リ 時歲尾 一一 迫 リ 人々 多忙 ナ レバ 是レ 傅^ 

ノ佳期 一一 非ズ 此行或 ハ徒勞 一一 屬 セント スト 或ハ然 ラン 

此夜聽 衆 三十 人 一一 出デズ 余ハ 宗敎ノ 必要 ヲ說ク 

二十 九日 終日 事無シ 大谷幸 藏氏ヲ 訪フ此 夜聽衆 二十 五人ュ 出デズ 余 ハ罪惡 ノ說ヲ 述べ タリ 

三十日 此日 井深 氏 海路 山 氏 11 至ル 夜 ノ說敎 《余 一人 ナ リシ ガ聽衆 二十 餘人 講題ハ 祈 ノ解 

ト云 フコト ナリキ 

三十 一日 朝 早 ク廣島 ヲ發シ テ周防 ノ岩國 一一 向ッテ 陸行 ス 道程 凡ソ 十二 里 一 時半 錦帶 梳邊ノ 

一 旗亭 米 平方 一一 投宿 ス 予午 餐ヲ 喫 シテ本 町 ノ小河 內碧氏 ヲ訪フ 氏 ハ吾道 ヲ信ズ ル人 一一 テ 5: 小國傅 

道ノ 周旋 家ナリ ト云フ 錦 帶橋ハ 長サ百 二十 問 實 一一 畫 圖シテ 見 ルー 一 差ハズ 築造 ノ村料 { 且シ カラ 

ズ トイへ ドモ 工夫 頗ル 宜シ キー ー適ヒ 日本 ノ ェ藝 中稱ス べキ モノ、 中 ユ算フ ベ キナリ 夏期 河水 膨 

漲 輙 チ橋ヲ 覆沒ス 吉川 家ノ某 公之 ヲ 憂へ テ此ノ 築ェヲ 案出 シ タリ ト云フ 橋 下 ノ水ヲ 錦 川ト稱 

ス淸 流愛ス ベ キナリ 

極 口 勇 氏 ヲ訪ヒ 歸途桂 時亮氏 ヲ訪フ 皆 知人 ナリ  . 

夜 小 河內氏 ヲ訪ヒ 古 劍數種 ヲ觀ル 皆 正宗 國俊 吉光等 正眞ノ 名刀 ナリト 思 ハル 九時歸 (妈 

12 戌歲 西遊 二 五 


丙 戌 歳 ^西遊記  二 六 

ス 涵ロ氏 来訪 十一 時 頃 マ デ話ス 十一 時寢 -就ク 是レ 明治 十九 年 最終 ノ 寢ナリ 

明治 二十 年 一月 一日 旅 中 新年 ヲ迎 フル ハ之 ヲ以テ 第二次 トス 家 山 天 ノー 方 父母 ャ弟 ャ妻ャ 

子ャ 皆無 事ナ ルカ 祌ョ 彼等 ヲ憐ミ 給へ 八 時 喫飯 餅ヲ 食セズ 聖誉ヲ 讀ミ祈 禱シテ 本年 ノ事ヲ 

始ム 

一月 二日 小 河內宅 一一 敎 法談 會ヲ ク 藤田葆 横道 茶 樋 口 勇 諸氏 來會ス 此日極 口 氏 ノ家ヲ 

訪フ 老樋ロ 氏 ハ曾テ 陸軍 一一 奉職 シ タル 人 ナリ 

此夜樋 口 勇 氏 ヲ伴ヒ 歸リテ 共 一一 眠ル 蓋 シ或ヒ ハ其ノ 信仰 ヲ 恢復 セ ント 思へ バ ナリ 

一一； 日 小 河 內氏ト 共 一一 岩 國ヲ發 シテ廣 島 一一 向フ 午後 廣島 一一 着ス 服 部 氏 ヲ訪フ テ直チ 一一 小 汽船 

赤 稼 丸一 一 乘船ス 十一 時 拔錨ス 

五日 午前 十一 時大阪 -1 着キ 船中 1 ーテ 陸軍 少依志 和 地堯行 橋 本 貞^ 山 下 十 太 郎等 諸氏 ト 相識 

トナル 

此夜吉 岡 氏 - ー寓ス 

八十 川 寛 石橋 重 則 發ノ 諸氏 來訪セ ラル 皆 知人 ナリ 宛然 家 一一 在 ルー ー異 ナラズ 

七日 櫻 井 親子 ヲ訪フ 又 八十 川 寬氏ヲ 松屋 町ノ盈 科擧舍 -訪フ 此夜ハ 野 邊盛正 氏ノ許  一二 宿 

ス 懇情 實 一一 謝スべ キナリ 

八日 朝 吉岡氏 一一 歸ル 越 前 ノ人杉 江 某ト敎 法ノ事 ヲ談ズ 


十 時 比 腕 車 一一 乘リテ 大和 ノ 御所 一一 向フ 三 浦 氏 彼 所-一 在リ 且ッ田 知 手 1^ 氏 モ傳道 ノ爲メ 北ハ地 

一一 寄留 ス ルガ 故ナリ 程 無 ク天王 寺 ヲ過ギ 平野 ノ 宿-一至 ル 懷フ昔 元 和 ノ役眞 田 幸村ガ is-gi 公ヲ 

焚殺セ ント 謀レル ハ蓋 シ此ノ 邊ナラ ン 平野 鄕ヲ去 ル僅カ 一一 シテ河 內ノ界 1 一入 ル 明治 橋ヲ 渡リ大 

和 川ヲ越 ェテ藤 井寺 一一 着ス 直 義ノ苦 戰セシ 所ナリ 前路 ヲ望メ バー 山ァリ 積雪 皚々 トシ テ {4! 

天 二 聳ュル モノ ハ 金剛 山ナリ 其ノ 左方 一一 組立 ル モノ ヲ葛城 山 ト爲ス 大和 ノ界. u 一一  近キヲ 知ル可 

シ 古市 ヲ過ギ 春日ノ 里ヲ經 テーノ 峻嶺-一至 ル 竹內峯 ト稱ス 車 通 ゼズ辛 ウジ テ 徒歩 シテ 山嶺-一 

クン ナカ 

至ル 是 レ河內 大和 ノ國 界ナリ 山ヲ下 レバ 甚ダ 平坦 ナル 耕地 村落 ノ間 一一 出 ヅ之ヲ 大和 ノ國中 トス 

神武 ノ 創業 南朝 ノ 故事 奈良ノ 都 ノ舊跡 ナド思 ヒッ、 V ケテ餘 念無ク 車ヲ 進メテ 頓ガテ 御所 ノ 

驛ー 一入 レ バ 夕陽 西 山 一一 沒シ 群 猿鳴テ 葛城ノ 樹陰 一一 入ル 手 塚 三浦ノ 二 氏 一一 面會シ テ 愉快 ヲ極ム 

余ガ 從歷シ タル 所ヲ 以テ考 フル 11 河內 大和 ノ國 ハ 人民 貧 -1 シ テ 事業 盛 ン ナ ラ ズ 開化 ダ 停滯不 

振 城市 ノ盛 ンナル モノ ヲ見ザ ルナ リ 

八日 說敎倉 ヲ開ク 余ハ宗 敎ノ未 •  氷ト云 フー 題 ヲ演ズ 聽業 無慮 五十 名ナリ ト覺ュ 曾 テ中村 

直 三 氏ト共 一一 元 農 ヲ以テ 名ヲ得 タル 野 口 小成 翁-米 ル 翁ハ 近頃 頻リ 二道 ヲ求メ ラル、 モノ ナリ 談 

偶 大和 ノ國ノ 貧富 二 及ブ 翁曰ク 總體 ヨリ 云 フ時ハ 大和 ノ 人民 ハ貧ナ リト云 ハ ザルべ カラ ズ 然 

レドモ 巨大 ナル 金滿家 ァリャ ト問ハ 、マ 恐 クハ他 ノ諸國 一一 劣 ラズト 答フ可 キノ ミ 吉 野郡柔 原村ノ 

雷 五郞ハ 身代 遙 カー 1 百 萬ノ上 一一 出デ、 其 他 五十 萬 八十 萬ノ 財產ヲ 有スル モノ モア リ 大瀧 村ノ土 

丙 戌歲院 西遊記  二 七 


倉 iid 三 郞氏ノ 如キ其 一 人ナリ トス 翁 土 倉氏ノ 人物 ヲ說ク 詳密 一一 シテ偸 快ナリ 余窃カ 一 1 共 ノ人ヲ 

見ン ト欲ス ルナ リ 去年 前 相 國三條 公吉 野 一 1 花 ヲ見ル 旗亭 ノ 主人 其 ノ饗應 等閑 ナ ラ ズ 且ッ 家具 

ヲ 整へ 客室 ノ 装飾 ヲ新タ 一一 ス ルナ ド凡ソ 三十 圓ヲ 費セリ 然ル 一一 三 條公茶 料三圓 ヲ投ジ テ去ル 

主人 ノ 困難 失望 知ルべ キノ ミ 翌日 一 紳士 ァリ 家族 ヲ率 ヰ彼ノ 旅亭 一 1 來リ 觀 花ー唱 三十 金ヲ投 

ジ テ去ル 卽 ハチ 土 倉 庄三郞 氏ナリ 

九： n 朝野 口 氏 ヲ訪フ 翁ハ 蛇穴ノ 人ナリ 一 小 池畔 一一 退隱ス 倦 還 庵主 人 ト號ス 書畫ヲ モ弄ブ 

モノ ト見ュ 未完 ノ書畫 卓上 一 1 散 亂セリ 此 日始メ テ鳩麥 ノ細抹 II シ タル モノ ヲ味フ 肺 疾癆ノ 人 

一一 效ァリ ト誚フ 少量 ヲ乞 ヒ得テ 家 慈 一一 贈 ラント 欲ス 

午後 三時 聖國 ヲ來 ラセ タマ へ ト云フ 一句 ヲ題 一一 シテ 說敎ス 余麥 ト稗ノ 譬喩 ヲ語ル 

.5: 散シテ 後野 口 翁 曰 ク稗子 ハ米ト 同時 一一 萌 出へ 出 ル モノ ナリ 譬喩 未 ダ穏當 ナ ラ ズト 聖書 ヲ披 

カラス ムギ 

キ兒 レバ 麥ト稗 子 ナリキ 一笑 其 夜 又說敎 會ァリ 余 《罪 惡ノ說 ヲ講ズ 

十日 一 二 浦氏ト 共-一大 阪 ニ歸リ 中^：：^ノ花屋ーー投宿ス 

(一 八 八 六 年) 


千 八 百 九十 一 年 八 巧 傳 道の 爲 めに 大阪に 下る。 

g; 日 午前 十一 時 四十 分 新橋 發の 汽車に て 西 行の 途に 上る、 午後 五 時 駿州午 臥 山の 海水浴場に 至 

り 一泊す 其 地 風景 畫 くが 如し 唯 客舍の 用意 備はす 不便 少 からざる を遣憾 とす 

五日 味旦 海水の 溫 湯に 沐浴し 朝餐を 終へ て 直ちに 發 程す 先 づ沼津 より 右折し 三^^に往き 

伊藤 藤吉氏 を訪ひ 同行して 間 {a はま 花 島と 勝 川 二 氏 を訪ふ 其の 序 を 以て 三. S 敎會堂 を 兌る 

共の 昔 は 花. S 氏の 酒造 庫に して 椅子の 類 は 酒榑を 以て 造れるな り 三 島 氏の 外に 罪 を 悔いて 正業に 

服す る もの 近 米 に 一人 を 加へ たり 卽 はち 妓樓の 主人 俄然 閉店した ろ是 なり 九 時苒び 沼津に 

向って 發す 十 時 三十 七 分 沼津 發の汽 卓に 乘り 午後 六 時 名 古屋に 着す 大雨 を n して 行き 秋 

琴摟に 投宿す 二三 時間の 後 雨 少しく 霽れたり 木船衞 一 二 を訪ふ 舊を 話し 新 を 語る こと 少時 

歸途大 石 余 平 を訪ふ 在らす 客 舍に歸 りて 寢に 就きし に、 佐々 木 某來訪 

六日 朝 大谷虞 來訪す 八 時 秋 琴 樓を辭 し 去り 淸水 川の 林 萬 助 翁 を訪ひ 直ちに 整 島ステ ー 

ショ ンに 赴き 四時 四十 三分 西 行の 汽車に て發す 

五 時 五分 大阪梅 田 停車場に 達す 阿波 氏 及び 他の 一人 出で 迎 へらる 暴 雨 軸 を 流す 兩氏 とも 

に 老松 川 善 積順藏 氏の 寓居に 在り 卽ち余 滞留 中の 寓居に 備 へられし 所な り 贺古氏 來訪す 諸氏 

と 談笑 十二時に 至る 阿波 氏の 手より 家書 一 通 を 受取りぬ 喜ばし かりき 

七日 五 時目覺 むれば 當 家の 主人 大小 を 擧げて 有 馬の 避暑地に 出立す とて？  沘雜し 居たり 彼 


等の 立 出る を 見て 起き 出づ 

八 時 馬場 を 訪ひ之 を 同伴して 渡 邊直記 鈴 木壽ー 二 氏と 其の 各自の 家 を訪ふ 共に 在らす 是 

に 於て 馬場 氏と ともに 天 王 寺の 雲水に 至る 午後 一 時 旅 寓に立 歸れり 七 時 新地 裏町 三 丁目 加 古 氏 

の 寓を訪 ふ 八 時北會 堂の 祈禱に 列席し 感 話す 京 谷 口 氏より 報 あり 植田氏 死せ りと 壯年 

の 士有爲 の 志を携 へて 殘す 喧 歸途 渡邊道 雄來訪 十 一 時寢に 就く 

旅 屮妻孥 を 離れ 平素 11 斷なく 精神 を圍繞 せる 粉雜の 事物 を 離る 此際 我の 我 を 知る こと 平生よ 

り も容！ 3^ なり 余が 妻 や 子に 對す るの 義務 を盡 すに 於て 愧づ べき こと 尠 からす 之 を 改め ざれば 能 

く 何事 を か 爲すを 得ん 余 は 基督 敎徒 たる 特質 を發 達せし めし こと 甚だ 少し 自然 的の 才能 精祌 

に 勝れたり 西 行の 途上 吉田錦 子と 同行 沼 津牛臥 山に 一 伯す 余此 際に 於て 一種の 迷夢 を 破り 了 

せんとせ り 否 破り 了した らん を 望む 秋 花の 敬すべく 愛すべき を 悟れば 如何して 愛妻に 對 する 

の 義務 を 全うする を 得ん 

Chastity 此の 一 點 最も 慎まざる 可ら す 之 を 矢へば 雲霧 祌を掩 ひ 萬 有の 妙 理暗黑 裡に隱 

れ 鍵 性 智力 枯搞 する に 至らざる を 得す 余 頻りに 感す 一身上 今日の 急務 は 此の 德を養 ふに 在る 

なり 

今日 說敎題 一 1 つ 需 めに 應 じて 加 古 氏に 與ふ 

自愛と 他愛 (朝) 基督 劍を携 へて 世に 来れり (夕) 


此は次の安^«^?日七日のために廣吿するたり，^云ふ 一一 IE もて 二人に 語り 宗敎 上の 經， 明かたら す 

して 仲買人 同様の 講話 を爲す 小人に して 語ろ 所 は 堂々 たる 君子 身 十字架の 趣味 を 熟知せ すして 

献身の 大義 を說く 恐ろし 愧 かし 此の 一念 余 を 苦惱す 斷 じて 盛 德の士 とならざる ベから す 

八日 五 時 三十 分目覺 めたり 0 ウテが 傳を 一 讀す 口 ウテ 曾て パ ィ H テスト の 徒と 結 托せり 

此は r フレ モス • ブ レズ レン」 の流亞 にして 自ら を 高し とし 他を賤 しとす る こと 「パリ サイ」 の 

徒と 異ならす 彼等 は 敎會の 弊に 徵 りて 純然たる 基督 敎 徒の 結合 を 形造らん と 企 望せ り 彼等 は宗 

派 的なる を 忌む 然れ ども 其の 結 架 は 宗派 的なる よりも 更に 非な り 彼等 は ll;- に NonecclQsiatical 

form  of  Christianity, を、 H,: 張す と 謂はビ 或は 過 等 言に 非る 可し 口 ウテ 曰く 

"wc  cn.ll  not  conceive  a  I)lctistlc  people,  二 lonl^h  we  can  conceive  of  Christiaii  people- 

蓋し パ ィ ェ テ ストの 徒 は 個人的に 失する もの， なり 彼等 は 基督 敎に存 する 社交の 要素 及び 感化 力 

を 看過せ り 彼等 は 宗敎の 側面より 基督 者 を 見る に 偏. して 道德 的の 側面 を輕ん する に 似たり 

此日 阿波 氏 i 世 富. g 百 渡 逢51 雄 諸氏： 米訪 舊知 八十 川 寛-?!^ 來る 其の 言に 由れば 彼 は 一 千圆を 

貯へ 得たり 之 を； 連轉 して 月々 四十 1^ を繞 ると： 谷 易な りと 彼 は 世故に は 老けす 斯る さに は廷濶 

なりし と 思 ひし もの を 一 驚 を：^ せざる 能 はチ、 晚 鈴木壽 一 氏米訪 大阪の 信徒 親睦 會を 催す に當 

り 其 出費 各 一二 錢に 上る こと 稀れ なり 否ら ざれば 來曾者 無き に 至る と は 其の 談話 中の 一節な り 

巿 人の 風 以て 見るべきな り 


之に 類せ る は 八十 川寬 氏の 談話な り 大阪の 人 靑樓に 登り 藝 娼妓と ともに 戯 るるとき 稀れ に 三つ 

鉢 を 命す 通常 はかき 餅噬 りつ 入 を飮 むな りと 咄！ 

九日 日曜日 

午前 七 時大仁 村の 阿波 氏 を訪ひ 同行して 會 堂に 詣り 九 時 開會す 豫 約の 題 を講說 せし が 局 を 

結ぶ に 至らす 聽衆は 殆んど 百 名に も 近 かり けん 歸途 八十 川 氏の 宿に 立 寄り 共に 午餐 を iK す 

午後 被な 氏 八十 川 氏來訪 八 時說敎 十 時 浪花 橋 天神 橋に 散歩して 凉を納 る 無數の 小舟 燈を 

陳 ねて 水上に 泛び 時に 烟火空 天 に 花を螯 す 橋 上橋遂 露：^ 參差 として 所狹 きまで なり 之 を 一 坂 

の-夏 夜に 於け る！ 偉觀 とす 十一 時 過ぐ る 頃歸宿 寢に 就く 

十日 五 時 五十 分目覺 めたり 六 時半 朝餐を 終へ 前 二日の 日記 を 書き 了せ り 

八 時 三十 分 茂野衞 氏來訪 信 時義政 渡 邊道雄 岸 本 柳 女史 上 村 本 ra: 郞 淸田海 一 郞等 諸氏 來 

訪 岸 本 氏 は 一致 义學 校に 敎〕 貝た らんこと を 志願 せらる 共 人隨 分： 9$； 理に 明らかな りと 見えたり 

父 は 代言人な りしと 云 ふ  . 

信 時 氏 は 大石保 氏の 事 を 談ぜら る 

渡邊近 雄 と は 十九 日 說敎の 約 を 結 ベ り 

上 村 淸田兩 氏 は 敎義の 質 問 をせられ たり 

午後 加 古 氏來る 長談 して 去る 


叫 時 谷 町 二 丁目 渡 邊道雄 氏の 寓を訪 ふ 鈴木壽 一氏 亦 同家に 来る 隣家お 菜 淸河氏 を 招きて 談 

話 時 を 移す 其れより 渡 邊鈴木 二 氏に 同伴して 淀 屋橋邊 の 割烹店に 上り 晚 1© を g へしぬ 八 時 歸寓沐 

浴して 寢に 就く 

十一 日 五 時 三十 分 起き 出で、 了 タナシ ヤスの 傳を讀 む 

八 時 頃 阿波 氏 來る移 轉の事 を 談ぜら る 余 欣然 之 を諾し 先 づ加古 氏に 至りて 其の 事由 を 說き浪 

花 橋畔 池 田 某と 呼べる 旅亭に 投す 三 の樓 河に 臨み 眺望 廣く 冷 風 を is! マら にす 余が 居室 

を 名け て 淸心樓 と 云 ひ 風 洗 蒸と 云 ふ 亦 〈且 なり 宫崎 渡邊 ^倉 諸人 至る 皆 少時に して 去る 此 

夜會 堂に て 講話す 會者 四十 名 許な り 

九 時半 天祌 様より 小舟 を 倩 ひ 流 を 逆上りて 櫻の 宫に 至る 風凉 しく. S 氣淸ら かに 夜景 定かな 

ら ざるう ちに 形容すべからざる 興味 を 具へ たり 十一 時歸寓 寢に 就く 

十二 日 五 時 起き 出づ  ， 

(績 稿な し) 

(1八九一年) 


明治 二十 年 十 一 月 余 讃美歌 編纂 委員と して 浪花に 旅寐 せし 時 松 湾 子と 共に 此の 書 を 福音 社に て 

作らし めた リ。 歐米 漫遊の 歴史 を錄 する が爲 なリ。  謙 堂 居士 
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〇 言論 集會ノ 自由 〇 政治 及社會 〇 宣教師 及 默示論 〇 、カオ ルテ ー ル及ル ゥソゥ 〇 ジ 
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結： a  ノ心！ #  o ナタナ ェ ル トフ キ リツ プ 〇 豪奢 ノー  例 〇 カァ ライル ノ宅址 〇 靈性何 

故 一一 盛 ナラザ ルカ 〇 孔 夫子 〇 尋常 信徒 外 國俥道 ノ心懸 〇 英民ノ 精神 〇 宗敎ノ 狭隘 


〇1^, ゾド氏 〇 十字架 上 ノニ賊 〇 英國ノ 婦人 〇 タイ ムス 社 〇 モル レイ •〈 ウル 一 

〇 辻說敎 〇 アッベ ィ 〇 婦人 ノ 地位 〇 道德ノ 進化 〇 ノン，^^ •  ^イリヤ， ムス 〇 小 一 

說 〇 英佛 ノ小說 〇 名言 〇 倫敦 馬車 ノ  二階 〇 外務 ノ文 <*1 〇 淸潔 〇 母ノ勢 〇 堕 一 

落 齒人ノ 不幸 〇 英米 論 〇 婦人 選擧灌 〇 トランス フヰギ ウレ ー ショ ン 〇 智毅 ト道德 

〇 英國ノ 名流 及 宗教 〇 歸 朝日 記。 

倫敦 11 テ  柚 村 正 久- 

一 千 八 百 八十 八 年 八月 十九 日 ヨリ 

世ノ中 一一 神 無ク望 無キ程 憂フべ キ事ハ ァ ラジ。 祌ヲ 敬愛 ス ル コトヲ 知 ラズ天 國ノ光 耀ヲ仰 ギ望ム 一 

コ ト ヲ得ズ ンバ 何ガ爲 11 働キ 何ガ爲  一！ 焦心 苦慮 ス ベ キゾ。 大方 ハ功 ヲ立テ 名ヲ顯 ハ サ ントテ 朝夕 盡- 

カス ルモアル、 又ハ 巨萬ノ 黄金 ヲ貯 へテ美 衣歡樂 ヲ極メ ントテ 額 一一 汗 ヲ流シ 火 ノ如ク 一一 競ヒ 生命 ノ 

競 爭ヲ試 ムルャ カラ 乇少 カラ ズ。 此等ノ 事物 一一 刺衝 セラ ルル 問ハ 如何-一 モ勇壯 ノ擧動 ヲ爲ス コトナ 

レ ド 一 朝 挫折 シ テ 靑雲 ノ望モ 賴少 ク 陶朱ノ 富 モ獲ル 一一 由 無 シ ト 觀念 ス ル 11 至 レ バ 壯夫 モ忽チ 老翁 一一 一 

變ジ拔 山 蓋 世 ノ 勇氣モ 沈着 老成 ト カ掉 號スル 卑屈 心 二 化シ去 レリ。 余 十 年 以前 ヨリ 世-一名 ヲ知 ラレ-, 

有爲ノ 資質 ヲ 具へ タリ ト思ハ レシ 人々 ノ 有様 ヲ 熟察ス ル 一一 大抵 ハ始 メ疾 ク進ミ タレ ド後ハ 秋ノ空 ノ- 

降リミ 降ラズ ミ 判然 トセ ヌガ 如ク 一 切ノ 運動^ リタ ルャゥ 一一 思 ハル。 此 ハ始メ ヨリ 斯ク アルべ キ 理- 

由 ナリ。  失^ ノ時モ 生命 ノ緒ノ 斷ュル 時モ平 曰ュ與 ラズ。 愛 スべキ モノ 望 ムべキ モノ ァラズ ンバ此 一 


玉石 级  11 ニハ 

ノ 通弊 ハ除 キ得ラ ル、 モノ 11 非 ルナ リ。 

〇 泰西 諸國 11 テ 自. 5:^ 權ノ眞 11 發達 シ タル ハ人々 自ラ 宣ン ジ 婦女 童 幼 ョ リ牛走 馬丁 一一  至ル マデ祌 

ノ造 リタ マへ ル 人類 一一 テ何レ モ EI 等ノ モノ ナリト 云へ ル 感覺强 キヨ リ生ジ タル コト ナリ。 人類 ヲ尊 

重 スルノ 心 一 變シテ 民 權論ト ナリニ 變シテ 議院 制度 自由 ノ政 體ト ハナ リヌ。 

サ レバ 北 ハノ根 據冋ジ ト云フ ベ シ。 日本 一一 テ 西洋 ノ 制度 ヲ见 聞スル 乇 ノ ヨリ 自ラ 民權 ノ論モ 國會ノ 

議 モ盛ン 一一 起リ タル ナ レド 西洋 ト ハ其ノ 順序 ヲ里ハ 11 シテ 議論 モ则度 ヨリ 始 マラ ン トス。 自由 家民權 

家ナ ン ド呼バ ル、 人 一一 シテ 人類 ノ尊ム ベ キヲ知 ラザル モノ 多ク 晃ュ。 婦人 ヲバ肉 愁ヲ恣 一一 スルノ 器 

具 ト：： ^做 スガ 加キ其 一例 ナ ラン。 此ノ 事ハ目 一一 見ェ ヌ精祌 ノ內部 一一 屬スル モノ カラ 深ク E 心 ハザル 人 

パ左マ デ重キ コト、 ハ考へ ザ ルナ ラン、 然シ歷 史ノ變 動 制度 ノ舆廢 等 古へ ヨリ 主義 思想 ヨリ 生ゼザ 

ル モノ 無シ。 人ノ  $3； サヲ 知ラズ 福音書 一一 所謂 神 ヲ恐 レズ 人ヲモ 恐レザ ル士子 ノ如キ W ノミュ テハ眞 

正ノ  權ヲ推 シ擴ム ル コ トハ 根無キ 草ノ繁 リ難キ 一一 等シ カルべ キカ。 

八 e: 十九 日夜  . 

〇 世ノ 博士 達ノ曰 ク宗敎 ノ始メ ハ 死者 ヲ夢 ミシ ヨリ 起 レリ 云々。 

此論ノ 可否 何レ 一一 決ス ル モ宗敎 ノ眞理 II ハ害ナ シ ト思ハ ル。 今 ノ天 文化 舉ナド 云フモ ノモ其 ノ根 

本 ハ笑フ ベ キ忘想 ヨリ 出デ タル モノ ナリ。 

絕大ノ 新發明 ヲ爲シ テ學術 世界 ヲ 震動 ス ル モノ アル モ或 ヒハ聊 カナ ル 相お 像 ノ圖ラ ズ モ 胸中 11 浮ミ 


出デタ ルー 一由 ルコト ァリ。  一 

長江 大河 ハ源ノ 細流 ヲ以テ 起原 ト爲ス 可 ラズ、 其 ノ 溝路ノ 問何レ ノ所 一一 テモ水 ヲ注グ モノ  共 起 

I 

原 一一 與 カラ ザル可 ラ ズ 。 宗敎 起原 論 亦 之 一一 異ナル モノ 無 シ 。  ： 

牛董 林檎 ノ木梢 ヨリ 落ルヲ 見テ終 一一 引力 ノ大理 ヲ發見 セリ、 然レ ドモ此 ノ琐細 ナル事 W ヲ以テ 牛 一 

董ガ 發明ノ 原因 ト爲ス ハ 如何 ュャ、 牛责ノ 性質 及 ビ當時 天文 ノ事 ナドヲ 考察 シ居タ ルナ ドノ 審實ヲ 一 

乇 加へ テ觀察 ヲ下ス ベ キコト ナリ。  一 

スぺ ン セル 氏ノ 所說 ヲ シ テ 眞ナ ラシ メバ何 レノ國 一一 テ モ祀 先的ノ 宗敎 ヲ以テ 其ノ原 ノ形狀 ト爲サ 一 

>ル 可 ラズ。 

宗敎 ノ如キ 洪大 悠久 ナル 事實ヲ 苟且 ノ 夢-一 歸ス ル ハ 如何 一一 ャ 明白 ナル證 據ヲ耍 ス可キ 乎。 希 伯來： 

ノ如キ ハ 來世ノ 思想 初メ ハ 極メ テ幽 カナリ キ。 ス ベ ンセ ル 等，' 說ヲ シテ 眞ナラ シヌ バ先ヅ 來世ノ 事， 

ァリテ 而シテ 後-一 祌ノ 思想 其 中 ヨリ 進化 シ來 ル可キ 害ナリ 此說眞 乎 、事 實ハ 如何。  二 

宗教 起原 論 ヲ 確定 セント 欲セバ 初 人 ノ 狀態ヲ 探知 セザ ル可ラ ズ 。 

H ピ キゥラ スガ 宗敎ヲ 恐怖-一 歸シ タル ハ、 ス ベンセル 氏 ュ比ブ レ バ更 一一 深 ク進ミ タル モ ノ ト思 ハ- 

レ。 

ノ 

九 s: 一  日 

〇 スぺ ン セル 氏曰ク 吾人 如何 二 知力 ヲ用 フル 乇我 ナル モノ ヲ知ル コトヲ 得ズ。 何 トナレ パ凡ソ 知： 
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識 一一 ハ 主客 ノ 二者 蟹； ク ンバ ァ ラジ。 知ル トコ ロノ ミ我ナ ラバ 知 ラル 、所ノ モノ ハ 何ゾ ャト。 

答へ テ曰ク 或 ル哲擧 者ノ說 一一 凡テ ノ愛ハ 自愛 ナリ。 此ノ說 ノ當否 ハ暫ク 措クモ 自愛 ナル モノ  、著 

名 ナル事 實ナル コトハ 蓋 シ疑フ 可 ラズ。 然シ 愛スル モノ 我ナ ラバ 愛セ ラル ヽ モノ ハ何 ゾャ。 スぺ ン 

セル 氏ノ 論理 11 據 レバ 自愛 ナキナ リ。  - 

九 e: 三日 

〇 近日 到着 セル 國民之 友 ヲ見ル 一一 日本 國 憲法 一一 關スル 一 文章 ァリ。 其 中 11 憲法 上ノ 議論 譬へバ 主 

權 所在 一一 係ハ ル 議論 ノ若キ ハ之ヲ 論ゼズ シテ可 ナリ。 憲法 ハ 死物 ナリ故 一一 左 迄 一一 緊要 的ノ モノ 一一  非 

ルナ リ 云々。 余 思 フユ 是 モー 應ハ尤 ノ說ト 兒ュ レドモ 日本 ノ 事情 一一 通 ゼザル 所 アル 二 似 タリ。 英國 

獨逸國 等 ノ 如キハ 政府 モ社會 乇大ィ 一一 進歩 シ居 リテ 社 會的政 治 的 ノ 習慣 成熟 セル 有様 ナル故 ヲ以テ 

政治 上ノ 運動 ハ常 一一 憲法 及ビ 法律 ノ上 一一 出ル コ ト數 等ナリ ト謂フ モ可 ナリ。 獨リ 政治 上 ノ事ノ ミナ 

ラ ズ 民法 一一 係 ハル 事項 一一 於テモ 人民 實際ノ 關 係ハ遙 カー 1 法律- 1 優ル所 ァリ。 夫婦 相互 ノ權限 一一 關 ス 

ル 法禅ノ 如キハ 妻ヲシ テ夫ノ 奴婢 タラ シムル モノ ナレド 實際ノ 有様 ハ然ラ ザ ルナ リ。 是 男女 ノ道德 

文明 進歩 ノ 程度 法律 ノ 程度 二 優ルモ ノアレ バナリ (英 國ノ 女傑 フッ タ氏ノ  、1JS  Duties  of  Women 

ノ序ヲ 见ョ) 日本 ハ全 ク此ノ 反對ノ 有様 ナリ。 然 ルー 1 憲法 ハ 如何 ナル 度合 ナルモ 顧 ミル -1 足 ラズト 

云フ ハ甚タ 不可 ナリ。 日本 國ハ歐 米諸國 一一 於ケル ヨリ モ 憲法 ノ 善良 ナル モノ ヲ要 スル コト切 ナリト 

謂ハ ザルヲ 得ズ。 


英國々 民ガ 「マ ダナ カル タ」 ノ與へ ラレ タル 時ハ 社會ノ 有様 未ダ 十分 二 自由 制度 ヲ 享受 ス ル 一一 適 

セズ 大憲章 モ殆ン ド徒法 ノ如ク 見 ヘシ カト。 英國 ノ民權 發育ノ 根據是 一一 在リ 後 ノ論據 モ是- ー在リ 

キ。 (メ ー 氏 民主 政  一 ーノ 三百 四十 七 丁ヲ昆 ョ) 

〇 日本 ノ民權 家 平等主義 ヲ 唱へテ 蓄妾 ノ惡 習ヲ脫 スル能 ハズ。 志士 ト稱ス ル士人 ガ斷然 此政_ ：ヲ 一 

洗スル ノ日ハ 日本一 一民 權 平等 ノ道眞 一一 行 ハル ルノ日 ナリ。 自由 黨ノ^ 領、 改進 黨ノ互 魁 ナド呼 バル 

ル人々 ガ家 一一 妾 ヲ置キ 柳 橋ノ妓 ヲ玩ブ 自家撞着 モ亦 シ カラ ズャ。 

〇 英國ノ 憲法 ハ其ノ 發育ノ 有様 倫 敦巿制 ノ發育 一一 異ナ ラズ。 米國ノ 憲法 ハ ヮシ ン トン 府市 區ノ成 

立 セル ト 同一 ノ 手續キ ヲ踏ミ タル モノ 力。 

〇 近來 西洋 ノ社會 一 1 ハ人々 宗敎ノ 異同 一一 由リテ 交際上 ノ上 一一 敢テ 異同 ヲ生 ゼズト テ之ヲ n 明ノ 一 

端ト 見做 セリ。 余ハ宗 敎ノ事 ヨリ 戰端ヲ 開キ妄 リー 一 相 敵對ス ルガ 若キコ トヲ好 マズ、 然シ心 深ク宗 

敎 ヲ信ズ ル モノー 1 シテ、 之 二 反對 シ之ヲ 蔑視 ス ル モノ ヲ見ル n ト 兄弟 ノ如 クナル ハ、 アルマ ジキ苦 

ナリ。 信仰 ノ 異同、 主義 ノ 異同 ハ 必ラズ 私 交ノ上 一一 モ顯 ハル 可キ理 ナリ。 歐米 國今ノ 形況ハ 進歩 ノ 

徵候ナ ルカ、 將タ宗 敎ヲ度 外-一 置 タノ ー證ナ ルカ 余 ハ甚ダ 之 ヲ憂ヒ ザルヲ 得ズ。  . 

九月 五日 

〇 應仁 以降、 天下 大亂、 豪族 國郡ヲ 失ヒ、 勇悍 敢爲ノ 平民 一 蹶シテ 公伯 トナ ル。 實 二人 村 群 出、 

平民 勢ヲ獲 ルノ時 ナリ。 人心 ノ活潑 ナル蓋 シ此時 一一 過ル モノ 無 カル 可シ。 東 照 公 四方 ヲ征 シテ 一統 
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ノ 治世 ヲ 創立 ス。 共ノ 施政 或ヒ ハ精祌 ヲ顧ス ルノ弊 アリシ トイ へ ド乇、 何 一一 セ ョ元龜 天正ノ 活潑ナ 

ル 運動 ノ餘澤 未 ダ過ギ .iK ラズ 其ノ朝 一一 人物 ノ耀 出セ シコト 古 <fr 未曾有 ト云ハ ザル可 ラズ。 

〇 人ノ 知力 餘リ 一一 政治 ノ 一途 一一 傾ク トキ ハ 抽象的 ノ學 問ヲ進 マシ ムルコ ト能 尸 ズ。 政治的 ノ發育 

ハ ®riZ  ノ赞逹 トニ^ 互 ヒー ー相容 レザル モノ ノ如 シ。 グ リシ ヤノ 知識 ノ發 育、 羅馬ノ 政治 トヲ 對稱セ 

ョ!^ 逸 一一 テ ノ  i  he  vast  miHUiry  &  political  s<rcncrlh  did  not  exist  &  was  scsrcclv  antici— 

IKltcc  in  niciVs  niinds  dul.lT\g  tJic  time  cf  her  most  strencous  scission  for  abstract  tnlth 

&  deeper  learning  &  new  o^^^^.o^.s-.  In  France  never  was  political &  natural  interest  so 

tleDllitated  so  cxtincL  as  if  was  during  the  reign  of  Ivonis  XV.  wilt  her  intellectual 

Interest  was  never  so  vivid,  so  iriiittiill,  or  so  widely  felt, (是ハ モ ル レイノ 著書 ヨリ 採錄セ 

ルナ リ。 理 一斑 ニ褐ゲ タル モノ ガ 意見 トべ ロス ルモ ノアレ バ ナリ) 

九： n: 十日 

〇 此 頃日 本 ヨリ ゃン タル 新聞紙 ヲ兑ル ュ 文部省 ガ五拾 名ノ新 博士 ヲ作ル 一一 及ビ理 文法 醫 エノ 五 科 

一一 何レ 乇 過不足 無ク 五名 宛 1 1 冋 都合 十 名宛 ノ 博士 タル 可キ 人ヲ瘦 ラレ タル ハ不 m わ 議ナリ トテ稷 々ノ 

批評 ヲ下ス 人 ァリ。 思フ 一一 此等ノ 疑惑 ヲ懷ケ ル人ハ 未ダ新 博士 成立 ノ情實 ヲ知ラ ザル所 アル ナリ。 

今ノ 博士 ハ秀デ 、實" タル モノ  二 非ズ、 將來ノ 博士 タル 可キ モノ ノ、 苗 ナリ、 彼 ノ苗ヲ 栽 ルヲ見 

ョ、 ^夫 〈若 キ株ヲ 拔キテ 田 面-一行 俄正シ ク之ヲ 配置 スルー 1 非 ズャ、 政府 ガ今 ノ苗然 タル Iw: 士ヲ置 


ク I 一田 植ノ 法ヲ用 ヒラル ヽ ハ依シ ム可キ 事 一一 非 ルナ リ。  一 

〇 ガ ンべッ タ 妾ノ爲 11 殺サ レテ其 國人ハ 父母 ニ^レ タル ガ如 シ、 チヤ ー ルス • ジルク 行ヲ亂 シテ， 

英 民之ヲ 政治 界 ヨリ 放逐 ス、 ニ國ノ 得失 是ヲ 以テ知 ル可キ ナリ。 

ァ ダブ テ ー シ ョ ン 

〇五；1 人 ハ此ノ 世界一 一 合 當ノ理 アル ヲ信 ズ。 民ノ戰 ハンコ トヲ欲 シテ之 一一 兵 ヲ與へ ズンバ 如何、 吾： 

人 ハ北 ハノ合 當ノ法 二 適ハザ ルヲ知 ルナ リ。 子弟 ノ游： 冰 一一 熟逹セ ン コ ト ヲ欲シ テ之ヲ 驅リテ 山-一 上ラ 

シメ敢 テ水濱 一一 近付 カシ メズ、 吾人 ハ共 ノ狂ヲ 嗤ヒ其 ノ狂ヲ 識ラザ ルヲ得 ザ ルナ リ。 今 ャ吾ガ 日本- 

ハ 一千 八 百 九十 年ノ 國會ヲ 11 カント スルノ 盛時 一一 遇ハ ン トス。 然シテ 今尙ホ 言論 ノ 自由、 集會 ノ自： 

由ヲ 人民 ニ與 フル コ ト無 ク孜々 トシ テ其ノ 防！； 一一  從事ス ル 乇ノノ 如シ。 吾人 ハ其ノ 自家撞着 ノ甚シ 

キヲ憐 レム ト 同時 二 北 ハノ 地位 ノ危 ゥキヲ 憂へ ザ ルヲ得 ザ ルナ リ。 牝戴 ヲシテ 家鴨 ノ雛ヲ 養 ハシム、 一 

雛 漸ャク 長 ズルニ 及 ンデ水 二 入リテ 游泳 ス、 其 天性 之ヲ シテ然 ラシ ム ルナ リ。 然ルュ 此截鳥 ハ其ノ 

理ヲ 知ラザ ルガ 故 一一 遠 ク岸上 一一 狂ヒ囘 リテ之 ヲ妨ゲ ント 欲ス。 政府 ト 人民 ト斯ノ 若ク 異性 ノ モノ ナ 

ラン ニハ 牝鷄 ノ 家鴨 一一 於 ルガ 若 キモ或 ハ咎ム 可 キー 一 非ズ。 然 レド乇 本是レ 同根 ヨリ 生ズ。 相 煎ルコ 

ト何ゾ 其 レ斯ノ 若ク急 ナル。 

〇 夫 レ水ノ 性 タル ャ低キ 一一 就キ 平面 ニ歸ス ル ヲ常ト ス。 然 レドモ 激シテ 之ヲォ ドラ シムル トキ ハ j 

山 二 上ルコ ト無キ 11 非 ルナ リ。 政治 ト社會 ノ關係 1^ 之 1 一類 スル モノ ァリ。 蓋シ 政治 ハ社會 發育ノ 度 一 
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其 ノ 知德ノ 有様 ヨリ 發達 シ來ル モノ ナリ。 政治 ノ 有様 ハ 社會ノ 有樣ヲ 超越 スル コト能 ハズ。 社會ノ 

重力 ハ 政治 ヲ引テ 常-一己 ト 同一 ノ 平面 一一 歸セ シメン トス。 賢明 ノ 政治家、 有爲ノ 立法者 現レテ 良法 

善政 ヲ布ク トイへ ド モ其ノ 社會ノ 有様 未ダ其 レト 適スル 程度 一一 上リ居 ラザル トキ ハ 良法 善政 ヲ シ テ 

或ヒ ハ虚文 タラ シメ、 或ヒ ハ之 1 一大 害 ヲ生ゼ シムル コ トァラ ン トス。 吾ガ 日本 ハ 政治 上 ノ 進歩 ヲ見 

ルノ徵 候 日々 益々 多シ。 之ト共 二社會 ノ有樣 ハ進ミ タル ャ 否ャ。 

丸 H 十二 日 

〇 今日 英國 一一 於ル宗 敎ノ樣 ヲ見ル 一一 聖書 二 係 ル所ノ 見解 大 一一 昔日 ト異ナ ル モノ ァリ。 「インス ピ 

レ ー ショ ン」 論ノ 如キハ 「ポスト • リフォ ルメ ー ショ ン」 祌學 ノ所說 ニ比ス レバ 非常 ノ 進歩 ヲ爲シ 

タリ ト謂ハ ザル可 ラズ。 此事 一一 付テ ハ 有識 ノ宣敎 士皆其 ノ說ヲ 是認 スレド モ敎會 一 般ノ人 ハ未ダ 之 

ヲ知 ラズ、 又 之 ヲ敎へ ラレ ザ ルニ似 タリ。 或ヒハ 其ノ說 ノ未ダ 全備 セザ ルガ 爲ニ 之ヲ公 ュシテ 秩序 

ヲ破 ルノ弊 ヲ怖ル 、 モノ ァラ ン。 或ヒ ハ此 ノ新說 ヲ以テ 通常 信徒 ノ心 ヲ惑ハ シ其ノ 結 某 トシ テ 不信 

仰ノ 蓃延 ヲ怖ル 、 モノ ァラ ン。 然 レドモ 今日 ノ如 ク神學 世界一 一 殆ンド 怫家ノ 所謂 顯密 ニ敎ヲ 見ント 

ス ル ノ 有様 ァ ル ハ 最モ 歎息 ス可キ コト ナリ。 今日 ハ 宣敎士 タル モノ 其 ノ說ヲ 明白 一一 シ、 之ヲ 信徒 一一 

公言 シ、 通常 敎會 ヲシテ 「インス ピレ ー ショ ン」 等ノ 新論ヲ 熟知 セシム べシ。 宛カモ 「カル ビン」 

「ルゥ テル」 等ガ 各其ノ 持論 ヲ說明 シ之ヲ 廣ク世 一一 敎へタ ルガ 如クセ ザル可 ラズ。 目下 存在 ノ有樣 

ハ左ノ 如キ弊 ァリ。 


第 一 反對家 ヲシテ 攻擊ノ 好手 段 ヲ得セ シム 可シ。 チヤ ー ルス • ブラ ッ ドラ ゥ等ノ 著書 之ヲ ス 

ル 一一 足 レリ。 

tsi 一 通常 信徒 ヲシテ 不意 ノ攻擊 一一 遭ヒ 迷惑 ノ途 一一 陷 ラシ ムべ シ。 

"お 三 眞理ノ 發育ヲ 害スル コト少 小一 一 非ズ。 

第 四 是ノ 有様 及ビ宣 敎士ノ 謹愼ハ 不道德 一一 非 ルカ。 

〇 一 千 八 百年 代フラ ンス ニ於テ破壞家ヲ、^> ルテ ー ル トシ、 築造 家ヲ ルゥ& トス。 此ノ 如キ人 

物 ヲ大將 トシ テ 時弊 ヲ破リ 新制 度ヲ建 テン トス。 國ノ亡 ビザ ル モノ 殆ド稀 ナリ。 

〇 一 千 八 百 八十 八 年 九月 一 一十三 日ノ 聖日 ヲ 倫敦ノ シ チイ • テ ン プル 二 行キテ 博士 パァ コ ル 氏ノ講 

說ヲ 聽ク。 堂ハ セント • パウル - 近ク、 近キ頃 修繕 シ タリ トテ甚 ダ淸潔 一一 見 H タリ。 會場ハ 冋廊共 

11 二 千人强 ヲ容ル 可シ。 互大ノ 風琴 整ヒ タリ。 會衆ノ 讃歌 皆聽 クー 一足 レリ。 回廊 ノ上 三面 一一 ハ 金字 

二 大書 セ ル モノ ヲ 見ル。 卽チ左 リナ ル オリヴ ォ ル • クロ ムゥェ1^、 ゥ Jl 叫ス レ ィ 兄弟、 1 ョ— 1;^,^ 

等 四人ノ 姓名 ナリ。 右ハ リ チヤ ルド *バッ キス トル、 ジヨ l;SVT,;sl^v  q—.r、^r.,^々AI「hK 

^^T^、 及 他 ノー  人ノ 姓名 ナリ キ。 此ノ 敎會ノ 性質、 牧師 ノ、 干： 義ハ之 一一 テ知 ラレ タリ、 パァ コル 氏 

ュス チュル 

ノ說敎 ヲ聽ク 一一 音 聲雷ノ 如ク、 抑揚 極メテ 多ク、 擧 作 奇拔、 言 詞 異常 一一 シテ 人ヲ驚 カシ、 諧謔 ノ 

談滿 堂ノ人 ヲ笑ハ シメ、 叱咜 ノ聲、 怒 罵ノ首 、 時 二人 ヲシテ 互 ヒー 1 相目セ シム。 其ノ 語ルャ 畫クガ 

如ク、 其ノ說 タヤ 聽者ノ 肺腑 一一 入 ルガ 如シ。 然 レドモ 其ノ說 一一 辯 論 ァリト ハ云ヒ 難シ。 


玉石 3S  rara 

其 ノ時 ノ說敎 ハク リスト 山上 ヨリ 耶路 撒拉 ヲ望ミ テ哭シ タル 1 節ヲ题 トシ テ倫 敦ノ 狀態ヲ 說キ、 

府中 一一 事業 ヲ 營ミテ In. 一利 ヲ博 スル 富豪 ノ 義務 當 一一 倫敦ノ 改良 一一 在. -ヲ 述べ、 彼等 ガ相 率ヒ テ 府外  一 I 

家ヲ 構へ 府外 ノ敎食 一一 加 ハリテ 熱 鬧ナル 市街 ヲ惡 魔ノ 爲ス ガマ ヽ 11 一任 スルハ 不可 ナリ ト述 ベタ 

リ。 北ハノ 狀今尙 眼前 一一 在 ルガ 如シ。 パ アコ ル氏ハ 非凡 ノ雄辯 豪 談ノ人 ナリ。 其ノ心 深遠 ナリ ト謂フ 

ハ未 ダシ。 ； S 人ス ボル ジョ ンノ 如ク、 祌ノ 愛二 充滿セ ラル、 ャ否我 未 ダ之ヲ 知 ラズ。 

〇 口 マノ 大將 ボム ペイ、 エルサレム ヲ陷 レシト キー 日聖 殿ノ奧 一一 入ル。 祌體ノ 目 11 遮ル モノ 無キ 

ヲ見テ 叫ンデ 曰ク、 此ノ民 ハ祌ヲ 有セザ ルナ リト。 今ノ 唯物論 者 亦 之ト異 ナラザ ルナ リ。 

〇 世 一一 罪惡ノ 入リ來 リシ ヲ 解釋セ ン ガ爲 一一 魔鬼ノ 誘惑 ヲ以テ スル 〈僅 力 二 疑問 ヲ他 11 1 轉スル 一一 

過 ギズ。 魔 鬼 如何 一一 シテ 存在 スル ャ聖 天使 如何 一一 シ テ顯ハ レシ ヤノ 問题ヲ 如何 セ ン。 サル *ゥ イリ 

ャム • タム ソ ン氏 隕石 ヲ以テ 生命 ノ開元 ヲ解カ ン ト試ミ タル ト髮鬆 タル モノ ナリ。 善 惡ヲ擇 ブノカ 

ハ道德 ノ耍素 ナリ。 道 德的ノ 存在者 ナル語 ハ不道 德ナル コトヲ 得 ルト云 フ意ヲ 包含 セリ。 故 一一 罪ヲ 

犯 シ得ル 人ヲ造 リタ リトテ 祌ノ愛 ヲ證ス ルハ、 道 德的ノ 存在者 ヲ造ル ハ不道 德ナリ ト云フ 一一 異ナラ 

ズ。 

罪 ヲ犯ス 可 キ人ヲ 迭ルヲ 非 トス ルノ 論法 ハ世ノ 父母 ガ子ヲ 產ムヲ 非 トス ルノ 論法 ナリ。 

If  we  succeed  in  prcvino- ihc iiion 二 一 dilTkllltk.s  of  our  present  state  arc  these  to 

wliiVli  finite,  moral  IJein.c^s  arc  iiccessarilly  liable,  it  will  suHice  .to  condsTnl  an で ctulani; 


outcry  agtiinst  the  crejitor  of  inan. 

聖書 ヲ 一 讀スル  ー|人類ノ酸落ハ義ョリ_^^チタル ュ 非ズ、 無罪 ヨリ 落チ タル モノ ナリ。 人祖 ハ祌ノ 

命令 ヲ俟チ テ善惡 ノ觀念 ヲ起 セリ。 

聖書 一 1 記 セル 天 國卜埃 田トノ 差異 ヲ見 レバ 何故 一一 祌ガ罪 惡ノ入 リ來ル ヲ容シ タルカ 亦 知リ難 キー I 

非 ルナ リ。 何故 一一 動物 ハ苦 メラ ル 、 力、 人ノ 困苦 ハ天國 ヲ以テ 說明ス ル コ トモ 出來ル ナ ラン、 動物 

ノ苦惱 ハ之ヲ 如何 ス ルャ、 ェゼキ H ルノー  章 ハ大ィ 二 此ノ疑 ヲ釋ク 二 足ラ ン。 

バ ッ クル ノ 文明 論 ハ 苦ヲ 利用 シ テ人 ヲ發達 スルノ 必要 ヲ證 明スル モノ ナリ。 バウ ti ノ 羅馬書 八 章 

一一 記 セル 語 ハ 意味深長 ナリ ト謂フ べシ。 默示錄 四 章 ヲ熟讀 スル時 ハ大ィ 一一 發明 スル所 ァリト 覺ュ。 

何故 二 祌ハ此 ノ如ク 迂回 ノ法 ヲ以テ 人類 ヲ 養成 ス ルャ、 右二 ツキ 氏ノ 首最モ 面白 シ。 

There  are  some  people  who  believe  that  the  ccnmtlcss  millions  of  fossils  which li ひ 

Cml3cdde(l  in  the  earth  crnst  never  were  li.wn^  animals,  Init  were  created  to  simulate 

, species  jusL  as  they  new  appear,  slK.h  a  notion  is  more  plausiblv  compared  witv- 

t】le  idey  cf  creating  morill  t-ein^s  as  rea^y  made  Victors  in  a lle^lvenly  state  of  Wessedn ひ ss. 

路加 傳ー 一見 H タル 遊蕩 子ノ 事實ハ 仔細 一一 人類 ノ歷 史ト 符合 シ 吾人 ヲシテ 神ノ 政治 ヲ理 會セ シムル 

モノ ナリ 

〇^ 氏 宗教 三論 第一 一 百 十七、 八丁  一 I 曰ク、 
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**It  is  cvidentlv  irnfsssise  frclll u-e  very  IJCgm 一 lin^  to  niaintain  that ii  a  supoi.natural 

facL  really  occuis,  picof  of.  its  occurence  can  set  t>e  accessible  to  the  human  laculdes. 

、rll ひ evidence  of  our  sense  could づ rove  this  as  it  can で rove  other  things." 

論者 或ヒハ 眼、 若クハ 耳等ノ 錯誤 及 迷妄 ヲ擧テ 之 ヲ打チ 消 サン トス ルナ ラン。 、， ^氏 之 一一 豫メ. 備 

ヽ テ 曰ク、 When  the  evidence  on  which  an  opinion  rests  is  eotr-al  to  tnat  ii で on  which  l:he 

whole  conduct  &  safety  of  one  lives  is  founded.  We  need  ask  us  ^CK.^-^^«.  objections  whidi 

"一 pply ひ equally  to  a】l 5idencrt  are  valid  against  none.  JTlsy  on】3r で rov ひ ah>st;ruc け lalHtmlity 

人未ダ 太陽、 地球 ノ 運動 ヲ 實測セ ザルモ 他人 ノ證明 一一 安ジテ 自己 ノ 五感-反 對シッ 、太陽 ハ 昇降 

セズト 云フ。 證左ノ 五官 ヨリ 强キ コト アル ャ知 ル、、 〈 キ ナリ。 

生物 ノ如 キハ 今日 行ハ ル 、所 is 適 當ナル 先 者 一一. H ラ ズシテ 起レル モノ ナリ。 

〇 嘗 テ昔シ 神ヲ畏 レズ 德義ヲ 重 ンゼス 私利 情愁 ヲ宗ト セル 人民 ァリ ケリ。 國家ノ 繁榮ヲ 堅固 一一 シ 

名譽ヲ 千載 一一 傳へ ントテ  一 ノ 城市 ヲ築キ 其ノ中 一一 巨大 ナル 塔ヲ 建ント テ企テ ケル、 其 目的 盖シ 塔ヲ 

シテ天 一一 モ達セ シメ ント想 ヘリ。 其ノ 事業 ャ腐大 ナリ其 目的 ャ壯ン ナリ卜 謂 ハザル 可 ラス。 然レド 

モ忽チ 一一 シテ其 ノ畫策 全ク畫 餅-一 歸スル コト、 ハナ リス。 其 由ヲ尋 ヌル 二 如何 シ ゲン、 土工、 木工 

等 一一 互ヒ 一一 語 ル所ヲ 理會ス ル能ハ ザ ルコト 、ナリ タリ。 譬へ バ 足場 一一 登 リテ働 ラタ 所ノ モノ 鋸ヲ耍 

スルト テ其ノ 下 ナル人 一一 之ヲ求 レバ 繩ヲ 持テ來 ルナ ド混雜 ヲ極メ タリ。 斯クテ 此壯大 無比 ノバべ ル 


塔 建築 ノ 事業 モ互ヒ 一一 意志 ヲ知リ 得 ザ ル 危疑 ト個々 ノ心 ヲ以テ 運動 スル ヨリ 生ズル 混雜ノ 中-一 邯 iiP 

ノー  夢ト ハナ リー 一 ケル。 

〇 昔 耶穌ノ 門徒 フ. - リツ プ其ノ友-^^T,,T^  II 遭ヒ之 ュ吿テ 曰ク、 我等 頃日 ナザ レ ノ耶穌 二 面接 

セリ、 此人ハ 木工 ヨセフ ノ子 ナリ。 爲人 神聖 一一 シ テ來ラ ン トス ルミ サイ ァ ハ 卽チ此 ノ耶穌 一一 非ズ シ 

テ亦誰 ヲカ待 タント、 力— タ TT, ル，' ハ元來 敬虔 ノ人 一一 シテ 能ク舊 約ノ諸 書-一通 ジ ミサ ィァノ 臨ムヲ 

望シ居 タル モノ ナリ。 卽チ思 へ ラタ，、 ま  1^ 力 ハダ ノビ In 王ノ裔 ヨリ 出 ヅ可ク 其 ノ生ル 可 キ所ハ ベ ッ レ 

,へ|^ ナラ ザル可 ラズ。 舊約 ノ豫言 歷々 以テ 之ヲ證 ス 可シ。 フキ リツ プノ ー1  一一 ロ甚 ダ疑ハ シ。 何ノ 善キモ 

ノカ： i^vy ノ 寒村 ヨリ 出ヅべ キト、 フキ リツ， ノ言ハ 事實ノ  j 半 二 シテ將 一 1 ナタ ナヱル ヲシテ 案外 

ノ躓キ 一一 罹 ラシ メ ン トセ リ。 基督 敎ヲ 說ク モノ 深 ク之ヲ 思 ハザル 可 ラズ。 ナタナ H ル ハ亦北 ハノ默 示 

論 一一 僻シ、 天啓 敎 ノ 文擧 一一 拘泥 シ テ 彼 ノ 單純無 邪、 忠誠 質 直 ナル！ ^1 リツ プノ 言 ヲ 疑ヒ、 之ヲ ー擊ノ 

下 一一 打 チ碎キ 去 ラント セリ。 亦危ィ カナ。 然レ ドモ幸 一丁 ンテ此 二人 ハ 平生 相識 レル 友人 ナリ。 「キ 

^^ノ 答 ハ頗ル 謙 遍溫柔 一一 シ テ大ィ 一一 對手ノ 心 ヲ和グ ルヲ得 タリ。 此 ーー於テカ^^—タ，^  H ル耶 穌-ー 

就テ. nr ラ其ノ 有様 ヲ觀 察シ、 其ノ默 示論ト 今新タ 一一 發見 セル 一大事 實トヲ 調和 セシム ルヲ待 タズシ 

テ 基督 ノ神子 タルコ ト ヲ認メ タリ。 吾人 眞理 ヲ學ブ モノ 亦 斯ノ如 クナラ ザ ル可ラ ザ ルナ リ。 

〇 寓居 ノ 主人^ TT^f^ 一  日 余 一一 語リテ 曰ク、 末女 ノ 給仕 ス ルジッ スト 云へ ル ハ聞 へ タル 富家 ナ 

リ。 其ノ 豪華 ノ 一  例 ヲ擧ン ュ 同氏 ノ家 一一 飼フ所 ノ犬ハ 珍異ノ 種類 二 富 メル モノ ナ ルガ 年々 之ヲ 飼養 
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スル タメ 11 消费ス ル所ノ 金額 ハ凡ソ 二 千磅ヲ 下ラズ 云々。 動力 之 ヲ聞ィ テ天ヲ 仰 ギ嘆ゼ ザルモ ノア 

ラ ンャ 0 

0 トマス • カァ ライル ノ家 ハ ^ ン ド ン 西南 ヂ ュ ル .^Iv 、—チ ェ ー  一一 I 街 一一 在リ。  < 水 一 日 其 ノ故宅 

ヲ尋ネ テ彼所 一一 至リ タル ニ是 カトバ カリ 思ハ ル 、家 一一 テ 風致 ノ跡モ 見 H ズ、 文雅 ノ形 ヲモ止 メズ、 

叫 角ナル 通常 ノ 建築 二 テ表ノ 壁 上 一 1 是 レ，， .^Ri.^ 「ラ |\^, 叫ガ 一 千 八 百 何年 ヨリ 一 千 八 百 八十 一 年 

マデ 住居 セル 所ナリ トノ數 文字 ヲ 彫刻 セリ。 其 ノ側ラ 一一， 力 I ァラ ィ I ルノ 半身像 ヲ架ケ タリ、 其 ノ旁リ 

一  ノ 公園 ァリ 巾；； カァ -r^ ルガ 椅子 二坐シ テ頻リ 二  E わ 想ヲ凝 ラス 所ヲ刻 メル 銅像 ヲ建テ タリ。 

十 e: 十六 日夜 

〇 夫レ生 キント 欲スル モノ  〈死 シ、 義ノ タメ  二 ハ死ヲ ダニ 辭セ ザル モノ ハ生ク 可シ。 吾人 ノ靈魂 

何故 飢 ェテ死 ナン トス ルャ。 自ラ ヲ愛シ テ主ノ タメ 世ノ タメ  二 カヲ讒 スコト 少キニ 由 ルナ リ。 自ラ 

犧牲ー 1 ス ルノ心 ァリテ コ ソ 靈魂ノ 生命 乇 全力 ル可ケ ン 云々。 

. 〇 戰國ノ 世、 紀 綱大ィ 一一 紊レ、 人道 地 ヲ拂ハ ント スルー I 當リ、 奮然 濟世 ノ志ヲ 立テ、 明 力 11 國家 

ノ 理想 ヲ 胸中 一一 畫キ、 世ノ 風潮 之 一一 反 對シ士 人 之ヲ迂 トス ルー 1 モ係 ラズ、 己 レノ覺 悟一 一忠 誠 ヲ盡シ 

以テ 仁義 ヲ說 キ、 禮樂ヲ 講ジ、 門下 二三 千ノ 子弟 ヲ集 メ之ヲ 敎へテ 感化 ヲ 千歳 ノ 後-一 及 ボシ、 其ノ 

文敎 威風 束 方 ノ諸國 一一 洽ネ ク、 政令 乇 法度 モ之ー 一則 ル モノ 少 カラ ズ、 迅德モ 習慣 モ仲 尼ノ遣 訓ヲ規 

矩ト シテ是 非ヲ 定ムル モノ 久シ。 鳴 呼 夫子 ハ 人中 ノ豪 者ナル カナ、 夫子 ノ威德 斯ノ若 ク盛ン ナルモ 


ノ ハ 何ゾャ 北ハノ 人物 ハ稍圓 滿ナル 11 近 キガ故 二 是カト 思フ程 11 目立 チテ 兑ュ ル モノ 無 シ。 孟 柯 ノ 一 

際 目立 チ テ見 ユルガ 如 キト ハ全 ク異ナ リト， li ノザル 可 ラズ。 孔 夫子 ノ 品性 ハ 滑 力 二 發育 、ン タル モノ 

ナリ。 故 一-其 德義モ 人品 モ世 一一 多 ク其ノ 比倫 ヲ見ル 可 ラズ。 其ノ 十哲 ノ 長所 ハ 夫子 ノ身ー 1@! 然 集合 

シテ 一 ッノ 美玉ヲ 現出 シ タル モノ ト思 ハル、 ナリ。 加 フルー 1 夫子 ハ之 ニ接ス ル人ノ 胸中 ヲ直 覺シ其 

ノ 外面-一 顯 ハル 、言動 擧止ノ 所由ヲ 看破 ス ル ノカヲ 自然 二 得 タル モノ ナリ。 故 二 北ハ ノ子路 一一 一一-一：：： フ所 

尸 能 ク彼ガ 肺肝 ヲ貫 キ、 其 ノ顏回 子 貢 一一 示 ス所 ハ能ク 各自 ノ特 有性 -1 適シテ 符節 ヲ合 ス ルガ 如ク、 

宛ガラ 庖丁 ガ牛ヲ 宰キ、 伯樂ガ 馬ヲ御 スルー 1 似 タリ。 {且 ナル カナ、 朝 一一 在 リテモ 野 一一 在 リテモ 言論 

傍リヲ 拂ヒ、 威風 堂々 人 ヲシテ パノ前 一一 襟ヲ 正サシ メタル ャ、 仲尼ノ 至誠 ト聖知 トヲ以 テシテ 之 一一 

加 フルー 一、 此ノ 人ヲ駕 御スル 二 缺ク可 ラザル 耍素ヲ 具備 ス。 何 ゾ其ノ 風化 ノ盛ン ナルヲ 惟 マ ンャ。 

〇 英國 一一 來リテ ヨリ 許多ノ 家族 一 1 接 シ テ 隨分 親密 ナ ル 交際 ヲ モ爲シ タリ シ ガ中 一一 ハ感 ズ可キ 辜少 

カラ ズ。 其 ノ身宜 敎士ノ 職 一一 在ル モノ 及 ビ傳道 上 一一 直接 ナ ル關係 ヲ有ス ル輩 II 取リテ ハ固ョ リノ 事 

ナ レド 尋常 ノ 家族 一一 シ テ其ノ 書齋ヲ 一 見ス レバ 宗敎ノ 書籍 ド モ頗ル 多ク殊 一一 余ノ 注意 ヲ促 ガシ タル 

ハ外 國傳道 ュ係ハ ル モノ ヲ見受 タル 一事 ナリ トス。 夫 乇妻モ 女モ、 ハン ニン グ トン、 リビング スト 

ン、 カレイ、 モ フレイ 等 ノ俾道 記ヲ讀 ミテ之 ヲ樂ミ トシ 亦 之ガ爲 一一 奮 興スル モノ、 如シ。 n 本ニ傳 

道ノ 必要 ァリト 聞 ケバ其 事 11 最モ 注意 シ或ヒ ハ 一 家 移住 シチ 其ノ任 II 當ラ ンナド 云フ人 一一 接シ タル 

ハ 尋常 ノ 家族 中 其 例 最多 シ 卜 ス 。(watson  &:  Tottenham  ノ若キ 之 ナリ) 
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〇 英國ノ 氣候ハ 極メテ 惡シ。 霧 深 ク濕氣 多シ。 左 レドモ 英人ハ 精神 親ク常 一一 奮勵シ テ撓マ ザル人 

種 ナリ。 其ノ 意匠 ト勞 カト ヲ以テ 天然 ノ 損失 ヲ償ハ ント欲 スルノ 志 盛ンナ ルガ 爲 一一 國運モ 上進 シ幸 

福モ增 益スル コト ナリ。 是ハ 些細 ナル事 ノヤ ゥナレ ド英人 ハ勉强 1 一由 リテ 最モ 美ナル 葡萄 ヲ培 養セ 

リ。 其 ノ 之ヲ爲 セル ハ全ク 天然 ノ 不利 ヲ制 スルー 一由 ル。 先日 倫敦ノ 巿街ヲ 徘徊 セシ トキ 吾ガ 菊花 ノ 

燜漫 タル ヲ兑 タリ 英國 ノ如キ 風土 一一  テ ハ實 二 驚 ク可キ コト ナリ。 テム プル • ガ アデン  一 I ハ菊 栽培 シ 

テ 殆 ン ド妙處 ニ達シ タルモ ノア リト 云フ。 是ノニ 事小ナ ルー 1 似 タレ ドモ 英國ノ 文明 及ビ 進步ノ 秘密 

ハ卽チ 北ハ中 二 ^シテ 吾人 ヲ啓 發ス ル 二足 レリ。 

〇 一夕 余 海軍 大：！ ^マ クリゴ ル氏ノ 家 一一 招 カル。 來客數 人 男女 打チ 混ジテ 四方八方 ノ 談話 ァリ。 偶 

余 二 ファ. 1R— ル及ビ ..^Ic^ ルニ 氏ノ事 ヲ問フ モノ ァリ。 曰 ク彼ノ  二人 ヲ以テ 如何 ナルモ ノト 爲ス、 余 

答へ テ曰 ク、 基督 信者 ナリ ト、 其 人大ィ 一一 之ヲ非 トシ テ曰 ク、 其ノ 默示ノ 論、 來世說 ノ如キ ヲ晃レ 

バ何 ヲ以テ 之ヲ基 普敎徒 ト爲ス 云々。 余 曰 ク默示 論、 來世說 ノ如キ ヲ以テ 救 ハル 可キ 信仰 ノ表 式ト 

爲スハ 不可 ナリ ト。 此時坐 客 皆 吾輩 ノ 談論 一一 耳 ヲ倾ケ タリ。 余ガ語 氣稍狹 隘ナル 正道 派ヲ 刺激 スル 

モノ ァリ タル 爲 ニヤ、 或ル 人余ガ 知己 ノ某 一一 問 フテ植 村氏ハ ヲル ソドッ タス 1 ナ ルャ ト頗ル 不興 氣 一一 

問ヒ タリ ト云 フ。 歸宅ノ 後 茶 氏 余 11 忠告 シテ 曰ク、 人ノ集 レル席 一一 テ， ブラ ッ ドラ ゥヲ賞 シ、 ファ ラ 

凡ノ 說ヲ辨 護ナド セラ レナ バ、 人君 ヲ目ス ル 一一 異端者 ヲ以テ ス 可シ、 注意 セラ レ ョ云々 ト、 熱心 ナ 

ル 基督 敎徒ノ 中 一一 在ル 一 種ノ 習慣 ァリ 之ガ爲 一一 稍々 弊害 ヲ生ズ 噫。 


ロンドン ニリ ーブ • ハ ウル ゥ エル ベック • ハ ウル ナド稱 スル所 ァリ。 卽チ會 堂 ヲ諱ミ 嫌ヒ、 其 

ノ 所謂 初代 淡 薄 ノ風ヲ 慕 フ所ノ 熱心 者 ノ集リ 二 テ道ヲ 談ジ祈 ヲ爲シ 歌 ヲ唱フ ル所 ナリ。 其 ノ人々 ハ 

按手 禮ヲ非 トシ 宣敎ノ 職 ヲ斥ケ ルナ ド稍 「ク エツ カル」 一 1 似 タル モノ ァリ。 大佐 マ クリゴ ルハ之 1- 

屬スル モノ ナリ。 

ァ— ル -^5^ ト云 へ ルー 一十 七 八 歳ナリ ト見ェ ル蘇 國 人 ァリ。 早ク ヨリ アフリカ ノ傳道 ヲ心懸 ケ自ラ 

鐵 エノ 職、 翳 業 等何ク レ トナク 習ヒ覺 H テ時 ノ至ル ヲ待チ タリ シガ六 年 以前 ナリト 力， フ リカ 一一 行 

キテ道 ヲ傳へ タリ。 來ル 五月 ハ再ビ 同大 陸 11 向フト 力、 其 ノ傳道 地 ハ アフリカ ノ 中央 一一 テ海岸 一一 至 

ラ ン ト欲ス ル 二 大約四 ヶ月 ヲ耍ス ト 云フ。 同氏 〈矢 張 リマク リゴ ル 一流 ノ人ー 1 テ其身 宣敎師 一一 非ズ 

トイへ ドモ 洗禮ナ ドヲモ 行へ リト 云々。 

口 ンド ン 一 一 テ 敎書ノ 出版 ヲ業 トセ ル人 一一 テ名ヲ ブル タム ト呼 ブモ ノア リ。 此人ハ ブレ— .RT,;^ ノ仲 

間-一 テ埶 i 心 家 ナリ。 其ノ 信仰 ハ至リ テ深キ 樣ナレ ド隘キ 一一 ハ驚キ タリ。 ソノ 一例 ヲ擧グ レバ 余ガ政 

事  一 I 心 ヲ用フ ルヲ 見大ィ 一一 之ヲ 悅バ ズ、 夫レ 基督 敎徒ハ 從フヲ 本意 トス 人ヲ 支配 スルヲ 本旨 トセ 

ズ。 君若シ 聖書 一一 熟シ 信仰 一一 進マバ 政治 ヲ棄ル 一一 至 ルナ ラント。 死者 ヲシテ 死者 ヲ 扉 ラシ メョ。 此 

等ノ 人々 ハ 皆是レ 一 種ノ パリ サイ 敎徒ナ リ。 

ブ レズ レ ン ノ 仲間 ニニ 诚ァ リー ヲ wxclusive  Brethren ト云ヒ 1 ヲ 〇 で en  Brethren ト云 フトカ 


〇 十一月 二日、 余 島 田氏ト 共-一 ス テツ， ド氏ヲ 訪フ。 氏 ノ家ハ 郊外 ナル ウィム ブル ドン- 1 在リ。 夜 

ノ六時 頃 其 家 一一 至ル。 坐 席 定リテ 後 種々 ノ 物語 一一 及 ビヌ。 ス テッド 氏ハ 識見 高遠 ノ人ト ハ 見 H ネド 

乇 m わ 想 極 メテ敏  一丁 ンテ好 ク談ジ 好ク駁 スル人 ナリ。 其 ノ風釆 ハ稍鄙 野ノ嫌 ァリ。 說 話中 一一 ジョ ン • 

モルレ イト ハガ ゼッ ト 新聞紙 二 於 テョ 年間 業ヲ共 一一 シ タリ。 然 レドモ 近來ハ 互 二 疎遠 ナリ ト。 

談偶. FT^, 氏ノ 著書， TTTyT^^^ 二 及ブ、 ス テツ ド氏 曰ク、 彼ヲシ テ此ノ 著書 ノ 精神 ヲ 今一 一 

維持 セシメ タキ モノ ヲ ト  

モルレ イノ 宗敎論 ュ係 ハル 問 一一 答へ テ曰 ク、 編韓局 一一 在リテ 世上 ノ 慘惡 兇猛 悲哀 ノ報 一 I 接 スルト 

キ乇 ルレィ繼^^^^ンテ、 嚓憂キ 世ナル カナ、 義ナル 仁ナル 神、 爭 デ斯ル 世界 ヲ作 ラン ャ。 

盖彼ガ 不信 ノ 原因、 Christianity  is  too  |?ood  to  t-e  true ナリ トス ル 一一 在 ルガ 若シ。 

问 氏 去 ヌル 夏 中，， 口 シャ 一一 遊ピ 運々 ト— つ rr.^  二 面會シ タリ ト云 フ。 其 節 トル ス トイ ハ 近頃 深ク未 

來ノ 存在 ヲ信ジ 居 ルナ リト 話サ レ タリ。 トルストイ ハ 乞食 ノ請フ ァ レバ 必ラズ 一 錢ヲ 與フト 云フ。 

サル • ゥ イリヤ ム • ハルコ ー ルド 氏ノ事 ヲ話サ レ シ トキ、 昔 大 監督 ゥ H トリ， I 氏死ス ル 前人  一 I 吿 

ゲテ 曰ク、 我死シ テ祌ノ 裁判 ヲ受 クル トキ 無罪 ナリト 云 ヒ張ル コトヲ 得 ルノー  事 ァリ。 我ハ 今日 マ 

デ 乞食 一一 一 錢 ヲ與 ヘシ コト 覺ェ無 シト、 余 モ亦サ ル • ゥ イリヤ ム 一一 付キテ 美キ事 ヲ言ヒ シ覺 H 無 

シ トー 一一 一口 フ ナリ。 

ス テツ ド氏ハ 大舉 一一 テ 修業 シ タル 人 一一 非 ズト自 ラ云ヒ タリ。 


〇 路加 傳 1 1 十三 章 三十 丸 節 以下 ノ文ハ 基督 ト トモ -ー 磔殺セ ラレ タル 1 1 兇 ノ事ヲ 記 セリ。 

余、 敎授 H ルス、 N ィ ハ倫敦 一一 テ 次第 一一 名高 キ講士 ナリヤ ト聞 キタレ バ 一夕 マル リボン • プレス ビ 

テリ ヤン • チヤ ルチ 二 行 キテ其 ノ說ク 所 ヲ聞キ ヌ。 如何 ュ モ善 キ講士 ナリ。 其 ノ說敎 二 付 ケテ心 一一 

感ジ ヌル コト、 マ 乇齊キ 記シ置 カバ 後ノ 利益 ナラ ント聊 カ此ヲ 錄ス。 

二 兇 ノ死ハ 差異 甚ダ大 イナ リ。 甲ハ勇 氣ヲ落 サズ世 11 謂 フ如ク 立派 二死 11 タリ。 然レド モ其心 IK 

人 一一 敵シ、 罪ヲ 悔ィ改 メズ シテ 永遠 ノ世ュ 入 リヌ。 乙ハ 云々。 

基督 ノ祈 其ノ 容貌 等 乙 ノ心ヲ 動 カス。 

世ニ棄 テラ レ タル 十字架 上ノ 基督 此ノ 者ヲ 感化 シ タル ハ 絕大ノ 奇跡 ナリ。 心ヲ 留メテ 十字架 上ノ 

基督 ヲ見レ バ 人 皆 罪 ヲ悔ィ ン。 

耶穌ノ 弟子 等モ 惑ヒ、 智者 之ヲ 謗リ、 貴 權之ヲ 嘲 ケル。 此時 一一 當リテ 耶穌ヲ 信ジ之  一二 切ヲ托 

ス。 亦難ィ カナ。 此ノ 賊ハ首 トシ テ邪 穌ノ 性質 一一 感ジ、 之ヲ 嘆賞 愛慕 シ タリ。 其ノ同 刑ノ者 ヲ誡ム 

ル ノ 言 ハ卽チ 其ノ證 二 シ テ 彼ガ 祈リハ Selfishness  ニ非ル ヲ示ス 二足 レリ。 

彼ガ 志願 ハ 耶穌ト トモ 11 在ラ ンコト ナリ。 義者ノ 群 二 入ラ ンコト ナリ。 徒ラ 一一 地獄 ノ苦 ヲ免レ ン 

ト 欲スル 二 ハ 非ズ。 善ノ 美、 聖 ノ慕ハ シキコ ト心 一一 滿チ身 ノ傷ミ モ其ノ 他 諸般 ノ 苦痛 モ之ヲ 思フ -ー 

暇 無力 リキ。 基督 ノ救ハ 如何 ナル境 二 於テ モ喜ビ ヲ與フ ル モノ ナリ" 

基督 ハ 何故 II 言ヲ 以テ此 二人 ヲ敎へ ザ リシ 力。 


如何 ナル說 敎ヲ以 テ之ヲ 敎化シ タリ ャ。  • 

i 一 兒人ノ 感化 ハ 至大 ノ 勝利 一一 シテ 其ノ祌 聖ナル ヲ示ス 一一 足 レリ。 

〇 英國ノ 婦人 ハ 手指 太 クシ テ細 美ナ ラズ。 其故ヲ 問へ バ、 婦人 ハ 責賤ト 無ク、 或ヒ ハラ ゥンテ 一一 

ス 一 1 或ヒ ハ 舟 一一 運動 スルヲ 習 トシ、 亦 平生 家政 上 11 關シ テ他ノ *; 女 一一 比ス レバ 勞ヲ親 ラス ル コト 

多シ。 英！：  ノ 貴女 ハ 食物 ノ 調理 ヲ親 ラス ルヲ恥 トセ ズ。 近 來ハ其 事ヲ習 フコト 婦人 敎育ノ 必要 ト考 

ヘラ ル 、程 ナリ。 

愛蘭 人 ノ；； I 女 ハ全ク 之 一一 反ス。 美人 殊 一一 多 ク、 就中 注目 スべキ ハ其ノ 手指 ノ紬美 ナルコ トナリ 云 

々0 

米國ノ 婦人 ハ活潑  一 了ンテ 男子 ヲ凌 グ。 英國ノ 婦人 ハ實 一一 婦人 ノ如 シ。 諸ノ 進歩 政事 (婦人) ノ先 

鞭ヲ 著スル モノ ハ米 國ノ 婦人 ナラ ン。 

〇 十 一 月 七 B 余、 末 廣子ト トモ 一一 タイ ムス 社ヲ參 觀ス。 聞キシ 一一 ハ勝ル 結構 ナリ。 

蒸汽 三個ハ 三十 六 馬力 ナル モノ ニ侗、 七十 馬力 ナル モノ 一  ツナ リ。 

印刷 器 六臺、 一時 問 刷 出 ノ高ー 萬 三千 ナリ トイ フ。 

當社 一一 ハ タイプ、 プリン チン グヲ用 フル ヲ見 ル。 

印刷所 ノ上騷 一一 割烹 室及ビ 食堂 ァリ。 晝間 三人、 夜間 三人 ノ 料理人 ヲ仕 役ス。 是ハ當 社 慷人ノ 食 

事  一 I 便利 ヲ與フ ル爲メ 設ケラ レ タル モノ ナリ。 


タイム ス社ハ 倫敦ノ  Is^ 中央 區ブリ ンチ ング、 ハウス • スク H 1 ル - 在リ。 聖保羅 堂 一一 程近 シ。 

〇 十 一 月 五日 余、 府中 モ ルレ ィ • ハウ ルー 1 演 說ス。 聽 者凡ソ 一 一 百 名 モア リツ ラ ン。 此ノ堂 ハ婦入 

靑年 協會ノ 本部 ナリ。 萬 般ノ事 紐育ノ  11 ハ劣 リヌ。 

男子 ノ靑 年協會 モ亦然 カナリ。 

〇 余 ハ 元 來迂說 敎ヲ好 マザル モノ ナ リ。 然レド モ 男子 殊 一一 女子 ガ街ニ 立 チテ敎 ヲ說ク ヲ聞ク ト 午 

、ノ 常 二 感ズル 所 ナキヲ 得ズ。 時 一 1 淚ヲ 流ス 一一 至 ルコト ァリ。 其 ノ人ノ 天性 二 モ由ル コトナ ラン 力。 

衆人 ノ怒罵 嘲笑 ノ中 一一 立チ、 車馬 往來ノ 喧シキ 間 一一 諄々 トシ テ 福音 ヲ宣ル ハ、 壯士 ノ健氣 一一 モ陣馬 

一一 乘出 スヲ見 ルガ 如シ。 誰 力 之 ヲ見テ 泣 カザ ラン。 弱者 ガ强 者ノ前 一一 立 チ理ヲ 說キ少 數ガ大 數ノ前 

一一 立チ テ之ヲ 啓發セ ント 試ム。 篤詈 嘲笑 ノ前 11 立チ、 儼然 至誠 ヲ擁シ テ之ヲ 開悟 セシメ ンコ トヲ務 

ム。 誰 力 之 ヲ見テ 泣 カザ ラン。 後援 ナ キス テ パノ ガ眞理 ヲ以テ 彼ノ石 ヲ握レ ル萬 人ト對 論ス、 之ヲ 

想見ス ル モノ 誰 力 泣 カザル ヲ 得ン。 殊勝 一一 健 氣ナル コ ト 尸 何事 一一 係ラズ 感慨 ヲ 惹起 ス ル コ ト 深キ乇 

ノ ナリ。  - 

〇 明治 一 一十 一 年 十 一 月 八日 ゥ エス トミ ン ス テル • アベ ィ 一一 詣ヅ。 余ノ至 リシ ハ 十 一 時頃ナ リシ ガ 

朝ノ 祈禱ヲ 奉グル 一一 會ヒ ヌ。 風琴 ノ音淸 朗儼肅  一 I シテ、 白衣 ノ 少年 若干 名ガ 讃歌 ヲ頌ス ルノ聲  一一, g 

シ、 如何 一一 モ 精神 ヲ爽 カー 1 シ、 鄙吝 ノ情ヲ 洗滌 スルー 一足 レリ。 斯クテ 祈 リモ事 菜テヌ レバ 堂 內ヲ彼 

方 此方 ト見 同レル 一一 其ノ 結構 言ハ ン方 無ク、 彫刻 ノ美、 建築 ノ巧、 實 一一 絕妙ト 稱シテ 可 ナリ。 然レ 

玉石 集  五 五  一 


玉石 集  ま 六 

ド モウ H スト ミンス テル アッベ ィハ 一代 一一 成リ タル モノ-非 ズ。 此所ノ 部、 彼所ノ 局、 某氏 ノ靈 

屋、 某 王 后 ノ碑ト 一 定ノ 意匠 一一 由 ラズ。 故 一一 全體 ヨリ 論ズル トキ ハ 一 致ノ 美妙 ヲ欠ク -1 似 タリ。 但 

シ其ノ 各部 ヨリ 論ズル トキ ハ、 吾人 ノ心 目ヲ驚 カス 乇 ノア リト謂 ハザル 可 ラズ。 石像 墓碑 等 殆ド數 

へ 難キ程 ュ テ 一 々之ヲ 細視セ ン コトハ 到底 一 日 二 テ能ク ス可キ 二 非 ズ， リピン スト ン ノ墓ヲ 見テ氏 

ガ 高風 ヲ 欽慕 シ其ノ 跪 キテ祈 リツ 、死シ タル コ トナド 思 ヒ出シ テ坐&  一  I 感慨 ノ淸 ニ堪へ ズ。 一一 ュ ゥ 

トン、 ハ ルシェ ル、 ライ ェ ル、 ダル ウイ ン、 アデ ソ ン、 リツ ト ン、 デッ キン ス、 ミ凡ト ン、 ワウ 

ト、 モ ウル、 スコット ノ マリヤ、 チヤ ー ルス 二世、 君子 乇 小人 モ 豪傑 乇 凡庸 モ此ノ 堂 間 一一 其 跡ヲ止 

メ タリ。 人間 ノ 記憶 褒貶 ハ抑 如何 ナル惯 値 アル モノ ゾ。 名 譽トハ 抑 何 モノ ヲ 標準 トシ テ立チ タルモ 

ノゾ。 ゥ H スト ミンス テル • ァべィ 一一 入リテ 人事 ヲ 想へ バ 奮然 トシ テ 死生 ト毀譽 トノ上 一一 獨立 シ毅 

然 トシ テ吾ガ 所信 ト 主義 トヲ 守リテ 勇往 直進 セ ント欲 スルノ 志ヲ堅 ウス ル 1 一足 レリ。 謙 堂 子 慨然 ト 

シテ ウェスト ミ ンス テル • ァ ベ ィ ヲ出デ 、去 ル。 

〇 現 時文 明國ノ 情？^ ヲ觀ル -1 婦人 ノ 地位 一一 於テ 漸ャク 一大 變動ヲ 生ゼン トス ル モノ  、如 シ。 歐米 

ノ 文明 ハ 婦人 ノ 有様 一一 ヨリ テ 支配 セラ ル 、 モノ 多シ。 故 一 1 其ノ 有様 變化 スル トキ ハ 文明 ノ 性質 一一 於 

テ大ィ 11 面目 ヲ新タ II スル モノ 起 ルナ ラ ン。 

アイ ル • ォブ •  メン 一一 テハ 一 千 八 百 八十 年以來 婦人 一一 サッ フ レ ー ジ ヲ乞ハ レ タリ。 共 結 3^ 又美ナ 

リト 云フ。 トロント ゥニハ 婦人 一一 ミュ ニス パル、 サッ フレ ー ジヲ與 へ タリ。 


蓋シ 婦人 ガ漸 ャク 政治 其 他 公ケノ 事物 一一 進入 シ來ル ハ腕 カノ 世 去 リテ德 義ノ世 至 ルノ兆 ナリ。 ： 

米ノ 政治 及國交 ノ關係 ハ之ガ タメ 一一  非常-一 變 ル所ノ モノ ァラ ン。 十九 世紀 ノ 文明 モ 陳腐 一一 屬シタ 

リ。 ビスマルク、 グ ラッド ス トゥン ノ 政略 機變モ 吾人 ヲシ テ麼 倦ヲ來 サシメ タリ。 兵備 ノ兢 爭モ最 

早 面白 カラ ズ、 柔軟 ナル 婦人 ノ枇 界來レ カシ。 我ハ汝 ヲ俟ッ モノ ナリ。 

女 同權論 -1 關シ其 ノ最モ 緊急 ナル 問題 ハ淸 潔ノ 一  事 一一 至リテ 男女 ノ 責任 モ同 一 義務 ト同 一 ナル 

コトヲ 主張 ス可 キコト ナリ。 男子 汚行 アル モ社會 之 ヲ咎メ ザル、 不都合 ナリ。 且ッ 男子 ノ淸 潔ヲ忽 

ガセ 二 シテ 女子 淸潔ヲ 全 ウセ シムル コトハ 難キコ ト ナリ。 

-  T1K-  メ vornan ノ S  cause  "S  ：  .nley  rise  or  sink 

Totrctlici,  dwarf つ (1 or  godlike, 1 し 011(1  or  free:" 

In  every  , 、ョニ  ， 二  every  country  male  laxity  lias  ror irs Invanabk-  cmlcolnluallt 

Icnlak-  一 c-vity. 

!*iirity  will  cease  to Ije  sacred  when  p^c^.c.  is  not  a  man  tc  whom  it  is  nr-perat  ve. 

clK-rily  is  a law  it  imist  13。-  so,  for  wonlan  wltllov-t  exception:  all(l  it  also  follows 

necessarily  tlla,t  it  iiuist Ijc  equally  so  ror  every  man, 

〇 世 ノ中ガ 漸ャク 開 ケ行キ テ戰ヒ ハ止ミ 暴行 ハ跡ヲ 絕チ、 人生 萬般ノ 事共 品好ク 優美 ナル 有様 ト 

ナリ ナパ 今日 ノ 所謂 武勇 ナル モノ ハ 如何 一一 成リ 行クナ ラン。 余 基督 ノ 福音 ヲ見ル 一一 溫柔謙 M 等 種々 
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ノ德ヲ 說キタ レ ド今ノ 世人 ガ喋々 ス ル所ノ モノ ヲ說ケ リト云 フヲ知 ラズ。 蓋シ 基督 ハ世ノ 進化 一一 先 

ヤ 立チテ 模範 ヲ 千載 ノ上 一一 立テ タル モノ ナリ。 此考ヲ 擴充ス レバ實 一 I 面白 キ コ トナラ ン。 

〇 一 千 八 Kn 八十 八 年 十 一 坷 十七 日ジョ ルジ、 ゥ イリヤ ムス 氏 ヲ其ノ 商店 ナル パテ ル •  ノス テル 街 

七十 臺號ニ 訪フ。 今年 凡ソ 七十 才實 一一 温厚 熱心 ナル 君子 一丁 ンテ 基督 ノ 愛一 一充 サレ タル 人 ナリ。 余ガ 

同氏 ト食 ヲ樊シ タル 窒 ハ氏ガ g; 十 四 年 前 十 二人 ノ委員 ト 共-一 當時 靑年會 創立 ノ事 ヲ議シ タル 所ナリ 

ト 云フ。 男ホ ウォルド 氏 余 一一 語リテ 曰ク、 彼ノ窒 ハ余ガ 商業 上 都合 モアレ ド之ヲ 作リ換 H レバ 極メ 

テ 都合 好 キ 事故  一一 ニチ碟 一一 テ之ヲ 贖 ヒ之ヲ 他 一一 移 サン ト 云へ ド乇父 ハ之ヲ 商業 一一 モ 金銀  一 I モ換 H 難 

シ ト シ テ 少 シ モ之ヲ 許容 セズ 云々。 &ン ドン ノ 市中 11. 土曜日 ヲ 半休 暇ト爲 ス 習慣 ハ 同氏 ノ 創始 シ タ 

ルモ ノト 云フモ 可ナリ 云々。 又 店 -I 使フ 小者 ノ類 ヲ眞 -1 兄弟 ノ如ク 取 リ极フ コト ヲ務メ タリ 云々。 

同氏 ハ余 ガ行 キ タル 店ノ ミー ーテモ 四百 八十 五 人ヲ 使用 シ 其 他 II 乇 製造所 ナ ドア ルヲ以 テ其ノ 人數 

實 -1 移 多 ナリ。 其ノ 富豪 以テ知 ル可キ ナリ。 然レド モラ ッ セル 街 第 十三 號ー 一至 リ 111^ レバ 成ル 程家モ 

廣 ク窒モ 立派 ナレ ドモ萬 事其ノ 質素 ナル 一一 ハ驚 カザル ヲ 得ズ。 

同氏，' 客窒ニ 一  個ノ  111 ァリ。 其 ノ中ー I 〇 ノ用 フル 小 〇 ノ美ハ シキ ガ凡ソ 十八 侗、 又 金力 ト思シ 午 

鍵數個 ァリ。 是ハ 同氏 ガ 定礎式 及 ビ開堂 式 ヲ司リ タル  一 I 由リ テ贈ラ レ タル モノ ナリト 云フ。 

同氏 ノ余 ヲ懇待 スル實 一一 至 レリ。 其 ノ溫容 永 ク忘ル 可 ラズ。 其 ノ諄々 タル 論 言肝膽 ニ銘ジ タリ。 

嗚呼 祌ノ 忠僕 ナル カナ。 


ホウ 才 ルド ト云 ヘル 〈長子 二 シテ 商業 ニ從 事ス。 次子 ハ 宣敎師 ナリ。 現 II 昔シ キング ス レイ ガ小 

說ー I 記 セル ゥェ スト ウォルド ホウ II 就職 シ居 レリ。 

同氏 ノ紬 君モ 質朴 ナル 田舍者 ノ如ク ナレド モ實- 一美 ハシキ 信者 ナリ。 身體 虚弱、 近 來ハ可 笑シキ 

ホド 記憶力 ヲ失ヒ タリ ト云 フ、 其 故 二 ャ僅カ 數分間 一一 同一 ノ問ヲ 爲スコ ト屡々 ナリ。 

〇 リアリズム 派 ノ小說 一 1 取 ル可キ 所 無 キー 1 非ズ。 然 レドモ 人類 ノ 卑劣 ナル 側面 ヲノミ 叙述 シテ、 

リアリズム ノ粹ナ ルセ ノト 誇 ルハ非 ナリ。 人類 ヲ單 II 祌聖ノ 如 クー 一一 一：： ヒ做 スモ非 ナリ。 之ヲ單 一一 色慾 

飮酒ノ 動物 ノ如 ク記ス ルモ非 ナリ。 眼ト鼻 ト貌ト ヲ畫ク ハ眞 一一 人ノ 容貌 ヲ畫ク モノ  -1 非ズト ハ^ 

リズム 二 モカ イデア リズ ム 一一 モ 相當 スル モノ トス。 

ゥ エツ ス レイ 曰 ク 

" rombillc  with  tiic  sUidv  or  scripture  with  the  rcfuiiii わ of  spcllccr-s  .ralrv  -. 

ジョル ジ • エリオット 曰ク 

" It  IS  rinc  £lrt-  present  irnaecs  of  p lovelier  order 叶11£5  tnc  ilctufll  gently  winning- 

the  iiffections  &  so  ditermlnlng-  the  state" 

美術 ノ耍 素ハ 事物 ヲ有ノ 儘 一一 顯ハ ス  一 I 止 ラズ、 時 トシ テ 一 部ノ 事物 ヲ掩 ヒ隱ス 一 1 在 ルナ リ。 

It  consists  iioL  selclom  In  the  drtlwlng  of  evils  over  .tilings  tlie  verv  llorrow  or 

wllicll,  or  else  tli ひ verv  sacrediiess,  tlic  \.crv  attainnabic  rnajcstv  of  wlllcll  rnaice  words 
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ilnpious.  Art  is  not  mere  descri!>ticn,  nor  rqlrcduction.  It  is  the  personality  t:tie 

genius  of  the  artist  which  differentiates  his  worli  from  the  work  of  the  col)ist:  it  is  the 

loropltion  of  this  XJersosality  into  his  work  which  nslies  it  a  work  cf  art  at  ^IIL 

ひ ceiies,  things,  characters—characters  above  a】I—lrmst  be  molten  &  recast  for  US  in  tli ひ 

furnace  of  his  imagination  or  wc  may  as  we】J  study  the ョ in  the  iinvcrnished,  tlnt>al> 

tized,  untransformed  reality.  In  all  imaginative  \vorl<s  of  the  lirst  order  there  nnist Ibe 

a  chancer  CTame,  an  inward  lieat  & も ow  which  lifts  it  tc  a  higher  p 一 ane  Ouin  tlst: 

on  whlcll  we  toil &:  ^rie\<e  &  struggJe  in  daily  life. 

1.1 お true  fl3st  mtiy  and  tsust  at  certain  epochs  esj>ecia】lv  delineate  evil,  t>ut  he  can 

only  do  so  successfully  cn  one  condition,  viz.  tliat  he  feels  to Ije  evil.  TThe  wliol ひ 

secret  jies  in  tlirt  Inethod  of  treatinent. 

Ii 1】 ひ a づで roadies  evil  in  the  spirR  in  which  Dant ひ al〕l〕roacl】 ひ c3  it,  or  Spencer,  (〕r 

schi-er:  If  he  describes  it  in  a  manner  which  convey  to  the  writers  his  own  detesttition 

of  it,  & its  own  Icathesomeness;  it  t>e  sutsrdinates  it  duly  to  the  0.00a  &  does  no け 

cirown  his  light  in  intolerable  floods  of  shadow;  if  he  purges  it  thoroughly  with  liis 

own  il^ony  & leaves  k  wutl  liis  indignfttion —— 叶 llan  lie  Slav  do  vdijii;  lie  will ——  lie  can 


iiol:  harm  so  rnuch  as  a little  chiln. 

近代 英國ノ 小 說家ノ 中 一一 ハ 夫婦 ノ問柄 何事 力 紛議 混雜 アル モノ 多シ。 亦ー奇 ト謂フ 可シ。 

ハ ハ 先頃 痛 ク神擧 的ノ 小說ヲ 非難 シ タリ。 是耶 非耶。 

〇 英 國ト怫 國トノ 文明 ハ其 ノ小說 二 テ知ラ ルヽ ナリ。 

〇 或 ル 人 近頃 名言 ヲ吐ィ テ曰ク 、(小 說 一一 關シテ 用ヰテ 面お カラン) 

-  we  could 15L  walk  the  streets  of  our  great  towns  witho-t  being  moved  by  what 

(me  of ョ ir  trreat  poetesses—a  pure  hearted,  ami  because  she  was  pure  ^pi.  not 

afraid  tc  speak  of  the  misery,  the  shame,  and  the  sorrow  of  the  outcast  CI  her  sex, 

said  when  she  spoke  Ofl-Tllirty  thousand  women  in  one  smile  that  only  smile  at 

iiight  Ixmeath  the  gas  . 

此ノ 詩人 ト ハ卽 ハチ， 1^;^— 一 r;^ 夫人 リ。 

亦之モ 面白 シ。 

In  that  crucial  interview  between  Tom  Jones  &  Sophia  when  the  former  remarks  .hy 

一 vay  of  externation  of  his  vices:  "The  delicacy  of  your  s つ x  can  not  conceive  Uie 

grossncss  of  ct-rs,  nor  how  little  one  sort  of  amour  has  to  do  with  the  nlesomble 

words.-  I  ill  never  marry  a  3an  who  shall  not  learn  refinement  cnongh  to  be  as  in- 
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capable  rts  I  am  myselt  of  making-  such  a  distinction." 

Amid,  tlie  sweet  scukd  G ひ neva 二  mystic  wlio  to  a  celestial  purity  of  lieart  united  ^ 

very  delicate  ^Incl  sulbtle  vem  of  philosophic  thcnl^ht,  —said  It  is  not  history  which 

teaclies  rie.l1teousnrtss  to  tlic  conscience  :  il: is  tlie  conscience  wliicli  teaclies  n^htconsness 

to  history.  TThe  actual  is  corruf>tin^.  It  is  \vc  who  rectky  it l〕y loytilty  Lo  the  lueau》 

〇 倫 敦ノ巿 街 一一 往復 スル 馬車 ハ 乘客ヲ 上下 ノ 兩翳 一一 座セ シム。 上 歷ノ方 ハ 春秋 ノ頃 ナド ハ實 一一 愉 

快 トモ 申 ス可キ 力。 博士 グラッ ドスト ン氏ノ 長女 フ a レ ンス君 一 日 余 1 一語 リテ 曰ク、 兩 三年 以前 マ 

デハ 馬車 ノ上歷 一一 婦人 ヲ見 ルコ トハ殆 ン ド 絶無 ノ 姿ナ リシ ガ近 來ハ 漸ャク 其數殖 H 行キ テ敉テ 珍 シ 

カラスコ ト、 ナリ タリ。 其ハ 昇降 ノ 便利 好 クナ リタ ルガ タメ 十 リト。 婦人 ガ 公然 目立 タル 地位 ヲ取 

ル様 一一 ナル- ツキ テ ハ或ヒ ハ其ノ 天性 ョ リシ、 或ヒ ハ 利害 ノ上 ヨリ シテ 種々 ノ ャカマ シキ 議論 モア 

レド、 其ノ害 ヲ云ハ 、> 婦人 論ハ 倫敦ノ 馬車 11 同ジキ 形況ァ リト申 ス可キ 力。 

婦人 ガ テキ 一一 カル ノ敎育 ヲ缺ク ハ其ノ 職業 ノ分內 狹ク、 給料 ノ少 キー 原因 ナ ラン。 

〇 英國ノ 外務省 一一 テ ハ 秘密 ナル 文書 ヲ 版行 スル 一一 之 ヲ或ル 私立 商店 一一 托シ タリ。 古來 幾年 ノ久シ 

キ ヲ經レ ドモ其 ノ妄リ 二 漏 セリト 云 フ ヲ聞 カズ。 實 一一 珍 ラシ キコト ナリ。 他 ノ邦國 一一 ハ 斯 ノ如キ 

コト 夢- 1 モ兑 ル可ラ ズト。 英國ノ 代理公使 岡 部長 職 君、 余 一一 語 ラレ キ 如何 一一 モ。 


〇 チヤ ー ルス • キング スレ ィガ 

PVohi や qcy IS  not  a  proof  of  manhood  but  a  cowardly  and  effeminate  sin." 

ト 云へ ル 面白 シ。 何故 11 怯ナ ルカ、 他人 ヲ害シ 其 ノ沈淪 ヲシテ 一 曆甚シ カラ シムべ ケ レバ ナリ。 

何故 二 懦弱 ナル 乎。 好色 ハ體 ト心ト ヲ弱ム ルノ ミナ ラズ、 克己 ノ 乏シキ ヨリ 生ズル モノ 一一  テ其ノ 本 

質弱キ 一一 本ク モノ ナレ バ ナリ。 

〇 She  who  recks  the  cradle  rules  the  world. 

Giv ひ me  a  d】il(l  for  the  first  seven  yc^lrs  of  】】is  Jifc  and  you  iiiav  do  wliat  your 

will  wltll  him  fiftcrwards." 

c.  I-  Pans  the  brethcl  of  Europe  it  has  I さ en  competed  that  only  about  5  percent  of 

Uiesc  l:50r  souls  vohintarily  dioose  and  lilce  tlieir  life.  They  are  in  prison  and  can  noi: 

come  lorth.  are  the  scorn  of  women,  the  sla\Ts  of  33. 

〇 怫國ノ 共和政治 ハ其 方式 米國ノ 11 比べ テ稍 改良 ヲ加. へ タル モノ ナラ ン。 其 成 緩遙カ 一一 米國ニ 及 

バザ ルハ抑 何故 ゾ。 

一 Vomeii 一 S  suffrage  &  the  entrance  of  wosen  into  public  Hfc  are  not  identical : you 

may  have  the  one  without  the  other  — Mrs.  Fowcctt. 
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選擧 一 1 リ テ 其 政治 上 ノ 勢力 ヲ 施行 スルノ 路ヲ開 キ置カ バ 婦人 ハ 殊更 一一 政治 ヲ爲 スノ 必要 ヲ見ザ 

ル ニ至ラ ン 云々。 

反對者 曰ク、 it 人 兵士 及 警察官 トナリ テ護國 用法 ノ住 一一 堪へ ズ、 故 一一 選擧横 云々。 

Middle  aired  man  of  sedaiitary,  stlKlicus  habits  &  no  iiiartial  experience  would Ijc 

more  useless  than  worm ョ to  the  army  in  the  licid  :  for  wclncn  could  mlrsQ,  cook,  sake 

warm  dothcs  &  render  similar  femmmc  services. 

南北 軍ノ 時、 合 衆國主 醫 省 一一 テ 取調べ タル 統計 一一. H レバ (且 敎師ハ 百分ノ 九十 五、 新聞記者 ハ 

同 七十 五、 醫者ハ 同 六十 七、 法律家 ハ同 五十 四 兵役 二 塔へ ザル モノ ナル ヲ發見 セリト 云フ。 

An ョ- 三く  oil  active  service  coiild  not  exist  for  p iiioiitli  unless  it  were  sllppcrtccl  IJy 

an  enornlclls  rnass  or  ncnf^ ぬ lltfn^  labor. 

反對 者曰ク 

51 人選 擧權 論^ ハ女 ヲシテ 男子 的ノ者 タラ シメン ト欲ス ルナ リ 云々。 

答 へ テ曰ク 

Wc  want  the  wonmllly,  the  home  &  the  domestic  side  of  things  to  weigh  more  be  to 

count  for  more  in  Imblk-  affairs  than  ^--o^,  liavc  (lone  m  tlic  past. 

男女 ハ±1 ヲ異 一一 ス故 一一 男子 ヲシ テ獨リ 女ノ 利益 ヲ代 ifl^ セ シ ムルコ トハ 不可 ナリ 


男子 政治 上、 ： 求 略 上、 理財 上、 商 紫 上、 ノ 利害 ヲ考フ レドモ 族、 社舍及 幾分 力 道 t?- 的ノ利 ヲ 

考 ウル コ ト 詳密 ナラズ 云々。  ， 

英國ノ 女王 ガ 婦人 タル ノ 性質 ヲ 維持 スルヲ 見ルべ シ。 

ジョ ルジ • ペルソ ゥ氏 曰ク、 合 衆國ノ 大蔵 其他ノ 諸お 11 人ノ宫 吏多シ トイへ ドモ官 八.^: ヲ拉 メタ 

ル モノ アル ヲ聞 カズ。 

It;  IS  the  rarest づ ossil}le  tiling  in  England  t() 1111(1  anything  wr^njr  in  .tllc  】£lrge  rmmbcT 

or  women  c-mployeu  in  thrt  various  crnncljcs  of づ ost:  oSBcc  メ vor ド 

反對者 曰ク、 婦人 ノ權、 子ト 均一 ナル 一一 至 ラバ 男子 ノ 女子 一一 對ス ルコ ル テシィ ヲ減ゼ ン 云々。 

答へ テ曰 ク、 婦人 ノ 地位 愈々 高 ク其ノ 權利ヲ 張 ル愈盛 ンナル 所 二 ハ 男子 ノ禮儀 愈々 篤シ。 英米 ノ 

雨國ヲ 見ョ。 

〇 彼 ノ何ト 力 云ケン 山ノ上 一 1 テ耶 穌ノ姿 變 リ、 又 世ノ中 11 出入 シタ マ へ ル時ト13^-變リ、 憂 ヒノ痕 

モ戰 ヒノ容 子モ殘 リナ ク 消失 セテ和 光 傍リヲ 拂ヒ、 如何 ニモ 中： 只 トク 見 二 給フ。 加 フル ニ反對 ノ徒ハ 

異端 ナド トテ頻 リニ 謗リ 合へ ド今 見ルヱ リャ、 モウ セノ  二人 モ現 レテ 共 一 1 天國 ノ秘篛 ヲ語ル 。 寶 一一 

不思議 トモ 有難 シ トモ 云フべ キ機 ナキ事 ナリ。 左 レバ ぺ テ 口 ガ 何日 マ デ此ノ 所 一一 斯ク テア リ ナント 

一一 一一 口 ヒ出デ タルモ 無理 一一 ハァラ ザ ルナ リ。 然レド モ眞正 ノ宗敎 ハ愛他 一一 在リ、 自 ラヲ虚 ウス ルー 一 在 

リ、 人ノ爲 二 已ノ 愉快 ヲ棄ル 二 在 ルナ リ。 故 ュ 耶穌ハ 山 下 1! 降 リタ マフ。 山 下ノ景 ハ 如何 ニァリ 
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シゾ、 其ノ 有様 ハ卽チ 世上 現實ノ if 様 ナリ。 耶穌ニ 非 レバ 誰 力 能ク之 ヲ救ハ ン。 

〇 節酒 ハ酒ノ 勢力 ヲ助 クル モノ ナリ。 節酒 家ハ 君子 大人-多 シ トス。 大人 君子 酒ヲ 飮ム、 酒豈有 

害ナラ ンャト ハ 小人 ノ常 一一 言フ所 ナリ。 

〇 倫 敦ノ町 二 テ酒ヲ 飮マシ ムル悪 所ヲ 取リ拂 ヒナ バ、 寶淫ノ 巢窟ヲ 取 リ拂ヒ クルナ リ。 酒 ハ賣淫 

ノ 片腕 ナリ。 

〇 アリス トウ トル 其ノ 道 德論ノ 局 ヲ 結ブ 一一 當リ 極言 シ テ曰ク 

* 一 11： is  impossible  for  bad  man  to  be  wise  mtui 

世 一一 ハ 政治家 ト 道徳 トノ關 係 一一 ツキ テ 奇怪 ナル考 ヲ爲 ス人少 ナカラ ズ。 左ル 人々 ハ アリス トウ ト 

ルノ  一  一一 一一  口 ヲ考 フル コソ §1 ケレ。 

マシゥ • アル ノル ド 氏曰ク a- 問ノ 耍ハ 事物 ヲ有ノ 儘 一一 見ル コトナ リト。 惡人ハ 能 ハズ。 

〇 一 千 八 百 十八 年 三月 十七 日 ノベル メル、 ガジエ ッ トー ー據 レバ 英國 ノ舉者 名流 ヲ外 國ナ ル擧士 

會員 一一 1 擧セ ラ レ タル 數 一一 由リテ 等級 ヲ定 メ見タ ル所左 ノ如キ 結 栗ヲ得 タリ ト云フ 

七 Sir  .Willi や 51 .Thomsotl,  Maxmllller, 

六 Airy,  〇\ven. 

四 Rawhnson 

三 Cayley,  Hooker,  Stokes,  Gladstone  (\v  E し 


1  一 Adaiiis,  Hiixlcy,  ^itk-r,  l)a" つ t,  Maine. 

1 13 つ rkclcy,  wucllall, C ュ inter,  Hiiggiiis,  rltlKm,  Kainsay,  Sylvester,  Tyiicl に 11. 

M.  Arnold,  GowcU,  Martcncaii,  Mcrival つ， Mtiiiro,  Riiskin,  ffi.  Spencer,  FitNe, 

Jaiiics  Stephens,  stalll)l(,s,  Tciiiiysori,  Mellais,  Lei ち lion. 

博士 ダラ 翁 余 一一 語リ ケルハ 右三 十五 名 ノ內ー 一十 名ハ 先々 宗敎 家ト云 フ可キ 人々 ナリ。 十 一名 ハ言 

尸 、マ 筆先 二 宗敎ヲ 主張 シ タル 人々 ナリ。 正面 ヨリ 反 對ヲ試 ミクル 人ハ 二三 人 一一 過 ギズ。 餘ハ 何レト 

モ生 マ溫キ 人々 ノ ミト。 

歸 朝の 道の 記 

一千 八 百 八十 八 年 十一月 二十 九日 英 國倫敦 ヲ發ス 

一千 八 百 八十 九 年 一月 日本 橫濱 一一 着ス 

November  2(Jth,  〕S88. 

〇 一千 八 百 八十 八 年 十 一 月 余歸朝 ノ途ニ 上ル。 

十 一 月 一 一十 九， 日 午前 十 一 時， 街ノ 停車場 ヨリ 列車 二 乘リテ ^ ^肋べ リノ 一一 至ル。 十一 一時 頃 
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ネ パウル 號 ニ乘リ 移ル。 

マ クリン 氏、 島 田 氏、 ボル ドウ ィ ン氏、 余ヲ 送ル。 他ノ 友人 二 ハ出 發ノ粋 間ヲ知 ラサ ザ リキ。 

同一 時 頃 解總、 テ ー ムス ノ 河口 一一 出ズ。 

此ノ  sl^. 敢不携 誠忠 篤信 ナル 英國 ヲ去ル ハ故鄕 一一 歸ルノ 途ナリ トイへ ドモ 遺憾 無キ 一一 非ズ。 何レノ 

日 力 日本 ヲ シ テ露 一一 柬洋ノ 英國タ ラ シ ム可 キヤ 慨然 叉 愤然。 

三十 一 日、 二 口、 一；；：：：、 共 一一 異常 無シ。 四日 黎明 ジブ ラル タル ノ海 峽ヲ 過グ。 船ノ 左方 一一 彼ノ有 

名ナル 砲察ヲ 見ル。 此ロ シス トル • ドウ ラノ傳 ヲ讀 了ス。 ^おお 敎ノ 婦人 ヲ薰陶 スルノ カ驚ク 可シ。 

婦人 社會 一一 立 チ テ 爲 ス可 キノ 事 戴 多端 又 證 大ナリ ト謂ハ ザル可 ラズ。 所 IS シス トル ノ 事業 之 11 由リ 

テ益々 明ラカ ニ知ル コ トヲ 5：! タリ。 贈 者 ホ ウォルド 氏 ノ賜ヲ 忘ル可 ラズ。 

其 他 今： n マ デ 二 讀了ノ 書 ハ 懷中 聖書 ノ應 史ト题 セル モノ ト 人生 快樂ノ 花園 ト題セ ル モノ ナリ。 二 

者 トモ 一一 有益。 婦幼ノ 徒 一一 適シ タリ ト覺 ュ。 

^ 內地悔 道 ノ爲造 ハサ レ タル 人々 同船 ス。 皆學 識ァリ トハ兑 へネド モ懇誠 熱心 ノ人々 ナリ。 其 

ノ 風采 一見 シ テ他ノ 船客 ト異ナ ルヲ. ^ル。 黧ー 1 基督 敎ノ榮 ナリ。 

昨日 E. 板 -ー テ或 人ノ スペイン ヲ論ズ ル ヲ聞ク 一一 彼 ノ！： 上流 社會 ノー  ：$ ハ知 ラズ中 以下 人間 ノ 中-一一 百 

語ス 猥褻 ナル寳 一一 厥フ 可シ。 父母^^-妹ノ問ーーテ モ其ノ 言フ所 ハ聞ク ュ堪へ ザ ルナ リ。 

スペ イン ノ鑛 山ヲ探 掘スル モノ ハ英 人、 獨人 二 多シト スト。 スペイン ノ^ 物 ハ英國 一 一途 リ、 英人 


之ヲ 餾 -1 詰メ テ再ビ スペイン ノ市 一一 送 ル他ハ 推 シテ知 ルべキ ナリ。 

船 一一 在ル モノ ヲ見ル 二 誰彼 ノ盖 別ナク 幾分 力 音 樂ヲ知 ラザル モノ 稀 ナリ。 昨夜 航海 ノ ヲ遗ラ ン 

トテ、 一見 ス レバ 卑賤 ナリト 思 ハル ヽ蒙モ 音樂ノ 會ヲ催 ホセ リ。 奏曲、 唱歌 トモ 二 聞 ク可キ モノ 無 

キ 一一 非ズ。 文明 國ノ IS 面 ハ斯ル 時 ニ顯ハ ル、 モノ ナリ。 

五日 天氣殊 一一 龍 カナリ。 地中海 ノ面 一一 雲 ノ蔽フ 無ク、 高波 ノ騷グ 無シ。 ^氣 色^ ト爽 カー 1 新鮮 

ノ {ss 實 二 快シ。 甲板 一一 出， テテ 見 レバ 支那 內地银 道 者 一 一人 聖書 ヲ讀ミ 居 タリ。 余 ハ久シ ク聖 W ヲ怠 

リヌ。 此 二人 ヲ見テ 深ク 愧ヂ、 靜 カー I 船窒 一一 下リ、 聖書 ヲ取 リ來 リテ、 馬太傳 g 五、 第 六ノニ 章ヲ請 

ム。 是 ヨリ 續ィテ 一 日中 笫 一着 ノ 事務 ト爲 サン ト欲 ス。 噫、 神 ョ此ノ 不忠 ナル 僕ヲ哀 レミ 御 カヲ添 

へ 給ヒテ 祈禱ト 聖書 トヲ務 メシメ 給へ。 

食後 ォ ベリン ノ傅ヲ 一 m ム。 德 々タル 其ノ 氣慨、 謙邏ナ ル其ノ 志望、 儼然 タル 其ノ 精神、 北ハノ 至誠 

ナル 祈リ、 其ノ 不撓 ナル 克己、 共ノ 不朽 ナル 事業、 實 一一 感ズル 一一 餘 リア リ。 卷 ヲ掩フ テ己ノ 様ヲ 

思ヒ坐 B  二 嘆息 シテ 祈リ ヲ奉ゲ タリ。 祌ョ我 ヲシテ 忠良 ナル 僕爲 ラシ メタ マ へ。 人間 ノウ m 貴 利 建 一一 

支配 セラ レズ、 單 一一 祌ノ國 ト其ノ 義トヲ 求 メシメ 給へ ト。 神 ョ余ヲ シテ益 祈 ラシ メ 給へ 亞孟。 

正午 前 ヨリ： ト題シ タル 小說 ヲ讀ミ 一 少女 ノ 浮沈 ヲ叙セ ル 文章 一一 心 ヲ入レ 居 タル 一一 何時 シカ 

雨 降リ出 デヌ。 晝餐 ヲ喫ス ル頃 ハ風モ 稍加ハ リタ リトゾ 見へ シ。 

■  十 叫 時 頃 一一 ャ アラン^ In^ ヲ讀 了ス。 日本語 一一 譯シ ナバ稗 签小少 一一 非 ル可 シ。 殊 一一 日本 將來ノ 
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婦人 ヲ赛 成ス ル 一一 ハ極メ テ助ケ ヲ爲ス コ ト多 カラ ン ト思ハ ル。 

六日 n 十 起、 甲板 11 出 テ先ヅ 馬太傳 七、 八 ノニ章 ヲ讀ミ テ祈リ ヲ奉ゲ タリ。 祈 リノ 味ヒ未 ダ佳ナ 

リト 云フ可 ラズ。 

午後 二 時半 頃 「ブレ ー キング、 ゼ、 フエ ッ トル」 ト 云へ ル 一書 ヲ讀 了ス。 フラ ン^ ノヒゥ ゲノッ 

N ノ話 ナリ。 妹赞 ノ淸キ 愛情、 情婦、 情郞ノ 辛苦 艱難 叙 シ得テ 妙 ナリ。 

日倾ク コ 口 左 傍 ニサ ルデ 二  f 島 ヲ見 ル。 日 全 ク沒シ 海面 暗クナ リシ カバ 蛾 眉 ノ月签 天 一一 驟リ、 星 

其 ノ周圍 一一 列リテ 波ノ上 二 輝 ケル樣 得モ言 ハ レズ。 寒 カラ ズ暑 カラ ズ 京都 ナル柬 山ノ春 二 在 ルガ 如 

キ 心地 ヲ催 ホス 計 リナ ル 微風 衣 ヲ拂 ヒ、 舷ヲ打 ッ水ノ 音 ハ靜カ 一一 驟キ テ綠竹 髮絞ヲ 合奏 ス ル 一一 ャト 

疑 ハル。 實 ニ快キ 薄暮 ナル カナ。 舟行 ノ イブ セキモ 之 ガ爲ー 1 忘 ラレ キ。 

獨リ 「ケビン」 一一 坐シ テソコ ハカ ト無ク 物 思フ際 一一 左 ノ如キ 思想 胸 一一  浮ビ出 デヌ。 基督 在世中 

其 ノ傳^  ノ爲 四方 一一 周流 シ 給へ ル問ハ 何 ヲ以テ 糊口 ノ便リ トシ タマ ヒケ ン。 福音書 中 其ノ端 ヲモ示 

ス 一一 足 ル程ノ 明文 アル ヲ聞 カズ。 余輩 傳道者 ノ世ヲ 渡ルャ 衣食 ノ爲 一一 精神 ヲ勞ス マジ キヲ 敎へタ マ 

フ 一一 非 ズャ。 基督 ノ爲 一一 眞 一一 十字架 ヲ 負ヒ、 其ノ S! ノ爲 一一 盡 カス ル トキ ハ 衣食 ノ如キ 細事 從ッ テ來 

ル。 何 ゾ之ヲ 求 メテ奔 事 勞苦ス ベ キヤ。 

七日 晴 早 起、 馬太傳 九、 十 ノ兩奪 ヲ讀ミ 祈 禱ス。 食後 マルチ ナウ 氏 ノ宗敎 論 ノ絡言 ヲ讀了 

ス。 大，：. 豕ノ. If 兑堂々 トシ テ奥 ユカ シ。 


畢リテ 後 ハンナ 氏ノ 基督 傳ヲ 讀ム。 ファ ラル 氏 ト異リ タル 書キ方 一一 テ亦 一種 ノ 風致 ァリ。 信仰 二 

助 ケ多キ モ ノ ト覺 二 タリ。 ハ：^ 瑟ガ夢 二種々 ノ 御吿ゲ ヲ受ク ル段 二 至リ約 瑟此ノ 奇兒ノ 安寧 無事 ノ爲 

二心 ヲ勞ス ルコト 甚シク 其 事 夜 ii 夢 二 入ル程 ナリ。 神ハ 夢中 一一 之 ヲ救ヒ 給 ヘリ 云々。 面白 キ 見解 ナ 

リ。 ハンナ 氏ガニ リザべ ッ、 マリヤ 兩婦 面會ノ 事ヲ記 スルー 章 大ィニ 我 ガ意ヲ 得 タリ ト m 心 ハル。 

午後 三時 過遙カ 一一べ ス ビヤ スノ喷 火山 ヲ 望ム。 、不 ー プル -ー近 キコト 知 ル可キ ナリ。 船ノ 右方-一 

形頓 ル雅ナ ルー 島ヲ 見ル、 是レ； お ナリ。 テベ リャ帝 ガ老ヲ 養 ハント 居ヲ 移サレ タル 所 ナリ。 

近世 ノ 英雄、 ハ  1^ ノ境墓 モ彼所 二 在リト カャ。 此邊. S 嶼 多シ。 或ル&ノ丘ノ邊ー1樹木ヲ|^^{ヒタ 

ル モノ 見 H 一而 二 靑キ所 ァリ。 蜜柑 畠 一一 ャァ ラン。 紀州有 W 郡ヲ 過ギシ トキノ 事 m 心 ヒ出デ ラレ タリ。 

四時 過ル 頃、, ル— 力 二着 ス。 港灣ノ 模様 ヨリ 市街 ノ 位：.！？ 一 一一 至 ルマデ 吾 ガ神戶  一一 タリ。 頓テ 

上陸 シテ見 レバ 道路 ハ石ヲ 敷キ詰 メタ ルナ レド 掃除 不充分 ナル ヨリ 塵芥 一一 テ滿チ タリ。 行人 ヲ觀レ 

バ 衣服 モ 奇魔ナ ラズ、 人品 モ雅ナ ラズ。 坊ノ染 ミクル 勞 役者、 日 傭人 足體ノ モノ 吾一 行ノ 前後 二 集 

リ テ物ヲ 乞ヒ、 錢ヲ 瘦ント テ囂々 タル 容子 如何 一一 モ歷フ 可シ。 街 上 ニ溫飩 ヲ煑寶 スル モノ ァリ。 宛 

力 ラ 吾邦 ノ 屋臺見 世 一 11 溫飩薪 麥ヲ商 フ モノ 11 異ナ ラ ズ。 

ュクテ  シリへ 

又 花 ヲ束ネ テ之ヲ 吾輩 ノ ボタ ンノ穴 ニ揷ミ テ錢 ヲ得ン トス ル 少女 數人 行方 ヲ遮リ 後方 一一 隨ヒ 來リ 

五月 蠅キ 事限リ 無シ。 吾人 ヲ誑 カシテ 遊女 屋ー 一至 ラシ メント 欲 スル惡 徒 兩三名 一一 出デ遇 ヒヌ。 何 

所 モ同ジ キ秋ノ 夕暮、 何トテ 人類 ハ斯 ク惡キ 一一 陷リ タル ャ。 
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ィ タリ ー ノ穴 r:^ 淸郎 一一 シテ濕 氣少キ 故 力 將タ煙 リノ 左 マデ多 カラ ザル故 一一 ャ、 或ヒ ハ 叉 建築 ヲ用 

ヒ タル 石 ャ木ノ 質 一一 由ル 一一 ャ家 Is;- ノ 外面 鮮カ 一一 白ク 街頭 ノ光 一一 映ズ ル樣ロ ンド ン ヨリ 來 クル 者 11 、ノ 

1 ト際 目立 チテ見 へ タリ。 

稍 進ミ行 ケバ王 や： 1 一一 至ル。 宏莊ニ ハァ レド是 ゾト思 フ程ノ モノ 一一 非ズ。 イタ リ ー 王ノ 冬せ！ I ナ I ト 

云フ。 其 ノ傍 ラニー  ノん I： 堂 ァリ。 正面 ハ 月形 1 一 廊下 ヲ作 リナ シ、 グ リシ ャ風 一一 柱 ヲ立テ 列ラネ タル 

モノ ナ ルガ、 廊下 ヲ iii セル 數個 ノ燈火 前面 ノ喷水 1 一輝 キテ ー體ノ 景色 美ナリ ト謂ハ ザルヲ 得ズ。 

北 ハレ ヨリ is^ ナ ルカ 南 ナ ルカ 知 ラネド モ折レ 曲リテ 行ク程 11 ネ ー プル ス ノ 公園 1 一至 リ着 ク。 廣キ淸 

ラカナル- M ナリ。 丈高キ 棕祸ノ 頭上 高 ク聲へ タル ガ余ニ ハ珍 ラシ ク見ヱ ニケリ。 樹太欝 蒼クリ トイ 

へ ド モ 年經リ タ ルーセ ノト ハ 見へ ズ。 呰 丈傲キ モノ ナリ。 折シモ ni: 色 冷ャカ 一一 、 樹陰 ノ 歩行 愉快 言 ン 

方 無シ。 途  一一 ーノ； ？，^ 念柱ヲ 兑ル、 近^ ィ タリ ー 王國ノ 統一 ラ祝ス ルノ紀 念 碑 ナリ。 周圍 一一 四 個ノ獅 

子ヲ安 S セリ。 或ヒ ハ敵 II 惱 マサ レテ伏 シ仆レ タル ァリ、 或ヒ ハ 牙ヲ嗚 ラシ 怒リ モガ キテ起 キ立タ 

ン トス ル ァリ、 或ヒ ハ漸 ャク立 自由 I 一  ナリ將 二 立 チ働カ ン トス ル ァリ。 第四ハ 獅子 四圍ノ 敵ヲ打 

チ 平ゲ、 ス ックリ ト立チ 揚リ、 前足 ヲ踏マ ヘテ^ 風 邊リヲ 拂ヒ、 衆 敵ヲ物 トモ セズ彼 若 シ戰ハ ント 

欲セ バ戰フ 可シ、 我 ハ敢テ 之 ヲ辭セ ズト首 フガ 如キ勢 ァリ。 皆ィ タリ， ー 國 近時 ノ 盛衰 ヲ g シ出セ ル 

モノ ナリ。 

共レ ヨリ 有名 ナル 洞鬥ュ K 土 リヌ。 是ハ P マ人ガ 基^ 前 一一 開キ タル モノ 一  1 シテ長 サ十丁 一  1 過ギ 工事 


ノ精美 驚 ク可キ モノ ァリ。 卽 ハチ n マ 11 至ル 街道 一 1 シ テ 彼ノ 有名 ナ ルプ ラオ リハ 之ヲ 過ギテ 程遠 

カラ ズト。 詩人 ゲイル ジ ルノ墓 ハ此ノ 洞門 ノ 上  一 I ァリ トイへ ド 詣、、 ッ可キ 無 ケレパ 其 ノー： J 風ヲ 欽慕 

シ 胸間 稍 軍； ク嚴ソ 力 ニナ リテ其 ノ所ヲ 退キ去 リヌ。 が TT^ 叫號 -1 歸 レバ 時 已ー 一十一 時ュ 近シ。 逾カ 

-I 市街 ノ方 ヲ眺ム レ バ燦々 タル 燈水： S 水 二 映 ジ！^ カモ 日本 ノ祭ヲ 見 ルガ 如ク、 ヴェ スビ ヤス ノ顶上 

一 I ハ 火 燃へ 上リテ  一 ノ奇 觀ヲ呈 セリ。 十 一 時過ル 頃錨ヲ 揚ゲテ ネ ー プル 港ヲ 去ル。 

八日 n 十 起 甲板 一一 出デ、 馬太傳 十一、 十二、  ノ 兩章ヲ ム。 天氣 好シ、 景色 モ亦佳 ナリ。 前面 

一一， スト 口 ン ボリ ー 山ヲ 見ル。 美妙 ナ ル所 II 至 リテ ハ似 ル可ク モ ラネド モ我ガ 士 一  1 似 タル 形チナ 

リト 謂 フ 可シ。 午 十二時 過メッ シナ 海峡 一一 懸ル、 兩岸ノ 山水 共  一一： £ 絕宛ラ 一 1 利根 川 一一 船 ヲ泛べ タル 

ガ. S シ。 

海上 遠ク FTX^ 山ヲ兑 ル。 白雲 カト MH ル煙山 巅ヲ冠 リシ、 其、 レ ヨリ 少シク 下リテ IS ノ班ラ 一一 幾 

筋ト ナク， H 布 ヲ引ケ ルガ 如 ク降リ 積 ミクル 實ニ 絕景 ナリ。 厶 「ガ 初メ第 一 一等 船窒ノ 切符 ヲ買ヒ タル 時 

〈金貨 ノ 魔力 甚シ キヲ憤 リ聊カ 不平 ノ念無 キー 一 非 リシ ガ 今日 マ デ 船中 何 ノ 不便 モ無 ク實 11 無 ^愉快 

ナル 航海 ヲ爲 シヌ。 ノ 明媚 ナル 山水、 晴ャカナル天鮮カナ ル{4^氣ハ 人ノ貧富ニ拘ラズ欵待 

シ テ遣憾 無シ。 人生 何 ゾ獨リ 富 ヲ以テ 幸福 トセ ン。 is^z 里ノ 孤客 僅 力 一一 八圓金 ヲ以テ li 一一  乘リ ti^  二等 

船窒ー I 在リ。 悠々. B: 得 シテ樂 シキヲ 得。 噫奇ナ ルカ ナ叉现 リナ ル カナ。 

九 n 今日 ハ 船中 第 ニノ 日曜日 ナリ。 早 起 例 ノ如ク 聖書 ヲ讀ム (馬 太傳 十三、 十 叫ノ兩 や) 兌 後 
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第一 サ ルゥン 一一 テ 聖日 ノ 「ソル ビス」 ァリ。 ピ ー ォ， I 船ノ例 トシ テ 英 國敎會 ノ 祈禱文 ヲ 用フ、 餘リ 

感服 セザ ルナ リ。 午後 ェ フっビ，|.マ ェ ル 氏著ァ ブラ ハ ムノ傳 ニ章ヲ ム。 蓋シァ ブラ ハ ム ハシェ ム 

極 ノ人、 一 族 一一 從ッテ 移リテ カル デ ヤノ 一一 往ス。 ^1 ハ 人種 ノ居ル 所 ナリ。 風俗 頹廢 偶像 

ヲ拜ス ルコト^ シ。 アブラハム 其 一一 在 リテ獨 リ剛正 一一 眞神 ヲ拜シ タリ。 此ノ暗 黑鄕裡 一一 此人 アル 

ベ シトハ 兑ヱザ リシ ガ忽チ 祌ノ召 II 由リ テ此ノ 絡倫ノ 英雄 出現 セリ。 人類 ノ歷 皆是ノ 如シ。 喑 

黑裹ニ 後代 ノ光 トナ ル可キ モノ ヲ包 冇ス。 ル —ゥ ノ ェ ル フ，^ 二 在ル、 ピウ リタ ンノ 英國ノ 風俗 

陵 夷ノ時 一一 於 ル皆是 ナリ。 今日 ノ 日本 決シテ 此ノ理 二：^ レザ ルナ リ。 , アル キメデ ハ此ノ 大地 ノ外 

一一 立 タパ 能 ク之ヲ 動力 シ得 ント云 ヘリ。 此ノ 腐敗 セル 世界 ヲ 動力 シ之ガ 弊風 ヲ革メ ン ト欲セ バ宜シ 

ク：； ハノ 域外 一一 出デ テ此ノ 大事 ヲ成ス 二 足 ルノカ ヲ養ハ ザル可 ラズ。 ァ ブラ ハ ムノ 信仰 ハ故鄕 ヲ離レ 

ra: 方 流 寓ノ際 一一 大成 シ タル モノ ナリ。 ァプラ ハ ム神命 一一 從ッテ 出デザ リシナ ラバ 其 身ハ 徒ラ 一一 草木 

ト共 一一 朽 チタ ルナ ラ ン* 祌ノ往 ケト命 ジ給フ 時 一 1 往カ ザ レ バ 唯往 カザル ノ ミ ナ ラ ズ 神トノ 交通 ヲ斷 

ッ 道理 ナリ。 行 ケョト 云フ， '基督 ハ 吾人 1 一先 キ立 チテ 行ク。 吾人 行 カザ レバ 基督 ト共ュ 在 ルヲ得 

ズ。 ア ブラ ハム ノ ハラン 11 逗留 セル ハ是カ 非力。 

夜 ii.- 太 傅 十五 章 ヲ讀. ム。 其ゥチ 一一 基督 ノ言 ァリ 曰ク、 ロヨ リ入ル モノ ハ厠 -T 洛ル 云々、 是ハ 今日 

西洋 ノ公會 二 テハ云 ハレ ヌ 一一 一一：： 葉 使 ヒナ ルガ、 西洋 ノ行 傣餘リ 一一 過ギ タリ ト ii ハザル 可 ラズ。 此夜第 

ニサ ルゥン 一一 說敎 ァリ。 余モ 出席 ス。  . 


十日 早 起 馬太傳 十六 • 七ノ 兩章ヲ 讀ム。 夜來 風浪 少シク 激ス。 

m 心フ 一一 患難 ヨリ 神ヲ 觀 ルト神 一一 由 リテ忠 難ヲ兑 ルトノ  一一  ハ、 微 一一 シテ大 イナ ル 差異 ァリト is フ 

可シ。 

〇 バウ ct  、 バ ルナ バ、 リストラ ソ 一 傅 道ス。 其 ノ爲ス 所、 言 フ所ノ 神奇ナ ルガ 爲 11 彼 所ナル 妄信 

ノ 人民 之 ヲ神ト 思ヒ誤 マリス。 卽 ハチ、 バ ルナ バ ヲジュ ピ テル ト 倣シ、 バウ 口ヲ モル キゥリ ー ト做 

シ タリ。 世ノ 毀譽褒 肝ん ノ當ヲ 失 スル常 ニ此ノ 如シ。 蓋 シ バ ルナ バハ .^.^ 一一  比スレ バ 狀貌稍 立派 ナ 

ル 二， H ルナ ラ ン。 尙 仔細 I 一之 ヲ 觀察ス レバ 面白 キ 思想 ヲ獲ル コト トナラ ン。 

〇 創世記 ノ第 十七？ 平 一節 ニ我ハ 全能 ノ祌 ナリ。 吾ガ前 一一 歩ミテ 全力 レョト ァリ。 正 善ヲ求 メテ精 

ヲ竭ス ノ事ヲ 一 祌ノ 全能 ナ ル ュ 基ケ タル ハ 面白 シ。 

マ エル 氏著ァ ブラ ハ ム 傳ヲ讀 了ス。 

馬 太傳第 十八 章ヲ 讀ム。 

十一 日 七 時半 寢窒 ヲ出デ 甲板 ュテ 馬太傳 十九、 二十 ノ兩 章ヲ 讀ム。 此日 頭痛 ァリテ 不快。 船ノ 

醫 士余ガ 眼邊ノ 腫物 ヲ切リ 去ル。 日曜日 ヲ初メ トシ テ之 第一 一次 ノ切 斷ト ス。 

午後 ハ 頭痛 殊 一一 劇 シ。 寢窒 一一 平臥 ス。 祌氣鬆 々タリ。 

後 六 時ポ ルセ イド 一一 や； 5 ス。 

、レ地 惡シケ レバ 上陸 セズ。 石炭 ヲ積 ミ入ル ヽ騷擾 一 ト方ナ ラズ。 令 タ十時 W ビ解蹬 スト 聞 キヌ リ 
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ボ ルセ イド 一一 在 ル英國 水雷 艦長 カピ テン、 ブレント ン氏 (Brentoll) 支那 內地傳 道 ノネ プ ー ル 

號ニ 在ルヲ 知リテ 來ル。 余モ氏 I 一面.^: シ タル ニ實 II 虔誡ノ 人 ナリ。 頓 テク ー ボル 氏 (支那 行ノ 一  人) 

其 外ノ！ ^兄 《艦長 ト 、モー 一 其 舟 一一 行キ 觀覽ノ 後祈禱 會ヲナ シテ歸 レリ。 諸兄 余 一一 吿ゲテ 曰ク、 ブレ 

ン トン 氏ノ 居間 一一 曾祖父、 祖父、 叔父 等 ノ像ー ノリ。 皆 海軍 一 1 從 事シ且 ッ甚ダ 熱心 ノ人 ナリ。 北 ハノ像 

ノ旁ラ 二 

〇tlr  fathers  liavc  trusted  iii fhce. 

ノ 文字 ヲ印 セル 額ァリ 云云。 此ル 紳士 ノ英國 11 多 キコソ 目出度 ケレ。 

十二 口 早 起、 馬太傳 二十  一、 二十 ニノ 兩章ヲ 請ム。 尙 スエズ 運河 中 11 在リ。 砂 二日 ノ出 ルヲ 

兒ル 亦奇觀 ナリ。 

述河ノ 沿-: がー 一 ァラ ビヤ 人ノ 土砂 ヲ 駝 ニ负ハ セテ 運ビ去 グラ觀 タリ。 珍 ラカナル 思 ヒア リ。 

ァ ラビ ャ人、 時 11 岸 一一 沿 フテ船 一一 競走 ス ルヲ厭 ハズ、 バ クシェ. 々ト 呼ハ リテ、 物 ヲ乞フ コト亦 

笑止 シ  • 

三時 四十 五分^ Ts,^  二着 ス。 之 ヲ 運河 ノ末 トス。 遠ク 左岸 II 一叢 茂レ ル林ヲ 砂漠 中 一一 觀ル。 是レ 

ノ井 アル 所 ナリ。 之  一一. S リテ 之ヲ觀 レバ、 古 ヘイズ ラエ ル民ノ 渡 リシ 所ハ俗 一一 謂フ 紅海 一一 非 

ルャ知 ル可キ ナリ。 

叫 時 三十 分， ス 1^,^ ヲ出テ 紅海 二 入ル。 


ス ゥ 二 ズ 運河 一一 テ ハ 晝ノ溫 度 ハ 華氏 八十 五度ナ リキ。 日本 一一 テ 、ノ 隨 分熱キ コ トナル ガ 左程 一一 感ゼ 

ラ レ ズ 空氣ノ 乾燥 ナル故 力、 汗ナ ドノ 流ル 、 ヲ覺 H ザ リキ。 

スゥニ ズノ 運河 ハ 近時 文明 世界 ノ大 事業 ナリ。 之ヲ 支那 ノ長 城-比 ス レバ レセプス ガエ 事 ノ大ナ 

ルハ始 皇帝 一一 及ブ可 ラズ、 始 皇帝 モ亦 偉人 ナル カナ。 然レド モ戰勝 護 國ヲ旨 トシ テ人 類ノ 福利 ヲ匕 ：！ 

トセ ザル ヨリ 其ノ 後世 一一 垂ル 、 ノ結 5^ ヲ異 一一 セリ。 長 城 一一 用ヒ タル 程ノ 勢力 ヲ以テ 護 國戰勝 ト共ニ 

支那 國 人民 ノ利達 福 蓮 ヲ計リ シ ナ ラ バ 支那 ハ 今日 ノ 支那 一一 非 リシ モノ ヲ。 朿洋 ノエ 事 、ノ 其ノ 偉大 ナ 

ル モノ ヲ擧ゲ テ盡ク 埃 及 國 ピ|ラ1^^.-  ノ類 一一 屬スル コソ遣 憾ナリ ト謂ハ ザル可 ラズ。 

今夕 ク ー ボル 氏 余 一一 「サム ラヒ」 ノ 字義 ヲ質サ ル。 盖氏カ 此間ヲ 起サレ タル ハ 日本 ノ傳 道士 多ク 

士 ヨリ 出ヅト 書ス ノ語ヲ 一 書中 二見 タル ヨリ 生ジ タル ナリ。 此間 二 付 キ余窃 力 一一 思 へ ラタ 維新 ノ革 

命 ハ 基督教、 傳播 11 關スル 所 多端 ナ ルガ、 就中 士ノ常 職 ヲ解キ 家祿 ヲ 奉還 セシ メタ ルガ 若キハ 其ノ關 

係 極 メテ大 イナ ラン。 此 一事 後ノ精 思ヲ俟 ツナ リ。 

十三 日 早 起 兩岸 ニ山ヲ 見ル。 風光 頗ル佳 ナリ。 昨夕 ノ  E:、 今朝 ノ 山水 實 一一 賞 スルー 1 足 レリ。 

誰 力 紅海 ヲ無雅 ナリト 謂 フャ。 午前、 馬太傳 全部 讀了。 

今， 5 舟 ョ リ 左右 一一 殆ド 相 並 ビ テ 水面 一一 破船 ノ帆檣 突起 セル ヲ兑 タリ。 珊瑚 巖 II 觸レ タル モノ 力 紅 

海 ュ 難破 ノ憂 アル ハ 純ラ 之 一一 起因 スト 云フ。 微々 タル 蟲モ 难積久 シキ ヲ經レ バ 堅牢 ノ 大船 ヲ. 澄 沒 ス 

ル 二 至 ル喧。 .  . 
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井中 一一 坐スル モノ 大海 ヲ知 ラズ焉 ゾ大ヲ 語ルヲ 得ン。 神ヲ知 ラザル モノ 〈最大 最高 ナル モノ ヲ.^ 

ラザ ルナ リ。 故 一一 其ノ 天下/事物 ヲ觀 察シ、 大小 ヲ測 リ、 輕重 ヲ定ム ルュ至 リテ、 鑑識 ノ 錯誤 無 キ 

ヲ得ザ ルナ リ。 故 二 曰ク、 祌ヲ知 ラザル モノ ハ其ノ 知識 全 キヲ得 ザ ルナ リ。 否 ナ其識 兑正ナ ルヲ得 

ル コ ト 難シ。 

風 東 一一 吹キ西 一一 吹ク、 海水 之 一一 隨ッテ 動 搖ス。 空 明ラカ ニ或ハ 天陰ル トキ ハ 水色 亦之ト 、 モ 一一 變 

ズ。 魚 ノ躍ル 船/走 ル、 波 之ガ爲 一一 一 進 一 退ス。 人 ノ此ノ 世 一一 在 ルャ、 或ヒ ハ 身邊ノ 事物、 敎育、 

習慣、 吉凶、 禍福 等 ニ由リ テ其ノ 性情 品行 一一 差異 ヲ生 ジ、 所謂 善人 ト爲 リ、 惡人ト 爲リ、 叉 凡庸 ト 

爲リ、 俊 トナ ルガ 若シ。 然 レドモ 海水 ノ必 ラズ 潮汐 一一 從ハザ ル可ラ ザ ルガ 如ク、 人間 ノ 運動 モ之 

ヲ深 ク觀測 ス ル時ハ 千 態 萬狀ノ 屮 一一 北ハノ 運動 ノ 歸ス ル所ハ 到底 神 ヲ離ル 、ト祌 一一 近 クー 1 在 ルナ リ。 

此 夜空 氣晴レ 亘リ、 月 朗ラカ 一一、 水波穏 カナリ。 甲板 ノ上ヲ 歩行 シ、 若 クハ安 坐 スルノ 樂シサ 忘 

ル可ラ ザ ル モノ ァリ。 

十四日 早 起、 海水 一一 身 ヲ浸シ 藁坊ヲ 紅海-一洗 ヒ落 シヌ。 

馬可傳 一 、 二、 三、 四、 ノ叫車 ヲ讀 ム。  . 

晚 馬可傳 五章ヲ 讀ム。 

十五 日 此日； 大少 シク陰 リテ蒸 熱シ。 頭 頭^ 暈ヲ 覺ュ。 馬可傳 六、 七章ヲ 讀ム" 

今日 正午 比 北 偉 十九 度 云々 ノ 所ュ來 レリ。 溫 熱ノ釗 シキモ 道理 ナリ。 


晚 馬可傳 九章ヲ 讀ミ寢 一 1 就ク。 

十六 日 早 起 今朝 降雨 少時、 今日 ハ舟中 第三 安息日 ナリ。 馬可傳 全部 讀了。 

今日 ノ 正午 ハ船 北緯 十六 度 云々 ノ所ニ 至ル。 3^ ^二着 スル 一一 定期 ァ レバ 故 ラ 11 速力 ヲ弱 メタル 

チリ ト カ聞キ ヌ。 

晚ニ 十二使徒 島ヲ 過グ。 午後 八 時 二等 ケビン 一一 說敎 ァリ。 皆 支那 內地偉 道 ノ人ノ 企ル所 ナリ。 セ 

ルカ ルタ 氏ノ 熱心 淡 薄 ナル說 話 愛 ス可キ ナリ。 

十七 日 早 起 路加 傳ー、 二、  ノ 兩章ヲ 讀ム。 

南 條文雄 ガ譯セ ル 日本 怫敎史 一本 ヲ、 ，^^1,^ョリ同船セ ル蘇 國ノ醫 博士 ハツ チェ ン ソン 氏 二 贈 

ル。 是 ハ氏ガ 同船 ノ紀 念ト シ テマ ヱ ル氏ァ ブラ ハ ム傳ヲ 余 一一 贈 ル旨ヲ 吿ゲラ レ タレ バ其ノ 答 禮ト思 

ヒ テナ リ。 ハッチで ン ソン 氏 ハ蘇格 蘭敎會 ヨリ 印度 二 遣 ハサ レ タル 人 ナリ。 彼國 ニ在ル 事前後 十九 

年、 暫時 歸省ノ 後 今再ビ 任地 ニ赴ク モ ノ ナリ。 氏ハ溫 厚虔誠 謙遜 ノ人 一一 テ愛ス 可キ人 ナリト m 心 ハ ル。 

1>, G.  watchinson  (chllrcll  of  Scotland  Mission) 

Seal  I〈ote, 

Pumjab, 

India. 

今朝 同行 ノ へ ー ゥ ー ド (支那 內地 使道ノ 人) 氏ョ リウ H スコッ ト 氏著ノ 一  小冊 ヲ 借覧 ス。 彼 得 f か 
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二 書 一 章 五、 六、 七、 節ヲ 解キテ 基督 敎徒處 世ノ道 ヲ論ジ タル モノ ナリ。 其ノ 言余ノ 胸間 一一 サグヂ 

エス チ" ンヲ與 へ タルコ ト カラ ズ。 

午後 五 時 頃 紅海 ヲ過 ギメ ビタル マ ンデ ノ瀨ヲ 越へ テ 印度洋 一一 出、 ヅ。 明日 午前 未明 一一 ハ ニダ ン 二着 

ス ルナ ラ ン ト 云フ。 

錫 蘭 島ノ人 ュテ羅 馬-一 52 學ス ルコト 十餘年 問、 偕 トナリ テ本國 一一 歸ル トテ、 ネ ー プルス ヨリ 同船 

ス。 此ノ人 ノ名ハ ロドリゴ ゥト 云フ。 亞細亞 衰頹ノ 有樣ヲ 說キテ 與亜ノ 事ヲ談 セント 欲スレ ドモ少 

シ モ 精祌氣 力無 ク、 吾ガ 邦ノ獨 立ナド ヲ思フ コ ト無キ 二 似 タリ。 —ハッチ ュ ンソ ン氏 ノー 百 ハル 、 一一 ハ 

印度人 ハ 數 百年 問外國 二 服 從シ居 タル モノ カラ 自國 ノ 獨立ヲ 思フコ ト極メ テ 薄 シ 。 錫 蘭 ノ如 キハ更 

一一 甚シト 嗟嘆 ノ外 ナキ 次第 ナリ。 

十八 日 快晴 闩 十 一大 一 1 H デン 一一 着ス。 船 ノ周圍 一一 潜水 者數名 群リ來 リロ々 一一 叫ンデ 船客 一一 貨幣 ヲ 

海屮ニ 投ゼン コトヲ 求ム。 其 潜水 ノ技實 二 巧妙 ナリト フ可シ 。ハツ チュン ソ ン氏此 所 ヨリ 他 船 一一 移 

リテ ボムべ ィ 一一 赴 カル 。船 一 I 會シテ 船 一一 別離 ス。 科會 ノ 期 無 キ 人ナラ ン 。舟 中 一 ノ 良友 ヲ失 ヘリ 嗟。 

今此 一一 支那 內地傅 道者ノ 姓名 ヲ錄 セン。 # 後 ノ^、 ウィンド 氏ハ 蘇國ノ ソウル • ウイ 一一 ング • 

エンド . プ レャュ 一一 オン ョ リ 支那 二 遣 ハサ レ タル モノ ナリ。 

William  Cooper. 顧 正道 

Harry  N.  Ivachlan. 


Charles  williarn  LamTDCrt. 

路加 傳三、 四、 及ビ 五ノ三 章ヲ 讀ム。 

午前 十一 時、 H デンヲ 解纜 ス。 該灣 寄港 中 〈熱 サ烈シ カリ シガ 印度洋 二 出 レバ 風稍凉 カー 一 少シク 

凌ギ易 キヲ覺 H タリ。 

ウィンド 氏 ヨリ マ H ル氏ノ^！^^譚ヲ借リテ讀ム.^ 

アブラハム ハ 信仰 ノ父 一一 テ 萬邦ノ 人ノ祖 ナリ。 ヤコ ブハ 「テピ カル *ジ ユウ」 ナリ。 イスラエル 

民ノ歷 史ハ、 之ヲ 要スル 一一 ャ コ プノ 歷史 ナリ。 

Abraham  was  a  hero  ：  Jacob  ^as  a  plnin  man  】ivjng  in  tents.  Abrahani,  we  feel  to 

be  above  ourselves  :  Jacob  Hkc  ourselves.  We  no  longer  stand  in  the  unclouded  golden 

dawn  of  the  Patriarchal  age :  it  is  over  cast  with  douds  &  is  more  like  cur  own 

checqurecl  life  "  Newman  "  Israel a  prince  xvith  God  .  F,  B,  Meyer. 
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神ガ雅 备ヲ選 メル ハ之ヲ シテ萬 民ヲ救 フノ基 ヲ立テ シメ シガ爲 ナリ。 他人 ヲ救ハ ンガ爲 一一 之ヲ選 

ビタル ナリ。 聖書 一一 所謂 選ト ハ盖此 ノ意ナ ラン。 

山野 一 1 奔走 シ猛 獸ノ間 一一 難 ヲ胃シ タル 時 11 ハァ ラデ、 思ヒ モ寄ラ ヌ吾ガ 安心 ノ家 一一 テ 不測 ノ阱 -1 

陷ィ レリ。 天下 豈 ェ サゥ其 ノ人ノ ミ是ノ 若 クナラ ン ャ。 

一 皿ノ粥 小事 一一 似 タレ ドモ終 一一 大事 ヲ誤 レリ。 

Ksau-S  act  of  selling  liis  IDl.rthrinllt  i;or  a  mess  of  t}ottawc  is  not  a  solitary  act;  Ist 

ail  outcome  cf  a  stiJite  or li ひ art. 

IK 我 一一 幾多 ノ機會 ヲ與へ ルモ己 ノ失ニ 由 リテ之 ヲ無有 11 歸ス ルコト アル ハ常 一一 見聞 スル所 ナリ。 

イサク ガ H サゥ 一一 鹿肉ヲ 調理 セ 3 ト命ジ タル ヲ見 レバ モリ ヤー 一 從容神 一一 供へ ラル 、ヲ 諾シ タル 人 

トハ見 H ズ。 盖シ イサク ハ 得意 一一 由リテ 柔弱 トナ リシナ ラン。 平和 ノ爲 一一 ハ其ノ 井 ヲ棄ル ヲ厭ハ ザ 

リシ ハ佚ヲ 好 ム兆ニ 非 ズャ。 弱-一由 リテ 大事 ヲ誤 マルコ ト少 ナカラ ズ。 叉 其 ノ食ヲ 嗜ミ稍 下等 ナル 

樂 一一 耽 リタ ルハ エサ ゥ 二 我 ガ好ム 如 キ味ヲ 云々 ト 云ヒ、 リベ カガ 良人 ノ好 ム如キ 云々 ト 言へ ル 一一 由 

リテ知 ル可キ ナリ。 

The  mfin  wllo,  on  t:tic  supposed  r>oinl:  of  detitli,  can  think  rnost  or  all  of  a  (Icnclolls 

venison  is  30<:  likciv  to  SJlnc  tos  a  specially  tn-illiani:  s<;ar  In  tli ひ lic£ivcnly  Brnlamenl:. 

IRcbckiili  lor  licr  love  towjlrd  Tilco 一〕  sacrifice  lier  luisbfirui,  her  cider  son,  llnnclplc I Jul. 


I ハ 初メ ノ 程" ベ カノ 謀ヲ危 ミ テ 恐怖心 無 キ 一一 非リ キ。 然レド モ其ノ 恐怖 ハ之 ヲ. 惡ト 田.^ ヒ シ 

ヨリ 來ラズ 不得策 一一 ハ非 ズャト 思ヒシ ヨリ 生ジ タリ。 

wf  一  a  In  retreats  from  the  position  of  what  is  to  the  urging ョ what 】s 

likely  to  be  cxpcdie-t  &  to  pay—  that  s  is  near  a  fall,  swift  as  the  ardigcrs  f 

heaven  to  hell.  If  instead  of  simple  gr§n(一  of  right き take  §r  t  on  the  lower 

grinds  of  failure  &  success.  Wc  shall  find  ourselves  Itnatchccd  by  devil 一 s  arithmet? 

以上 

〇 今宵 ハ 望月 一一 テ 印度洋 ノ 波淸ク シ テ 得 モ 言 ハ レ ズ 

望月の ひかり さやけ きうな ばらに 

浪を獄 たて k ゆく ぞぉ 、しき 

吾妹に も 吾が 愛 兒等も 故鄕に 

今宵の 月 を 見つ 、あるらん 

十九 日 快晴 凉 風吹キ 來リテ 心胸爽 カナ ルヲ 覺ュ。 早 起 茶 一 碗 ヲ喫シ 路加 傳六、 七ノ 兩章ヲ 

賨ム。 魔 鬼耶穌 ノ祌子 タル ヲ 公言 ス。 基督 之 ヲ担ミ 給フ。 盖 シ共ノ 不利 ナルヲ 知 リ給フ ガ故ナ ラン 

力。 亦左ノ 理由 ハ其ノ 首 モナ ル 理由 ナラ ン ト思ハ ル。 

Any  help  which  t  rave  cie  fri  the  lips  of  hell  was  shocking  &  revolting  to 
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政敎 - 關 ス ル 黨派ノ 人 々 ガ 自ラ惡 ヲ爲サ -.、 ル モ 他人 ノ 悪事 ヨリ 生ズル 助ケヲ 利用 シ テ 自己 ノ 目的 

ヲ達セ ント 欲スル ハ 耶穌ノ 罪人 ナリト 謂 ハザル 可 ラズ。 

馬 太傳ー 一耶 穌 世人 ノ病ヲ 負 ヘリ 云々 ト ァリ。 是 ハ耶穌 奇蹟 ヲ行 ヒタ マ へ ル トキ 精 祌ヲ人 j  メ給 ヒ、 

十分 二 同感 ノ情 ヲ以テ シ タマ ヒ、 其 ノヴァ イタル、 パウル ヲ注ギ 出シタ マ ヘル ヲ云フ モノ 力。 基督 

ガ人ノ 罪 ヲ負ヒ タマ フトハ 矢 張リ！ ：！： 様ノ事 11 パ非 ズャ。 Is 

禁食 11 關スル 基督 ノ 意見 ハ 盖左ノ 如 クナラ ン 

Wlicii  the  supreme  blessing  or  intercourse  with  〇od,  the  presence  of  the  IDnvk お room 

IS  obscure-  or  forfeited  throti 包 i sin,  it  will th3  be  as  inevitable  that  the  loyal  heart 

slioulu  turn  away  fro ョ worldly  pleasures  as  the  first  disciples  should  reiect  these  in 

t:nc  dread  nours  of  tlieir  h>ereave3 ひ nt. 

共土督 昇天 シ 給へ ル後ヲ 新郎 ノ在ラ ズナリ タル 時 トス ル ハ非 ナリ。 基督 今 尙ホ我 ラト 、 モ 一一 在 ルナ 

C 酒 ト；？ ；；： 袋ノ譬 As  the  wine- skins  retains  the  wine  so  are  feclin2.s  &:  aspiranioiis 

aided  &  c\.cr  preserved l)y  suital〕le  external  forms 

馬 可 傳ノニ 章 一一 基督 ノ安息 日 ヲ論ジ タマ へ ル 文ァリ OS 督ハ舊 約 ノ精祌 ヲ以テ 安 日 ヲ說キ 給へ 


リ。 タ ビデ 及ビ 祭司 ノ例ノ 如キ是 ナリ。 又 安息日 ハ人 ノ^ー I 設ケ ラレ タリ ト ノー 言ハ 聖日 ノ設 ケハ 

T ^ャ， 人- 1 限 ル可キ ニ非ル ヲ證ス ルナ リ。 

今日 モ亦雅 各譚ヲ 讀ム。 

Is  it  net  rcnlarkabk-  that  Jticob  did  not  sec  these  glorious  realities  until  he  slq り t  ? 

Grauual 一； y  slumber  stole  upon  liiiii aad  folded  liiru  in  her  J:lrlr-S  ；  crradually  the  fever  cooled, 

the  excitement  subsided,  the  anxiety  ceased,  he  grew  tranquil &  sLill ; he  lost  himself 

—  the  flllrridc,  fcntsl  imcasy  self  that  he  had  l)rol1ght  with  hiln  frcm  wecrshibc-t  and 

wmlc  he  Slept,  the  hitherto ョ i で ercel-vcd  eternal  I)resclK-e  come  out  scftiv  hlrgch,  aljovc 

and  al.oulKl f.  He  saw  His  glory  &  heard  ffiis  voice:  the  solitarv  waste 

t:rc ョ IbJcd,  ihishcd  &  overflowed  with  God. 

ャ コ ブ罪ヲ 犯 シテ已 ノ價値 ヲ知リ ヌ。 

ヤコ ブ友ヲ 離レ財 產ヲ失 ヘリ。 

ャ コブ神 ノ愛ヲ 知リヌ 

祌ノ 愛ヲ知 リタ ルガ 故 -I 神 ヲ見ル コ ト 容易 ュナ リス。 ヤコ ブ ノ原 ニ祌 アル コトヲ 知 リヌ。 

神 ヲ畏レ タリ。 已レ ヲ奉ゲ タリ。 財產 ヲ献ジ タリ。 喜 ビヲ得 タリ。 

ヤコ ブハ 祌ノ 愛- 1 敎育 サレ、 又人ノ 愛一 1 敎 育サレ タリ。 
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xvirc  IS  only  133^111;  wtlen i け づ rocecdet:ti  towards  a  truer,  deeper  life  at>ove  luiman  line, 

and  IS  sweetest  wlien  it  leadeUi  to  a  more  divine  &  perfect  】ove.  A.  A.  proc<;or， 

ーホ I ん」 二 四ッノ コ ン デシ ョ ン アル ナリ。 

1. There  mtist; Idc  a  Slq)re3c  ilffcctkm. 

2.  Marriage  niusl: Idc  in  tli ひ ILorcL 

3.  A  true  Iionie  slioulcl  Do  t>ase(l  on  tlie  ^ood  win  of  parents  &  friends  (Genesis 

XXVIII,  1—5) 

Nl. There  slicnikl  一〕 e  some  prospect  of  suitable  Hvclilioocl 

秋日 將 -1 沒セ ン トス。 西 11 方リテ 水平 ノ雲 色偉觀 ヲ呈シ タリ。 

少ラ クシ テ雨 降リ 出テ浪 高クナ リヌ。 食後 船室 ノ窓ヲ 鎖サレ タル 故 一一 温熱 一一 堪へ ズ。 終夜 眠リ安 

力 ラ ズ 

二十 口 晴 波ハ平 カナ ラズ。 早 起、 路加 偉 八、 九ノ 兩章ヲ f まム。 

耶穌 魔鬼ヲ シテ北 ハノ祌 子 タル コト ヲ云ハ シ メズ。 亦 門徒 等 二 モ 漸ヲ以 テ已ヲ 敎へタ マ ヘル ハ盖シ 

世人 及 門徒 ノ心未 ダ熟セ ザ レバ ナリ。 . 

マ H ル 氏ノ雅 备譚讃 了、 听感 多シ。 

スべ テ勞レ タル モノ 云々、 我 一 1 來レ 我ガ軛 ヲ取レ 云々、 軛ハ卽 ハチ 神ノ意 旨ノマ 、 ニナ ル事ヲ 云 


フ ナリ。 耶穌ノ 若 タス ルヲ 云フ。 我 レ獨リ 之 ヲ負フ 一一 非ズ。 耶穌ト トモ ニ幷 ビ行ク ナリ。 

二十 一 曰 早 起 夜來凉 風頻リ 二 至ル、 路加 傳十、 十  一 ノ 兩章ヲ 讀ム。 

馬可俥^^！ゅャニ十六節以下ニ十九節、 種 ヲ播キ テ寢ュ 就ク、 云々 ノ瞽喻 ァリ。 眠 ルトハ 剑世ノ 時、 

休息 セ ル神 ガ尙ホ 今モ働 キク マ フ ト耶穌 ノ云ヒ ケンガ 如シ。 祌 ノ敎ヲ 人間 1 一布 タヤ 先 ヅ種ヲ 播キタ 

マ へバ後 〈自然 ノ發育 一一 任セ置 キテ宛 カラ 之ヲ顧 ミザル モノ  、如 シ。 卽 ハチ 眠 ル乇ノ 一一 似 タリ。 又 

敎會 ハ 先ヅ稻 ァリ次 一一 穗ァリ 次 一一 穀ァリ ト云フ ガ如ク 時 二 依リテ 進化 スル モノ ナリ。 前 二 見 ザ ル モ 

ノ後 一一 現 ハル、 コ トァリ ト知ル 可シ。 

同 傳四章 三十 四 以下- IK 國ノ 始末 ヲ芥種 一一 比 スル文 ァリ。 斯 ノ如キ 大事 業ヲ但 以现、 以賽 亜ナド 

ノ如ク 立派 ナ ル 譬喩 ヲ以 テセズ シテ芥 種ヲ地 一一 播ク ト云フ ガ如キ コ トヲ 以テ說 カレ タル 少シ ク適當 

ナラ ヌ如 ク見ュ レドモ 深 ク考フ レバ 實 一一 敬 畏崇拜 ノ外無 キコト ナリ。 

.this  exactly  expresses  .tn ひ wrly  of  tllinkin^  ruluu.al  to  on ひ wTio 一 las  stooged  -3 

3easura.bly  down Ix)  tlie  .task  wllicll  all  oUiers  feel  .to  t>e  so  lefty. 

シェ ルレ ィ氏 詩集 一一 天ノ 廣大ナ ル ヲ感ズ ルノ 大小 二 ヨリ テ三 ッノ  r スピ リツ ト」 ノ 「グレ トネ 

ス」 (大) ヲ 比較 スルノ 詩 ァリ。 

lo 叶 lie  first  they  are  a  palace  roof  or  gold ひ n iiglbt:s,  t:o l:lhe  second  but  die  nlincrs  first: 

cllat-llDer,  to  tlie  】ast;  only  drops  which  2P^Grt.0-w  nll^v-ty  ti ひ urt:  drives  t:lirough  .tlllllnest  veins. 
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盖シ 芥種ノ 譬喩 一 1 主眼 トス ル所 ハ卽 ハチ 枝ヲ繁 ラス 云々 ノ 一句 一一 在リ。 基督 敎ガ 仁愛 教育 政治 社 

會的ノ 動力 ヲ 發養 シ 文學 建築 美術 等 ヲ其ノ 庇 陰 一一 息 ハセ 時 トシ テ黑 奴ヲ 解放 シ時 トシ テ 婦人 ノ 地位 

ヲ進 メ時ト シテ野 蠻國ヲ 文化 ノ域 一一 進 マ シムル 等 ノコ トヲ 示シ タル モノ 力。 一個人 ニ於テ モ 基督 敎 

ハ 尙ホ斯 ノ若キ モノ ナリ。 

ガダラ ノー；；；^ 原 ニテ r レ ギヨン」 一一 惱 マサ レ タルモ ノヲ 癒シタ マウ。 其 人耶穌 1 ー從ハ ン ト乞 へ ド モ 

耶穌 之ヲ肯 カズ。 共 故 如何 ン。 斯ノ人 耶穌ト 、モー 1 在 ラバ 反 對者ヲ シテ耶 穌ヲビ ー ルゼバ ブト 云フ 

ノ機會 ヲ得セ シム. - II 非 ズャ。 此人 耶穌ト 、 モ 一 一往 キテ傳 道スル ニ堪 へザル 一一 非 リシ 力。 此 人ノ始 

末 ヲ知リ タル 所 一一 在 ラバ 人ヲ シテ 感動 セ シ ムルコ ト 容易 ナリ シ 二 由ル ニ非ズ ャ。 此人 耶穌ト ヽ 乇 二 

在ラズ ンバ. 再ビ 魔鬼ノ 誘惑-一 遭ハ ン コトヲ 怖レタ ルガ 故 二 其ノ 信仰 ヲ養ヒ タマ へ ル 一 1 非 ズャ。 

馬 可 i^A 章 11 出血^  ノ 女耶穌 一一 觸ル、 群集 ノ人 耶穌 一一 觸ル、 其 ノ觸ル 、ヤー ナリ。 然レ ドモ其 

ノ耶^ 一一  來リ之 一一 觸ル 、 心事 一一 至リテ ハ異 ナルコ ト 天地 ノ 如シ。 彌 治馬ャ 好事家 ャ 議論 家 ャ是ラ ハ 

^奴：： 敎ノ眞 味 ヲ知リ 得可キ 一一 非 ルナ リ。 

耶穌 ノ女眠 レルノ ミト 云フ。 傍人 之 ヲ嘲リ 笑フ。 云々 

rins 】s  a  fit  expression  of  the  wodcTs  Imrlolind  incredulity,  its  reliance  lll)〇n  crclillary 

cxpcrlurcc  tc  disprove  all  【】ossil3iHtics  of  tl】c  extraordinary  and  dl.vinc,  £ln(l  its  heartless 

tra 一 IS 一 tlcn  frcnl  c(Jnvcnllonal  sorrow  to お lastly  laughter,  nlccldllp-  in  the  prcsenc  of 


(lea 二 llwhlcll  IS  111  view,  so  (IcspcrateltllcJ  last  llolK-  (>r  hlmlallity.  LallKlltcr  is  Ilct 

1:1k- 1 二  tnl"  11100(一 ヨ wllidl tc  contfadict  tlic  〇hlistiall  holK.,  lliat  cllr  jest  cllcs  arc  Ilct 

(lra(l,  l).llt  sleep.  . 

馬 可 傳六ノ 一 —丄ハ 

ナサ レ人 等已 二 耶穌ノ 木工 タル ヲ知リ 叉其ノ 智惠ノ 非凡 二 シテ 普通 ノ理 ヲ以 テ解說 ス可ラ ザルヲ 

知 レリ。 是耶穌 ヲ信ズ 可 キノ 现 由 一 1 非 ズャ。 然 レドモ 其ノ 有様 ノ餘リ 一 1 己レ 等-一 似 テ卑シ キガ爲 一一 

之ヲ信 ズル コ ト能ハ ザ リキ、 豈今ノ 不信者 モ之 1 一同 ジ カラ ズャ。 

 ,  00000000000 

耶穌ナ ザ レ 11 テ 奇蹟 ヲ行フ コ ト能ハ ズ喧 

二十 二日 早 起 跻加傳 十二、 十三 ノ兩袁 ヲ讀ム 。食後 印度 行ノ 宣教師 ジ 1 ムス 氏ト 種々 ノ談 

論ヲ爲 セリ。 氏ノ 曰ク问 敎徒ノ 主張 スル所 一一 左 ノニ條 ァリ。 

第一 耶穌 パラク リトヲ 遣 《サン 云々。 回敎徒 曰ク、 是ハ 彼斯， 語ノ  Paradetc ナ リシ ヲ井 i 督敎 

徒之ヲ 僞造シ テ パラク リト ヽナシ タル ナリ。 パラク リト ハモ ホメ ットヽ 同義 ナリ。 彼ノ保^51^師ト ハ 

ァ ラビ ヤノ 豫 一一 一一 I： 者 ヲ指ス コ ト明 カナリ。 

第二 我 二 似タ ル豫言 者 云 々ト モウせ ハ 言 へ リ。 モ ホメッ トハ 四方 ヲ征シ 軍兵 ノ大 將トナ リス。 

又 耶穌ハ 然ラズ モ ホメッ トコ ソ 1^,^  二 似 タル 豫 ナ レ。 

耶穌五 ッノ餅 トー 一 ッノ魚 ヲ以テ 五 千人ヲ 養ヒタ マ フ トキ 天 ヲ仰グ 云々 ト ァリ。 三 福音 者 此事ヲ 記 
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ス ル ハヤ； 抓 耶穌ノ 様子 一一 著 シキモ ノア リシナ ラン。 今 餅ヲ手 一一 取リテ 之ヲ 裂ク、 豈己 レガ人 ノ爲- 一身 

ヲ殺ス コトヲ 思 《ザ ルヲ得 ンャ。 

1^-千人ヲ組 一一 分チ タル ハ 混雜ヲ 防ギ、 女子 幼兒ノ 安全 ヲ 思へ バ ナリ。 

サイ ルビ 一一 シ ヤノ 婦 人ヲ犬 一一 ナゾ ラウ。 此犬ノ 字ハ家 一一 飼 ハル 、愛犬 ヲ云フ ナリ。 此語 大ィ -1 婦 

人ノ心 一一 望ヲ起 サシメ シナル 可シ。 亦 兒等ノ 食 シ終ラ ヌ 前-一 云ヒ給 ヘル モ 同様 ノ結 アリシ ナラ ン。 

ョ ハ ネヲ殺 セル 71^ ハ暫 ラタ 其ノ德 ト道ト 一一 感ジ タルモ ノ  、若 シ。 善人 ヲ 嘆賞 シ 善行 ヲ 見聞 シ 

テ 感服 スルモ 善人 タルー 一足 ラズ。 

馬 可 九ノ 三十 四、 三十 五ヲ見 ルー 一門 徒 互ヒュ 甲乙 ヲ論 ジ、 耶穌 一一 問 ハレ テ愧 ル條コ トー 一 深 ク味フ 

可シ。 

御 姿ノ變 レル後 H リャ、 モウ セ消ェ 失セテ 祌子ノ ミゾ殘 レリ。 是ハ 意味 深キ事 ナリ。 

耶穌御 姿ノ變 レル山 ヨリ 下リ、 門徒 ノ 奇蹟 ヲ行ヒ 難 キー 1 遭フ。 盖シ 耶穌ノ 前途 ノ事 一一 付 キ及ビ 近 

日ノ 出来事  一 I 付 門徒 ノ心 混雜 ヲ生ジ 信仰 稍薄キ モノ アリシ 一一 由ル。 

晚 十四、 十五、 十六 章 (路加 傳) ヲ讀ム 

二十 三日 早 起 路加 傳讀了 今 H ハ舟中 第 叫 ノ 安息日 ナリ。 舟ハ 今日 ノ 正午 北緯 八 度 五 七 分、 東經 

六 八 度 二八 分-在 リキ。 耶穌ノ 十二 門徒 ヲ見ル 二、 多ク ハ質朴 二 シテ心 胸 ノ寬ナ ルガ リラ ヤノ 人ナ 

リ。 皆 平民 一一 屬シ 今日 ノ 生活 ノ爲 一一 業ヲ取 リ世ノ 事務-一達 シ、 敢テ 空想-一 支配 セラ レザ ル着實 謹直 


ノ人々 ナリ。 其 ノ敎育 無 シト言 フハ非 ナリ。 當時 ノ曲學 二通 ゼザ リシ ノミ。 當 時流 行ノ宗 敎學 

セザ リシ ハ其 利益 ナリト 謂フべ シ。 

、rllcre  is  a  wisdom  that  blinds  &  ctuiscs  to  stulllb】e.  、rhcir  wal-t  of  learn ョ left  thclT- 

iiiorc  rl-cc  & ヨ ISC で histicatcd  ;  in  a  healthy  condition  nleslta ご y  ;  with  no  ingenious 

theories  to  which  fact  must  adjipt  themselves  ；  with づ cwcr  &  simpler  eyesight. 

花 一一 無數ノ 種類 ァリ 以テ 太陽 ノ美ヲ 表スル 一一 足ル。 耶穌ト 性質 ヲ異 一一 セル 數名ノ 門人 ァリ 以テ其 

ノ聖 德ヲ彰 ハス ヲ得 タル ナリ。 

書 ヲ讀ム 一一 當リ 著者 ノ 性行 ヲ知ル ハ其ノ 用 ウル 所ノ 言語 文字 ヲ知 ルガ 如ク必 耍ナル 場合 ァリ。 福 

音 書 ヲ讀ム 一一 當リ テハ更 一一 然リ トス。 

ガ リラ ャ湖 ヲヒブ ルニテ ハチ ンネレ ス (chinnercth) ト云フ lyre  or  harji ノ義、 盖其ノ 形-一 

由リテ 名付ケ タル モノ ナリ。 1  ヘル モ ン山 空- 1 聲へ テ 湖上 ヨリ 眺ム 可シ。 我ガ 國ノ琵 13 湖ノ事 思ヒ出 

サレ タリ。 

馬 可傳十 章卞七 以下 一 一十一 一 二 若年 ノ 富者 道 ヲ耶穌 一一 問 フノ條 ァリ。 其ノ道 ヲ求ム ル 一一 切 ナルャ 敬 

ス可ク 共ノ言 フ所ノ 質朴 ナル ャ好ス 可シ。 現 實ノ道 德ヲ足 レリ トセ ズ、 其ノ 理想 ノ高 尙ナル ャ知ル 

可シ。 耶穌 ヲ以テ 理想 II 達シ タリ ト爲ス 其 ノ道ノ 近 キヤ 明 カナリ 何故 一一 耶穌 ハ神ノ 外善キ モノ ハ 無 

シト 答へ タマへ ルャ。 
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The  i  ...  seeking  for  hf  df  a  i.  f  . .  九 二 

- i  o? 秦 . I.  r  I: ひ：：：； 7  f  .  f  I 

耳き 人力 ヲ以テ 善ノ全 ウス 可ラザ ルヲ敎 ヘント  .0 

ルコト 人：！ コ トヨ リ甚シ キヲ" れパ M.^,, ノ 少年 未ダ已 レガ身 ヲ愛ス 

ンガ爲 一 Iff テ 已レ， ー從 ハンコ ト ヲ勸メ  U マ フス。 之ヲシ テラ 德ノ 不十分 ナルヲ 知 ラシ メ 

- !ii  f  f " び J 一一べ；。： 

t  exposes  f  f  r  5.  一  il 寿 .If  ？  a 

f  .  an  If  Z  I  a  few  c】ef  slis, 

£  I  I  f  cf  i  .o ぎ f  f  I  when  cnce l】e 

しお 翰 nk^ キ il^ 母ト 、 一 t  II  --  - - ： 

>f ォー 耳^-一就 キテ共 ノ.； £fa -I  \  X 

i 右 £セ シメン コトヲ 求ム。 善ク 考フ レバ 彼等 ガ 忠信 


ノ心悲 壯ノ情 盛 ンナル モノ ァリ。 其ノ中 一一 功名心 無キ 一一 非ル モ亦 高尙ナ ル所 ァリト ハ ザ ル可ラ 

ズ。 當時 一一 在 リテ此 三人 ガ此 ノ若キ 心ヲ彰 ハセ ルハ 幾分 耶穌ノ 心ヲ慰 メシ乇 ノア ラン。 耶穌ノ 左右 

一一 坐 スべキ モノ ハ 二人 ノ賊 ナリ。 祌 ノ設ケ タル ハ此ノ 二人 ノ タメ ナリ。 

富 少年 失望 シテ 去リ タル 後べ テロ 己 等 ノ凡テ ヲ棄テ 、耶穌 11 從へ ル由 ヲ云ヒ 出ヅ。 耶穌ノ 答へ 一 1 

凡ソ 我爲メ 一一  云々 スル モノ ハ ト總體 一一 云ヒ 給へ ル ハ盖シ 彼等 ノ  Ego;sm ヲ誡メ シ モノ ナリ。 亦 共 ノ 

我ガ 爲及ビ 福音 ノ爲ニ ト云 ヘル ハ 凡 テヲ棄 テ{ 且シク 正 當ナル 目的 ヲ以 テスべ キヲ敎 へ タル ナリ。 又 

我 ガ爲メ  ニト 云へ ルー 言ハ 凡人 ノ言ヒ 得 可キ所 一一 非 ルナ リ。 此世 一一 於テ云 々ト宣 ヘル ハ ：；；^ モ 面白 

シ。 義ノ タメ 一一  死シ、 義ノ タメ 一一  家 ヲ棄テ 友朋 親戚 ヲ棄ル モノ ハ眞 正ノ 生命 ヲ得、 祌ヲ友 トシ、 古 

賢 聖人 ヲ侶 トス ル 二 非 ズャ。 

wln.tller  sliall  thou  l,Ks.taK:c  thcvselr  to  ifind  covcr.t  ？  Asks  tlie  mclulcinn,-  Carclir5】, 

*《 under  Ltic  heaven  or  God  answers  xyntller. 

馬 可 傳十章 一一 弟子 約 翰 兄弟 ノ事ヲ 怒ル、 耶穌之 ヲ聞キ 云々 ト ァリ。 前 11 モ其ノ 例ァリ ツル 如 クサ 

スガ 一一 耶穌ノ 前 一一 テ ハ 斯ル淺 間 敷事ハ 出來ヌ モノ ナリ。 凡 ソ鄙吝 ノ情起 ラバ 耶穌ノ 許 II 至ルべ シ。 

二十^日 曇天 時 1 一雨 ァリ。 早 起、 ピリ ピ書ヲ 讀ム。 

一- Ab-ashed  .tllc-  cJevil  stood  and  felt  how  awful  e-oodness  is -》  、 

ト ミルトン ノー 一目 ヒ タル ハ，^ スト ガ聖殿 ヲ淸メ 給へ ル 烕カヲ 說明ス ル モ ノト！^ フ 可シ。 
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基督 ガ聖 殿ヲ淸 メタル ハ卽ハ チ 祭司 等ヲ賊 卜シ タル ナリ。 彼等 ノ本營 一一 進ミ 入リテ 之ヲ壓 倒シタ 

ルナ リ。 聖 殿-一入 リテ多 タノ 奇蹟 ヲ行ヒ 給へ ルモ同  一 ノ  Bi^ 實 ヲ生ジ タル モノ ナラ ン。 此 II 於テ 彼等 

權柄ト 役抦ト -1由 リテ其 ノ屈ヲ 仲べ ン ト試ミ タル ナリ。 耶穌ガ 約 翰 ノ事ヲ 問 ヒテ之 一 1 答へ タル ハ敢 

テ其ノ 誤 ヲ避ケ タル 一一 非 ルナ リ。 盖 耶穌ノ 言へ 儼然 トシ テ當リ 難ク、 論題 ノ 根底 一一 入リテ 彼等 ノ疑 

問 II 答へ タル モノ ナリ。 斯クテ 問 モ無ク 耶穌ハ 葡萄園 ノ喩 一 1 於テ 明白 11 勇敢 一一 又賢ク 己 レ ノ 事ヲ宣 

一 一 一一 口 セ リ 。 

They  (larc(l  not  call  Joliii  an  Impostor  &  yet  to  (cnfcss  him  wfis  to  autlienticate  tlie 

seal  upon  oiir  :Lord\s  credentials.  Because  Tolin  testified  ()f  Christ. 且ッ lie  refused  tc 

sllrr(-mk-r  that  advanta-^JIC  of  a  witness  to  whorn  he  was  entitled  ；  he  demanded  that  a】l 

th(-  facts  ami  not  sonic  a!onc  should  be  invcstigiitecL 

令 日 種々 ノ宗敎 論 ヲ爲ス 11 方リ 基督 11 傚 ラフ ハ正 當ノ事 ナリ。 奇蹟 ヲ以テ 秩序 ヲ紊ル モノ ト謂フ 

モノ ァリ。 我等 之 一一 問 フテ曰 ク人爲 ノ作爲 天地 ノ 秩序 ヲ破ル 乎。 反對者 ハ祌ノ 存在 ヲ信 ズル 乎、 此 

ノ問 一一 對シテ 祭司 ノ如ク 余輩 之ヲ 知ラズ (Agnostic  ノロ 調 ナリ) ト言 ハント スル 乎、 未 ダ祌ヲ 知 

ラズト 謂 フ、  輩 彼等 ト 奇蹟 ヲ論ズ 可ラザ ルナ リ。 反對者 ハ宗敎 一一 關シ テ、 ，デ モンス トレ I- ショ ン 

ヲ 要ス。 然 レドモ 妻子 ノ孝 貞眞實 一一 關シテ 斯ル證 據ヲ要 スルャ 善 惡ノ區 別 一一 關シ テ斯 ル證ヲ 耍スル 

ャト 余輩 ハ問ハ ン ノミ。 ノ事ニ ッ キ舆 論卽 ハ チ 人類 ノ コム モン センス ノ 一  致シ タル 如ク 比等ノ 


事 二 ツキ テ ハ人ノ インス チン タト ハ 一 致シ居 レバ 祭司 ガ ユダヤ人 ヲ怖レ タル ガ如ク 今日 ノ反 對者ハ 

世人 ヲ怖 ル可キ ナリ。 

Here  it  is  at  least  suggested  that  the  rejlscn  for  Ijoth づ recepts  nor  I£rallcJ  &  thrt 

image  of  the  higher  &  hejivcnlier  mcnarcll  could び c  loiind  ()n  what  he  claims  of  iis. 

サド 力 イノ 徒 一 一 向ヒテ 復活 ヲ證 明シ タマ マ ヘル トキ 基督 ハ我ハ アブラハム、 イサク、 ヤコ ブノ祌 

ナリ 云々 ト仰 セラ レキ。 

Tlie  argument  is  not び asecl  U15n  the  J)resent  tciise  or  the  verb  to  ce,  Icr  m  the  Grccl< 

.the  verl3  is  not  expressed.  It  is  not  verbcr  one,  it  is  basd  llf5n  the im ョ ut^lbllity  of 

〇od  &  therefore  the  impassibility  of  all  that  even  entered  into  vital &  real  relitticnship 

wit 11 liini. 

屎羅 ハク リス チヤ ント クリスト、 ノ關係 一一 ヨリ テ之 ヲ證明 セント 企テ タリ。  . 

福音書 ノ 記者 ガ 形容 ヲ用 ヰズ單 純一 1 叙シ タル" 記者 ガ事實 一一 近ク 生存 シ居 タル 一 證 ナリ。 义親ガ 

子ノ 病死 ノ事 ヲ記ス モ 簡單ナ ル モノ ナリ。 

ゥァ ト ロウ ノ戰爭 ノ始レ ル 刻限 ヲ記ス ルー 1 ウェリントン ハ 十一 時ト 云ヒ、 General  Alava ハ十 一 

時半 ト云 ヒ、 Napclsn  &  Dronet  〈十二時 ト 云ヒ、 Ney 尸 一時 ト云ヒ タリ トカ ャ。 

今日 ハチ ャ ド ウイ ツ ク氏ノ 馬可傳 註解 ヲ讀了 ス頗ル 有益 ナル書 ナリ。 
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1 一十 五日 

二十 六日 

今日 クリス マスト テ船 中二 於テ 人々 互 一一 祝辭ヲ 述べ タリ。 食事 ナド モ 平生 トハ事 變リテ 念 ノ入リ 

タル 様 一一 覺ュ殊 一 1 晚餐 11 供シタ ル 葉子ノ 若キ. 蘆 一一 見事 ナリト 謂フ可 シ。 

然レド モ生悄 朝來海 荒ク、 心地 モ少 シク 奇妙-二 ァ讀書 モ得 ナラズ 一 日ヲ ブラく ト暮 シヌ。 左右 

スル中 ニ船ハ 錫蘭ノ コロン ボ 11 着 キヌ。 凡 ソ夜ノ 九 時比ナ リシ ト覺 ュ。 其 ノ夜ハ 物 ノ音耳 二 絕ェズ 

シ テ眠 ラレ ズ 午前 一一； 時 比 起 キ出デ 交 々船室 一 i 出入 スル 問 七 時 一一 ナ リタ レバ ベ ン ガウ ル號 一一 乘リ 移ル 

ト テ萬寨 劇急シ ク辛 ウジ テ端船 一一 取 リ乘リ テ彼ノ 船-一至 レリ。 乘換ノ 苦勞ハ 餘リ難 カラ ネド 船ノ善 

キト 乘組 人ノ善 キト ハ 一 人喜バ シ カリ キ。 一時 比コ n ンボヲ 解纜 ス。 暑氣 ハ殊ノ 外劇シ カリ キ。 

二十 七日. 快晴、 早 起、 哥羅 西書ヲ 讀ム。 

印度 ノ 紳士 贵族 等頻リ 一一 金ヲ 讀シテ 西洋 婦人 ヲ召 聘シ 女子 ノ敎 育ヲ企 テ居ル 由、 近年 彼國 女子 敎 

育ノ進 歩 セル 實 一一 著シキ モノ ァリト カャ。 

合 衆國ノ 政治 ハ 四分五裂 各州ノ 利益 ノ爲メ 11 政治 ヲ論ジ 全 國ヲ通 ズルノ 利害 ヲ思 フコト 無シ。 然 

レド. モ 諸國ノ 一  致 ヲ失ハ ズ、 千 態 萬狀ノ 分子 ヲ 結合 シ衆異 ヲ化同 スルノ 力 アル ハ實 1 一驚 ク可キ モノ 

ァリ。 共 ノ元因 ハ盖シ 通行 ノ 便利、 商工 事業 ノ昌盛 等 一一 アル ナ ラン。 

二十 八日 早 起、 夜來大 一一 雨 降ル。 哥羅西 書ヲ再 讀ス。 濕氣 猛烈 一 1 シテ 何事 モ爲シ 得ズ。 夜半 眠 


熟セズ 終宵 惜 タリ。 

二十， 儿日 早 起 第 一番-一 海水-一 浴シ羅 馬書ヲ 讀ム。 第 十 一 章-一至 ル。 今日 モ時々 降雨 ァリ。 熱氣 

ノ 劇シク 終日 釜 中 一一 在 ルガ 如シ。 昨日 ノ如ク 何事 モ爲シ 得ズ。 晚八時 支那 內地 傳道述 支那 ノ爲 -I 祈 

禱會ヲ 開ク。 クウ パ ル氏、 ラ— ク— 一 ノ氏余 一一 西洋風 ノ  r チ 一一 ッ ク」 ヲ敎へ ラル。 其ノ 中二 女王 ト名付 

クル 乇 ノト 監督 ノ 運動 活 澄ナル ハ 西洋文明 ノ 性質 ヲ幾 分力 表示 スルー 1 足 ル可キ 乎、 明治 三十 一年 モ 

已 11 一 一日 ト云フ 短カキ 時間 トナリ ヌ。 徒然 タル ゥチ 二 之 ヲ考フ レバ 所懷 無量 ナリ。 

三十日 早 起、 羅馬書 讀了、 今日 ハ 舟行 第五 ノ 安息日 -1 シテ、 昨日 一一 比ブ レバ. 秘凌ギ キ 一一 似タ 

リ。 一一 コル 氏著祌 ノ羔ト 題スル 小冊 ヲ讀ム 

ウイ ニイ 闩ク、 

-  without:  CJq:>ia.ticu  tk.  the  ideas つ oiin つ (.tsl  with  it,  what  is  Cnnstianity  r 

著者 クリスト ノ 無罪 ヲ論ジ テ曰ク 

Innocslcc  lias  sometllir-g  SLralls,-  &  wonderful  abcnit ir. it:  luis  p look  or  exile  as  a 

soni ひ tnln^  heavenly  detained  in  sUivcry  i ぶ x>n  earth,  a look  ot  f>enl &  helplessness  such 

as  we  sotnetirnes  sec  in  clllldrrtn.  rhis  spot:les  childlike  In-ocelnce.  T ひ sus  .tllcj  ctcrruil  cliild 

kept  to  tiic  very  last. 

キリスト ノ 十字架 ハ大 進歩 ヲ 包含 セリ。 世上 ノ小 十字架 皆 然リ、 天地 一一 モ歷史 一一 モ 一人 ノ履歷 二 
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モ 十字架 ァリ。 

祌ノ羔 ハ愤然 敵ヲ亡 ボス モノ ナリ。 

All  alcllg  history  wc  IKnre  examples  of  institution  contrarv  to  the  will  of  Christ 

which  ha づ e  suddenly  llcrished  not  merely  fro ヨ an  internal  process  of  decay,  nor  t-ecausc 

of  the  l)owcr  or  the】r  enemies  anions  men,  but  simply  by  the  destractivc  cnerp.v  of 

rhnst  who  grown  weary  of  their-,  lifted  his  heavy  foot  to  crush  them.  The  crush  of 

s】a づ cry  in  America  is  an  instance. 

基督 ノカハ 愛一 ーァリ  .  • 

rorce ョ ay  一： -rcak  Into  pieces  the  ice:  &  yet  every  fragment  remains  hardy  :  sunshine 

makes  it  flow  down  in  sweet  water  that  mirrors  the  lira.ht  that  loosed  its  IDOnds  of  cold. 

クリスト ノ 譬喩 一一 アル 如 ク美キ 種 成長 ス レバ カナ ラズ稗 亦 從ッテ 15 乂延 ス。 是レ 世界 ノ存様 ナリ。 

クリスト ハ人 ノ不借 仰 ヲ驚キ 給 ヘリ。 不信仰 ホド無 现ナル コトハ 無シ。 人ノ 永遠 一 1 亡 ブル ハ 不信 

仰-一. H ルナ リ。 

三十 一 日 早 起 約翰傳 一 、 ニノ 兩草ヲ 讀ム。 午前 STT ン -I 着ス。 寄港 中ノ csr 煮ラ ル 、 ガ如 

シ 0 

,ス タウ カル 氏 基 1^ 傳ヲ讀 了 ス 。 


或 著述 者 曰ク、 耶穌ハ プライべ ー ト、 インテル ヴヰ ウー 1 テ人 ヲ敎へ タル 事前後 十九 回ナ リト。 

基督 敎ノ首 モナ ル箇 狀ハ 救世 ノ道 ナリ。 基督 在世 ノ間 之ヲ 十分 一一 說キ給 ハズ。 盖其ノ 未 ダ死セ ザ 

ル ヲ以テ ナリ。 

基督 初ノ 一 年 ノ問ハ 施 洗者ト 、 モ 一一 準備 ノ 事業 ヲ 爲シタ マ ヒ シガ施 洗 者 ノ死セ ル. S ヲ聞キ テ其ノ 

本意 ノ業 二 取 リカ、 レリ。 

一千 八 百 八十 九 年 一月 一 日^^|^ト新嘉坡トノ沖合ーー在リテ新年ヲ迎フ。 旅 中匆忙 新年 ヲ忘ル ゝ 

程 ナリ。 約翰俾 三、 四 章 默示錄 初メ九 章及ビ 豫 言者ヲ 讀ム。 

二日 昧爽 新嘉坡 一一 着ス。 灣ノ 風光絶佳 ナリ。 此日 上陸 シテ 奔走 ノ中 一一 日ヲ 送ル。 

三日 早 起 舟ノ 午前 六 時 一 1 解纜 スルヲ 見ル。 約 翰 第五、 六ノ 兩章ヲ 讀ム。 默 示錄讀 了。 晚 一一 至 

リ 少シク 凉シク ナルヲ 覺ュ。 

四日 早 起 約翰傳 七、 八、 九、 十章ヲ 讀ム。 

五日 早 起 風 少シク 烈シ。 約翰傳 十一、 十二 兩章ヲ 讀ム。 

六日 早 起 今日 ハ 航海 ノ第 六日 ノ 主日 ナリ。 約 翰傳讀 了。 正午 船 ハ交趾 支那 海 北緯 十二 度 

二十 四 分、 東經百 十二 度 二十 八 分 一一 在 リキ。 今日 終 二 汗ノ出 ルコト ナシ。 

七日 早 起、 使徒 行傳首 メノ九 章及ビ 創世記 同 十章ヲ 讀ム。 

八日 晴、 晚 香港 一一 着ス。 宫野由 次郞氏 一一 誘 ハレ テ城 靈頓街 三十 九 號西山 氏 一一 寓ス。 此ノ際 貧困 


ノ致ス 所 苦心 言 フ可 ラズ。 宫野氏 ノ 親切 一一 由リ テ難ヲ 免ル。 

九日 尙ホ 香港 一一 在リ。 市中 ヲ 散歩 ス。 山上 山 下 並ビ- 港內ノ 景色 佳 ナリ。 

十日 午前 九 時 テ ベット 號 一一 乘 リ移リ 其夜ヲ 停泊 一一 明ス。 

十一 日 正午 テベ ット號 解纜 日本一 1 向フ 使徒 行傳 第十窣 ヨリ 十九 章 ヲ讀ム 


明治 三十 五 年 

臺 灣 旅行 日 記 


三月 二日 (日) 

昨夜 徹宵 原稿 を 作る。 午前 七 時 僅かに 一 頁を餘 して 筆 を投す 柏 井 氏に 起稿 を 托して 十 時 禮拜堂 

に 會す外 村 氏 演說す 余 晚餐禮 を 執行す。 列席者 平常より 少 きに 似たり 

十二時 二十 分 新橋の ステ ー シ ヨンに 至る 三 松 外 村 渡邊 まつ子 八戶 厚一郎 猪 股正已 

石 原 保太郞 東條某 島 田 正 已氏等 見送り せらる 

藤澤驛 にて 就眠 鈴 川驛に 目覺め 靜岡 にて 喫飯 大 井川 を 越 ゆる 少 許の 邊 にて 再び 眠リ 名 古 

屋 にて 一 寸頭を 擡げた るの みに て 茨木に て目覺 めたり 

三月 三日 (月)  . 

元氣佳 汽車 大 坂に 達して 喫飯 

八 時 過ぐ る 頃 祌戶三 ノ宮に 着 

憂灣 旅行 日記  二 〇1 


旅行 日記  1011 

大谷氏 丹 羽 氏 笹 〈3- 氏な ど迎 へらる 共に 郵船 會社 支店に 至る 待つ こと 少頃 にして 秋 山 九 八 

郞 氏に 舎す 

ランチに 便乘 して 横濱 丸に 移る 正午 解纜 夜に 入りて 入浴す 

船中 ビ ショップ フ オッス 同船 

同船 者の 姓名 中に 臺北 郵電 局長 志 村 錨 太郞 總督府 吏員 安場 末 喜 海軍 醫鈴 木裕 三等 諸氏 あり 

此日三 松 氏 及 季子 及 三女に 書 を 出す 

三 巧 m 日 (火) 

午前 六 時 過ぎ 關門 海峡に 入る 八 時 門 司に 上陸 

高 階 氏 を訪ひ 平 山 氏と 會し 同氏 高 階 氏 南 千藏氏 等と 門 司 傳道を 協議し 一 西洋風 割烹店に 三 

氏と 會 食す 原稿 一 通 村 岡 氏に 宛てた る書狀 電 一 を發す j 1 時 船に 歸る 

三時 錨 を拔く 此日 氣象臺 警報 を傳ふ 風 漸く 荒く 浪 漸く 高し 

八 時人 浴し 寢に 就く 此夜 風浪 愈 荒し 然れ ども 陲 夢の 中に 之 を 知らす して 過 < 

神 戶三瀨 氏の 親戚 增田斜 氏馬關 より 乘船 相識と なる 

1 二月 五日 (水) 

夜 來船體 の 動 搖稍强 かりした め 船客 中 食堂に 出る もの は 余と 增田 氏フ オッス 監督の 三人 ある 


三月 六日 (木) 

風鎭り て 朝來 食堂 稍 や 娠 かなり 

セラ 氏 蘇國折 n 學 第二 章を讀 む。 夜 入浴す 

三 巧 七日 (金) 

七 時半 基隆 港に 入る 船の 左手に 基 隆島を 見る 

八 時 投錨 河 合 氏 西 氏 其 他數名 水上警察の 小蒸汽 にて 迎 へらる 

基 降の m. 陽 館に 投宿す 

午 下 散歩 支那 人の 小 艇を賃 して 歸 宿す 

七 時 カナダ 長老 ミッション 設立の 會 堂に 說敎す 聽衆 三十 叫、 五 人 以弗所 第壹章 十八 節 以下 を题 

とす 歸 宿せし 所 河 合 西 其 他 三人の 敎 友來談 基隆傳 道の 事を議 せらる 

下劑を 服し 就寢 

三 s: 八日 (土) 

天 氣晴る 昨來の 天候 基隆に 在りて 曇 常なる もの か 明日の 演說の 題 左の 如し 

午前 神の愛 

午後 吾ら の 慈善 

夜 基督 敎の 兄弟 壇 

sir 旅行 曰 記  】 0 三 


SSI 旅行 日記  5R 

臺 北の 演說題 十日 同.  _ 

十 1 日 同 

十二 日 同 

今夜 基 隆禮拜 堂に 說敎す 來會者 昨夜よりも 多く 外に 立ちて 聽き しもの を 合算 すれば 百 名 も あ 

りつらん 說敎の 趣意 は 神の 存在より 其の 父た る を 信す る^に 論及せ り 

河 合 氏と 同宿して 寢に 就きし は 十 時 頃な りしと 覺ゅ 

來訪 河 合 氏 甲^ 敎會の 信徒 秋 山 氏 

三月 九日 (日) 

三時 目覺 めて 五 時 喚 飯 五 時 三十 分 小舟 を僦 ひて 基 隆ステ I ショ ンに 到り 待つ 良久し ふして 六 

時 三十 分 河 合 氏と \ もに 發 車す 基隆 信徒 一 人 見送らる 

汽車 トンネル 二 個 を 過ぎ 八 堵七堵 水 返 脚、 錫 口 等 を 過ぎて 臺 北に 達す 支那の 田舍 生活 を 見る 

水牛 耕 田の 景 甚だ 珍ら し 

七 時 四十 分臺 北に 着す 石津 宫ロ 山 下 森 松 尾 其 他 二十 名ば かり 停車場に 迎 へらる 

八 時 中 村雅治 氏の 家 を訪ひ 老 夫人 等と 面會す 此 家に 宿す る ことにな り 居た るな り 4. 時說敎 (百 

二十 人) 祌の愛 十二時 河 合 氏 午餐 を 供 せらる 一時 美 山 氏と \ もに 婦人 會に 演說す 來會者 三十 

七 八 名 (我等の 慈善) 夜 七 時半 題 を 改めて 基督の 三 職 を說く  (八 丸十 名) 近来の 盛會な りしと 云 ふ 


此夕 入浴す 

來訪 河 合 氏 卜 部 氏 森 氏 

三月 十日 (月) 

ト部氏 に 臺灣日 々 新聞の 原稿 を 口授す 

唐 賢 詩集 王 維の 部 を讀む 

午 下 河 合 氏と \ もに 大稻埕 を 散歩す 淡水 河 を 見る 見事なる 景色な り 對 岸の 茫々 たる 平原 心 

地よ く 眺められたり 

十 時就寢 

夜の 十 一 一時 過ぎ 一 時 頃 にゃあり けん 電報と 呼ばり し 様なる 聲 聞え たりさて はむ すめが 凶變 にあ 

ら ややと 良暫 らく 耳を倾 けたれ ど 其の のち は 音 もせす 翌朝 尋 ぬれば 此れ 臺灣 日報 改題して 

夜中 配達し 来れる. にて ありき 

来訪 河 合 氏 

稍 寒し 往訪 大庭氏 李 春 生 氏 共に 不在 

一一； 月 十 一 曰 (火) 

朝 卜 部 氏に 原稿 を 口授す 

森 氏 母子 四 人來る 

R« 旅行 日記  1 〇 五 


SST 旅行： w 記  5A 

石塌參 事官 長より 十三 日 饗應の 招請 書來る 

新 竹に 行く の 約 ある を 以て 謝絶す 

此夜 淡水 舘の 演說は 昨夜よりも 盛 食 演說も 少しく 爲し 易くな りたり 

朝 雨 来訪 淺井爲 III 郎 (尾 崎) 河 合 氏 參らる 臺灣民 報の 山 田 氏 土屋氏 

午後 啧 往訪 石 塚 參事官 長 森 武興氏 在らず 

三月 十二 日 (水) 

今朝の 新聞紙に 禁酒の 廣吿 一 禁酒 禁煙の 廣吿 一 あり。 此れ 美 山 貫 一 氏 遊 說の効 にゃあらん。 

此夜 最終の 演說 を爲す 聽衆 昨夕に 同じく 滿 堂と 云 ふべき か 敎會員 は 感謝 會を 開きし 樣 なり 

歸寓後 東京 に 宛て 葉が き 數葉を 認む 

十 時半 就寝 

天氣晴 來訪 小 岡 氏 夫人 河 合 氏 夫人 矢 野 勢 次郞氏 夫人 西鎮氏 キ ー ルン 電信 技手 君 周 福 全 

往訪 土 尾 氏 石津氏 

三月 十三 曰 (木) 

昨夜 雨 の 昔 聞き ぬ 今朝 雲 重げ に 雨 今 に も 落ち ん かと 思 はれたり 

十 時 三十 九分 艤舺 停車場より 發し I 時 三十 分 過 紅毛 田に 達し 壹里 半ば かり ト 口 ッ コ にて 新 竹に 

達す。 石 津彥之 進 氏 同行 


郵便：： 長家に 宿す 

夜 七 時 過ぎ 蔣 安居 氏牧 する 會 堂に 說敎す 會員 百 名ば かり 

新 竹に て 神 崎 氏 平 井 氏 北澤氏 郡 氏 河 田 氏 姉 等に 會す 

夭氣 曇又晴 来訪 小 岡 氏 

三月 十四日 (金) 

五 時 三十 分 出立 ト n リ ー に乘 りて 紅毛 田に 到る 列車に 乘換 へて 十一 時 過ぎ 基隆に 達す 一時 

明 石 丸に 乘 りて 發す 

此日鈴 木 氏の 東京に 行かる と 台北 停車場に 會す 髯を 剃らし む 

書肆に て 絕句類 選 一 撒 を 購求す 

三月 十五 日 (土) 

七 時 頃？ B 湖 列島の ノ ルス アイ ランド 燈臺を 望む 

船長 熱 海 氏 曰く 其邊の 漁夫 船の 難破に 遭 ふ ある や 上陸 者 を 殺し 貨物 を 奪 ひ 潜水器な くして 

船體の 金屬物 器械 を 取り去る ノ ルス アイラ ンド 近傍に 沈みて 其の 船 體の存 し 居る もの 三十 六 七 

ありと 云 ふよ。 左れば 燈臺點 火す るに 至らば 人民の 之 を 損 ふ もの あらん を氣遣 はる 云々 彼ら は 

火 を 焚き ま那 のジャ ンクを 誘拐して 害 を 加へ しこと も ありと 云 ふ 

十一 時漠 湖島に 着 上陸して 國枝 千代女 を訪ひ 共に 祈禱 して？ i 湖島 人の 禮拜堂 を 訪問す 傳道者 張 

nslf 旅行 日記  一 0 七 


is? 旅行 日記  .1 〇 八 

安 貴 夫婦に 會ふ 日曜日の 集會 十四 五 人 本島 尙 一 つの 食堂 ありと 張 氏 語らる 歸 途俱樂 部に 鳥 山 金 

八 氏 を訪. ふ 

夭氣 啼  . 

一一； 月 十六 E  (日) 

朝 六 時 三十 分 安平 港に 入る 豪 南の 信徒 迎 へらる 稅關の 前にて 池 田三吉 氏に 會す 

九 時 藤 田 氏の 寓を訪 ひ 河 合 氏と 同宿す る ことと なりぬ 

十時會 堂に て 說敎聽 衆 四十 一 一人 

午後 新樓 にバァ クレイ 氏 を訪ふ 二 時半 本島人 禮拜に 列す 男女 生徒 百 名ば かり すべて 二百 人 も 

ありつらん 

夜 八 時 建 會式を 執行す 五十人 も 集りた らん 

籐田秋 山 1 一氏 長老 喜 多 村 氏 執事たり 

十 一 時 頃 就眠 

，天氣 晴 

三月 十七 日 (月) 

午前 會 堂に 於て 婦人 會を 開く 河 合 氏 も 出席して 話さる。 八 人の 聽衆 なりき。 神の愛と 題して 第 一 

牧容 せんと 欲する の 愛 第二 憐愍の 愛 第三 悅樂 の愛是 なり 云々 


午後 安平 池 田 三吉氏 を訪ふ 憲兵 屯所に 演說す 河 合 氏 同行 終りて 晚餐を 供 せらる 

夜 八 時 南倶樂 部に 演說す 來會百 七十 人餘 『趣味 ある 生活』 と 題して 演說す (美 はしき^ 珠。 しほ 

の ぁぢ。 青年 男女 田圃に 祈る の圖。 船火事の 美談。 ザァ カイの はなし。 天地人 生の 音信な しのつ ぶ 

てと 爲 すべから す。 家庭の 趣味 深き 生活。 本島人の 苦力。 ブレット、 ハルトの ジョン チャイナ メ 

ン。 何に したが ふか。 扠か子 か。 希望な き 生涯。 彌次郞 喜 多 八。 食 ふに も飮 むに も 云々。 今日の か 

て を あたへ よ。 やもめの レブ タク ロス レイ 云々 

天氣 晴 来訪 .大 庭 敏太郎 氏 石橋 哲ニ郞 氏 

寒暖 八十 六 度 

三月 十八 日 (火)  . 

バ ァ クレイ 氏 夫人と.^ もに 婦人 會に 演說す 九 名の 集 會者を 得たり 

石 丸 幸 作 氏 方 に て 午餐 を 饗せら る 

午前 八 時 臺南敎 會小會 を 開く 

夜 八 時臺南 クラブに 演說す 『基督 敎の 要領』 來會者 昨夜と 大差な かりし 如し 

十二時 半 就眠 

天氣 晴 來訪 石 丸 幸 作 氏 鳥居 氏 

ステ ー シ ヨンに て 藤 w、 声 原、 石 丸、 末 次、 關宮 口、 喜 多 村、 鳥 坂、 秋 山、 

臺灣 旅行 日記  10 九 


isf 旅行 曰 記  110 

三月 十九 日 (水) 

五 時 起き 出で 六 時 四十 分 出で立 つ。 

八 時半 頃 新營庄 にて ト リ ー に 乘り嘉 義大埔 林 他 里 霧 樹仔脚 を經て 四時 半 北 斗に 達し 東京 館に 投 

宿す 

入浴して 氣 始めて 爽 かなり 河べ 口 氏 をして 臺 中の兄 弟に 發電 せし む 

八 時半 就眠 

三月 二十日 (木) 

七時ト a リ ー にて 北 斗 を 出で 彰化 湖 日 を經て 十二時 過ぐ る頃臺 中に 逹す。 先 づ春田 館 本店に 投 

宿し、 夜 は 其の 支店に 轉宿 する こと k せり。 大庭 氏に ステ ー シ ヨンに 會す。 石津 氏に は 春 田 館に て 

面會 す。 臺 中の 蜜柑 甚だ 佳 美。 晚食は 中 澤氏方 < て饗應 せらる。 

夜 七 時 河 合 氏と、 もに 集會 所に 演說 す。 聽衆 無^ 百 五十人 も ありた らん かとお ぼし。 

三月 1 一十 一 日 (金) 

七 時 少し 過ぐ る 頃 中 澤潤ニ 氏 方に 聖餐式 を 執行す。 會 する もの 十九 人。 聖 奠に陪 する もの 十四 人。 

九 時半 ト ri リ ー にて 出立。 胡藍顿 三叉 河 を經て 午後 W 時 苗 栗に 着 旅館 常般 館に 投宿す 

(續 稿な し) 


〇 フユ リス 女學 校なる 山內季 野に 宛てし もの (一八 七 九 年) 

拜呈 陳者 今日 吾 ガ邦ノ 情 態 一一 テハ 男女 書信 ヲ 贈答 スル等 ノコ トハ 頗ル 世人 ノ忌疑 一一 觸ル 、所 ナル 

ュ 直接 一一 斯ル 書ヲ 呈スル ハ甚ダ 心ナキ 次第 一一 有 之 候 得 共 御 愛 心 一一 ヨリ 御 海容 被 下 度 候 僕 久シク 君 

ガ人ト 爲リヲ 見聞 ス ル 一一 其 敬虔 氣節 才舉共 一一 衆 一一 超へ 群 一 一秀 デテ， お A ク渴 慕スル  一一 S タリ 生ガ 婚姻 

ノ義ヲ 君 二. S. 入レ ント 欲スル 一 日 一一 非ズ トイへ iH 其 便宜 ヲ得ズ 穴于ン ク 遷延 んマ 日 一一 至 レリ 然ル 一一 

頃 日 奥 野 氏 ヲ以 テ敢テ 贵意ヲ 問 合 セ タル  一一^ ハ忽チ 御 承諾 アリシ ヲ以テ 平生 ノ 素懷ヲ ^セリ ト悅喜 

致 シ居リ 候 然ル所 何ゾ圖 ラン 父兄 ノ 許諾 ヲ得ル マ デ猶豫 云々 ノ貴 書ヲ得 ルー 一至 リ 初 メハ驚 

失望 ヲ極メ タレ ド篤ト 熟考 致シ 候得バ 君ノ 用意 懇到 誠實ニ シテ 敬服 ス可キ モノ アル ヲ 見出 シ 

余ガ 判定 ノ錯ラ ズ シ テ實ト U 君ガ 君子 好逑タ ルャ益 明 カナリ 加 フルー 一 昨日 奥 野 君 一 1 面會ノ 折 氏  一 I 

語 ラレ シ所ヲ 聞キ， 彼 一一 與 フル ノ書ヲ ー讀 スルー-及 ンデ露 實ノ情 言語 文 窜ノ上 一一 溢レ 然 トシ 

テ掬ス 可 キナリ 生 モ亦ー 丈夫 ナリ 此 上た 亞伯拉 以 撒ノ祌 一一 祈リテ 君ガ 父兄 ノ 許諾 ヲ 得ルノ 

日ヲ待 タン 而已 生. ハ；^^ シテ 急速 ヲ耍セ ザ ルナ リ f  ニ凡ソ 幸福 ナル モノ ハ 平坦 ノ路 二. S リテ達 

シ 得べ キ 二 非ズ 必ラズ ャ 多少 ノ 嫜 礙 一一 遇 ハザル ヲ得ズ 何 ゾ獨リ 我々 ノコ トー 一 於テノ ミ然ラ ザ ル 

書翰  二三 


I 


0  ^ 

ノ 现ァラ ンャ モ シ 上帝 ノ意 ihn 一一 適へ ル コ トナラ ン 二 ハ 縱令 千萬ノ 妨^ ァリ トイ へ m 終 一一 成ル 

可シ 視ョ 霜雪 ヲ經過 セル 梅花 ハ 郁 トシ テ異香 アル 一一 ァラ ズャ 人生 萬赛 皆是 ノ如シ 迂生驚 鈍 

狂 愚ナリ トイへ iH 願 フ所ハ 民 問 一一 在リ テ宫途 一一 就 カズ 畢生 福音 ノ廣播 II 從事シ 存 益ナル 文事 

著述 ノ業 -ー 盡カ シ 聊 カ以テ 天父 逾格 ノ洪恩 一一 答 へ 奉 ラント スルー I 在リ 冀 ハ ク ハ 上帝 ノ 意 皆 一一 適 

シ！ ^ガ 補佐 ヲ得テ 以テ此 志望 ヲ成ス 一一 至ラ ン 「ヲ是 偏 II 上帝 一一 祈ル トコ ：！ ナリ 若 シ弟ガ 靡 劣淺陋 

ナ ルヲ棄 ルナ クバ 君モ 亦之ヲ 天父 一一 哀願 セ ョ 書餘 多、 ン トイへ ft 今玆 一一 盡ス 能ハズ 蕪 文 惡筆ヲ 

处" ム ルナ クバ 幸甚 頓首  > 

四月 一 一十三 日 

植村 正久 

山內 季子 女史 

一 一白 願ク ハ此書 狀御披 兑ノ上 速力 一一 御 返 翰ヲ賜 リタ シ 且此等 ノ事ー 1 付 キ迂生 一一 商ラ ン ト欲ス 

ル 「アル キ其他 時 一一 書信 ヲ通ゼ ョ余ハ 基督 11 在ル 兄弟 ト シ テ喜 ン デ之ヲ 受ケ亦 喜 ン デ 肝膽ヲ 吐露 ス 

可シ Is?^ ハ余ガ 知己 ナリ 余ハ 亦君ノ 知己 ナリ ト自 ラ信ズ ルナ リ 假令 到底 父兄 ノ許 諾ヲ受 タルコ 

ト能ハ ズ永ク 結婚 ノ喜 一一 遇ヒ 難キモ 我々 ガ隔 心ナク 交際 ス ル 乇何 ノ妨カ 之ァラ ン 貴 書 ヲ賜ハ ラ ン 

トナ ラバ 左ノ所 一一 宛 テ 御投 ー下サ レタシ 

_ ^京 下 谷 1^ 練 稱町拾 四 番地  . 


植 

村 

正 
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〇紀 州 田 邊に歸 省せ る 山內季 野に 宛てし もの (1  <  七 九 年) 

(編者 註、 初の 部 3 卦 紙一枚 散逸) 

セ ズ 且 現今 居住 ス ル. 家屋 モ 甚ダ 不適 當ナ ル 故 本年 秋冬ノ 交ヲ待 タント 欲 スレド ナホ 明後日 ノ 害狀 一一 

詳述 1<  可 シ 

君ガ 父上 ノ御 死去 ノ由 ハ生モ 其節傳 へ 聞 テ 哀悼 ノ念 禁ズ ル 能 ハ ザリキ 然レ 1^ 聖書 ヲ見 ルー 一 凡テ救 

主 ヲ ラ ズ シ テ信ゼ ザ リシ モノ ハ 亡ブ ト 言 フ 明文 ナシ 無 信者 ト 不信者 ト ノ 差別 ヲ m 心考セ ラ レ ョ 

予 ハ君ガ 先人 ノ人ノ 爲リヲ 知ラネ 凡ソ 異邦 一一 生 レ基叔 g ヲ. ハき 《が が 正直 懇切 一 ヲ 

求 メタ ル モノ ハ祌ノ 救 一一 與 カル モノ ト信ズ ルナ リ 有名 ナル FT^TX— ル，^ ^Tl!;;^ ト 同時代 二 出 テ大ィ 

二 基 1^1 敎會ノ 改革 一一 盡 カセラ レ タル 瑞西 國ノ！ ^「； ^^氏 ハ當時 ノ舆說 一一 反 對シテ 凡 テ孩提 一一 シ 

テ世 ヲ去リ タル モノ 及ビ 成人 セル 無 信者 ノウ チ多 クノ人 ハ救ハ ル可シ ダクラ テ； T  ノ若キ 

g チ是ナ リト云 へ リ 日耳蔓 ノ舉士  -1 テ當時 米國ー 1 在リ テ文檀 一一 牛耳 ヲ執 ラル ヽ フ キ y ッ ブ ^ 

ッフ 先生 ノ論 二日 ク 基督 一一 由 ラザレ バ 救 ナシ、 然レ 亞當ガ 沈淪 セル コトヲ 知 ラズシ テ 其餘狭 二 力 

カル ガ如ク (編者 註、 此所昇 紙一枚 散逸) 

害  翰 I  ,  ,  C 


ぃ阯接 一一 言語 聲昔 ヲ以 テス ルト ノ相異 アル 耳 ナレド 上 二 カゾ へ ァゲ タル ガ若キ 不便 不 S 合ノ起 ラザル 

ヲ保 シ難キ ヲ以テ 予ハ躊 禱意ヲ ：^^ ス ル能ハ ズ 敢テ敎 論 ヲ待ッ 

時 ノ コ ト 一一 ツキ 懇ノ 心配 ヲ ナサ ル レ iH 俟 ハ君ガ タメ 一一  ス ル 時間 ハ 損失 ト思ハ ズ 必ズ 介意 ス ルナ 

カレ 

SK^L=5E11 ハ 生憎 面 會セズ 近日 所用 ヲ兼ネ 出港 ノ節 同氏 ヲ 訪問 スル 心得 ナリ 然レ 未グ確 (え シタ 

ル骸 -I ハ無之 候 

来月 十日 顷 ヨリ 二十日 頃迄ノ 書信 ハ 一 切 銀座 三 丁目 一 一 番地 靑年會 雜誌局 へ 宛 テ 御 遺 シ 被 下 度 候 • 

ク展書 歌ヲ贈 リ候テ ハ君ノ 不都合 二 ナラザ ルカ ト大 二 痛心 セリ 腹 藏ナク 之 ヲ吿ゲ ョ 僕 ハ敢テ 

御 不都合 トナル 書信 ヲ通 ズ ルニ忍 ビザ ルナ リ 彼伯樂 云々 ノー  件ヲ 御 照 會仕 ラ ン ト存候 所 千 萬 ノ 思 

ヒ與リ テ禁ズ ル 能ハズ ソ-、 、。一一 長々 シ キ文ト ハナ リヌ 倾蓋尙 故舊ノ 如シト ハ我々 ノ IS ヒナ ルカ 

互 ヒ 二 其面ハ 見知 リタ レド 未ダー ； 認ヲモ 交へ ザル 一一 己ュ雨 汝ノ思 ヒ刨頸 芝蘭ノ 交ァリ 是ヲ 以テ見 

レバ 我々 志 ノ 成否 亦 トス ル 一一 足 ルカ 

サラ ヌ グー 1 悪 箏讀ミ 難 シトテ 常 一一 人ノ 呵責 ヲ蒙ム ル 所ナル 一一 匆卒ノ  ^筆-一任 カセ テ書キ 下シタ レバ 

き 力 シ意ヲ 了スル 二 困 マ ラル 、 ナ ラント 恐察 ス 厚 愛ヲ以 テ之ヲ 看過 セラ レナ バ 幸甚 

四：：：： 三十日 午後  正 久 

二：^ 御 出京お カナ ラヌ旨 了 得 仕 候 冀 ハク ハー 日 モ早ク 出京 ト定 マルヤ ゥ致 シタシ 樱 花ハ已 


一一 散リ タレ ド龜 井戸 管 公 廟邊ノ 藤 花 紫雲 ヲ成ス ノ期已 一一 熟 セリ、 is- 臺ノ赛 色ハ殊 -1 愛 ス可シ 博 

會ハ 連日 舘シテ 縱覽ノ 貴賤 老幼 群ヲナ シサシ モ ーー廣濶ナル山下ノ道路モ車馬織ルガ^4^ン 加 フル 

一一 翁 テ君ノ 好 ム所ナ リト聞 タル 書畫ヲ 陳列 ス ル觀古 美術 會ノ 開設 モ近キ 一一 在ラ ン トス 何、、 ソ iiln" お 一一 

ク M キ吟 魂ヲ 壓制ス ルノ S シキャ 

幾囘 モ 花 翰ヲ賜 へ 予 ハ 貴_^^ロ ヲ ひ付ッ コト 切ナリ 

〇 司 上 (一  <  七 九 年) 

僕 ハ君ガ 鄕里ノ 音信 如何 ァラ ン ト 心痛 セリ唯 神 ノ惠ミ  一一. S リテ 好都合 一一 至ラ ン 「ヲ ルノミ 

瑤韻 ヲ 拜讀 シ タレ ド僕元 來深ク 詩擧 一- 通 ゼ ズ 和 韻 シ テ 斧正 ヲ乞ハ ント 思へ ド 拙劣 ノ習ヒ 時お ト 意 

匠ト ヲ費ス 僅少 一一 非ズ 閑暇 ノ日待 チタ マ ハ ラバ 幸甚 

君ガ n 々擧校 一一 於 テ擧バ ル、 「ハ 何ナ ルカ 亦 如何 ナ ル モノ ヲ敎へ ラル、 カ閱カ セ タマ ハレ 僕ハ常 

時お リタ ル 歳入 モナ ク 奔走 一一 衣食 シ テ飜譯 編輯 等ノ 事務 一一 役セ ラレ 充分 讀書 スルコ トモ ナラズ 口 

惜シク 而已思 ヒ居リ 候 然シ來 月 ヨリ ハ確 トシ タル 業 一一 就 キ舉問 一一 カヲ盡 ス可キ 餘暇ヲ モ 充分 ラ 

ル 、ナ ラント 信ズ 僕ガ家 ハー 兀德 川氏ノ 世臣ナ リシ ガ 維新 前後 ヨリ 流離 願沛 種々 ノ 艱難 ヲ受 ケ來リ 

タレ バ母ナ ドノ 辛苦 實 二 思ヒャ ラル 早々 其 心 ヲ安ン ゼント 日夜 勉强 ス ルナ レド心 二 任セヌ 浮世 ナ 

レバ 如何 ン ト モ爲シ 難 ク自ラ 心 一一 愧ル事 多シナ レド モ嚴冬 冽 日 皆經過 シテ泰 風 忽草盧 一一 經ル ノ期モ 

»  翰  二 七 


»  翰  一 1 八 

ァ ルナ ラン 造化 ノ營謀 吾人 ノ得テ 窺 ヒ知ル 可キ所 一一 非ズ 

此ノ タビハ 母 ヨリ モ {！：^ シクコ トヅ テョ ト懇& 一一  言 ハ レタ レバ 其 意ヲ了 セラ レョ 

當時 横濱ノ 敎會 ハ 其 近狀 如何 牧師 ト會 衆トノ  il 一一 耻操ノ アル や 一一 モ聞及 ビタル ガ誠 一一 左ル r  ノ候ャ 

北ハ 是非 曲直 ハ 知ラ ネド モ最苦 々シキ コト、 S 心ハ ル 

願 ハク ハ 君 朝夕 祈禱毎  一！ 弟 ガ舉業 成就 シ邦國 一一 有用 ノ器 ヲ成ス 11 至ラ ン コト ヲ求メ ョ 余ハ 亦： 1；;  ノ 

爲 一-一 恩寵 ト平 康ト ヲ求メ 其才ヲ 空シク セザラ ンコト ヲ祈リ テ止マ ズ 不日 一書 ヲ惜マ レズ ンバ 幸甚 

五月 二  = 夜  正久拜 

季子 之 君 

0^ 上 (一九 七 九 年) 

令堂 令兄 諸对  一一 {1 シク 

當方 別段 異狀ナ ケレ ドモ唯 母ノ， 一:^ 一一  臥ス アル 耳 

浪花 ノ へ ィル 氏等ガ 紀ノ國 11 赴 力 ル 、由ハ 前日 ノ惠書  一 I モはへ タレ バ共： gE;^ 如何 一一 ャト共 報ヲ 待チ 

タルー 二 昨日 到着 ノ七ー 雜報ヲ H 儿ル 一一 南 紀傳道 云々 ト揭戰 セル 一文 ァリ 十數名 ノ演說 者ァリ 新 

年會ノ 設立 云々 ナド： S ル盛ニ ナリシ様子2^ンテ左ル察ノ アリシ 11 ャ覺^ ナク存 候 且 禁酒 會 ヲ設ケ 

タル ナド ハ該 地方 ノ倚道 一一 如何 ナ ル 影響 ヲ カ及ボ シ ケ ン 杞憂 ノ 念ナキ 一一 非ズ 


御 一族 ノ方々 ハ 近日-一至 リ奉敎 上 ノ形況 如何 祈 望ノ念 一一 堪ェズ 殊ー 1 御 母 公 ノ如キ ハ最モ 心頭 一一 

懸リ候 祌道總 論績卷 印刷 ナリ タリ トテ 出版 人 ヨリ 寄贈 セラ レタ レバ 取敢ズ 郵便 一一 付シ候 御， ぶチ 

-i 相 成 候 力 是素 ヨリ 基督 ノ 公道 I ー付キ 一 米 人 某 ノ；^ 見ナ ルガ 故 言フ所 瑕疵 ナキ 能ハザ レド補 益； 

ス ル所モ 多 力 ラ ン 然 レドモ 著者 ガ 原罪 ヲ論ズ ルガ 如 キハ大 一一 $ ヲ失 セリト 言 フ可シ 

近日 東京 大學ノ 諸士申 シ合ハ セテ新 樣ノ歌 ヲ作リ 日本 ノ 歌擧ヲ 一 變セ ントノ 結構 ァリ 君 ノ知ラ ル. 

、如 ク僕ハ カネ テョ リ此 一一 意 ヲ注ギ 居 タル モノ カラ 大 一一 其 美擧 ヲ喜ビ 二三 ノ 作例 ヲ得テ 之ヲ讀 ムニ 

野卑 ノ態ヲ 免 レズ トイ へ 其 進路 ハ 正鵠 ヲ失 タズト 云フべ シ 近 キゥチ ー1 諸士 ノ作ヲ 出版 スル ヤノ 

聞へ ァリ、 门十ク 一 兑セマ ク欲ス ルナ リ 僕 モ君ノ 助力 ヲ得 バ亦大 一一 成ス所 アル 難 一一 非 ズト樂 候 

別 叙. W 今 居士 ハ 大舉敎 授矢田 部 良吉ガ コ トナリ 彼 人々 ノ 作意 ハ 大概 斯ノ 若キ モノ ナリ 御參觀 / 

爲御送 申 上 候 前日 惠 マレ タル はるの ゆめ 一 篇ハ大 一 1 快 樂ヲ覺 候 前途 愈 憑 モシ ク i;^ 、ナリ 

昨日 拙 堂 文 話 ヲ閲シ 候 所 南紀 山水 瑰偉 特冠于 天下 云々 ノ 語ヲ兑 タリ 遊 意 勃々 祌馳 スルヲ 覺ュ. 

咄 時ノ 不可 ナルヲ 嘆 ズル耳 右 近況 ヲ伺フ 傍 如斯候  . 

五 月 十八 日  正 久 


書翰  二 1〇 

〇 フ H リス 女學 校なる 山內季 野に 宛てし もの 2  < 七 九き 

皋月ノ 空 ハ 自力 ラ藝 リガ チ 一一 テ 心氣 モ欝々 ト シ テ樂 マ ズ 降リ ッ -.、 ク 雨ノ爲 一一 終日 垂レ 籠メ テノミ 

在ル コ ノ身ノ ヮビ シキ -1 引キ 比べ テ遙カ ュ 君ヲ懷 へ バソコ ト 此所ト ハ^ 尺 トイ へ ド モ猶. 江河 ノ如ク 

相 慰 ムルノ 由 ナキヲ 嘆息 スル ノミ 日來 往キヽ セル 友朋 モ此頃 ノ天氣 二 ハ誰レ 昔問ル 、モノ ナケレ 

ド親ノ 惠ミ 二 由リテ 聊サ 力 書讀ム スべ ヲ辨へ タル 身ハ幸 ニシテ 今ハ 亡 キ昔ノ 聖賢 豪傑 二 友垣 ヲ結 ビ 

日夜 其傍ラ 一一 侍 坐 シ テ 古今 ノ 成敗 ヲ談ジ 事物 ノ 道理 ヲ 討尋 シ 就中 天父 ノ 啓示 セル 福音 ノ敎ヲ 玩味 涉 

獵ス ルヲ得 テ時ノ 移ルヲ 知ラズ 人生 ノ 幸福 此 上ャハ アルべ キ 人 不通 古今 馬 牛 而襟祸 スト 彼ノ 

唐 ノ韓文 公 ハ云 ヒケン 吾濟 不才 ナ リ トイへ ドモ 此 特典 ヲ辱ゥ シ タレ バ 天父 ノ 洪恩 殊遇 ヲ體シ 人造 

ノ燈 火ヲ照 ラシ 以テ日 咎ニ績 カザル ヲ得ン ャ 昔 者 口 マノ^ 子ノ 曰ク 書房 ノ 家屋 ニ於ケ ルャ猶 

魂 ノ身體 一一 於ケ ルガ 若シ ト信ナ ルカ ナ言ャ 美麗 ナル 客室 ハ華ャ 力 ュ飾 リ立テ タル 體驅 ノ若ク 庖厨 

纖室ハ 口舌 腸 胃 ノ如シ 然レ ドモ書 窒ハ卽 チ身體 ヲ治现 主宰 スルノ 魂 一一 喩フ可 キナリ 斯ク 贵キ醫 

物 ヲ讀ミ H 至 ノウ チ 一一 居テ 無限 ノ道 ヲ究メ 俗人 ノ 憂愁-一 力 、 ルヲ耍 セザル コソ實 一一 コ ョナキ 惠ナレ 

然 レドモ 吾人 ガ此世 ノ中ー I 在ルノ 日ハ限 リアル モノ ナ レバ 有ラ ュ ル書ヲ 悉ク讀 マ ン ト欲ス ルガ 若 

キ ハ 得策 一一 非ズ 反ッ テ 無益 ノ事 一一 ァ タラ 天與ノ 日子 ト 才力 トヲ 消費 スルノ 恐 レア リ故 一一 吾攀 ハ 0 

レノ娬 性 一一 適 セル a. 科ヲ 撰擇シ 良好 ノ書ノ ミ ヲ讀マ ザル可 ラ ズ (,  ^  "保) 日 ク 書ヲ 撰 ム 


宜ンク 朋友 ヲ撰 ムガ如 タスべ シト 格言 ト言 フ可シ 吾人 ハ 益友 ヲ求ム ル 一 一 汲々 タル 一一 同ジク 益書ヲ 

求メ テ之ヲ 講讀ス 可 キナリ 

今夕 ハ擔 任ノ飜 譯モ略 ボ成シ 2^ テ タレ バ少シ ク欝ヲ 解 力 ン ト欲シ 机上 ノ 一  冊 ヲ取リ テ之ヲ ：： ルレ バ則 

チ 英國ノ 哲人 倍 根翁ノ  Ti ッセ イナ リ 其 中 頗ル心 一一 適へ ル 一 篇ヲ譯 出シテ ilf; ト共 一一 北 ハノ廿 ^<ヲ 玩味 

セ ン ト欲ス 元 ヨリ 深夜 ノ コトト 云 ヒ殊ュ 筆 一一 任セ テ草シ タルモ ノナ レバ 杜撰 Si カラ ザ ル可シ 氏 

ガ 文章 ハ簡單  一丁 ンテ 意義深 長ナリ 善 ク之ヲ 味ハ、 マ 會得ス ル所多 カラン ト信ズ (譯文 ハ^ 紙 一一 載セ 

タリ) 

前書 一一 報知 セル 大說 敎ハ 一旦 立消ノ 形チナ リシ ガ 再 變シテ 演說會 トナリ タリ 

I 村) 僕モ 今回 ハ 友人 ノ從 6 慂責督 一一 應ジ 基督 ノ聖 德ト題 セル 一 論 ヲ演說 セント m 心 フナリ 然 レドモ 

如何 ナル 都合 ュ ナルャ 知ラズ 

嚮キ 二 厘瑤什 ヲ示サ レタ レバ 不日 拙作 ヲ呈 シテ 斧正 ヲ乞 ハント ハ カネ テ思ヒ 居 タレ ド 未 ダ詩ヲ 作 

ルホ ドノ 閑散 ヲ得ズ (き髓 f り 卵") 怠 緩ノ罪 ヲ問ハ ル 、 ナ クバ 幸 S1 左レ ド予ハ ノ手 一一 成リ タル 

モノ ヲ見ル ヲ喜ブ コト限 リナ シ詩 一一 ァレ歌 一一 ァレ 近稿ヲ 寄示シ タマ へ 御 歸省ノ 前 イマ 一 トタビ 束 

京ュ來 ラレ テハ 如何 成ル 可クハ 舉校 休業 ノ 節 直 チ 一一 退校 シテ 此ノ家 一一 移 リ此所 ヨリ 發途 スルャ ウー 一 

致サ レ テ 不都合 ナ ル ャ 其 時マデ 二 ョ キ家 アラバ 引移ラ ント思 フナリ 何レ 本月ノ 下句 カ來 1: ノ丄 

旬 二 ハ 横須賀 一一 遊ブ 心得 故 其 節 御面會 スル コトヲ 得べ シ 

書  翰  ニニ 


〇 同 上 (1 八 七 九 年) 

嗚呼 今日 ハ 如何 ナル 世界 ナ ルャ、 世態 維新 事物 呰 新陳代謝 ノ述 一一 際シ 世 道 事 變ノ活 澄 ナル未 ダウ J. 

ヨリ 盛ン ナルハ ナキナ リ 吾人 幸ィ 一一 天父 ノ優涯 ナル恩 遇 ヲ辱ゥ シ此ノ 前世 無比 ノ活劇 世界一 一生 レ 

タレ バ徒乎 傍 觀シテ 貴重 ノ 生命 ヲ 消費 ス可ラ ザ ルナ リ 視ョ 一千 ノ銀 ヲ受ケ テ 之 ヲ 殖 スル ノ謀ヲ 

爲サズ 穴. j シ ク之ヲ 土中 二 埋沒 セル 不忠 ナ ル僕ハ 如何 ノ成 2^ ヲ瘦 タリ ャ 察 セザル ベ カラ ズ 余不 

敏 事理 一一 晦シ トイへ ドモ思 フテ玆 一一 至 レバ 毎々 慚愧 恐怖 ノ念 禁ズ ル能ハ ザ ルナ リ 己往ノ 日！ I：： ハ 千 

悔スル モ復 ビ還ル 可ラズ 唯將來 -1 警戒 ヲ加 フル コ ソ 肝耍ナ レ 故 一一 憑 者ヲ以 テ世ノ 知： Z 者ヲ折 キ弱ヲ 

以 テ世ノ 强者 ヲ敗ブ リタ マフ 上帝 一-一 依頼 シ 今 日 11 於 テ 痴鈍 ナル 筆鋒 ヲ 研 キ精祌 ヲ磨腐 シ 正大 剛毅 堅. 

忍 不撓 ノ氣 ヲ養ヒ 就中 博愛 謙遍ノ 念ヲ發 揮スル 一一 汲々 トシ テ終 一一 ハ在 天 愛 父 ノ擁謹  一一. E ッテ 聖會ノ 

干城 社會 人民 ノ 木鐸 トモ 成 リ得ン ト欲ス ルナ リ 予ノ 才力 ヲ以 テ之ヲ 言へ バ或ハ 蟠螂ノ 斧 ヲ揮フ 11 

似 タリ トイへ ド モ志ハ 高大 ナ ルヲ 耍スル モノ ナ ル可シ 君余ガ 言ヲ以 テ徒ラ 一一 弯 天 二 城ヲ築 キ壁氣 

樓 ヲ見テ 心醉ス ルノ 妄想 ナリ トス ル勿レ 今 ャ幸ィ 一一 シ テ君ト 結婚 ノ約ヲ 成 シ輔車 相戮黉 スルノ は：.： 一 

ヲ抱ク ヲ得亦 福 ト謂フ 可 キナリ 然リ トイへ ド モ思フ  一一！ 1;^ ガ人  一！ 勝ル ヽノ 才藻 氣カ ァリテ 世-一事 乘 

ヲ成ス ヲ得ル 《疑 フ可キ 一一 非 ザレド 今一 一 シテ 益之ヲ 培養 セバ其 益 si- シテ 如何 ゾャ 蓋シ是 ノ若ク ナレ. 


バ 我 々 ノ 事業 ノ便 In フ可ラ ザ ルナ リ 余 ハ君ガ 小成 二 安 ン ゼ ズ 老人 者 流 ノ考ヲ 爲サズ 益々 ッ テ ，x 

事ヲ修 メ擧問 ヲ務メ 他日 大 一一 爲スァ ルノ時 一一 際シ 同心 共力 以テ 文壇 一一 馳 驟 シ世 ノ風敎 ヲ補ヒ 神！： ノ 

隆 興ヲ黉 クル ヲ冀 望ス 是乃チ 余ガ屡 出京 ヲ以テ 君 一一 慫慂 セル 所以 ナリ サ ハサ リナ ガラ介 IS ハ獨 

リ 己レノ 便益 ヲ計ル 可キニ 非ズ 中：只 命 ノ如ク フ H リス 校ノ 利害 休成ヲ モ察セ ザ ル 可ラズ 自ラ 敎 フ 

ノ精 祌ァラ ハ 天下 ノ何レ ノ所カ 擧校ナ ラザラ ン 宜シク 祌ノ意 二 任ズル 二 ハ如 カザル ナリ 此等ノ 

r ハ 夏期 休樂 ノ 問君ガ 出京 ヲ待 テ篤ト 商議 ス 可. シ 必 ラ ズ アセリ 給 フ勿レ 且 英語 ュ 熟 シ 外人 ト 對 l^^i 

シテ 凝滞 ス ル所ナ キー 一至 ルハ 善 ハ則チ 善ナレ ド耍ス ル 一一 頌末ノ 事 ナ ル可シ 四 fii  ノ 文意 ヲ了 得シ彼 

ガ群籍 ニ渉獵 シ愈以 テ己ガ 知見 ヲ廣ム ル コ ソ 洋擧ノ i+ 一 義ナ レ 然ル 11 方今 女舉校 rtti)  ノ形狀 

ヲ兌ル 一 一英 昔 ヲ發ス ル 二 熟へ f^t ほ St) シテ其 文意 ヲ 解スル 一一 熟セズ 通常 ノ舍 Mi 夭ノ術 一一 熟シ 

テ 高尙ノ 議論 ヲ理 會ス ル ヲ知ラ ズ 豈 大小 輕靈 ヲ誤レ ル モノ ト言 ハ ザ ルヲ得 ン ャ 僕 之 ヲ熊野 氏 一一 

聞ケリ 二  IH 十二 桥 女-お 11 在ル 優等 ノ 生徒 ハ 今へ，' ブ ン 氏 著 心理 (.^4》 請 ハ"！ ) バ ッ トレ ル 氏^ 

類推 論 Cf  if  ？^" け) ヲ舉ビ 居 レド其 意義 一一 至リテ ハ 漠然 ト シ テ知ラ ザル モノ  、如 シ仍ム ベ キ極ト 

謂 フ可シ 

是ノ故 二 余 ハ敢へ テぉガ .TNIF^,R. 校ノ 正課 ヲ履ミ 英語 ヲ擧 ブヲ必 耍ト思 ハ ズ 先刻 齿 ラレ タル 如ク釋 

讀 ニカヲ 川ヰラ レバ g チ 可ナリ 

獨學ハ 心 二 任セヌ モノ 故 時 二 落膽ス ルコト アル ナラ ン 子 云 ハ ズ ャ不積 S 、歩 無以致 千里 不： e 小 


0  m  ニー  四 

流 無以成 江河 驟 驟一 躍 不能 十 歩 駑馬 十駕功 在不舍 云々 耐忍ハ 凡百 ノ 難事 一 1 勝 ット西 竹我ヲ 

欺 カザル ナリ 勉 メョャ 勉メョ 

然レ ドモ目 ヲ放ッ テ舉士 書生 ノ社會 ヲ見ル 11 此レ 恰カモ 一 種 ノ幽靈 ノ集會 セル モノ ノ如 キ狀態 アル 

ヲ免カ レズ 多クハ 形容 枯槁顏 色 蒼褪メ テ此世 ノ人ト ハ忍ハ レズ 何ヲ 以テノ 故ュ是 ノ如 キア リサ 

マ 一 ig リタ ルゾ ト云フ ニ從 來我ガ 邦人 ハ (^維 Km) 斃 而後 已ノ 精祌ヲ 過度 一一 養成 シ舉 文ノ爲 一一 

ハ寢食 モ何ノ ソノ トー 一目 フ氣 一一 ナリ ヌル 一一 山ル モノ ナ ラン 噴 身體ハ 精神 靈知ノ 舟 車ナリ 未 ダ身體 

ノ 衰勞 シ テ 精神 靈知 ノ 十分 一一 其 益 ヲ世ー 1 與へ タルモ ノナシ 身體ヲ 保護 シ 其 健康 一一 注目 ス ル 亦甚ダ 

必耍ナ リト言 フべ シ 身體 ノ爲メ 11 舉問 ヲ怠ル ナ カレ 擧問 ノ爲メ II 身體ノ 健康 ヲ害ス ル勿レ 二 

者 並行 シテ 而後 一一 全 成 ノ人ト 謂フ可 キナリ 余 今朝 君ヲ 見ル ュ 血色 昔 II シ カザル モノ アル 二 似 タル 

ヲ以テ ヒソカ II 之ヲ 愛ヒ タリ 請 フ道ノ タメ  二 自愛 セ ョ 

〇 同 上 (一  <  七 九 年) 

前略 陳者 昨日 奥 野 氏弊屋 ヲ訪ハ レ タレ バ俾ィ 彼ノ 結納 ノ 一條 一丁 ソキ 生ガ意 兑ノ在 ル所ヲ 逐一 陳述 

致 シ候所 然 ラバ セメテ 婚配預 約 書 一二 ァモ 取リ交 ハセ 候テハ 如何 ト言 ハレ タリ 篤ト 熟考 致 候 一一 旣 

二 互 二 赤心 ヲ顯ハ シ 別段 文字 上ノ预 約ハ致 サ^ル 乇心 ノ豫約 ヲ致シ タル 我々 ガ今^ 二 力 、 ル迂 1  迎ノ 


沙汰 一一 ハ及ブ マジ キ次^ ナレド 無 下 一一 長者 ノ 考案 ヲ 一 々担 絕致候 モ頗ル 不本意 ノ至ト 存候問 右ハ先 

ヅ其意 二 任セ宜 シク取 リ計ハ レ ョト 申置キ タリ 同 君 一一 ハ外ニ 耍務ァ リトカ 一一 テ次ノ 土曜 n  二 出港 

シ君 一一 で 面會ノ 上 右 萬 端 取 リ計フ 可シト ノコ ト故御 心 5:- 一一  迄 御 通知 申 上 候 其 節 ハ 必史我 々 が娇 S 

ノ コト 一一 ツキ 種々 同氏 ヨリ 問合ハ サル 、事項 モ有 之ナラ ン 結婚 時期 ノ若 キハ 预ネテ 巾合ハ セ S キ 

タル 如ク 來春ナ ラバ 好都合 ナル旨 御 答 アル 可 シ 餘事 商議 ス 可キハ 御隨意 一一 商議 致 サレテ 可 ナリト 

ィへ雖 若 同氏 ノ 意見 中君ガ 便.： 一一  付 キ若ク ハ我々 一 般ノ 便. K 一一  ツキ 誰 人 一一 テモ他 ノ骨話 一一 ナ ルガ 

若 キ「 一一 涉ル モノ アラバ 他日 相方ノ 熟議 ヲ經 テョ キナ 一一 決定 致シテ ーセ遲 カル マジ ナド 程ョク^&8 

セラ ル 、 コソ 立シ カラ ン 然 レドモ 賢慮 ハ知 ラズ 博覧 會 一一 御 出 ノ催シ ハ 至極 結構 ノ コ トナリ 御 

如ハ アルマ ジキナ レド觀 古 美術 會モ 觀ズ シ テ止ム ハ遣 憾ノ至 リナ ラズャ 共心シ テ 朝 ヨリ ffl: 出 

京 ァ ラ バ 好都合 ナリ トス 其 折弊屋 一一 御 光 來被下 候 テ モ 何ノ 差支ナ キノ ミ ナ ラ ズ 願 フ テ モナ キ機會 

ュ 候 間 成 ル可ク 時 ii ヲ繰リ 合 ハサ レ テ 御 出 ヲ渴望 致 候 家母ナ ドハ 今 ヨリ 之 ヲ心持 ュ 樂 ミぉ ルナ ド 

申シ 居候 付テ ハ右御 出京 ハ. 1： 日頃 ナル可 キカ前 以テ御 通知 下サ レナ バ 至極 便利 ナリ 

頃日 僕 一 書ヲ 著述 シ 宗教/人生 一一 缺ク可 ラザル コ ト 上帝 之 存在 靈魂ノ 物 類 一一 非ズ シテ、 水存ス ル コ ト 

行爲之 責任 天啓 ノ徴證 赦罪ノ 方法 等ヲ 略說シ 初學ノ 輩道ヲ 索ムル 一一 便ナ ラシ メ ン ト欲ス 來 H 屮ニ 

ハ稿ヲ 脫スル 一 1 至 ルナ ラ ン 御 歸省ノ 時 敎理ヲ 說話ス ルノ小 補 一一 モガ ナト存 ジ見ル 可 キ程ノ モノ ナ 

ラ ネ ド -睨稿 次^ P: 寫 シテ 一冊 差 上 ク可ク 候 生ハ 未ダ 十分 實カ ヲ養 ハ ズ 未熟 一一 シ テ 收極 ヲ  < ぉグ ノ 嫌 


ナキ ニ非ズ トイへ ドモ 今日 ノ 時勢 默視ス ル 一一 忍ビズ 完備 ナル著 誓ノ 若キハ 他日 一一 譲 ル積リ 一一 御座 

候 

不慮 ノ準 備ト シテ 貯金 ァリ タル ハ誠ー 1 感服 ノ至 二 候 尙御 不自由 ナ ル コ ト アラバ 何 一一 テ モ 申越サ レ 

ョ 御^！鄕ノ節ハ祌戶迄ノ汽船ニ乘ラル 、 ャ 將タ勢 州 日 市 ラル カ少々 考 フル 所 モ有之 候 §1 御 通 

知 ヲ烦ハ セ タク 候 

御鄕里 二 敎 書類 ヲ送 ラレ タルへ 已 二 前回 ノ 書中 11 由 ッ テ 其 意 ヲ得 タレ 共 未ダ送 ラ ザ ル分ハ 來京 11 テ 

取リ揃 ュ可シ 友人 小 崎弘道 _ 針 ノ譯述 セラ レク ル宗 敎耍論 ハ 譯文 拙陋ナ レ ド 流石 一一 大家 ノ 原著 二 シ 

テ木 邦人 一一 ハ 適切 ノ書故 近日 出版 ノ上ハ 一本 ヲ請ヒ 受ケテ 進呈 致 ス可ク 候 右 i 者述ぉ ハ美國 有名 ノ 

舉者 一一 シ テ 予 モ 曾 テ 北 (謦 ぉメ 11 接シ タルコ ト アルガ 寳 一一 尋常 ノ 人物 I 一  非 ズ 日 木 在. 5 出ノ 宜敎師 等 二 シ 

テ氏ガ 若キ： Exli い：： 十犖ノ 人士 兩三名 モア リタ ラン  一！ ハ大. is- ト is フ 可キ歟 喧  . 

六合 雜誌 ナド ハ道ヲ 求 ムル楚 一一 少々 ハ益 アル 可シ トモ 存候故 御國元 ノ人々 一一 御见 ヒナ サレ タキ 思 召 

アラバ 當雜誌 局 ヨリ 直チ 一一 郵送 致サシ ム可シ 拙者 ハ共社 末 一 1 列 ナ ル モノ 故 自腹 切ル譯 11 ハ非ズ 

御 f 返 慮 ナク. S. 越サ レ ョ 

先ハ川 事而己 如斯候 匆々 


Q 同 上 (一 A 七 九 年) 

士ノ志 ヲ得ル 一一 由ナ ク空ク 配所 一一 心 ナキ明 n ヲ 怨望ス ルガ 如キ情 懷ヲ抱 ク時バ カリ S キ モノ ハ ナ 

カル 可キカ 今ャ幸 二 シテ 此愤欝 慘儋ノ 境界 ヲ蟬脫 スルヲ 得 タリ トイ へ ド モ尙ホ 金玉 ノ敎論 ヲ賜ヒ 

心中 殘餘 ノ 薨結ヲ 解散 セラ レナ バ 感謝 何ゾ 曾 フ 可ケン 

君 ナラ， テ誰 二 カ見セ ン ムメノ 花 

色ヲ モ香ヲ モ知ル 人 ゾ知ル 

友 則 朝 ハ 如何 ナル 感懐 ヲ カク ハモ ノセ ラレ ケン 文雅 一 1 棘 トキ 予ノ敢 テ知ル 可 キナラ ネド惊 兆 

無數ノ 人民 ハァリ トイへ ド モ 知己 幾許 カァ ル 君 ナラデ 誰 11 向 テ予ガ 滿腔ノ 意思 ヲ 吐露 シ ノ怨 

W ヲ訴フ 可 ケンャ 三四ノ 莫逆 斷金ノ 知己 ナヤ 一一 非ズ 然レド モ誰レ 力 亦 君-一如 クモ ノア ラン 報 

答 稍 遞シ 幸 一- 宥恕 ヲ乞フ 區々 之 意衷筆 札ノ外 一-溢 ル 不 nn 晤悉ヲ 11 ルノミ 不旣 

六月 六日  正 久 

季子 様 

一 一 仲 今 ャ邪說 横行 政府 ノ 威力 ヲ 假リテ 聖道ノ 逸路 ヲ 妨碍 セ ント 欲シ圓 、法衣 ノ徒是 所 彼 所 一一 團 

結 稿集シ 百方 方略 ヲ運 ラシ テ吾ガ 高 明 正大 ノ 福音 ヲ 撲滅 セ ン事ヲ 企 圖セリ m 心フ 一一 彼等 《日頃 迄耶 

^  m  ニー 七 


穌敎何 ヲカ爲 シ得ン 外道 怖ル 、 II 足ラ ズトバ カリ 思 ヒ居タ リシ 一一 豈！： ラン ャ昨 年末 is^ 西兩 京ノ大 

說 敎會演 キリ 會 雜誌發 刊等ノ 盛擧ァ ル ヲ昆 聞シ、 喫驚 仰天、 狼^ 周章 シ テ遽カ 一一 焦心 苦慮 ス ル モノ、 

若シ 豈簡笑 -1 堪ュ可 ケンャ 近來 政府 ガ頻リ 一一 祌怫 ノ敎ヲ 庇保セ ルガ 如キ大 一一 彼ラ ガ勢焰 ヲ助ク 

ル モノ ナ レバき ラクノ  ハ再ビ 與隆ノ 狀況ヲ 呈 ハス 可キカ モ知ル 可ラズ 

祸將 一一 消 H ナン トス ル嚼火 ノ如ク 然リ是 識者 一 般ノ 考案 ナ リ トス 故 早 晚彼ラ ト大戰 &  ノ端ヲ キ 

論 場 文 擅ノ上 一一 於テ 堂々 雌雄 ヲ爭フ 可 キノ^ 期 藍 シ遠キ 一一 非ズ 先 ンズル トキ ハ 则チ 人ヲ制 シ先ン 

ゼ ラル 、トキ ハ則チ 人 ニ制セ ラル 是 兵家 ノ耍 訣ナリ 拿 波 5f£ 第一 世曰ク 好ンデ 城此. ノ： ヲ退守 スルノ 

兵 ハ必ズ 敗 スト 名 將ノ斷 案 千古 不磨 ト謂 フ可シ 然 ルー 1 今ャ 中外 ノ諸士 何故 力 因循姑息  一丁 ンテ進 

攻 ノ勢ナ クタ 、マ 退守コ レ務メ 一  會 ヲ守リ 一 群 ヲ牧ス ルヲ以 テ揚々 得 色ァリ 亦 陋ナリ ト云ハ ザル可 

ラザ ルナ リ 余輩 玆 一一 見ル ァ リ 頃日 同志 相謀リ テ 本年 モマタ 昨年 ノ若ク 夏 秋 ノウ チ 一一 大說敎 會ヲ都 

下- Ira キ大擧 進 擊ヲ試 ミ直チ 一一 敵ノ營 ヲ衝カ ン ト欲ス 成敗 利鈍 ハ预知 スル能 ハザル 所 ナレ、 ド乇余 

楚 (：£ lif 者ハ 今日 ノ 時務 ヲ察シ 敢へテ 微衷 ヲ盡 サン 而巳 今日 午後 大 11 有志 ヲ會同 シ 其 順序 方 案 ヲ 議 

定セ ン ト欲ス 仰ギ願 ハク ハ 上帝 深ク 恩慈ヲ 垂レテ 此擧ヲ 赘ケタ マ ハラン コトヲ 君モ亦 熱心 之ガ 

爲ー I 祈レ 此美擧 /企 アル ヲ喜ブ ノ餘リ 一 寸御 報道 申 上 ゲル コ ト斯 ノ若シ 


〇 同 上 (1  <  七 九 年) 

維時 明治 十四 年 六月 1 1 十八 日 基督 信徒 演說 會ヲ 東京 淺草 井生 村樓 一一 開ク 此日朝ョリハ^^.^天微雨少シ 

ク 冷ナル ヲ覺ュ 天 氣最聽 衆 一一 便 ナリト 云 フ可シ 本 會ノ景 ヲ略陳 セン 一一 先ヅ 正面 ュ ハ講 境ヲ設 

ケ其 左右 一一 築地 大擧 校ノ 生徒 叫 五十 名备 女校ノ 生徒 七 八十 名 西洋 婦人 叫 五名 長椅 一一 倚 リテ 並列 ス 

之 ヲ樂隊 トス 彼等 ノ坐セ シ所ハ 茶番狂言 ナド 一一 川ュ ル舞臺 一一 テ 一 段 小高 キ所 故殊 一一 目立 チテ見 エタ 

リ 予ヲ 以テ之 ヲ考フ レバ 世人 ハ之 ヲ稱シ テア ー 亦 天 、王 敎ノ 冷 飯 書生 尼 等 ノ 門徒 カト 一一 一一 口 ヒナ シ タル 

ナ ラ ン 少 シ ク當 局者ノ 用心 注意 ァ ラン 事 ヲ欲ス ルナ リ 來聽ノ 男女 ハ 樓上樓 下 一一 充滿シ 其數千 

三百 有 餘名ト 聞 ヘシ 午後 三時 頃 一一 ハ已 一一 木 戶ヲ閉 テ來聽 ヲ謝シ タリ 本日 ハ儉 侶ハ 案外 一 1 少ナク 

g 五十 名 モア リタ ルカ ト覺ュ 祌道 事務局 ノ 頑！： 書生 (.1^ ひ g 髮) モ數名 來會シ タリ ト云フ 午 十二 

時 號砲ト 共 11 斡 事 奥 野 昌綱氏 立 テ開會 ヲ吿ゲ 稻垣信 氏ヲシ テ新禱 セシム 讃美 (邦語) 是 ヨリ 演說 

ヲ始ム 

(編. 註、 以下 少シク 切 1^ ラレ ァリ)  ， 

第一 井深 梶之助 氏 無祌說 ヲ駁ス 

第二 ハ 拙者 ノ演 說ナリ 日本 基督 敎ノ 現況 

僕ハ 前日 ョ リ病 一一 侵サレ タレ ハ 充分 ノ 用意 モナ カリ シカド 日來胸 欝積 セ ル 情感 ヲ 吐露 シテ圓 頂 

書  翁  ニー 九 


键  输  一 三 〇 

連 巾 一一 一 雞 ヲ試ミ タリ 先宗敎 ノ總體 ヲ論ジ 氏ガ 迷妄 ヲ 排除 セン トシ テ却テ 一種 ノ 迷妄 一一 陷 

イリ 瓦礫 金玉 ヲ混 1^ ス ルノ 弊ァリ トノ； ヲ引ィ テ吾ガ 邦人 ガ從 來ノ 宗敎ヲ 蔑視 ス ル ョ リ自ラ 凡テノ 

宗敎ヲ 蔑視 スル 一一 至 レルノ 弊 ヲ摘發 シ漸々 日本 基督 敎ノ 現況 一一 說キ 及ボシ 吾邦 ノ 人口 三千 五 百 萬 

人 其 中 基督 ヲ 信奉 ス ル モノ^^ンテ幾許カァル 僅々 五 千 人 一一 過ギズ 然レ iH 余輩 基督 信徒 ガ此ノ 十 

年 問 -ー 此少數 ヲ以テ 成シ得 タル 事業 ハ 新聞 一一 雜誌 一一 文學 一一 敎育 一一 道德 一一 皆 炳焉ト シテ見 ル可シ 彼 

ノ祌 ノ徒ハ 三千四百.^^十九萬五千人ノ多數ヲ以テ數千ギノ久シキ歳^:ヲ經過シ如何ナル成栗ヲ現 

出シ タル ャト 云ヒ タル 一 1^ ォ くノ聲 百出 ス 是 一一 於 テ予ハ 楠 殿 ノ覆轍 モア レバ 一 曆 聲色ヲ 厲シ此 

事ャロ 舌 筆端 ノ 签 論 一一 非 ズ 明瞭 較著爭 フ可ラ ザ ルノ實 事ナリ 豈，^  く ヲ以テ 實事ヲ 抹殺 シ 得 

ンャ トイ ヒ末段 11 致リ 彼ラガ 政府 ノ 威力 ヲ 借リテ 基督 敎ヲ 妨害 セ ン トス ルノ 卑怯 ナル ヲ責メ 宜シク 

眞现ノ 論 場 一一 於テ 3 呉 理ヲ辯 論 シテ止 マ ンノミ イデ ャ眞 理ノ鋒 ヲ以テ 雌雄 ヲ決セ ンズ 來レく  (ハ. - 

ォく) 眞理 ハ 上帝 ノ 保護 ス ル所 宇宙 ノカ ヲ擧ル モ之 一一 抗ス ルヲ 得 可 ラズ浮 雲ノ明 パ ヲ蔽ハ ント 

スルモ 僅 カー ー數分 時ノミ 義ノ 太陽 《其 光線 ヲ遮斷 セント 欲 スルノ 雲霧 ヲ排^ スルノ カァリ 云々 

(一層 盛-一 ノ オン 今日 ノ演說 中.； V ヲィハ レ タル ハ予ヲ 以テ之 ガ噴矢 トス 

譜美 (英語) 

三 ヮ デル 氏 信仰 ノ德 

氏ガ演 說ハ之 ト云フ 議論 モナ ン 天父 ヲ知ル 二 非 ザ レバ 人ノ心 一一 安 慰ナキ ヲ懇々 論出セ ラレ タリ 


氏ハ 一 體；^ w 精 家ナリ 斯ル 場所 一 1 臨ミテ モ掉々 乎 トシ テ 平生 ノ 滑糟ヲ 用ヒ殊 一一 面白 カリ キ 然レド 

モ ノ， オノ 聲 ハ 前 二 比ブ レ バ 一 歷烈ヲ 加 へ タ リ 其 說中 日本人 ハ 從 來バサ マ日サ マ石サ マ 山サ マ 

力 I 'ハ タ. I ヌキ ク 1 マ  、   

川サ マ 狸サマ 熊サマ ヲ拜ス 云々 トイ ヘル ニ聽者 ノウ チ  一一 ノォ くく ト頻リ 11 呼 ビタリ 氏 笑ッテ 

曰クノ 1^,/,- ノ 子供 ョ 暗キ ハ 光 一一 對シ テノ |^/\- ト云ヒ 逆子 ハ父ヲ 見 テ，^ ./^ ト云ヒ テ之ヲ 

避 クルナ リ云々 議論 ハ 左程-一 非 ネドモ 至極 上 出 來ト思 ハル 讃美 

諧美シ テ閉會 ヲ吿グ 時 一一 午後 五 時 十分 ナリ 概シテ 言へ バ 本日 ノ 演說ハ 上出來 一一 テ 信徒 ノ 舉カト 

精祌ノ 活澄 不撓 ナ ル トヲ 充分 一一 明示 セリト 思 ハル 彼 ノ怫徒 モ追々 何 力 企 ツル 所 アルナル 可シ シ 

力 シ 余輩 ハ 萬 物萬權 ノ 外 萬 物萬權 ノ上 11 在リテ 萬 物萬權 ヲ 統御 シ 眞现ヲ 保護 スルノ 上帝 ノ在ル 有 

ル ヲ信ズ ル モノ ナ レバ、 n 十晚 眞理ノ 凱歌 ヲ聞ク ニ至ラ ン事 ヲ疑ハ ザ ルナ リ 志士  爲ノ氣 力 ヲ發^ 

ス ル ハ其 レ此時 一一 在 ルカ 

右 ハ甚ダ 粗漏 ナ ル 報道 ナレド 幾分 カ當日 ノ景狀 ヲ知ル 二 足ラ ンカ デ 一一 ング氏 ハ船ノ 都合 二. H リーア 

演說ス ル事ヲ 得 ザリキ 此書ハ 嫌忌 ナキ 一一 . モア ラネバ 成ル タケ 他兑ヲ 憚 カルナ リ 

御病ハ 如何 一 1 ャ 御 加養 專ー 一一 候 生 ハー 昨日 ノ演說 一一 テ 病魔 全 ク離 レ去リ タリ 

六 月 三十日  正 久 


番  翰  ニニ 二 

〇 同 上 (一八 七 九 年) 

一 昨日 ハ 北海 移住 ノ 事 II 關 シ樓々 ノ瑤軍 ヲ辱シ 喜 慰何ヲ 一一 一一 口 ン 拙者 モ 亦退ィ テ 彼此 緩急 得失 ヲ 比 量 

ス ル 二 目下 吾ガ任 所ト爲 ス可キ モ ノ 東京 二 如ズ ト 思惟 セ リ 故 二 北海 二 行ク コトハ 思ヒ止 マル 事ュ 

決お セリ 唯札幌 農擧士 諸君 ガ知 已ノ眷 愛一 一 負 カン コト ヲ變 フル 而已 旣亍意 ヲ此- 一決 シ タル 以上 

、ノ 自今ハ.^ 厲精 實學ヲ 練習 シ 他日 ノ需求 一一 供シ テ尙餘 リア ラ シ ム ル程ノ £<備 ヲ怠ラ ザ ル可シ 冀ク 

ハ 在天 ノ聖 父、 恩 慈啓迪 ヲ垂レ タマ ヒテ我 ノ將來 有用 ノ才ヲ 成サシ メタ マ へ 亞孟ー 

寄示ノ 高作ハ 僕 野人 一一 シテ敢 テ詞句 ノ佳否 巧拙 ヲ 批評 スル 能へ ザ レド其 意義 ノ -S 切ナル ハ聊サ 力 

心 二 感動 ヲ覺 フル ナリ 斷腸只 在 不言 中ノ 一句 ノ如 キバ當 時ノ狀 情ヲ說 キ得テ 妙ナリ 僕ハ 他日 歸 

時相 笑迎ノ 期ヲ今 ヨリ 指ヲ 儘へ テ待タ ン ト欲ス 只 慚無慰 斷機心 ト言フ 1 一至 リテ ハ fSf; ノ 心中 或ハ然 

ラン 然リ トイへ ドモ 余ヲ 以テ 之 ヲ觀 レ バ 君ガ學 事ノ 進歩 豈斯 ノ如キ 語ヲ爲 スヲ 須ンャ 況 ャ眞正 

永固ノ 安慰ヲ 自家 ノ心 一一 得 之ヲ携 へ歸リ テ以テ 令堂 ノ心ヲ 慰ムル ヲ得ル 一一 於テ オヤ 之ヲ 才藻 嘖 

々世人 一一 稱セ ラル、 ーー比ブレバ其勝レ ルャ^^ンテ如何 1_ ガ鴻. 鳩^ 時 我 亦 來ルト 言へ ルノー  句ヲ讀 

ミ御母 公 ガ？^ ト袂ヲ 別 タル 、時-臨 ミテ 如何 ナル 心地 ヲャセ ラル 、 ナラ ント窃 力 二 家 母 平生 ノ情 

ヲ以 テ之ヲ 推想ス レバ 不覺ノ 淚潜然 トシ テ下ル 僕 ハ深ク 之 ヲ哀シ ムナリ 鳴 呼 鴻鳩歸 時ハ此 一一 喜 

ビア リテ彼 一 1 ハ悲 アル 力 人生 ノ情狀 何 ゾ其レ 斯ノ若 キヤ 


一昨 M: 書賈某 ー害ヲ 携へ來 リテ頻 リー 一 購讀ヲ 慫メテ 止マズ 取リテ 之ヲ兑 レバ 淸 人朱飮 水力 著述 

セ ル詩 法^ 論ナ ル モノ ヲ岸 田^ 香ガ 近頃 彼 土 ヨリ 取リ寄 セテ自 ラ訓點 ヲ附シ タル ナリ 未ダ 書. n-T:^ 

ス ル所ヲ 熟讀セ ザレド 朝野 新聞 ノ成島 君等ノ 批評 ヲシ テ信然 タラ シメバ 詩 客 一一 ハぉハ "釭ノ_* ^ナリ 

ト &ヒタ レバ 一本 ヲ 購求 シテ 之ヲ君 一一 贈 レリ 歸，ぜ セラ レ タル 後 農々 高 作 佳篇 ヲ寄 示シテ 僕ガ懷 

欝々 集 臈ノ； ^ル時 ヲ待ッ ノ愦ヲ 慰 メラ ル、 ノー  助ト モナ ラバ 幸ノ至 リナ リ 然 レドモ 〔^シ テ效 

ルハ „ ^ヲ爲 スャ否 僕 ノ敢テ 保 設スル 所 一一 非 ザ ルナ リ 時令危 嶮多シ 意ヲ 加へ テ節 調セョ 彬-- 臨 

ン デ悵然 不盡 

七月 十一 日朝  正 久  ， 

季子 樣  、 

〇 同上 ( 一 A 七 九 5 

糸 我 兄が 病死 致サレ タル. H ハ 已 ュ 二三 友人 ノ害 翰ュ テ知リ 得 タル コ トナ ルガ 實ニ 悲嘆^ リナ キ 

コト 一一 候 先日 氏 ガ疾ヲ 訪問 セル トキ 其ノ截 色惟悴 如何 一一 モ六 ケシキ 様子 一一 テ n 十晚 訃音 ヲ聞ク 一一 至 

ラ ン トハ 预 ネテ思 ヒ設ケ タルコ トナ ルガ 斯ク 速力 二 此ノ世 ヲ去ラ レ ント ハ全ク 意外 ニ出デ タル コ ト 

ト存ジ 「お 抑 予ガ氏 ト交ヲ Si プヤ 日^ 淺シ トイへ ド モ頻リ 一一 知己 ノ眷顧 ヲ蒙リ タル コ ト故其 言 昔 ハ 

1 贋 腸 ヲ斷ッ ノ情ヲ 增セリ 死者 不可 追 吾人 ハ己 レノ身 一一 反シテ 終ヲ愼 シム可 キナリ 人 ノ死ヲ 

書 翰  i 


0  翰  二 im 

思ヒ見 レバ 基督 ノ愛ヲ 知 ラザル モノ ホド报 敢ナキ モノ ハ ナカ ル可シ 是ヲ以テ不信^|<？ 未信者 ノ死 

ヲ論ズ ルノ語 ハ 悲歎 懷愴  一丁 ンテ 前途 暗昧 毫モ 望ナキ モノ、 若シ 使徒 此ノ世 一一 在リテ 神 ナク望 

ナシト 云へ ルモ 今更 思 ヒ出デ ラレ テ哀 レナ リ 西圃 有名 ノ 不信者 某ハ死 一一 臨ン デ哀聲 ヲ發シ テ曰ケ 

ルハ 鳴 呼 我 ハ今黑 赠ノ境 一一 躍リ入 ラント スルノ 心地 ス 法朗西 ノヴォ ルテ ー ル將 二死 ナン トス 

ル 一一 及 ビ醫士 某-一 哀請シ テ曰ク 先生 ョ 若予ヲ シテ尙 六 ヶ月 ノ壽ヲ 保 タシメ バ吾ガ 资產ノ 半ヲ與 

ヘン 1§1  士 答へ テ曰ク 六 ヶ月 ハオ ロカ 六 週間 モ生 キ延ビ 難シト ヴォ ルテ ー ル之 ヲ聞キ 悲慘ノ 

聲ヲ發 シ身體 ノ悶へ 入 ヲシテ 其 ノ傍ラ 一一 居ル 一一 忍 ビザ ラシ メタ リ 何 ゾ其悲 慘狼肌 ノ甚シ キヤ 南 

朝ノ 後醍醐 帝ガ 崩御 セラ ル、 前 一一 詠メ ル歌 露 ノ身ヲ 艸ノ枕 一一 置キ ナガ ラ風 一一 ハョモ ト遞ム ハ 力 

ナサ ナド云 ヘル モ祌ヲ 知 ラザル モノ ノ情然 モア リナ シ 之 二 反シテ 保羅ガ 死ョ 汝ノ刺 ハ何コ 

一一 在リャ 墓 ョ汝ノ 勝 ハ何コ 一一 在リャ ト云ヒ ステパ ノガ主 耶穌ョ 我ガ 魂ヲ受 ケョト 云へ ルガ 如 

キ ハ II 朧 タル 烟霧ノ 中 一一 适カ 一一 天 港 ノ燈臺 ヨリ 放射 スル光 耀ヲ見 否ナ天 城ノ榮 光ヲ明 力. 一一 觀 タル 

モノ  ノ 言ト思 ハル ヽナレ 

人. 僅 五十 年 七十 古來 稀ナリ 吾人 ガ祌ノ 葡萄園 一一 於 テ勞働 勤勉 シテ 以テ 各自 ノ功 程ヲ終 フル ノ 

日 ハ限 リアル モノー 1 テ 最早 夜 一一 入 リテ働 ク事ヲ 得 ザ ル モ近キ 一一 ァラ ン 英語 ノ 讚美歌 "Work, 

for  the  night  is  5ming …… " トイへ ル詩ァ リ 其 意设モ 吾人 ノ惰ヲ 警醒 ス ル ュ：； .i- レリ 倩 世間 

古今 ノ事變 ヲ歷觀 スルー 1 善人 必ラズ シ乇其 ノ終ヲ 善 クセズ 額 回ノ夭 夷 齊ノ饿 古人 之 一一 由 テ天 


道 ra^ 是 耶非耶 ノ疑ヲ 抱ケリ 故 一一 祌ヲ 知ラヌ モノ  、眼 ヲ以テ 人生 ノ勞動 馳驅ヲ 觀察ス レバ 或 ハ^ 

無 退 守 ヲ愈レ リ トス ルー 一至 ルャ モ知ル 可ラズ 然 レドモ 是 淺隘ノ 見解 タ ルヲ免 カレ ザ ルナ リ 視^^ 

顔 子 ノ淸貨 廉潔 ノ志 行ハ其 身 夭セリ トイ へ ド そ 共ノ 感化 ノカハ 今 一一 至リテ 綿々 斷絶ス ルナ ク贪焚 

鄙劣 ノ士人 ヲ愧殺 シ廉耻 淡泊 ノ俗ヲ 鼓舞 スル 一一 足 レリ 西 聖瑣拉 底 ガ斷然 眞理ノ 爲メー 一鴻 毒 ヲモ畏 

避セズ 良心 ノ犧 牲トナ リタ ルノ 正氣ハ 今 尙宇內 一一 充塞 シ 東西南北 一一 流布 シ テ 名利 ノ 爲 一一 眞理 ヲ s 

リ 世 ニ阿リ 俗 一一 諛 ブル 若キ賤 士ヲ 戒シメ 見 義而不 爲無勇 也ノ氣 風ヲ擴 張スル 二足 リ ： 仏：； ラノ 

主ガ 十字架 上 一一 流 セル 寳血 ハ 淋滴ト シ テ 後人 ヲ シ テ 其 恩 一一 感ジ 罪 ヲ認 メ テ 上帝 一一 歸伏セ シムル 

一一 足リ 若シ我 擧ゲラ レナ バ萬民 ヲ引キ 寄 セン ノー 語 空シ カラ ザ ルナ リ 是觀之 善人 ノ 功業 ハ徒 

勞 一一 非ザル ャ明ラ カナリ 英國ノ 義士 アル ジョ ル ノン • シ ドー ーィハ 民權 ヲ張リ 自由 ヲ 勃興 セン コ 

トヲ 圖リテ 終 一一 官府 ノ 忌諱 一一 觸レ 空シク 刑場 ノ露ト 消へ タル 慷慨 悲壯ノ 英傑 ナリ 予常 一一 北 ハノ 

風.^ 志氣ヲ 欽慕 シテ 止マズ 其 首 一 1 曰ク 正理ヲ 樹立 セバ 之ヲ 樹立 スル ノ人ハ 死スル モ 正现ハ 之 

ト共 一一 死 スルノ 憂ナシ 善良 ノ 制度 ヲ 與スモ 7 ハ亡 ブル モ其ノ 制度 ハ亡 ビザ ルナ リ卜 信ナ ル哉霄 

ャ 是レ 志士 仁人 ガ大ュ 其 ノ心ヲ 慰ムル 所以 ナリ 天德 ヲ我ュ 生ゼリ 桓魈其 レ我ヲ 如何、 トー 一一 一 ：！ へ 

ル モ 1K ハ 善人 ノ事業 ヲ 保護 ス ルーセ ノナル ヲ信ズ ル ョ リ出デ クル モノ ナル 可シ 喧誰レ 力 善行 ヲ徒 

勞ナリ トス ルカ 余輩 世人 ノ 風潮 11 逆ヒ 正義 ノ爲メ 一一  狂ト呼 バレ 痴ト云 ハレ 贫賤 陋^  一  1.;^ リ 

テ世 ヲ去ル モ何ゾ S フ可ケ ンャ 思フ 一一 神 ハ予等 ノ志ス 所ヲシ テ徒勞 一一 屬セ シメザ ル可シ 英！：  ノ 

書  翰  ニニ 五 
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詩人 ゥォ ル ヅゥ. - ルス 曰ク 善人 ハ氣 息ヲ絕 スルモ 死セズ 盖 善人 ハ死セ ザ ルナ リト (是靈 魂ノ不 

滅 ナルノ ミナ ラズ 溫 3 キ 事業 ノ効 * 世間 ュ殘 リテ人 ヲ益ス ルコト ノ絶ェ ザルヲ ィフ) バイ 口 ン曰ク 

善人 ノ 功業 ハ倍久 シテ倍 ト加ハ ルナ リト 是言ノ 適切 ナ ルハソ クラ テ ー、 キリスト ノ德 篛ハ 歳月 ヲ 

經 ルー 1 從ッテ 愈 其ノ効 Bi^ ヲ 現出 セル ヲ以テ 1^ ス可シ 其 レ然リ 故 一一 予輩ハ 一時 ノ 禍害 失敗 一一 挫折 

セラ レズ 裔進銳 意 今日 ト言ハ ル、 間 一 1 祌ノ國 一一 勞ラ ク可キ 「ナリ 世ノ屮 一一 痕跡 ヲ止ム ル程ノ 善 

事 功業 ナク 逸樂ュ 世ヲ終 ラバ 天人 ノ前 一一 耻カ シキ限 リト謂 フ可シ 余輩 ハ此ノ 身ハ死 スルモ 死ス 

可ラ ザルノ 功業 德澤ヲ 樹立 シテ 此世ヲ 去 リ タキ モノ ナ ラズャ 形 體上ノ 富貴 榮利ハ 身ト共 ュ亡ビ . 

テ變遷 常ナク 才擧 トイ へ iH 祌ヲ 敬畏シ 世 益 ヲ圆ル モノ 一一  非 ザ レ バ忽チ 一一 シ テ消ヱ 行 クヲ免 レズ 

豈憑ム 一一：； 止 ラン ャ 彼ノ西 行ガ崇 德帝ノ 陵- 詣テ、 よしや^ 昔し の 玉の ゆか とても か& らん 

後 は 何に か はせん ト云 へ ルゴ トク 四海 ノ富 天子 ノ尊モ 死シテ ハ何ノ 益 力 アル 若シ 孔孟 玻巴ヲ 

始メ トシ テ 世々 ノ 義士 仁人 ノ如ク 身 ヲ棄テ 、人 ノ爲ニ シ港 #ノ 德義ヲ 校 表 トシ テ 其ノ 功一-傚 ハ 

バ 其 ノ功萬 世 不朽 ナル 可シ 何 ゾ彼ヲ 棄テ、 之 ヲ取ラ ザルヲ 得ンャ 今年 ノ初メ 一一  死歿 セル 英 

國ノ 名士 カァ ライル ハ 文 一世  一一： J:^ 絕シ其 ノ巍々 タル 志氣 義烈 ハ 懦夫陋 儒 ヲ， 鼓舞 シ 頗 ル聲 名ヲ博 シ 

タル 人ナリ 或ル 新聞 I 一 其 ノ死ヲ スル ノ文ヲ 載セタ ルガ 其 ノ 中二 左ノ語 ァリ 曰ク カァ ライ 

ル 氏死シ テ 諸官衙 ノ國 旗ヲ下 サズ 哀悼 ノ 砲聲聞 へ ザレド 其 ノ實ヲ 言 へバ 王者 ノ死 一一 同ジ 藍 力 

デ ライル ハ 讓 世界 ノ王 ナリト 鳴 呼 亦 偉ナル カナ 大丈夫 世-一生 レテ カァ ライル ノ如ク ナラズ 


ンバ何 ヲ以テ 人 一一  立 タン ャ 然レド モ 余輩 ハ名 ヲ求メ 利 ヲ釣リ 功 ヲ貪リ テ是ノ 事斗 お ヲ爲ス 可 

ラズ 唯 上帝 ノ意 義務 責任 ノ念 世益ヲ 企圖ス ルノ 丹心 ヨリ 發シテ 以テ之 一一 從事セ ザ ル可ラ ザ ル 

ナリ 斯クテ 世ヲ終 ラバ 如何 一一 梁 敢ナキ 露命 モ亦 愉快 ノ 「ト謂 フ可シ 何ゾ夢 幻 泡 沐ノ歎 ヲ爲ス 可 

ン ャ 況 ン ャ祌 ヲ信ズ ル モノ  ノ 靈魂ハ 永 ク帝傍 一一 侍立 シ聖 天使 ト共 一一 變易 ス可ラ ザ ルノ せ；：！ 性 ト成リ 

智德日 一一 新ナル 幸福 ノモ ノト ナリ得 ルー ー於テ オヤ ^レバ 信徒 ノ 死 ハ 前途 一一 望 ミ ァ リテ旣 S モ 共 心 

ヲ慰ム ルー 一足 レリ 若シ夫 レ碌々 一 善事 モ爲 サズ穴 ヤンク 貴重 ノ 光藤 ヲ消亡 セル 楚ハ旣 牲ヲ顧 ミテ何 

ノ 愉快 カァ ル 察セザ ル 可ラズ 予ハ 今日 糸 我 氏 ノ死ヲ 聞キ此 一一 感ァリ 細 力 一一 已往ノ 事 ヲ顧ミ レ 

バ 神人 ノ前 二 恥 ヅ可キ コ ト多シ 唯 已往ノ 如何 ト モス ルナ キ ヲ 嘆息 ス ル耳 神ョ願 ハク ハ 我 ガ過チ 

ヲ 赦シタ マ へ 

/一 イヴ ィァス 

祌道 總論ノ 著者 倪維斯 ハ米國 長老 會ノ 派遣 { 一 H; 敎 師ナリ 其名ハ N つ villS トテ 夫妻 共 チヨ .V トシ タ晷 

者 一一 テ英. 語 一一 モ 二三 ノ著 瞥ァリ 因ミ ニ云フ 天道 溯原ノ 著者 丁 韙良ノ 三字ヲ 世人 ハ チ ント請 

メリ 是ハ大 ナル誤 護ナリ 丁ハ 馬丁 ノ 略韙良 ハウ イリヤ ムナリ 該 著お ハ 米！： 人 二 テ.^ りャム 

i  テン ウイ リ ヤス 

(通 稱) テン (姓) ト云フ 之ヲ 支那 ノ稱呼 一一 擬シテ 丁韙良 ト云ヒ タル ナリ 是人ハ 北京 大舉敎 

頭ト ナリテ 支那 先帝 ノ御覺 モ殊ニ 宜シク 冠 西 (,|| 二 ト 云フ號 ヲ賜ハ リタ リトゾ 

家慈ハ 近日 殊ノ外 健 カナリ 然レド モト テモ 人並 二 ハ行 カズ 愚弟 ハ勉 强ハ ス レド モ舉才 二 乏シキ 

モノ 故迚モ 舉者 一一 ナ ル 望 ミ ハナ シ 何 一一 力 農 商ノ中 一一 從事 ス ル 見込 ナル 多分 今 明年 ノ巾 ュ ハ 北海 
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道 一一 赴ク コトナ ラン I 

此之 寄狀ハ 糸我氏ノ訃音ョ リ感ヲ來シ^|:々 ノ 思想 ヲ筆  一 I 任 力 セ テ寄キ 列ネタ レ バ 非 *  一！ 長々 シ午 

モノ トナ レリ 且燈下 蚊 一一 攻 メラ レナ ガラ取 リまギ 候 事故 殊ノ 外字 嘗： 亂雜 ヲ極メ 文理 紛々 ト シ テ 

御 了解 一一 困 マ ラル、 ナラ ン 乞恕 セ ョ 

七：：：： 十二 日夜，  正 久 

季子 様 

〇 同 jq  ( 一  A 七 九 华) 

今日 ハ主ノ 安息日 故 平生 ハ 俗事 11 ハ^ 取 リ申サ ズ候得 共 明日 明後日 ハ兩日 共 雜誌發 行-一 テ 寸暇 モ 

有 之 問 敷 ト^ 候 取敢ズ 一書 ヲ拜啓 致 候 偖 ハ愈ニ 日 御 發船ト ノコ ト 就テ ハ舊來 相知レ ル人モ 冋 

船サル 、由 誠 一一 好キ 都合 トコ ソ存候 先 ッ頃御 出京 之 節不忍 池畔 吉岡 氏ノ許 一一 テ其 容貌 ハ&、 ネテ 卿 

認 シリア ル島直 氏 ハ コ ノタ ビ鄕里 一一 何 力 事 起リテ 遽 力 二： 歸國 セラ ル、 コト、 ナリ 十 ュ八九 ハ君ト 

同船 シテ祌 戶迄赴 カル 、 ナラ ン萬ー ！ ^一一  シテ 3R 子 輩ノ手 ヲ借リ 右 クバ 心副ヲ 得度 キ m 心 召 シナ ラバ 

Hi: 氏 二 依賴サ レ ョ (編者； 此 の 所 屮斷) 

左ノ 1 篇 ハ英國 有名 ノ 詩人 ヒ ー マ ンズ女 ノ作ナ ルガ 聊カ感 ズル所 了 レバ 其 詩集 中 ヨリ 摘錄 シテ髙 

覽 一一 供ス 基督 風波 ヲ靜ム ルノ圖 
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番號 11 隨ッテ 譯ヲ下 シテ見 タマ へ 船中 ノウ サ晴シ 一一 御 一 讀ァレ 然シ寫シ ャゥガ.？3^んシキ故御了.^ 

一一 ナ ラン 力 モ知レ ズ 

(編者 註、 此處切 取 ラレ テ DUM ラズ) 

杉 森 幾 馬 外 一 人モ 多分 島氏ト 间行ナ ル可シ 御歸^  ノ後 玉章 ヲ家母 一一 御 贈リ下 サル可 キ旨贵 意殊 一一 

戈ぶ 力 ラズ^ 候 若然 ラン 一一 ハ病 母ノ心 * 力 シ滿足 慰 悅スル コトナ ラント 今 ヨリ 樂ミ候 何程.^ スモ 

^別 ハ盡 ク可キ 一一 非ズ 且再 會ノ期 乇之ァ ル モノ ナ レバ 何 ゾ喃々 多言 ヲ用ヰ ンャ 此上 ハ：^ 上恙ナ 

ク 陸行 モ事ナ ク シ テ御歸 省之ァ リ シ 報道 ノ到 ルヲ指 折リ數 へ テ俟 ン耳 冀 ハ ク ハ 在天 聖父ノ 恩寵 平 

棄 ト，， S  ノ人々 ノ上ニ 止 マリ 今般 君ノ 御歸省 一一 由 リ 福音 ノ 光 贵{豕 一- 洽 カラン ヲ祈ル isi 孟 兩 

親 及へ 古 弟 ヨリ ハ吳々 モ宜 シクト 申ス事 一一 テ候 不具  . 


七月 十七 日 安息日 午後  ；止 久 

季野. 様 

時節 不和 二 候 へ バ 途上 御用 心 ァレ 刖シテ 海路 ハ邪氣 一一 侵サレ ザルャ ゥナシ タマへ 祌 戶カ大 Ig- 一一 

御着 ノ折 一 寸葉 がき 11 テ 船中 ハ 無事 ナ リシ 趣 御 報 ラセ 下サラ バ幸甚 

〇 山 內季野 紹介の ため 島 直に 宛てし もの 0  <七 九き 

拜呈 陳者 時下 炎熱 燬ク ガ如ク 殊 一一 一 葉 波 御旅 行ナ レバ 左コソ 物憂 ク思 ボス ラメ 惜 此；！ 人 

ハ山內 季子 トテ 横濱 敎會ノ 信徒 ナ ルガ 此タ ビ歸省 セント シテ 兄等ト 同船 致 サレ候 就テ ハー；^ 人 

ノコ トナ レバ 船中 何 クレト ナク御 心 添 被 下 ャゥ此 段 生 ヨリ 願 上 候 日 來ノ交 誰 ニ住セ 御 許容 ヲ 

賜 ハゃ大 虔ノ至 リー 1 候 御 途上 無異 首尾 ョク御 歸鄕ァ ラン コト ヲ祈ル 頓首 

七 H 十七 日  械村 正久 

島 愛敎兄 

〇 紀州 W 邊に歸 ^せる 山内季 野に 宛てし もの (一  <  七 九 年) 


(編者 註、 初 S 部分 散逸： > 

门十 晚 紀伊國 ノア タリ マデ 延及ス ルナ ラン 君ノ 鄕里ノ 近傍 一一 ハ未 ダ耶穌 敎ノ及 ベル 形跡 ハ之 ナク候 

ャ 成ル 可クハ n 十ク 一 人 ノ傅道 師ヲ紀 伊へ 派出 ス ル ュ 至ラ ン コ トヲ. ば-土 ムナリ 

弊 家 皆無 事 日子 ヲ消シ 居候 問 御 放 慮 有 之 度 候 別 シテ家 慈 ノ常ー 1 ハァ ラデ健 ナルハ 賀ス可 キコト 

ュ 御座 候 

生 ハ 近 R ノ勤勞 ヲ慰セ ン タメ 本 月 中句 二 ハ 一 週日 ヲ限リ テ南總 火 十九 里 二 遊バ ン ト欲ス ルナ リ 

彼 所 ノ海ハ 名 一一 オフ 太平洋 一一 シテ殊 一 1 洪浪怒 波 山岳 ノ若ク 一 望 萬 里絕大 ノ奇觀 一一 テ候 得^ 精祌ヲ 

^一一  爲ス 1 一足 ル可ク ト存候 我ハ夏 日ノ 長キヲ 好ムト 古人 ハ云 ヒケ ン 然レ ドモ此 ノ炎 いお 一一 ハ 

萬 事 ヲ放拋 致 度キ程 一一 テ 巧妙 ナル 考案 モ浮 バズ 自然 筆 现モ懶 ゥク相 成 候 

昨日 大川 かし サ ン ハ奥 野氏ノ 妻女 ト共 一一 來訪セ ラレ タレ ド 折 惡シク 不在 一一 テ面會 ヲ爲ザ リシ ガ 

母トハ 數刻ノ 談話 ヲ致 サレ タル 様子 此程ハ 病 氣トカ 二 テ下谷 ナル兩 親 ガリ 二  ci- ラ レミ：！ ルノ方 一一 

ハ在ラ ザ ルト ノコ ト ュ 御座 候 多分 明日 ハ 拙宅 一一 參リ 聖日 ヲ守ラ ルヽナ ラン 

此 手紙 ヲ書ィ テ居ル 所へ 高 橋 氏 等數人 ノ 來客 ァ リ テ 之ガ爲 一一 時 Si ヲ多ク i ず寸 ハ レ 餘.^ ヲ拼送 クル ノ 

暇ナシ 報 答 遲引之 段 全 ク例ノ 多忙 一一 由リ候 事故 御 海容 ヲ乞フ 

何レ 北： .2: 折ヲ兑 テュル/ \ 一書 ヲ呈グ 可ク候 今日 ハ先 之ニテ 筆ヲ櫊 クー 一 ナン 匆々 

八月 六日  •  、  植村 正久 

書  翰.  一四 三 
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山內 季野樣 • 

敎外ノ 者ト敎 報ノ談 ヲ致サ ル、 時 ハ成ル タケ 喋々 シ キ 議論 一一 渉 ル勿レ 議論 ョ リ 眞實ノ 懇話 ノ 益 反 

ッテ 大ナリ 之 トテモ 臨機 應變 ニハ如 カズ 議論 反ッテ 功ヲ成 スャモ 11 ラレ ズ候得 共 先々 議論 メキ 

タルコ トハ少 キヲ可 トス 川ナキ 御世 話 トナ見 給ヒソ 

〇 同上 (一 A 七 九 S 

秋風 漸ク 吹キ至 リテ將 一一 塞 蜾 ノ聲ヲ 聞 力 ン トス 午埶ー 依然 猖厥ヲ 極 メ候得 共 朝タハ 少シク 凉ャカ 

ナル様  一！ 覺へ候 頃日 ハ 如何 御 起居 遊バサ レ候ャ 廼 堂始メ 各位 一 1 モ愈御 安嵌ナ ラン ヲ望ム 預ネ 

テ御企 11 ノ コ ト 一一 テ 候得バ 定メテ 親族 ノ人々 一一 福音 ヲ御傳 へ ァ リシナ ル可シ 北ハ 結局 如何 ナルサ マ 

-ー テ候ャ 一： 儿 來耶穌 モ預霄 者 其 故里 一一 尊 マ レズ ナド 仰セ ォカセ タマ ヒシ程 一一 テ 親戚 ノ輩ー I 悔改歸 正 

ヲ您ム ルコト ハ容； ^ナ ルガ 如ク 一一 テ亦 甚雞キ モノ 一一  テ候 小生 モ厘是 一 1 ハ 辟易 致シ候 故君ガ 苦心 左 

コソト 察 シ入候 然レ ドモ祌 一一 於テ ハ 成シガ タキ 所 ナシト ハ 聖經ノ 本文 一一 御座 候 得 者 益 御 勉强有 之 

度胶 祌 ノ榮ト 救主ノ 愛トヲ 顯彰シ 人類 永遠 ノ苦罰 ヲ拯ハ ント欲 スルノ 赤心 アル  一！ 於 テハ至 險ナル 

人心 乇怖ル 、 二 足ラズ ョ ク勉 メタ マ へ 紀伊 ノ國ハ 名山 勝地 一一 富ミ 天然 ノ美觀 心 ノ儘ナ リト承 

リ候 得バ御 鄕ノ後 ハ 必 ラズソ コ 、パ タノ 佳 r& ヲ得ラ レタ ルナ ラン 願 <  クハ得 ルー I 從ッ テ寄示 セラ 


レ 候 へ 近 3^ 或 ル西 人ノ囑 一一 任 セ萬葉 集 ヨリ 數篇ヲ 英文 一一 譯 シ 候 之 際 其 全集 ヲ 通讀 致！^、 テャマ トウ： 

タノ 長所 ト 短所 トヲ 聊サカ 悟リ得 タルカ ト存ジ 候 詩歌 ハ人^ 社會ー I 取リテ ハ殊ノ 外 usii 大ノ關 係 アル 一 

モノ 故 倭 歌ノ 改良 ハ 一 日モ 忽カセ 一一 致ス 可キコ トー I 非ズ 此等ノ 事共 後日 ー篇ノ 文章 トナシ テ御郵 

途申上 ゲン ト存候 

一昨日 ハ 安息日 一一 テ ミ ラ ル 夫婦 打チ連 レ テ 下谷敎 #1  ノ 集リ 11 參リ候 節君ノ コ ト ナド懇 a  -1 尋ネラ 

レ候 御 閑暇 ノ折リ 彼 ラー 一モ 一封 ヲ寄 ラレ ョ 先般 申シ上 タル 通リ本 月中浣 一一 ハ南總 地方 11 遊 バン 

ト存 居候 所 六合 雜誌 第一 一年 目 乃 チ來ル 十： ヨリ 毎 ：！：：  二回 二爲ス ノ議起 リ右ュ 付资 本金ノ 周旋 等 一一 奔 

走シテ 今迄 M) 延致候 然シ是 レモ 略 其 端緒 一一 就 キ候故 不日 彼 地-一 發行可 仕 候 南總 ハ母ノ 生地 一二 r 

生 二 ハー ト方ナ ラヌ恩 慈 アル 祖父母 ガ 墳墓 ノ地 一一 候 得 者 コノタ ビハ其 墓前 一 1 詣シ 舊時ノ 事ナド E 心 ヒー 

出サ ント存 候 三 伏 ノ問ハ 世ノ 活劇 モ暫 ラタ 休 停 ノ氣色 11 テ差シ タル 異變モ 無 之 候 得共此 IS 生 r:. ノ 

癀ー I サハリ 候 一事 ハ 開拓 使ノ 一  件 (噺 1^ 难 I 見々  一. 5;) ナリ 育 吏ノ 塑斷 私曲 惡 ムべ キナリ ムカシ 結 

髮腕ヲ マク リシ コロ ナ ラバ 三尺 ノ壯 刀何ノ 爲ニ帶 ブル ャトデ モ言ヒ 激烈 ノ擧動 ニ及バ ンカ モ知ル 可： 

ラ ズ 候 得 共 明治 ノ 昭 ±- 一一 生 レ 福音 ノ 和氣 一 1 薰 セ ラレ 候 身 ハ 左 ル 〔《^^擧 ハ 好マシ カラ ズ 唯； ニ寸ノ 頭 一 

ト 一 本 ノ禿華 ヲ以テ 侃々 ノ議 誇々 ノ論 アル 而已 是ラハ 政談 一一 涉リ候 得 共 吾人 ノ論ゼ ザ ルヲ得 ザ ルー 

所 11 テ候 何トナ レバ 我ラ ハ靈ナ ル祌國 一一 屬スル 而已ナ ラズ數 千年 來 祖宗 墳墓 ノ在ル 所忘レ ント 欲. 

シ テ モ忘 ル可ラ ザル大 八洲 ノほ民 一一 候 得 者 日本 國ノ 時事 ト 爲政 ノ 得失 ヲ論 ジ聊サ カナリ トモ 國恩  一 I 一 
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報 ヒザル 可ラズ 是 基督 ノ精祌 保 羅ノ素 意 一一 御座 候 處士橫 議ナド 、言 フ人ハ 言へ 我 ハヮガ 義務 ヲ 

盡シテ 止 マン 而已 

不順 ノ節 一一 候 得 者 努メテ 御用 心ァレ 令 慈 一一 ハ宜 シク御 傳言ァ リタ シ 當家 一同 ヨリ モ宜シ タト 申 

スコ トニ テ候 

願ハ ク ハ祌 ノ恩惠 平和 君ガ家 11 止 マラン コトヲ 亞孟 

八月 十六 日  正 久 

季 子樣 

書物 ナド御 不自由 ナル モノ ハ 敎報 一一 關ス ルト否 トヲ^ ハズ 何 一一 マ レ御申 越 シァレ 早速 御 送致 申 

サ ン 

〇 同 上 

一 一惠 書 ヲ辱ゥ シ思ヒ ナガ ラ復報 ヲ怠リ 候 所 昨朝-一 至 リー 一十三 日 之 御手 書ヲ 領シ實 一一 感荷 之至此 

事 -ー 候 先以 貴家 各位 御淸 榮欣賀 無量 -ー候 サテ 昨日 ハ 東京 靑年會 之 演說ヲ 新 榮敎會 - 相 開 キ演說 

者 ハ 近頃 本邦 一一 來遊セ ラレ タル 米國 ノ學士 ボウ マ ン老 先生 小 崎 弘道君 及 拙者 之 三 名 一一 テ聽衆 ハ 無慮 

三百 五十 名堂內 立錐 ノ餘地 ナク戶 外 一一 立チ窓 一一 寄ル モノ モ數多 見受ケ タリ 炎暑-一 思 合セテ ハ大當 

リト存 候 、gr^ 先生 ハ 基督 敎ト 文明 ノ關 係、 小 崎 先生 ハ 基督 敎 ト道德 トイへ ルヲ可 ナリ上 乎-一 


辯說 セラ レ タリ 拙 モ其驥 1-^ 一一 附シテ IS 祌ト 云フ題 一一 テ 演說ハ シ タル モノ  、^之 坤 ぉナル -ー ハ困 

却 致 候 

令妹 タ チ ハ 頗ル 敬虔 ノ路 一一 進歩 致サ レ候由 眞 一一 偸 快 之 至 一一 御座 候 拙者 ガ其 信仰 ヲ ブ コトト 親愛 

ノ 懇情 トヲ之 二 致 聲シタ マ へ サレド 御 母 公 ハ未ダ 救主ヲ 信認 スルノ 好^ ヲ結ブ 一一 至 ラザル 旨誠ト 

一一 卸 痛、. ：3 左 コ ソト存 a5f 然シ 是トテ モ 必定 信仰 ヲ起 スノ 時節 モア ル可 キナ レ バ 只管" rK 佑 ヲ求ム ル 二 

如 カズ 餘リ 人爲ノ 効能 一一 倚ル トキ ハ反ッ テ 痛心 失望 ヲ 招ク而 己ナラ ンカ ト存候 ^ガ 仲兄 ハ 敎喾 

類 ヲ硏究 致サル 、趣 神 ノ啓導 二， H リ 救主ヲ 認ムル ニ至ラ ゾ コト ヲ望ム 同 ハ近來 何等 ノ コ ト 一一 努 

カセラ ル、 ャ 拙者 ハ n 十ク 尊堂 始メ 君ガ 兄妹 諸子 二 面唔致 シ 度存ズ ルナ リ 唯天ノ 一方 一一 隔離 ス ル コ 

ト ヲ感ム ル耳 ，：. お 乎何レ ノ  in 力 一所 一一 團座 シテ胸 M】 ヲ竭ス ヲ得 可キゾ 祌 ノ聖ビ 2  ノ縱 ス所ナ リ セ バ 

共 佳 期 モ 蓋遠キ -ー 非 ザ ル可シ 何 トナレ バ 關西 地方 一一 漫遊 セント 欲 スルハ 舊來ノ  ^ 一一  御座 候 得 者 

財政 ノ 模様 一一 由 リ隨分 其 御 地方 一一 趣ク コトヲ 得 可ク候 

預ネテ 胸 一一  御蓄藏 ナナ レ候 詩作 モ 此炎埶 一一 一 ャ 恐レケ ン 天外 遙カ -ー 飛行 候. 5 實-淺 念 之 至  一一 0 

然シ 暑中 i で、、 ノ タメ  ニ暫ク 熱 地 ヲ去リ タル マデ ノコ ト故 定メテ 氣カヲ 十分  一 I 養 ヒ其レ コソ目 ュ兑へ 

ヌ 鬼神 ヲ モ 取 リ挫ギ 天メッ チ ヲ モ動 カス 程 ノ妙篇 佳作 ヲゃ： サ ル ルナ ラン 然 レバ 彼ガ ラクノ 逐電 

ハ後ノ 樂トナ ル可シ サ ハ 候ハ ズャ 

責書末 文  一 I 曰ク 後日 一 編ノ御 佳作 ヲ御 郵送 ァラ ントノ コ ト日々 待 居候 云々 恐ラク ハ前ノ 拙書ヲ 
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0  ^  1 E 八 

li^ 、解 致サレ タル ナラ ン 再 ビ彼書 狀ヲ御 一 讀ァ レ 生 ノ意ヲ 開陳 シテ申 サバ吾 ガ邦ノ 詩歌 二 ハ^ダ 

宜シ カラ ヌ コ ト 共多シ 故 一一 近日 西人ノ 議論 ヲ 掛酌シ 人性 ノ需耍 一一 照ラ シ 詩歌 ノ 性質 目的 功 W 體格 

等 ヲ略論 シテ之 ヲ敷島 ノ道ニ 達 セル 諸 先生 一一 示 シ以テ 和歌 ノ 改良 ヲ 11 ラント 存ズ ルナ リ 强 ガチ自 

身 手 ヲ下シ テ 詩歌 ヲ 吟咏ス ルノ心 二 ハ 御座 ナク候 待テ ドモ^ \ 拙作 ノ御 手許 ュ 到達 セズ トテ大 二 

御 失 ラ レ ヌ樣其 御用、 43 迄 二 右 中 上 置候 也 然シ彼 詩論 ハ 脫稿次 第 御 郵送 中サ ン (f 麟 "W-J け 1 

ま^ T1  术ノ) It  is  l)orll, I 讓 二  c  (詩人 ハ 天性 ナリ 練習 シテ成 ル可キ 一一 非ズ) ト ハ西人 ノ申ス コ 

ト 一一 テ 支那 一一 モ酒有 別 腸 詩 有 別 方 ナド云 フ語ヲ 見 カケタ リ サ レバ 詩才 ナキ モノ ガ， き 理ャリ 一一 詩 

歌 ヲヒネ クル ハ 時間 精力 ヲ 損害 スル少 カラ ズト存 候 問 生ハ餘 リ左ル コト 一一 ハ心ヲ 委ネズ き、 生ハ 

詩作 家 二 非 ザ レド詩 ヲ好ム 者ナレ バ 本邦 詩歌 ノ 得失 ヲ 辨ゼン ト欲ス ルナ リ 故-彼 ノ 詩論 ハ 詩人 ノ 見 

解 ニ非ズ 好 詩家ガ 傍觀ノ 見解 ナリ 實 一一 今ノ 和歌 ヲ 改良 ス レバ 非常 一一 美麗 洪大 ナル 詩與 ヲ 輿起ス 

ルノ基 一一 御座 候 

近頃^^ TiF:^ 氏 夫婦 ノ^ 共 ノ申サ ルルー ーハ 季子 サ ンガコ チラへ 歸 リタ ラバ 私共 ノ家 一一 逗留 シ テ可ナ 

リ 左ス レバ 大ィ ュ 都合 {且シ カラ ンナド 聞へ 候 彼 ノ人ノ 家 二 ハ 日本人 ノ 起臥-一 便ナ ル窒ヲ 一 ケ所設 

ケ テア リ旁 世人 ノ言フ 所 ヲ御麼 (か ヒア ルー 一 ハ 至極 結構 之 事 ト存候 間 ー應御 勘考 アル 可、、. > 

彼ニ^^^ハ 我等兩人ノ爲ーー ハ太ク 心配 致 サレ候 

信 州 ヨリ 演說 一一 招 カレ タレ バ .^=^-月中句ーー ハ小崎 世 良田 (職 1 細ハ n 歸) ノ 諸氏 ト共 一一 上田 一一 赴 力 


ン ト欲ス 僕ハ ミラ ル氏ト 共  一 一士 一三 口 頃 夜 馬車 二 テ參ル 可キぼ 昨夜 问氏ト 約束 ヲ， ：； 儿メ候 何分 蕃キ 

實ヲ 結、、 ハ セ度； 候 

家 慈へ 向ケ 一 封ヲ 御^ ミ下サ レ 誠 一一 滿悅 ノ樣  一一 へ 候 右ノ 御禮ハ 拙者 ヨリ 篤ク 中ト： 候 別段 御 返 

15:- ヲ致サ ネド又 折 アラバ 芳翰 ヲ御惠 ミ 被 下 度 i^、 

時下 御用 心專ー -1 存候先 者 御 報 答 迄 若斯候 匆々 

八 巧 三十日  植村 正久 

季 子 様 

0 司 b  (一八 七 九 年) 

秋氣漸 ク深ク 四方 ノ山々 將 一一 紅葉 ナ ラント スル 時節 一一 相 成 リ候所 贵家愈 多祥 ナルャ 否 當地 一一 於 

テ モ 無事 一一 起居 致 居候 生モ昨 金曜：：： 夜更ケ テ信陽 ヨリ 歸京 仕リ 不在 中 山 ノ如ク -1 镇ミ ナリ タル 

事務 鞅掌 日 々 西馳 奔罷 在候斯 ル 時宜 故 久シク 音信 ヲ絕チ 思 ヒ乍ラ 怠 俊 ノ罪ヲ 得 タリ 仄カ 11 問 ケ 

バ 近 來貴體 一一 恙ァリ 候 ヤノ 由 一 1 御座 候 ガ歸京 シテ初 メテ之 ヲ傳承 シ殊之 外心 痛 致 右ハ 何等 ノ御 

病氣 二 候 ャ由々 シキコ トー ーハ アル マジ キヲ 冀望ス 生ガ 今回 ノ 旅行 ハ 名山 奇勝 ヲ 跋涉シ 都人 士ノ 

見 馴レザ ルコト ヲ遊觀 致 シ候 事故 其 愉快 名狀 ス ベ 力 ラ ズ 唯^ モ共 一一 行 カレ タラン 一一 ハ亦 ー歷ノ ei 
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書  ®  -  1 五 〇 

境 一一 至 リタ ルナ ラ ンナド 申 居候 今 聊サカ 旅行 ノ 情況 ヲ記シ テ高覽 一一 供セ ン トス 

信 陽 紀行 

今玆 辛已ノ 九月 余 信 陽 11 遊ブ 藍該地 有志 諸君 ガ予ノ 一 遊 セン コ ト固 ク請フ テ其勢 担 ム可ラ ザ レ バ 

ナリ 十六 曰 朝来！ f 、天 微雨 時 一一 降ル 然レ ドモ發 ノ 期ハ已 一一 迫 リテ餘 日ナク 一刻 モ 躊躇 ス可. ヤー I 

ァ ラ ネ バ ^；：：心 ヲ決シ テ遊就 軒 ノ馬荜 一一 駕シ 東京 ヲ發ス 時 二 午後 六 時ナリ 日 全ク暮 ルル 頃 板橋驛 一一 

至ル 驛ノ 郊外 一一 ーノ 枯木 ノ屹立 セル ァリ 之ヲ 御者 1 一問へ バ 有名 ナル 緣切リ 援ナリ ト云フ 如何 ナ 

ル 痴漢 ノ言 ヒ出シ ケ ン 此极ハ 男女 ノ間ヲ 隔ルノ 奇効 靈驗ァ リトテ 愚民 ノ之ヲ 剪 リ取リ テ行ク 者 常 

一一 絶へ ズ 憶 昔父ガ 友人 某 一一 愛妾 ァリ 容儀 頗ル 美麗 ナリ 茶之ヲ 偏愛 シテ 正妻 ヲ省 ミズ 正妻 ハ大 

一一 之 ヲ -£ 怨 シ窃カ 一一 余 ガ家ノ 老僕 一一 囑シテ 此稷ノ 枝片ヲ 取リ來 ラセ 食物 一一 和シテ 夫ト妾 トー 一食 マシ 

メタル コト ァリキ 當時 予ハ幼 ハ牛ナ リシ カド 其事ノ 奇ナル 11 由 ルカ 今一 一至 ル マ デ之ヲ 忘ル能 ハザル 

ナリ 夜 一 時 頃 鴻巢； 驛 一一 達ス 乘合ノ 人々 皆車ヲ 下リテ 旗亭 一一 憩ヒ 朝飯 ヲシタ 、 メ ン ト云フ 夜ノ 

十二時 一一 朝飯 ヲ食ス ルハ蓋 之ヲ以 テ嚆矢 トス 然レ ドモ飯 惡ク茱 粗ニシ テ咽ュ ドリ 難シ 债カニ 一 

椀ヲ〈：^ンテ去ル 黎明 中 仙 道本庄 (一一 一一^) 一一 着ス 

十七 E 午前 七 時 烏 川 ノ渡頭 一一 達シ 河水 ヲ兑ヮ タセバ 連日 ノ 降. 则 一一 ぬ リ 水勢 大 一一 膨胶 、ン 奔流 怒 波 物凄 

キ許ナ リ之ヲ 渡 リテ對 岸 一一 上 レバ 驛ァリ 岩鼻ト 云フ 此 所ニテ 馬車 ヲ乘 リ替へ 九 時 前 高 崎 一一 入 ル 

該 ハ三四 年 前 雨 森 子ト共 一一 傳道ノ タ メ 半月 ノ 在留 セル 所ナリ 十 時 二十 分 群 馬 郡 安中 一一 着 


ス 安中 ハ新島 兄ノ花 £ 里ナリ 十一 時 m 十分 松 井 m 驛ー 1 逹ス 左顧ス レバ 上 毛 屈指 ノ勝概 タル 妙義 

山 雲 一 1 聳へ峰 m 突起 千 狀萬形 筆紙 ノ能 ク盡ス 可キ所 ニ非ズ 妙 義山ノ 西北 一一 山了リ 其 名 ヲ知ラ 

ズ 屮 Si 一  1 一 洞穴 ァリ 日光 ノ其問 一 I 透^ ナルヲ は. ル 土俗 傳稱ス ラタ 右大將 賴朝ノ 矢跡ナ リト^ 

モ亦^ シィ カナ 士 一時 半阪本 一一 着 ス (1111 六) 一 茶店 一一 憩 フ テ 午鈸ヲ 喫 シ 行李 ヲ 整頓 シ 輕 便 一一 支度 

シ テソコ ヲ出ヅ 蓋 シ阪本 驛ノ上 一一 嵯哦ト シ テ錄 二 山岳 連 一旦 起伏 セ ル モノ ハ^ 名ナ ル確永 5^ -ー  シ テ 

行 客ノ最 モ^ 難ト爲 ス所ナ レバ ナリ 一時 半！ a 勇 ヲ鈹シ 徒歩 行李 ヲ 背負 フテ之 一一 登 リ羊脇 タル 山徑 

ヲ攀ヂ 峻坂ヲ 踰へ渐 ク山巅 一一 近付 ケバ 斷崖千 似 惟 巖奇石 截然 ト シテ？ sffl セル ガ如ク 叫 顧 悉山ゃ 

俯シ テ 直下 ス レ バ 淙然タ ル溪水 飛 流ァリ 四圍ノ 山腹 日光 ト雲 色ト 一一 映ジ テ紅. S 金銀 ノ色ヲ 呈シ共 

風光 絡 佳言 語 ノ名狀 ス可キ 所 一一 非ズ 眼 ヲ轉ジ テ遙カ 二 上毛ノ 平原 ヲ見 レ バ 大山 小 丘出沒 起伏 シ テ 

其 間-一 一 帶ノ 白銀 ヲ布ケ ルガ 如キ 淸流ノ 隱見ス ルァリ 恍惚 トシ テ暫 ラク 心魂 ヲ It ハ レ意氣 甚ダ豪 

爽 愉快 思 ハ ズ 奇觀ト 呼べ リ 三時 四十 分北輕 井澤 驛 一一 達シ 馬車 一一 駕シ テ 追分. 11 着ス 夕陽 已 一一 西 山 

11 沒シテ 去向定 カナ ラズ 尋常 ノ 旅行 ナ レ バ其所 一一 一 泊 ス可キ 害 二 ハ ァ レ ド急グ コト ナルヲ 以テ人 

力 車 ヲ雇ヒ 小諸驛 1 一到 ル 時 ュ 午後 九 時ナリ 一 一三 ノ 旗亭 一一 到リテ 一 宿 ヲ求ム ル モ错 謝シテ 容サズ 

止 ヲ得ズ 眞木氏 ノ寓ヲ 訪フテ 一 泊ス 

十八 日、 今日 ハ 安息日 ナレド 上田 一一 到リ テ說敎 ヲ爲サ ン ト欲ス ル ヲ以テ 午前 八 時 人力車 ュ 乘リテ 小 

諸 ヲ出デ 十 時半 頃 上田 一一 着ス 旅装 ノ マ ヽ 二 テ會堂 一一 行 キテ見 レバ 講義 ハ己 11 始 マリ 居 タリ 


故 ニ朝ノ 講義 ハ爲 スノ 暇 ヲ得ザ リシ カド 同夜 ハ會堂 一 1 於テ 講義 ヲ爲 セリ 十八 日 ヨリ 二十 七日 一一 至 

ルマデ 一人 一一 テ所々 二 奔走 シ或 ハ中舉 校或ヒ ハ 議事堂 一一 於 テ演說 講義 ヲ爲シ 居 タリ シガー 一十 七日 ノ 一 

夕 小 崎 君ノ來 着ヲ幸 トシ 卽 夜中 學校 一一 舉術 演說會 ヲ開ク 聽者ハ 重モ -ー敎 員 議員 等ナリ 小 崎 氏 ハー 

輸出入 ノ 不平 均ヲ論 ジ余ハ 富有 ノ 配分 ト 云へ ルヲ 述べ タリ 翌ニ 十八 日，^^^^ 夫妻 及 眞木ノ 諸氏 小- 

諧 ヨリ 至ル 一 一十 九、 三十 ノ兩日 ハ舉術 宗敎ノ 演說會 ヲ中學 校 二 開ラキ タリ 演者 眞木 ミレル 小 崎 諸- 

子 及 余ナリ  _ 

一 一十 九日 


開會ノ 趣意 

結合 ノ 勢力 


無神論者 一一 答フ 

歐 米諸國 學校ノ 近況 


植村 正久 

眞木 重 遠 

小 崎 弘道 

植村 正久 

ミ レ ル 


三 十 日 

論お ノ 迷妄 ヲ排ク 

山林 保護 說 

111 麵 5t\ 

ハ 三百 人 ヲ下ラ ズ 然 レ ド 乇 演者 ハ 洋人 


/ 

眞 

ミ 


レ 


木 

ル 


小 崎 植村ノ 如キ雄 辨家ナ リシ ヲ以 テ聽者 ノ不滿 


足ヲ 惹起 セル ャ必 セリ、 

十 巧 一 日歸途 二 上 ル途ネ 小 諸、 岩 村 田、 安中 等 ノ諸地 一一 停リ演 說若ク ハ 講義 ヲ爲 シ，^ ラ刈 氏ト共 一一 

七日 午前 丸 時 前 11 歸宅 セリ、 

此行實 地 IE 擊シテ 得 タル 所少 カラ ズ 今 其 一 一三 ヲ記サ ン 

地方 何 レノ鄕 一一 至 モ ，吃 然 ト シ テ 天空 一一 崛起 シ 白堊 眼 ヲ射ル モノ ハ 大抵 學校 一一 非ル ハナ シ 呼 八尘遝 

隆盛 智識！： 逹ノ日 近 キアリ ト謂 フ可シ 然 レドモ 智識 ノ 進歩 ト共ー 一人： SS, グ、 輕躁 利口 一一 流レ 谆朴素 

K ノ風ハ 地 ヲ拂フ ニ至ラ ン トス 今 曰 ノ敎育 ハ頭腦 ヲ培育 肥滿セ シメテ 心 ヲ枯渴 餓死 セシ ムル モノ 

ト謂ハ ザル 可ラズ |^.1ゾ以テ敎育ノ道ヲ得タリト爲ンャ 政府お 吏ノ 愚蒙コ ソ 心得 ネ 子 舆氏云 ハ 

ズ ャ謹庠 序之敎 巾之以 孝悌 之義 則 頒自表 不負載 於 道路 ト是レ 智識 道德ノ 並行 セザ ル可ラ ザルヲ 

一一 一一：： へ ル者ニ 非ズャ 

信州ハ 山林 一一 富メ ル國ナ レド 人民 ハ妄リ ュ 伐木 シ忌ミ 憚 力 ル 所ナキ ヲ以テ 滿山兀 トシ テ 樹林 ナク晚 

景山ヲ ナガ ム レ バ 物スゴ キ コ ト言 ハ ン カタ 無シ 山林 ハ 國家ノ 大事 之ヲ 保護 ス ル ト否 ト由リ テ大ナ 

ル 禍害 ヲ 引起ス ル ハ 古今 ノ. 歷 史上 一一 明ナリ 官府 モ頻リ 一一 此 一一 注意 シテ 夫々 策ヲ 施サル 、 モノ ノ如 

シ 上帝 ガ人ヲ 作 リテ之 ヲ埃田 二 置 クャ凡 テノ樹 ra^ 汝 ノ贪フ 一一 仕ス 云々 トノミ 云ハズ 之 ヲ耕シ 之 

ヲ粧ヒ 飾 レト言 ヘリ 吾人 ハ 天 物 ヲ取リ テ用ュ ル ノ權ァ ル而 己ナラ ズ之ヲ 保護 愛養シ テ類ヲ 減セザ 

ル様 注意 スルノ 義ムヲ 負 擔セリ 斧 1^ 以 時人 山 時 則 村 木 不可 勝川ト 言へ ル ハ 名言 ト言フ 可シ 

m.  一  五三 


此他 iiM ス可キ コ ト ハ多ケ レド箪 紙 ノ盡ス 可 キ所ー 1 非 ルナ リ 

六合 雜誌中 詩論 ト題 セル ー篇ノ 記者 ト 御意 ノ合ハ ザ ルコト アラバ 記シテ 之ヲ送 リタ マ へ 參^！^，仕 

度 候 也 

御 出京 之 節 ハ 何所ト 言 ハ ズ 拙宅 一一 致ス可 シ ト 決定 仕 候 ミレル 氏 方へ ハ .5 ルト彼 ノぉ銀 女ガ來 

リ テ住ハ ルノ ヤノ 了リ 贵家备 位 ノ敎法 上 ノア リサ マ ハ 如何 一一 候ャ 

先ハ. W 事而已 御 病氣. P 養專ー -1 候顿首 

十月 十日  梳村 正久 

季子 様  - 

前文-取 急ギ候 故字 句顚倒  > な) ヲ成サ 、>  ル モノ モア ラン 御 海容 ヲ乞 フ  - 

r.- 司 J.I  (一八 七 九 年)  . 

意外 ノ棘遠 多 罪く 一 日 御 投函 ノ華墨 昨夜 拜 irl 仕 候 先 以贵家 愈 御 多祥 欣慰 此蔡 一一 候當地 一一 テ モ 

1 同 無事 乞 勿 爲念意 陳者 御上 京 云々 被仰朴 I 候 趣 篤 ト考フ ル迄 モナ シ 今ャ寒 1K 一一  向ハ ン トス ル 

ノ 時節 トイ ヒ旁以 不便 モ尠ラ ズ候故 御 令兄 等ノ 御勸ハ 至極 御 道理 一一 候 i:: 者 今更 問然ス 可キ事 一一 ハ 候 

ハ ズ來^^迄御延引可然候然リナガラ此方 一一 テ ハ待 一一 待チ タル モノ 故 其 失 ハ又 一 入 一一 御 趣 候 併シ 


來 j;;^ トイ フ モ朿ノ 間 ト存ジ 候 得 者 左マデ 11 思 フ可キ 一 1 候ハ ズ 

兼テ 我々 ノ 結婚式 ハ來春 二月 ト定 マリ タル 事 一 I 候得バ 來春ノ 御上 京 ハ成 ル可ク 右一 I 問 一一 合 ヒ候樣 

今 ヨリ 御 都合 被 下 度 候 勿論 小 子 事 ハ餘リ 取 急 ギ候譯 一 1 ハ無之 候 得 共 親 ノ心ヲ 安 ズルモ 亦 義務 ノ 一 

端 否 小 子 ノ常ニ 樂ト致 ス事ニ テ候 {且 シク御 了察 ァ レ 

鈴 木 梅 仙 氏 ハ 過日 見 へ ラ レ タ ル 後音ト 沙汰 ナ シ 一一 御座 候 小 子 ョ リ敬宇 翁 一一 添書 ス ル ヨリ ハ .M  、野 氏 

ト 同行 サル 、方 好都合 ト存候 故 其 旨 申送リ 置 タル ガ已 一一 歸國サ レ タル ニヤ 

大阪 ヨリ 傳敎師 出張 致 候. H 追々 紀州路 一 1 モ 惠光ノ 透徹 ス， ルコ トナラ ン 若 派出 者 11 シテ北 ハ人ヲ 得 

バ祌ノ 恩 一一 由 リ好子 ヲ獲ル 亦 疑 フ可ク モア ラズ ^侶 聚ノ狼 狠ハ左 社 ト被存 候 卞：； 爪 京 一一 於テ モ眞敎 

一一 抵抗 ス ル 者 漸次 其 數ヲ增 シ駁擊 者 モ チ ラ /\ 相兑 へ 福音 ノ隆 興ノ 徴候 ハ 十分  一 I ァラ ハレき、 335 宗 

派ノ Is 侶ハ 近頃 耶穌敎 無 道理 耶穌敎 國害論 ナド申 ス書ヲ 著述 致 シ廣ク 世人 一 1 施與ス ル由 其 御 地 一一 

乇參 リ候ャ 右一 一 付 伊勢 核山ノ 諸氏 《答 解 ノ書ヲ 作 ラル、 趣 一一 テ其ー 篇ハ已 一, 發行 一一 相 成 候 未タ 

十分 ト云 フ譯  一！ ハ候ネ ド補益 モ亦歡 カル マジ ト存候 間 不日 數部ヲ 御 囘送可 致 一一 付近 隣 一一 散布 ァリテ 

可然 0^ 日未兑 一一 ハ候得 共 兼、 テ賴ミ 一一 致 居候 山 崎 爲德氏 ハ肝疾 11 棍リ 先月 中 西 京-一 テ 物故 セラ レ攸 

同氏 ガ 在世 ノ時 著述 セラ レ タル 天地 大 原因 論 ハ 少シ ク 現今 ノ學事 一一 心 アル 輩 一一 ハ 至極 恰好 ノ敎書 一一 

御座 候 故 近日 十字 屋 書店 ヨリ 御 許 一一 接 達ス ルナ ラ ン 有志 者 一 1 御 見セァ レ 尤モ 活字 ノ 誤植 不 候 

故 心 シテ讀 マ ル可キ 事 一一 候  、 

ffi  m  •  1 五 五 


書  翰  •  j 五六 

六合 雜誌 改正 後 ハ其體 裁 如何 御 品評 アル ャ 十四 號讀 時事 小言 ノ如 キハ 小子ノ 說致シ タルモ 

ノー 一 候ガ瑕 瑾ノ多 キコト 疑ナシ 御 遠慮 ナク御 指摘 可 被 下 候 ； 母號傳 記雜錄 質問 參議ナ ドハ 無名 ノ 

モノー 一  限リ主 一一 小生 ノ擔住 スル所 二 候故殊  一一 i; 注意 ァ リテ惡 キ所ハ 必 ラ ズ 御 申 被 下 度ず、 

家 母ノ コト御 尊下 サレ難 有存候 顷日大 一一 健 力 一一 テ 歳末 ノ 支度 ナドー 一 働 キ居ル 程 一一 御座 候 御 閑暇 

之 節 一 封 ヲ御投 與ァリ 御慰メ アラバ 小子ノ 大慶 不過之 候 

^；；^平炎暑ノ去リテ程經タル コ ト ーー候故 ^ガ詩 神モ御 歸國ァ リタ ルー 一 相違 ナシ 近頃 如何 必ズャ 

作 作堆 ヲ成ス 事ナラ ン ト信ズ 雙親及 舍ぉ等 皆. a シ ク巾セ ョトノ 事 一 I 御座 候 其 御 地 皆々 様へ モ何 

卒 ヨキ ナ 11 生ノ意 ヲ致サ レ ョ 別段 書 狀ヲ贈 リ不申 候 

サテ年 光 乇矢ノ 如ク梭 ノ如ク 疾走 シテ 今年 モ 最早 僅 1 1 旬 餘日ト ハナ レリ 實 一一 事々 物々 驚愕 ス ル 

而 己一 I 御座 候 紛槧ノ 業務 メザル 一一 ハ ァラネ ドモ擧 問 沈 滯シテ 年 光ト共 一一 進歩 ノ狀 アル ヲ見 ズ亦慨 

然 タラ ザルヲ 得ンャ ，4T 呼 天 願 ハク バ我レ 小子ヲ シシテ 草木 ト共 一一 朽シム ル勿レ  . 

霜ハ 湫渐ク 腐シク 寒氣將 一一 肌 一 一徹 セン トス 是 isH お 今日 ノ氣 候ナリ 南方 ハ 如何 爲 道勉勵 自重 セ 

ョ 仰 キ願ハ クバ 皇天 ノ恩 慈平康 貴家 11 止 マリ 令堂 始メ 諸君 吾 ガ福ー 晉 ノ樂地 II 歩ヲ進 メラ レン コト 

ヲ 頃 日 意外 一一 疎澗勉 メテ嗣 音 ヲ賜ハ リ度候 不具 

十二  =：： 六日  植村 正久 

山 內季野 様 


QljJT 上 (一八 七 九 年) 

本 月 六日 ノ 芳墨 雞有拜 讀致候 該書報 スル所 一一 由レ パ 愈 御 健勝 ノ 趣 欣慰ノ 至 一 1 候 愛 許 自今 ノ 情況 サ 

セル 變動 ナシ トイへ ドモ 唯家嚴 一身 一一 ハ 如何 ナル 原因 ャァリ ケン北 H 部 一一 脆 物ヲ發 シ 其 症 容易 ナ ラ 

ズ 一 日モ 等閑 一一 附ス 可ラ ズトノ 事故 昨日 ヨリ 病院 一一 入リテ 治療 致 居候 今朝 ハ少 シク 切斷ヲ 加へ 毒 血 

ヲ 出シク レバ 程ナク 平癒 疑 ヒナ シト 醫士ノ 申サル 、 一丁 ソキ大 一一 安堵 仕 候斯ル 事情 一一 御座 候 得 者餘リ 

御 心配 被 下 間 敷 候 

來 書中 狂藥云 々 ノ 條 ヲ讀ム 一一 至リ 爲 一一 愀然ト シ テ 憂悶 一 1 堪 へ ズ 飮酒ノ 弊ハ年 巧ヲ S 糸 ヌル 一一 隨ッ テ 

次第  一一 i シキヲ 加へ 士人皆 其 毒 一一 感染 セザル ハナ シ而メ 千 百 中 偶 此狂藥 ヲ服川 セザル モノ アルト 

キ ハ反ッ テ狂天 痴人 ノ名 ヲ取ル 二 足ル而 己時ト シテ ハ世ハ ハ ャ澆李 一一 ナリ ヌル ャト 嘆息 ス ル ノ外ナ 

キ 事ァリ 御 親戚 中 酒ヲ以 ヲ世ヲ 渡リテ 人ヲ醉 ハシム ルノ ミナ ラズ 自ラ其 毒害 一一 觸ル モノ アル ハ {芘 

11 哀シム 可 キ^リ ナリト 申 ス可シ ナ レドモ 上天 ノ 恩愛 威力 ハ 意外 ノ審 ヲ成ス モノ  II 候 得 者尙更 一一 

溫 良誡寶 一一 シテ 一 且 ノ敗衂 一一 屈 榜セ ザル精 祌ヲ以 テ之ガ 挽回 反 正ヲ圖 ラバ 決シテ 失望 スル ハ アル 

マ ジ 往事 ヲ憶 へ バ 我ガ トモ ガラ モ 皆世ノ 惡愁 名利 一一 醉 ヘル モノ ナ リシ 力 眞神ノ 誘 t$ 感化 ス ル所ァ 

ルー ー使リ 今日 ハ 俄然 長夜 ノ 眠リ覺 メタル ガ若ク 猛然. HI 省 シテ 前日 ノ非ヲ 悟 リ 蹶然起 ッテ 聖潔ノ  1^ 路 

#  m  .  ,r 1 五 七， 


#  m  1 五八 

一 I 上ル コトヲ 得 タル 一一 ハ非ズ ャ此ノ 一 大 奇蹟 ヲ我々 ノ上 二 成シ得 タル 上帝 一一 シテ形 體ノ酒 ニ醉へ ル 

モノ ヲ救 フノ 奇蹟 ヲ彼 一一 成ス亦 易々 タル ノ ミ君宜 シ ク耐 忍； m 久 在天 ノ 慈父 一一 哀呼 シテ 時ノ至 ルヲ待 

チタ マフ ベ シ 
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〇 司 上 ( 1 A  A  0 年) 

十二  二十 六日 夜 

季子 様  正久 

十九 H 出 之 御 書 昨日 到来 有難 拜讀仕 候 ^^テ仰越候敎書之儀ハ ロ十速十字屋ョ リ相廻シ候害其他眞现 

易 知 天 鳾之光 眞敎三 緒 等數部 郵便-一 付シ候 其 中 耶穌敎 問答 ト題 セル 小冊子 ハ原ト 井深 氏 之 著 

二係ル 啓蒙 ノ 一  助 トモ 相 成 ル可キ 力 彼 ノ初舉 問答 ナド ハ實 一一 先哲 ガ聖經 二 本 ヅキテ 書 キ著シ タル 

モノ 一一  ハ候得 共必ズ シモ悉 眞理ナ リトハ 見做 ス 可ラズ 遂條之 ヲ信ゼ ザ レバ 信徒- 1 非ズ救 ハレ 難ゥ. 

ト云 フニ 乇非ズ 人 ニ敎へ ントナ ラバ 北 ハ邊- 一 注意 シ 人 意 ヲ以テ 深遠 ナル聖 道 ヲ害セ ザ ル樣ニ 可 被 


遊 候 例 バ祌ハ 何故 -1 汝ト萬 ノ物ヲ 造レル ヤノ 答 ノ如キ 〈何 一一 據リ テ論ヲ 立ルャ 予 一一 ハ少々 分リ ：^" 

ヌル ナリ 左 レバ 其 心 シテ之 ヲ舉ブ コ ソ肝 耍ナ ラメ 到底 憑據ス 可キ基 敎ハ福 昔ノ聖 喾ト 忍へ バ 

大ナル 過 護一 ー陷ル コトナ カル 可キカ 右ハ イラ ヌ 世話 ト m 心 召 被 下 敷 候 方 八 「 傳道 進路 ノ 一  大隙害 

ハ人 意作 爲ノ 祌學 ヲ以テ 信者 ヲ 拘束 セント スル 是ナリ 當初 ヨリ {in 由ノ 思想 自. S 活 眼 ヲ以テ 過護ナ 

キ 聖書 ヲ無 ニノ 準的ト ナス 信者 ヲ設 クル ハ 時務 ノ急耍 力 ト存候 •  i 

眞道 衡平 一 書ハ 近頃 原 氏 ヨリ 寄 送 セラ レ タリ 一 體該書 ハ 儒道 ヲ片ォ トシ 二 スル モノ 一一 有 之！^、 故 ： 

余 リ才モ ハシキ モノ  二 ハ無之 候 得 共 亦 敎意ヲ 悟 ルノ乎 引トナ ル可キ コト少 ナカラ ズ 顽愚ナ ル陋！ ^ヲ 

排斥 スルノ 効驗殊 一一 著シ カル 可 シ ト^ 候 故 一一 御 許 一一 差 立 候 ill- 一 閱之後有志諸^; 一一 御 兌 セ アル 可 シ „ 
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當ノ 人物 ナ ルカ 迂生ノ 考 一一 ハ 地方 ホド ヨキ 力 アル 敎師ヲ 耍スル モノ ナ ラ ン 貴地 傅 敎ノ投 様 一一 付； 

キ少々 思慮 スル處 モア レバ 次便 ノ 時 田 逢 ハ 和歌 山 ヨリ 何 里 アル 力 戶數人 口 文事 敎 贫富 人情 士族 

ノク々 ハ 如何 新宫 ヲ去ル 何里ナ ルカ、 其 近 邊-ー ハ何々 ノ驛 アル 力、 阪」 肘ト 運輸 往返 ノ 便利 如何 
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II. &ノ上 可成 詳細 ノ御 報吿 ヲ乞フ 事情  一一. S リ南 紀傳造 ヲ檐任 スル其 人ナキ 一一 シモ非 ザ ル可シ 先 
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バ 此之寄 翰 ハ 一 週 許リ待 ン ト ハ 存候得 共 都合  一一 .S リ此 小冊 ノ 中 一一 封ジ 込^ 匆 々 不盡 
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方今 ノ 施政 一 變シテ 地方 分 權ノ制 トナリ 地方 一一 在リテ ハ 充分 志 ヲ仲ブ ル コ トヲ 得ルノ 時期 熟ス ル 

トキ ハ名 古屋 和歌 山 ノ如キ 大都會 一一 移住 シテ 宗敎 及ビ敎 育ノ途 一一 靈 カス ルノ 心ナキ 一一 ァラ ネド今 

〈其 ノ 時節 一一 ァラザ レバ 從前ノ 如ク洛 陽-一 潜伏 シテ身 ヲ修ム ルノ業 一一 從事セ ント存 候 友人 平 岩馆 

保氏ハ 此タビ 宫途ヲ 辭シテ 昨日 山 梨 縣甲狩 一一 赴ケリ 是レ 全ク傳 近 ノ 爲ナリ ト云フ 氏ガ 高 志 、ノ 今 

ニ始メ ヌ コ トナ ガラ實 一 1 感心 ノ至 一一 候 今年 ハ廟説 如何 ナル 針路 ヲ取ル ャ民問 一一 如何 ナル變 動 アル 

ャ 殆ド人 意ノ表 一一 出ル モノ アル 可ケレ ド吾黨 ノ出處 進退 モ兹 一一 預定 シ雞シ 唯 義務 ト 時期 トノ 
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言 ハ ，-、 言 へ 亦 如何 ト モス ル能ハ ザ ルナ リ 

客 職ノ高 作及ビ 新年 ノ 佳篇 篤ト拜 兑致シ 候所大 一一 感服 致サ、 V ル 一一 ハァラ ネドモ 古詩 ノ 自在 ナ ル方ヲ 
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人 ハ之ヲ 賞譽ス レ、 ドモ自 ラ ハ シカ B 心ハ ズ 人事 治 道 ヲ主ト セル モノ ヲ 得意 トセ リ 西洋 二 テ ハ； 人 

ヲ 天地 萬有ノ 祭司 ナリ ト云フ 是 詩人 ガ萬有 一一 事へ 萬有ノ 美妙 雅致 眞理情 性 ノ蕴奥 ヲ美ハ シ クー 百 

ヒ出ス ヨリ 斯ク ハ 名ケシ モノ 力 詩人 ノ 責任 目的 モ 亦重シ ト曰フ 可、 ン 僕 支那 ノ詩學 一一 晤ケ レバ 强 

クハ 論ジガ タキ コト ナガ ラ 其 弊ハ 古格 一一 拘泥 スル 一一 在 リト存 候 彼 ノ詩家 者 流 ノ言フ 如 ク此ト 彼 
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レバ 支那 一 1 テ 詩文 共 二 其 高 尙ノ域 二進 メル ハ重 ニ新タ 1 一機軸 ヲ出 セル モノ アル ノ時 ナリ 而シテ 共 

ノ新 ナル格 一一 拘泥 模倣 スル ノ日久 クシ テ巧ミ ヲ極ム ル モ終 ニ元氣 ヲ失フ テ止ム 是レ 支那 詩文 ノ沿 
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革ヲ 熟思 セバ 1^ ラカナル 可シ 故-一日 ク： E 泥模傲 〈詩文 ゾ萎 微衰邇 スルノ 本ナ， 察セザ ル可ラ 

ズ 平仄 ヲ用 ルノ 可否 得失 《今 之ヲ s 定スル コトヲ 得ザレ トモ 脔 字 ヲ用ュ レバ 甚ダ 美ハ シキ コトナ 

ル可シ as -I 妙趣 向 アル- 1_* ザ レバ 必ラ ズ是 ヲ秦ッ 可ラズ 之 ヲ用ル 方 〈多，. ニナ ラズ 近時 ノぉ 

句家大 -|此 -Ink スル所 アルガ 如シ 

期 タ云フ モ敢テ 君ガ翁 句ノ作 アル ヲ 非蓁 ス ル-ー 非ズ 句 モ可ナ レドモ 古詩 ノ 自在 ナ ルコソ 一 屠 

宜シ カラ ン ト思フ マデノ コトナ？，' 亡 ラ；； 7 テ鏝早 詩 ヲ作， テ爾ラ ズト云 ハ レテ 《甚ダ 困 人 候 君 

ガ 作レル 詩ヲ讀 ムゴト -1 此ノ身 ノ快樂 一一 5, 可- f ズ 必 ラズ此 意ヲ誤 解 セラ ル、 勿レ ナホ 接 if 作 

ヲ 示サレ ン コソ顕 《 シ 4- ン 

生ガ 詩-園 セル 意：  ：：： „  二 一一  バ伺ヒ 度 侯 德日 面會ノ » 意衷ヌ 畫シテ 討論 可 仕 候 得 

兵書 狀- ーテ 往復 ス  一一 ニニ- 君ガ 成功 《僕ノ 成功 ナ- 僕ノ 成功 < 本 君ガ 成功 ナ， 敌 

一一 何-一 ァ レ君ガ 事つ  一 、 三/ 榮 譽快樂 -I 御座 候 鼓サ テコ： NK. 敬ヲ モ鼷 ミズ 此ノ 

接ヲ 申上タ ルナず 且 今-  一一-二 ァ si  ，立 戴ナル モノ-一  ハ 非ザレ P セ之ヲ 改良 スルト 

キ吾ガ 邦人 士君子 ハサ ラナ， 童 幼：；. 一至， 二、 デ以テ 之 ヲ志氣 高 節 ぉ樂 W 慶ノ 高度-一 誘導 ス 

ル コトヲ 得可シ 詩-一 テハ大 一一 不 使 少ナ  一； ：：- ニト トイ ヒ - 改良 (此ノ 文字 II 注目 セ m  ) 

セ 和歌 ガ将耒 如何 ナ ル 勢力 ヲ社會 -1 一一.  了  ；，  一  .  一.； ル -I 堪 H タ， if 美 *s 今日 ノ 不完全 ハ 0  -I 

由 • 'テ之 ヲ 改良 ス可キ 力 曰ク 和歌 ナ f 上下 人民/心 ヲ高 fe: 一丁 ン 貞每高 志 虔 美妙 轚味情 逢 


等ノ  E 心念ヲ 發揮シ テ之ヲ 敎導ス ル何 モノ カ最乇 之-一力 ァリ トス ル办 曰ク 改良 セル 和歌 ナリ 天 地 

ノ美 ヲ歌ヒ 上帝 ノ德 ヲ頌讃 シ 無究 永生 ノ 慾 望 ヲ 詠 ジ テ 人類 ヲ 風塵- 1 救ヒ 洪大 無限 ノ  > お 思 ヲ 述 

べテ 人心 ノ此 ノ彈丸 地球 二 间 着 セント スルヲ 免 力 レシ メ 耶穌ノ 降 生シテ 三十 三年 問 一一 越歷 セル 

事物 ヲ 唱 テ紅淚 ヲ頒固 ナル士 人ノ眼 一一 絞リ 感激 ヲ 儒 夫 野人 ノ 心-一生 ジ 死別 生別 一一 苦ム 婦 幼孤獨 

ヲ 慰藉 ス ル等 ソノ 感化 利益 ス ル所 豈悉ク 列擧ス ル 11 追ァラ ンャ 君 功名心 ハ悉ク 之 ヲ汚レ タリ ト 

ス ルカ 否々 斷ジテ 然ラズ 聖キ 功名心 ハ 上帝 ノ好 ミス ル所 之ヲ懷 ク何ノ 不可 カァ ラン ャ 着 

ョ 德川覇 府何ク -1 在ルャ ナボレ ォ ンノ 威令 今何ク ュ カ在ル 然レ トモ 希 利 尼ノホ メル 英 ノ 

ミ ル トン ゥォ ズゥォ ル ス 就中 太闢ノ 如キ 詩人 ハ 其 身 死 シ タレ ド モ其 詩歌 ハ 猶 今日 一一 存シ テ 勢力 

ヲ 一一 逞ゥシ 其 感化 ハ殆ド 無窮 ノ 世-一至 ラン トス 此 地位 一一 至リ 此ノ 感化 利益 ヲ世道 一一 與へ 

ン トス ルハ 豈聖 ク 且高 大小 ナ ル 功名心 II 非ズ ャ 女流 ハ 之  一 I 不適 當ナリ トイ フカ 豈其 レ 然ラ ン ャ 

ブ 口 ウー 1 ング ヒ，， 'マンズ 等ヲ見 近クハ 古来お 邦 ノ名媛 ヲ見ョ 婦人  一丁 ンテ 世道ヲ 支配 スル コト 

難キ 一一 非 ザ ルナ リ 

ボェ トリ  ドラマチック ボェ トリ  ， 

淨 琉璃 院本 ハ 純然 タ ル歌學 一一 非ザレ トモ 亦是演 劇 詩 學ノ流 一一 シ テ 人心 一一 感染 固着 シ テ之ヲ 誘 

化ス ル コ ト廣 大ナリ トス 今 ャ吾ガ 邦 下等 社會 婦女子 ノ行 狀ハ何 一一 由リテ 支配 セラ レ來 リタ ルカ 

女大學 女 今川ナ ルカ 或ハ然 ラン 然レ トモ 其 ノ最モ 勢 カノ 盛 ンナル モノ ハ近松 門 左 衞鬥ノ 院本 

ナガ 可シ 彼 近 松子ハ 其猥襄 -1 勸懲ヲ 交 へ タル 述作 ヲ以テ 日本 ノ 婦女子 ヲ 支配 セリ 余輩 ハ 純粹 ナ 


ル歌學 ヲ起シ 贞靜 敬虔 ナ ル 述作 ヲ以テ 世道ヲ 稗益セ ン ト欲ス ルナ リ 

然 ラ バ 其 改良 〈如何 カシテ 可ナラ ン 小生 今此 ノ間 一一 確答 シ難シ 數ケノ 年 パ ヲ以 テ 之ヲ 講究 セ ザ 

レバ 容易-一 考察 ヲ下ス 可 キー 一 非 ザ レドモ 三十 一文字 (4,^4"ひ)ノミー1テハ：个可ナリ 卽 ハチ 

從來ノ 長歌 ヲ 一 歷 改良 シ テ 英詩 ノ如ク 一一 做シ 以テ此 用 一一 充ッ 可シト 云フコ ト ダケ ハ 斷言ス ルコト 

ヲ得ル ナリ 今 マ デノ若 ク山ト 云 へ バ 必ラ ズ足曳 トイ ヒ 日 トイへ バ 必ラ ズァ カネ サ スト 云ヒ 一:1^ 

キ トイへ バ管ノ 根 ト云フ ガ若ク 枕詞， ヲ (編者 註、 以下 散逸) 

〇 同 上 (一八 A  0 ハネ) 

ー咋 p 不圖 友人-一 誘ハ レ横濱 へ 參リ卽 孜歸京 トぉ候 所 例 之 長 談劇話 一一 時刻 ヲ移シ 終-一世 i::-^ 兄 之 

許 一一 一宿 シ明ル 安息 朝會堂 一一 於 テ講雜 致 候 見 受候所 一一 テハ 該敎會 モ少々 ハ色ヲ 直 シ進敎 ノ者モ 

往々 之 レア ル. H 大慶 11 存候 ？ TKn^lfr 校 一一 到 リ今ノ 校長 ブ^>| ス氏 一一 面會 仕候テ 校內ノ 模様 逐 一 相尋 

候 一一 是レ乇 近 ハ牛大 _^發 一二 ァ频 一一 改良 ヲ求 ムル様 一一 承リ候 更 一一 敎員 ヲ增シ 課外 生ノ爲 一一 ハ^ 段 高等 

ノ舉 問ヲ投 クルナ ド舊態 ヲ改ム ルコトー 一一 シテ足 ラズ高 橋 吾良 ハ譯文 (英) ノ敎師 一一 頼 マレ 師範 校 

ヲ卒戴 セル トカ聞 ケル南 ツネ ト中ス 婦人 ハ 普通科 敎員 一一 鈴 木 ウメ 先生 ハ 諸 禮敎員 一一 大川ァ シハ英 

一一  任ゼ ラ ル 、 等 除 目 補任 等 モ多ク 之 レア リタ ル由 一一 候 ドウ ゾ 立派 一一 川 米 レ バ 善ィガ ト冀 


望 之 致 一一 存候 中 一一 就 テ 吾良 力 シノ 兩名ハ 共 功 益 アル ャ疑フ 可ラズ 南氏ハ 如何 ナル 人ャ知 ラザレ 

パ 何共 難 申 候 

僕ハ 昨日 午後 三時 頃 歸宅仕 候 所 大川カ シ女ト 井深 民 女 ト參リ テ母ト 對話致 居候 大川氏 ハ北ハ 枚 拙 

宅-一泊 致 サレ候 同人 ノ樣 子ハ大 一一 進歩 致シ タルカ ト存候 何分 文 舉ノ才 アル コト ハハ俭 感服 一一お 

へズ 候、 亦 品格 モ餘程 宜シク 成 リタ ルガ 若シ 愈 獎勵ヲ 加へ ナバ更 一一 進 マ ン コト疑 ヒ^ 之 問 敷 候 

稻 銀 女ハ當 敎會ノ 日曜 學校敎 員 一一 委賴 致シ候 氏ハ 近頃 種 々勉強 シテ 歌 ャラ發 ャラ クレト 

ナク 練習 セ ラル、. W 何  一丁 ンテモ is 構ノ事 一一 御座 候 如何 ナル 詠草 アル カ知ラ ネドモ 此 友人 

一一 示 セル 所ノ モノ ヲ傳聞 仕 候得バ  一 ノ發句 一一 テ 

うぐ ひすの 聲を 聞ね ど 春が 须み  . 

ト ヤラカ サ レ タリ トカ 

前 救 項 ハ君ガ 徒然く ナルヲ メント 欲 スル迄 一一 筆記 シ侍 レド乇 兹 一一 一 ッノ 聞クモ 悲シキ 一報 コ 

ソ 候へ 御存知 一一 カ知ラ ネドモ 昨^ 九月 迄 二百 十二 I 一一 寄宿 セ ル 竹 內花子 ハ 中島 留吉ト 申ス人 一一 嫁 

キ傳 道ノ爲 一一 ト 安藝 ノ 國质島 へ 出張 シ ii5 タリ ケ ルガ 如何 ナル 病氣 カ去ル 金曜日 一一 死去 セラ レ タル. W 

電報-一 テ 承知 仕 候 僕モ 昨年 夏以來 花子ト 懇意-相 成リ候 事故 誠 一一 悲嘆-一 堪ズ候 人生 ハ夢 ノゴト 

ク世 一一 在ル コ ト猶覊 ノ如シ 七十 ノ期 ァリ トイ へ、 ドモ十 中 一一 一 ニナ シト 古人 ガ云 ヒケン モ 今更 ノヤ 

書  翰  ニハョ 
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ウー I 覺巾候 然シ 同人 ノ死 ハー 夜ノ 睡眠 一一 等 シト思 ヒ候得 者 亦 慰ムル ヨス ガナ キー 1 非ズ 天命 ハ止 

ム コ ト ヲ得ズ 吾人 ハ|31： ンデ 上帝 ノ召 II 應 ズ可キ 1 一有 之 候 共 此世ハ 、王 ノ周圍 一一 候 故爲ス コ トモ ナク 

終 ル ハ K^si 不本意 一一 候 ハズャ 夜ノ 至 ラザル 問 ニ孜々 トシ テ 自己 ノ 天分 ヲ 研ギ 主事 ュ 軼掌 セザル 可 

ラズ 之  一 I ッケ テモ 太- g 人ノ 信仰 ハ 如何 相 成候ャ 益 祈念 ノ外 他事 ナク候 何卒 一刻 乇早ク 救 主 生 

命 之， 2^ 一 一老 タル 御身 ノ咽ヲ 潤サル 、ャゥ 致 度 モノ ナリ 

井上哲次郎 ノ 學藝論 、ノ 少 々 不都合 ノ所 ナキニ ァラネ ド せハ槪 33  二 至リテ ハ生モ 至極 同意 一一 御座 候 

御 參考迄 右 御 送 リ申上 候 此文 ヲ讀ム  一 I 當リ曾 テ西人 某 學士ガ 日本 ノ鄉 造ハ唯 和歌 ノ  一  isj アル 而已 

ト云 ハレ タル ナド 思ヒ合 ハサ レ候  . 

彼ノ 和歌 ノコ トハ シモ後 n ^一一  一  ヲ御送 巾 上ル積 リー 1 ハ 御座 候 得 共 試 一一 本邦 一一 テ； ：；^ 巧妙 ト稱セ 

ラ ル 、戲曲 院本 其 他 今様 ノ琴 ウタ ナド御 一 覽 アラバ 彼 五 七 云々 ノ コトハ 思半バ 一一 過ルモ ノア ラン 

且 ツヤ 五 七 ト巾ス ハ 必ラズ 文字 ノ五七 ト而已 思 ヒ做セ ル ハ 僻 一  1 ャト存 ジ候是 ハ響ノ 五 七 ト；： ： 儿做ス 

可キカ 例へ パ 春の 日の かすめる ときに ト云 へ ば 直 11 音聲ノ 五七ナ レド 幸ヒヲ ト云フ ハ聲響 ヲ五ッ 

11 分ッ 可ラズ 唯 文字 ノ數ノ 上ニテ 申スコ トー I 御座 候 Saiwai-o トハ サ、 ィ、； ：；、 ィ、 ヲ、 一一 ハァ 

ラデ サイ、 ハイ、 ヲト云 フヨ ッノ 音響 一一 分 カル、 ナリ 句 調 ノ佳ナ ルハ 文字 ノ數 一一 ハァ ラ デ 聲響ノ 

數ヲ 重要 ト爲 ス可キ コ ト斯 ノ如シ 今日 迄 歌人お 流ガ此 一 1 注意 セズ シテ 一 概 一一 五 文字 七 文字 ト 文字 

ノ數ー 1 泥 メル ハサ テ 固陋 ノ至リ ト存ジ 候 シ テ 聲響ナ ル モノ  ノ 佳調 ハ五七 二 限ラザ ル 1 一 於 テヲャ 


歌 詠 マ ヌ 拙者 ガ斯ク 論ズル ハ イナ モノ ナレド 傍觀者 ノ意兑 モ强チ -1 棄ッ 可キコ ト 一一 ハ ァラズ 乞フ 

再思 セョ 此等ハ 面 會對話 スルー 1 非 レバ 充分 底 蕴ヲ盡 ス 能 ハ ズ 

此儀ー 1 付 拙者 ハ近 キゥチ 一一 歌人 ノ聞高 キ小中 村淸規 大人 ヲ訪 ネテ 質問 セバ ャト存 居 侯 浙ク i -々 シ 

クム 云フ モノ、 局外者 ガ 考案 ノ飽 ナルャ 或ハ 大ナル 誤謬 ナキ ヲ保ス ル 能ハズ 世叫ノ 名流 一一 成ル 

可ク 相談 セザル 可 カラ ズ 

モ ハ ャ 二月 モ 六日 トナ リタ レバ 豫ネテ 仰越サ レ シ通リ 三 叫 月 一  I ク) 頃 一一 御 出京 モ 指祈數 ヘラ 

レ候 止 ミ難キ 事情 ァ ル 二 非 レバ 必ラズ 其 時期 ヲ 遠へ タマ フナ 鴻雁歸 時 我 亦來ト 巾シ澄 カレ 候 節- 

モ早 ャ至リ ヌ ト存候 

今日 ハ 雨天 一 1 テ 外出 セズ 加フ ル 一一 少々 風邪 ノ氣味 11 テ 一 切 用事 ヲ拋 チテ 閑暇 一一 候 故 マタト ナ キ- 

好機 會 ト存ジ サテハ 一封 ヲ梧 下-一 寄 スルー I ナン 頓首 

二月 六日  正 久 

季野様 

ダ 

〇p 上 ( 1 八 八 0 年) 

數日 ノ^ 通 問ヲ缺 キ頗ル 本意 一一 北 キ候コ トト存 居候 所 忽チ手 敎ヲ奉 承シ感 怎何ゾ a- ン 兩三！ 來 

0  翰  二へ 七 


御， お 氣ノ由 追々 御快氣 一一 候ャ 方今 ノ 時候 一一 候得バ 由々 シキ 大事 トナラ ザ ルャゥ 御 加養 審 一 ト存ジ 

候 此方 ハ擧 家異 狀ナシ 幸 爲休念 1^ー六月ョリハ定リタル業ー1就ク可ク云々ト巾シ上ゲタル所 

計畫呰 畫餅ト ナツ テ尙 叫 五月 ノ問從 前 ノ通リ 奔走 一 1 衣食 シ テ讀 書講學 一一 十分 時 ヲ餘 t< -可ラ ザ ル事 

ト ハナ レリ、 喧顚躓 齟齬 ハ世ノ 《：e 態ト ハ カネ テ知 ル所ナ レド令 H  ノ 時勢 一 1 際 會シテ ハ殊  一一 口 惜シキ 

限 リト存 候 然レド モ天ノ 攝理ス ル所豈 其 理由 ナカラ ンャ 反 ッテ之  一一， H リテ 大益ヲ 5：： ル コト モア 

ラン 或ル明 人ノ文 一一 天下 事 逆 來順受 豈非 勝算 耶 ト云フ 語ァリ 予ハ 今日 ノ蹉躓 ヲ順受 スル心 

得 一一 御座 候、 世 ノ中ノ 事ト言 フ モノ ハ水 窮リ山 盡キテ 走リ出 レバ 仍ホ 前路 アル モノ ヲ何 ゾ區々 煩亂 

一一 堪へ ザルノ 现ァラ ンャ、 然 レドモ 现今ノ 形勢 ヲ見ル 二 彼 ノ佛徒 ハ頻リ 一一 圑結 嘯集シ テ吾ガ 聖道ノ 

撲減ヲ ii リ邪說 時 11 蔓延 シ テ眞 现ノ明 ヲ蔽ヒ 所謂 毋之 小舉ノ 暴風 吹 キ起リ テ 福音 ノ花ヲ 開 力 ン ト ス 

ル ヲ 摧折セ ン ト欲ス 忍フ 一一 昨年 ハ 府下 一 1 大說敎 會演說 會等ァ リテ爲 一 I 彼 徒ハ大 一一 睡眠 ヲ揋破 セラ 

レ敎中 一一 於テ ニー 一 一新 聞 雜誌ノ 起 リタ ルヲ見 テ狼狠 周章 シタ ルナ ラン 故 二 疆外敎 ヲ 撲滅 スルノ 方策 

ヲ議ス ルノ會 ヲ催ホ シ或ハ 政府 一一 伺ヲ出 シテ耶 穌敎ノ 講義 ヲ遏 止セ ン トス ルナ ド陋隘 淺薄ノ 計ヲ運 

ラ シ 頗 ル 盡カ スル モノ、 若 シ 早 晚虞理 ト 謬 說異敎 トノ戰 端 ヲ開ヰ 堂々 文 擅 一一 立 チテ S 雄 ヲ爭ハ ザ 

ル可ラ ザルノ 時期 一一 際セ ン トス 其 時 一 1 方リ誰 レカ窗 ッテ聖 道ノ辯 護一 一 從事ス ル モノ ゾ實 一一 左右 ノ 

指 ヲ屆ス ル程モ ナキナ リ 予ガ若 キ^ 滯意ノ 如クナ ラザル 筆鋒 ヲ携へ 淺隘ナ ル學識 ヲ以テ シテ ハ 十 

分 爲ス所 アル 能ハズ 今日 一一 於テ讀 書講學 一一 從事セ ザ レバ 後悔 ュ トモ 及 バ ジト 思へ バ今 n  ノ察. H 一一 


Ill 一口 11 忍 ビザ ルナ リ 今 ャ敎會 多難 ノ時ナ ル而巳 ナラズ 國家 疲弊 風俗 陵 夷シテ 世人 ノ誇稱 スル火 

八洲 ハ將- 一 一 大禽獸 (編 者 註、 績稿 散逸) 

〇 同 上 (1 <  <  0 年) 

窓 下 机 一一 倚 リ遙カ 一一 君ヲ懷 フノ際 忽チ惠 書 ヲ得テ 感喜極 リナ ク之ヲ 拜讀ス ル 一 1 句々 呰 千金 ^ノ 

移ルヲ 知ラズ 何 ゾ君ガ 愛情 ノ切ナ ルー 11 斯- 至ル乎 予 曾テ宋 ノ東陂 居士 ガ亡妻 王氏ヲ H? スルノ 

文ヲ 讀ンデ 慨然 トシ テ自ラ 意へ ラク 男子 妻ヲ娶 ラバ 王 氏 ノ如キ モノ 一一 非 ザ レバ 不可 ナリト 今 王 

氏ノ上 一一 駕ス ル； 人兹 ニ在リ 亦 何 ヲカ憂 へ ン 蓋 特ニ肉 身 ノ樂ヲ 目的 ト シ 情慾 ヲ縱マ ヽ 一一 セ ンガ 

爲ニ夫 トナリ 妻 トナル モノ 滔々 タル 天下 比 々 皆是ナ リ 貴 論 ノ如ク 余 蒙 基督 ノ 徒 ハ 卽 チ然ラ ズ 始 

祖 未 ダ沈淪 セザル 時ノ愛 ヲ以テ 相愛 セント 欲ス ルナ リ 基督 ノ 愛 源 一一 本キ 身心 ノ 合體 ヲ 企 II シ 樂 ン 

デ淫セ ザ ルノ愛 ヲ全フ セン コ ト ヲ求ム ル モノ ナリ 瑞西ノ 博士 ウイ 一一 ィ曰ク 福音 一一 化育 セラ レタ 

ル 二人 ノ心ヲ 一致 合同 セシム ルホド 大ナル 幸福 ハ 天下 之 ァラザ ル也ト 斯ク此 事 一一 喋々 言 辭ヲ ス 

ハ他 一一 非ズ 君 ヲ閲 讀スル 一一 臨ミ 吾邦 今 日 ノ情態 一一 ツイ テ祀變 ヲ發シ 條慨ノ 餘リ終 一一 It- 

1! 至レ ルナ リ ^乞フ 之 ヲ過ム ル勿レ 思 フー 一夫 婦ハ人 ノ大倫 邦家 隆盛 ノ本 化 文明 ノ母  一丁 ビア 

苟 モ忽セ 一一 爲ス可 ラザル 所ナリ 仲 尼 ガ詩ヲ 刪 セル 一一 當リ 關帷ヲ 以テ國 風ノ始 一一お 5! キ タル ハ 偶然 二 

非ズ 深意 ノ存 スルァ ルナ ラント W 心 ハル 余輩 ハ 上帝 ノ保佑 一一 依リ 率先 シテ 此汚稳 天地 ノ 日本 國 一一 

#  翰  一 六 九 


畫 ®  1 七 〇 

良 模範 ヲ立 テザル 可ラズ 信徒 ノ任モ 亦 重ィ哉 且吾國 古 ヨリ 名 緩 才女 一一 乏シ カラ ズ 現 一一 都下 一一 

於テ才 舉ヲ以 テ顯ハ ル ヽ モノ 亦 少ナキ 二 ァラ ネドモ 如何 ン セ ン其才 舉ハ餘 リアル モ其心 術 志操 一一 至 

リテハ 取 ル可キ 所ナク 徒 ラー ー權 官 贵舯 ノ囑托 ヲ受ケ i ポ視ヲ 弄ス ル而已 亦陋ナ ラズャ 予ガ ヲ慕 

フ ャ才 ノ爲ノ ミ 一一 非ズ 首ト シテ 敬虔 氣節ノ m ン ズ可キ モノ アルガ 爲ナリ 曾テ 現今 英國 ノ冇名 

ナルテ 一一 ソ ン氏ノ 詩集 ヲ兒ル 一一 

ミ rii£it  rnhid  ilnd  soiil,  according  well, 

Mav  mals  one  nnisic  as  bcrore,  tuit づ aster" 

ト ァ リ 北き -1 曰 ク願 ハク ハ 才智 心情 (S4l?ts444lil»i ハ 5 き) 共 -ー 合 和 - 致シテ 昔日 ノ 

ゴ トク 问 一 ノ 音樂ヲ 合奏 ス ル 一一 至ラ ンコト ヲト 是知德 兩ガラ 具へ ザ ル可ラ ザルヲ 云へ ルナ リ 予ハ 

前 ま 2  一一  一一  一一  口 ヘル 如ク 福音 ノ 廣播ト 有益 ナル 文事 著述 一一 力 ヲ盡シ 邦人 ノウ チ 一 一智 德合和 ノ好結 ヲ獲ン 

コ ト ヲ冀 土 シテ止 マ ズ 識ラ ズ ^モ 亦 婦女子 ノ 問 一一 此 事業 ヲ企ッ ルノ 心ァリ ャ 

美路§出氏ガ^5-京ーー移住スル トキ君モ共ーー出京ス ルャ ーー聞ケリ ^^ンテ然ルャ否 請 フ瑶音 ヲ 賜フノ 

トキ 其 確報 ヲ聞カ シメョ 予此書 ヲ草ス ル 一 1 臨 ミ雙親 一一 之 ヲ吿ゲ ザ レバ 何共 傳言ノ 委賴ハ ナ ケレド 

モ 之 ヲ吿ゲ タラン 一一 ハ 必ラズ 懇切 ナル傳 言 ァ リタ ルナ ル可シ 予ガ 怯懦 ナルヲ 笑 フ勿レ 

君 ハ 生ラガ 發行ス ル 六合 雜誌テ フ モノ ヲ讀ミ タルカ IS ョ リ 拙劣 愧 ヅ可キ モノ ナレド 若シ 御望 ミ 

ナ ラバ n 分 li 之ヲ 郵送 ス可シ (玲碌 生 ハ今箫 g ノ紫 繁忙 一一 シテ 萬 端 ヲ竭ス 能ハ ズ幸ヒ 一一 


後 害 ノ到ル ヲ待テ 冀 ハク ハ時 正逍ノ タメ 一一  自愛 セョ 匆々 頓首 

W 月 二十 七日  植村 正久 

季子 先生 ， 

〇 傳道 旅行 中 家人に 宛てし もの 2  <  < 七 年) 

虎 列 刺 病襲來 ノ萠シ 府下 一一 現 ハ レ候由 吾 家ノ者 一 同 警戒 專 一 一一 候 

母 公 ノ動止 起居 如何 只今 忽然 其 貧苦 病弱 ナルノ 有様 ヲ懷 ヒ起シ 獨リ 流涕ー I 堪ズ 须ラク 小忿ヲ 

忍 ビテ之 一一 給事セ ョ 

人 心 是危 シ 信仰 ノ 潮 勢 常 一 1 滿ル ヲ期ス 可ラズ 吾輩 ノ感 覺漸ク 冷淡 一 1 赴 カン トス 吾ガ 敎會 ノ 前 

途亦 憂へ-一勝へ ズ 內外ノ 患 人 カノ 得 テ治ム 可 キー 1 非 ザ ルナ リ 吾 今栴 11 臨 ミテ祌 一一 祈ル 御身 モ 

又 切哀之 ヲ祈レ 

紀州 一一 在ル 老母 一 1 信仰 ヲ勸 ムル ノ書ヲ 裁スル コ ト ヲ忘ル 、勿レ 祈禱ト 愛情 ト涕 トヲ 以テシ テ祌ノ 

能力 11 賴マバ 何ゾ其 心ヲ動 カス コト ナカラ ンャ 兼テ 一書 ヲ嫂ュ 送 リテ懇 一一 彼 ノ心ヲ 動力 セ 嫂 信 

仰ヲ 起サバ 老母 ノ 信仰 モ爲メ  ニ輔 助ヲ受 クル コ ト多カ ル可シ 努 メ忘ル 可ラズ 

戶藉 送附ノ 一  件 佘ガ名 ヲ以テ 一 書ヲ 調べ テ量 平氏 一一 之 ヲ催サ レ ョ ra: 角張 リタ ル書^ ヲ認 ムルノ 


勇氣ナ ケ レバ ナリ 

英 寄ヲ讀 ムヲ怠 ル勿レ 我 今^ 困ノ 際 家事 紛-挽 讀書 ヲ以テ 君ヲ责 ムルノ 少シク 無情 二 似 タル ヲ知 

ラザル 一 1 非ズ 我ガ 胸間 父母 兩-弟 及ビ君 ヲ愛シ 吾ガ 家計 ノ疎 キヲ愧 ルノ念 一！ テ滿 テリ 然 レド乇 

是又我 修行 ナリ 我ハ此 苦境 一一 在リ テ其廿 美ヲ #!  メン ト欲ス ルナ リ 古人 云 ハズャ 立志 居 功之 半 

ト Ijf^ ガ現狀 薪水 ノ務無 キー 1 非ズ 乳 兒ヲ顧 ミル ノ勞ナ キー ー非ズ 其 他 幾多 ノ艱辛 無 キー ー非ズ 然 

レ iH 堅忍 ノ志ヲ 以テ兑 ルナ ラバ 講學ノ 機會豈 之無シ トセ ンャ 平坦 ノ道 ヲ歩ム ハ孺子 亦 之ヲ能 タス 

嵯峨タ ル 行路 一一 遇フ テ始メ テ 人品 ノ 差等 ヲ見 ル可シ 必ラ ズ妄リ  一 I 自ラ ヲ小ナ リト爲 ス勿レ 

我 今 151! 々此 一 女舉校 一一 留ル 可キ乎 將タ他 一一 爲ス所 アル 乎 上帝 ノ意何 レー 一 在ル乎 今：：：： ハ 朝來此 

事ヲ E 心フテ 私心 窃 一 1 決 スルニ 苦メ リ 上帝 ノ意 全力 ヲ牧會 二致サ シムル -I 在ル乎 上帝 ハ必ズ 之ヲ成 

スノ 方法 ヲ有ス ルナ ラン 人生 ノ 成敗 利鈍 上帝 ノ脊 理スル 所ナリ 之 ヲ思ヒ 累フハ Eg ナリ 

世 良田 ハ 軍艦 一一 在リ 余^ リ 寂寞 閑 坐 ス ル -1 感 懷頻リ 一一 生ジ 憂歡 悲喜 交 至 リテ禁 ズル能 、ノ ズ 

近 來余ノ 遭遇 スル 所ノ 境界 ハ此 精祌ヲ 消耗 セシ メ殆ド 小人 ノ班位 一一 伍セ シムル 一一 至 レリ 顾フ ュ 余 

ガ舉術 及 思想 ハ 退歩 セ シ事少 カラ ザ ル可シ 吾 困 厄ノ爲 一一 將 一一 一生 ヲ誤 ラント セリ 今：！ 1 ノ我ハ 前 

日 ノ我ー 1 非ズ 宿 昔 ノ志氣 何 クー 1 力 アル 嘆 ズ可キ 哉 今 ヨリ 節 ヲ屈シ 世 塵ノ外 一一 逍遙 セズ ンバ碌 

々今ノ 有様 一一 テ世ヲ 逝 ラン トス 恐ル 可キコ トナリ 賢^^^スョ 我 ガ爲メ 一一  祈レ 我 ガ爲メ 一一  言責 ヲ. 

盡セ 我 ガ爲メ 一一  切接ノ 勞ヲ吝 ム勿レ 日暮 レテ 路遠シ 吾、 i 殆ト狂 セン トス タ>畏天 上 一一 在リ 


我レ 一 ノ毀譽 一一 拘束 セラ レ 一身 ノ 安危 11 泥ミ 私利 情愁ー I 抑制 セラ レズ 公明； 止大 天 國ト其 ：！^ 

ヲ重ン ズルノ 精神 ヲ以テ 之 一一 祈 ラバ：.： jii ガ志ハ 必ラズ 貫徹 スル 事ナラ ン 賢妻 ョ 前途 一 1 一 點ノ光 ァ.^ 

ヲ兑 ズャ 進 ムニ 從ッ テ大ナ ラン トス 吾 感懷今 筆紙 ニ盡 シ難シ 乞 フ之ヲ 察セョ 

賢妻 ョ 我自ラ 裔起ス ル 11 臨ミ 又君ガ 奮起 セ ン コト ヲ望ム 君敢テ 自身 ノ； 大 才無シ トス ル勿レ 敢 

テ 自暴 ま棄ノ 誤リ 11 陷 ル勿レ 我レ 御身 11 於 テ努ム レバ 必ラズ 大成 ノ望 ヲ屬ス 可キ所 アル ヲ知 レリ 

自 ラ信ジ 又祌ヲ 信ゼョ 然 レドモ 學而不 m 心 則罔ノ 一語 今一 歷意ヲ 注 セラ レョ 

五月 二十 六日  正  久 

〇 第 一 回の 外遊 中、 ヴ ハ ン クウ パ 〃ょ，《^家人に宛てしもの (一え 七 年) 

新聞紙 ハ 此方 ヨリ 通知 アル 迄 御送リ 11 及バ ズ候 

此書狀 封 中 一一 大澤 福三郞 一一 宛 テク ル 一 書ァ リ 添書 ヲ シ テ御 投函 下サ レ度候 

1 ニニ 日 發熱ソ タメ 一一  困 メラ レ今朝 迄 打 チ臥シ 居候 其 レ故 昨日 午前 六 時 ヨリ 11 地 見 H 始リ候 5：! 共 甲 

板 一一 山 Z テ 、兑 ルコト モ得ナ ラズ 景； ^ 等ヲ 一 々記シ テ御 報知 中 上 難ク殘 念此事 一一 候 今曉大 11 發： 汁 

病 九分. 厘 ハ 平癒 致シ候 甲板 -I 出デ 、 見 候 得バ灣 ノ兩岸 一一 白雪 皚々 タル 山水 述ナリ 水靜カ 二 {4! 

0  I 翰  一七 11 一 


畲翰  1 七 四 

晴レテ 心地 i ^ガく シク相 成 候 此邊ノ 景色 ハ全體 播州 洋ヲ越 テ下ノ 關 迄參リ 候 ト異ナ ラ ズト兑 へ 

申 候 僅 カノ 旅行 一一 テモ暫 シ 東京 ヲ離レ テ歸途 海上 ョ リ觀音 崎 ノ燈臺 本牧ノ C み 等 ヲ望ム トキ ハ 其樂 

サ 言 ハン 方 無キハ 蓋シ是 故郷 ナ レバ ナリ 二 句日ノ 航海 二 倦ミ疲 レテ漸 ャク睦 地ヲ见 ルー 一至 リシ 事 

故 愉快 ナル暂 一一 候 得 共 左シ タル 感覺乇 起ラズ 只ート 安心 ヲ爲シ タル 位-二 ァ 止ムハ 蓋シ 我々 一一 

緣 故無キ 異國ナ レバ ナ ラン 

船ハ 多分 午前 十一 時 一一 ヴァ ン クウ バ ルー 1 着ス ルナ ラント 船 ノ者共 申 居リ候 

二十 六日 九 時  -  正久 

午前 一一 到着 サ ヘス レ バ 時間 少 差異 ハ アル モ 此書狀 ノ ミ 一一 テ 別段 書狀 ヲ 差上ゲ ズ 安着 致 シ タル 事ト 

思 召 サレョ ：：： 曜ハ 汽車 發セズ 今夜 一泊 明日 乘車ノ 都合 ト承リ 候 

少シ時 ガ有之 候 故乂々 中 上 候 船ハ十 一時 一一 着ス ヴァ ン クウ バル— ハ 新開 ノ地故 誠 一一 邊僻ノ 所-一 

テ 諸事 野卑 一一 見 受ケ候 一一 ゥョ ルク ヨリ ノッ タス 氏 ノ書狀 郵便局 一一 屆キ居 タリ 先ハ 大安 心 仕 候 

〇 同上、 二 クョ〃 クょぅ 家人に 宛てし もの 2A<A 年) 

ヴハ ン クウ バ ル港 ヨリ 汽車 ノ ゆ；^ ハ刖 條無ク 去ル 三日 二 ゥョル クニ 到着 仕 候 途上 見聞 セシ 感ジ 


タル 車 數多有 之 候 得 共 如何 一一 セン 着 後 一 身ノ 位置 未ダ定 ラズ 案外 ノ事 共隨分 ァリテ 奔^；-：：^中故 

今 ヨリ 十日 後ノ便 ナラデ ハ迚乇 委細 ノ事ハ 申上ラ レズ 其 節 ハ 前便 同様 ノ 書 ヲ 送 リ 可 申 候 此方 ノ 

事ハ 屹度 都合 能ク成 ルー I 違 ヒ無ク 候 故 御 案 ジ下サ レ問敷 候 金子 一一 御 困 リー 1 候乎ト 心配 致 候 嘉瀨 

ノ金ノ 事 到達 次第 御 報知 下 サレ度 候 當方 ヨリ 造 ハス 可 キ金ノ 事 モ懸合 最中 故 次便 迄 ハ分リ 兼^ 

故 何卒 御 待 チ下サ レ度候 .1  母 日 諸方 ヲ 狂奔 致 候テ更 一一 疲ヲ覺 申 候 十 有 餘年前 苦學ノ 有様 今 (仅 新タ 

一一 經驗ス ルガ 如 ク感ゼ ラレ 候 家 大人 及 三千 代 様 儀 三郞、 量 平、 澄 江等ノ 諸氏 一 一宜 シク奉 願 候 量 

平 正 度 ノ兩氏 ト下谷 町 番町ノ 一 ー敎會 一一 ハ 次便 一一 詳細 ヲ 報知 セ ン ト 御中 傳 へ 下サ レ. 候 匆々 

四月 六 n  植村 正久 

季子 様 

•  〇 紐 育よ，？ 長女 澄 江に 宛てし もの (1<八< 年) 

アイラ シキ ス ミエ ョ ォ マへ ハ オト ナシ クシ テ オル 力 力 ミサ マノ オハ ナシヲ ョク ォ 

ボ H テ ョィ 子供 二 ォナ リヨ ウタ ヲ オボへ タカ トウ チャン ガ カヘル トキ ョィ モノ ヲ 

ォ ミヤ 二 カッテ ュクゾ ヮ ルイ コト ヲ ス レバ カッテ ユカ ヌ 力 ミサ マ 二 オイ ノリ ヲシ 

テ マ ッテ キヨ グゥ ド バ ィ 

*i  翰  1 七 五 


窨翰  1 七 六 

叫 月 六日  チヽ ヨリ 

ス ミエ サン 

〇 紐 育よ，. y 家人に 宛てし もの C1<A< き  . 

去月 二十 三日 御認メ ノ御狀 叫：：：：： 二十日 領掌拜 兑仕候 先以 皆々 機 御 健全 何ョ リノ 儀 一一 御 坐 候 此 

方 一一 於テ モ 諸事 都合 好 ク 候 得 共 先便 申 上 候例ノ 金^ ッ ク ス 1 ョ リ未ダ 手 二 入ラズ 同氏 ハ 都合 ュ .S リ 

五月 上旬 迄當巿 一一 來ラザ ル旨 音信 ァ リ 氏 ハ 諸方 ヲ回リ 日本 傅道ノ 模様 演舌 致シ 居候 故 尋 ネ參ル 

譯ニ モ行 カズ ^程费 W 差 支 居候 南ャク 知人 ノ分ヲ 借用 スル位 一一 候 責メテ 島 田 氏 二 テモ當 地ニァ 

ラバ 又 都合 モア ルナ ラン 力 同人 ハ未 ダ參ラ レズ 此方 ノ事 ハドウ カ行 ク儀モ 候 得 共 家 ノ方ハ 如 

何 一 1 候ャ 來 ノ末迄 一一 ハ送ル 可、 ン 且ッ今 二三 ヶ月 立 チ候ハ  >當 地 一一 テ種々 ノ 便利 開 ケ少々 ハ金 

ヲ儲 クル 目途 乇 1^ 之隨分 面白 ク參ル 事 ト樂シ ミ居リ 候 

嘉瀬氏 ヨリ 金子 送 附相成 候 乎 何度 モ 小生 名古屋 在留 中 ノ覆轍 モ有之 候 故 此度ハ 家 山ノ人 一一 苦勞 

ヲサセ 中 問 敷 念願 堅固 一一 候 故 活計 ノ 事 " 御 心配 無ク御 勉強 被 下 度 候 

父上、 三千 代 様 等 一一 モ追々 御 逹者ノ 趣 欣喜- 1 堪ズ 候、 何卒 善ク御 事へ 下 サレ度 候 

澄. 江-一 申ス アメリカ 一一 モ惡 シキ 子供 澤山有 之 候 得 共 中 一一 ハま ：！ 良 ナルノ モ澤山 有 之 日曜 攀校 一一 行 


キ祈リ ヲ爲シ 僞リヲ 言 ハズ實 一一 感心 致シ候 父 ハ澄江 モ其樣 一一 ナル事 ヲ望ミ 候 叉 其 善良 ナル子 供 

等ハ猥 リー 一 買 ヒ食ヒ ヲセズ 食 時 ノ外ハ 菓子 ヲ 貪ラズ 澄 江モ之 一一 傚 フ可ク 候 追々 大 キク 相 成 候 

事故 善ク氣 ヲ付テ 父 ガ歸ル 時 一 人 善キ娘 一一 ナリテ 居 ル様祌 -1 祈 リ申候 

第三 土曜日 11 御集會 云々 感銘 ノ至ニ 候 紀行 ハ未 ダ全ク 整頓 セズ 尙ホ暫 ラク待 レ ョカシ 

御勤學 ノ事 一一 付 テハ素 ヨリ 自己 ノ 御決斷 ヲ用 ラレ 候 事 可然候 然シ 可成 下ラヌ 醫物 ヲ隨 マ ズ 和漢 

共 名 アル 書物 有益 ナリ トノ 印紙 ヲ貼 用シ アル 書物 ヲ讀ミ 候 方 然ル可 シト存 候 亦 飜譯書 11 モ 隨 分 面 

白キ モノ 多 カラン 敎育學 應史 修身 擧 共 他 諸科擧 一一 係ル 書物 ヲ求 メテ御 一 覽有之 度 候 预子 

テ申候 通 リ是レ ハ ト思フ 書 ヲ見當 ラバ 可成 都合 シテ手 一一 入レ 給へ 

就中 缺ク可 ラザル ハ獨リ 坐 シチ靜 力 11 理ヲ考 へ 事 ヲ窮メ 候 事ナリ 詩文 章ヲ 讀マバ 其風體 得失 ヲ考 

へ 共 意味 ノ 善惡 適不適 讀ム 者ヲ益 スルャ 害スル ャ等ヲ 熟思 ス ル 事 肝要 一一 候 

物 ハ始メ ヨリ 上手 1 一成 ル事ハ 六 ケシク 候 故 下手 ナ リー I テ鋭進 シテ怠 ラズバ 終 一一 ハ 一家 ヲ成ス 事 

モア ラン 詩歌 文章 共 御 習 ヒ成サ ル可ク 候 

又兼テ 申笸キ 候如ク 少年 子弟 其 他 女學校 生徒 等 一一 ハ 格別 一一 親切 慈母 ノ如ク 之 ヲ扶ケ 導ク事 

ヲ心 掛ケ下 サレ度 斯ク スルー ー隨ヒ 段々 自 ラ心モ 立派 一 1 相 成リ候 

新聞紙 モ御 覽成サ レ候ャ 

書翰  1 七 七 


窗翰  一七、 

私ハ此 屮 諸方 ヲ馳 セ回リ 色々 調べ 居リ候 此國 一一 ハ極々 惡キ 人モ澤 山ァリ 偽善者 ハ殊 -1 多ク 

- ル敎ハ 日本 ノ 敎會程 質素 誠實 ナ ラ ズ 候 得 共 中 一一 ハ極々 善 キ人又 手本 ト致 ス可キ 旨 者 モ見ヱ 申院 

當地ノ 擧問モ 文明 モ此 位ナ ラバ 何 モ見ニ 來ルニ  〈及 バサ リシ モノ ヲト 思フ事 トモ S 々ぎ 之 p、 擧 

ハ 高等 ト 申ス譯 一 1 參ラズ 候 E 本 II テ 雷名 ヲ 間 キ居 タル 人モ 面舍 シテ ハイ ャハ ャ 隨分ッ マラ ヌガ 

多ク 失望 致 候 

敎會ハ 御寺 ノ如ク 牧！； ハ偕侶 ノ如ク 實 一一 厭 一一 相 成 候 長老 派 ノ敎會 一一 テモ コ. i4 モヲ 着テ說 敎スル 

先生 ガ 大分 相 見ェ候 

乎紙ノ 文章 御 熟練 成 サル様 願 ヒ上候 先 H 中 上 候 通リな 地所 宛 ハ改リ タル 事ヲ御 承知 下サ レ度候 

又 表 封 ハ紅ィ ンキヲ 川ヰズ 黑キヲ 御用 ヒ下サ ル樣願 上 r::^ 

Mr.  M.  Uemiira, 

V。  Dr.  Henry  N.  Cobb, 

synccTS  Roonis  26  Kcadc*  St., 

New  York  City,  U.  S.  A. 

斯様  一一 丁 率 11 御認 メ下サ レ度候 

餘ハ 後便 -讓リ 中 候匆々 

季野様 


〇 同 上  二. <  <  < 年) 

父上 一 I モ三 千代 刀自 一一 モ 恙無 ク候ャ 季子 澄、 江 薰等モ 無事 ナ ルカ 朝 暮祈リ 居リ候 私事 モ此地 二 

到着 致 シ候テ ヨリ 身 體ハ至 ッテ健 カー 一 御座 候 然 レド乇 ノッ タスト 預ネテ 約 鬼 致シ候 事大 一一^ 齬 

致シ 候故大 一一 困難 一一 罹 リ申候 然ル 所ゥァ レ ス ト申ス 信 切 ナル人 何程 一 1 テ モ 人費ヲ 供給 セ ン ト申シ 

吳レ候 故大ー 一安心 仕 候 是レ ヨリ 追々 懇意 モ出來 出身 ノ道モ 次第 一一 開 クル 事 ト存ジ 候 會堂ノ 立 

替金 ハ已 11 受取 ル 約束 II 相 成 居候 モノ ヲ ，^^^ 氏ガ 四 五日 前田舍 一 1 參リ 明日 ァタ リ歸府 スル事 

一！ テ 新聞紙 ヲ見 レバ 日本 ノ 郵便 ハ已 11 今日 ガ締 メ切リ トノ廣 吿ァリ 金子 ヲ送 ラズ 失-望 ヲ ォサセ 

申 ス事實 -ー 面目無 キ次 第一 1 候 得 共 先 ッ書狀 ヲ差上 候 是 ヨリ 十日 モ相 立チ 候ハ、 >  次便 モ 御座 候 事 

故 御 海 恕被下 度 候 萬 鱼相離 レ候故 一日 モ 疎略-一致 シ 候 儀 一一 ハ 無 御座 候 

左 テ，、 r ンー —- ^ルー 一 到着 シ テ 七日 間ノ 汽車 旅 舍ノ住 01- 鐵道 ノ乘リ 間遠 ヒ 下宿屋 ノ不體 裁 絲育 

府ノ 繁昌 米 國人ノ 風俗 等 只今 巨細 一一 認メ懸 リ候得 共 長文 故 次便 力 其 ノ次ノ 郵便 ナラ デハ 御送リ 

申 候 人類 ハ 何 所 11 モ數多 相 見 H 候 得 共 寂寥 ノ感常 一一 堪へズ 一日 モ 早 ク歸リ 度存候 實 一一 吾ガ 

國吾ガ 家 程 善 キ所ハ 無 御座 候 然 シ神ノ 御導キ -1 由リテ 斯ク相 成リ候 事故 何 力 一 ト 仕事 セデ ハ叶ハ 

ヌ事ト 觀念致 候 私 ノ米國 一一 在ル ハ 親戚 知人 等 出身 ノ路 ヲ開ク 一 助力 ト是モ 忍耐 ノ 一 ヅ 一一 御」 f 候 

書翰  .  1 七 九 


^翰  一 八 〇 

大^^氏 一一 今华中 一一 ハ 必 ラ ズ 吉報 ヲ途ル 可シト 御 申 聞 ケ下サ レ度候 只今 ハ 紐育ノ 屮央 一一 下宿 致 シ 居 

候 文明 富 榮ノ國 一一 候 得 共 日. M 人ノ爲 一一 ハ萬蔡 不都合 不自. e ノ寨ノ ミ多ク 困却 致シ候 只岛田 

兄ノ 渡米 指 ヲ屈シ テ待人 候 得 共 今 一一 到 ^15 セ ラ レ ズ 痛心 致 做 セ メ テ 同兄ヲ 15- ル事 ヲ得バ 何程 ノ安慰 

ヲ得 ルカ 知レ巾 サズ候 

季子 一一 申ス 來京ノ 有様 敎， ノ 形勢 時々 御 報 導 下 サレ度 候 讚美歌 ノ事 奥 野 氏 ヨリ 何 トカ申 

參リ候 力 是モ 何分 ノ收入 アル 事 ト存候 今 便 ヨリ 警醒 社へ 原稿 ヲ 廻 シ 月末 一一 該社 ヨリ 謝金 ヲ宅 

へ 屈 クル 様懇 一一 巾 遣ハシ 置キ候 詩篇 ノ 註解 ra: 五日 前 一一 着手 夏 中 一一 ハ晚稿 仕ル心 55 一一 候 ノ有 

様ハ 心配 サスル ナドヲ 思 召 下 サレテ 御 報知 下サ レズ バ反 ッテ 氣造ハ シク候 故 ：！： 卒 E 細 御 報知 

下 サレ度 候 私 方 ハ 寂 霧 シサト 話 シ相乎 無 キ而已 一一 テ ドウ カコゥ カ立チ 行 キ ^故 御 心配 一一 及 バ ズ 

只々 家ノ jej ノミ心 一一 懸リ候 然シ ノ. 事モ 大抵： ク行ク 考案 一一 御座 候 押 川 氏 ヨリ 何 トカ申 シ參リ 

候 乎 伺ヒ 度^ 明治 女 舉校ハ 日 一一 盛大 一一 赴 キ候ャ ナツ カシタ^ ジ候 

先 n ハ顿事 館へ {^ テ 、書 狀ノ御 送 附願上 候 得 共 其 ヨリ ハ次ノ 方 可 然ト存 候 

Mr.  M.  ueiril 

ニ0 力 CV  Henry  N.  Cobb  D.  D 

svn()ds  Rooms, に G  Kcacic  St., 


New  l^ork 匚 ty, 

U.  S.  A. 

基督 敎 新聞 及 ビ 六合 雜誌 ハ 直チ 一一 警酲社 ヨリ 送 ル樣申 遣 ハ シ候故 御 心配 一一 及バ ズ 國勢 一 斑ト云 フ 

折 本 最近 ノ 出版 一一 係ル モノ 何卒 御 購求 ノ上御 送 リ下サ レ度候 其 ノ送附 方 等 ハ 3 お 本 氏 一一 御 相談 ァ ル 

可シ 何 力 非常 ノ出來 事 有 之 候 節 ハ岩本 高 橋 本 川 等 一一 御 相談 下サ レ度候 

季子 一一 ハ n 々御 勉强 ト存候 斯ク相 離 レ候テ ハ日來 相 助ケテ 共々 學問ヲ 爲サザ リシ ガ悔 ヤシク 候 

是ハ返 ラス 繰 リーマ" 凡テ 目前 ヲ謹ミ 將來 一一 注意 スルノ 外 無 之 候 當地 女子 ノ^ 様 舞踊 ノ事 ナド目 

下 取調べ 屮故 追々 可 申 上 候 

此問 カナダ ヲ 通行 致 シ候節 汽車 a-> キイ 山脈 一一 懸リ 雪中 ノ 景色 一一 フ 可ラズ 險机モ 亦甚シ ク^ 之 

候 其 節其ノ 歌メキ タル モノ ヲ讀ミ 出デ候 調子 モ 言葉 モ 粗末 故 人-一見 セ可 キナラ ネド之 ヲ書ク 

時ハ 汽車 ノ客窒 一二 ァ 悲歎 慷慨 感淚 一一 咽ビ候 一字一句 私ノ 心事 ヲ寫シ 出シ候 

P ッ キ ー 山の 峯を越 ゆる 道す がら ¥F,.5:rvlr か 1^ (观， ^) となん 呼べる 河の 邊 りに 二つ 三つの 新 

\ グ f.at -、 

しき 墓 を 見やり 坐ろ に感 する 所 ありて 詠める 

海 を 越え 山 を 越え 來て 日の 本の ふる 里 遠くな りに けり 振り さけ 昆れば 名に し 負 ふ a ツキ 

,1 山の頂き に 雪 は 積り ぬ 千尋な す 深 谷の 底 も 白妙の 雪に うづ もれ 道 さへ も 見え わかぬ まで 


降りしきぬ 腸 を斷っ 汽車の 笛に あはれ を 籠む る 夕 空 は 淚 のみこ そま さりけ る 馬を踪 るて n 

キック • ホ ウス 岩う つ 波 も 雪の 瀧 勢 ひなげ に 流れ 行く 水際に 立てる おくつ き は 誰が 亡き 跡 

か 知らね ども 古里の 朿の 京の 天 王 寺 松の 小 藤に 葬れる 亡きたら ちね のおく つき を 訪 へる 

心地 ぞ せられけ る 

噫 あめにます 母 刀自よ なれが 子 は 兼ての 望 遂げん とて 斯く遙 々と 外つ 國に さすら ひ來た 

り I？ かの 竹 一は 山阪の 嶮 しく ある も たらち めの に はのお しへ に ますら をの 心 も 勇み 千 萬 

の 憂き も 惱みも 打 忘れ 日なら す 事 を爲し 果てて 吾が 日の 本に 歸ら なん 

御 一 讀ノ上 御正 シ下サ レ度候 

澄 江 に も薰 にも 宜しく 御致聲 ヲ乙フ 

五月 十 M 日夜  植村 正， ノ 

父上 樣 

三千 代 様 

季子 様  、 


〇紐靑 よ， 家人に 宛てし もの (1 <  A  A 年) 

先便 一 1 テ御送 申 上候爲 替 不都合 無 ク相屆 キ候ャ 小 子 モ無寨 消光 御 放念 被 下 度 候 家 大人 始メ三 

千代 樣 正 度 澄 江 薰等何 レモ 祌ノ愛 謹ヲ蒙 フリ居 ル事ナ ラン 

當紐育 ハ氣候 極 メテ變 動多ク 朝 一一 汙ヲ流 セバ夕 一一 ハ 寒冷 侵シ來 リテ膚 一一 粟 ヲ生ズ 誠 トー 一 不順 ノ 

事 一 1 御座 候 且ッ 聞ク所 一一 據 レバ 冬 ハ寒サ 零度 ノ下 一一 達シ S ハ 熱度 百度 以上 一一 及ブ. H  f::- 期ハ 

迚モ 府中 ノ 住居 叶 フ可ラ ズト存 候 其 節 <； 田 舍廻リ 11 出 懸ケ可 申 候 

上野 ノ 月 蓮 湖ノ花 墨堤 ノ眺メ 靖國 神社 ノ 景色 夢 一一 入 申 候 紐 育 一 1 參リ候 以來齊 機 群 金香ノ 

如キ 花卉 ハ 見事 ナ ルャゥ 11 覺 H 候 得 共 日本 ノ如ク 美妙 ナルヲ 見 當ラズ 公園 ノ如キ 乇所々 有 之 候 

得 4_ハ 迚 モ靖國 神社 一 マハ及 バズ 況ンャ 芝 上野 一一 ハ遠ク 歩 ヲ讓リ 申 候 セ ント ラル • パァク ト稱ス 

ル 所ァリ 是モ 府中 第一 ノ遊園 ナレド 未ダ 一見 セズ 規模 ノ廣 大ナル ト池ナ ドノ 大ナ ル外ハ 風致.. 

乇無ク 見ル 一一 足 ラズト 人 ノ語リ 候 

市中 ノ 家 、ノ 大抵 五六 暦  一丁 ビア 或ハ十 M 階 11 逹スル モノ ァリ 昇降 不便 ナ ルガ 故 11 大ナ ル家屋 一一 

ハ 「ィ レヴ H タ …… 」 ト申ス 一 間 四方 位ノ箱 ノ様ナ ル モノ ヲ蒸 汽若ク ハ 水力 11 テ之ヲ 昇降 シ 人 之 二 

乘リテ 其 行 力 ン ト欲ス ル 所ノ曆 一一 逹ス 誠 一一 便利 一一 御座 候 斯 ノ如ク 大ナル 建物 ヲ幾曆 トモ 無ク 锋 

ミ累ネ 候故ハ 紐 育 ハ河ト 河 トノ中 一一 夾マ レ クル 島 二 シテ 土地 極 メテ小 チリ 愈々^ ケ愈 逃ム  一 I 

書  翰  1 八 三 


書翰  一 八 四 

從ッテ 地 價益高 クナリ 廣ャ カナ ル家ヲ 作ル事 能ハズ 然 ルー 1 空中 一一 〈地代 無 キ故九 歷 十 暦 ト家ヲ 

空中 一一 築 キ上ゲ 或 ハ地ヲ 穿チテ 道路 ヨリ 低キ所 一一 部屋 ヲ設 クル 等 種々 ノエ 夫ヲ運 ラシ 居リ候 斯 

タノ 如 ク高キ 家 ヲ作ル ハ成ル 可 ク癡止 スル方 可 然ト存 候 得 共 當地ナ ドハ 右ノ 事情 故 止ムヲ 得ズ候 

地面 ノ多ク アル 東方 ナド 11 テ 六 七&作 リノ 家 ヲ建ル ハ 馬鹿 物-一 御座 候 當國 ノ習惯 トシ テ家 ナド 

《極 メテ大 キク 作リ候 得ドモ 箱 ノ如キ 形 一 1 テ 雅致 ナル モノ ハ 少ナク 高キ所 ヨリ 市中 ヲ 見渡 セバ 

赤キ谏 瓦石ノ 家々 ヨリ 千 百 ノ烟筒 ヨリ 黑煙 空中 一一 上 リ候故 恰カモ 火事場 ノ如ク 相 見 二 候 雨後 

九段阪 ヨリ ia^ 京 ノ町ヲ 見 ルガ 如キ 眺望 ハ難ク 候 新開地 ナル 橫濱ノ 無風 流ナ ルガ 如ク 金ヲ 禮拜ス 

ル 新國ノ 都 府紐育 モ 無風 流 ヲ極メ 申 候 

空中 ヲ見 レバ 町ノ上 一一 蛛ノ 2 扱 ノ如ク 網 ノ如ク 電線 ァリ 鐵道 馬車 荷車 織 ルガ 如ク 丫レゥ H テツ 

ト • レ 1 ル ロウ、；，： ハ 家ノ 上 ヲ走リ 行人 ノ 頭上 一一 覊 ク ナ ド誠 一一 騷ガ シ ク 塵 砂 舞 フテ 堪ェ難 ク覺ェ 

申 候 

敎會堂 一 1 ハ中々 兒事ナ ルガ 澤山 相兒 H 申 候 得 共 信仰 ノ 有様 ハ# 堂ノ 美麗 ナ ルー 一 ハ及ビ 難 ク相見 H 

候 

小子ハ 種々 ノ  is!!- ヲ 見聞 シ タリ 取調べ タリ シテ 益ヲ穫 ル事少 カラ ズ 御 安心 被 下 度 候 此分 一二 ァハ 

此所 一一 參リ候 甲斐 ァラ ント存 候 

下宿屋 ハ巾等 一週 七 八圓ニ 御座 候 只今 島 田兄ト 同居 致 シ居リ 候フ所 《八 圓計リ -I 有 之 候 入 


浴 代 〈二十 五錢 散髮料 二十 五錢 髮ヲ 洗へ バ又 二十 五錢 香油 ヲ用 ヰサス レバ 又 < お 二十 五錢 a. 

キ入リ 申 候 北 ハレ 故 當地ノ 人 ハ餘リ 風呂 11 行 カズ 自分  一二 ァ水ヲ 遣 ヒ申シ 候 小 子等 モ之 一一 做ヒ OiJl 一 

候 蜜柑 一個 五錢 林檎 一個 五錢 折々 買 喰 ヒ仕候 呵々 

明日 ハ ヒ ラデル ヒ f  ノ 方へ 向ヒ 出立 致シ候 島 田兄モ 同行 ス 俳 シ程無 ク此所 一一 歸リ來 ラン 先 M 

1 一度 及ビ 此便リ 一一 テ 基督 敎 新聞 一一 書 キ送リ 候 モノ ヲ篤ト 御覧 下サ レ度候 種々 ノ 事ヲ發 明サル ルナ- 

ラン 二度 共 一一 願ヒ マス 東京 ヨリ 轉 送致 シ候 基督 敎 新聞 中 小子ノ 通信 ヲ載セ 候分ハ 歸國 迄チー 

ヤン ト御 保：：^ 下 サレ度 候 

近 藤 元珥子 一一 ハシミ ぐ ト話シ モセズ 二 出立 仕リ候 殘念 11 存候 父上 ヨリ 宜シク 御 致 聲下サ レ度ー 

候 父上 一 1 巾ス 内職 ノ事御 申 遣 ハシ候 得 共 是ハ 御用 心 下 サレ度 候 宅 ノ暮シ ハ何ト 力 工夫 仕ル 

可 ク候故 餘リ御 心配 下サレ 敷 候 聖 寄ナ、 F 御調べ 下 サレ度 候  一 

三千 代 老母 一一 ハ 子供 等 ノ事御 厄介 一一 相 成 リ千萬 難 有存候 何卒 神 ヲ信ジ 人ヲ愛 スル健 氣ナル 女子 ト 

成 ル樣御 敎導吳 々願 上 候  . 

嘉瀨 ノ 金 ハ 如何 相 成 リ申 候ャ御 報知 下 サレ度 候 

小子ハ 追々 當國 一一 知己 モ出來 申 候 親切 ナル人 一一 出 會ヒ申 候 昨日 或 ル人ノ 手引 一一 テ r ジュ H リ I」 一 

トテ 種々 美シキ 古物 ヲ商ヒ 候 所へ 參リ 候處 一 枚ノ 小皿 一一 テ 二百 弗位ノ モ ノ モ多ク 有 之 常 地 人民 

ノ 富有 奢侈 ハ推シ テ知ル 可 キナリ 

0  m  1 八 五一 
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餘ハ 次便- 讓ル 匆々 

五月 十五 日  谊村 ^久 . 

家 大人 膝下 

三千 代 

季子 様 

儀 三郞樣 

镞三郞 さんに 云 ふ 手紙 を 送られよ 手紙の 外に 樂し みは 少なく 御座 候 

〇 ヒ ラデ 氷 ヒ ャょ ftN 家人に 宛てし.^ の (1 <  <  <  S 

去ル五 m: 十一 日 横濱發 ノ御狀 今 六月 八日 落手 仕 候 一 讀宛カ モ御目 11 翻 リ候心 持 致 候 左テ 各方 

モ 無事 ナルハ I 卅 一一 一喜 ハシク 候 山內 夫婦 ノ事御 申 越 シノ通 結句 宜シ カラン ト存候 精々 御 働ラ午 

アル 様 御 傅 言下 サレ度 候 左レ ドー 事業 ヲ取リ 立 ル事ハ 又 大切 ナ ラント 被考候 日本語 ノ 師匠 ャへ 

ボ俾道 者ハ、 水 ク務ム 可キ車 一一 非ズ ト；！ ^候 了 達-一 御 面 會成サ レ候ハ  >  九月 ヨリ 一年 分 ノ擧費 金貨 六 

十 弗 (ほ 本ノ 八十 W 五圓) 《今月末 ノ船 一一 テ爲替 ヲ送ル 可シト 御傳言 下 サレ度 候 

當地 一一 參リ 調べ 度 事柄 ハ 大抵 議シ候 學校ノ 程度 ハ低 クシ テ 擧 問ノ爲 一一 ハ餘リ 签無シ ト考へ ラレ 


候 プリ ン スト ント中 ス大舉 一一 參リ候 得 者入费 些少 -1 テ學 位ヲ取 ル間卽 ニー 年 ハ暮シ 得 ル^-御 

候 5：： 共是ハ 小兒 ノ戯レ 一一 似 テ^ 名ヲ貪 ルカ ト思ハ ル 、 モ士ノ 恥ル所 一一 候 故好モ シ カラ ズ 左 リトテ 

別 二手 段 モア ラザ レバ 九月 ヨリ ハ 左様 致サ ン カナ ド 、 モ存 ジ候ヒ シガ隨 分危險 II ハ；： i: 候 得 共 小生 ヲ 

愛 シ吳候 當地ノ 知人 ト 相談 ノ上 都合 ーー由リ七月上句直チ |1英國ー1參リ候乎ト^|カへ居リ候 日 其 

等ノ 人々 ト 談判 致シ候 模様 一一 由 ル事ー 1 御座 候 未ダ 確定 ノ儀ー I ハ無之 候 此間 婦人 靑年會 一一 參リ候 

所 中々 立派 ナル 建物 一一 テ色々 ノ 仕事 ヲ爲シ 居候 一 週 二三 回ハ 敎授及 道德上 ノ 講談 モア リ 其 外 折 

々 ハ 歷史文 學學術 等 ノ演說 モ 12^ 候 殊 一一 注意 ス 可キハ 靑年會 一一 婦人 一一 糊 ロノ 術ヲ敎 ウル 事 II 御座 

候 速記 法 繪圖ノ 引キ方 タイプ ラ イチ ン グ (f 鼷 ま y み, if  如) 仕立物 I ず 敎 へ 候 

何 レモ 卒業 ノ上ハ 相 應ノ金 II 相 成 候 當地ー 1 來ッテ 見， - 11 婦人 ノ 三分 ノ 一  ハ皆 事業 ヲ營ミ 居リ候 

彼ノ タイ ブラ イチ ング ハ 大ナル 商社 ャ 役所 及 ビ 私立 ノ 事務 ナド I 一廣 ク ffl ヰラ レ 大抵 婦人 ガ之 ヲ擔 ffi 

致シ 居候 

ワシントン 府 一一 參 リ候テ 色々 珍 ラシ キ物ヲ 見物 致候ガ 就中 最乇 一驚 ヲ樊シ 候 ハ大藏 翁、 內 務省ヲ 

始メ諸 役所 一一 婦人 ノ多ク 勤 メ居ル 儀-一 候 大 藏省ナ ドハ 大抵 三分 ノー  婦人 ト申ス 事 一一 候 勿論 長官 

ナ ドハ 一人 モ無 ク皆宮 部文臣 サン 位 ノ屬僚 11 候 年給 ハ 五 百 弗 ヨリ 千 八 百 弗ナリ 何 1 一致 シテモ 

感心 致シ候 此等 ハ去ル 十六 日朝 領事館 ノ人 一一 伴 ハレ テ 日本人 ノ 「クラブ」 (協同 會) 11 參リ 日本 料 

理ノ 御馳走 一一 相成リ 牛肉 鍋 モ酔ノ モノ モア リテ誠 一 1 旅中ノ 一  輿 一一 テ御坐 候 其 ヨリ 汽車-一 乘リ テフ 

窨翰  1 八 七 
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ヰ ラデル ヒャ迄 參リ候 里程 ハ凡ソ .f^, 十 マイル 許 一一 御 坐 候 直チ 一一 下宿屋 二 投ジテ 人 ヲ訪ヒ 巿中ヲ 

見物 致シ候 此ノ都 ハ紐育 トハ逮 ヒ稍靜 力 一一 シテ 家屋 ノ造リ 方 ナドモ 少シク 雅致 ヲ呈シ 中 候 

先日 當巿中 一 1 長老 敎會 總會ノ 百年 記念 ァ リテ 諸方 ョ リ名 十： 來集 會議 ハ 甚ダ 賑ャカ 一一 候 一昨日 

ハ 米國 大統領 夫妻 ト モ來 會致サ レ候  ， 

昨日 米國ノ 名士 一一  テ M ヲ揚 ゲテ電 氣ヲ發 明致シ 候べ ンジャ ミ ン フランク リ ンノ 墳墓 -ー詣 デ候所 夏 

木ノ祿 リナ ル 樹陰 一一 夫婦 合 葬ノ碑 微力 一一 立ル アル ノミ 誡 一一 質朴 ノ事 一一 候 フラ ン クン ハ米 國ノ代 

議士 一一  テ 該國獨 立 ノ 有功 者 一一 御 坐 候 

獨立閣 ト云フ 所ァリ 此ハ 一千 七 百 七十 六年ノ 七月 ノ S 日 合 衆 國ガ獨 立スル トキ 之ヲ 議決 公布 シ 

タル 堂 一一 テ共時 之ヲ知 ラセ ル爲ー 1 撞鳴 ラシ 候 鐘ハ 今一 一 遣 リ居リ 候 內ノ 一  窒 一一 ハ 當時ノ 有功 者ノ畫 

像 壁 上 一一 並列 シ 亦ー窒 二 ハ名將 ノ戰袍 劍槍等 ヲ陳ラ ネヮシ ン、 トン フランク リンナ ド 云へ ル 英雄 

イン デ ペン デ ンスホ ウル  ，厂 i 

ノ 手書 遣 物ヲ 保存 致 シァリ 候 何 レモ 懷古ノ 性 ヲ催ホ シ申候 獨 立 閣 (柴 四朗ノ 伎 人ノ 奇遇 一一 

アリシ ヲ 記憶 セラ ル 、 力) ハ 立派 ナル 建物 ト思 フナラ ンガ 左 一一 非 ズ潢濱 ノ町會 所 一一 ハ 及バ ズ候 

百餘 年前ノ 米國推 シテ 知ル可 キナリ 

明日 ハ 母ノ 命日 ナリ 祈禱ト 思想 トヲ 以テ日 ヲ消ス ル積リ 二 候 宅 一一 テ モ何カ 記念 ノ擧ァ リツ ラ ン 

ト存 ，4^ 

金子 ハ屆キ r お 乎 別段 不都合 ナ ル事ハ ナカ リシ 力 音信 ヲ日々 II 待チ 居候 不日 ヮシ ント ン府 -I 參 


リ (岛 田 一 一； 郞氏 同行) 一二 週 問 ノ內ー I 紐 育- 1 歸 ラントな 候 父上： 二 千代 老母 等 一一 ハ刖 -I 書^ ヲ差上 

ゲ ズ 〈几 シク 御致聲 ヲ乞フ 澄 江ト薰 尸 如何 II セ シ ゾ ァ ナ懷カ シ ノ 和 子等 ョ • 

五月 二十 五日  正  久 

季子 樣 

別紙 猪 侯 氏 一 一大 至急 御 屆ケ下 サレ度 候 其 ノ家ハ 下 谷 大門 町ノ 逢ナリ 之 ヲ屆ケ タル 上 次ノ日 一一 相 

成リ 返事 ヲ御取 リ下サ レ度候 然シ手 ぼ 二 ハ及バ ス 口上 一一 テ宜シ 此俵 父上 -ー願 ヒ上候 

田中ノ 金子 ノ事ハ 出立 前年 々 送付 ノ 仕方 ヲ定メ 置 カレ 今年 分 ハ 次便 一一 テ 送 ル可シ ト存候 

高 橋、 本 前川大 石等ノ 諸氏 一一 宜シ ク御傳 一一； 一口 ヲ乞フ 諸氏 ノ 手紙 ヲ持チ 居ル 旨銘々 一 1 御 話 シ下サ 

レ度候 手紙 ヲ 此方 ヨリ モ追々 差 出 ス可シ 

〇 ワシントン 府 よ，. y 家人に 宛てし もの n  <  A  A 年) 

父上 ノ御乎 書 及 季子 ガ 三月 二十 三日 一 1 投函 セル 信書 正 一一 落掌 セリ 其 後 郵便 到 や； 5.® 一一  來翰ヲ 待 

ッコ ト大早 ノ雲霓 一一 異ナ ラズ トイへ ドモ 家 山 ノ信報 一字 無ク 失望 ノ至 一一 驅ズ候 或ヒハ 船ノ往 

復發着 等 11 W 途ヒ アリシ 力 將タ 如何 ナル 都合 カト 心配 致 居候 お M 氏ノ 家書 乇 同様 ナリ 氏モ 

心配 致 サレ候 

害  翰  j 八 九 


ft  翰  一 九 o 

左テ 此後ノ 書^ ハ成 ル可ク 堅牢 ナル封 皮 一一 包ミ 表書 \黑キ 「インキ」 ヲ以 テ認メ 候へ 郵便局 ノ 

報吿ハ 新聞紙 一一 出 テ候故 其ノ 時間 一一 逮ハザ ルャゥ 發送下 サレ度 候 新聞紙 一一 ハ 汽船 發着ノ 表 何日 

々 々ト 列記 致シァ レド是 ハ橫濱 拔錨ノ 時期 故 其 日 一一 書 狀出シ 候 ト乇其 船 一一 ハ問 一一 合ハ ヌ 都合 ナリ 

前日 午前 力 前々 日 一一 出 ス可キ 答 一一 御座 候 右 御 心得 迄. m. 上 候 

前日 爲替差 立 候ガ已 一一 御 落手 ノ事 ト存候 嘉瀨氏 ヨリ ハ 送金 已ー！ 相 濟候乎 押 川 方義氏 ヨリ 何等 ノ 

報知 無キカ 季子  一一. s ス 人 見 龜司ノ 近狀御 聞込 ノ事 アラバ 次便 一二 ァ御 通知 下 サレ度 候 

兩 老人 ヲ始メ 季子 儀三郞 澄江薰 等皆壯 健ナラ ント 想像 シテ 聊カ 安心 致 候 時候 ノ變ル 際 一一 候 故 格 

段 御 氣ヲ付 ケ下サ レ度候 澄 江 ノ如キ 少シ ハ荒々 シキ 運動 ヲ爲 セテ 筋骨 ヲ堅カ ラシ ムル事 肝要 ト 

^候 時々 祌ノ事 ヲ敎へ 舊約ノ 話ナド 其ノ他 眞正ノ 忠義 孝 節 ノ談ヲ 聞カセ 候事殊 一一 願 ハシク 候 

然 レドモ 二十 S 孝 ノ類ハ 禁物々々 花 ヲ愛シ 月 ヲ賞シ 候 氣風ヲ 御 誘 開 被 成 度 候 日本 ノ 婦女 ハ 思想 

ノ カー 一 乏シク 候 間 成 ル可ク 幼時 ヨリ 理屈 家 II 仕 立 テ上ル 様 致 シテハ 如何 右 等ノ事 ハ專ラ 季子 ノ 

檐任 スル所 一一 候 得 共 父上 ャ三 千代 様 一一 モ御含 ミ下サ レ度候 最早 敎育ノ 時節 到来 致 候 故 右等ノ 

事遙 カー 一心 配 一一 相 成 申 候 此方 ノ 衷情 御酌 量 是祈ル 

儀 三 郞ハ別 一一 變ル事 無キカ 千 葉 一一 テ其 地位 ヲ 堅固 一一 持チ 構へ 居ルャ 例ノ资 本ゾ事 心配 致シ居 

候 常夏 中米 國ノ諸 新聞 一一 投書 シテ 若干 ノ金 ヲ獲ル 考ナリ 左 マデ心 ヲ勞ス ル勿レ 當地ー I 參リ候 


以來 養蠶ノ  ieii- ハ 八 MH< 切ト感 ジ屮候 茶 ハ追々 衰退 ス可 シ 支那 印度 -ー 負 ルナ ラン ト： S 筋ノ人 ヨリ 傅 

承 仕リ候 

量 平 兄 ノ近狀 如何 追々 好キ 都合 ナルャ 何卒 私 ノ歸國 迄 京地 一一 落 付 カル、 様 致 シ度候 誠-一海 山 

ヲ隔テ 候 故 一切 不便 勝チ 一一 候 得 共 出 來ル丈 相談 ヲ仕リ 度 候 先日 烟草及 麥粉ノ 事ヲ巾 シ遺ハ シ候 

ガ右ハ 如何 ナ ル 都合 -1 ャ 承知 仕 リ度候 此旨同 兄 11 御傳言 ヲ乞フ 此程 ヨリ .s 田 兄ト 同伴 シテ 

ワシントン 11 參リ 居候 是所ハ 名 一 1 シ負フ 米國ノ 首」，^ 大政 府ノ 在ル所 國會ノ 集ル所 一一 候 テート 際 

面白 キ所 11 候 人 ロハ 二十 萬 位 一一 テ商 買モ盛 ナラズ 人家 モ 稠密 ナラ ズ 候 得 共 街 上 至 ル 所 綠樹影 ヲ 爲 

パァク 

シ、 ニー 町 毎 一 1 美 麓ナル 公園 ヲ作リ 道邊所 々一一 名士 ノ 石像 銅像 ヲ 配置 セリ 眞 11 風流 閑雅 ノ勝 iHil 二 

御座 候 郊外 ノ小丘 (野 毛 山位ノ 高サ) 一一，^ リング トン ハウス ト申ス 所ァリ 樹木 生ヒ茂 リ廣ャ 

カナ ル 芝生 或ヒ ハ平カ II 或ヒ ハ斜メ 一一  綠ヲ 爲シ 眼下 二 ハ％ト マツ タノ 大河き レテ 白妙 ノ布ノ 如 ク.？ 

シ ン トン ノ 市中 烟霞ト 樹木 ト ノ問ー I 隱見ス 此家ハ 元 來ジョ ル ジヮシ ン トン ノ 所有 ナ リシ ガ 其 後 ハ 

1 一十 餘年前 南北 戰爭ノ 時 11 名 ヲ著ハ セ ル南 軍ノ總 大將^ 氏ノ 邸宅 ナリ シガ 今ハ 官有 ノ地ト ナリヌ 

彼ノ 邸宅 ノ構內 一一 一 萬 一 一千 ノ嫁 墓壘々 トシ テ 大理石 ノ小碑 芝生 ノ上 一面 一一 林立 ス 是レ北 軍ノ戰 

死者 ヲ葬 レル 所ナリ 余等ガ 至レ ル日ハ デ コ レ I- ショ ンデ. I  (decoration  day) ト 名 付 テ 日本 ノ招 

魂 祭 ノ如キ 祝 節 一一 當リヌ 一 萬 ニ千ノ 墓前 I 一  ハ各々 小 國族ヲ 樹テ四 五輪 ノ 薔薇 花ヲ 散布 セリ 又假 

小屋 ヲ林中 一一 構へ テ弔魂 懷古ノ 演說ヲ 爲スノ 趣向 乇ァリ 車馬 絡鐸 群集 山ヲ 爲セリ 左 テ斯ノ 如ク參 


リ 集へ ル人々 ヲ兑ル 11北ハ 十ガ七 八ハ黑 人ト兑 へ タリ 南北 戰爭 ハ黑人 解放 奴錄免 脫ノ車 一一 テ北 

黑 人ノ爲 一一 戰ヒ奴 隸ノ爲 一一-屍 ヲ 野草 ノ  一一 曝シ タル モノ ナリ { 儿ナル カナ 黑人ノ 此所ー 1 群參 スルャ 

ワシントン ョ リ南 十五 「マイル」 ヲ隔テ ボ トマ、 ゾ ク河 ノ邊リ 二 小高 キ山 ァリ マ ゥ ン トヴォ ルノ 

ン ト稱ス 故 大將ヮ シ ン トン ガ住ヒ シ墟 一一 テ其墓 モ亦彼 所 一一 ァリ 昨 四日 十時岛 田 兄ト共 一一 汽船 一一 

乘リ河 ヲ下リ テヴォ ルノ ン山 一一 至ル靑 山笑フ ガ如ク 河水 二 映 ジ舟中 ノ美觀 名狀ス 可ラズ 十 一 時 三 

十分 彼 ノ山 一一 着ス 登ルコ トニ  丁餘 一一 シ テ ヮ シン ト ン 夫婦 ノ 墓前 一一 至 ル 3M 個 ノ 英雄 無妄 ノ 基督 徒 

其 ノ 靈魂今 ハ 天 一一 在リ 百 1^ 餘年前 ノ 事實 ヲ回 憶シ其 人ト爲 リヲ想 兒シ テ轉タ 感慨 一一 堪 へ ズ 停 立 

稍久シ 慕 門 ヲ離ル 、コ トー 一十 間 計 リ坂ノ 中段 二 風 二 梳レル 楊 樹數株 ヲ兒ル 其 傍ラ 一一 报示 ノ文ァ 

リ 曰 ク是ハ セ ントへ レナ ノ孤島 ナル笫 一 世 ナボレ ォ ン ガ墓畔 ヨリ 移械セ シ モノ ナリ 此 二人 ハ共 

一一 名 ヲ 竹帛 11 垂レ タル 豪傑 ナリ 然 レドモ 二人 ノ爲ス 所 志 ス所天 孃ノ差 アル ハ 何ゾ ャ ヮシ ン トン 

ハ 宗 敎道德 ヲ以テ 生涯 ノ 骨髓 ト爲シ ナボレ オン ハ 自己 ノ 榮利 功名 ヲ 以テ世 一一 立 ン ト 欲 シ タル ナリ 

有爲ノ 士ヴォ ルノ ン山ニ 至リ 此事ヲ m 心ハ  > 其ノ志 ヲ定ル 一一 於テ思 ヒ半バ 一一 過ル モノ ァラ ン 北 ハレ ョ 

リ右 11 析レ救 十 歩 一一 シ テ邸ノ 庭園 一一 到ル 如何 一一 乇幽 靜ノ地 一一 テ赛朝 秋 夕 山水 ノ眺メ 花月ノ 突ヲ縱 

二 ス 可シ實 一一 君子 ノ 住居 セ ル所 一一 耻ヂズ 故 大將ガ 住 ヰ シト云 フ家ハ 三層ノ 建築 一一 テ先ヅ 質朴 ナ ル 

構造 ナリ 夫婦 臨終 ノ寢床 手書 衣服 獵銃 測量器 等 今一 一存 シテ 參觀ス ル事ヲ 得可シ 午后 ニ時復 汽船 

一一 驚シテ ル ， 


ワシントン 府中 西い m  ノ隅ニ  ーノ； ：！： 大ナル 塔ァリ 石 ヲ以テ 積 ミ上ゲ タルモ ノー ーテ サ五百 五十 五 

尺 天- 1 吃立ス 是 ハ卽チ 有名 ナル ワシントン、 モー I ウメ ント ナリ 故 大將紀 念 ノ爲ナ リト； 百フ 北ハ 

高サ ヲ以テ 一一 一一 口へ バ 世界 第一 ノ 建築 ナリト ハ米 人ノ常 一一 誇 稱スル 所ナリ 左 モア リナ ン 是ハ 塔ノ形 

チナリ (ill) 其 ノ積リ 二 テ見 給へ 未 ダ全ク ハ 竣工 セザ ルナ リ國會 議事堂 ハ 一 兌シ タレ ドモ 左^ 

感服 ハ仕 ラズ 然シ 素人 好 キノ ス ル 結構 ナ リト覺 へ タリ 議事 ノ體裁 ハ亂妨 狼藉 一 1 テ 案外 ナリキ 

此地 一一 テ爲ス ベ キ事モ 過半 濟ミタ レバ i: 五日 ノ屮 二 『ゥ， 3, ル"— 二 歸リ候 上 消： P 乂ノ 工夫 仕 ル可ク 

候 御書狀 ハ 矢張リ 以前 ノ 所卽 ハ チ 

M.  uclnul-a, 

。/,,  Dr.  Henry  N.  c:cff, 

synocrs  Rooiiis に 6  KeiuJ つ sr. 

New  York  City,  U.  S.  A. 

ナリ 間違 ヒノ 無キ 爲斯ク ハ記 セル ナリ 

六バ 五日  植村 正久 

父上 様 

季子 機 

三千 代 様  . 
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書翰  一九 四 

儀 三郞樣 

束京ノ 正午 十二時 ハ此所 一一 テ夜ノ 九 時 過 ギナリ 

〇紐育ょ》.^家人に宛てしもの (： A  A  < 年) 

愈英國 一一 參ル事  一一：^ 心 致 候 問 御 書狀ハ 自今 左ノ 所へ 宛テ 御遣ハ シ ヲ乞フ 

Mr,  M.  Ucmura, 

，一-  ； Legation  of  Jal)an 

郵便 ノ 時日 ハ 新聞紙 一一 付テ御 覽下サ ル可ク 候 、江戸 橋 郵便局 一一 參リ候 テ御尋 ネノ上 亜米利加 ヲ經ル 

ガ 早シト アラバ^ 紙 ノ如ク 認メテ 投函 セラ レ ョ 幾何 ノ 切手 11 テ{且 シキカ 是モ御 尊 ネ下サ レ度候 

兩软會 ノ人ャ 岩 本 氏- 1 宜シク 願 ヒ上候 英國行 ノ事ヲ 御 通知 ヲ乞フ 

押 川 氏へ ノ書 狀ハ 一日 モ早ク 屆ク様 致 シ度候 若 シ仙臺 一一 居ラザ レバ 其ノ 出先へ 屆ク様 御 取リ計 

ラ ヒア レ 

〇 紐 育よ 6 家人に 宛てし もの (一 A  <  A き 


此書狀 若 シ 五月 火 日 土曜日 11 着 シ 候 ハ  > 別紙 警醒 社 へ 送 ル 原稿 及 ビ 敎會 一一 0 ル書狀 ヲ敎會 一一 參 リ 

(朝) 候 テ讀ン デモ ラヒ 候へ 岩 本 兄 一一 賴ム ガ宜シ 若シ 十：！！ 日曜日 ノ朝相 着 シ候ハ -.、 北 ハレ-一 構ハ 

ズ直チ 二該 社へ 送ラ レ ョ 出版 ノ 都合モ ァ レバ ナリ モ シ 十日 日曜日 ノ朝ノ 間 一一 合 ヒ候ハ  >  十一 日 

月曜日 11 ハ 警醒 社 へ 御持參 ヲ乞フ 

堂 11 テ人 ガ餘リ 原稿 ヲィヂ クル 時ハ モメ クチャ 一一 相 成 候 故 濟ン ダラ 直グ 一一 家へ 持テ 行クガ {uj 

シ 讀 ム人ハ 可成 岩 本 兄 一一 賴ミ 給へ 下手 ナ人 ハ^ル ナリ  . 

六月 十日  正  久 

季子 様 

〇 同 上 二  <  A  < き 

二十 WE 御 認メノ 御 狀 二十 一日 落掌 披見 致 候 先 ハ御雄 健 ノ容子 珍 liSil 此事 一一 候 先便 申 上 候 迎リ今 

回 ハ止ヲ 得ザル 都合 一一 テ英國 一一 渡航 致ス儀 一一 相 成 候 

實 ハ米國 一一 留リ 候得バ 糊口 11 ハ差支 無キ様 都合 相 付 ケ候得 共 如何 一一 セ ン 識見 ヲ擴 メ候爲 一一 ハ利 

ハ&多 カラ ズ 下 ラス 書生 ト伍ヲ 爲スガ 口 惜シク m 心ハ レ候 田 村 等 ノ居リ タル 跡ヲ行 キ候モ 面白 カラ 

ズ 只外國 一一 飮食 起臥 致候ノ ミ 一 1 テ ハ 親 朋故舊 妻子 一一 離レテ 遠 ク異鄕 一一 客ト ナリ臉 3. 斐 モ 無 之 

事ト考 へ 候故少 々ハ危 險-ハ 候 得 共 英國迄 ト奮發 仕リ候 
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«  輪  一九 六 

, 來ル 二十 六日 午前- パ 時半 一一 ゥョル ク 解纜 ノ豫定 一一 テ 七 = 四 曰 力 五 曰 比 ハ倫敦 ニ^ス ル 事ナラ ント 

^候 其レ故 書狀ハ 一 切 倫敦ノ 公使館へ 御 {! ケ下サ レ度候 所宛ノ 書様ハ 先便 一一 テ御 承知 ナ ラント 

：:^ 候 左テ 郵便 一一 テ御 問べ ロハ セノ 上直チ 一一 英國 一一 出スガ n 十キカ 米國ヲ 經テ出 スガ速 カナ ルカ 細 

力 一一 御 聞 合 セノ方 可 然ト考 へ ラレ 候 

父上 一一 申 上 候 御 書中 下 谷 敎會ノ 借 ffl 金 返却 云々 ノ 項ァリ 右ハ 如何 ナル 乎繽 一一 テ左 様相 成 リ候乎 

井深 氏 ハ 何等 ノ盡カ モ 致サ ザ リシ 力 委曲 御 閒キ合 ハ セ ノ 上 御 通知 ヲ乞 フ 官部氏 ョ リ E 細 御知ラ 

セ下サ ラバ 此上 無キ儀 一一 御座 候 

東京 宅ノ糊 ロハ 先 ヅ暫ラ クノ間 大丈夫 ナ ラント 存候 成 ル可ク 儉約ヲ 主 トシ 一日 モ永 籠城 ノ成 

ル様致 シ度候 來 ルー ni: 比 ハ乂復 送金 ノ 順序 相 付 ケ可申 候 其 中 季子 ヨリ 活計 向：！^ 費 預算表 等 御 送 

リ下サ レ度候 

追々 御 働 キノ 模様 喜バシ ク^ 候 出來ル 丈擧ビ 叉 出來ル 丈働ク 樣祈リ 居候 前 川 氏 ヨリ 書狀 二通 

受取 申 候 今回 ハ 出立 前！ 1 テ 多忙 ヲ極メ 候 問 何 レ倫敦 ヨリ 一 通 ヲ送ラ ント御 致 聲願上 候 

本 川 氏 其外ノ ぉ老等 一一 御傳言 ヲ乞フ 兼テ恃 チ設ケ 居リ候 會堂ノ 建築費 金貨 一一- テ 二百 餘弗本 月 十 

八日 1 一至 リ 受取 申 候  • 

屮島信 行 氏 ハ會堂 一一 參ラ レ候ャ 俊子ト 折々 御 面 會候乎 

先日 差 上 候 金子 御 受取 相 成候ハ 、>  至急 押 川 氏 一一 宛 テ米國 ヨリ 金 ガ屆キ 故 御 安心 ヲ乞フ ト御 一 封 


御 出 シ下サ レ度； 1^ 候 是ハ 別紙 ト トモ 一一 同氏 方へ 御 回 シ下サ レ候様 致 シ度候 

御 參考ノ 爲メ中 上 候 

n 本  一 I 居 リシ トキ 西洋人 ハ 男子 美 一一 シテ 女子 醜ナリ ト^ジ 候 ヒシガ 當地 ー1來リ^^所屮々然ラズ 

婦人 ノ荧 ナル 二 ハ驚キ 人 候 ^ ゥ ョル タノ 市街 ナ ドハ 美人 雲 ノ如ク 一一 候 

御 送 リノ 近體詩 感服 仕 候 中 一一 ハ 異見 ヲ加フ 可 キ筒所 モ相兑 H 候ガ 次ノ便 一一 讀リ申 候 統々 御 送 

リ下サ レ度候 歌ノ ミー 一 2^ ラズ文 モ願ヒ 度ク候 英學ハ 如何 成サ レ候ャ 何レへ 力：： 十 ク御通 ヒ下サ 

レ度 p、 休 ミノ 屮ハ 御 閑暇 ノ事ナ ラ ン 腦ヲ傷 ハヌャ ウー 一 シ テ勉强 セラ レ ョカシ 

此方 一一 テ モ何 カ書キ 綴リテ 御 目 一 1 懸ク 可ク候 

儀三郞 ガ事ハ 父上 並ビ 一一 儀 三郞ガ 方へ 意見 ヲ申 送リ候 父上 ヨリ 御 聞 取下サ レ度候 

御身 ハ是 ヨリ 活澄 一一 ナリテ 少々 荒レ出 シ 給へ 追々 世 §1 へ 出デ テ 何事 力 遣 リ給フ 様 致 シ 度 候 n 

木 一一 居ル トキ モ度々 申 上 候如ク 新聞紙 ヲ 讀 ミ テ 世問 ノ is^- ヲ 知 リ給 へ 世 ノ中ノ 變動 ハ 凡 テ 注せ- ス 

可キ 事-候  . 

澄 江 薰等ガ 事 細 力 一一 御認 メ下サ レ千萬 難 有存候 何 ヨリ 結構 ナル慰 メヲ獲 タル 心地 致シ候 

千載 集 二 

ともしす る ほくし の 核 も 消えな くに 

外 山の 霜の 明け わたるらん 

書  翰  一 凡 ヒ 


魯翰  一九 八 

トァ リ ともしす る ほくしの 松 トハ 何事 力 御 返 誉屮 11 解 釋ヲ附 シテ賜 リ度候 

末の 松山浪 こさじ 云々 ハ 如何 ナル 故事 書物 ナキ故 調べ 八 ま 候 cum 地 暑 サハ烈 シク： ：： 本 ヨリ モ sl、：v 

ト云フ 冬 ノ塞サ モ恐 W シク 夏ノ暑 サ モ恐。 シ ト承リ ：；^、  z: 木 ハ类ナ ル 風土 ュ 

父上 母上 其 他家 中 ノ小供 等 一一 モ. S シク 

六 e: 十三 日  一一 ゥョ ルク客 合 

植村 正久 

井 深 氏カヮ デル 氏 ニ參リ テフ ォ ^ ヅ 氏 ノ所ヲ 御 聞キ下 サレ度 候 曾 テロ 本 一一 在 リシ 人ナリ 

〇 同 上 (！  <  <  A 年..  . 

一昨夜 投函 ノ害 翰ハ 御披兑 相 成 リ候ャ 文筆 只々 亂雜 不次 御讀下 一一 困却 致サ レシ ナ ラント 恐察 ス 

汗^？：！：ノ至ーー候 今日 寫眞師 方 ヨリ 生ガ眞 影ヲ送 リ來リ 候 取 敢ズ右 御遞途 中 上 候 友人 共 ヨリ ハ 

吳々 モ宜 シクト 申ス事 11 テ候 不 n^; 

六：：：；： 二十 七 n 午後  謙 堂 子 

季子 様 


〇英國に向って出立前紐育ょ，.^家人に送，..^しもの 二  <八< 年) 

寫眞 ハ强テ 御送リ -ー 及バ ズ候 

フルべ ッ キ氏 ハ此ノ 年末 一一 歸國 云々 ノ聞 エア リ 或 ヒハ然 ラン 何ト話 シモ有 之候ャ 先方へ 向ケ 

强テ尋 ヌル  一二 及 バズ 候 得 共 何 セョ山 內氏ハ 何 力 獨立ノ 策ヲ謀 ルガ 緊要 ト お：；^、 雨後御^^屮ーー此 

方 ヨリ ノ書狀 何日 ノ分 何日 ュ 落手 云々 ト 明細  一！ 御 知 ラセ 被 下 度 候 

^紙 押 川 氏 へ 至急 御 回 達下サ レ度候 

父上 一一 中 上 候 儀 三 郞ノ事 先日 同人 方 へ 書 狀ヲ差 出 シ置キ .5. 候  儀 言語 道斷誠 一一 驚 キ入候 

右 ハ 後悔 無詮事 一一 候 間 餘リ御 力 落 シ無之 様 奉 願 上 候 R 人人 獄中 差 人物 ヲ スル ハ 必要 ト存候 

彼が 一 條 家族 共 ャ山內 一一 モ御隱 シ無キ 方 可 然ト存 候 彼 ガ如キ モノ 一一  モ成 ル可ク 愛憐 ヲ 加へ テ 正道 

一一 立 チ返ル 様 致 シ度候 裁判 ノ時ハ 辦護ナ ドノ 方ハ 如何 致ス可 キヤ 構ハズ 一一 置 ク可キ 乎 如何 一一 

ス可キ 力 御 相談 下サ レ度候 三千 代 様 11 宜シク 御致聲 ヲ乞フ 

出立 前忙ハ シク候 故 委シク ハ害ク 事 能 ハズ何 レ英國 ヨリ 可 中 上 候匆々 

六月 二十 九日  抓 村 正久 

父上 様 

季子 樣 
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書  ^  ニ〇0 

 ノ事ハ 三千 代 老人 ナドー 1 聞 カシム ルハ 如何 驚 カス モ氣ノ 毒ナリ 御 斜酌下 サレ度 候 

〇 同 上 二八 八へ 年) 

(前段 散逸) 

然レ iH 御身 ガ若ク 他 ヨリ 我ガ家 一一 來リ シ人 二 ハ資ニ 氣ノ毒 一一 思 フナリ 夫ノ恥 ハ妻ノ 恥ナリ 理勢 

ノ然 ラシ ムル所 ト御悟 リ下サ レ度候 然レ 恥 ヲ共ニ 苦ヲ共 一一 シ タレ バ願ハ クバ 榮ヲ共 一 I シ樂ヲ 共 

二 セン コ トコ ソ願ハ 、ン ケレ 一 家ノ 凶事 我 身 已往ノ 失策 ヲ思 ヒ回ラ ス トキ ハー 身ノ 住重キ ヲ知ル 

^呼 祌我ヲ シテ此 任 ニ當ル コトヲ 得セシ メタ マ へ 御身 モ願 ハク 〈信仰 ト愛ト 協力 トヲ 以テ 此ノ哀 

レ ム可 キ正久 ヲ助ケ ョ 我ハ シテ 失望 ハ セ ズ 失敗 颜躓每 一一 愈勇ヲ 鼓シテ 前進 セ ン ト欲ス ルナ リ 

父 モ母モ 無事 ナ ラン 澄ャ 董ーハ 如何 ナ ラン 正度ハ通！：；：^スルャ 量 平 子 夫婦 ハ健カ ナリヤ 何 レモ 

宜シク 御致聲 ヲ乞フ 

七 巧 日夜  正 久 

秋 華 刀 0 

〇 t ン ドン よ ftN 家人に 宛てし もの 二 八 <  <  £ 

n 本 は 今年 降雨 多く 所々 河水の 溢れて 民屋 浸し 候 趣 新 問 紙に て 知りぬ 且加 ふるに 暑氣も 平年に 越 


へたり とか 左る にても 御身 を はじめ 皆異狀 無く 起居し 給 ふや 氣遣 はしく 候 神の 攝理 巾に 在る 

こと 故 信と 望と を 以て 之に 一 任す るに 如かす と考 へられ 候 此程中 申 送り 候 事共に は 或は 御 父 

上 も 御 心 を 傷め 給 ふらんと 推し量り て此所 にても 心苦しく 覺ぇ申 候 金子 は 此方より 少々 差し 送り 

候手笞 遠から す 相 付 可 申と； 候 故 餘り御 心配 無き 樣吳 々 も 願 上 候 左て 我等 は 口 ノ に 在り て n 

々i^ 川の 視察 及び 講學に 時 を 消し 居り 候 來年ー 一月 中 御 目に 懸り候 迄に は 獲る 所も少 かる まじと 樂 

しみ 居り 候 斯の 如く 舉問 的の 方 は 次第に 成長す る 様に 感ぜられ 候 得 共 自家 之 德骸と 精神の 品位に 

至りて は 一歩 も 進ます 信仰の 點に 付いて は 更に 振興の 模様 無 之 悔しく もまた 恥 かしく 候 何卒 我 

等が 善き 信徒 善き 人物と なり 得る 樣御 祈り 下され 度 候 肉體の 健かにて 日本に 歸り 親愛な ろ 人々 に 

見 ゆるの 歡喜 は實に 望ましく 候 得 共 靈魂 愈祌に 近付き 基督に 山れ る 生命に 充 されて 故鄕に 立歸る 

■ に は 如かす と 確信 致 候 御 同様に 眞實 神の ものと 不相成 候て は 知識 も 功業 も 泡沫に 歸す 可く 辛苦 紅 

淚も 徒然に 歸す 可く 候 我等 今日 迄 衆人の 前に 立ち 堂々 福音 を說 示した ろ 14 が 恥 かしき 様子に 覺 え. 

巾 候 左れ ど祌は 此の 不忠なる 汚れた ろ 弱者 を も 其の 恩 慈に 由り て責 ffl の 器と 爲し給 ふ 可し 呼 

祌ょ 我に 祈る こと を敎 へ 給へ 人の 著 はせ る 群 書に 付きて 知慧を 求む ろに 勝りて 祌に 就きて 眞. 

理を (见 むる の 必耍を 七 分に 感ぜし めた ま へ と 此祈は 我等が 祌に 奉ぐ る 所な り 御身 達に も 之に 心 を 

合 は せられん こと を 願 ひ 候 

吾が 季子よ 御身 は 今まで 外に 出で て 働きし こと 無く 今日の 世間の 有様 舉校 生徒の 情 態 を 熟知す 


るの 収も 無く 打ち 懸 りて 作文 を學 びた る こと も 無き に 文學會 などの 事に 働かる \ は 左ぞゃ 心苦レ 

きこと 多 からん 旅人が 異鄕 に流寓 する 心地 やすらん 其の 難儀 切に 哀れむ 可し 然れ ども 段々 に 

惯れ候 可し 世 問の 情 態に 通す るが 必要な らんと 思 はれ 候 

此比は 歌よ まれす や 文 は 作らす や お ^ し 之 あらば 鴻 音に 托して 送り 給 ひね 此れに て E 心 ひ 出し 

ぬ 先日 書狀の 端に 御 誌し ありし 歌に (かす，， ^3:^) 云々 と 一一 一一 c へる 一首 ありし やに 記憶 致し 候 是. 

は (かつく に) の 誤に て は 無き か 期の 若き 問逮は 目立ちて 見え 候 故 平生 寫 字に 注意し 給 ふ 可し 

又 我等に 向 ひいつ も 尊^々々 と 書き 給 ふ は 如何 あらん 尊君の 二字 夫婦 問 に 面白から すと 存候 單. 

に 君と 言 はん 方 優れり と 被 _t ^候 外に 稱 呼の 可なる もの あらば 更に 妙な り 是は瑰 細の ことなれ ど • 

筆の 序に 申 置くな り 

御身 は 文章 を 能くす るの；. K 性 ありと 認め 候 勉 むれば 必らす 成す 所 あらん 先便に は 書物 を 批評 的に 

讀 まる- - やうに 申せし と覺ゅ 其 上に 又 申し 度き は 平日 思想 を煉 磨す る ことなり 先づ 試みに 見 給 

へ 今までの 和漢 舉 者の 文 は 通例 句 を 鍛へ章 を 飾る こと を 第 一 にし 其の 思想 精 美の 點に 達せ ざり し 

なり 故に 其の 文 や 多く は 死 體を粧 ふに 綾羅 錦繍を 以てした るが 如く 実なる が 若く なれ ども 其 は 外 

面の 虚飾に 過ぎざる なり 故に 常々 思想 を煉る こと そ 勉め給 へ E め 想を煉 ると は考 ゆる ことなり 心 

の 深くなる に 非れば 意味 深く して 形の 優なる 文 は 出 來ぬぞ かし また 思想 を 分明に せで は 言 はんと 

欲す る こ とも 一一 一一 口 ふ 能 はす 之 を 人 に 哩會せ しむる こ とも 難 か る ベ し 故に 吾が 思想 を 自己の 胸中 に 


分明なら しめざる 可ら す 譬 へば 畫ェが 物の 形 を 能く：：！ 5^ 極め 其の 胸中に 分明に なりたる のち 始めて 

丹青の 妙 を 施 こし 得る が 若し 文の事にっきては追々申上ぐることぁるべきなれど此度は之にて^：^ 

め ^先 を 他事に 轉す 可し 

先 日靈 の 事 を 申 送りた るが 如何に 思し 候 や 今日の 場合 北： 様な る 時節 に は あらす との 御 考も候 は 

んか 是も舉 問の 一端 己の 精神 を 培養す るの 方法の み 折々 試みられ なば 幸甚 左れ ど 己れ の 心 

に 逃まぬ こと を 無理に 爲し給 ふこと か は 

曾て 御 聞かせ 申せし こと も ありつらん 我等 は 鉢の 木の 謠 ひに 感服す る 所 多し 佐 野の 常世が 贫苦 

の 中に も國家 大事の 時に 出ゐん とて 瘦 せたり とも 一 疋の馬 銹 びたり とも 一 ト 振りの 護 カを備 E. 

きたる 志の 殊勝に も健氣 なる 愛すべきに 非す や 亦 困窮の 問に も 美 を 愛し 雅を 好む こと を 忘れす 

櫻 松の 盆 卉を玩 ぶ 其 風 敬す 可く 亦 愛す 可き に 非す や 我 聚祌を 知る もの 爭で 之に 及ばざる 可き 

畫の ことより 話頭 自ら 此に 移れり 篤と 御考 へ 下され 度 候 

此程 フランス パゥ オル コッ ブ とて 英國に 名高き 女 博士の ものせられ たる The  duties  of  wonuul 

と In へる 書 を 手に入れ 申 候 是れ は 婦人の 本意と すべき こと も を 妙 筆 に て 縱横 論議 せし ものに て 

だ • 向 白く 覺ぇ申 候 此外： i 人に 關 する 書物 を數 種取り 集めて 歸國の 土產と 致す 可く 候、 必らす 君 

が 後日の 用に 立つ ものな らん 

當！： (米國 も 同じ) に は 婦人の 髪 を 短く 切りた るが 大分！ 0- え 申 候 束髮は 如何せられ しゃ 隨分 

書  翰  二 〇三 


書  翰  二 〇H 

手奇麗に 束 ぬれば 突 はしく 見え 髪 を 短 かく 切りて 精 を 戴く は 更に ft{ 方と 考 へられ 候 御說は 

如何 

儀三郞 及び 古屋 先生 は 近 .況 如何 一向 昔 信 無し 都合 善く 暮し 居り 候 や 伉 儷の 有様 如何 案じら 

れ^ 我等が 無事に 起居 致し 居る こと 及び. H 一月に 出立して 一 一月 中には 日本に 歸る こと 秘かに 

御 通知 下され 度 候 

澄 江 薰 等が 宗敎の 話 を 聞かう とする は 敎育上 最も 阡 耍に候 得 共 天使 は^ 根が 生へ 居る 樣に覺 • 

/、 惡魔は 怪物の 如き 形 を爲し 居るな どの 如き 感覺 を懷 かざる 樣爲致 度 候 叉 幼年より 獨 立して 能く 

事物 を考 うる 様 御敎育 下され 度 候 かんしゃく 持と か 片意地と か 申す こと は 女兒に 似合ぬ 困り 物 

に ^得 共 我等 は 人の 言 ふこと を 妄りに 受け入れ 只々 はい，/ \ とへ 5 となし く 意氣地 無き に は 萬々 勝れ 

りと^ 候 何でも 獨 立の ー兑識 ある ものに 育て 上ぐ るが ましく 候 勿論 之 は、 i 良謙遍 優美 等の 女 

德を忽 かにせ よと. E. す 事に は 無 御 坐 候 又兒輩 を敎論 せら るるとき 地獄 は 實に熟 火の 中な りと か 或 

は祌が 罰する とか 言 ひて 餘り 之を嚇 さぬ 様 致した し 左る 事 を 餘り言 ひ 聞かせ 候て は 精神が 仲び す. 

祌を 愛する こと も 十分なる まじと 存候 父母の 餘り嚴 重なる は 子の 害になる 如く 祌を嚴 审： なる 怖 

ろしき もの 様に 心得し むる は： g> 、ろ 害 ありと^^ 右御參^1„;^まで申上げ；^、多々 

七 =：： 八日  正 久 

季子 様 御 許 


三千 代樣に 宜しく 

此書父 上に も 御兑せ 下さ れ度候 

つ 同 上 (一八 八 八 年) 

父上に は 益々 御清榮 奉賀 候 留主 中 貧 乏 世帶 の やりくり は 嘸 心苦し さ 多 からん と ^：^、 正 久も無 

事 I 能 花 1^、 問 御 安心 下され 度 候 委曲の 事 は 季子 方へ 申 遣 はし 候 故 其 書 狀御寫 下され 度 候 =1^ 早 郵便 

/切の 時間 差 迫り 候 故 短 札 を 以て 一寸 御 左右： 11: ひ 中 候 父上の 御 健全 を 祈る のみ 匆々 

七月 八日  正  久 

家 大 人 

〇 B ンド ン よ， 家人に 宛てし もの 2  <  <  A 年) 

去ル六 ET  二十 六日 一一 ュ ョル ク發船 七： r 六日 英國ノ リバ ルプ ー ル 二 到着 致シ 翌日 汽車 ュテ 倫敦 一一 

參リ申 候 今囘ノ 舟行 ハ 風波 モ靜カ 一一 極 メテ 愉快 一一 テ御. lllj 候 

未ダ 到着 致 シ候儘 一一 テ 萬 事 不定 ノ 有様 故 心 何 卜 ナク忙 ハシク 徐ー 一筆 ヲ採ル 能ハズ 此 -1 安着 

ヲ報ズ ルノミ 

書  翰  二  0 五 


0  翰  二  o 六 

父ャ母 一一 ハ 恙無 キヤ 澄 江、 薰ハ健 カー 一成 長 スルャ 世 ノ屮ハ 失望 ト耻辱 ノ多キ モノー ーテ候 …… 

…… ノ事 如何 ナル事 一一 相 成 候ャ胸 ヲ傷メ 居リ臉 

量 平 兄 夫妻 大野 其 他 一一 モ お シ ク 御 致聲ヲ 乞 フ 

此度ノ 所 ハ倫敦 安着 ノ旨 至忽御 報知 下 サレ度 候 草々 

七月 十 一 日  正久 

季子 樣 

郵便 ハ 左ノ所 一一 送リ 候へ 

Mr.  M.  uc.llluri 一, 

,-10  Tfillmncse  ronslllatc, 

84  wisholys  Gate 

Q 同 上 (二？ 八 八 年) 

日本一 1 於テ 《如何 アル 一一 ャ 當地ハ 所： W 故 力 日々 陰 霧 {仝 ヲ蔽ヒ 太陽 ノ光ヲ 愉快- 1 見ル コト 甚ダ稀 

レナ リ 只今 ハ 午後 一 時 過 一一 候 得 共 i ！々 ト シ テ 新聞紙 ダ 一一 讀ム能 ハ ズ 此寄 狀ヲ 認メ院 一一 ハ 瓦斯 ノ 


光ヲ耍 シ候程 一一 御座 J:^ 誠 一一 好シ カラ ヌ所 一一 候 然レ ド乇此 身强壯 一丁 ン テ微恙 一一 モ 福ラズ 英國ノ 

倫敦 一一 暮シ 居ルト S なへ バ 天父 ノ鴻 恩ヲ 感ズル 一一 堪へズ E 心フ 一一 我ガ 家族 ノ人々 モ^5^^遼？：^ノ故鄕ー1 

在 リト雖 ドモ亦 恙無 ク 日月 ヲ消セ ラル ルナ ラン 柬 モ西モ 同一 ナ ル祌ノ 治下 二 在リ 安 慰此事 一一 候 

去ル 六月 六日 御認メ ノ御狀 一 昨日 米國 ヨリ 轉送 シ來リ 喜ンデ 一 讀致候 書 狀ヲ見 ルガ 何事 ヨリ 乇 

樂シク 御座 候 書中 爲替ノ 金額 ヲ百 一圓 ト記 サレ タリ 或ヒハ Hn  二十 一圓 ノ 誤字 力 差 上 候 ハ百ニ 

十 一 圓ナ レバ 念 ノ爲申 上 置 クナリ 

傣三郞 養子 事 先般 同人-一書 ヲ出シ 置 キタレ バ 別段 搏說 一一 及 バズ ト存候 相 $5 ノ乎 績サへ 路ミ候 

儀 一 1 臉ハ ，-、 敢テ 異存 ヲ申ス 可 キー 1 非ズ 序 モア ラバ 此儀 同人 方へ 御 通知 下サ レ度饒 

倫敦 一一 參リ候 テ乇未 ダ所慣 レズ 五 百 萬 ロノ 都府 大廈 高樓連 一旦 櫛比 實 一一 盛大 ヲ極メ 候 追 々事情 

-1 モ通ジ 己 レノ任 事 モ定リ 候ハ、 V 面白 キ 報知 モ 出來ル 儀ト考 ラレ 候 次便 ヲ御待 チ下サ レ度候 

先日 阿部 淸氏高 橋 善 作 氏 等 ノ書狀 正 一一 英國 一一 テ 落手 仕 候 次便 卽チ 二十 五日 發ノ 郵便 一一 テ 返書 ヲ 

差 出 ス 可キ旨 御傳首 下 サ レ 度 候 

追々 御勉强 ノ由大 一一 樂シ ク覺候 頭痛 ノ起 ラヌ樣 御注意 願ハ シク候 

我ガ 家 ハ 流離 颠沛色 々ノ 事情 アル ヨリ 我モ 兄弟 モ 道 德上殊 一一 恥ヅ 可キ 性質 ヲ 養成 シ タリ ト感 悟スル 

事少 カラ ズ 何卒 我ガ 子女 等ヲバ 少時 ヨリ 祌ノ 子女 ノ如ク 成長 致 サセ度 候 殊ー I 誠實ノ 性質 堅忍 ノ 

氣象ヲ 養 フ事ハ 大切 ト存候 此ー ー者ハ 我ノ缺 クル 所 又 亡 キ母ヲ 除キテ ハ 親子 兄弟 ノ缺ル 所 ト存候 

0  翰  二 〇 七 


0  翰  二  o 八 

何卒 澄. y 等 一一 御注意 ヲ乞フ 男子 志ヲ 立ッ豈 只事 業ノ 大成 ノミ ヲ期セ ン 祌ノ 輔導 一 I 由リ 完全 ナル 

人物 トナ リ德 一 I 於 テ愧ル 所無キ 一一 至 ル ヲ望 マ ザル可 ラ ズ 

祌ョ 我ヲ矜 レミ 給へ 

七 M 十 叫 日  英 國倫敦 ノ客舍 

正 久 

季子 様 

〇 同 上 (1 ,<  <  <  き 

英國 一一 參リ 候爲メ 日本へ ノ 距離 モ加ハ 、リ 郵書 往復 ノ 日子 モ多ク 相 成 リ申候 左レハ 六月 ノ中比 

力 末 ッ方御 差 立 ヲ成サ レ候御 書 狀ハ今 一一 着 致 サズ候 家信 ヲ 一 覽シ タル 上書 狀ヲ 認メ ント存 居候 所 

二十 五日 ハ 郵便/切 ト 聞へ 候 故 取 リ敢ス 一書 ヲ認メ 申 候 日々 鮮陶敷 天 氣ノミ ヲ眺メ 居リ候 モノ 

カラ 日本 ノ  {4j 氣 日本 ノ 天色 慕 ハシク 覺へ申 候 今 比 ハ暑氣 定メテ 烈シク 成 リツ ラン 一一 流行病 ナ 

ドハ 始 マリ 候 ハ ズ乎 眠 食 共 II 恙ナ 力 レ ト諸子 ノ爲ー I 祈 リ候ノ ミ 

a ン ド  1^ 一一  參リ候 ヨリ 己一 ニー 旬 一一 垂ン トス 何 モカ モ不 憒ナ ルカ 爲 一一 齟齬 スル コト多 ク或ヒ ハ怒リ 

すヒ ハ笑 ヒ或ヒ ハ泣 キ或ヒ ハ喜 フ事ナ ドア リテ實 一 I 奇異 ナル 境遇 ト存申 候 迎モ 日本 11 在リ テ家ノ 


モ ノト 同居 スル如 キ事ハ 望 ム可ラ ズト存 候 然 レドモ 深切 ナル 人々 ノ 紹介 等 一一 由リテ 追々 入魂 ナル 

人 モ出來 種々 後 來ノ爲 - 一成 ル可キ 調べ 事モ漸 ャク緒 一一 付 キ中候 余リ長 逗留 ヲ致 シ左シ タル 利益 無 

シト考 ラレ 候 事業 ノ 成功 ヲ取リ 急ギ成 ル可ク ハ來ル 二十 二 年 ノ半ハ 比 迄 二 ハ歸 II 致サ ント^ 候 

是ハ 未定 ノ事ニ モア リ旁少 々思 フ所ァ レバ 人 一一 御 語 リ無キ コソ可 然ト存 候 歸國ノ 時期 ハ 十二 n 比 

一一 ハ 明ラカ 11 分ル事 ト存候 

n ン ドン ノ 市街 ハ 非常 ュ繁 花ナリ 商 ヤエ ャ 皆忙 ハシク 奔走 シテ殆 ド戰場 一一 異ナ ラズ 人口 五 百 

萬ノ上 一一 出デ タル 都 ハ古來 未ダ閒 カザル 所 一一 候 男女 ノ 服装 等 ハ米國 程花麗 ナラズ 食物 モ米 國ノ 

如ク 赘澤 一一 ハ無之 候 先ヅ 氣風ハ 質朴 ナル方 一 1 候 然 レド乇 貧富 ノ 懸絶 極メテ 運シク 一 方 一一 《福音 

書 11 見へ タル 富 人 ノ如キ 乇奢リ 傲リテ 天人 ヲ 睥睨 致 シ居リ 又 一方 一一 ハ 貧者 if^^  ノ如キ モノ 群レ 

居リテ 慘狀目 モ 當ラ レズ 反ッ テ 日本 ノ貧人 ヨリ モ 見 苦 シキ モノ 多ク アル 様  一一 受ケ巾 候 今日 ハ 

利益 ヲ爭ヒ 商賈ヲ 根本 ト ス ル 文明 ノ 時代 一 1 候 故 其 弊ャ斯 ノ如キ 有様  一 I 立 チ至リ 申シ候 此 一一 氣ヲ付 

ケザレ ハ 日本 モ 亦之ト 同 j ナル 有様 一一 立 チ至ル 儀 ト存候 早晚 甚督ノ 福音 慈愛 ノ精祌  一一， E リ 歐米ノ 

文明 一 1 1 ト變動 ヲ生ズ ル時來 ラント 存候 已 一一 其ノ微 候ト思 ハル、 事多ク アル ャ ウー 一口 心 ハレ 候 敎 

會ノ 男女 此ノ心 ヲ以テ 心 トシ テ種々 盡カ 致シ候 様子 實 一一 感心 ノ至 リー 1 候 此等ノ 辜ハ is! マラ 取リ調 

ベ 居 リ候故 歸國ノ 節 ハ誰人 一一 モ 委細 話 シ聞カ サント^ 候 世 ノ中ハ 善惡ノ 鬪場ナ リトハ K ネテ聞 

キ知ル 所-候 得 共 其 著シキ 有様 ヲ知 ラント 欲セバ TFTT^、  ヲ見ル 一一 如 カズ 候 

書  翰  二 〇 九 


眷翰.  一二 〇 

此頃ハ 讀書ト 見聞 等 一一 時 問 取 ラレ 文 モ作ラ ズ歌モ 詠マズ 無風 流 ヲ極メ 申 候 御身 一一 ハ何カ 近作 

ノ詠 ァリャ 餘 リニ アセリ 給 フ事無 ク志ヲ 優-精 祌ヲ 平ラカ 一一 シ人 ノ毀譽 二心 ヲ傷 メズ 只祌 ノ前ト 

君子 ノ心ト 11 愧ヂ ザルヲ 趣意 トシ テ！ CH ヲ折リ 給へ 先便 一一 モ申セ シ如ク 健康 ノ 一  事 御注意 下サ レ度 

候 女 擧校ノ 事 當國等 一一 參リ 候テ愈 大切 ナルヲ 覺へ申 候 何 モ祌ノ 召キ給 フ務メ 一一  候 得 者 大事 二 御 

働 キ願上 候 歸國致 シ候ハ 、マ 共 11 働 ク可キ 新 事業 モ之 アル 事 ト存候 英學 ノ儀モ 洋行 前ト異 ナリテ 

一 1^"  丁寧 一一 又氣長 ク御敎 へ 申サ ン覺悟 一一 候 得 共善キ 先生 アラバ 之 一一 就 テ擊ビ 給 へ 左 レ ド日晚 レ テ 

路遠 シトテ アセリ テ、 心身 ヲ害シ 給 フ勿レ 孟子 ヲ讀 ンデ見 ラレ ョ 其ノ 公孫 丑 $： 中句 上 一一 左 ノ如キ 

了 又ァリ 宋人有 憫其苗 之 不長而 摇之者 芒々 然歸謂 共 人 曰 今日 病矣 予助 苗長矣 其 子 趨而往 

視之 サ E 則搞 天下 之 不助苗 長者 寡矣 ト此事 心 一一 留メ 給へ 天文 筆ヲ好 ムノ性 ヲ賦ス 必ラズ 之 

ヲ 大成 ス ルノ 期ァラ ント存 候 

思フ 一一 霰 ハ大ヒ 一一 文 情ヲ助 クル ノ端 ヲ開ク 事ァラ ン 御身 ハ畫 エト 爲ル モノ 一一  非ズ 時問ヲ 之ガ爲 

一一 費 ヤス 可キ モノ  一  I 非ス 然 レドモ 一 週間  一一 一 ニニ 時 問 若ク ハ モソッ ト長ク 畫ヲ書 キ給ハ 、v 如何 

西洋 靈ハ迚 モ及ブ マジ 南宗ノ 山水 ノ若 キヲ擧 ビテ昆 給へ 明治 女 學校ノ 八 木 氏 一一 相談 シテ見 給 

へ 之 ハ心ヲ 養フノ 一  方 故 一 ノ 事業 ト云フ 程 二 ハ ァ ラネド 決シテ 無益 二 アルマ ジ 利益 大ナラ ント 

信 ジ申候 

小兒等 ハ益大 キク 成 リツ ラ ン 愛 ラシ キ顏ノ 見 度 候 御身 ハ日 一一 之ヲ 寵愛 シ得 テ羡ャ マ シク存 候 


 憤慨 悲哀 -ー 堪ズ 彼ガ爲 二 哀傷 ノ外無 之お 父上-一 一 書 

ヲ呈シ 候 御 慰 メ下サ レ度シ 田 中へ ノ 金子 ハ屈 キ候ャ 三千 代 様 一 一宜 シク御 致 聲ァレ 草々 

七 =: 二十 三日  正 久 

季子 様 

〇 同 上 (一八 八 八 年」 

故鄕ー 1 テ ハル 白 恙無 ク在 ハス ャ 正久モ 風土 ノ障リ 無 ク眠食 共 一 1 平 カー 一 候 正度ハ 先日 結婚 ノ式 執リ 

行ヒ タル 由 祝 贺ノ至 リー 1 候 頓テ面 晤ノ上 新郎新婦 一一 歡ヲ 述べ 得 ルナ ラント^;;^、 此程 季子 ヨリ 

參リ 候狀中 一一 留主宅 會計ノ 事ァリ 先便 11 モ申上 候 如 クニ：！： 末顷迄 成ル可 ク彼ノ 金子 一一 テ能 城ノ出 

來ル様 御 心 懸被下 度 候 若 シ其事 六 ケシト 思 ハレ ナバ 至急 其ヒ曰 御 知 ラセ 下 サレ度 候 正久 モ米國 一一 

居ルト ハ事逮 ヒ金ヲ 獲ルコ ト頗ル 難儀 一一 御座 候 

天下 至 ル所鬼 ノミハ 住マズ 隨分 博愛 篤信 ノ人 一一 面 會致シ 候 正久ハ 大抵 一週間 1 一二、 三回 ハ 博士 

紳商 ノ燕席 一一 招 カレ 候 只 困却 致シ 候事ハ 緒ノ高 帽子 ト禮服 ノ無キ 事 11 候 何 レノ席 11 テ モ少シ 

ク 立派 ナル會 一一 招 カル 、人 ハ皆燕 尾 服ト名 クル 衣服 ト且 字ノ 様ナル 帽子 ュ白襟 及 ビ白ノ 手袋 ヲ 


著ケ テ參ラ レ候 日本 仕立ノ フ： t ック コゥト 11 テハ 胃身ノ 隘キ樣 一 1 惑ジラ レ候 然レ ドモ旅 ノ恥ハ 


カキ： g テトャ ラ云フ 事 モア レバ 何乇斯 モ眼ヲ 閉ヂテ 辛抱 致 シ餘金 アラバ 書物 ヲ求メ ン ト心 懸ケ候 

季子 ハ 記憶 ス ルナ ラ ン フ ェ リス gff& 一一 居 リタ ル岡田 コ ゥ子ハ 曾テ ^^||«.^ヅ|^ト申ス醫士ノ家ーー 

小供ノ 保姆 ト爲リ シコ トァリ エリオット 氏ハ 今此ノ  口 ンド ン 一一 開業 シテ立 流 二 e: 戶ヲ 張 リ居リ 候 

預ネテ 相識 ノ人ナ レバ 一日 之ヲ 訪問 セシニ 大ィ 11 喜 ビテ叮 ir 一遇 サレ候 同人 ハ横濱  一 i 居 リシ 比 

ヨリ 敎きノ 事 安息日 攀校ノ 事ナド 一一 骨ヲ折 リシ 篤志家 ナ リシ ガ べマ モ昔 一一 變ハ ラズ 道ノ爲 II 種々 

奔走 致 サレ候 

口 ン ド ン ノ 西部 ハ 富豪 ノ 人蔡ヲ 列べ 或ヒハ 肥馬 一一 跨 リ輕車 一一 駕 シ テ 郊外 一一 遊ビ 打球 ノ 戯 音樂ノ 會 

ナドヲ 催ホシ 如何 一一 モ 文明 ノ 世界 ト兑へ 候 然レド モ漸ャ ク鬼郊 二 至 レバ 日本一 一 テ ハ見ル モ稀レ ナ 

ル貧窶 茱色ノ 人 陋巷 一一 群 レ集ヒ 宛ガラ 修羅 ノ街 餓鬼 ノ 世界 一一 異ナ ラズ 目 モ當テ ラレ ヌ， 儀 一一 御座 

候 此ハ 農工 ノ業ハ 追々 機械 一一 テ出來 ル様ー I ナリ左 リトテ 大金 ヲ有セ ザ レバ 機械 ヲ用 ヰル コ ト能ハ 

ザ ルガ 故 一 1 細民 ハ追々 職業 ヲ失ヒ 或ハ金 滿家ノ 製造 場 一一 雇ハ レテ 零細 ノ赁銀 ヲ取ル コト、 ナ リタ 

ル爲メ 富 ハハ偸 富 ミ貧ハ 益 貧 ナリト 云 フ有樣 一 1 立 チ至リ 候 此分ー 1 テ ハ晚 カレ n 寸 カレ 必 ラズ大 變動ヲ 

來ス懷 ト存候 左テ a ン ドン ノ 東郊 ハ斯ノ 若ク貧 窭ナル 一一 隨ヒ 道德 風俗 共 一一 混 亂ヲ極 メ宗敎 等モ見 

ルー 一足 ル モノ 無シ卜 相见 H 候 近來 敎會ノ 篤志家 此 一一 注目 スル所 ァリテ 彼ノ陋 一一  撃 校 職工 敎育 

所 ^堂 等ヲ取 リ設ケ 非常 一一 働 キ居リ 候 资女 等ガ 貧民 ノ爲 一一 盡 カス ル容 子ハ蓖 一一 感服 一一 堪ズ候 

尙ホ C ンド ンノ 有様 一一 付テ ハ 面白 キ事多 ク有之 i!:: 共 追々 可 巾 上 候 


小兒等 日々 成長 致シ候 模様 季子 ノ書狀 -I テ 承知 致シ懷 カシク 思ヒ候 正 久ハ家 一一 在 リシ トキ 家庭 

ノ 敎育 ヲ怠リ 家族 ノ者共 ノ靈魂 一一 關スル 事 ヲ餘リ 心頭 一一 懸ケザ リシ ハ遣憾 ノ至リ 千 悔モ及 バ ズ 存候 

何卒 幼時 ヨリ 主 ヲ畏ル 、 ノ道ヲ 辨へ候 様 御 敎育下 サレ度 候 小 兒等ニ 聖書 ノ話 ヲ敎 フルト キ餘 リラ 

イン、 アツ ボン、 ライン ノ様 一一 無暗-一 敎 フル 事惡シ ト存候 例へ バ祌ハ 一日 一一 何 ヲ作リ 二日 二 何 

ヲ作 ルナ ド敎ル フヨ リハ 第一 囘 II 何 ヲ造リ 第二 囘 一一 何 ヲ作ル ト敎へ タ方ガ ま カラン ト存候 又 

アダム ガ罪 一一 陷ル事 ヲ敎ル フ時蛇 ガ申シ マシタ 云々 ト云 フャゥ 一一 餘リ淺 墓 ニ敎 フルト 詰リ小 兒ノ知 

慧ノ 發達ヲ 塞グ. 路カ ト存候 末 來ノ罰 ハ熱火 一一 テ燒 カル 、様 一一 敎へ ラ レ 審判 ノ時ハ ラッパ ガホ ン 

トウ 一一 響ク樣 二 記憶 ス ル ナド 其害少 カラ ズト存 候 又餘 リ神ヲ 恐怖 セ シ ム ル樣 一一 セズ 祌 ヲ愛ス ル 

様 一一 敎へ 何事 モ祌 一一 願フ樣 -1 曉スガ 大事 ト存候 

小 兒等ノ 問 食ヒハ 健康 一一 害 ヲ爲シ 心 ノ發育 一一 モ差支 候 故 食 時 ノ外ハ 日 一一 ー囘位 適宜 ノ モノ ヲ適 

度 一一 與へ 之ヲ猥 リー ーセ ヌ様 御注意 下サ レ度候 又 小兒等 一一 蓮 動 ヲサス ル事必 耍ト存 候 外國 ノ風ヲ 

見 候 得 ハ 此事愈 深 ク感ゼ ラ レ候 

父上 一一 パ ハ i^: 御 淸.： k ノ趣 奉賀 候 留主守 ノ事萬 端 御烦勞 ヲ懸ケ 候儀ト 恐縮 仕 候 季子 一一 申シ遣 ハ シ候 

. 前文 ノ 次第 御 熟覧 下 サレ度 候  關スル 傷 マシキ 事件 逐一 御 報道 日々 一一 待 チ上候 

此度ハ 儀三郞 一一 ハ書狀 ヲ差出 サズ候 何卒 同氏 一一 結婚 ノ 祝詞 御傳 言下 サレ度 何レ 次便 一一 ハー 封ヲ 

差 出ス儀 ト存候 匆々 


書  翰 

八 e: 四日 

父上 様 

季子 様 

〇 同 上 ( 1 ，バ A  A 年) 

(編者 註、 前段 散逸) 

今ノ考 一二 ァハ 十二月 中旬 力 下旬 一一 爱許ヲ 發シ. 地中海 ヲ經 紅海 ヲ過ギ 印度洋 ヲ越テ 二月 初 句 

カー：：：' ノ 下句-一 ハぉ ^ 國致ス 心底 一一 御座 候 此事 ハ未ダ 確定 仕 ラズ候 得 者 他人 11 ハ云 フ勿レ 良シ確 

定致シ タリ トモ 云 ハ ヌ 一一 如 カズ ト存候 

11-11、， J  --C  C  )■  -  -  J  V  o  o  o  oooooocoo 

陳ノ 次が ：x  一一  故 御手 紙ハ 十月 中及ビ 十一月 極 メテノ 初旬 マデ 一一 テ 其 後ハ御 見合 セ下 サレ度 

候 岩 本 氏 ヨリ 日 新聞 ヲ途 リ吳レ 候ガ、 右 ハ當方 一一 テ取寄 セ居ル 人 之 有 候 故お 早 送 ルー 一 及 バズ 萬 

謝々 々トテ 何ト無 ク御斷 リ下サ レ度候 

先日 米國ノ  一！ ゥマ ント 申ス人 ヨリ 田 中 達 氏ノ爲 六十 厘退ハ シ タル， E  (；;  ； J  り；;； ほ) 中シ來 レリ 

全 體-パ 十弗ノ 約束 ナ リシ ガ 此ハ 如何 ナル 都合 カト不 《本： 一一 堪ズ候 此事ハ 早速 談判 中 11 候 何 一 I セ 

ョ暫 ラク御 受取 m51 キ下サ レ テ 九月 ョ リ月々 カ若ク ハ 他ノ 便利 ナ ル方法 一 I テ御度 シ下サ レ度突 追々 

御 勉强ノ 由 欣喜 ノ至 一一 候 始メハ 海外- 1 居 ルハニ 年 問トノ 豫定ナ リシ 故 其 中-一 ハ御 同様 JF 力仕^ ル 


二 一 四 

正 久 


意ナ リシ モ余ガ 歸朝已 ュ迫 ラン トス 加 フルー 一 御身 一一 ハ 家事 ノ務メ モア リ 旁 思フ マ 、 - 一行 カヌ事 

モア リツ ラン ナレ ドモ 功ノ 急 一一 擧ラザ ルヲ憂 へ ズ 心 ヲ 悠 々養ヒ 善 キ事義 シキ事 ヲ務メ 高 尙ナ ル 

淸 キ心ヲ 養ヒッ 、讀 書講舉 ヲ爲シ 給へ 歸朝ノ 上 ハ成ル 可ク御 助力 申サ ン；： ^心 11:^ 往日 ノ如ク 放棄 

致シ置 カザル 精神 11 候 其ノ 精神 ノ永 續スル ヲ欲ス ルナ リ 呵々 

澄 江 一一 ハ金ノ 時計 ヲ買フ テ歸ル ト申シ タル 事 アリシ ガ 今日 ノ 模様 時計 ハ六 カシ カラン 左 リトテ 

約 二 背 キ僞ヲ 山 —シ タリ トァ リテ ハ相濟 マ ザ ル儀ー 1 候 父 ハ何カ 都合 ァリ テ金ノ 時計 ハ止メ  ニ致シ 

外 一 1 美シキ モノ ヲ彿 § へ テ澄江 一一 取ラ ス ル ノト 吳々 モ御申 聞 力 セ下サ レ度候 黄金 11 非 レバ 吾ガ 愛子 

二 ス ラ約ヲ 履行 ス ル 能ハズ 笑フ可 キガ如 ク亦悲 ム可キ ガ如シ 君子 ノ窮ス ル 乇亦甚 シィ， カナ  -ハ 

英國 ョ リ之 一一 テ 都合 六回ノ 信書 ヲ發送 シ タル ナリ 皆相逹 シ タリ ャ 否 日本 ヨリ 御 出、 ンノ 分モニ 

回 分 ノ 外 iJM 安着 セリ 念 ノ爲メ 右 申 上 ゲ 置 候 

父上 一一 ハ 別段 書 狀ヲ差 上ゲズ 候此書 I ヲ 御覧 下サ ル樣 御致聲 ヲ乞フ 

三千 代 様 ハ此比 宅-御 出候ャ 歸朝迄 御 達者-一 アル 様 祈 リ居申 候 

倫敦 二 テ宜 シキ事 ト思フ ハ 夏 二 居 テ夏ヲ 知 ラザル 程 ノ凉サ ヲ覺 F1 ル儀 一一 候 然シ此 分 二 テ ハ夂 V ガ思 

ヒャ ラレ 候 書 外 萬 端 後 ノ鴻信 一一 讓ル 匆々 

八月 二十 二日  正 久 

季子 様 


喾翰  ニニ ハ 

船 やぐら に て 打 鳴らす み つ の 鐘 をき 、 て 

人 住まぬ 島 も 見が た きわだな かに 

あはれ 催 ほすうし みつの かね 

今日は 船中の 二十 一 一日に 候が 日本に て は 一 一十三 日な らんと 存候 天朗 かに 海穩 かにして 鏡の 如く 

誠に 快き 事に 候 故鄕 にて は 如何に 暮し給 ふらん 祌の 祝福 を 祈る のみ 昨夜 二 時 比まで 家の こ 

とな ど 思 ひつ づけて 眠 もやら す 忽ち 澄 江が 笑顔 恍 として まのあたりに ゆるが 如く 阿 爺と 呼べる 

K 耳底に 響き 來 りぬ 愛慕の 淚 せき あへ す 新 體詩を 一 宵 よみ 出で ぬ てに はな どの あやまり あら 

ば 正し 給へ かし 

一 愛らし や あな 愛らし や 吾が むすめ 

な ^ 

萬 里の 波濤 も うばたまの 暗き やみ 夜 も 

なむ ぢ かえが ほ 隔て 得す 汝が 笑顔 かくし 得す 

父が 服にか^ やきて 玉な す淚 催しぬ 

あな 愛らしき 吾む すめ 

二 船 ゆらぎ 波と ビろ ける 其が 中に 

澄 江が 阿 爺 を 呼ぶ 聲は いと^た へ にぞ きこえけ る 


ク ビ ン の 窓 をう つ 屑 も 八重の 汐路の  (ケビ ン は 船 なり) 

ものうき も 忘れに けりな 共の 呼ぶ 聲の慕 はしゃ 

あな 愛らしき 吾が むすめ 

天涯の 孤客 旅愁に なやむ 今にして 其の 情の 身に 染む を覺ゅ 今日は 二 尊 人 も 御身 達 も 快き や 如 

何に ぞゃ 日本 を 去る 三千 五百里 唯 愛情の 頻りに 動きて 家鄕の 1K に 飛び 行く のみ 

田 村直臣 氏に Vinct の 書 一冊 貸して 置きぬ 是は 御身の 讀み 始めた る もの 故 急ぎ 取り 11^ して 時々 

讀み 試み 給へ かし 餘り六 かしと 思した ま はに 復讀の 時に 止め 讀み 易き を 先にす るに 如かす 

氣候は 稍 塞きに 似 たれ ども 極めて 凌ぎ 易く 甲板に 出で 候 得者大 氣淸鮮 にして 今日の 如き は 千里 

の 海原 吹き 拂ふ 風の 心地好 さ 東京の 風塵と は 全く 別天地に 候 斯の 如く 自然の 吸人藥 を用ゐ 居り 

候 事故 咽喉の 痼疾 もな ごり 無く 平癒す るな らんと 存候 

父上に 申す 豫 ねて 御 見識り の 植木屋の 矢 本 金 太郞は ， 夫婦 同伴 船中の 下等 窒に 支那 人 四十 五六 名 

日本人 男女 六 名と 乘り 込み (上等 窒に 日本人 都合 八 人 あり) 候 彼 は FT: ノト. 「ルリ ト と 

て 未だ 開墾せ ざる 土地に 參り 料理店 を 開き 居る 由 此度は 妻を迎 へ ん ため 暫 らく 歸朝 したるな りと 

云 ふ 同人に 一 回面會 致し 候 舊誼は 忘れ 栗て し 如く 見え 候 

下等 窒の 汚據 なる 又食物の粗末なると臭氣の1^1しきこと 神戶 行の 汽船の 下等 室よりも 恐ろしく 

迚も 忍び 難く 相 見え 候 


相 生の 大澤福 太 郞と云 ふ 人参り 候 は^ 其の 子女の 敎 育の 事な ど 何くれとなく 御懇に 相談し 給へ 

かし 

R 本の： nj- えすな りしより チ 日 まで 一 斐の船 も： す 渺々 たる 水と 船より 落す 食物 を あさり 求む る 水 

.n:.T 十五 六 羽の 船 nji- に 附き來 る を 見る のみ 見れば if にゃあらん 後刻 船長に 問 ひてん 

船中の 旅客 內 外人 共風朵 の 高き もの 一 人 もな く 皆無 下の 俗物に して 談 する 所 色に 非れば 利益の 

み 俗 氣充滿 下等 室の 臭氣 よりも 甚し 船長 ワット ンと呼 ふ 人 は 大人の 風に 稍 近き 人 なれ ど 彼が 

多忙と無 口 と に 隔 て られ て 未だ し み と 相 談ら す メソヂ ストの 宜 敎師ク リ ー メルと 呼べる 米 人 

あり 此人は 無下に 卑しく 無學 なる 人に て耶穌 の. S 敎師 として 共に 伍す る を愧る 位に 候 衆人 酒 

色を談 じて 笑へば 彼 も 共に 笑 ふ 其の 鹽 たるの 味何處 にか ある 一日 余に 問 ふて 曰く 佛敎は 何時 

の顷 支那より 印度に 渡りた る やと 噴 印度 在留の 宗敎 家た る 所 何 所に か ある 咄 此の 痴漢 を 太 

平 一 沖の 波 問に 葬る も 可な り 

十 口の 朝より 今に 至る まで 已に 十四日の 問 日々 洋食 を IK し來 りぬ 日本の 漢籍な く 茶遗が 漸く 

慕 はしくな りぬ 斯くて は 海外 在留の 問 は 茶漬の 欲しき こと 如何に あるべき 此に 一 つ 可笑しき は 

斯の 如く  $に 移りし より 大便^だ 黑く なり 殆んど 犬のに 類し 共 EiBf; 極めて 少 きこと に 候 此は 

洋食 に 滋養 質 多く^ 料 となる 可き 所少 きに よると 識者 の 語り き 呵々 

船中 沐浴の 不自. H なる に は 困却す 其 浴場と 巾す は 海水 を 取り 蒸氣 にて 之 を 温め 其 中に 身 を 浸 


すに て：^、 淸水ー 盤 之に 添 ふ 隨分 快き 人 浴に あなれ ど 之 を する こと 能 はす 今 曰までに 二 问：！ .il 

する こと を 得たり 

今日は 此に筆 を さし 置く 可し 海上に 尙ほ 三日 四日の 日子 を 送る ことならん 波靜 かなる とき 又 こ 

そ 筆 を 取る ベけ  J/. 力  しこ 

八月 一 一十一 一 n 午後  バダ ビヤ 號 食堂に て 

正 久 

秋 華の 君  . 

if 鳥な み を 枕 に 眠る らし 

太平洋の 今日の 夕な ぎ 

波間より 出で --波 問に 歸る日 を 

はや 十 あまり 叫 日 は 重ねき 

三 ほ 二十 三日 右 を 追記す 御 一笑 可 被 下 候 

〇 同 上 ( 1 r 八- <  <  き 

最早 九月 ト相成 候 水 京ノ暑 氣モ已 一一 減少 ノ方ナ ラン 父 モ母モ 子供 モ健 ナリヤ 否 七月 二十 一日 


書  翰  ニニ 〇 

御認メ 二十 叫 日 横濱發 ノ御狀 去ル 二十四日 一一 披見 致 候 會計ノ 模様 御 報道 下サ レー ハ以テ 安心 致 

シー ハ以テ 心痛 致 候 今回 モ 新聞紙 一一 通信 致 候 是 ヨリ 勉强仕 候 何分 口 不足 ヲ補 フナ ラン 其レ 

ノ ミナ ラズ此 一二 ァ 一 ト 工夫 少々 金子 御 送リ申 上ル事 一一 可 致 ト考候 何分 二月 比 (中旬 頃) 歸朝迄 

御 忍耐 下 サレ度 候 倫敦 ハ未ダ 一日 モ暑 キト 言フ日 無ク實 一一 凌 ギ安ク 候 然レド モ天氣 ノ晴ャ カナ 

ラヌー 一 〈困 リ入リ 候 夏此位 凉シク 候ハ、 > 冬ハ 如何 ナ ラン 此 モ案ジ ラレ 候 

明日 ハ少 シク 閑収ナ ラント 存候 大抵 明日 今一 通 委シク 認メテ 差出ス 心得 ナ ルガ 事 一一 由 ルト出 

來ヌ カモ知 レズ 左ス レバ 十日 後ノ 次便  一 I ハ細 カナ ルー 書 ヲ差出 可 申 候 匆々 

九 S7 1 日  正久 

季子 樣 

比 方 11 向 ケ御出 候 書狀 ハ 封 皮 ノ左ノ 角  一一 Thrcnl^h  America ト記 シ下サ レ度候 


0 同 上 (一八 八 八 年) 

靖 國社ノ 櫻花將 一一 散 リナ ン トス ル時 日本 ヲ出デ タリ シガ 今ハ萬 里英倫 一一 旅シテ 草木 凋落 ノ秋 ヲ迎 

フ 歲月匆 々一一 白 駒 ノ隙ヲ 過 グルー 1 異 ナラズ 余ガ 異域 一一 流離 フテ ヨリ 已 一一 半年 夕 一一 鳥ノ空 一一 飛 


ブヲ見 テハ& 平鄕ノ 懷愀然 トシ テ胸 一一 滿チ朝 一 1 目 醒メテ 食 * 一一  就ケ バニ 尊 人及ビ 最愛 ノ妻 兒ト 共-一 坐 

セザ ルヲ恨 ミテ腹 ヲ斷ッ 幸 II シ テ 大志 ノ 存スル アル ヲ以テ 之 ガ爲ニ 忍耐 シ 之ガ爲 一一 裔激 ス 沲ヲ 

H リ山ヲ 越 H in ハヌ 風土 人情 一一 接シ 無 ノ 旅愁 ヲ懷キ ッ 、 外國 一一 流寓 ス 若 シ此間 一一 惯値 アル ノ事 

業 ヲ成ス コ ト無ク 空 シク奇 ヲ探リ 珍 ヲ索ム ル 一 1 止 ラバ 是レ勞 シテ功 無 キナリ 徒然 ノ辛劬 後日 ノ遣 

憾知ル ベ キナリ 丈夫 志 ヲ興シ テ此 一一 來ル 必ラ ズ獲ル 所ァラ ン ヲ期ス 此心常 一一 我 ヲ鞭チ 亦我ヲ 

鈹舞ス 故 二日 本ヲ 去リテ ヨリ 今日 一 1 至ル マ デ讀ム 所 ノ西書 百 卷ノ上 ニ出デ 筆記 スル所 二百べ ー ジ 

知友 先輩 ノ間 一一 往來シ テ疑ハ シキヲ 質 シ知ラ ザ ル事實 ヲ尋ヌ 自 ラ信ズ 余 ガ此行 ャ決シ テ顺怜 棘 

馒ノ責 ヲ受ク 可ラザ ルナ リト 加 フル 一一 身 體强壯 一 1 シテ 精祌ト 、 モ 一一 健 カナリ 幸ヒ 二 顧慮 スルヲ 

休メョ 歐 米諸國 婦人、 社會ノ 模様 ハ 昨日 ノ 郵便 一一 托シテ 基督 敎 新聞 一一 報知 セリ 之 ヲー請 セ ラレ 

ナ パ 多少 獲 ル所 アル 可シ 前日 贈 ラレ タル 貴 書中 頻リ 一一 自ラ責 ムルノ 語 ァ リ 奮然 志 ヲ立 ラレ タル 

ハ余 ノ深ク 感謝 スル 所ナリ 己往ノ 事ヲ回 憶スル 一一 余ガ 過失 殊 一一 多キ ヲ覺ュ 君ガ 自ラ責 ル ハ卽チ 

我ヲ 責ムル ニ異 ナラズ 各自 ノ 過失 已 一一 逝 キヌ 追及 ス可ラ ザ ルナ リ 迭ミ 一一 面目 ヲ新ニ シ 强壯不 

撓ノ 精神 ヲ以 テ前路 一一 向 ッテ馳 スルニ 如 カズ 人 ノ此世 二 生ル、 ャ必ラ ズ成ス 可 キノ 事業 ァリ 否必 

ラズ 爲シ得 ラル、 ノ 事業 ァリ 天豈棄 ンガ爲 ニトテ 村ヲ迭 ラン ャ 神 ヲ信ジ 自ラヲ 信ゼョ 祌 ハ必ラ 

ズ 我等 夫妻 一一 好キ 田園 ヲ授ケ 給フナ ラン 君ハ 將來何 ヲ爲ス 可 キヤ 其 ノ心ハ 何等 ノ 事お 一一 適 ス可キ 

ャ 此事 一丁 ソキテ ハ君自 ラ之ヲ 撰取セ ョ 其ノ 天性 ノ發育 スル所 一一 從テ 可ナリ トス 余ハ他 ヨリ 脅 


書翰  ニニ 二 

迫シ テ 方向 ヲ定メ シ ム ルノ 不可 ナ ルヲ知 レリ 北ハノ 大小 ヲ ハ ズ 如何 ナ ル^?$業 一一 テ モ神ノ 前 ニ愧ズ 

ル コ ト ナキハ 善良 ノ事 葉ナリ 人ノ前 一一 著名 ナラ ザル モ祌ノ 前 一一 著名 ナ ルハ眞 一 1 著名 ナルノ  15^ 業ナ 

リ 見ョ 屋上 ノ；^ {4.;: 大 一一 輝 キテ 衆目 ノ見 ル所ト ナレド E 大ナ ル礎ハ 地下 二 扭レテ Si ハ レズ 然レ ド乇 

礎 無 キト キハ家 ヲ建ル コト 能ハズ 君 若 シ公ケ 一一 顯ハ ル 、事業 ヲ爲サ ント 欲セバ S ハチ 之ヲ 爲セ 

或 ハ文ヲ 作 リ或ヒ ハ書ヲ 著ハ シ公會 一一 演說シ (，お ゥ』, 或ヒ ハ會ヲ 立 テ或ヒ ハ社ヲ 結 ブ等ル 2 

表面！ 1 彰ハ ル 、 ノ 事業 ナリ 余 共 ノ 美事 美 業ナル ヲ知ル 若 シ此等 ノ事ー 1 從ハ ント欲 スルノ 心ァラ 

バ之 ヲ爲ス モ；： ナリ £カ猛 一 一考へ 男猛ー 1 決 ((总 シ 勇猛 一一 之 ヲ資行 セバ必 ラズ成 ス所ァ ラン ぉハ 

三 叫 年ノ間 種々 ナ ル 事情 ノ爲 一一 畏縮 スル人 トナリ ヌ 住 n 笈ヲ 负ヒ テ橫濱 一一 來リ シ時ノ 如 クナラ ザ 

ル 可ラズ 世 ノ  人 4： 平凡 彼ノ爲シ得ル所呰爲シ5;^1可シ 

疾-炳 ヲ訪ヒ 二三 人-一道 ヲ說キ 九 尺 ロノ 裏 家 11 來性シ テ翁苦 ノ人ノ 朋友 トナ リ仆レ タル ヲ起シ 應制 

ノ下 一一 苦ム モノ ヲ扶 クル 等ハ 直 一一 人目 ニ觸 レズ トイへ ドモ S ダ美 甚ダ 善ナリ 此等ノ 事業 ヲ兼ネ 

テ爲ス モ 可ナリ 或ヒ ハ 文事 ヲ專ラ 一 1 シ或ヒ ハ 慈善 義侠 ノ 事業 ヲ専ラ 一一 ス ル乇 可ナリ 然レド 乇余 

ハ 慈 義俠 ノ  ヲ尊務 トス ルノ 可ナル ヲ知ル 未ダ 文事  一一 ノ ミ耽リ テ 慈善 義俠ノ 事業 無 キノ 可ナ 

ルヲ 知ラザ ルナ リ 

之ヲ； 娑スル  一一 1;;- ノ 前ニ橫 ハル 所ノ 事業 ヲ大 g スル  一丁 乂 事 周 施 敎<^ ーン 一巧 Iff i ゾ 5;")^ ノ MM 

トス 何 レニ セ ョ $1 正シキ 事業 ナリ 之ヲ 擇 ブ 一一 忌ミ 惯 カル 所 無力 ル可シ 余ガ歸 朝ノ日 モ遠キ 二 


非ズ  ハカ ヲ盡 シテ共 一一 働 力 ン ト欲ス ルナ リ 此心旅 中 愈 切ナリ 共ノ 切ナル 一一 至 レルハ 祌-; 感 

謝 ス可キ コ トナリ 

何レノ 事業 II 着手 ス ル モ 最モ 必要 ナル ハ世ノ 人情 及 ビ社會 ノ狀勢 11 通 ズ可キ コ トナリ お シ此等 

ノ  二 通ゼ ン トナラ バ 眼前 ノ 事物 一一 注目 シ？； ガ好マ ザ ル 新聞紙 ヲ讀 マ ザ ル可ラ ズ 守 中 ハ 英書 ヲ 

修 メ珍ハ ンコト 勿論 ナレ ド之ト 同時 一一 近來 ノ飜譯 寄小說 新聞紙 ノ類 ヲ讀ミ 給へ 飜 譯書ハ 文章 ノ  1:1- 

ル可キ モノ 無力 ラン 故 一一 之 ヲ讀ム トキ ハ事 實ヲ 記憶 シ 其 ノ 趣意 ヲ 領解 シ 議論 ノ现 否ヲ考 へ？^^ ノ 

整 不整 ヲ察 スル ヲ耍ス 殊 一一 婦人 達 ノ最モ 注意 ス可キ 點ハ其 理窟 ヲ硏究 スルー ー在リ 近米ノ 小說ヲ 

讀 ミ給ハ 、マ 立シク 批評 的 ノ^ ヲ以 テス 可シ 共ノ文 草ノ 良否 性質 ヲ 批評 シテ ハ 己レガ 文章 ノ才ヲ 養 

フ可シ 又 小 說ノ 目的 ヲ 批評 スル 乇必 耍ナル コ トナリ 或ヒ ハ小說 ヲ著ハ シ テ妄リ 一一 男女 ノ情 愁ヲ 

授動 シ 或ヒハ 詭 激任俠 ノ事ヲ ^飾 シ テ 少年 子お ヲ 誤 マル モノ ァリ 或 ヒ ハ 賢 土贞女 ノ 精祌其 辛苦 艱 

難ノ 模様 ヲ寫シ テ人ヲ 善 一一 導ク モノ ァリ 或ヒ ハ世上ノ有様ヲ其俊ーー^！^！シ出シテ  一^ ヲ怒篤 嘲笑 ス 

ル モノ ァリ 浙 ノ如ク 數へ擧 レバ 小說ノ 目的 一一 了ンテ 足ラザ ルナ リ 北ハ外 小說中 叙事 ノ 巧拙 人物 ノ 

配置 等悉 ク 批評 的 一一 讀了 セ ザ ん 可ラズ 下ラ ヌ小說 一一 餘リ 時ヲ費 ヤス ハ愚 ナリ 然レ 、ド モ之ヲ 讀 ム 

トキ 一一 斯ノ 若キ 注意 ヲ以テ ス ル トキ ハ得 ル所少 ナカラ ザ ル可シ 或 ル小說 ハ時問 ヲ赞、 シテ )；？s ム -ー價 

愤 アル ナリ 其 レ程ノ モノ 日本 二 在ルャ 否ヲ 知ラズ 差 向 キ厳本 一一 問フテ 借覽シ 給へ 屮 一一 ハ 面白 

キ エー ノ モア ラ ン 


書  翰 

秋風 已ー 1 吹 キ至ル 自玉 セョ 二 尊ニ兒 -I 余ガ 親愛 ノ情 ヲ致セ 匆々 

九；： ^一日  正 

秋 華 刀自 

〇 同 上 (一  <  <  < 年) 

八月 十日 御認ノ 御^ 今月 十日 拜見仕 候 押 川 S ヨリ 金 云々 亦-: ノ分 ヲ共レ 一一 加へ 云々 承知 致 候 

宅ノ 分へ 北 ハレ ヲ 加へ 候 得 者後ノ 活計 如何 ナ ラン 旣 一一 御 出 シ相成 候 事 ト存候 然 ラバ 止 ヲ得ズ 候 

御 報 示 ノ段感 ジ入候 

五十嵐 ノ方ハ 談判 セヌ ガ宜シ 其 レ丈ケ ノ事ハ 此方 一 I テ 工夫 相 成 可 申 候 

此方 11 テ 金子 ノエ 夫 相 行 キ候ハ  >  直 様 御 送 可 申 上 候 

人 見 氏. ノ事ハ 心痛-一 候 然 レドモ 事情 詳 カナ ラズ候 故 何分 判斷 ヲ下ス 能ハズ 事情-一由 リ テハ斷 

然離緣 ノ方可 然ト存 候 

次 ノ便モ 一週間 ノ中ト 存候故 今回 ハ是 -1 テ 御免 ヲ蒙リ 次便 一一 委ハシ ク可中 上 候 

明治 女學校 ノ埤給 云々 敎食 有志 者 七八阒 云々 何 レモ 喜 ブ可キ ガ如ク 又 悲シム べキ事 ノ如ク 11 候 

何故 一一 之ヲ悲 シム乎 御 察 シ下サ レ度候 明治 女 學校ハ 他 ノ敎員 11 モ增給 アリシ ャ 御身 獨リ 一一 限 


ニニ 四 

久 


リ候乎 是 レー 問題 一一 候 我等 ハ人ノ 恩 惠ヲ受 ルガ 嫌 ヒー 一 御座 候 知己 ノ 友誼 ハ亦 格^ 二 御」 I- 候 

困ル カラ 給金 ヲ殖 シテャ レナ ド ハ 如何 次便-一 委シク 可 巾 卜： 候 

允 月 十二 日  正  久 

季子 樣 

書物 ガ. 113 田ノ 方へ 屆キ 候ハ  > 御調べ ノ 上：^ レナ キ様 家へ 御 持歸リ ヲ乞フ 

〇 ti ドン よ， 9 父 禱十郎 に 宛てし もの (1 A  A 八 年) 

追々 塞 氣に向 ひ 申 候 所 如何 御 起居 候 哉 少しく 御 弱りの 趣 心痛 致 候 御 別居の 事 季子より 巾 來り候 

が 未だ 事情 を詳 にせす 候 得共暫 らく 御 好の 如く 御 保養 可 然と^ じ 候 私の 歸朝も 程 無き 儀に 候 其 

節 篤と 御 相談 申 上 何とか 工夫 可 仕 候 其れ故 如何に 成され 候と も當 分の 御 取 極めの み 願 はしく 候 

最早 母 も 失せたり 御 老體の 御身 安養 專ー と 存候故 決して 疎かに は 思 はす 候 養 鷄の事 も 模様に. H り 

結構と 存じ 候 此儀も 御 相談 可 中 候 母の 死期に 面會せ ざり しに 懲り 候 故 可成 は 一軒の 家 か 右不相 

成ば 極 近所に 住居 致 度 私の 志願に 候な り 何卒 御考 下され 度 候  事 嘸 御 心痛なら ん然れ 

ども 詮方 無 之 候 是 より 父子 兄弟 相 働きて 一家の 恥辱 を 雪ぐ 可き 懷に候 私の 歸國は 來ーパ 上句な 

らん (此所 を 十一 中に 發 して) と # 候 儀三郞 追々 安心の 方なる 趣 歡に堪 す 候 何卒 私の 歸朝ゃ 


事 を內々 御知らせ 下され 度し 然し 餘り 世間に 廣 がらざる 様 御 心付け 下され 度し 草々 

十月 六日  正 久 

家 大人 御 許 

書狀は Si かに 落手 難 有 拜見仕 候 

〇 口 ン ドン よ， CN 家人に 宛てし もの (一 A  A  A 

愈 健かに 御 暮らし 被 成 候 や 我等 も 無事に 候^ 御 安心 被 下 度 候 父上に も 御 老母に も 追々 向 ふ寒氣 

の 御 障り 無き や 御 案じ 申 上 候 澄 江 薰の 兩兒も R 々おとなび て 愛らしくな りつらん 見 まく 欲し 

きこと 限り無く 候 

wgn 十 十  一 n 中句に は 是所を 出立 致す 考に候 問 此の 狀 御覧 後 は 御 音信 御 無用に 致 度 候 此方より は 船 

に 乘り候 迄 不相替 書信 を 致す 儀に 御座 候 知人 等に は 十 一 月 中句に 英國を 立ち 歐洲 大陸 へ 回り 候 故 

手紙 は 御 無 川との み 御 話 下され 何 n: 比：！： 本に 歸 るか 御 話し 下されざる 様 致 度 候 此方より 出立 前 2g 

後に 出し 候書狀 に は H 本 到着 の H 取な ど詳 か に 可 申 上 候 間 其 節 御 話し 下され 候て せ-しからん 其れ 

まで は 世 の 取沙汰 五 巧 蠅く候 間 沈 默々々 然し 島 ^ の 家へ は 平く 知る. - ならん 彼の 「お シャべ 

リ， 一 先生より 四方へ 廣 がるなら ば 詮方 無 御座 候 


當 s は 「コレラ」 の騷 ぎと „者氣 の 猛烈な りし こと を 新聞紙に て见 心 致 候 然し-五：： の 者 共 は ル：^ 

恙無 きこと な ら ん 感謝 々 々 

家の 耐り會 は 日々 御 勉め被 成 候 はん 今度 歸！： 致し 候 上 は 其れ を 持ち 緒く 可き は 勿論 家族 のお 様 

德と遠 ふ 様 御 同様 盡カ致 度樂み 居候 實に家 程 美なる もの 家 程 大切なる もの 家 程 中 Hsii なる も 

の は 之 ある まじと 存候 

御身が 學 問の 事 は餘 りに あせり 給 ふ， なよ ^國の 上 は 共に 骨折 可 中 候 是は 先便に も 中 上た る 様な 

れど 我等が 歸國の 時 迫りたり とて 成功 を 急ぎ 過度の 勉强 せらる、 が心懸 りに 候 故吳々 も 申 上る 

なり 我等 は：！： 本 を 離れて t り以來 已往の 事共 百事 失敗 多く 良心に 咎めら る . -専 も^ 人の 前に 恥 

づ： き 事 も澤山 ある を 出し 或 時 は 自ら 爲 すべき 所 を 知らざる 程なる ie^-K ありき 旅中獨 りに て 

考 うる 時 は 色々 の 思想 を 起す ものに 候 成る 程 我等 は 创瘦滿 身の 罪人に 候 得 共 神の 恩 慈に. E り^ 

き 下部 と なり 度 決心 を 致す と き は 裔發も 致 さ れ候 我等 は氣 にして 舉^ も 不規^な りし かば 八， = 

までの 事樂實 に 恥 かしく 思 ふ 事の みなれ ど 今より 全く 改めん と存候 何卒 祌に御 祈り 下され 度义； I- 

様相 規戒 して 進歩 致す 様 御心懸 下され」 皮 候  • 

我等が 已往 を顿み 今日の 事 を 思 ふ 時 は 心事 是の 如くに 候 御身 も wi^ 氣を 起し 給へ m ズ 縮すべき に.^ 

るな り 

歐 米に 出 候 ひしょり 學^ の 事に 熱心 致し 極 々研究 も屮： 來候 左れば 少々 にても 得た る 所 ありと： 一:2 じ 

#  翰  ニニ 七 ■ 


巾 候 左れ ど 熟々 思 ひ 候 得 者 日本へ の 土產は 善き 信仰と 〈せき 心 志行狀 とに 如く もの 無し と 感じ 屮 

候 我等 は 信仰 淺く 逃まん と 欲して 進む こと 能 はす 從らに.^3^^^の^1を送り§1;書ょりも只の现|;^が 

面白く 樂んで 神の 道现 を推究 致し 候 得 共 神 を 愛する こと 甚だ^く 靈魂は 殆ど 飢渴に 迫り 申 候 

祌ょ 哀れむ 可き 此の I 非人 を 救 ひ 給へ 

殊に 氣に懸 り 候 は 宅の 活計な り 祌は吾 家 を 祝 幅し 給 ふ 可し と 信 すれ ども 或 ひ は ハ牛晚 れんと して 

妻子 老人の 飢寒に 迫る こと は 無き かと m め 慮す る 時 は 平生の 過失 山の 若く 家に 對す るの 義務 を缺 

きしこと 多き を 悟りて 背 、汗の 思 ひ あり 精々 H 夫して 出立 前に 少々 の 金 を 送らん と^ 候 

我等 は 思 ひ 込む 時 は 會釋も 無く 之 を實行 せんと 欲する 氣 性に 候 是が 種々 失 計の^ 本と なりぬ 

ま 一 だ 想像に 耽りて 妄りに 前途の 事 を ii::^ じ 之 を-ゆ I..- んで已 に 5：! たる もの k 若く 考 うる 俄に 御座 臉 今 

：= は 手紙 を認 むる に 常り 萬感交 生じ 思 ふ 所 を 御身に 御 聞かせ 申 候 ハ牛漸 やく 長 じて 最 n 十壯 士少ハ 牛の 

部類に 非す 大人の 仲 入 を爲す 時節 到來 致し 候 自ら も勵 みまた 天助 を 獲て 新たに 成す 志に 候 

先 W: 中 及び 今 H の 初 句 は  一 の 休業と て 人 皆 11 方に 散 じて 倫敦 府中に 在らす 其れ故 丁 M に閉ぢ 

りて 餘り 出て 歩行き： 小 巾 候 ひしが 知人 も 追々 り 集り 叉復与 6 がしく 相 成 候 一 昨日 も ソ ンと 

巾す 鴻懦に 招れ て 立派なる 馳走 を 受け 明日. マ タリ ー,^ と 申す 夫人の 招待 あり 

來る 水曜日 (二十-; ハ日) は r グ ラッド ス トゥン」 と 首 ふ 人に 招れ 居り 候 此人 は：^ の.；^ 名なる 政 

ボ {.¥ に は ルす ^  學 の.^:^ 生に 御座 候 是こ. て杂々 たる 貧 生 も隨分.：5：^ き 待遇 を 受け： li^ る こと を 御 


承知 下され 聊同喜 を 希 候 

御 父上に も 三千 代 刀自に も 別段 害 を 差 上す 候 {且 しく 御致聲 下され 度 候 此書欽 御 兄せ 下され 度 候 

ハ . 、、幸甚々 々  - 

九：^  二十 一日  正 久 

秋 華 様 

此次ノ 書 狀來月 早々 一一 御認メ 候可シ ^シ 十月 十日 後 御 認メノ 御書狀 アラバ 其 ハ此地 一一 テ披 兌ス 

ル isiif 難 カラ ン 然 レドモ 其 儘 日本へ 返 ス様取 計 ヒ置キ 可 申 候 

0 同 上 二  <  A  < 年) . 

八 or 二十 六 七：：： 比 及 八！：：；： 三十日の 夜 御 認めな され 候書狀 二通 共 落 乎 仕 候 先 以御無 察に て屮 IRS 

候 當方 も異狀 無し 一昨日 (十 e: 叫 口) 少々 降雪 を 見る 氣 候の 模様 之に て 御 想像 下され 度攸 

送金 之 事 ^^早氣遗ひなされ問敷候 只々 家の 方 を 飢寒に 苦め ざる 様 御 W 心され^ 様 希^ 

今迄 御 遣 はしの 書狀は 一 一 一回の 外 皆 落手した りと 覺ゅ 英國に 御 宛 之 分 は 皆 屈き たる ものと 存； ：^、 

新 富 町へ 御 移轉云 々犬に 心痛 致 候 所 次の 御 狀に右 御 見合 之 趣 安心 仕 候 小生の 歸朝も 近き に 我が 

家 を 失 ひ 候て はと 一 時 は 少しく 氣を 揉み 候 舊 宅の 近 邊に家 を 兌 出されし とか 一 段の 事に 覺巾候 


未だ 御 移轉無 之^ はば 從 前の 所に 御 落 付 下され 度 候 歸圏之 上 良き 所を挥 むも遞 からすと 存候 然 

れ ども 一 切 御 都合に 委せ 如何様に も 御 取 計 下され 度 候、 

此の 乎 紙 は 明 治 女舉校 に 宛つ るな り 御 移 轉の事 を 思へば なり 

H 木に 歸り攸 時 は 何れお 崎 か神戶 より 電信 を 發し可 申 候 間 到^の n 取を考 へて 前 川 sjf^  (量平^；？；で 

も {HJ し) にで も ； 寸横濱 迄 來らる 、様 同 君に 御頓 下され _^：^、 是は. H  一： ii: に 入り 此方より 最後の 通- 

知 寄 を 御覧の.  上に 成されべ く 候 左な きとき は 敎會の 人 を 何 かに 煩 はせ 迎  へ ると か 祈 禱會を 11 くと か 

極々 の 相, 欣 あらん を 恐れ.^ 候 仰山に 送^され 仰山に 歡迎 さる- - のが 嫌に 御 坐 候 費乏の 一 書生 

然として 萬 里の 蒼海 絕域を 踏破 せ り 亦 悄然と し て 獨り歩 み て 家に 歸る 可き の み 

已 にぉ朝と決心致候得^^ 何と無く 心忙しく 此の 殘れる 僅少 の 日子 を 可成 利 川せ ん ものと 曰々 馳 

せ 囘り候 

御 勉强の 様子 御 通信 忝 無存候 ^朝の 上 何 か 御 助力 を 致さん と樂み り 中 候 亦 御 助力 を受 くる 

事も樂 しみ 申 候 

^呼人 生 七 卜 是れ 一大 舉 校なる のみ 我 倚の 擎 問 刻苦 は 死に 致る まで 統く 可し 死期 至りて 未だ 

成ら すん ば-火 國に 【能り て 大成の 望 あり 總 ての 苦心 皆 n 十晚其 Ei^ を 結ばん こと を 知る 資に 愉快の 儀 

に 御 候 御身 も 我 も 終身の 書生な り 此 より は 終身の 書生と して 世の中 を 送らん と 欲す 然れど 

も mil -.f^ 術 は 我 が液大 の 目的に 非す 基督の 如くになる が 至極の は： 土に 之 あ る 可き^ た り 世に 働く 


も 基督の，^ く 論す る も 基督の 如く 語る も 基督の 如く 愛する も 悲しむ も 凡べ て 共 上 い 如くな らん 

ことこ そ. ば ましく 候 なれ 只憾 むらく は 志；： 止ら す 力？ I  くして 我投の 心に 制せられ 愁に 勝ち 難き 

を 如何に せん 我に 擧者 となる の 機會 無き も 無 乃 基督 に 在りて 新たに 透 ら れ た る：^ と な る を 5：! せし 

めよ 之 を 至極の 目的と なすこと 御 同 樣實に 必要と.； r:^、 

曾て 思へ らく 余 は 功名の 心簿 しと 今 は 知る 敎會の 事 も傳道 も. 五！！ が已往 一 切の 事業 を 願み るに  一 gi 

の 功名 利愁の 念に 支配せられ たる は實に 赧然の 至に 候 若し 神の 惠 みに 由り 此の 荒々 しく^ 傲不 

にして 功名心に 支配せられ たる 罪の 奴 をして 眞 個の 獨立を 獲せ しめ 福音に. m るの 自. H を 獲せ しめ 愛 

と 平和と に充 さる k に 至らし むる 日 は實に 幸福の 日な り 祌に 於て は 能 はざる 無き を 信す ^督の 

惠は 足りて 尙ほ餘 り ある を 知る 我が 弱き は 基督の 强 きに. e りて 强 くなる 可き なり 故に 我 は 失 $ ま 

せす ハ i 志 を 堅う して 進まん と 欲するな り 斯く 書き 認 むる とき は 甚だ 立派 なれと も 右の 如き 感 ft. 

常に 存 せす 惰弱の 本性 忽ち 其の 力 を 現 はすに 至る 此の 書狀 に. S りて 我 を 大いに 變れ りと 思 ふ 勿 

れ 變 らんと 欲して 未だ 能 はざる ものな り 御身 をして 空しく 喜ば ざら しめんが ために 之 を 一 言す 

る譯 なり 我に 無き 德を 人に ありと 兒せ候 は 恥 かしく 候 況んゃ 夫婦の 問に は 心 も 行も實 際の 通り 

に兑 ゆるが 肝要に 候 牧師の 地位 は 偽善に 流れ 易き ものに 御座 候 我 は 牧師な りしが 爲め 亦な まじ 

ひに 數百 人に 知られた るが 爲め 自ら 覺 えす 識 らす僞 善に 類似せ る こと 澤山 ありし を 悟れり 我 は 惡. 

きものな らば 惡 しきものと 大に 知られ 不十分なる ものなら ば 不十分なる ものと 人に 知られ 0i 


美 も 其の 眞 M の. n 通りに 世に 知らる、 様心懸 くる 粮 りに 候 虚飾 程 厭 ふ 可き もの は 無 之 候 自らの 

も 他人の も 嘔吐に 堪す候 

澄 江、 蒸 等に 餘り嚴 しくせ す 寬{ 杯に 成長す る 様 心懸專 一 なり 書物な ど 今 は餘り 多く 敎へ ぬが. H 

し 成 1:^ して 馬^になる なり 自分で 舉び 自分で 考へ 自分で 發 明し 自分で 働く 様 仕込む 時 は 利口者に 

なるべし 餘り敎 へ 過ぎ 餘り 導き 過ぎる は窖 あり 幼時の 神 宜少. の 馬鹿者に なると は 此の 道理に 

候 幼稚の もの は 3： でも 受け 入る \ もの 故 餘り 受け 人れ さする 時 は 自ら 分別す る こと を 忘れ 自ら 働 

くこと をせ す 附弱 凡庸の ものと なるな り 幼稚園な ど此點 より 害 ありと 兑 たらば 止めに する こ 

そ 善 けれ 御 一考 を 乞 ふ 

父上の 事 歸國迄 は 北 ハの氣 俊に 任せ 候へ 別紙 御 渡し 下され 度 候 澄 江、 龍 にも 母 人に も 我が 愛 を 致 

せ あな かしこ -:^^::愛する妻ょ 

卜：：：'」、；；：  口 ンド ンに 於て 

季子 様  ff^ 正ク 

〇 同 丄 (一 <  A  < 年) 

十 =1： 六；：： 御認メ 七日 橫濱發 ノ御齊 信ハ 十. 1 パ 十一 日 來着嬸 シク披 は 致シ候 先ハ御 健勝 ノ. H 何ョ 


リノ 事 一一 候 澄 江、 薰等ノ 模様 仰セ遣 ハサ レ祌馳 一一 堪ズ候 先日 モ申上 ツル 如 ク餘リ 幼少 ノ腦 ヲ攻 

メヌ様 致 シ度候 分 ハ 自由 一一 遊バセ G ラ助 クル ノ精祌 ヲ養様 御注意 專ー 一一 候 幼稚^  ノ 敎育不 

利 ト思サ バ休メ 一一  致シ候 テモ惟 シゥハ ァラズ 候 又 平生 此 天 地 日 草木 人物 鳥 g^I 等奇々 妙々 ナル此 

ノ 世界 ヲ以テ 學校ト 致 シ之ヲ 見ル事 ヲ好ミ 之ヲ 尋ヌ ル事 ヲ好ミ 之ヲ 觀察ス ル事ヲ 好 ミナ ド ス ル 

樣養ヒ 立ル時 ハ狹マ 苦 シ キ 學校ノ 部屋 一一 幼稚 ノ 者ヲ閉 籠メテ 下ラヌ 問答 等ノ 暗誦 ヲサ スル ヨリ モ：^ 

局 有益 ナ ラ ント^ 候 何卒 此ノ 夭 地 トー 一一 一口 フ大 イナ ル學校 一一 奔走 シテ 學問ス ル樣御 仕込 下サ レ 度！：^、 

大野 ノ事ハ 歸朝ノ 上 何トカ 工夫 致 ス可シ 尙ホ撓 マ ズ志 ヲ堅ゥ シ テ勉强 致セト 御俥言 下サ レ度候 

島 田 氏 ハ其ノ 細^ ヨリ 參 リタ ル書狀 一一 御身 頭痛 ヲ惱ミ タリ 云々 ノ 文句 ァリト カ聞キ ヌ 如何 ニヤ 

御用 心々々 心 氣ヲ優 二 胸中 ヲ海ノ 如ク廣 ク持チ 給へ 貧 モ苦モ 我等 ヲ 壓倒シ 得可キ モノ 一一 非ズ 

然シ右 頭痛 餘リ舉 問 一一 精 ヲ出シ タル ヨリ 起 リシ 結 衆 一一 候ハ 、>甚 ダ困リ タル 事ナリ 心 ヲ養ハ ント欲 

シ テ心ノ 働キヲ 害 ス ル道现 一一 候 故 御注意 有 之 度 候  - 

小 子 歸朝ノ 上 一 1 何ヲ 爲シタ ラバ 最モ正 シク叉 有益 ナラ ンカ 折々 事々 二 付 テ御考 S キ被下 度 候 

愈來ル 二十 九日 午後 出發 一一 決定 仕 候 左ス レバー 二十 八 九：：：： 頃橫濱 一一 着ス ルナ ラント 存候 何レ 

長 崎 ヨリ 安着 ノ 電報 ヲ 發 シ 可 申 候 問 其 節 ハ 量 平氏 力 誰 力 撗濱 迄參リ „-犬 レ何レ カノ 船宿 一 1 居 ッテ船 マ 

デ宿ノ 小者 ヲ遣ハ シ 荷物 ナ ドノ 世話 ヲ致シ 吳レ候 様 御 依 賴下サ レ度候 右 ハぉ崎 力 祌戶ョ リノ 電報 

ノ達ス ルヲ； e チ候方 可 然ト存 候  . 


二三 s: 

0  翰 

涂 リ人ガ ガヤく ト集 リ吳レ 候テハ 困却 致 スナリ 故 一一 右等ノ 事ハ內 密々々 

横 濱聚ル 人ハ璧 郞ガ 出京 シ候 テハ彼 デモ 宜シ 又 前川デ 5 シ 前 川 一一 賴ムナ ラバ 餘リ 風聽 セ- 

ヌ様心 付 ケテ賴 ミ 給 へ 元 川君デ モ 可ナリ 

二十 九日 ノ 前-一 ハ叉復 郵便 モ出ル 事故 餘ハ其 時 二 可 申 上 候 草々 

十一月 十七 日  I ク 

季子 様  1 . 

〇 同 上 (一八 八 八 年) 

如 可 御暮シ f 脊中 i ス可キ 良 キ船ハ 皆 充チ塞 リテ實 謝 SI 止 ヲ得ズ 十二月 籠 シ中 

候 何レ御 不都合 ハ山々 ナ ラン、 ガ何ト 力 H 夫 シーア 二 i 旬 迄 御 待 チ下サ レ度候 此 地ヲ發 スルハ 

十一 一 s: 十一 一； 日 ト存候 

次更 一一 ハ委钿 可 申 上 候 ナレ ドモ今 便ハ已 一一 差 迫 リ候故 短 書 ヲ發シ 申 候 

各々 機へ ヨロ、 ンク 澄 江 一一 モ薰 一一 モヨ ロシク 當地ノ 朋友 ヨリ ：| 兒へ 土， 澤山 モーフ ヒ申虻 

樂ミ テ待 テト 御致聲 是祈ル 

十一 月 十九 日夜  I 久 

季子 様 


〇 同 丄 (一へ， <  <  年) 

今 R ハ 朝 來雨雪 交 々降 リテ 宗氣殊 一一 剠 シ 適寳 書 ノ 到ルヲ 川， 5 テ 意氣颇 ル 仲 暢多荷 々 々 

來示ノ 趣 敢テ 異論 ヲ唱 フ可ク モア ラズ 右二 ツキ 奥 野 氏へ 一 害 云々 川 意 懇到ナ レドモ 北 ハレー ー及ブ 

マジ キカ 打棄テ 、置キ タマ へ き 堂ノ 建築 已 一一 洛成シ タレ バ來ル 二十 一：： n 一一 於テ il 會ノ典 ヲ擧； V 

ト欲ス 之ガ爲 一一 甚ダ 多忙 緩々 筆 ヲ執ル 能ハズ 彼ノ 一事 急速 ノ问 答ヲ 耍スル ヲ以テ 率々 奉 (仪 

如斯 

十二月 十七 日  正 久 

季子 様 

〇 同 上 (一， <  ,<  _< 年) 

多忙 ノ際 一 筆 申 上 候 愈 明 一 ー十.^<日午前十 一 時。 ンド ン ヲ 汽車 二 テ 出立 午後 解纜 トぉ候 故鄕 一一 

參リ候 事故 只々 嬉敷可 有 之 二 候 得 共 追々 友垣 ヲ結 ビ去ル 一一 臨ミテ 轉タ憂 一一 堪ズ候 十月 二十 二； HI: 

認メ  ノ 御狀 一 昨日 拜見仕 候 家計 非常 一 1 御 困難 ノ 様子 痛心 之 至 一一 候 何卒 今 |3 シ御 辛抱 下 サレ度 

候 當暮ハ 嘸 力 シ御 雞懷ノ 事ナラ ン 何 力 寶却ス 可 キ程ノ  ng ァ ラバ 之ヲ賫 リ拂ヒ テ 危な ヲ御 凌ギ下 

サ レ 度 候 

書  翰  二三 五 


ノックス ヨリ 高 iiS 普 作 氏 二 何 カ迎シ タル. s 意外 ノ至ニ 候 隱 レタ. - ヨリ 顯 ハル、 ノ無、 ン トノ. ^事 

一一 候 岛田 まつ子 ョ リ三郞 殿方 へ 米！： ノ ミ リ ケンョ リ樱 井女舉 校ノ ミリケン 方へ 梳村 氏ハ ホウ ムシ 

^1 ヲ起シ 早 ク ル云々 ト：^ ジ ラレ タル.^ 是モ 一驚 二 候 正久ハ 平生 心 二 モ 無キ大 一一 一 n ヲ吐 キ或ヒ ハ 

傍若無人 ノ 擧動ラ 爲シ 或ヒハ 子供 ラシ キ處 mil ヲ致ス 事多キ モノ カラ 人モ之 ヲ閒テ 如何 一一 モト m 心フ ラ 

ン 此レ卽 身 カラ 出デ タル 錡 一一 テ 御座 候 ホウ ム シック ハ實事 ュ非ズ 樱井 校ナル ミリケン 氏ノ词 

トハ 一面識 モ無シ 如何 一 1 シテ期 ル事ヲ 言ヒ觸 ラス モノ アル ナ ラン 笑止 一一 モ亦少 シハ耻 カシク 

候 正久 ガ^ 朝スル コ ト ハ左 ル虛氣 タル 事ュ 非ズト ハ知ル 人.、 ソ知 ルナ レ 御身 モ之ヲ 知 ルナ ラン 

貧乏 ト永ク 居ルコ ト ノ益ナ キト 二 出 ルナ リ 謙 力 正久ガ 貧乏 卜云フ 大敵 ュ苦 メラ ル 、 コトヲ 知ルモ 

ノ ゾ心ナ キ^ノ 友人 一一 ハ此ノ il ジェ ヲ知リ 得 ザ ルナ リ 正久ハ 此ノ贫 乏ノ際 一一 ハ俭ヲ 瘦ント 百計 ブ盡 

シカ ノ^リ ヲ務メ タリ ト信ズ 然レド モ斯ル 時節 二 ハ 往時 ノ 過失 悉ク我 仇敵 ト ナツ テ 萬事ュ 障 ヲ 

與 フル モノ ナル ヲ實驗 致シ候 譬 へバ メリ ケ ン等 ノ虚說 ヲ信ズ ル モノ 了 ルモ 正久ガ 已牲ノ 過失 ァ ル 
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〇 傳道 旅行先よ， 9 四 女 恵 子に 宛てし もの (：  <  九 „<  S 

おけい さんと おにん ぎょうと おはなし すると こ ひさしく 聞きません。 ま& ごと はいか -。 あま 

りおく わし/ \ といって はいけ ません。 は- - さまの 言 ふこと よくき \、 すみ江さん、 たまき さんと 

むつまじく- なかよく まって おいでなさい。 

一 W 十九 R 

大阪 にて 

.  植村. 止久 

來京 翻町區 上-; ハ番 町仳」 ハ ； 新報 社に て 

村 けい子 様 

〇 自宅よ 6 早 川に 避 中の 環と 3 ゐ 子に 宛てし もの (一 九 ooi^i-s 

m 先日の はがき 有りが たく 存じ 候 又 一つ 御 送り 願 ひ 度 候 

门. 一" 川の 遊びと 面白き こと 御知らせ 下され 度 候 たまきさん にも 左様 御 傅 一一 一一 c 願 ひ 上げ 候 

其の 邊の濱 に 貝がなくて 幾分 御 失望なる ベ！、 併し 其 代り 何の 御 S 心み 候 や、 御 閱 かせ 下され 度 候 


一 寸は 人車に 乘 つて 御 覽 あれ 事によると 四日 頃參 りて 御 目に 懸る ベく 候。 併し 多 ir! 故^ ど不た 

しかに 候 

何分 心 持よ く 遊ばれよ。 併し 御 祈り を 忘れて は 行かぬ。 母 や 姉逹を 喜ばせる 様 御 心 懸け あるべく 

f  frr 々 

父より 

八月 十五 日 

お けいさ ま 

〇 長女 澄 江に 宛てし 7- の (一  <  九 

明治 卄七年 もはや 今日の みと 相 成 候 先 以て 御 無事 を 祝し 巾 候 來年は 一 っ华を 加へ 漸 やくお となの 

方に 近寄られ 候 事故 考へも 行 ひも 信仰 も 進むべき 儀に 候 元日 は 大切の m に 候 暫時な りと も 落ち ォき 

て 母上と 祈り 且つ 語りて 志 を 養 ふが 大切に 御座 候 

母上 へ の 手紙に あや子が 事 を 載せ. S. 候お 聞き取り 下され 候 は i-M じく 嬉しく 思 はれん。 

仲 本さん は 一 月 程 前 楠 本 氏 を 尋ね 參り候 由 也 あや子に 賴 みて 其の 近狀を せし むろ 都合に 致し 候 

父 は 貧に して 困り 居り 候 得 共 神の 國と云 ふ 大事 を 心 懸け 其れの み jsiM に 務め 尻り 險 今：^ 此他 


0  M 

二  E5 

に參り f 之が ために 候 御身ら 姉妹 は i のまと 比 ぶれば、 ま 衣服の 上 I にま自 おの 事 

多 力 る\  く兩 親と も此量 はぬ に は 無 i 然し 其れし きの 逢屈托 致し 苦に 病み if 

候 は 小人 あす もの i 御 f 幼少の 時より f 大 にし ama 

なさるべく 候 もはや 斯れ しきの 迸那. を會 得すべき 年ば えに もな りぬ と 覺巾候 故 此事を 窨 八 さり i 

明日より 明 後 nz まで i 械 S  mat 御身 は S にして 霧 こ 

母 や 妹と 靈の f 樂 しむ 様 致されよ、 きと § は 飾りな f ちに樂 し 4 はるべ i,, 卸 身が 

すこやか にして 母上 を はじめ たまき けい 丫 等と 樂し臭 f 消 過 せられん こと を遙 かこ f 

草 々 

父より 

十二月 三十  一 a 

澄、 江 i  .  . 


〇 三女 環、 四 女 子に てし もの (一九 0  i 年 S 


啓 只 だ 今？ i 戶內の 景色よ い 所 を 通り 居り 臉 波も靜 かにて 至極 善き 航海に 候 〈仝 少し： S り 35 り 候 

故 或は 雨の 降る かと も 案ぜられ 候 船のう ちに 婦人 も 子供 も兑ぇ 候、 曾て 築地の 海 や、 ； a の 島の 沖 

に 御乘り 成されし 船 程 も 動かす 候 故、 チイ サヒ 子等 迄元氣 よく 遊び 居り 候 

タマ キサ ンは 試驗の 支度い そがし かるべく と 存じ、 オケ ィサ ンは今 キ ン トキ や ライク ワウ や、 鬼 

どもの 本 を 讀んで 居らる べしと 相：： 像 仕り 候 峯灣 より 何 か 善き もの を ミヤ ゲに iSi ち S りたく^ 然 

し 忘れねば 善い と 心配 致し 候、 何れ 井 ^ 隆 より 乎 紙 差 上ぐべく 候 

三月 三日 

〇 沼津に 避暑 中の 子ら に 宛てし もの 2 九 OS 年 5?」 

はがき 一 枚 封 人の 事 

たまきさん は鵠 沼の 貞 ちゃんに 手紙 を 送る が 宜し 歸 京の 途次 尋 ぬる 様に する を 可とす。 昨日 も 

ま つ 子さん が頻り に 然様 一 一 一一 口 ひ 居られたり  . 

無論 すみ江さん、 おけい さん 同道の 事 

今日 も 朝から 人 多く 參 りて 苦め たり 昨日 も 今日 も 三 松 やまつ に 大分 御馳走 をして 遣りぬ 
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只今 入浴して 例の フランス • ソ ップ三 松と ともに 賞玩 致し 候 昨夜 貴 山 氏 桃 を 持ち 參り 永 井 氏 

小 笠 原 島より バ ナ 、 を みやげに て 贈らる。 バ ナ 、 はお 留守 故 丁度 居 合せし 片問 まさ子 (恒 子の 妹) 

及責山 しな子に 進上せ り 

昨夜 神 村 氏の 繼母 人力車より 落ち 肱 を 折き て大 騒動 烏 田の 奥様 目をキ ョ。 ッカセ 

今夜 は 留守番して 三 松 を 祈會に 出し 遣る 所 也 

河原 氏 熱度 四 〇 度 位の 由 

沼津の 新聞 寶捌 所より 何 か 一 つの 新聞 を 配達せ しむる が {且 し 

片岡氏 日本 綿 を 一 一反 贈られ 候 

々ッ カリして 時計 悉く ドンタク 一 寸 閉口 


来週 或は 一 夜泊り にて 沼 津に參 るか も 知れす 

村 澤氏來 られ候 故 此に筆 を 捌く 多分 長尻に 困らせら る ならん 

別紙 御覽 なさい (保存すべし) 

八 二日  正 久 

皆  赞 

〇ク -rr ルス レ ィ大學 に 在る 三女 環に 宛てし もの (一九 1 15 

たまきさん 父 は 只今 シャトルに 在り 今夕 十一 時發 にて 東行 存外 手 問 取り 候 故 ボストンに 參る 

事 少しく 遲れ可 申 候 遲 くも 八日 日頃 はお 目に 懸る べし  • 

ゥ アルべ 一一 ック 夫人、 其の 御兩 親な どに 面會、 よく 禮を言 ひ 置き 候 カメル 氏 方に て 午餐 を 饗せら 

れ候 折から 鎌 倉丸廿 四日に 入港、 昨日 今 船長 を 訪問 致し 候 

健康 を 大切に 餘り 急激なら ざる 樣御擧 び 下され 度 候 

書  翰  二 四三 


0  翰  二  Es 

米 國 の 旅行 旣に 倦み 申 候 然した まきさん に面會 する を樂 みに 東行の 途に 就くべく 候 

十  一 廿 六日 

正 久 - 

たまき 様 

C 同 上 (1 九 1 1 S 

昨夜 シカゴに  一 ：5。 今日は 雨中に て 閉口。 日曜日に 一一 ゥョ ルクに 人る。 其れより 兩三 日中に ゥ エル 

ス レイ を 往訪すべし。 

十二月 一日  父 

〇 同 上 (一九二 年) 

啓 昨日 は 名 殘り惜 くも 別れたり。 父 は E 心 はす も 眼を沾 ほしぬ。 御身が 異鄕 のた び寢 心細く 寂寞し 

からん と m 心 ひ 遣らる。 され ど 前日に はまし 諸事 大人び 世の中の 經驗も 稍 や 熟しつ k ある 上に、 主耶 

穌に賴 る こと 故、 うき 事に もた えて 雄々 しく 奮鬪 せらる べしと 詹す るぞ かし。 大人び て 世の 經驗を 


積み たれば とて、 幼 かりし 頃の 單純、 誡實、 理想の 夢、 天眞 爛漫、 懇切なる MiE は、 何時までも 失 一 

は ざれ。 常に 聖書のう ちに 身 を 潜め、 密室の 祈り 怠りなく、 あけくれ 基^と、 もに 生活 せられな 

、ま、 卸 身の 人：^ は 蓋し 氣 高く 世に も 有： なる ものと なり、 ひろく 祌の榮 をも彰 はしつべき ぞ。 w 仏 

しむべき は アム ピショ ン のために、 煩悶して 徒に 身 を勞ら せ、 心を碎 くこと なり、 《めに も霄 ひし 如 一 

く、 人の 前の 譽ま、 時として は 道の ため、 人格の ため、 主に 於て ならば、 之 を 失 ふ もよ し。 _济 ^す 一 

る もよ し。 半途に して 歸國 する もよ し。 唯 だ 正しき 意味の 成功 を 期せられ よ。 祌は 御身 を 大いに 川 一 

ひた まふな らんと 父 は 確信す。 ヨセフの 身 を 思へ かし。  一 

修學の 事繁雜 にして 暇少き は、 父 もよ く 知りぬ。 然れど 良き 書物 靈 的の 糧 となるべき を讀 まる" 一 

も、 今の ため 後の ために 必要 なれば、 時々 之 を 御覽ぜ よ。 先日 小 村 侯の 死なれし を、 御身 は 知らす。： 

米國 人なる サゥャ 嫂、 いち n: 十く 新聞紙に て 之 を 知られし にあら す や。 是れ 御身が 米阔の 新聞紙 を まま 

まざりし 結 ra;- なり。 一週 一回 (少 くも) 新聞紙 を兑 られ よ。 其 出に 注意して 題目 を 選み、 柬 西の 大ー 

事と 覺 しき 種類の ものの みを讀 まれな ば、 甚だしく 時 問 を 要す まじ。 週刊なる スプリング フヰ ルー 

ド.リ パブ リ カンの 如き も 最も 好からん。 然し 此は 人に も 問 はれ、 自ら 擇 まる. -に 如か じ。 ゆめ^; 

身の いそがし きを 思 ひ 遣らぬ 言と は 取りた まひ そ。 多忙 止む を 得すん ば、 新聞紙 こそ 第一 に 投げ 棠ー 

つべき もの なれと は、 父 もよ く 知りぬ。 唯 かしこく した まへ。  一 

前 n お、 スケネ クタ デ，" に 泊り しとき、 世の 慮 榮に染 るお そろし さ を、 御身が 寢 ものがたり にせら： 

書 翰  二 四 五  ^ 


書 ^  一一  四四 

れし を、 S 木く 心に 銘 じたり。 父 は 此の 思想 を 御身に 與 へられし 祌に 感謝す。 よくも 心 付きた まひ 

ぬ。 其 志 を 失 はす、 質素に 正直に 邁往 せられよ かし。 御身が 断く 自ら 警めら る. -を 見て、 父 も 心 を 

安んじたり。 他人 は 知らす 吾が 家の もの ども 同心 一致、 世の ま- 榮と戰 かひて、 基督 者の 駕 面目 を、 

常に 發 輝せ では、 いかで 止むべき。 神よ 吾等の 薄志弱行なる を憐み 給へ。 

、たの 乘 りし ラウ レン シック は、 思 ひしよりも 良き 船な り。 設備 も 待遇 も 心地よ し。 昨日 以来 天氣 

もよ し。 .KtJ^ かに 位 一行し つ，， あり。 朝 餐の& ち、 ライブ ラリイに 人り て 此の 乎 紙 を 書く。 御身が 一一 

ゥ ヨウ ク にて 別後の 兑聞 如何。 知ら まほし。 然し 多忙なら ば强 てと は 言 はじ。 いつもの 如く 祌の祝 

福に 安ん ぜられ よ。  あな かしこ。 

. 十二月 二十 一日 

たまき 様  /乂 

〇词 上 (一九 1  一 S 

啓 御 はがき 三回 頂き 申 候 試驗の 成績 (數攀 の) 至極 結構。 

當地氣 候 甚だ 任 良。 一昨日より 南 カリフ オル ニヤの サリ ナス、 ワッソン ビル、 モント レイな ど rn; 

回、 な マ 夕 ロー ス アン ゼ ルスに 參り、 近傍 各地 を 巡りて 桑 港に 參り候 廿日 北行。 


シアトルに 二  ボルト ランドに 一泊して、 ユウ ヨウ クに 出づる 豫定に 御座 候 ユウ ヨウ ク 着の. 4 

は兩 三日の 中 ウェルス レイ を 往訪すべし。 外國の 人た ちょり 大騒ぎ を やられ、 握手 や 挨拶 や t=s だ 面 

倒 故、 可成 秘密が よろし。 

氣候 寒き よし。 無論 然るべ し。 御 用 心 被 下た し。 僕 も 甚だ 丈夫、 米國に 清せ し 以來ー 日 も 頭痛な ど， 

. せす。  . 

く はしく は 面會の 時に 致すべし。 書く 事 は 甚だ 困るな り。 ダウド バイ 

正 久 

たまき 樣 


〇 同 上 (一九二 1 S 

啓 今 三日 頃ゥ H ルス レイ • コル レジの 始業と 承知 致し 候。 御 心せ わしく 在 はさん。 然し 御 健勝. 

ならん。 船より 送りし 書 狀共接 手せられ たる 乎。 廿 八日 豫定 よりも 時間 少々 遲く 正午 過ぎ リバ プゥ 

ルに 着、 直に 汽車に 移りて a ン ドンに 向 ひ 夕刻 到着、 下宿屋に 落 付き 申 候。 落 付かぬ は 心に て、 パ 

レス ナナ 旅行の 事 や、 彼此 煩 はしき 事の み 多く、 東奔西走、 手紙 を 書く 暇 さへ 無き 程な り。 今 rn 午 

- 0  ^  二  El 七 
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後に は 萬 事 決 了すべし。 多く は 三月 册 日頃 日本に 達すべき 準備に て P ン ドン を 去る ことと ならん。 

何れと も 明日 あたり 確報 を爲 すべし。 此の 書狀 到着 後 は英國 にも、 パリに も、 他の 旅行先に も 御 乎 

紙 を 出さる ベから す。 接 手の 機會 甚だ 疑 はしければ なり。 日本に て ゆるぐ 拜 見せん。 然し 此方よ 

り は 時々 音 づれる こと を努 むべ し。 御 地 は塞氣 益々 加 はる、 或は 御難 儀な らん を 恐る。 主の ため 自 

愛して 修養 せられよ。 『急がば 回れ』 餘り 焦る 勿れ。 アン ピショ ンゃ人 il の m やはくな どに 頓着せ す、 

天に こそ 財 を 積む ベ けれ。 逢 相 語れる Nsvman が ：Lcad,  Kindly  light,  lead: をお 味 ひ あれ か 

し。 

大森春 野 子 死にし との 報に 接したり。 斯く あらんと は 思 設けし もの. -、 今更の 如き 心地 ぞ する。 K 

の 彼方！ 彼女に とりて は 其の ； g ひせる 休息な り。 又 其の 愛する 基 に 於け る 牛： 命の 一 大發展 な • 

り。 斯 る事實 に 接する ごとに 精神 も 自ら 世 離れ をな して 淸 めら る、 如く 感す。 左、 は 思 さす や。 

口 ン ドン は 今つ ねに 曇 1K の 下に 在り。 然し 人の 心、 民の 風、 すべて 居心地よ き處 なり。 此^ 米國 に- 

は 優りた らんと 覺ゅ。 然し 長く 留 りたく はなし。 一 日 も 早く 去り まく 欲し。 明日 は 汽車に て 約 九 時 

Si を 要する エデン ポロに 赴かん と 欲す。 逢阪 氏に 面會 せん。 ct ン ドンの も、 其 他の 名勝の も 緒 はが 

きな ど 御 目に 懸く べし。 英國を 去る 前に 何 か 小さき devotional  book を 選み て 郵送す る考 なり。 

米國に 在りし とき、 旣に その 事 を 思 立ちし が、 mioe すして 別れに き。 此 たび は實 行し 得なん と 信 


主 耶蘇 基督の 思寵 と平康 とに 沐浴 せられよ。 祈りの 經驗 いよく 熟達 せられん こと を 切に 望む。 か 

しこ 

一千 九 百 十二 年 一：：：： 三日  父より 

た ま き さ ん 

此 はしたり。 矢張り 新年に て ありし もの を。 先 以て 御 目 出た う。 

〇 同 上 (一九  一二 年). 

啓 七日 お 認め の 狀 慰安と 歡喜 と を 以て 拜見仕 候 御 さびし さ 道理 至極、 父 も英國 に 於て M 様に 感 

じ 居り 候、 然して それが ために 故鄕の ありがた さ、 親類 や 友の 價 値が 鮮やかに 理. $3 せられ、 愛情の 

intensity が增す 様の 感じな らん。 これ も 旅の 一 役。 

ゥ K ルス レイの 寒氣、 御身の ために 痛心。 初めての 冬 故 御用 心細 やかに 願 はしく 候。 

擧業も 御い そが はしと や。 同情に 堪 へす、 聰 がて 時 問に も 力に も 餘裕の 生じなん こと を 望む。 

新聞の 事 御 心に 懸けられる もよ し。 大慶。 それにつ きて 日本の 新聞、 福音 新報 も餘り 多く 一と 纏め 

にして 送らす、 新聞 は 一週 ir つつ 福音 新報 も 毎週 郵送す る やう、 東京へ 御 申 送り 可然 候。 

淺見 三慶 氏よりの 來狀に 其の 老 ひたる 母 人 死なれた りと 哀悼の 情 切なる を 覺ぇ申 侯。 
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英國の 寒さ は餘り 烈しから す、 其の 方 は 先 づ堪へ 易く 候 然し 毎日の 曇天、 毎日の 雨 雪に て 霧 深き 

に は 閉口。 今日 新聞に 新年 以來 四時 半の Sunshine ありし のみと 見え 候。 

然し婦人などの風俗はァメリカとは^^^だ相逮して、 何處 かおと なしく、 品 好く m 心 はれ^。 

昨日 バ ァ ン ス 嫂の 家 を 訪ひ申 候 ボス ト ンは田 舍の小 都 會其家 は 八 七 歳の 叔父と 一 一人暮し、 僕婢 もな 

く、 質素に 生活して 居り 候 善き 人た ちなる べし。 はるく 訪問した る 甲斐 ありと 存候〕 . 

先日 ス コッ トラ ンドに 參り候 寒く して 雪中 中々 に 見物 どころ ではな かりき。 然し 三 四の 善き 人々 

にも 面會 致し 候。 

封 人せ る 縫 はがき 御覽 あれ。 ハィランドル兵(ね^の^が^|^|||赠^|;_^、) は 風釆チ ヨット 妙。 彼等 

は 膝の 上下 をムキ 出しに 露 はして 居る。 元祿 時の 小說 ならば 毛 ズネを あら はすと でも 云 ふならん。 

圖中 H デンボ n の械稍 ゃ奇觀 なり。 然れ ども 规模は 小な り。 日本の 大坂 や江 戸城に 比すれば 五十 分 

の 一 もな し。 中に Queen  Mary の 居 問ゃバ ンク ヱット • ホ オル 保存 せらる。 其 頃の 開けざる 有様 

斯う も あり けんかと 意外。 

古の 蘇 國王メ リイまで も 着用せ る 冠 も其處 にあり。 緋 羅紗に 余 筋 を 入れ、 眞珠 にて 飾りし ものな 

.00 

ノックスの 家な りと 傅 ふる は國 中の きたなき 一軒な り。 ei^ して 然る か、 確かと は 知らす。 全くの 偽. 

にて はな からん とも ふ。 


旅行 は 御 承知の 如く 餘り 好ます。 其れに は 健康 も 適せす。 迚も パレス テナの 山川 を跌涉 する 程の 勇 

氣も なし。 贄澤 なる 旅行 (gllM5;5) を 試みる に は 及ば や。 先づ 旅行 は 好い 程に して 切上げ、 機會 

よくば パレス テナの のぞき 見 位 をな し、 それ も六ケ しくば 全く 斷 念して、 ；日も 早く 日本に 歸る事 

に 決定せ り。 

二十 二日 a ン ドン 出立、 パリに 四 五日 滯在、 ベルリン、 ロウ マ、 其 外 チヨ ィく 見物して 印度洋 

に 出で 三 H 卅 j  n: に は 東京と 云 ふ 順序な り。 其れ故 御身の 手紙 東京に て ゆるく 拜 見すべし。 共，， - 

まで は 唯 だ 御 無事な らんと 信じ、 又然 らんこと を 祈る の 外な し。 然し 此方より は 欧羅巴より、 池 中 

海より、 印度洋より 時々 音 通 を 通すべし。 

志 はけ なげに、 基督に はいよ く 近く、 愛と 誠に 富みて、 身體 强壯、 能く 寒 氣と苦 勞と戰 はれよ。 

殘 りおし けれど 此 所に 筆 を 止む。 然 らばよ 然 らば。 

小 池さん によろ しく。 是非 東京の 家に 來られ よと 傳へ たまへ。 

ーバ， r ァ日  巴 里より 昔 づ る- * まで 

.  父より 

たまきさん 
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啓 竹 一日 伊太利の ジ H  ノフに 人 港す。 此所は コロン ブスの 出身地な りと 記憶す。 市中に 其の 

記念 t など も あり。 上陸して 見れば 墓地に 燈 明を點 する あり、 華 を 手 向く る あり、 宛然 日本の 佛敎 

徒に 異ならす。 苘=§ 車の 馬に 鈴 を 懸けて 路上 リンく と 鳴るな ど、 さて は 下等なる 婦人が 更紗の 布 

呂 敷に 物 を 包みて 提げ 行く が 若き， 其 他 支那 日本と 相似た る所少 からす。 

一 夜 を 港內に 明して 今日の 正午 出港、 舟 は 夕 六 時 頃 ナボレ ォ ン 大帝の 一  次に 流されし ェ ルバ， はの 

沂】 く を 過ぎて 漸く ネ ー プルスに 近づかん とす。 明日 午前 同 港に 着すべし。 或は 御身の 手紙に 接する 

を 得ん。 

ゥ 二 ル ス レイ も塞氣 次^に 緩和した らん。 追々 凌ぎ 易くなる べし 。然れ ども 余 はま さに 卷 M のうち を 

往く 心地す。 此點申 分な し。 健康 も 漸次 順境。 眠 貧と もに 稍 佳良な り。 幸に 心 を 安ん せられよ。 

旅 一 了 中 は 多くの 手紙 を 御身に 送る こと を 得 たれ ど、 やがて 多く 寄く こと 能 はざる 境遇と なるべし。 

無 t 成るべく 音信 を 通すべき が、 或 ひ は 今迄の 如くなら ざらん を 恐る。 付て は 今 を 幸 ひと 御身に 記 

慮せ しめたき ことこ そ あれ。 

卽ち 病氣、 事故、 北 ハ他何 にても、 之 を 言 ひ 遣りて は 反って 心配 を 騒くべし などの 恐れより に 過 

ごす こと あるべ からす。 必ら す小大 となく 之 を 通知 せられよ。 又 失費の ことな ども 御身の 必要 は.^ 


るべ く滿 足せし むべき の 手段 を講 すべし。 決して 遠慮す る ことなく 之 を 求められよ。 W より 富める 

家に 非ね ど、 相 當の事 は 出来べき 考 なり。 ゆめ 餘 りに 氣 1^、 ねす る 勿れ。 

お 中； は 如何に せらる，^ や。 日本に 歸 らば ミリケン 氏と も 商議す ベ けれど、 其れに 付きても 包ま 

す 相：^ ばせられ よかし。 家の ものに 遠慮して、 他人の 前に 恥 を かくは 賢き 事に 非ざる べし。 

旅行 中の 見聞に 據れば フランス、 獨乙、 伊太利の JI 人 は 道德上 日本より 惡 きかと も m 心 はる。 無論 

BR?,^ の 節操 低き の 致す 所な り。 之， に 比 ぶれば 米國、 殊に 英國の 優れる を覺 ゆ。 然れ ども 何分に もよ 

く/ \ 注意して、 曰 本 人の 理想 を發 揮せられ たし。 

此 手紙 はネ ー プルスに て 投函すべし。 此次は スヱズ の地峽 か、 若く は 印度洋に 人らん とするとき 

Aden より 發信 するな らん。 然れ ども 到達の 期 更に 長し。 爲に相 隔絶す るの 遠き を懷 はざる を 

ざらん とす。 互に 祌に訴 へ、 志 を 一にして 基督の 御國 に寄與 せんと 欲する の 外 如何と もす 可ら す。 

斯く言 ふに つけても 思 出づる は、 先日 オクス フォルドより 送りた る 書物な り。 殊に テレサ は證 まれ 

しゃ" 舉事 多端の 時、 漫に 他の 讀書 を强 ゆると な 思 ひそ。 父 は 信じて 御身の 好き discretion に 住 

かする ぞ かし。 然し 讀 まれし ならばた とひ 簡單 にても 所思 を 言 ひお こされた し。 

遠から すまた 適 當の讀 物 を 郵送すべし。 信仰の 修養、 之に伴ふべき智識の發達にっきて《：^々深く心 

懸けら れんこと を 望む。 

海上 波の音に 心氣も 澄みて、 天の 一方 遙 かに 柬 京と ゥ H ルス レイと を懷 ひて 悵然、 また 茫然。 ああ 
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海 遠く、 雲 際杳 として 測る ベから す。 擎 を此 所に 止む るに 當 りて 淚を禁 する こと 能 はす。 つとめて 

自愛せ よ。 

ニバ廿 二日  地中海 上に て 

たまき 孃  正久 

.〇 同 上 はがき (一九二 一 年) 

此れ スニズ 運河 也。 怫人ド レブの 經畫 する 所。 長さ 八十 八 マイル。 兩 岸の 沙漠 を兒 つ. -船は 徐行 中 

なり。 (ス H ズ 運河 を 一 汽船が 航行 中の 給 はがき) 

二 だ廿. <  日  正 久 

〇 同 上 n 九 二 1 年) 

印度洋 は 一 昨日より 非常の 暑さな り。 十 E 夜コ 口 ンボに 到着せ り。 印度の 南端に 海 を 隔てた るはセ 

イロ ン島の 港な り。 人口 七 八 千 萬なる べし。 チヨ ト 好き 所な り。 十二時 の 後 解纜して して ピナン 

に 向 ふ。 

御身の 健康 如何。 神に 依りて 多幸 なれ。 

. 三月 十日  ； 


〇 夫人に 宛てし もの (一九二  二 年) 

Nc.w  York. 

皆様 如何 御く らしに や はるかに 祈る のみ アメリカの 用事 も 片付き 候 故 明 十七 日出 立 五六 日 

英國 十日ば かり 大陸に 費やし 出來 るなら ば 二 週 問 を パレスチナに 旅行して 八月 五日 ボル トセ 

イド 發の箱 根 丸に て歸る 豫定に 御座 候 横 濱着は 九 e: 十三 日な り 然し 多分 神戶 にて 上^ 八 n か 

丸 日に は歸 宅す るな らんと 存候 短くて 長い 旅行 歸心 矢の 如くに 感じ 申 候 持ち 參 りし 新調の ト 

ラ ンクは 郵船 會社 支店に 托して 日本に 送り 申 候 若し 小生の 歸宅 前に 途し候 は 會 社より 通知 あり 

次第 誰か を 遣 はして 御 受取 下され 度 候 稅關 吏の 語 も 可 有 之と 存候故 鍵 も 封入して 差 上 候 

九月 八日、 九日 頃 着の 事 は餘り 御吹聽 なき 様 願 上 候 

トランク のうちに 紙 箱に 包みし もの あり それ は 孫 共への みやげ (の 一部) に御！^候 彼等に 兑 せす 

して 暫 らく 御 保留 願 上 候 

何れまた 度々 手紙 を 差 上るな らん 先づ 以て 御 健勝 なれ 

たまき や すみ江に もよ ろしく 

六 巧 十六 日  .  ：  止 久 

季野様 
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〇 同 上 ( 1 九 ニニ 年) 

prtqscbut.  Soil  1:1mm づ ton.  1922  (•>, 17 

啓 今朝 十一 時 二 ゥ ヨウ ク 解纜、 只今 (十二時 半) 旣に 洋上の 人と 相 成 申 候 

先日た まきさん の 手紙に 據り 更に プレス ビ テリアン • ホスピタルに ァ ー ムスト ロング、 オビ ソン 

の 兩壤を 尋ね 候 事 は 旣に申 上 候 如し 只 前者 は 旅行 中には 遇 はす ベ ンフキ ルド 夫人 も 其の 居所 を 

一一 コル ソ ン 夫人より 餘り遲 く 知る を 得た るた め 面ん  13 の 機 を 失し 候 然し 其 良人の 事務所の 人に 丁 

寧傳 一一 一一 I： を 托し 置き 候 H リザべ ス • ルゥ プ孃は 旅行先より 歸られ たる 由 故 以 手紙 懇ろに 挨接 致し 

mEl き 候 同孃 はた まきさん に 宛 何 か 子供達の 品物と 手紙 を 送られた る も 其 ま&戾 したる 由 俾聞致 

し 候 多分 所 書が 問 遠 ひした めなる べし 其 故 東京の 所 書 を 書き 添へ 置き 候 ミリケン 氏の 親類に 

はた まきさん 御 申^りの 人た ち はもと より ミ ス ト ル、 ジ ェ ムス • ミリケ ン夫 にも 面會 してお 惠さ 

んに對 する 親切 を 謝し 置 申 候 

おけい さんの ため 挨拶 は先づ 大抵 濟ま したる 儀 に 御座 候 

ぉ惠 さんが ハ アト フォルドに 遣せ し 品物 は 法律上の 手繽 きを 要する 事情 有 之 候と かにて 右 漸く 結 

了、 ディ 氏 宛に て 其れ を 送り 來れる 趣 承 致仕 候 其のう ちに 金子 も 含まれ 居り 候 此は旣 に ディ 氏 

より 受取り 申 候 物品 は 船便に て來 週中發 送す との 話 故 遠から す柬 京に 到着す る ことならん 然し 


何が あるか 其れが また 如何に 保存せられ しか 相 わからす 稍 心が かりの 感な きを 得す 候 

右 法律上の 乎繽 きはヒ ル孃の 手 を 煩せ し 趣に 聞 及 候 先日 同 媲に逢 は ざり し を 益ぐ 遺憾に； 候 一一 

ゥ ヨウ ク にて 日本の 畫帖 (浮世 鎗の 美しき もの) 拾 弗ば かりなる を 購求して 同孃に 送り 置き 候 

ヌレ ン テン 孃は 手紙 を 遣して 一先 づ故國 デム マ ァクに 歸り候 多分 本年 中には 日本に 來る べしと^ 

じ 彼女に して 好き 傳道 おともな らば 惠 子の 感化； s{ に 意味 深く その 惯 値い よ/ \-大 なる ものと 相 

なる 道理に 御座 候 

日本 を 去りて よりいつ しか 六十 三、 日 を 過き 申 候 隨分 つまらなく 多忙なる 旅行 を 致し 幾分 疲 

勞を覺 中 候 然し 五六 日間 此の マジ H ス チェック 號 にて 休息す る ことの 出 來るを 感謝 致し 候 參る 

ときに 乘 りし 太 洋丸 も大 いなる 船に て 驚く 程に 候 ひしが 此 はまた 之に 倍す る E 船に 有 之總て 驚嘆 

に 値 ひ 致し 候 

船 窒は餘 り 上等なら ざる ギリシャ 人と 共有す る ことに 相 成り チ ョ ト 警戒 を 要する かに 存候 然し 

懇意 になって 見たら ば 存外 好き 人 か も 知れす 候 

明日 は n 曜 なり 禮拜も 行 はる 、ならん 此 にて 策 九 回の 禮拜を 富士兒 町敎會 に缺席 致す わけに 相 成 

候 わが 敎會 のな つ かし さ 深く 感じ 中 候 

一 々乎 紙 を 差 上す 候 故 佐 波 川戶兩 家の人た ちに は 此の 手紙 を 見せて いた、.. - きたく 候 

愛孫た ち は 如何に 生 ひ 立ちつ . ^あるか みやげ もの &選 擇が氣 にか. -り 居候 隨分雞 儀な 問題に 御 

書  翰  二 五 七 


畲  翰  二 五八 

やすくして 適 3.n3 なる 物と なると 實に 容易なら ざる 儀に 御座 候 中々 好き 思 ひ 付き も 無 之 候 

彼らの ために 廉惯 なる 衣類 少々 仕入れ たれ ど 失敗ら しく 英國 か怫蘭 西に てまた 一 詮議 致すべく 侯 

先日 ラット ガル ス • コ レジより Doctor  of  Divinity を 贈られ 侯 ^する に 由な く 受領 は 致し 候 

得 共 聊か 恥 かしく 感じ 申 候 決して 名刺な どに 用 ひす 成るべく 內 所に 致し 度 候 間 右樣御 含み 下さ 

れ度候 然し 擧位授 與の節 彼の 電氣學 の 大家 發明 王と して 有名なる Thomas  Edisoii  (是は 理擧博 

士の學 位 を 授けられ たる 也) と 席 を 並べて 共に 擧 式に 列した る 丈はチ ヨット 心地よ く 覺ぇ申 候 彼 

は 耳遠き 老人で 擧 式の 時 無 邪氣に まごつかれ 候。 然し 斯る事 は 一 切 他聞 を 憚り 申 候 佐 波 一旦 氏に 御 

EI 止 をな し 置かれた く 候 

同氏の 親類 岡 田 米 子の I 耳になる べき 人 (名前 をド 忘れせ り) にも 一一 ゥ ヨウ ク にて 逢 ひ 申 候 其の 

人に ヴィク トロ ラ の 買 ひ 入れ 方 も 托し 置き 候 必らす 遠から す 之 を携へ て歸國 せらる.^ ならん 御 

機嫌よう 匆 ぶ 

六 月 十七 日 

〇 同 上 (一九二 11 年) 

啓 先：：： は 疲れ 甚だし かりし ならん 

然し 御 健康な らん 


川 侯 氏の 書きし 原稿 あるべし 上田 丈夫 氏に 御返し 下さい 出版 方 小生の 名 を 以て 丁 未の 方へ 

合て 見られよ と 御傳へ 下さい 

故， 尹 藤 吉 氏の 夫人に 面會 する つもりで 架 さす 何と ぞ 電話 を 懸けて 然ぅ 云って 下さい また 可成 

訪問して 下さい 其の 子た ちに 何 か 上げて 下さい 

南 氏、 手 塚 氏、 祌村 あや子さん、 其 他と 協議して 故人の 紀念會 をして 下されば 最も 妙 

五月 十五 日 迄の 御手 紙 は 

Mr.  M.  ueira 

c/o  til ひ Board  of  Foreign  Missions  of  ^llc  Preshyterian  IJ-hurch  In  trie  U.  S.  A. 

15G  Fifth  Ave.,  New  York  City,  U.  S.  A. 

として 御 送り 下さい 

其れより 廿 四日 迄の 分 は 

c/o  Jaj>anese  KmlDassy,  ^  London,  lir-glancl. 

と 御 記し 下さい 然し 菅野田 鶴 子 か 鮭 延信道 氏に 所 書 を 御 尋ねなら ば 最も 安全 

其 後の 分 六月 十日 比までの は 

c/o  Japanese  Consul iite,  Portsaid,  Egy で t. 

其 後 七月 廿日まで は 

霰  翰  、  二 五 九 


害  輪  ,  二 六 〇 

新 嘉坡の 梅 森氣付 但し 所 書 は 南 氏に 御 尋ね 下さい 

八月 十日まで は 

香港、 平 岡 贞氏氣 付 

八 月^日 迄 は 

上海の 日本 基赞敎 會氣付 徂し所 書 は 同前 必ら すし も 御手 紙 を 要せす 或 ひ は 無事 を 御知らせ 

までの はがきで 結構 

八 (編者 註、 先生の 愛犬) の 親子 無事な らん 小さい やつの 屆 方納稅 よろしく、 何とか 名 をお 定め 

下さい 

明朝 布 i.- ホ ノル、 に 着す 餘程 あつくな りました 

先日 御 見送りの 人々 に は 序の 節よ ろしく 

祝福に 滿 されよ 

四月 廿 五日 

正 久 

季野様 

舉校 休みに なりし 上 は雨宫 氏に 七、 八、 九の 三 ヶ月 十五 圓づ やって 下さい、 但し 九月 分は不 


耍 かも 知れぬ (學 校から 拂 ふなら ば) 此は歸 宅 後の 事と してよ ろし 

0 同 上 (一九二  二 年) 

.Tal.yolllanl 

啓 先日 ハワイより 差 出し 候 手紙 御 落手の 事と 候 

皆様 御 無事な らん らけ くれ 祈る のみ 佐 波 川戶兩 家の人々 にも 同じ 様な らん 

航海 K だ平穩 明朝 五 H 三日 サ ン フ ラ ン シ ス コ に 着すべく 昨夜より 稍 寒く 相 成 候 外 の簿 きを 案 

する 程に 御座 候 

渡邊莊 氏の 健康 如何ん 心配 致し 居候 御 訪問 下された く 候 

三 原 氏 入營中 一 一回 程 通信 ありし も 當 方より は 思 ひながら 無音に 過ぎ 居候 其の 所 宛 伊藤 氏に 御尋 

ねの 上 はがきに て (寧ろ 封狀 か) 御 遺 はし 下され 小生 外遊 中 云々 右 通信 を 托せられ たりと 御 寄 

き 添へ て 下され 度 候 

不在 中 新報 の 人々 我儘せ ぬ 様し か と 御 監督 願 上 候 決し て 御 遠慮 に 及 ばす 候 

サン フラ ン シ ス コ 着の 事 は 東洋 汽船 會 社より 己に 通知せられ たりと 存候 

十七 日より 明日 迄 十  日間 なれ ど 途中 廿 三日が 兩 度に 相 成 居候 故 十九 日を經 過す る 次^に 御座 


候 船中 辛 ふじて 演說を こしら へ 終り 候 

編 科 の 人々 (光 君) へよ ろしく 御 傅へ 願 上 候 j: 記事 可成 精選 を 請 ふと 御 傅へ 下され 麼候 

家主 は旣に 修繕 を 終りし や 

犬の 納稅 命名 も相濟 みし 事と お 候 

敎會の 集會は 可成 御 出席 願 上 候  ， 

川 戸の 子供 等旣に 全快せ るな らん 環 は 如何ん 擧 校の 方 餘り爲 になら す 候 はば やむ るに 如かす 

生活 は 何とか 出来るな らん 眞 正の 成功が 大切な り！ 3: うかくす るう ちに 取 かへ しのつ かぬ 様になる 

ベく 候 何卒よ ろしく 御 相談 願 上 候 

五 H 二日 朝  正 久 

季野機 

〇 同 上 (一九二  二  3 

Charleston 

八日- ゥョ ルク着 稀々 多忙、 今日まで 手紙 を 書き 得す 過ぎ 申 候 只今 フ イラ デルフィ ャ、 ヮ シン 

トン 其に より ズット 南の 方 迄 出懸る 所に 御座 候 昨日 御手 紙 及た まきさん の 分 も 落手 拜見候 先以 


て 御 無事 結構、 たまきさん も 御 全快なる べし 前 島の 治療 效用 ありし や 稍 や 疑 を 以て It ねたく 感じ 

申 候 十三 日 ボストン、 ハ了ト フォルド、 ゥ H ルス レイ 等 を 尋ね ま はり 種々 の 人に 會ひ 挨拶 も 致し 

候 得 共た まきさん の 手紙 を 見 ざり し 時の 事と て 大分 落した る 分 も 有 之 候 メ レ ン ティ ン にはボ スト 

ン にて 面會 致し 候 ニコルソン 氏 は Bllrlillgt:ll  Ilotd,  wi-sllillg 一 on で 知られる と 申され 候 何 

し 令夫人に は 11 ゥ ョ ルク の集會 にて 一 寸面食 其の 家 を 訪ひ候 

惠 子の 居りし 所、 死にし 所な どに 參 りて 悲しみに 堪 へす 候 此らの 事 は 後便に く はしく 中 上べ く 候 

佐 波の 方 へ もよ ろしく  、 

取 急ぎ 草 々 

五月 十六 日  植 村正久 

、  〇 同 上 (1 九 二  二 年〕 

New  York 

植村季 野 様  正 久 

五 廿 一 日 

啓 途中から 葉書 を 差 上げて 置きました 多忙の ため ゆっくり 手紙が 書け ませぬ 先日た まき さ 

書  ^  二 六 三 


書輸  二 六 w 

んの 寄越された 手紙の 屈かぬ うちに ハ アト フォルド や ウェルス レイ へ參 りました 北ハ れ故關 係の 

人名が わからす 脫 漏した 人 も ります ヒル 孃 は病氣 で面會 せす ケ ラフ 壞に は會 ひました。 ペレ 

ィ 氏に もケ H ぺ ン氏 にも マッケ ンジィ 氏に も 遭 ひました。 然し ジャ コ バ ス 氏に は 不幸に も 遭 ひませ 

ん、 忘れて おりました。 メレンティンと 謂 ふ 人 はお 惠 さんの ため ほんとうに 信仰 ー變し 終に 聖公 

會 より 日本に 遣 はさるべく 秋に は 参らる \ と 申 候 一一 ゥ ヨウ ク で，：； KM に 參り逐 一 見て 感慨無量 デ 

ィ 夫；^、 高見 夫婦 等 は面會 して 禮を 述べて 置きました。 ァ ー ムスト ング孃 の 事に は 及ばす 候 ひし 

もた まきさん の 御 乎 紙に 依り 今 一 度 病院に 參 りて 御 挨拨可 致 候 ホ ウイ プルと 謂 ふ 主治醫 は折惡 し 

く 治 か 講義 中で 面 食が 出来す 懇ろな 謝辭を 遺して 歸 りました 

フ イラ デルフィ ャに 於て は 先日 も 一 寸申 上し 如く 女子 師範 學 校に 於て ピ ー ニック、 及び 來 訪中の 

コルクた ハ トリックの 一 ー姨 及び 口 ンド ン嬢 (？) にあ ひました、 た ピッ ブルダと フィリップ ルグニ 

人 (ミリケン 氏の 親族) は 居所が 餘り 懸け はなれて 居候た め まだ 機会；： を 獲ません、 往 ける ものなら 

然 うしたい と m 心って 居ります 先便に 申 上 候 如くに ルゥブ 嫂 は 大西洋の 或る 島に 轉地 此は 如何ん 

とも 致 方 無 之 候 先日 はスピ ー ャ氏 未だ 歸られ す 多分 今 比は歸 宅せられ しならん 六 n^: 十日 頃  一 I 

ゥ ヨウ ク にて 面会；： すべし。 ぺ ンフィ ルドと 謂 ふ 人の 事 は 未だ わからす 探して 兑る 積り です ハ アト 

フォルト ではお 惠 さんの 一 一度 泊った ことの ある ゥ イリヤ ム ス 夫人の 家 を訪ひ 晝 食の もてなし を も 

受けました 彼女が 與 へた 好き 印象に つきて 語られ 嬉しく も あり 悲しく も ありました ディ 氏 夫婦 


に は 一 一度 會 ひました 初めて 遇 ひしと き は 全く 惠 子が 其 所へ 來た やうに 感ぜられて 何も 言 ふこと 能 

はす 落淚を 禁じ 得す 恥 かしく 覺 えました ハ アト フォルドで ケ ラァ、 ケ H ベン 兩 氏に 遇 ひしと き 

も 同様 甚だ 間の 惡き m 心 ひ を 致しました ぉ惠 さんに 關係 ある ゥ ー メ ンスボ ー ルドと 謂 ふ はゥ， 1 メ 

ン スボ ー ルドの ハ アト フォルド 支部の こと \ て、 其前會 長が 上記 ウィリアム ス姨 であった のです I:!: 

會 より 贈られた 彼の 記念 帖は 大部分 或は 全部が ケ H ぺ ル 夫人の 書かれた ものに て 大半 を 忘れました 

ジェネラル アッセン グ リイ 

昨夜 此 の ホテルに 一泊 今朝 南 長老 敎 會 總 會に 出席し 一 寸 挨^し て 可成 今夜 デ モ イン (お _ ^山 

さんの 往 つた) の 總會に 向って 出發 します 

當方は 健康です 皆さんの ために 祈る たまきさん、 母子 其 家の人々 佐 波さん 親 十の ために 祈 巾： S 

よろしく 御傳 へ 下さい 別に 手紙 を 害 くひ まがありません から 

〇 同 上 (一九二  二 年) 

Chicago 

季野様 

^上 取り急ぎ シ 力 ゴ より 一 書 差 上 候 

御 丈夫なる べし 佐 波、 川 戶兩家 大小と も 無事なる べし あけくれ 祈り 居候 

<? フ夕 ペラと 申す IT へ 向け 出立、 ダ ツチ • リフ ホルム ド敎會 の 大會に 出席の 豫定に 御座 攸 是 にて 

書  翰  二 六 五 


0  0  二 六 六 

米國の 用事 終り、 六月 十二、 三日 比 一一 ゥ ヨウ クに歸 り 同 十七 日 乘船英 國に往 く 事に 相 成 居候 多 

分卄 三、 四日 比&ン ドンに 到着すべく 候 北ハれ より 歐洲 大陸 を かけて 通り 七 巧 廿 三日 比 紅海の 入 

ロボ ー トセ ッドに 到着 十二、 三日 問 パレスチナ 巡覽、 八 五日。 ホ ー トセ ッドか スエズ かにて 箱 根 

丸に 乘り 九パ 十三 日 比 歸{モ すべく"".^  二 ゥ ヨウ ク よりも 口 ンド ン より 其 他所々 より 手紙 を 差 出し 可 

申 候 只今 はすみ え やた まきに 手紙 を 書かす 

よろしく 

六月 七日  .  正 久 

〇 同 上 (一力 11 ！; 年) 

啓 今 二十 一日 ボ ー ト セット 着 此 より M ジ ブトの カイロに 參 りました ボ ー ト セット を經て 汽車 

にて パレ スチナ を 巡覽し 八月 四日 ボ ー ト セット 發の箱 根 丸に て 日本に 歸る ベく 神 戶着は 九月 七 

日 橫濱は 十三 日に 候 夜行 列車に て 八日 朝 八 時 頃 (時間表 をお 調べ 下さい) 束 京に 羞 すべし 

何れ 祌戶 より 打電す るか それより もっと 早く 無線電信 を 以て 御知らせ 可 中 候 然し 出迎へ を受く 

る も 面倒 故 餘り廣 く 御知らせな き 様 願 上 候 然し 誰か 一人 東京 驛迄 御出で 下され \ は 好都合に 御 

座 fe- 旅 中 種々 困りし こと も あり、 面白き 事 も あり 概して 餘り樂 な ものに 無 之 多くの 不便と 不 


自. e と を 感じ 居候 

皆さんの 御 無事 を あけくれ 祈る のみ。 佐 波 や 川 戸の 方へ も 右の S お知らせ 下され 度！^ 革々 

七月 廿 一日  .  £  久 

季野樣 

〇 同 上 はがき (一九二 一一き  . 

Kaiul,  ； Palestine 

,邛 ュ夂此 所 こ. 一： 们 しました。 圖の 右の 下に 山の端が チ ヨット 屮 いて si^ り まし やう。 此れが 聖書 や 何 かに 

名高 ぃカァ メル 山です。 二 千 尺 足らす にして は 興味と 景&に 富んだ 所です 

八 In:  二日 

〇 同 上 はがき *： 一九二  二  S 

Nazflrcth 

比日 M 日 を ナザレに て暮す ことにな りました 此は所 マリヤの 井で、 あの 唯一の. =水 です 耶穌の 

飲まれた るな らんと 思 はれます 

窖  翰  三/ 


番 

七 = ^卅日 


二 六 八 


ナザレに て 


〇 同 上 はがき 二 九 二  一一  S 

Tcrtilcm 

此ょ エルサレム t り 做 欖山を 望む 圖 なり 正面なる がそれ 

エレ サ レム は 海拔ー 一 五 〇〇 尺 の 高所 なれば 凉風 常に 吹く 

今日 死海より ョ ルダ ン河 I り て H リコ、 ベタ- ャを經 て、 後 i 霸せり 


UJ 


久 


〇 井深 梶之 助に 宛てし もの n  A  A  H  5 

當地 信者 ノー  人 舟 山 ト申者 今般 母 ノ病氣 一一 付 歸京致 候 就テハ 同氏 俄曾テ 小生 等ノ 講義 ヲ M テ聖 

道 一 1 歸シ ミ n ル氏 ノ來着 ヲ待テ 受洗 致サル 可キ精 リー 一 御座 候 故 小弟 屡敎意 信仰 ヲ問ひ 試みた 

るに 大體差 支な き 見込みに 候 願 ハ クバ 受 兄の 紹介に より 一 應御試 驗被下 受洗 致サ ル樣御 計 可 被 

下 候 

同氏 ハ隨分 老實虔 誠の 信徒に 候 得 共 昨今の 後進に 候 若 シ之ヲ 誘 sf: 陶セザ ル時ハ 恐 ラクハ 返 

却の 憂 アル ベ シ ト E 心 ハル 愛 兄 {uj しく 意 注意 被 下 看護 有 之 度 候 後進 ノ徒 漸々 進歩 致 ス ハ 先進 ノ 

輦ュ 親近 スルー 一若 カスト 存候故 諸賢 兄 ノ眷顧 御 交際 ァ ラン コト ヲ請フ 

同人 ノ家ハ 練 解 町 ノ近邊 一一 候 問 拙宅 ノ 講義 ヲ聞キ 一一 參リ 日曜日 ハ怠ラ ズ聖ク 守ル様 吳々 も 小弟 

ョ リ 言 ヒ タレ ド モ 猶善 ク 愛 兄 御 諭示 ヲ請 フ 

ー體 同人 ノ 素志 ハ傅道 一一 在リ 故 11 都合 一一 ヨリ 神擧 校-一人 ルコト モア ラン 力 ト存候 北 ハ節ハ 拙者 ョ 

書  翰  二 六 九 


0  ®  二 七 〇 

リ搏ビ 書 狀ヲ差 上グ可 クー 1 付キ宜 シク御 周旋 被 下 度 勿論 山 本 成 岡等ト 同様 一一 致シ度 モノ 也 

先頃 名 古屋ノ 風俗 品評 會 一一 付 御 駁擊ヲ 蒙 リ候節 早速 答 辯 仕ル可 クノ所 當地ノ 事情に クラ キ乇 

パ 2- 水力 ケ論ノ 若 キ事モ ツマ ラヌ故 今日 迄 用捨 致シ S キ タリ 幸 ヒ今舟 山 子 ノ歸ル ニ依リ 同氏 

一二お" ク御聞 取ァレ 十目 ノ見ル 所 十指 ノ示ス 所 豈 抗辯ス ル事ヲ 得ンャ 

山 本 氏 モ束京 一一 在ル時 拙著 ヲ見テ 餘リ書 キ過ギ タリ ト m ゎヒタ ルガ 當地來 着 以後 ハ 大 一一 驚ク 

事 而已也 是亦 一 證ト ナス 可シ 

名古屋 一一 テ道 ヲ信ズ ル者ハ 出入 甚ダ 稀ナリ 舟 山 氏 ヲ以テ 之ヲ見 ル可シ 是亦 一 證ナ ラズャ 

當地傳 道 困難 ノ 模様 及ビ將 來ノ望 ミナ ドハ 舟 山 君 ヨリ 御 尋被下 度 是亦ァ メルマン^ 一一 御 引合 セ 

被 下 度 候 

御 地 敎會ノ 模様 奈何 練 塀町ノ 様子 ハ 如何 右ハ 用事 ノミ 若斯 頓首  . 

植 村正久 

井深 愛 兄 


〇 同 上 (1 <  <  E 年) 

船山ノ 樣子ハ 如何 愈々 道 ニス、 ム色 ァリャ 心 一一 力、 リ候 マ、 一寸 


イツ モナ ガラ劇 筆 御免 

詳細 ノ御 書翰 殊ノ外 愉快 ヲ覺申 候 長談義 トテ御 心配 ァ リツ レドモ 小弟 ガ今 ノア リサ マ 一一 テハ朋 

友ノ書 狀ホド 戀シキ モノ トテ ハ 候ハズ 千尋 ノ フミ モイ トフ 事 サラノ \コ レナ ク 候-一 付 ナホ 續々 

御 贈 寄 ノホド 偏 一 1 請フ 

フォ ー ルド 先生 ノ演舌 ハ僕其 席 一一 陪セザ ル コ ト 遣憾數 カラ ズ 其 節ハ！ S ノ御： C= 折サゾ カシト 遠 察 仕 

候 御 互 ヒー 1 今日 ガ主ノ 事 一一 鞅掌 スべキ 時節 一一 候へ バ 益ぶ 舉術ヲ 研磨 シ #  ノ小學 一一 當ル 可キ事 

コソ e: 來望ミ 居ル事 一一 候 得 共 識見 謭陋 タ、 V ァ セル ノミ 一一 テ何ノ 仕出 シ クル i$ モナ キハ慨 ii- ノ 

至リ 一一 タ H ズ 折リ柄 バラ 先生 ノ美擧 アル ヲ見テ 思ハズ 愉快々 々ノ聲 ヲ上ゲ タリ 僕 ノ喜御 察 シァ 

レ 然レド モ未ダ 確 力 ニ定リ タル 事 二 ァ ラネバ タ  > 上帝 ノ 先生ヲ 保佑シ 氏ノ 忍耐力 ヲ 鼓舞 セラ 

レ ン事ヲ 懇願 ス ル耳 君ガ 一 書ヲ 同氏 一一 贈ラ ルル 、事 ハ. 誠 一一 善キ事 一一 シテ僕 モ閱隙 ヲ得バ 拙文 ヲ草 

シ タク 存 候- 

山 ロノ 事 成岡ノ 事ナド ヲ讀ミ 且雨森 ノ事ヲ 思 フユ 實 一一 此聖役 一一 從事ス ル者ノ  S 一々 クル 责 一一 

方今 ノ大缺 典 一一 候 指 ヲ屈シ テ數へ 見 ルー 1 祌學ノ 生徒 中 吾黨ノ 人々 幾人 力 アル 此 ノ^ー 1 ァタ 

リテ世 利 一一 奔ラズ 虚名 ヲ貪 ラザル 方正 虔誡 ノ士 ヲ擧テ 祌學 11 人 ルル ハ切耍 ノ事 ト^ 候 兹 一一 今 

般書 狀ヲ以 テア メル マ ン 先生 一一 申 上 タル 森 岡ト巾 ス人ハ 名利 一一 溺ルヽ モノ 一一 非ズ 溫柔ノ 好人物 

11， 座 候 願 クバ 1|;^{儿 シク言 ヲ 副へ 右 御 周旋 有 之 度 候ナリ 當地 景況 北ハ他 種々 巾 送ル事 ァレド 


モ 今日 ハ 長キ 書翰 ヲ五 通ホ ド認メ サ スガノ 名维モ 腕先ナ マリ テ 止ヲ 得ズ兹 二 筆ヲト  >  ム 

三月 八日  ，  頓首 

正 久 

梶之助 様 

坂 野嘉七 モ祌擧 一一 入リ 度. H 同人 ハ W 月 中 一一 ハ 商用  一二 ァ 出京 スべシ 其節ァ メルマン 先生 二 面晤仕 

リ 御 依 赖巾ス ilin ナリ 同氏 ハ上州 ノ寺岡 同様 一一 テ却テ 輕躁ナ ル諸生 ヨリ ハ マシナ ラン 力 

〇 同上 名 古屋傳 道中の もの (一八 八 E 年)  , 

御 懇論方 一一 拜謡 無 昔 ノ段罪 萬 死々々 

家族 ノ事 何分 恐縮 又 御 閣暇ノ 節 御 訪問 是祈 飜譯ノ 事件 種々 困 弊 出京 ノ 成否 覺 無ク 疑惑 ノ間 

, 一一 彷掠致 候 常地ノ  19^- 略 s 礎立チ タリ (近日 七 八 名 受洗 アルべ シ) 飜譯ノ 事 何 トモ 涉ラズ 何レ -ー 

就クヲ 重大 ナリ トス ル乎 聖書 重大 ナ ラントお 候 然レド モ小子 性質 戰ハ辛 ヲ好ム 名 古屋 岡 崎 小 

競合 ナリ トイ へ ド モ 愉快 ノ 微ナキ 二 非ズ 事ノ 大小 ヲ以 テ云ヒ 人ノ荷 無ヲ以 テ云フ トキ ハ 聖書 ノ 

方 僕 ノ就ク べキ所 一一 有 之 候 然レ ドモ其 レモ 他人 ノ爲ス アラバ 萬々 免レ 度ト存 居候 兄ハ之 ラ水ク 


從事ス ルコト 能 ハザル 乎 御 熟考 被 下 度 候 

傳道會 社 ノ 事 、ノ 如何 相定 候^ 

小生 若 シ此地 一一 止 マル 事トナ ラバ 食社ト 從前ノ 約束 ヲ變 ゼザル ヲ得ズ 周旋 奔走 ノ間ー 1 飜譯ナ ドハ 

迚 乇 出來難 ク 候 去就 決定 次第 弟 ハ 出京 シテ 此事ヲ 判 シ 度 シ ト存候 得 共 何分 都合 -1 ヨリ テハ 

叶フ マジ 左ル トキ ハ 委曲 申 上 ベ キー 了 ソキ兄 一一 オイ テ {儿 シク 御 取 計 被 下 度 候 

近頃 漸ク 毎週 新報 ヲ見始 メクリ 明治 一一 テ 一 致 敎會其 ノ後ノ 景況 如何  ， 

每週 ノ 體裁墮 落 セリ ト信ズ 如何  - 

高 知行 傅 道 ノー 件 大阪 京都 邊 ヨリ 大分 不平 ァリ ト聞ク 驚愕々々 

吉岡ノ 行 キク ルコト ーセ 不平 ヲ言フ モノ アル ヤー 1 聞ケリ ァ ヽ 

祌 擧校ノ 有様 如何 人學 志願者 兩三 輩ァリ 規則 誉 御回シ ヲ乞フ 右一 1 付 新 クナル 約^ ァリト 力 聞 

ケリ 如何  、 

福音 史上 出 來ナリ 好評々々 

眞理 一 斑ハ 如何 ナル評 1: 11 候ャ 貧乏 ト 心配 ト 苦勞ト 無擧ト 淺慮ト ノ結學 S 一一 恐怖 ノ至 一一 候 印刷 

ノ 誤謬 極メテ 多シ 正誤 ヲ申送 リタ レド 何 トモ 今一 一 返答 セズ困 入 候 兄少シ ク之ヲ ii リク レ タマ 

へ 眞理 一斑 ノ評 (無) 遠慮 御沙汰 被 下 度 後ノ 心配 モ 候 事 福音 史讀 了ノ上 ハ ョ リ モ 管 見 可 申 

上 i 

窗  翰  .  二 七三 


0  a-  二 七 K 

左 ノー  片紙 毎週 一 1 御 廣吿被 下 度 候 

餘ハ後 回- 1 讓ル イツ モナ ガラ 殊-ー 病 氣中亂 筆 御免 

松 山 小 崎 及ヒ兄 宛ノ書 ヲ出シ タリ 御 覽被下 度 候 

十 一 月 十 M 日  植 村正久 

井深 梶之助 様 


〇 同 上 (1 A  <  E 年) 

薰墨拜 見 仕 候 陳者 態々 書狀 ヲ以テ プライ ズノ事 御 知 ラセ 下 サレ雞 有 奉 謝 候 彼ノ敎 ノ話ト カハ會 

話 一一 致ス モノ ナルャ 若 クハ眞 理易知 ノ若キ 文- 1 綴ルべ キュャ 亦 高等 ノ作ナ ラバ 之 ヲ上木 デモ 致 

シ テ人ヲ 導クノ 料-供 フル 見込 一一 御座 候 ャ 御 面倒 ナガ ラ 御 聞 釓有之 度 俯 テ 請 フ 

きさ 

當地傳 道 ノ模樣 名 古 屋市ノ 中- 1 講義 所 ナキ故 確 ト申上 兼 候 彼 有 松村ハ 至極 宜シク 聞 人ハ恒 一一 五 

十 人 ヨリ 多ク 1£ 少ナ キコト ナシ。 彼ノ村 一一 テハ 法師 バ ラ頻 リー 一 心痛 シ 先頃 モ 在 名 古 屋淨土 宗中敎 

院 ヨリ 屈指 ノ說敎 者兩三 輩出 張致シ 三 日ノ？ ！晝 夜說 論ハシ タリ シガ 亦 近日 中 一一 眞宗 敎院 ヨリ 

モ敎 導職ヲ 派出 スルト 力 聞及ビ ヌ 


名古屋 一一 テ 拙者 ガ 毎夜 聖書 ヲ敎へ タル 者 ノ中ノ 一 人ハ已 一一 福音 ノ大 理ヲ 會得シ 悔悟 信仰 淺 カラ ズ 

一 夜 山 本 氏ト共 一一 敎ノ 耍旨ヲ 訊問 致セ シ 所答フ ル所 明瞭 ナリ 一 體 此人ハ 吾輩 ヨリ 二 ッ三ッ 計リ年 

上ニテ 東京 ノ產レ 名古屋 裁判所 11 テ微々 タル 職 ヲ奉ジ 溫 厚篤 實ノ 人物 一二 ァ 有 松 村 一一 テ餘程 

敎 一一 入リ カケタ ル 者ナリ 曩 ユア メル マ ン氏 一一 申通ジ タル 橫須賀 ノ儀ハ 近々 着手 致ス接 リナ リ 

名古屋 一一 開ク 講義 所 ハ 近日 二 決定 相 成べ シ 先ハ 用事 而， 己 如斯 再拜 

十 一 月 十八 日 

正 久 

井 深 君 

ァ メルマン 君 ニハ別 11 書 ヲ呈セ ズ候間 宜シク 事情 御 通 ジ被下 度 候 勿論 吾 ラ兩名 一一 テ 事足 ルト存 

候 

此 書面 御 紛失 ナキ樣 願 上 候 

〇 同上 倫敦ょ 6N 寄せた る もの (一 A  <  A  s 

六月 三日 付ノ惠 書米國 ヲ經テ 到達 シ 去ル十 一 日 難 有 拜誦仕 候 聯合 ノ事モ 追々 都合 {=i シキ樣 子 

御 同 喜-候 兄 ガ御盡 カ察セ ラレ 候 小弟 ハ發 途ノ 準備 旁碌々 骨モ 折ラズ 又爲シ タルコ トハ匆 々ノ 

書  翰  二 七 五 


0  翰  二 七 六 

際 雜ノ結 ヲ遣シ 候 儀 何共 赧顔ノ 至 一一 候 諸事 兄等ノ 効力 一一 一 住 致 候 事 本意-一 非ラズ トイへ ドモ 

亦能ハ ザルヲ 如何 ン セン 小弟 ハ米國 一一 參リ ボストン 一一 ゥョ ルク バルチ モル フヰ ラデル フ 

ヰャ ワシントン 等 各地 ヲ藤遊 ナシシ チイ ミツ シ ョ ンノ容 子 敎會ノ 模様 貧民 ノ狀態 其 他社 會問 

題 一 1 關シ候 事項 一 斑 ヲ觀察 候 テ喜ブ 事 モ憂フ ル事 モ多ク 見出 シ申候 米國 II 於テプ レス ビ テリ ヤン 

チヨ ル チノ 勢 ヲ見ル 一一 種々 ノ 感想 ヲ 惹起 シ候 就中 日本一 ー獨立 寬洪ノ 主義 一一 本ケル 一 敎會ヲ 建 ツル 

事 ノ 必要 ハ 切 一一 感ゼ ラレ 申 候 爲 一一 兄 等ト共 一一 經畫セ シ事ノ 益 正シカ リシ ヲ確知 シ聊カ 旅 中 ノ憂ヲ 

忘 レ候事 モ有之 小弟 モ追テ 一致 一一 關 セル 一文 ヲ 基督教 新聞 一 1 送 ラント 考へ 居候 稿 成 ルノ日 《兄 

ガ許 一一 送ラ ン 御 閲覽ノ 上 新聞紙  一 I 御 回送 下 サ レ 度 候 小 子米國 一 1 在リテ 爲スべ キ事ハ 大抵 ン タ 

リト考 へ ラレ 候 此上ハ 何 レカ學 校 二 入 ルノ外 思案 ナ シ 幸 II モプ リンス トン ニテ ハー ケ 年問ス コ 

ラ シ ッ プヲ獲 ラル、 様相 成 候 得 共 篤 ト考へ 候 所 右 ハ 左マデ 益 無 ク 只 ライブラリ ー ヲ用ヰ ル位ノ 

利益 アル ノミ 貴重 ナル 時日 ヲ斯ル 事 一一 費スハ 誠-一愚 ナル 事 ト發明 致 シ 候 故 一 ト 先米國 ヲ去リ テ 英 

國ニ赴 カント 決心 仕 候 是 11 於 テ去ル 六 m:  二十 六日 一 1 ゥョ ルク 解纜 七：：！： 六 曰 リバ プ ー ルニ 到着 七 

日 ロンド ン 一一 參リ 巾 候 今 n: 迄 種々 經歴 シ來リ 候 問 一一 變歡交 々至リ 感慨 嘆 笑 一 ナラズ 候 得 共只資 

金 多 カラ ザル 一 1 閉口 致シ候 。 ン ドン ハ米國 二 比 シテ萬 ヅ廉價 ュ候得 共 已 一一 財布 ノ底ヲ 暴 サン ト 

セル 有様 故 戰々 兢々 トシ テ 堅固 ナル倫 敦ノ 路上 猶ホ 薄氷 ヲ g" ム 一一 異ナ ラズ思 ハレ 候 然シ好 分別 

ノア ル事ト 信 ジ罷在 候 


左テ當 地及ビ 米國ノ 有様 一 1 付 種々 目擊 仕候寨 之 候 得 共 書 狀ニテ ハ盡ス 一一 由ナシ 追テ 國ノ 

上總々 御 話 シ可申 候 

1 昨日 フ オル ヅ氏 ニ面會 愉快 ヲ極メ 申 候 同氏 〈今日 モ 昔日 ノ如ク 熱 信 一一 働キ居 ラレ 候 又例ノ 

リ テラ リア ンビ シ ョ ン モ 昔日 ニ異 ナラズ 何 カ雜誌 類 ニ投誉 、ヒア 獨リ滿 足 シ居ラ レ候 

パ ンプ レス ビ テリ ャ ンノ集 會ハ本 月 三日 ヨリ 始リ 去ル 十一 一日 一一 閉會ヲ 吿ゲ申 候 左程 面白 キ會ニ 

ハ無之 候 甚ダ 頑固 ナル 先生 ノ多 キー 一 ハ驚人 リ申候 倫敦ノ 長老 諸會ハ 大抵 オルガン ヲ 用ヰズ 

詩篇 ヲノミ 歌 ヒ居リ 候 先日 マル カス • ドッ ズ ト申ス 博士 ガ 。ハン プレス ビ テリ ヤン カウン セル 二 

ティン スピレ ー シ ヨン 二 關スル 有益 ノ 講演 ヲ爲 セシ所 紛議 百出 中々 頑冥 ノ說 ヲ唱 フル モノ 續々 

境 上 二 現 ハレ 申 候 

小： ハ未ダ 居所 定ラズ 御用 ノ節ハ 

.  London  W., 

ト御宛 テ下サ レ度候 

七月 十七 日  植 村正久 

書  二 七 七 


書  翰  二 七 八 

井深 梶之 助樣 

0  ( 1 八 八 九 年) 

拜呈 陳者 聖書 飜譯之 一條 歸宅 後篤ト 勘考 候處 實 -1 不 容易 關係ノ 事 ト存候 小生 ノ思 フー I ハ 

內外 委員 見込 ノ粗 雜セ ル ヲ全國 ノ敎會 一一 通知 シ 當 否何レ -在ル ヤヲ 問フ ベ シ 而シテ 日本 敎友ノ 意 

見 我ヲ可 トセ バ 最早 遣 憾無之 恐 ラクハ 彼 一一 於テモ 我に 服從ス ルナ ラン 叉 我ヲ非 トシ 彼ヲ是 

トセ バ 其時ハ 十圓ト 爲スノ 名義 モ立チ 我等 十字架 ヲ 負フモ 立派 ナル 事トナ ルべシ 今ノ所 一一 

テ金ノ 多少 一一. S リ テ此ノ 大事 ノ去ル ヲ厥ハ ヌハ 殘念 至極 ト存候 右 問 合ハ セ ハ 委員 早速 一 1 議シテ 

至急 書狀ヲ 發セバ 本 月末 二 ハ 諸方 ヨリ 答 ヲ得ル コ ト難 カルべ カラ ズ 固 ヨリ 數通ノ 書 ヲ寫シ 又 

ハ 文意 等ノ 大切 ナル コト故 可成 早 ク取懸 ラザル ベ カラ ズ 外人 ノ集 會ハ 十三 g! 日ナリ ト云フ 兄 

願 クバ 井深 等 諸氏 ト御 談合 ノ上此 段 御 計 ラヒ被 下 度 昨日 ハ 左程 大切 ト思ハ ザ リシ ガ 今 ハ敎會 一一 

問フ コトノ 必耍ヲ 至極 一一 感ジ候 昨日 ノ 井深 兄ノ說 一一 同意 セザ リシ ヲ憾 ム而已 匆々 

三月 六日  植村 正久 

松 山 高 吉 様 


〇 紐 育よう 下 谷敎會 員に 寄せし もの (1  <  <  <  年) 

小生 儀當 地に 參り候 以来 東奔西走 事務 粉雜の 中に 日 を 募し 候 左て こそ 諸兄 姉に も 御 無音に 打 過ぎ 

候 なれ。 米 國は富 饒繁榮 の 土地に て 見聞す る もの 毎に 驚嘆す る 事 無き にあら ね 共 其 宗敎も 術 も 小 

生 等が 曾て 豫想 せし 程に て 無 之 候。 宗教 は隨分 盛大に 候 得 共敎會 中に 早晩 一 . つの 變動を 来さねば な 

らぬ徵 候 相 見え 候。 然れ ども 敎會の 中に 生命の 旺盛なる 證據に は 種々 時弊 を 條慨し 新たなる 運動 を 

試みん と 欲する 牧師 信徒 繽々 輩出し 著書に 演說に 及び 企業に 之 を 首唱す る者少 からす 感服の 至り 

に 候。 小生の 察する 所に て は歐米 各國共 拜金宗 を根據 とする 理財 的の 文明 巳に 其 頂點に 達し 千 百の 

弊害 千 百の 利益と 共に 生じ 貧富 非常に 懸絶し 弱者 日々 に 困窮の 地位に 陷 りぬ。 此に 於て 社 舎 黨^ 

無黨 なんど 種々 の 恐ろしき 議論 沸く が 如く 敎會の 中に 於ても 之に 關 する 諸 說粉々 たり。 基^ 敎を社 

會の現 况に適 川し 共の 眞理を 以て 今日の 病 を 救 はんと 欲する 精 祌敎會 中に 勃興 せんとす る もの --如 

く 相 見え 候。 敎舍 の內外 共斯の 如く なれば 早晚歐 米の 文明 は 其 進路 を轉じ 一 曆近德 的の ものと 

相 成る 事と 覺ぇ申 候。 

左て 日本に 於て は 敎會の 有志 者 今日より 疾 くに 基督 敎と社 會の關 係 を 明らかにし 歐 米の 偏 僻なる 理 

財 的の 文明の： 覆 轍 を 踏ます。 直ちに 道德 的の 文明に 國を 進まし むる 樣務 むる が 肝要に 候。 日本 は勞 

せす して 電氣鐵 道 等 を 利用し 自ら 種を播 かすして 泰西の 制度 文物 を 採用せ るが 如く 今日 直ちに 歐米 

各 敎會の 進歩せ る 部分 を 取りて 其の 手緩き 順序 を 取る に 及ばす 候。 歐 米各國 にて は 今まで 中流 以上 

書  翰  二 七 九 
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に 宗敎行 はれて 下等 社 會を忽 かせに する 弊 あり。 是は現 時の 流 弊と 存候。 無暗に 會堂を 飾り立て 金 

持に 非れば 敎會に 行かれぬ 姿に て 候。 然る 所 近頃 は漸 やく 其 風潮 をー變 せんとす る ものの 如し。 此 

外變 動の 徵候少 から， f とい へど も 追々 取り調べ 候 上 歸國の 土産に 致す 可く 候。 

小生が 紐 育に 在りて 見聞 致し 候 事實の 一 部分 は曩に 基督 敎 新聞に 報じ 置き 候。 就て 御覽 下され 度 

候。 他山の石な らんと 存候。 殊に 『フ a レンス、 ナイト、 ミッション』 の 事 は 御 注目 を 乞 ふ。 日本 

にて 其 類の 事業 を 始め 度 候。 

〇〇 兄 は 巳に 就職せられ 候 や 心配に 相 成 候。 敎會 中の 模様 御 通知 を 乞 ふ。 明日 は ワシントンへ 赴く 

都合に 御座 候て、 來 客な ども あり 多忙に 候間餘 事に 及ぶ 能 はす 遺憾に 候。 兄 第よ、 姉妹よ、 無事な 

れ 健全 なれ 就中 信仰に 成長し 團結 協力の 一 體 となれ。 

五月 二十 五日  敎弟梳 村 正久 

宫部 文臣様 

. 外 各位 

〇 同上 (1 八 八 九 5 

00 陳者 六合 雜誌第 百 號發刊 に 付 拙文 御徴 求の 御手 紙 拜見仕 候 前年 銀座 十字 屋の ニ^に て 小 

崎 弘^ 氏 W 村 直 ほ 氏 及び 小生と 三人に て 該 雜誌發 行の 企を爲 したる より 今：：：！ に 至る まで 常に 輕 


からざる 關係も 有 之 候 事故 此際 喜んで 御 求に 應 すべき 次^に 候 得 共 如何ん せん 此頃は 車務 山の 如 

く 中々 心靜 かに 维を 採る こと 叶 ひ 難く 遣憾 ながら 右御斷 はり 申 上 度 候 回顧 すれば 六合 雜 誌が 

無资 本に て 世に 生れ 又 殆ど 無 資本に て 世に 繼績 し來り 此に八 九， 年を經 過す る 間 光彩 懷然奇 

人 を 驚かす と 云 ふが 如き こと は 無く も 常に 一 33? なる 思想 を 述べて 惓 ます 眞 理を閬 叫し 邪說を 

排擊 して 忌憚す る 所 無く 高雅 質 直の 體面を 維持し 來 りたる は 實に 滿足悅 喜の 外 無 之 候 我が 

六合 雜誌已 に 第 百號に 達したり 若し 令 日 迄の 若く 眞理に 忠義 を靈し 更に 記事に 論文に 一勝の 精 

選 を 加へ なば 其發 兌部數 の益增 加して 千 號萬號 の 命脈 を 保ち 得ん こと 敢て 疑を容 るべき に 非す 

小生 は 常 局の 諸兄と-もに 此の 隆盛 を冀 望し 义 隆盛 を 致さん が爲に 微力 を盡 さんと 欲すろ なり 

四月 十日  植 村正久 

六合 雜誌 編輯 者 御中 

0  (！八 九 七 年) 

啓 今日 傳道 局の 支 拂を爲 すに 甚だ 差 支へ 居り 候。 付て は敎會 よりの 寄附 金 本 月 分 御 廻し 下され 問 

敷 や。 

且つ 成べ く は少々 にても 小生 へ の 金 も 同様 願 上 候。 是が 出来れば 大抵う まく 行く 考 へに 御座 候。 
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然し 敎會 の 會計 都合 次第 にて よろし。 決して 餘り 御 心配 下され 敷 候。 

先づ wis:- のみ 草々。 

九月 十日 朝  植 村正久 

尾， 間 明 様  - 

〇 福音 新報 紙上 にて 全圃の 敎會 に 宛てし 公開 狀 

小生 儀 來年ー 月 早々 より 約三ケ 巧 間 を 期し 全國 旅行 を 企て 申 候 其 目的 は 一番 町 敎會々 堂 建築の 用 

を帶 ぶる ものに 御座 候 得 共 共の 期間 を 成るべく 多く 傳道 にも 利用 仕り 度 候 先 東海 南山 陽 丸 州よ 

り 始め 二月の 末 か 三月の 初旬 北部の 各地に 巡遊 致す 豫定に _ ^之 候 何の 敎派 たる を 問 はす 小生の 

說敎演 說等御 希望に 御 坐 候 はピ御 依頼に 可應候 右に 付 御用の 向 は 本 月 中に 御 照 會被下 度 候 旅行 

の 順序 等 も 有 之 候 故 可 相 成 は 至急 御照會 あらん こと を 望み 申 候 

十二 巧 一日  東京 市 建 町 區中六 番町五 五 植 村正久 

0  ( 一 九 〇 八 年) 

御手 紙冇 りが たく 拜 見せり 御 尋ねに ぁづ かり 恐縮 且 感謝す 左した る 程の 病に 非す 例の 腸 カタ 

ル なり 早 や 食 ひの 結果なる べし 少しも 打 臥す に 至らざる 程の チ ョ ィ病氣 なれば  一 ノ宮 より 御來 


診 を わ づ らは しあの リチネ を 賜 はるに も 及ば さる 儀な り 兄 等 御 夫妻 を 驚か せる は 福音 新報 記事 の 

罪と 御^ 申 上 候 御開 業 以來御 都合 好く、 近來メ キリ 御 發展の 由 影ながら 御喜び 申 上ぐ 尙ほ將 

來 祝福い ゃ增 らんこと を 祈る 千代さん も 大きく なられた らん 一 ノせ u へ も 行って 兑 たし 御 招き 

ある こそ 御參 なれと 思 はざる に 非す 然し 目下 チ ヨット 差 支 あり 何れ 近き うちに 參上可 仕 候 瓦 

のうち 敎會 無事 集 八 者晝 夜と も 去年より 稍 冬し 渡 邊莊氏 九月 末歸朝 せらるべし 九日 十三 日 拾 

名 以上の 領洗者 あらん 東京 神擧 社の 人舉者 ボッく あるべき 晃近 なり 秋風 漸 やく 切迫 戰鬪 期に 

入る も 間近し 共に 祈に 勵 まして 進まざる 可ら す 兄 等 一 家 道の ために 自重し 且つ 自愛 せられよ 

八月 二十 六日  .  植 村正久 

烏 田 多 門 様 

〇 第 二回の 外遊 中英國 よ，.^ 寄せし もの (一九二 1 三 5 

富 士見町 敎會の 兄弟 姉妹に 寄す 

啓 益 御 安泰 奉賀 候 小生 も異狀 なく 行脚 を續行 致し 居り 候 此 より 大陸に 向 ひ、 順次 歸途に 就 

くべ く 候 復活 聖日 は 成る 可く 東京に てと 豫期 致し 居り 候 唯 だ市ケ 谷の 大森春 野 子、 士見 町の 

淺見 老 夫人 を 地上に て再會 致し 難き を悲む 然れ ども 之 かために 復活 聖日の 意味 深き を感 す。 ゥ 士 

見 町の 兄弟 姉妹より 來 1;^ を 辱 ふせる もの 多く、 大いに 旅 中の 慰安 を與 へられ 候 深識 多謝、 一々 御 
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找！^ に 及ぶ 能 はす 候 餘は 近日 富士： nj- 町の 講境 より 

つ (一九  一二 年) 

^ 只今 急ぎ 歸宅候 所 一足 違 ひに て御歸 りの あとと 相 成り 實に申 譯無之 候 小生が 家內の もの 

に 申 置 かざりし 無念 後悔 先に 立た す、 殘念千 萬に 候 之に お懲りな く 明卅 一 日夕 慕 頃より 御枉駕 

下され まじく や 使 を 以て 申 上 候 草々 

+•  二月 卅日  植 村正久 

山 谷 省 吾 様 

令 

0  (1 九 1 三年) 

紀 州よりの がー 冋御國 元よりの がー 回 御手 紙い た^き 多謝 此方より 御無沙汰 御； f 化 申 上ぐ 君が 聖 

書 を讀 むの 趣味 加 はるを 悅ぶ 何と ぞハ „ ^精進 信仰の 佳境に 至られん こと を 祈る 柬京は 昨今の 雨に 

て 冷 氣を增 し. S. 候 吾人 活動の 時期 近し 相 見る 日 近き 故 御 健康 都 門に 歸ら る- -を 待つ 

八月 廿 二日  植 村正久 

山 谷 お 吾 様 


o  (一九！  S 

啓 御手 紙 拜見仕 候 朋友な しと は 1!! 情に 驅 へす 然し 兄 は 朋友の 出来る たちの 人 也 遠から す 

慰められん。 甲府 日本 基督 敎會 のために 御 盡カを 乞 ふ。 原稿 は 普通の 紙に て 可な り。 可成 は 十八 宇 

詰に 願 ひたし。 只今 聖晚餐 式に 出懸る 所、 北 (所 も 此所も 祈に. H りて 相 助く る を 得る は 至 幸 

山 谷 省 吾 様  植村！ 久 

3  ( 1 A 一七 年) 

御 約束の 書き もの 先刻 御 別れ 申候以 來間斷 なく 人の 来訪に 妨げられ 今夕 はとても に 合 ひ不 

中 候 月曜日の 早朝 明快なる 頭 を 以て 書き 可 申 候 

御 著述 は 一行 何 字 詰 何 行に 候 や 此 ものに 御 傳言願 上 候 

チヨ ッ とした もの を 斯 くまでの 延引 は 汗顔の 至りに 候 得 共 不惡 御了承 を 請 ふ 

十 一 月 六日  植村生 

齋藤  勇樣 

0  (一九 一八 年) 
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啓 御無沙汰 多 罪 

御辭 任の 趣 遣 憾に存 候 伊セ 崎敎會 のために 悲み申 候 

差 向き 一 年間 富 岡へ 御 出の. S 甚だ 心苦しく 感ぜざる を 得す 齊 らく 御 辛抱 下され 候 は^ 其のう ち 

に 何とか 良き 思案 も 出るな らんと 存候 

五月に は 東京に 修養 大會樣 の もの を 開かるべし 其 節 是非共 御 出席 下され 度 候 篤と 御 相談 可 申 

上 候  ， 

奥様に もよ ろしく 

當方 皆無 事 

餘は拜 眉に 讓る 匆々 

三月 廿 一 一日 

住 谷 天來様 


植 村正久 


〇 ( 一九 一九 年)  . 

啓 大いに 御無沙汰、 御 多忙な らん、 大阪の 方 沙汰 止みに なり もやせん と 空た のみに 致され 候 

此書狀 携帶の 筒井 氏 は 小生 熟知の 基督 者 臺灣總 督府の 技師な り 今度 官命に て歐 米に 赴かる る 事と 

相 成 候 毎々 恐 入 候へ 共-一 ゥ ヨウ ク 等に て 諸事 好都合に 參る樣 御 配慮 願 上 候 宿所、 語學、 信仰 篤 


き 友達 其の 他 可成 は 其專門 筋の 人と 親しむ 機會等 何くれとなく 御 心 添 下され 度 候 同氏 は 小生 V つ 

灣に參 る 毎に 種々 懇情 を 受けし 人に 御座 候 何分よ ろしく 願 上 候 早々 

七月 二十 七日  植 村正久 

高 鳥 武雄様 

〇 旅行 中下關 より 房 州白濱 なる 高 橋 信 太郞宛 2 九 111 年) 

啓 御病氣 はか. <\- しからぬ 由 三月 初め 香港より 歸 りて 房 州に お 尊ね すべし 信仰に より 健 か 

なる 精神 を 保 たれよ 兄の 生涯 は 深き 意味に 於て 惠 まれし ものな り 靈 的に 大 なる 成功で あり ベ 

し 否 現に 然る もの ある を 信す はるかに 祈る。 旅行先 (門 司) 意に 任せす 封入の 金少々 なれ ど 

御用 ひ 下された し 

二月 八日  植 村正久 

高 橋 信 太郞様 

〇 新嘉坡 より、 瓜哇、 なる 藤 澤次郞 宛 2 九 ニニ 年)  . 

啓 新嘉坡 着、 今朝 (日曜日) のと も 三囘の 集會に 列す る こと を 得 申 候  . 

書  翰  二八 七 


0  翰  二八 八 

着す る や 直ちに 接 手せ る 御手 紙の ために 多謝。 封 人の 寫眞に 奥様 及 二り の 愛兒を 見て 欣慰。 兄が 渡 

南 以來の 御 様子 も 紙：. g に讀 まれ、 主に 在りて 健 鬪棄戰 せられつ & ある を 感謝 致し 候。 御 家族の 上 ま 

た^ |1 者と しての 御 勤務 (八  1: 社の) にも 祝福 を 祈り 候 

梅 森 氏より 兄が 當 地に 於て 近の ために 盡 されし 次第 も 承 はり 大いに 勇氣 付けられ 候 主に 於て ます 

く 多く 貢献 せらる、 を 期待 致 居候 兄 及 御 家族の 事 まさしく ョ ハネ 第三 章 第二 節の 如く なれ か 

し 

來赛に 或 ひ は 御歸朝 云々 御 夫婦と も 常然御 休養に も あり 其れが 確かなる 事資 になる 樣 最も 願 はし 

く；：^ 候 御 心 人り の ステッキ 梅 森 氏より 受取り 御 禮申上 候 寳は 新嘉坡 上陸せば 必らす 買 ひ 求めた 

く 思 ひて 居りた る ものに 御座 候 

今朝 十 時 此港を 去る 豫定に 候 最早 朝の 食事 また 八 時の 集會 時には 迫り 侯た め 取り急ぎ 一寸 ー擎 

九月廿 七日  植 村正久 

藤澤 次郞樣 

0  (一 九 二三 年) 

拜役 今回の 1K 災に付 御見舞に 預かり 奉 萬 謝 候 實に EI も あてられざる 慘狀 悲痛の 至に 御座 候 

た i.^ つて 同情 を 深め 彼 害 者の 爲 めに 何 かなしつ、 有 之 候 兄姉の 御 同情 も 感謝！ 能 在 候 川戶 一家 


は 無事 に 、避難. いたし 家 も 火災 を 免 かれ 候 先 は 御 禮旁右 迄 拜具 

七月 计 六日 

山 谷 省 吾 樣 

0  (一 ニニ 三年) 

啓 先日 は御國 許より 御手 紙いた だき 多謝、 旅行 やら 其 他 多忙な りした め 御 無音に 打 過ぎ 候。 御 

勤務の 事に 付 先日 も 御 感想 を 承り 候。 然し 何れも 秋風の 世の中 主に 依りて 忍耐の 外な けん。 正しく 

智く御 歩み 被 下 度 候。 何れ 近々 中に お 目に 懸 りたし。 鷲津 氏と 御 交り 被 下 度 候 

山 谷 省 吾 樣 

0  (一九二 1 二 年) 

啓 暑中 御見舞 下され 奉 多謝 候 御 一 家の ため 祝福 を 祈り 居り 候 

災後 の 御穀鍊 いよく 佳境に 進みつ- M める の 御 様子に て 小生ら も 勇氣づ けらる. - 心地 致し 候 

尙ほ 一 所に 『內省 精進の 誡』 を 致すべく 心驟 けたき 儀に 御座 候 敬具 

祌田中 猿樂町 一七  植 村正久 

西  鎭稳 

番  m  二八 九 


0  翰  二 九 O 

0  (一 九 二三 年) 

啓 取 急き 申 上 候 

海上 平穩、 今朝 六 時 前 鹿 兒島着 仕 候 

すべて 御 厚情 多謝、 船の 機關 長に もよ ろしく ぬひ ちん、 (註、 縫 賃.) 齒ゃ うじ、 ネ キタイ 洗た くや 其 

他少 々 負債 あるべし 出立の 時相 忘れ 申 候 封 中の もの 不足なる ベ きを 恐る 御 受領 下され 度 候 

奥様 御兩兒 皆さん へ よろしく 

八月 廿 一日  植 村正久 

芹澤様 

0  ( 一九二  a 年) 

啓 御手 紙拜兌 仕 候 榮 さん 御 夫婦 不慮の 御 災難 何とも 驚き入り 候 如何なる 事に 候ら ひし か 御 

案じ 中 上 候 御 一 報 を 煩 はした く 候 

滿洲行 豫定の 如く 實行六 かしく 相 成り 候 御計畫 のた め 微力 を 致し 得ざる を遣憾 に^ 候 然し 氣 

候 は 稍 難儀に 候 得 共 明年 一 月 一 一月の 交に 參り 度存候 然し そちらで 御 困りなら ば やめに 致すべく 候 

御 序の 節 三 好 氏ら と 御 打合せ 下され 候 は^ 幸甚 


十月 十 g: 日 


植 村正久 


滿洲撫 順 贵山幸 次郞様 


0  (一九二  S 年) 

御 親切に 御 書き下さつ たもの を拜 見いた しました。 兄が 祌に とら へられた 順序 を 知り 得て 共に 感謝 

せざる を 得ません。 小生ら の 様な 傳道 者に 取りて は、 大 いなる 獎 勵を與 へられる 心地し ます。 ます 

ます 謙虚 精進い よく 深き 生活に 御 進み 下さい。 必らす 主の 御用に 立た る- - こと 多大なる ベ きを 疑 

はす。 

七月 三日 

新宫町 簸本宗 一 樣 


書 


翰 


二 九； 


雜 


天 琼院殿 の 葬送 を觀 て 感を 記す 

昔し ig- 照 公一：； 河より 出で 、常時 天の下 麻の 如くに 亂れ たる を 伐り 鎖め 元 和 假武以 來：： ij- 平 1 1 百餘 

の 霸業を 江戸に II きたり。 その 制度 盡く 美な りと いふべ からすと い へど も 一 t 朝の 文物 典 然とし 

て觀 るべ し。 其他社稷を寓^に^^ふるの；1.:^^1みな=;;はりて能く六十餘州を治めたり。 時 誰か 德川 

の： 大下 成と iP へざる もの あらん や。 然れ ども 時勢の 變遽 人の 意想外に 出る もの あり。 終に 明治 雕 

新の 革命 を 生じ 慕-肘の 威武 地に 落ちて 今 n の 世態と はなり ぬ。 是れ 固より^ 止む を 得ざる の 勢よ 

り 起れ る ことなり といへ ども、 15 代 恩顧の 士 太夫の 心に は-おん ぞ之を 痛まざる を 得ん や、 世人 曰く 

『時勢 を 知り て 之に 從ふ もの は 智者な り、 維新の 際敢て 王 命に 抗し て 兵 を 弄した る もの は大雜 名分 

を辨 へざる なり 云々』 と。 此れ 今：：：： の 世に は 至極 人情に 適 ふ 議論なる べしと いへ ども、 此の 一：；.：； を 吐 

くもの 未だ 正の 大義名分 を 知らざる のみ。 企 を 以て 之 を 觀れば 維新の 際舊朝 (之 を 云 ふ は 非なる 

か) の士、  i^K を 舉げて 王： ホに抗 したる は 古へ より 邦人の 養成せ る 忠愛の 心より 出で たる ものに て、 

. 各所に 間え たる 炮聲 は士 人が 胸に 蒂 へ たる 遊德心 の聲を 揚げて 世に つれ 勢に 附く 彼の 翻々 たる 輕 

男子 を雜 詰した るに 過ぎす、 薛 朝の 倒る、 に^し 一 丘ハ にも 衂ら すして i$ 耀ら ば是 れ； = 本に 良心の 跡 

天お +院 殿の P 今』 も觀て ig も 記す  11 九 五 


天璋院 殿の 葬送 も 觀て感 ち. 記す  二 九 六 

を 絶ちた るな り、 決して 賀 すべき 事に 非す。 余 は 鮮血 袢を漂 はし 戰士の 屍 山野に 々たる を MJ- て 之 

を 心地よ しとい ふに は あらね ど、 鮮血 も 良心 を佔ひ 得る に は 廉き慣 な.^ と 信す るな り。 故に 當時王 

軍に 抵抗せ る 輩 を 指して 妄りに 國賊と 呼ぶ は 余の 與し能 はざる 說 なり、 思 ふに 尊王の 熱 (眞 正の 尊 

王 心に は 非ら す) 大義名分の 虛聲も 次第 に簿ら ぎ て 適當 の 點度 に 復し 吾！： 近代史 の 面 E を改 むる の 

日 は 近き にあり。  - 

一 ろ 

余 は 平素 此の 思想 を 十分に 懷 くもの なり、 故に 維新の 事 を 回 憶 するとき は 心中 自ら 快ら す、 不覺 

に 古人 を 忍ぶ の 情 を 起して 毎ね に 興亡の 跡を悲 めり (余 は 決して 今日の 變動 進歩 は 維新の 改革に 由 

ら ざれ は 起る ことなき を 知らざる に 非す)。 心 ある 世人 は 必らす 余輩が 斯る 感情 を懷 くを容 さる  >な 

るべ し。 憶 ふ 昔し 戌 辰の年 國 家の 顧 覆に 遭 ひ 族 本 八 萬の 士 方に 流轉 して 計の 出る 所 を 知らす、 時 

もた レ  ， .  . 

に 余 未た 弱冠に 滿 たす とい へ ども 世の 有様と 勢ひ默 止が たく 藤 世 住み 來 りし 家 を 離れて 所々 に 流浪 

し 具 さに 艱辛を 嘗めて 渐 やく 糊口の 業を營 み、 明治 九 年に 至り 復び 江戸の 舊 都に 歸 りて 見れば 事物 

の 變遷資 に 驚かる \ ばかりにて 懐古の 情頻 りなり しが、 一夕 將軍家 香 花の 地なる 東臺に 至る。 さし 

お ほかた ；ん JJ リ  -  ,ゝ 

も 世に 壯大 なる 堂塔 伽藍 も兵雙 のために 大方 殘餘 なく 亡び 失せ、 靈廟の 金色 は 夕陽に 映 じて 茂林の 

み わた 

なかに 輝く とい へど も 昔の 姿 あ ともなし。 忍 岡に 上りて 府中の 結構 を侃瞰 すに 英雄の 覇 Mi 全盛な り 

し を 想 見す るに 足れり。 余 こ- - において か 感慨に 堪 へ す悵 然とし て 堂 下に \ィ めば 悲風面 を 打ち 孤月 

皎々 として 樹 梢に 現 はる、 是れ 今より 八 年 以前の 事な りしが 雨來 1^ 臺に 遊ぶ こと 屡な りし かど 牲日 


の 感慨 次第 に 薄らぎて、 今日は 余が 彼の 公園に 牲 きて 感 する 所 毫も 尋常 の容に 異ならす 人 亦ナ W な 

る もの ありと 云 ふべ し。 

今 U  (五日) は 天萆院 殿の 葬送な りと 聞きせ めて は 之 を 道の 邊 にいで 迎 へて 舊き 因に 報いん と 欲 

し廣 小路に 至れば、 車馬 絡 It として 引き も 斷らす 供奉の 美く しく 夥しき はさす がに 十三 代將 軍家定 

公の 夫人の 葬送な りと 人 もい ひ 余 もまた 然か 思へ り。 供奉の 方々 を 見れば 中には 德川 家譜 代の 大小 

名 も 少なから す、 この 日 は家定 公の 夫人の 薛 送に 供奉して 將軍 家の 御成 道 を 通行し 德川氏 香 花の 地 

なる 東 豪に 赴く こと 故、 心 ある 人 は 必すゃ 昔し を 思 ひ 出で て 懷舊の 情 を 催 ふされた るな らん、 況ん 

や 多き うちに は 親しく 家定 公に 侍き 奉り 其の 葬送の 供した る もの も ありし なるべし。 年老 ひたる 旅 

下の 士族の 窮 したる が 道 邊に柩 を 見送り 互 ひに ひそめき あ ひて 昔し を 語り、 或は 其の あたりに 久し 

く 住める 商人 等が 店頭に 坐し 今に， H りて 古 へ を 論す るな ど 聞く につけても 八 年 前の 如き 感慨 一 時に 

起り 來 りて 不覺に 袖を濡 しけり。 變轉 常な き 世の中と はいへ さてく 斯 くも 甚 しき こと 哉。 おのれ 

は 程なく 禪師 公騰の 手に 懸 りて 死ぬ る 身なる を も 知らで、 鎌 倉の 榮 花に 心う ば はれ 嬉 びの 餘 りに 

宫 はしら ふとし きたて てよ ろつ よに 

いま そった へん 鎌 倉の 里 

と； 一助 じたる 彼の實 朝 公の 故事な ど 思 ひ 八：： はされ ていと： 哀れ ぞま さりけ る。 

さはれ 

遮 莫淸盛 賴朝北 條足利 織 田豐臣 なんど 古へ より 天下 を 掌に 握れる 者 多 けれど、 家述の 終り を 善く 

天 if 院殿 の 葬送 を 觀て感 も 記す  二 九 七 


余が 基督教に 入りし 顕末も 述べて 曰 木國第 1 の新效敎食の^^立に及ぶ  二 九 八 

せす 殺戮の 跡 を 止めた るに 獨り德 川の みは さる こ ともなく 或 人が その 日の 葬送 を 見て 「亡 朝の 葬式 

にて 漸くの 如く 盛んなる もの は 古へ よりかって 無き 所な らん」 とい ひし 程な りし は、 isi: に 時運の 

倖 乎、 將 に列祖 の餘澤 なる 乎、 余 は 之 を 知る に 苦まざる なり。 

1 八 八 三年 1 二 月 (東京 毎週 報し 

余が 基督教に 入りし 顚末を 述べて 日本 國 第一 の 

新 敎敎會 の 創立に 及ぶ 

慶應 明治の 大亂に 家 を 失 ひて、 便るべき 方 もな く、 楫を絕 へし 小舟の 如く、 心細く も 浮世の 波間 

に 漂 ひ 出で たる もの 其の 數を 知らす。 二十 有餘 年の 昔、 今 は旣に 夢の 如く 覺 ゆれ ど、 當時を 顧み 

て、 親 達の 苦心し 給へ る ことな ど 思 ひ 出れば、 坐に 腸を斷 つの 情を禁 する 能 はす。 江戸の 住居 も 快 

らす、 邊 土に 空しく 日を經 過す る も 計 を 知らざる に 似たり とて、 親等が 僅かの 資金 を携 へて 横濱に 

至り、 怪しげなる 九 尺 間口の 家 を 借り 給 ひし は、 明治 元年の 夏 過ぎて 未だ 程 を經ぬ 頃に て ありき。 

かくて 露の命 をつな ぐべき 業 を 得て、 稍々 運の よかり しょり 更に 他の 家に 移り 住みぬ。 余 は 年甫め 

て 十一 一、 素より 敎 育の 方針 を 示す ものなければ 確と 定めて は 修行の 途に就 かざりし かど 母なる 人 

の、 平生 敎へ給 ふよう、 汝は武 子の 子 なれば、 健氣 なる 壯夫 となりて、 家 を も 興し、 名 を も 擧げょ 


とて、 稗 史小說 など を 引き、 懇切に 鼓舞 激勵し 給へ. り。 其の 一一 一一 C 尙 耳元に 留まれり。 中 夜 これ を 思 ふ： 

とき は、 慈母が 嚴 かに 且 慈しみ 深き 溫容に 接する が 如き 心地 ぞ する。 母の 敎へ給 ふうちに、 分けて： 

加藤淸 正の is^^ を 賞め 稱 へて、 斯く ありて こそ 3M の 武士と は 云 ふ 可き なれと 宣 へる こと を 常に 問き た- 

れば、 之 を 以て 我が 崇拜 する 英雄と し、 朝に は 起出づ ると ともに、 夕に は 夜食 を IK し 終る とと も 一 

に、 淸 正の 祠 に參詣 して、 一 日 も 怠る こと 無 かりき。 佘祌 前に 蹲跟 して、 武運 長久 を 祈り、 素懐 を 一 

吐露して、 前途の 事 ども を 念じ 申す 問に 感激の 淚に 咽び て、 傍の 人に 怪しまれし 事 も あり。 或 時 は 一 

淸 正の 武具して、 威風 凛 然と 立てる 畫像を 仰ぎ見て、 勇猛の 氣 自ら 總 身に 滿ち、 精祌ー到何^？^^成 

ら ざるべき と 雀躍して、 家に 歸り しこと も ありき。 母の 庭訓、 淸 正の 鼓舞、 I ぼに 余 を敎 育し、 今に- 

至る まで 銷 磨すべからざる 痕跡 を、 余が 心 上に 遣し をき ね。 明治 三年の 赛 かと 覺ゅ、 父なる 人 II ら 

す も 洋學の 功德を 語り 聞かせられ、 今の 世 身 を 立つ るの 道 之に 勝れる ものな しと 母に 吿げ給 ひし か 一 

ば、 母 は 之が 師 たるべき 人 を 覚め 出し 余 をして 其の 學に 就かし めんと 熱心し 給 ひしが、 幸に して 石 

川 某と なん 呼べる 人の 塾 を 開きて 辨天社 (ベ マの 横 濱辨天 町 通.； ハ 丁目 邊 なり) の 傍に 在る を閒き 出した 

り。 斯くて 或 人の 紹介に て 余 は 其の 人の 家に 擧僕 として 住み込みぬ。 泣く く 親の 膝下 を 離れ 行く 一 

時、 母の 論し 給 ふやう、 汝が 願望の ため 一切の 魚肉 を斷 ちて、 淸正 公に 祈誓した る は 殊勝 なれ ど、 ： 

家と 他家と は 異なる も のぞ。 石 川 氏の 家に 往 きたる 後、 我 は 魚肉 を 食べすな ど 云 ふ 時 は、 三回の 荥ー 

を 作る に 複雜を 生じ、 傍輩の 煩累と なること 少 からざる べし。 さあり て は 反りて 身の 不利益と もな 一 

余が 基督教に 入りし 顕末も 述べて H 木 S: 第一の 新教 教會 の^ 立に 及ぶ  二 九九  一 


余が 基 哲敎に 入りし 願 来 を 述べで 日本^ 第 一 の 新教 教^の 創立に 及ぶ  HOO 

りなん。 然 のみなら， f 是 より 身 を 勞し心 を 遣 ふこと 繁く 成り もて 行く もの を、 魚肉 を 食べ， f してい 

かで 身 を 健やかに 保ち 得ん。 妾汝に 代りて 今より 一切の 魚肉 を斷 つべ {。 魏の誡 心の 子に 代り 難き 

理ゃ ある。 汝は 彼の 家に 到る と 時に 精進 を やめよ と、 難き 母の 言に は あれ ど、 さあり て は 軟弱 

く 在す 御身の 上 心！ f,^ なしと は 思へ ども、 云 ひ 出で て は 後へ 5^ き 給 はぬ 性質なる にぞ、 本意なら す も 

仰す るが 儘に なしぬ。 

石 川 氏 は 性質 惡 しき 人に 非す。 何となく 長者の 風 釆を備 へたれ ど 品行 正しから す、 問々 放蕩の 擧 

動を爲 せり。 其の 塾 も 頗る 狼籍を 極めたり。 同窓の 人 皆し きりに 舊習を 罵り、 闪循を 嘲り、 神佛を 

惡ロ する こと し。 余 も 何時と なく 其の 風に 咸： 染し、 祌の事 も 淸正も 皆 胸中 を 退き 去りて、 生意氣 

なる 書生 風と はなり ぬ。 常に 謠 うて 曰く、 書生く と 云 はんす けれど 今に 五大洲の 王と なると。 生 

意氣 日々 に 長 じ、 無頼の 風月に 進め ど、 擧問は 一 向 進ます。 此は 余が 罪の みに あらす。 師 なる 石 川 

氏 は 一年の 問、 企に 英書 を敎 へし は 前後 三回の み。 余 は 唯 其の 妾なる 人に 驅 使せられ て 可惜 光陰 を 

费 せり。 上に 述べし 如く 淸正 を拜 する こと は 止みたり。 余 は 神に 赛 する こと を迂 腐と 思へ り。 然れ 

ども 靑 雲の 志 は 一 日 も 之 を 忘る & こと 能 はす。 母の 訓、 其の 斷 機の 慈愛 は 片時 も が 方寸 を 去りし 

にあら す。 一 日靜 かに 已往 一年の 事 を 顧みて 且つ 驚き、 且 愧ぢ、 慨然と して 方向 を轉 する に 心 を 決 

し、 親の 家に 歸 りて 之 を 母に 謀れり。 母 はかね て 余が 事に つき 心 を 傷め 居 給 ひし こと 故、 此に 至り 

て 一議 も 無く、 疾く 彼の 家 を 辭し來 れと宣 へり。 父なる 人 も敢て 異論 を 唱へ給 は ざり き。 


余 は 家に 歸 りしより 一 日 も 早く 良師 を 得て 再び 業に 就ん と 心に あせりし かど、 如何せん 當時英 

に 通じた る 人 極めて 少な かりし かば、 思 はす も 徒に 二三 ヶ月 を經る 程に、 父の 營 業に 厄 返の 起り 來 

りて、 家計 頗る 困難に なりたり。 之が 爲 になすべき ような く 其の 年 (明治 w 年) も{仝しく|0^:れなん 

とせり。 辛く して 父 は 再 び簿 給を受 くる こと.^ はなり ぬ。 然れ ども に擧資 を 給す る こと は、 とて 

も 望み 難き 有様に て ありき。 (編者 註、 なし)  (一 八 八 九 0 年 三 S 

ァ メル マ ン氏米 國に歸 る 

去る 八日 風雨 甚だ 猛烈な りしに も拘ら す、 數 多の 內 外人 芝 白金の 明治 舉院 祌學科 講堂に 參棠 す。 

ふ 化 Sf 

こ は 同學院 の敎授 博士 ァ メル マ ン氏 病の ために 止む を 得す 米 國に歸 り、 恐らく は復び 日本に 來らる 

る/しと 期す ベから すと 聞き、 門人 舊故相 集り 氏を迎 へて 告別の 會を催 ふせるな り。 會 する 者す でに 

坐に 滿 ちぬ。 午後 二 時 少しく 過ぎた る 頃、 會長 井深 梶之助 氏先づ 立ちて、 ァ メル マ ン 氏に 對し、 舊 

門人 連 著の 告別 文 を朗讀 す。 次に 山 本秀煌 氏と 余と はァ メルマン 氏が 麵町、 下 谷の 二 敎會に 於け る 

緣故淺 からざる もの ある を 以て、 右二 敎會を 代表して 吿 別の 辭を 述べたり。 斯くて 博士 ィム プリ ー 

氏 は外國 宣教師 を 代表して 懇切なる 演說 をせられ たり。 此の 時ァ メルマン 氏 右の 告別 文、 演說 等に 

ァ メル f- ン氏米 國に歸 も  三 〇1 


ァ メル， ン氏^ SI に 歸 る  三 〇 二 

對 して 感謝し、 併せて 今日まで 自家の 精神主義と なせし 所 を略說 し、 終りに 臨みて 曰く、 余の 神學 

上の 敎育は 三つの 原則 を 以て 支配せられ たり。 (一 ) 余 は 人類の 罪 ある 事 を 信す。 (二) 余 は 神聖なる 

基督の 實に 人類 を 救 ふの 大 主たる を 認識す。 (三) 余 は 日本 國 民の 一 日 も 早く この 救 ひに 入り、 其の 

慈愛 ある 神の 民た らんこと を渴 望せ りと。 言詞 痛切、 氏が 平素の 信仰、 言外に 溢れた るを覺 えた 

り。 茶菓の 饗應 ありし 間に 博士、 フルベッキ、 奥野昌 綱、 博士 カク ラン 諸氏の 演說 あり。 而 して 會 

の 散 じたる は 日將に 暮れなん とする 頃に て ありし。 

橫濱の 山手 二百 十 一番 館 は 米 國の人 故 博士 ブラウン 氏の 居 宅に て ありき。 家の 背後に は 芙嶽を 望 

むべき 一 小窒 あり。 ブラウン 氏の 書架に 群籍を 列ね たる 前に 六 七の 長椅子に 坐して、 n 々業 を 受け 

つ りし 者數 人。 今の 日本 基督 敎會 に屬 する 知名の 士 にして、 此の 象 塾より 出で し 者 最も 多き に 

居る。 一千 八 百 七十 六 年の 夏、 ジニ ー、 エル、 ァ メルマン 氏、 「タツ チ、 リフォ ー ムド」 敎會 より 差 

遣せられ て 日本に 來り、 居 を 横濱に 卜せら る。 氏 また 此の 家塾に 一 臂の 援助 を與 へられ、 數舉、 感 

史、 グ リシ ァ語、 能辩 術、 祌擧等 を敎授 せられたり。 其の 敎授 する や 懇篤 を 主と し、 生徒の 利益 を 

圖 らんが ために は、 毫も 其の 勞を吝 まざりき。 これ 其の 門人 等の 心に 銘 して、 記憶す る 所な り。 ァ 

メルマン 氏 は 此の 家塾に 在りて 業 を 授けられし のみなら す、 橫濱 居留 外人の 設立せ るュ 一一 オン 敎會 

の 牧師と なり、 其の 安息日 擧 校の 校長と なりて 大いに 功 を 奏した る もの、 如し。 氏 はまた 毎週 一 

囘內 外の 有志 十 數名を 己れ の 家に 集めて 噴の 歷史 を講述 せり。 其の 事務に 鞅掌して、 倦まざる こと 


常に 斯の 如くに て ありき。 一千 八 百 七十 六 年 プレス ビ テリアン 派の { 一 且敎師 等と 協議して、 此の 家 Si 

を 東京に 移し、 合併して 一 の 祌學校 を 組織す。 數 年間 一致 神擧 校の 名 を 以て 知られた る もの 卽ち是 

なり。 ァ メル マ ン氏 もまた 東京に 移住して、 其の 祌學敎 授を檐 任し、 實際は 校長の 地位に 立ちて 火 

いに 盡 力せられ たり。 一千 八 百 七十 七 年 (明治 十 年) 十月より 以來ァ メルマン 敎授は 十 年 一 日の 如 

く 此の 學校 のために 勤勞 せられた るな り。 日々 講堂に 立ちて 祌擧を 講じ、 敎會の 藤史を 口授 せらる 

ると 同時に、 氏の 筆 は 敏活に 運轉 して、 數 部の 有益なる 著書 を 世に出せ り。 其の 新約聖書 祌 は 日 

本に 於け る 此の 類の 研究 を前驅 したる ものな り。 其の 有神論、 天地創造 論、 救 拯舉等 其の 他數 部の 

系統 祌擧 に關 する 書籍 は 氏の 最も 頭 腦を勞 せし 所な らん。 此の 外敎會 政治 を 論す る 一 小冊子の 如き 

もの も 尙ほ數 種 あり。 同氏が 斯の 如く 敎授に 於て、 また 著書に 於て、 勞 する 所 甚だ 多 かりし 察 は、 

其の 事務の 多忙な りし 割合に 比する 時 は、 實に 著しき もの ありと 謂 はざる ベから す。 

蓋し ァ メル マ ン氏 は單に 文章 口才の 人た るの みに 非 ざり しなり。 氏が 一 箇の好 事務家た る こと は 

來 朝の のち 間も無く、 其の 友人の 認知す ると ころと なりぬ。 亞細 亜 協 會は氏 を 以て、 其の 會長 とな 

し、 理事と なしぬ。 傳 道き 社 は 之を會 計に 住 じたり 。「ミツ ショ ン」 に屬 する 工事 あれば、 人 先づ氏 

を 推して、 之 を 監督せ しめたり。 其の 他 氏の 關係 せる 理事 會、 委員 會の 如き は 枚 擧に遑 あらざる な 

り。 日本に 設立せられ たる 米國 聖書 會社 支部の 如き は 全く 同氏の 創意に 出で たりと 云 ふ。 務を執 

る こと 斯の 如くに 多く、 書 を 著 はすこと 斯の 如くに 多く、 人 を敎授 する に斯の 如くに 務めた る もの 

ァ メルマン 氏^ II に歸る  三 〇 三 


ァ メルマン 氏^!: に歸る  三 OH 

幾人 か ある。 あ， -ァ メルマン 氏の 如き は 勤勞の 謹に 非す や" 

近年の 事 は 余輩の 熟知す る 所に 非す。 明治 十 年より 十 叫 五 年の 交に 至る まで 氏 は、 日曜日 朝、 麴 

町の 人 H 堂に 至り、 其の 翁窟 なる 疊の 一隅に 坐して、 其の 進歩に 心 を ffl ひ，^ 午後 は 下 ハ介練 解 町 十四 番 

地なる 矮屋 の十疊 ばかりの、 趣 敷に 講義 所 を 設けた るに 參會 し、 夏 も 冬 も、 膝 折り敷きて、 橡の傍 

ら 柱の 邊 りに 坐して、 或る 年少 傅 道 者の 勞を 援助した るが 如き、 平素は 之 を 忘却すべき も、 今 其の 

歸國の 刖を吿 ぐるに 當り、 豈懷舊 の 念に 堪 ふべ けんや、 下 谷 敎會の 人に して 氏が 懇情 を 辱 ふし、 今 

已に世 を 去りし 兄弟 妹 姉 も 少なから す、 共のう ちに は 此の 文 を 草す る 余の 父母 も 加 はり 居るな り。 

聽衆 僅かに 四 五楚に 過ぎ ざり し 頃より 十數 名の 信徒 渐 やく 結合して、 一 敎會を 成す に 至れる まで、 

を勵 まして、 氏の 傍らに 坐し、 日曜の 講 席に 列な りたる < ；-が 母は疾 くに 世に 亡き人の 数に 入りた 

常時の 年少？^ 今漸 やく 老ん とす。 あ k 天地 は 逆旅な り。 吾人 はせ ハの行 客た るの み。 分 合 離 聚何ぞ 

常 ある を 期せん。 余輩 懷舊 の淚を 以て、 氏が 往時の 勤 勞を憶 ひ、 景 慕の 情 を 以て 共の 離別 を惜 まざ 

る を 得ん や。 

ィム プリ ！■ 氏が 告別の 演說に 曰く、 余 は 故國に 在りし 時 親しく ァ メル マ ン 氏と 交 はりし 事な し。 

然れ ども 余はァ メルマン 氏 を 知りたり。 敎師會 に 於て 之 を 見た る さあり。 氏が ユウ ァ ー クに 於て 牧 

師 たりし 敎 會は隨 分立 派なる ものに て ありき。 氏 は 米國に 在りて 前途 多望の 宜 X 扯 .1 なりし が、 一朝 


志 を 立て 外國の 日本に 来り、 易を棄 てて 難き を 取りて、 此の 事業 を負撸 せり。 …… 余が 部，」^ りし 

とき、 知人 某々 等 I りて 曰く、 ァ メルマン 氏 しと。 S のち 數曰 墓て 人の f を g くに E 

く、 ァ メルマン 氏暫 らくの Si 舟行に 由り て、 其の， を 養 ひしが 今 其の 氣カ舊 に 化" し、 だ 健 かなる 

有様に て歸 家せ りと。 余 は 望む、 ァ メルマン 氏 今 病の ために 米 1- に歸る といへ ども 太平洋の， ひ， J,^ 

を 健 K に復 し、 I して 復び 日本に ，來 らし めんこと をと。 余輩 はィ ムブリ —氏と 共に 氏の ため 

に 同 一 の 希お； i を 嵐 せんと 欲す。  (一 A 九 二  二  5 


或 人の 亡兒 


或 人 六 歳ば かりにな りたる 愛子 を 失 ひき。 取りき したる 魚 は 何となく 大き やかに 兑 ゆる ものな り 

とか。 亡せ たる 子の 面影 忘れ 難く 世に も 稀な Kfeg^r し を、 天 命と は 云 ひながら 惜しむべき こと 

なりと て 悲哀の 情に 得た/す。 


其の 子が 亡せ し 前の 日、 兩 親が 枕邊 S 踞りて 祈りせ しとき、 彼 は 一 と聲 高く 明かに ^0^0 

り」 と 言 ひたり。 臨終 近き に 在る を豫 知せ る 親の 胸中 突ん 裂る る 許りにて あり けん。 北 (银 命の 際 こ 

近付きし とき は 視力 漸 やく 衰へ、 耳に 聞 ゆる 物音 も^だ 微かに なりぬ。 彼が 眼に は 日月 も 鳴くな り 

或 人の 亡 ts 

三 〇 五 


、：？ ： 人の 亡 c: ル  三 〇 六 

たり。 今まで 之 を 慰め 勵 しつる 母の 言葉 も 定かに は 問えす。 父が 呼び 立つ る S も 夢現の 問に 在る が 

如き 心地せ しならん。 六 年の ii 住み 馴れし 此の世界、 愛し 親しめる 父母 姊妹 次： に 消へ 行きて 寂寥 

ますら を  を 

しき 死の 河 を獨り 渡り つ tf。 丈夫の父も3;;^^と愛しむ母も彼が傍に在りてカを添ゅる こと 能 は 

す。 あな 無 慘の第 や。 北ハの 心細 さ 其の 怖 さ 如何な らん。 然れ ども 期く 思 ふ は 僻める に 非す や。 父母 

よりも 深き 愛 を 以て 之 を 愛する もの 無から す や。 左て こそ 父 は 其の 枕邊に 伏して 祈り たれ。 ぁヒ； K 

父 此の 子 今將に 死の 河 を 越えん とす。 兩 叙の 力 を 以て 之 を 慰む る こと 能 はす。 世 を 去り、 父母の 手 

を 離れて 行きつ. - ある 此の 少女 を 護り 給へ と。 言 ひ 了り て 丈夫 も 泣きぬ。 其れが 妻 も 伏し 沈みぬ。 

彼が 息 絶え ra;^ てし を！ れば 眠れる が 如き 面影、 物言 はんとす る 口の 美 はし.！ では、 愛らしく も贵か 

りき。 此の世に 屬 せざる 靈光 彼が 魂 を 輝かし けん。 稚兒の 我に 來る を然 する 勿れ、 凡そ； 人國に 人る 

もの は 断の 如くなら ざるべ からすと 言 ひ つ k 之 を 祝ぎ 愛しめ る 君が 恩惠を 兩親は 深く 感じた る 

ならん。 

おさな 兒の父 は 言 ひき。 我が 愛する 女 を 亡へ るに つき、 熟々 と 過ぎ 來 しかた を 顧みれば、 感 する 

こと I 取 も 多 かり。 先す 第一 に 子 を 愛する 心 の^だ 不完全な りし を覺 りぬ。 子 を 失 ひての み 最も 心 苦 

しき は 之 を 愛する ことの 不十分な りし を感 する に 如く ものな かるべし。 父 も 母 も 之 を 愛せざる に 非 

す。 左れ ど 如何に せん 其の 愛 心に 破綻 多くして その 缺點掩 ふこと 能 はざる たり。 父と 云 はんも 耻 

し。 母と 稱 へんもう しろめた き、.： ：- 地 こそ すれ。 人 の^ 心 は 宇 { 巾の il にて 1;^ も 高く 设も 深き ものな 


るか。 然 らば 最も 高く 鼓 も 深き もの は 甚だ 不完全な りと 謂 はざる ベから す。 呼 天地の^ 3 队 〈正の 親 

心なき か。 人 問の 親心 は 波に 動搖く 月 影の み。 向上け 看れば 一輪の 明月 皎々 として 屮 天 に懸れ り。 

のた  へりくだ 

此れ こそ 吾が 獨 生の 愛子 なれと 官 一 まへ る 天 父實に 在り、 人間の 父母 謙遞 るべ し。 在 1K の 父の 如くに 

其の 愛の 全き を 求めざる 可ら す。 …… 我れ 親と して 子の ために 苦心せ し所少 からす。 之 を 愛する の 

情 切なれば なり。 我れ その 身 を 養 ひ、 其の 嬉笑す るを樂 しみ、 其 行く末 を 謀りたり。 然れ ども 我が 

心 は 彼が 靈 性の 發達、 道德の 修業に 車ら ならす。 反って 其の 肉體の 事に 專ら ならん とする の倾 あり 

しなり。 彼が 病」. j£ に 在りて、 食事す M ます 身體 日々 に衰 ふる 有樣を 見て 憂苦の 情 一 と 方なら す 其の 

口に 適する 調理法 もがな と 殆んど 狂 はんば かりに 奔走せ り。 彼が 病苦 を 救 はんがた めに は 中々 に 心 

を摧 きたり。 然れ ども 病と 彼が 品性の 關係 及び 彼が 靈 性の 發 達に 付て は 思 はざる にあら ね ども m 心 ふ 

ところ だ 愚かに て ありし なり。 全世界 を 獲る も 靈性を 亡ぼさば また 何の 益 か あらん。 朝に £1 を 聞 

きて 夕に 死す る も 可な り。 よしや 病に 胃 さる & とも、 苦痛 喻 ふるに 物な からん とも、 たと ひ 肉體は 

朝露の 如く 消 ゆると も、 之が ために 其の 靈 性の 修養 を爲 し、 其の 人と 爲り 高贵 なる 程度に 逸み、 少 

さか にても 上帝に 近寄る こと を 得な ば 彼の 幸福 我の 感謝 之に 過ぐ る もの あるべ からす。 . ^-死 榮辱は 

最も 貴重なる ものに 非す。 人間の 至尊なる もの は靈 性の 發達 なり。 魂の 成長な り。 我が 子の 靈性は 

如何なる 有様なる か。 彼が 健全な りし ときには 之 を 思 は ざり しに 非す、 また 聊か 之 を 務め ざり しに 

も あらす。 只 其の 割合に 不十分な りし を 知る。 殊に 病に 棍り てよりの ち は 大いに 此の 缺點 ありし と 

成人の 亡兒  三 〇 七 


或 人の 亡兒  三 〇 八 

覺ゅ。 我 は 愚かなる 親に て ありき。 

おさな 兒の 父母 は斯の 如くに 不十分なる 愛、 痴情に 等しき 心 を 以て、 之 を 養育し 來れ り。 然れど 

も； 大父は 其の 問 常に 之 を 導きて、 其の 精祌を 修養し っ& ありし なり。 其の^ 中に 至り、 神の 護し 

たま ふこと！ に 著る く彰 はれたり。 彼 は 片時 も 母の 傍 を 去る こと 能 は ざり しもの なる に 病の 爲 めに 

止む を 得す- ii^^ に 入る 、 こと \な りたれば 思 ふま & に 之と.^ もに 居る こと を 〔；； ： ざり き。 ^は その 妹 

のために 割愛して 虔. -母を 離れざる を 得 ざり き。 然れ ども 其 事情 止み難き を 知り たれば 己の 寂雾し 

さ を こらへ て 妹の ために 之 を 忍べり。 苦き 藥、 溫 かき ホウ ムと 異なりた る- iw{ お、 不自 山なる 其の 病 

體、 苦痛なる 其の 咳、 寢 苦しき 其の 病床、 皆 彼が 精神 修養の 媒介と はなり ぬ。 彼 は 病中に 於て 溫柔 

にして 甚だ 健氣 なる ものと なりたり。 其の いぢら しきまでに 忍耐せ しこと を 思 ひ 出す ごとに 兩た親 

は淚に 咽び つ.^ あるな り。 僅に 三十 餘 日の 病中に、 其の 父母の 愚かに も ひ 設けざる 川 こ，、 rw は K.^ 

IT. ち 

しき 方に て 其の 德育 をな させ 給へ るな り。 神の愛 は 彼が 病のう ちに 彰 はれたり。 .：：！ ハの 子の 母 曾って 

カウべ ルの 詩を譯 したる こと あり。 げに 其の 歌 は 人生の 眞相を 穿てる ものたり と m 心 はる。 

はかり しられぬ  ふかきみ ち 

あゆみた まへ る  あまつかみ 

なみに あと たれ  あらしに さへ  - 

おも ふまに/ \  のりた まふ 


ゆめお そる \ な 

ものす y> まじき 

めぐみ はかくれ 

あめと ふりしき 


かみの たみ 

くろくも に 

ながう へ に 

そ ^ き， なん 


若き 菅も  いとたへ に 

そらに 輝 やく  花の ごと 

あな 美しき かな  みこ &ろは 

其の 子の 親 I で 窃かに 心へ らく、 今まで は 貧しく して 妻 を迎へ 夫に 適き、 定まれる 家な くして 家 

庭 を 作り 子 をまで 設けて 之が ために 思 ふ 程の 義務 を盡し 得ざる こそ 不覺の 至り なれと 思 ひしが、 愛 

子 を 失 ひて より 更に 之を考 ふれば 尙ほ S しき 不覺 の事實 ある を 見出せり。 衣食 を 給し 一 わたりの 敎 

育を與 ふること 能 はすして 家庭 を設 くる は 宜しから ざる ことなれ ど、 生れた る 子に 靈 性の 修養 を與 

\、 其の 德育を 全うせし むる ほどの 覺悟 なくして 夫婦と なれる ものに 比すれば 恕 すべ きと ころ ある 

を覺 ゆ。 我ら 比の 事に 付て は耻づ べき こと 少 からす。 幸 ひに して 祌は 父母の 心盡 しも 及ばざる 恩糜 


或 人の 亡兒 


三 〇 九 


或 人の 亡 a  I  ニー 〇 

を 亡き 幼 兒に與 へた まひし なり。 豈に痛 悔して 感謝せ ざる を 得ん や。 是れ將 来に 向って 深く 戒慎す 

べき 所な り。 

其の 子の 靈魂 は斯 くまでに 上帝の 愛護 を 被 ふり、 其の 至らざる 所な き 撫育の したに 成長せ り、 死 

は 暴風の 落花 狼籍を 極む るが 如く 彼の 幼兒 を襲擊 したれ ども、 天の 父は絕 命の 時まで 之 を 離さす。 

彼 は 最後の 病中に 最も 貴重なる 敎育を 受けたり。 彼 は 苦痛のう ちに 甚だ 高尙 優美なる 修養 を靈 性の 

上に 受けたり。 死 は 萬 事 を 終る ものと すれば、 此 修養 何の 意ぞ〕 此の 敎育 何のた めぞ。 あ \ 今の 世 

界 にて 薰る こと 十分なら ざり し靈 妙なる 此花は 霜 を 凌ぎ 暴風に 打ち勝ち 他に 移植 せられて 其の 資性 

を 全うした る ものに 非す や。 

幼兒の 前途 は 悠遠 無究 なり。 其の 世に 經過 しつる 歳月 は 短縮なる に 似たり。 然れ ども 五十 年^年 

また 短縮なる に 非す や。 耍は 其の 世に 在りし に 於て 靈 性の 修養 をな すと なさざる とに 在る のみ 此 

の 事の 如何ん に 依りて は 百 歳の 翁な ほ 嬰孩に 及ばざる もの あり、 三 歳の 少女 も 智者 達者に 勝る とこ 

とろ あらんす。 

たへ に 美 はしき  シロ アム 川の 

岸邊を お ほひて  百合 唤 きに ほ ふ 

かよ はき 足 もて  平和の みちを 


ちご さま 

歩 ゆむ 兒の狀  . かく や ありなん 


奇 しきち からに 

知らで 神に 柱く  幸ぞ 多き 

編者 註、 ニ女薰 (六 歳，) を 喪 ひし 時の 執筆 
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木 村とう 子の ひつぎ おくる 歌 

. 正  久 

1 

去りに しひとの  こしかた を 

かへ り 見 すれば  うつせみの 

a  0  三 j  J 


四 


もぬけのからと 

こ \ ろ はいかで 


なりし 力 ど 

消えぬべき 


かみの まさみち 

まめなる こ \ ろ 

はじめた まひし 

こ ほひ はい まも 


分けの ぼり 

い や ふ 力み 

善き 事業の 

かぐ はしき 


波 かぜいと も 

うから はらから 

うき をし の ベ る 

お 


すた 

智識 は廢り 

あだな る榮利 

いやしき をみ な 


あらき 世に 

ひとの ため 

きみが 愛 は 

い つまで も 

まう げん 

方言 も J み 

失する とも 

おさなごの 


五 


わ ざ 

所爲 こそい よ 


おぼろに 見た る 

まのあたり 見て 

あまつつ かひと 

H ホバ の 愛をぞ 


力 f や 力め 

こひつじ を 

きみ はい ま 

もろともに 

うた ふめる 


早. 起 偶成 

あさ もよ ひ 霧 立ち こむ る 山の端の 

木 ぬれに さはぐ むら 雀 かな 


亡兒が 百日の 記念 

六 年の 問 親と 子の 

ちなみ を 結び 荒波の 

憂き 世の中に 樂 園の 

なごりな りて ふ 家の 庭に 


愛の 心 を 味 ひて 

名利の 爭 ひいと しげき 

社會 のなかに 一大 國の 

おもかげ を兒 てうれ しさ は 

なが ふところに.^ き. P ふ 

花の 薰り とひた すらに 

おも ひ つ くる 父 はい ま 

和 子が この 世 を 去りし より 

も.. - 日と なれる 今日の 日 を 

なれの かたみと まだき より 

ち V のお も ひに 懷舊の 

淚の 雨に 袖 も ぬれ 

南の はての 山な かに 

たび のさび しさ いやまさり 

天の あなた を 仰ぎ見る 

愛慕の をい かに せん 


あ \ かほる 子よ なが 父 は 

心せ まくて とも す れ . ま 

塵 はかりなる ゎづら ひに 

腸を斷 ちいき ど ほり の 

ほのほに 胸 を  こがしつ- 1 

狂へ る 馬の  はしる ごと 

前後の 會釋  あらな くに 

人に むかひて  なめげ なる 

ことなす のみ か  愛子に も 

あらぶ る わざ を  行へ り 

おも ひ 出 づれば  去年の 冬 

父が おもて を  うち まもり 

父 はつねぐ  いか なれば 

たやすく いかり  たま ふぞゃ 

母の みこ \ ろ  い たはし や 


わら はは 母の 

其のお りと もに 

我が に 

色 かへ す 

梅の 花 

け ふの 日に 

^をの みぞ 

はり こナろ 


おんため に 

い のりす と 

(編者 註、 續稿 なし) 

六つの 春秋 

ける 雲井の 

こぞの 卯月の 

なごりつ きせぬ 

たに うつせみの 

かたみと なして 


カル バリに 

吾が 君が 

よみの 戶を 

たま ひける 


亡せ しと 兒 えし 

三日の 朝け 

や ぶり てた X し 

ことのた めし は 


死の 陰の 


ひ 


力- 


なり 


谷 ii を てらす 


むぐ らお ふ 


い つまで か 

此の 花 は 

うつされて 

岸邊 にて 

こ ま、 4 める 


,4 せ やの こま こ 

庭のお もてに 

と めお くべき 

う へ のみ そのに 

いのちの か はの 

かほり ゆかしく 


世 を 去りし 

主の いのり 

かの 稚兒は 

のびし 今 


人 r はの き はに 

こ ゑに したが ひ 

ともに さ 」 げし 

心の せたけ 

いかなる いのり 


たすな らん 


ありし 日に 

子と 呼びて 

ゆめなる か 

三日月の 

もち 月の 

とき あらん 


親と した はれ 

すぎこし あと は 

いなさに あらす 

此の世の 愛 は 

まどかに みつ る 


なれが おや 

いま もな ほ 

さすら ひて 


g ぎ兒て 


なれが 姉妹 は 

塵のう き 世に 

浮沈つ ねな く 

理想の 空 を 

かひな き 身 をば 


かこつな り 


失せし 子 は 

}K 使な り 

はるけ しと 

おろか さよ 

ちぎり に は 

ひとつな り 

〇 

ま /」 う つ ま 

柴 こる は 

世と ともに 

世の 人の 

よの 人の 

いとうき は 

うたて 汝は 

同じ 世の 

ことか まり 


うからが ための 

幽明み ち は 

おも ふこ ろの 

むすべろ 愛の 

1K 地 幽明 


はたうち くらし 

し、 ま こりく らし 

あけぬ くれぬ を 

花み る卷も 

月み る 秋 も 

あはれ 賤の 

人とう まれて 

人に は ある を 

品 劣る みぞ 


神戶 だよ 

しかれ ども 

たかければ 

い やしき ぞ 

よし さらば 

こ k ろ だ に 

ま A> う つ ま 

し， まこ る. H 


三 二 〇 


それな、 げき そ 

身ぞ ところせ き 

心 はやす き 

身 は いやしくも 

やさく しあら ば 

はたうち くらし 

し. ま こりて 世 を 


やすくへ なん 

いやしき もた かき も 蝶の 夢 なれば た しばし なる す さびな りけ り 


(一 八 九 二. f の SO 


神戶 だより 


前略。 小生 は 十日の 夜 京都に 着し 申 候。 十四日の 朝まで 滯京 致し 候へ ども 日々 兩囘 位づっ 集會の 

催され 候た め兒物 も出來 幾ね、 知 音の 訪問 も 思 ふに は 任せす、 何も 御知らせ 申す 程の こと 貯 ふるの 


暇 之な く攸。 然し 取りつ まみ 二つ 三つ 書い 付け 御覽に 入れ 候。 京都 は 儀式 祭典の 市に 御座 候。 中學 

校 銀行な どの 建 方 何となく 社め きて、 御幣 を 飾らぬ と、 赛 錢 を^ 桀 せざる とが 差異 位に て、 四條敎 

き 堂の 如き も 耶穌敎 と は-一一 一口 ひながら、 何分 か 此の 奥 味を帶 びて 構造せられ しと か 承 はり 屮し 候。 

京都 人 は 一寸 些かの 普請 をしても 種々 の 式 を 取り 行 ふ 由に 御座 候。 小舉 校の 門を修 緒しても、 必 

らす俊 式 張た る 事 を 奮發す るが 常な り と 或 る 京都 通 は 巾 さ れ候。 儉 約に 名 卨き此 の 都人の 爲る こ と 

故、 一 I 珍ら しく 感ぜられ 候。 

小學校 はすべ て淸ら かに 建ら れ、 また 淸ら かに 保^せられ 候。 而 して 破 报を氣 遺 ふと、 之 を 奇^ 

になし 置きた しとの 一念より、 生徒 をして 活 なる 擧動 を爲 さしむ る を 版 ひ、 ただ 颜 かに 柔 かに敎 

へ 論し、 昔の 名殘惜 むと にや、 公家 衆の. 舉校 其の ま \ なりと、 是れ また 京都の 敎 育に 從 事す る 某氏 

の 慨然と して 語られし 所に 御座 候" 傳近 者. いおの { 秋に ブラ ン コを 作りて 兒童等 を 遊ばせし に、 近隣の 

親等 は 危險 きこと ょ努 ブラ ン コ にな 乘り そと 警 しめ、 近 遣の 兒衆等 賈 ひ 合せし 如く ブラ ン コ 川心頻 

りなり と 語られ 候〕 然ても 優しき 都 入の 心 懸け かなと、 此の 鐵举が 鳴る 様 感ぜられ 巾し 候。 

せ" 寺の 市と も 云 ふべき、 此 くも 祭 染み 儀式張た る 京都に 同様の 趣 ある 聖公會 が、 玆を 先途と 熱心 

して 勢力 を 集中せ パ する 川 意 とりどりと 承 ま はる は、 成る 程 然も ありなん と 申すべく 候。 京都 は聖 

公會の 最も 適 常せ る {Hs と存 ぜられ 候。 聖公會 所- 輕の 平安 女學院 は隨分 いかめしく 且つ ナぉ 腿に て、 口 

村 校長 を 始め. 餘程勉 .1^ 、し 居らる \ よしに 候。 講堂の 正面 は婦目 正しく 行 龍よ く 砂 を 敷き、 此所蹈 む 


なかれと 警衞 せぬ ばかりに 路を 明け 置き 候。 風流なる 京都の 你此 所に も顯れ 居りて、 束 夷の 膽を縮 

ませ 申 候。 平安 女 舉院の 敎場禮 i: 党な ど、 すべてよ く 整頓して 心地よ きまでに 淸げ なる は、 愛でた 

しと 巾すべく 候。 

今日は 平安 女學院 に敎投 せらる . ^舊友 松 山高吉 氏に 面會 仕り 候。 其の 組合 敎會を 去る に 至りし 心 

事、 目下の 境遇 等 も 承り 候。 氏 は 神 戶敎會 創立に. H 緒 深き 人に て、 E 本 譯聖资 の 大成に は 功 勞の最 

も 多 かりし 關係も あり、 日本 基：^ I 敎 者の 忘れ 超く： IT ら ざる 3 心 人に 御座 候。 氏の 一一 一一：： に 據れば 行く く 

は ら 傅 道 に 從 事す べしとの ことに お。 

口 I 淺治郎 氏に も： T 食 仕り 候" 今 は 閑散の 間に 脾 肉の 歎 を發し 居らる、 もの、 如くに 候" 此の 敎役 

おならざる 敎 役者が 日本 基^教の ために 盡 力せられ しことの 多き は、 之に， 交 ある 余 等の 最も 深く 

1^: 銘 する ことに 之 あり 候。 氏 は祌の 招きに 出り、 將來も 大いに す 所 あらんと 巾され 候。 祌 は必ら 

す 此の 忠僕 を 更に 大 いなる 任務に 用ゐ たま ふならん と^じ 候。 其の 態々 の 京より 西の 京に 移り 住 

みし も M 志 社の ためにて、 镄牲 的の 盡カ 兹に數 年、 一 朝議 合 はすして 社長 を敲す るに 至りし 遣憾思 

ひ 遣られ 巾し 候。 殊に 其の 辭任 後に 於け る 同志 社の 近 js 叠々 非、 社員の 總辭職 を はじめ 其の^ 途痛 

心に^ へざる もの 之 あり、 新， ：2 氏と 鄕里を 同う し、 其の 企亂に MSE::!^ も 厚き 氏の 憂慮、 實に氣 の 靡 

に^ぜられ 險。 

基れ=敎的公共|5^^^にして氏を耍するものぁらば、 必らす 蜜って 起つべき の 志し 勃々 たるの I 事、 


以て 人 意を强 うする に 足るべく 候。 w 方 八方の 話 をな せる 問に 氏の 言 はる.^ 樣、 今や 茶^ 敎に對 す 

る 社會の 姿勢 態度 ー變 して、 世 おしなべて 耳 を 共  1^ 敎に倾 けんとす るに 至れり といへ ども、 如何 

にせん 基督教 者の 勇氣 沮喪して、 大膽に 打って出 づ るの 裔發 心に 乏しき は殘念 千 萬な りと。 小生 も 

然く 感じお り 申し 候。 日本 基督 者 は 同志と. - もに 密談 最中に て、 餘念 なく 外に 向 ひ大聲 疾呼す る こ 

と 甚だ 少く 候」 偶ぶ 之 あり 候と も、 世人の 甘し とする 所に 投じ、 狂人 を 追 ふの 不 狂人と 同様、 义木 

乃 伊. 奴り の 木乃伊に なりし 如く、 餘り 世^的に なって、 世の 壁た るの 實を失 ふ 徒の み 多く 相 見え 申 

候。 斯くて は 外に 打って出 づ るに は 之な く、 之に 雷同す る ものと 評すべく 候。 要するに 今日 罪を悔 

改めて 祌に歸 り 基督 を 信す るに 由り、 眞 個の 生命 を 獲よ と眞 向より 宣べ傳 へて、 血戰 を： 大 下に 挑ま 

ざる 可ら すと 確信 仕り 候。 吾が 福音 新報 は從來 此の方 針に て 進み 來り 候。 今後 は 同志 協力して： S ぶ 

此 所に 從事 仕りた く、 主の 命令、 社會の 必耍を 感激す る もの 痛切に 覺ぇ巾 候。 

四 條敎き 十五 年 紀念會 は 十四日より 催さる べしと 承 はり 候 C 牧師 油 谷 治郞七 氏の 盡カ 著しく 相 兌 

え、 其の 近？^ だ 好し とのこと に 御座 候。 該紀 念會は 京都 基赞 敎社舍 の出來 事と 兑 做すべき もの、 

小生が 臨席して 其の 景 を 報道す る こと 能 はざる は 遺憾の ことに 御座 候。 

日本 基督 敎會は 未だ 會堂を も 有せす、 ミツ シ ョ ン 設立の 幼稚園 を 賃借して 禮拜傅 道を爲 しおる の 

姿に て 今 まさに 產 みの 苦み を爲 しつつ あ る眞 最中 に 候。 石橋 佐 々 木 兩傲道 者 の 掊据盡 力 せらる &上 

に ボル トル 氏 等の 應拨 する ありて、 近 來餘程 都合よ くな りしとの こと、 右は小生の^^ぉ京後催せし諸 
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集會の 比較的に 盛んな りし にても 知らるべく 候。 京都 敎會の 執事 横濱源 一 郞氏は 小生の 舊識 なり。 

身 教育界の 劇職に 在りながら 敎會の 事務に 鞅掌し、 今日 尙ほ數 ハキ前 相 し 時に 異ならす、 感服の 至 

りに 堪 へす 候。 京都 大學の 松 本 氏 また 日本 基督 敎會に 在りて 熱心に 助力せられ 候。 同氏 は 正直 熱心 

精勤の 人、 基督 敎 徒にして 舉生 たる もの 」 飾りと なるべし と兒 受けられ 候。 

然し 京 部に 參 りて 最も 心懸 りなる は 同志 社に 御虚 候。 前 社員 は 其の 懦弱なる 畫 策と 誤れる 進退と 

に. 5 りて 同社 を斯る 悲況に 陷 らしめ 候。 彼ら は 後 を 善くす るの 責を負 はざる ベから す。 三 月 を 限り 

にて 教員 全體辭 職の 山。 生徒 も 前途 茫漠。 建物の 保存 を はじめ 何もかも 荒れ模様な りと 評する もの 

も 之 あり 候〕 スト ライ キ めきた る こ と を爲し て 後任 者 を 困め ん とす る 結構な ど あり て は 宜し か ら 

す。 大ぃな る资住 を 負へ る もの \ 擧動 決して 斯く 有る まじく 候。 M 志 社の 今： in は 其の t! きこと も 新 

.ns 襄 氏の 賜なる ベく、 其の 弊 殊に 近來の 紛議 及び 俗化 も 同氏の 遣 土產と 見るべき 點少 からす 候。 現 

社員 を の み咎む ベ き 儀に 之な く、 彼等の 措置 は 新 島 氏 の ポリシ ィ より 生す る 論理的 結 と存 ぜられ 

候。 然し 新. も 決して 今日の 如くなる べしと は豫 想せられ ざり しなるべく、 其の 火 磯に て 永眠 せら 

る \ 數日 

よしの やま 花. 咲く 頃 は あさな /\ 

心に 力 \ るみね のしら くも 

と吟じ 慨然 志を齎 して 長逝せられ しこと を懷 へば 今昔の 感 轉た禁 する こと 能 はす 候 U 同志 社 か 華 


も實も 全うする に 至らん こと は 余輩の 切に 希望す ると ころに 铜 座 候。 

十四日の 朝 京都 を 立ち 出で て祌戶 に參り 候。 其の 夜 貴 山 氏の 傅 道 せらる 、中 山手 通り 七 丁目の n 

本 基 I^ZI 敎會 堂に 演說 致し 候。 該敎會 に 於け る 種々 の 運動 は 後便に て 御 報道 申す 。へ く^。 

十五 R の 午後 高 知敎會 牧師 多 m 素 氏が 原 田 助 氏の 祌戶. 堂に 說敎 すとの こと 故 久しぶりにて 之 を 

聽 くの 機 會 逃す まじと 禮拜の 席に 列な り 候。 祌戶 第一 の大會 堂に て 勢力 も 該市七 敎<|,- に 冠たり と 巾 

し 候。 此の 日 集 會者百 三十 六 人ば かり、 男子 は 叫 十 名 を 越え じと 兑 受け 巾し 神 戶女ゅ 院と關 係 

ある こと モ はいへ、 女子の 多き に は 驚き 人り 候。 

多^ 氏の 說敎は 突然の こと \ て 準備な しと 胃 頭に 斷り 置かれし も 中々 の 聞き ごとに 御座 候 ひき。 

基叔. I 敎 徒が 世俗の 別 を 立て 宗教家に して は然 かすべく、 政 治 家 商業 家 として は 之に 反對 する こと を 

も^てする を 憚から すな ど 云 ふ は、 此れ 甚だ 不可な りと 一 百 はれし 如き、 まことに き 警めに 御座 

候。 敎會- ねが 多用の 身と なれば、 先づ 第一 に廢 むる もの は 敎會の 事務な り。 敎會 のこと、 祌 のこと 

は 餘暇餘 力の 屑に て に 合 は せらる。 何 ぞ祌を 侮蔑す るの 甚だしき やと 喝破せられ しな ど 時に 取り 

てお もよ き敎訓 にて あり 候。 (神戶 の客舍 にて)  . 

其の 二 

前略。 祌戶 は氣候 最も 順 和なる を 以て 知られた る 所に 候へ ども、 小生が 參 りて 後 は、 一風？ ii  く 吹 

き、 雪 も少々 は 降り 巾し 候。 是れ がた め俾道 上に も 幾分 か 不便 を來 したりと 覺ぇ 巾し 候" 然し 小生 
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が此 行の 重なる 目的と せる 日本 基督 敎會に 於け る 諸集會 は、 先づ好 景況な りしと 申して 差し まへ な 

かるべき か。 此の 敎< ^『堂 は 昨年の 新築に て、 今 は 町外れ 場末の やうに！^ え 候へ ども、 神 戶巿の 急 劇 

なる 膨脹 は 程なく 此邊を も 繁華の 中心と 變 する ことな らんと 存 ぜられ 候。 原 田 助 氏の 語に る \ 所に 

よれば、 現今 市街地の 屈竞 なる 所に 地位 を 占め 居る 神戶 食堂の 如き も、 數年前 之 を 建築せ る 常 初に 

は周圍 みな 荒漠 たる 空地な りしと り 候。 祌戶 日本 基叔 N 敎會 のために 熱心に 盡カ せらる \贲 山 幸，^ 

郎 氏が、 赴任 以來敎 きの 諸 有志と、 もに 種々 に 手を擴 げられ、 着々 其の 成功 を 見る に 至れる 様子 を 

目擊 し、 傳道局 事 t おのた めに 感謝 致し 候。 今の 勢に て 進み 候 はば、 遠から す 堅固なる 一 敎^ たるに 

至らん と 思 はれ 候。 傅 道 局との 提携、 會 堂の 新築、 贵.^ 氏の 赴任 等の 如き 愉快なる 事情に より、 若 

い 衆が 御祭に 向 ふ鉢卷 をな して 陽氣 になる 如く、 一時に 動き 出づ るの みに て は、 將來の 大成功 覺束 

なく 存じ 候。 基督の 恩に 感じ、 傳 道の 精 祌に充 たされ、 祌の 招きに 應 じて 蜜 起す る 所な くんば、 何 

事， ^ 鳴る 鐘 や 響く 饒欽の 如くな らん を 恐れ 申し 候。 祌戶の 日本 i_ ^督敎 合，： 員 諸氏 も 此の 點に 於て 除 程 

自任せられ 居る やう 見受けら る、 は、 顿 もしき 儀に 御座 候。 此の上と も滯 りなく 巡 歩す る やう、 該 

敎會 のために 御 祈り 被 下 度 候。 

日本 基 将敎會 と 並びて、 近 米起& 著る しき は 南 美 以敎會 なりと 聞き及び 候。 "i^ れは 同派 屈指の 人 

なりと； W はる k 赖崎 廣午郞 氏の 熱心に 傅 道す る ものに 御」 M 候。 同氏 は 小生の 熟知せ ざる 人 なれ ど、 

同氏に 付き 二つの こと を祌戶 にて 舉び 申し 候。 或る 樊會の 席に 某氏 起て 說 して！ II く、 祌戶 市の 基 


督敎徒 中 最も 音聲 の 高き も の は $3： 山 幸次郞 氏と： g 崎 庚 午郎 氏と なり、 而 して 其の EZ の 大き さ も 之 に 

準す と。 不幸に して .g 崎 氏の 說敎は 聞かす 候へ ども、 何 さま 非常なる 聲の 人なる べしと 存じ 候。 

氏が 神 戶の敎 役者 會 にて 述べし 所 を 承り 候に、 今年 は^の 知りた る 基 |2 を宜 ぶる の 外 何 を も 知ら ざ 

る もの.^ 如くな すべし との 決心に て、 近頃 基赞と 其の 敎を 熱心に 研究 致され 居り 候よ し、 頼もしき 

ことに 御座 候。 

長 出^ 行 氏の 勤 K 力 せらる- -多 聞敎會 は、 大抵 六 七十 名の^ 會 なりと 承 はり 候。 氏 は りに リヴァ 

イヴ ァ ル の 起らん こと を 望み 尻ら れ候。 曾て^ 京 在攀中 もリヴ アイ ヴァル に は 極めて 經驗多 かりし 

人 故、 常に 常時の 事な ど 語らる、 と 見え 候。 常識 も 可な りに^し、 辨古 爽やかに、 交際 巧みなる IHK 

田 氏 は、 神戶の 如き 市中に て 稍 成功 ある 牧師た るに 適 ひし 人と 存ぜ られ 候。 氏 は 岡 山 縣 人 にて、 共 

の 人物 多くの 點に 於て 東京の 石 原 氏 を W 心 ひ 出 ださせ 候。 兩氏 とも 出身の 地 を；：！： じく せらる & また 一 

奇と 巾すべき か。 

神 戶は紐 合 敎會の H ルサ レムに 御座 候。 グリ ー ン 博士が 松 山 高吉、 前 W 泰. 一等 35 氏と 始めて 組 八 ：！ 

敎會の 基礎 を据 ゑら れ しも 神 戸に 御座 候。 置に 今の 神 III 敎會は アメリカ ンボ ー ド派 造お 教師の 收輕. 

せる 初穗 にして、 組合 敎會の 長子に 當り 申し 候。 松 山、 原 田、 海老 名 等の 諸氏、 北ハ の牧： として 俾 

かれ、 現 令 は 原 田 氏 再び 其の 講壇 を 占められ 候。 無牧 なりし 頃に 引き 換へ、 近：^は^^、會も：^,"加の倾. 

きなりと 巾され 候。  ，1 


祌戶 はまた 基督 敎文學 い 生地に 御座 候。 聖書 1 譯の 誕生 は 橫濱に 御^ 候へ ども、 基督 敎の 新聞が 

始めて 刊行せられ たる は 神 戸に 御座 候。 山 本通り を 歩行 致し 候 節、 七 ー雜報 社の ありし 跡に 至り、 

今昔の 感 切りに 催され 候。 其の 最初の 編輯 人なる 村 上俊吉 氏の 老實 なる 顏を敎 役者 會 にて 見、 同氏 

が 明治 十三 年 東京に て 催せる 大 親睦 會 にて 演說 せられし ことな ど m 心 ひ 出で. 5. し 候。 其の 頃 は 小生な 

ど 子供の やうに ありし 者、 今お ひく 年長者の 部類に 加 へらる.、 に 至り 候 ふ を 思へば、 同氏：^ t の老 

いたる も 其の 害に 御座 候- 日本に 於け る 基督 者が 三十に して 立つ と 云 ふ 年齢に 近づきつ . ^ある も、 

之に て <f マ 更の様 思 ひ 出 だされ 候。 敎會 立脚の 地 を 岡め、 其の 极本を 深く して 健全に 立つべき の機會 

は、 近き 三 ffl 年の 問と 覺 悟せ では 叶 はぬ こと、 存じ 候。 三十 近くな りても ぐ づ/, \ 致し 居る やうに 

て は、 とても 前途 覺ナ： ： 水な く 候 gi、 此所 大いに 銜發 すべき 儀と； じ 候。 

十七 日の 朝擧生 同盟 靑年 きの W 向きに て 冋 港に 來られ し 井 H 化 梶之助 氏 を、 關西 舉院に 訪問 致し 

候】 氏 は 先 づ大阪 にて 一 運動せられ、 其れより 祌戶に 來られ しものに 御座 候。 し-七日の 夜 祌戶會 堂 

にて 大演 說會を 催さる 可き 結構たり しに、 中の 御 "个幸 に對し 遠慮す ると かにて、 此の 日の 會 沙汰 

止みと 相 成り 申し 候。 小生が 贵山 氏と 同行して 關西 舉院に 赴き 候 時 は、 旣に凑 生の 集 舎の 散 じたる 

後に て、 唯だ學 校の 講堂、 岡書窒 など を 巡 致し 候。 書籍 は 多し と 1  一一 in ふに あらね ど、 隨分其 選擇に 

注意せ しと 云 ふ 點は相 見え、 宗敎 博物 窒 など 氣の 利きた ろ もの も備へ あり、 規模 小た るに 似合 はす、 

なかなか 善く 整頓した る擧 校に 御座 候、 取り分け 關四 學院に 付て 目酲 むる 如き 心地す る は、 其の 形 


勝の 地 を. HI め、 山水の 眺に 富みた る 一事に 御座 候。 背後に は摩耶 山の 高-: sg 錄ぇ、 之に 登れば. 人 下の 

1 大^ 觀を縱 にす 可く、 小生の 如き も 數年前 此の 山に 登りし 時の 記憶 今- ci: 魂の 飛び立つ やうに 感じ 

居り 候。 前面 は靜 かなる 海に て、 紀 泉の 山々、 淡 墨 を 以て 戴ける 如く、 和 川の！：、 淡路， い？ を 竹め と 

して 乎に 取る やうに 見え 申し 候。 今年の 12- 期舉校 を玆に くの 議 ありと 承り 候が、 小生 は 双 乎を擧 

げて 之に 大黉成 を； すべく 候。 

關西 學院は 神戶の 市街 を 離る- -  一 Bf 一足ら す も 之 あるべく 候へ ど、 市の 高所に 巍 然として 屹立 する 

の 塔 を 見す る神戶 女學院 も、 該 港の 名物に 數 へねば ならぬ ものと； じ 候。 小生の 友达 なる 塚 本 不二 

子 を 同校に 訪ひ候 節、 之 をー覽 致し 候 所、 その 景色の 美 はしき、 關 西舉院 にも 殆ど 劣る まじく W 心 は 

れ、 設備の 完全なる は遙 かに 之に 優り； 1^5 り 巾し 候。 化學實 驗窒、 物现舉 .lii 驗 {tFT 博物 室、 ■ 脑物{^-、 

顯微鏡 研究 is、 生理 舉敎 窒、 解剖 室 を 首め として、 一 她を特別に建てたる^^=樂堂の如き、 iii に 養く 

整頓 致し 居り 候。 また R 本 造りの 一 被 あり。 共の 各 乎廣く 淸げに 造り 成され、 茶の湯、 揮 花、 裁 

鏠、 諸禮 等を敎 ふるため に 設けられ たる ものと 兑ぇ 候。 花；^ 來の 日本風に 保守 臭く 细ぶ るかの やうに 

て 懸念 もせられ 候へ ど、 鬼に 角 用意の 行 屈き たる は 感服の 外 之な く 候。 日本の 女舉校 中， 共のお 立 

たると 私立；： ると を 問 はす、 祌戶女 學院の 如く 立派に 整頓せ しもの は 無 かる 可し と斷 一一 一一 〔 する を 悼ら 

す 候。 此は 小生の- タ へのみ にあら す、 前年 時の 文部 次官 辻 新 次 氏が、 问 校 を、 巡覽 せし 時に も、 間樣 

の感覺 を 抱かれ、 其の 〈丄： く 整頓せ るに 驚かれし と 聞き及び 候。 外國の 有志 者が 日本の ため 政府の 施 

祌戶 だより  三 二 九 
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設 にも 勝る 程の 女 學校を 建てられし は、 如何にも 感心すべき ことに 御座 候。 然れ ども 此の 學校 にし 

て 生徒の 數僅々 百 名餘に 過ぎざる は 眞に氣 の 毒 千 萬なる 儀に 御 候。 祌戶 女學院 と共に 自づと 念頭， 

に 浮び 來る 頸^ 幼稚園 は、 小生の 友人 日 匹 米 子の 修業せ し 所に て、 全！： の 幼稚園 恐らく は 之に 優る 

もの あるべ からすと 平素 堅く 信じ 居り 申し 候。 外國 宣教師の 事業 風向きの 惡き今 曰 故、 斯 かる こと • 

を 成る 可く 心に 留め置く が {I しき こと \ 存じ 候。 

小生 は是れ より 大阪に 向 ひ、 十八、 十九 兩 日の 問 諸 集會に 臨席して 歸柬 致すべく 候" 隨 分 多忙に 

は相逮 なけれ ど、 忙中 一種の 休息 を もな し 得て、 喜び 居り 候。 東京 を 出で し 時 風邪に 惱み 居り 候 も 

のが、 旅 中に 全く 快くな りたる にても、 此の 行祌の 祝福 を 蒙る こと 淺 からす 覺ぇ 申し 候。 以下 略す 

(一 八 九九 年) 
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今：！ 1 の 招待 狀に横 濱山乎 二百 九番 とあった ので、 土地 不案內 なる 車夫に 導かれ、 此の 邊を ぐるぐ 

る 廻った が、 探し 當て て兒れ ば 矢張り 昔 馴染の 二百 十二^ 共立 女擧 校と：：！： じ構內 であった。 此 所な 

らば 然ん なに 尋ねす とも 好かった もの を。 然し 車夫に 引 張られて 行く うちに W 心 はす も、 隣家なる 


師 ブラ オン 先生の 家の 前から、 北 ハの頃 行き 通 ひ をした 辯護士 ラウダ 氏の 宅； a を 過ぎ、 すう ッとポ 坂. 

に 出で、 己が 曾て 住った 家 を 右に 見て、 此 所に 來る 問、 懷舊の 情 迫り 来って、 轉た 今昔の 感に稱 へ 

難く 覺 えた。 先刻 來種々 g ハ味 ある 話な どに 大分 時間 も 移りて、 モウ 九 時に もなる であらう。 豫{儿 の. 

50 っ 

演說 をす るの も 心なき 所爲 でない かと 氣に懸 ると ころも あるから、 先刻 此の 邊を 徘徊く il に 感じた 

こと を 幾つか 話して 演說に 代へ る ことにした。 

一 一 百 十一 一番の 共立 女 學校は 明治 叫 年の 創立で ある さう だが、 最初 は 叫 十八 桥^ に 開設され たので 

ある。 余が 始めて 其 所に 行った の は 明治 五 年の ーパと 記憶す る。 夜 祈禱. § "が^ 週 何時も アメリカン 

ミツ シ ョ ン、 ホォム (共立 女學 校と 云 ふ は 後の 名稱 なり) に 11 かるる ので、 或る 曰 少し：： 十目に 出か 

けて 行って 見た。 門 を 人る と 右の 突當 りに 大 坪と 云 ふ 人の 住って 居った 小さな 家の 前に、 內 外の 女 

ぶらん C 

擧 生が 大勢 遊んで 居た。 彼练は 盛んに 鞦 髓に乘 つて 大騷 ぎの 最中であった。 女子の 鞦韆と 來て は北ハ 

の 時分の 余に 取って、 奇異の 感を與 へざる を 得なかった。 體 育の 漸く 盛んな 今日なら ば 何でもな 

い。 明治 五 年の 世界 はまた 別 だ。 之で 兌ても 古.^ 「變遷 の 茶 だしい ことが 知れる ではない か。. 

次に 物 新しく 見た の は 女子 敎育 のこと である。 外國の 婦人が 態々 齊 通の 敎育を 日本 女子に 授ける 

とて 遠く 渡って 來 たと 云 ふの がー^ 不 m 心議、 其れに 日本の 女子が 北ハ 所へ 來て敎 育 を 受け、 饥^-問など 

をす ると 云 ふの が 妙に m わ はれて、 感心 もした が 頗る 變 であった。 余 は 其の 時 思 ひがけな くも 女子 敎 

育と 云 ふ 問題 を 始めて 頭腦に 印象せられ たので ある。 政府が 師範 學校を 立てたり、 竹 橋に 女 舉校を 
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けたり したの は、 共立 女舉 校が 出来た 後の 話 だ。  - 

^ーー； に 忘れ も 遣らぬ 不出 I 議は、 其の 女學 校に 中 村 1^ 直 先生の 奥方と 令姨 とが 人 塾して 居った こと 

である。 の 突飛 さ 加減と、 其の 大裔發 と は 常時^ 十五 年になる かたらない^ 生であった ところの 

余に 深き 刺激 を與 へ たので ある。 

日曜の 晚、 祈禱， ^に 平く 行って 英語の 讚美歌な どを敎 へられた こと や、 聖書の 講釋 など を聽 いた 

往時 を 思 rlEE すと 萬感 胸に 湧いて、 笑 ひたく も あり、 泣きた くも ある。 

其の後、 彼の 女 舉校は 今の 二 ほ 十 二番に 引き 移った。 余が バ ンド、 ォブ、 フ 1 ス會の 一人と して 

日曜日の 午後 此 所の 講堂に 集會 した こと や、 其の 事業の 一 つと して 雨 森 信 成 氏と 伴れ 立って 路傍 說 

敎に屮 I かけ、 本牧の あたりで 一人の 乞食と ヮゲ」 した ことな ど、 聯想に 枝が ゆ、 いて、 際限 もない。 然 

し 今晩の 場合 に 最も 關係 の ある 事實 で、 言 ひ 脫 落し たくない こと を 二つ 三つ 物語らう。 

此の 隣り の ブラ オン 博士の { 尿で、 此 所に 最も 近かった 室 は 博士の 害齋 であった。 井深 氏な どと と 

もに グ リシ ャ語を 舉 び、 時としては博士が表^^にせ£んだーーーー门ゃ身报に舊約應史の講義に與味を感じて 

遞ば 恍惚と したの も 其の 窒だ。 特に 諸君が 靈 的の 糧 として、 生命の 柱と も 重んぜら るる 新約聖書が 

1$ 日朝の .f^. 時 頃から l^lz!; の 手に 譯 せられて 完成 を吿 げたの も 其 所 だ。 思 ひ 出す とキ： 人ブ ラオ ン 博士 

がへ ボン、 グリ インの 兩 博士 及び 奥 野、 松 山の 兩氏 等と い：： 十 を 園んで、 對請 討論 時 を 移さる る を圆ら 

す も傍聽 して 座に 與に 入りし 往時の 有様が 目に 兑 ゆる やうで ある。 多くの 俾道 者が 敎育を 受けた 窒 


も、 其れと 少し 離れて 奥庭に 向いた 他の 書齋 であった。  .  一 

其 所 は 山 乎の 二百 十 一 ， あ、 後に 火災に 福って、 其の 家 は 今 は 無い が、 隣り の 此の 二百. M  一 # も 之に 

劣らす 憤し く贵 い 記憶 を 以て 滿 ちて 居る。 藤 長 けて 威儀 犯す ベから ざ る顏に 慈愛 を湛 へたる プライ- 

ン.. が、 押 川、 熊 野、 其の 他 曰 本の 學生を 集めて、 今から 思へば コ ニイ ビヤ 及び ハウ ソ ン 合著の 

書であった らう、 バウ ロ傳を 讀んで 聞かせ 精神的に 人物 を 研究す るの 乎 解き をして くれたの は、 共； 

立女舉 校の ー窒 である。 明治 七 年の 夏と 記憶す、 海岸 敎會の 有志が ヒ十圓 ばかりの 寄附 金 を 集め、 

二人 づっ (本 多庸ー 氏の 一 行の みは 三人) 五 組ば かり を 四方に 派遣した とき、. 相談 會を 問き、 出立 

の 送別 會を催 はして 意 氣^< に冲る ばかりに、 ー擧 して 闩本 中の 偶像 を 掃蕩 せんと 意氣 込みし も、 5>ほ 一 

時 イング リシ、 スク ウル、 フ オル、 ジャ パー 一 イス、 レディ スと云 ふ 板の みを揭 げた 此の 學 校の 講堂 一 

である。 

此の 送別 祈 禱會に 東京の 同人 社から 出席した 牧野 鋭 太郞と 云へ る 人が、 舉問も 無く、 經驗 もな き 

人た ちの 傳道危 しと 反對 をした とき、 今 は 江：：：^ に 2^5 ら るると か 問く 南 小 柿洲吾 氏が 五 千 人に 五つの 一 

パ ンの 比譬を W き 大氣焰 を 吐いて 人 意 を 強から しめたの も 同じ 所た。 多分 其れが 日本： ：！^ 初の 傳道會 一 

社の 刽立 であった であらう。 其の 年の暮れん とする 頃、 寒い 時分であった、 新 潟に 居られた パ アム 一 

と 云 ふ 醫師が 间 地の 傳道事 急な りと て 橫濱の 同志に 應援を 催促す る こと 矢の 如く、 行く 人の 無い の； 

で 皆な 5 心 ひ 惱んで 居った とき、 或る 曰 祈禱會 の最屮 にす つくと 立ち上りて 『然 らば 吾輩が 行くべし』 
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と 慨然 巾し 出 でられた の は 押 川方義 君で あるが、 之が 爲に 後^の 余 等 をして 祌 躍り、 血^が 如く 感 

ぜ しめたの も 矢張り 共立 ケ學 校で ある。  . 

其の 二  . 

文舉 的と 名 づけても 不都合で は 有るまい と m わ はるる 方面に 於ても、 此の 場所に 聯想され る ものが 

ある。 特に 余と 關 係の 深い 一事に 就いて 云って 兒 やうなら、 今でも ィ、 了 アル、 ミロ ル 夫人の 許 か 

ら發 行され る 『喜の 音』 は、 明治 九 年の 頃であった らう、 共立 女學 校の 敎師 マク 一一 ィル 女. a.- が 上海 

の 『小 孩：： ^報』 (支那 は 其の 頃旣に 基督教の 立派な 雜誌を 所有して 居た のみなら す、 兒宽の 分まで も 

能く 乎が 屈いて、 すべて 日本 上 督敎の 師匠 役であった。 これ も 今と 事 の しく 異 つた 一 つで あ 

る。) に 做 ひ、 本邦 兒" _sil の爲 めに 良き 讀 みもの を 供給す るの 目的 を 以て、 始めて 設けられ たので ある。 

活版 所はバ プチ ストの 宜敎師 N、 ブラ オン 氏 方であった。 共の 活字 は 普：^ の ものと 異た ふり、 平假 

名 を賴け 書きに したやうな 狀で、 外に 類の無いお であった。 是れは 多分 外國 人の 創意より 工夫され 

た 活版であった らう。 其の 頃 已に祌 戸に は 『七 ー雜 報』 と 云 ふが 發 行され て たが、 ia^ 京 や 横濱に 

おいて は、 基督教の 雜誌 として 現 はれた もの は、 之と ：5§ 胤昭 氏の 何 號か發 行され た 『束 京 新報』 と 

云 ふ 紙の 小冊子と である。 『喜の 音』 は 現今 三沛徹 君の 編輯で あるが、 友人 吉 好 氏 も 井深 梶之 


助 氏 も、 マク ユイ ル 女史から 依頼され て 骨 を 折られた こと も あると 記憶す る。 然し： 初の 編 科 人 は 

斯く 申す 余であった。 今考 へる と 可 笑くて 堪らぬ 心地 もす る けれど、 常時 『菩の 音』 の 編 g: に 汗 を 

流したり、 耻を 書いたり、 當 局の 外國 婦人と 荒い 言な ど を 交換した 經驗 をした の は、 共立 女舉 校の 

背後の 方の 右の 彼の 一室であった。 共立 女 學校は 余に 取って 文學 上の 門出 をした 場所で ある。 

『喜の 音』 より 少し 先き に出來 たの は、 十 幾 首から 成立った 薄い 譜美 歌で ある。 編 科 者 は 此の 舉校 

に關 係の 深い 熊 野 雄 七 氏、 版下の 書 は 奧野昌 綱 翁の 筆に 成り、 歌は西洋；^iiとH本；^iiとを.泥^したゃ 

うな、 時として は 漢人の を眞 似た かと 3 や はれる 體 裁で、 多くの 詩人の 合作であった。 例へば 

『全 恩の 祌を 讃美よ、 譜美 せよ、 天下の 人、 讚美せ よ、 天の 軍勢、 父と 子と 聖 靈。』 

と 云った やうな 調子で、 中に も 奥 野 翁な どの 遣られた の は、 稍 や 歌ら しく もあった が、 全 體 から 云 

へば 隨分 殺風景な ものであった。 之 を 歌って 傳 道に 出かけ、 公衆 を 集めて 憶 面 もな く 遣り出した 勇 

氣は、 救世軍の 行軍よりも、 ー曆豪 さう で、 我ながら 感心す る ほどで ある。 然— 今の 讃美歌に 較ぶ 

れば、 精神 は餘 程. 滿 ちて. 居った と感 する は、 或は 慾 目 かも 知れぬ が、 然ぅ ばかりと も 云へ ないやう 

だ。 序ながら 云 ひたいが、 現行の 讃美歌 は 詞を突 はしく せんとして 原文の 精祌を 失った 爲 めに 残り 

惜しく 思 はる . ^節 も 少なくない。 例へば 第一 一 百 十五の 如き 原文に 

"Notllin^  in Iny lljlnd  I  bnnw.  Sinip 一  v  、rl】y  cross  I  CHll^" 

と 云って ある あたり を、 熊 野 氏 編 i: の 昔の 讚美歌に は 
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『手に 物 もた す、 十字架に すがる、 弱き 我 身 も 汚れし 鍵 も、 

主の 助けな くば、 永く 死ぬべし』 

と譯 したが 八 「の は、  . 

『十字架 ならで、 顿 むかげ なき、 

わびしき 我 を、 憐 みたま へ、 

みすく ひなく ば、 生く るすべ なし』 

と Hi 好く 遣った。 殊に 『わびしき 我』 と 云って はものに ならぬ。 罪に 嘆く 切なる H 心 ひが、 何う して 

も 映らぬ。 話 は 飛んで 横路に 人った が、 鬼に 角-成 初の 讃美歌の 編 が 共立 女舉 校と 親密なる 關 係の 

あった こと は 疑 ふべ くもない。 祌戶 でも グリ イン 氏 (今 は 傅丄) 等の 作られた 小さい 譜美 欲が あつ 

たが、 『耶 穌』 の 二字に 『い ゑす う』 と报， I ク. = を 付けた など、 何分 可笑しくて 歌 ふとき に クスく 云 

つたこと も記惊 して 居ろ が、 『い ゑす う』 は 上方 贊 六の 訛音 を 其の儘 踏襲した 意外の： g 稽 であったら 

しい。 熊 野 氏の 染と 此の 祌戶の 讃美歌と 何ち が n 十く-:: 山來 たか、 判然と は斷言 し 難いが、 多分 横濱の 

方が 長兄であった であらう。 後 曰 此の 後が 歷史 上の 疑問と なって、 宛が らグ リシ ャの邑 々が ホォ 

メルの^ 地 を-印つ たや うな 出來事 を惹き 起し はす ま い か と餘 計た A 心配 もす るので ある。 

此の 話で モ 一 つ 思 ひ 起す は、 『心の 夜明け』 と 云 ふ 書物で ある。 原文 は 基督 敎の 大體を 平易に 書い 

たもの だが、 押 川方義 氏譯 して、 奥 野 翁が 筆 を 入れ、 へマ の 共立 女舉 校々 長 クロス ビィ 女史が 木版に 


附 された ので ある。 先刻 も クロス ビィ 女史の 語らる るに は、 翻譯の ii 遠った ところ を 私が 直して 造 

つたの だと 大 言せられ たに 驚かされ たので あるが、 押 川 氏た A ども 『心の 夜明け』 に 筆 を 染めた le?^, 氣 

で 猛進せられ たなら ば、 天下 は 如何に 成った であらう かと m 心 ふと、 何となく 憚 かられて 口外し かぬ 

る、 感慨が 無量で ある。 

共立 女舉校 及び 此の 女子 祌學 校の 構 內は斯 の 如く、  .H 緒に 富んだ 場所で、 多くの 聖 なる 記 惊と聯 

想と に滿 ちて 居る。 若し 耶穌の 弟子 等が 其の 御 姿の 變 つたと 云 ふ 彼の 山に 其の後 登った と 想像す る 

ならば、 彼等 は 何う 云 ふ 感じが したと 思 ふべき であらう か。 余が 此 所に 来て 感じた ところ も、 或は 

其れと 似寄って ゐま いかと 考 へられる ので ある。 

今夕 數 名の 女子、 中には.： ハ十 以上の 御 方 も ある さう だが、 傅 道に 志 を 立てられて、 三^の 舉課を 

卒へ、 此の 盛んなる 式を擧 げられ る 席に 臨んで、 余 は 甚だ 深い 舆咪を 喚び 起され、 諸氏の 爲 めに 愉 

快なる 希望 を懷 いて、 其の 前途 を 祝し、 且つ 祈らざる を 得ない。 明治 二十 一年で ある、 曾て 倫敦に 

居った とき、 マイル メイ、 コン フエ レンス、 ホ オルに 3^ 々詣 りて 其 所に 學ぶ 百數十 名の 女子が、 主 

の 道に 從蓽 し、 靈魂を 救 ひ、 世に 光と 慰めと を與 へんが 爲 めに 献身的の 志 を 磨き、 感 すべき ことの 

多い 生活へ。. 營んで aw るの を兑、 特に 其の 創立に 關係 深さべ ン 一一 ィフ. - ザァ 夫人 を 病 ii£ に訪 ひ、 其の 

亡夫と ともに 女 執事の 養成に 貢献し だ顚 末を詳 かにす る こと を 得て、 心屮に 一 つの 希望が 往來 する 

こと を 禁じ 得なかった。 其の後 獨 逸の カイゼル ゥ エル テ のこと を讀 むに 及んで、 益す 其の 念が 高ま 
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つた 來た。 外で もない。 卽ち 女子 傳道 者の 養成で ある。 近來 此の 宿望 を遂 ぐべき 端緒に 漸く 手が 着 

きかかって 來た。 余の 關 係して 居る 東京 神擧 社に も數 名の 氣品 高き 婦人が 基督 敎を 研究して 居る。 

此處 のと は 全く 同 一 ではない が、 歸着 すると ころの 目的 は異ら ぬ。 故に 今夕の 卒業式の 如き は 余の 

大ぃ に 滿足を 表する ところで ある。 

卒業生 諸君が 先刻 朗讀 された 文章 や、 演說 された うちな どに も、 其の 志を發 表された 通り、 是ょ 

り 傳道界 に 立ち 出 でられる ので あるが、 余 は 一 つの こと を 語って 永く 記憶して 戴きたい と 思 ふ。 

數年 前— 英國に シス トル、 ドウ ラァと 云 ふ 感心な 婦人が あった。 彼 は 文 學界に 名高い マ ァク、 パ 

テ ソンの 妹で、 生れ も 良し、 學問も 人並みに 優れ、 氣 力の 盛んな 人で あつたが、 遂に 基督の 恩寵に 

感じ、 愛する 主の 給仕へ に 其の 全生涯 を 供し、 病 者 を 助く る を 以て 一生の 事業と した。 『シス トル、 

ドウ ラァ』 と 題す る 書 を 讀んで 見る と、 彼の 驚くべき 事業と、 立派なる 品性と が 描かれて 居る。 實 

に 儔 稀なる 賢婦、 否な 寧ろ 烈婦であった。 此の シス トル、 ドウ ラァ の寢に 就く や、 枕 邊に鈴 を 置き、 

其れに 結べる 紐 は 各 病室に 通じ、 時として は 其の 先頭 を 市街にまで 出し 置く こと もあった。 路 行く 

人、 若く は 入院の 病 者が シス トル、 ドウ ラァを 要する とて 絲の 先頭 を 引き 動かせば、 忽ち 鈴 は眞夜 

中 を 嫌 はす、 鳴り響く。 シス トル、 ドウ ラァ 直ちに 起き 上り、 r 王の 御召しな り』 と 一一 一一 门 ひながら 取る 

もの も 取り 敢 へす 鈴 を 引き 鳴らせし 方に 行って、 其の 憫 みの 勞 作を盡 した。 基督 は斯る 事業の 動機 

である。 彼 自身が 傳 道の 力で ある。 、編者 註、 橫濱 女子 神學校 卒業式 講演) 2 九 0  A 年 七 no 


任職 滿ー 一 一 十 年 祀念會 に 於 て 

今日 此の 催しの ある こと は it 々承知して 居た。 昨夜 は 外から 歸っ て 直ぐ 床に ついた が 三十 ハ 牛の 祝 

が あると いふので 前から 色々 のこと が 思 ひ 起され、 曉 まで 眠られなかった。 此の所に 來て恥 かし 

いこと、 嬉しい こと、 殘念な ことが それから それと 思 ひ 出される。 準備して 來た話 はすつ かり 毀 さ 

れて 了った。 何も 申し上げられない。 

本 多 君 は予に 取つ て は 初めから 伯父さんの やうな 人であった。 井深 君 は 心 を 安んじて 如何なる 時 

にも 信賴 すろ ことの 出来る 兄の やうに S 心って 居た。 同勞 者、 朋友、 恩義の ある 人の 御辭、 其れに 添 

へて 心を罩 めら れ たる ものまで 賜 はる、 何と 申し上げて 好い か 解らぬ。 自分の 僻み 根性から であつ 

たか 知らぬ が、 是ま では 常に 逆潮 逆風に 舟 を 遣る やうな 心 持であった。 巳に 世 を 去った 或る 外國人 

がお 前 は初對 面の 印象が だ 損な 人 だ。 說敎 をしても 其の 不利益が あろから 氣の毒 だ。 然し 發し 

て やれば 出來 ると 云った ことがある。 逆潮に 向 ふ 最初の 印象の 不利益と 戰 つて 居る から、 自然；^ 張 

ると か、 遣り付ける とか 云 ふやう になる。 然し この 過去の 五十 三年、 傳 迫の 職 を 奉じて 三十 年、 之 

を考 へる と、 何 所に 逆潮が 寄せ、 逆風が 吹いて 居た か。 何 所に 最初の 印象が 不利益で あつたか、 跡 

は 職？ i 三十 年 紀念會 に 於て  さ】 二 九 
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方 もない。 神の 恩惠 によって 萬 事が 祝福せられ、 多くの 好い 朋友に 助けられ たこと を只鮮 かに 見る 

のみで ある。 僻み 根性 を 恥す る。 此の世 を 去って 耶穌 とともに 滿ち たる 生活に 入る とき は、 如何な 

る 面影が あるで あらう か。 今日の 心 持が 其の 幾分 を 現 はす やうに 感 する。 明治 十八 年の 冬の 夜毎 週 

一二 回 下 谷から 一番 町に 敎を說 きに 來た。 十九 年に 上六番 町に 引越して 来て、 多くの 友達に 助けら 

れ て敎會 が出來 た。 巿ケ 谷、 靑山、 其の 他學 校の 關係は 云 ふ も 更なり。 多くの 人々 の 親切に 身 も 浮 

き 立つ やうで ある。 之が 死して 後の 祝福の 感想 だら うと 想像 せられる。 

性癖の 多い 私の 身の上、 言語に 於て、 擧 動に 於て、 色々 な ことに 於て 罪 を 造り、 多くの 人の 心 を 

痛め、 多くの 不必要な 議論 を爲 し、 已往 のこと を 田ぬ へば 赤面す る 外 はない。 此等 のこと は舊 い、 新 

しい 友達に 一 言 謝する 必要が ある。 

私が 按手 禮を受 くるた めに 試驗を 受けた ときに、 親切な 正直な へ ボ ン 先生が 私の 說敎を 聞い て 今 

の 說敎は 解らぬ、 俾道 者に は 不適 當 であると 云った。 之 を 取りな して くれた 人 は稻垣 君で あ つ た 

が、 植村^；；は傳道することが好き、 說敎が 好きだと 云って くれた。 私が 按手 禮を 受けた ところ は 入 

口 四 間奧七 間の 家で 明治 十三 年 十 一 月 八日 午後 一 一時と いふに 按手 禮を 受けて 今日まで 績 いて 來た。 

好きで ある。 下手の横好きであった かも 知れぬ が、 下手で も 無能で も 好きだと 云 ふこと は 自ら も 許 

して 居る。 もっと 神の 道に 貢獻 したいと 思って 居る。 私 は 完全な 敎育を 受けない。 前に 卒業 云々 と 

云 はれた が、 或る 期間の 課業 だけ は 怪しく も濟 したが、 卒業 證書 など を 受けた こと は 一 回 もない。 


余の 一生 は 卒業の ない 生涯で ある。 修業 中の 生涯で ある。 祌の 恩惠で 品性 も 何もかも もっと 發 達せ 

ねばならぬ。 過去の 過失に 御 懲りに ならす、 諸君の 祈りに よって 祌 許した ま はば 神の 國の爲 めに も 

つと 盡 したいと 思 ふ。  (一九 0 九 年 一月) 

富 士見町 敎會紀 念祝會 

詩篇 第 七十 篇の 十六 節、 十七 節 を 見る と、 『我れ 此らの 道理 を 知らん と 思 ひめぐ らしし に、 わが 眼 

いたく 痛みたり。 われ 神の 聖 所に ゆきて かれらの 結局 を 深く 思へ るまで は然 りき』 と ある。 此れ は 

世の中の ことに 煩悶して、 解決に 苦しんで 居った が、 遂に 祌の宮 に 於て 解決せられ たと 云 ふ 意味 

だ。 此の 詩 は 神の 宮殿の 尊き こと を 歌った ものである。 

此の 敎會も 齢 三十 年に 達した。 會 員の 中には 父母が 信者で、 その子 も 信者に なり、 孫が 洗 禮を受 

けたと 云 ふ 例も少 くない。 實に 三十 年 は 一 代で ある。 中には 他の 敎會 から 轉 じて 来られ、 敎會の 

大切な 任務 も 食 はれた 方 も ある。 又 さう 言 ふ 方の 中には 當敎會 に 於て、 信仰 上 新しく 經驗 する こと 

を 得た 人 も あるで あらう。 又 其より 多數 なる は 此敎會 で 生れた 人々 である。 北 ハぅ云 ふ 人の 中には： 1: 

時 どう 云 ふ 場合に 信仰 を 起す に 至った かと 云 ふ 様な 記憶が 鮮 かに 心に 催さる . ^人 も 少く ないで あら 
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う。 英國の 敎會に は 昔 偉人が 信仰 を 起した 場所 を 保存して 居る 所 も ある。 ス ボル ジョ ンの 回心 も 或 

る敎會 堂に 記念され て 居る。 今日の 記念 會は 多くの 人々 の 救 はれて、 恩寵 を 始めて 受けた 紀念 であ 

る。 或は 善き 信仰 を懷 いて 天に 上られた もの も ある。 今日は 然ぅ云 ふ 人々 の 記念日で も あると 思 

ふ。 殊に 種々 の 感想 を 偶す こと は 敎會に 遠ざかって 居る 人々 のこと である。 或は 止 難き 事情 ある 爲 

に 遠ざかって 居る 人、 或は 實際靈 なる 生命の 衰へ てあらぬ 方に 迷った 人 も あらう。 此の 敎會 では 每 

„ ^終りの 祈禱 會に斯 かる 人の ために 祈り をして 居る。 今日は 然ぅ云 ふ 人々 との 關係 を溫 めたい の 

である。 

三十 年の 祝會は 確かに 種々 の 事 を 想 ひ 出させる。 此の 祝會に 出入した 人、 集會の 通知 を 受けて 止 

む を 得す 来られなかった 人 も あらう。 然し 何れも 今日は 舊ぃ事 を 思 ひ 出し、 信仰の 經 過を觀 るな ど 

して、 何 か 刺激 を 受けたり、 感謝したり、 歎息したり、 志 を 起したり する ことで あらう。 今日は 確 

かに 多くの 人の 魂 を 基 赞が橫 ぎり 給 ふので ある。 必す基 赞の後 影 位 を拜む 様に 感 する 人 も あると 思 

はれる。 如何 ぞ 此の 祝會が 露實 に、 王 耶穌と 我々 との 關係を 一 曆溫 かにす る機會 である こと を-望む。 

ピリ ピ書三 章 十三 節に は 『兄弟よ 我み づ から 之 を 取れり と 意 はす、 唯 この 一事 を 勤む。 卽ち 後に 

在る もの を 忘れ 前に 在る もの を 望む』 と ある。 此れ は旣往 のこと に戀々 として る こと を 警めた 言 

である。 勿論 基督 敎は 記憶の 宗敎 である。 聖晚餐 も 記憶で ある。 舊 きこと を も 思 ふべき である。 然 

した^ 昔の こと を！： 頓 みて 進歩 を考 へなければ 大變な 問 遠 ひで ある。 バウ 口 の 意 は あとの 事 を 顧る 


もよ からう- 然し あとの 事 を基點 として 更に 進歩 を圖ら なければ ならぬ、 然 うならぬ ものなら ば ま 

を捨 つべ しと 云 ふので あらう。 旣往 のこと を考 ふると 辛い こと、 苦し いこと、 はがゆい と W め ふこと、 

殘 念な こと、 口惜しい こと も 多く ある。 然れど 三十 年を經 過す るう ちに は、 鍍金が 悉く 精鍊 せら，^ 

て、 土塊 は 形 を 留めすな る。 其の 様な 意味で 神に 感謝した いと 思 ふ。 其れと 同時に 此れ を 某點 とし 

て 後の 爲に 計畫 し、 志 を 起す やうに したい。 

此の 敎會 はもと 無宗派の ものであった、 下谷敎 會に關 係の あった 人が 兩三 名、 聖公 會に關 係の あ 

つた 西洋人が 兩三 名、 其の 外に 新たに 洗禮を 受けた 人が 數人 あり、 是が 始めで 遂に 敎會を 立つ るに 

至った 然し 養ら くしてから 日本 某 督敎會 に 加盟して 今日に 至った ので ある。 其の 緣 故から 云へば 此 

の 敎會は 成 丈 宗派 的の 羈雜 を脫 して 廣く 結合すべき 因緣を 有って 居る。 此の 事に つ い て も 尙敎會 は 

貢獻 したいと 思 ふの である。 

丁度 此の 敎會の 出来る 時分、 ，§ち明治十八九年頃に^{£町に同じ樣な會合を開くものがぁった。 卽 

ち 組合 敎會の 小 崎弘道 氏、 ジ アマン • リフォ ー ムド 敎會の 乇 I ァ氏 などが 求道 會を 起し、 敎會を 建 

てられた。 我々 の 敎會も 其の 時分に 基礎 を据 ゑた ので ある。 當時  一^町 十二 番地に ィ，' ス トレ ー 午 

夫人の 住居が あった。 下 谷敎會 からの 緣 故で 其 所の コッ クゃボ ー ィを 相手に 傳道を 始めた の であ 

る。 最も 早く 洗禮を 受けられ たの は 三 枝 光太 郞氏 である。 次ぎ は 島 田三郞 氏の 家族、 ィ ー ス トレ ー 

キ 夫人の 召使 ひも 一 人 洗禮を 受けた。 斯くて 明治 十九 年に 敎會を 立つ る 様になって 潘町敎 と 云つ 
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た。 然し 中六番 町に 骄町 敎會が あるので lEil 別す るた めに 一番 町 敎會と 名が 變 つた。 共れ から 此處に 

移って 富士！ 15^ 町 敎會と 云 ふやう になった ので ある。 始めは ィ I スト レ ー キ 氏の 一 窒 で集會 をして 居 

つたが、 都合 上 其處を 去って、 島 ffl 三郞 氏の 玄關 で禮拜 を繼繽 した。 其の後 一恭 町 十八番 地に 借家 

して 禮拜 をす る やうに なり、 遂に 明治 廿 一年 一番 町 四 十八番 地に 小さい 會堂を 建て、 移った。 斯く 

て 次第に 敎會 らしく 進歩す る やうに なった ので ある。 其の後 富士！ 0- 町の 會堂を 建て 明治 三十 九 年 四 

月 十四日に 獻堂式 を 擧げて 今日に 至づ たので ある。 

當時 一 稀 町の 或る 西洋 料理店に 於て 會堂 建築の 资金を 募集す る爲め 米國へ 行く 人の 爲 めに 送別 會 

が 開かれた。 其の 席上 會 堂の 必要に 就いて  一 二の 議論が 起った。 敎會堂 は 人が 出來 て、 精神 上 迫ら 

れる 所が あり、 會 員が 奮 發 して 出来る のが 順序 だと 云 ふ ものと、 まづ會 堂から 始めて 行く のが 順序 

だと 云 ふ ものと に 分れた。 余 は 會堂を 先に 建て . ^から 像 道 を 盛んにす ると 云 ふ 論に は反對 であつ 

た。 共れ も 一 现此も 一 理の様 だが、 鬼に 角 此の 敎會は 形の 上に 大きく なること を 急がなかった ので 

ある。 廿 一年に 始めて 會 堂の 出来た 時の 經費は 六 Kn 圓 であった。 (中略) 其れから 三十 ニー 年頃に な 

つて、 一番 町の 會堂 では 不自. H を 感じた から 會堂 新築の 問題が 起った。 八 千 圓と云 ふ 計畫を 立てた 

ので ある。 計畫が 大き 過ぎる と 云 ふ反對 もあった。 然し 其の後 三萬圓 にしたい と 云 ふこと になった。 

空な 話の やう だけれ ども、 如何 かして 成就した いもの だと 思って 居る うち、 漸く ニ萬圓 近くの 金が 

出来て 此の 堂 は出來 たので ある。 すべて 世の中の こと は 斯んな もので あらう と 思 ふ。 豫定 ほどに 


は 行かす とも 此の 會堂を 得てから 大いに 便利 を 得た。 富士 町に 移って から 十 年の 問に 洗禮を 受け 

た 人の 數九百 四十 三 名。 一年に 九十 1： 名の 割で ある。 其の 獻金總 額 六 萬 二 千 百圓に 達する。 然して 

之 を 前 一 一十 年の 分と 一 緒に すると 受洗 者 一 千 三百 六十 五名、 獻金總 額 八 萬 千 五 百 三十 圓 となる。 

敎 會の爲 して 來た 事業 は、 傳 道が 第一 である。 其の 規約に も 東洋の 教化に 當ら ねばなら ぬと 書い 

て ある。 當敎會 は 全 國に傳 道 を 試み 又 牧師 をして 成るべく 之に 從事 せしめ、 進んで は 支那に も 朝鮮 

にも 嫁 道したい と 云 ふ を 理想と したので ある。 此れ は殘 念ながら 文字通りに は實 現されす、 反古 同 

様に 感 すると ころもあって 愧ぢ 入る 譯 であるが、 然し 斯く 標榜して 居る だけに 幾分 盡 くして 居る こ 

と を 明言す る を 憚らぬ。 又 日本 基督 敎會 に傳道 局の 出 來た當 初 力ら 今日に 至る まで 當敎會 は 其の 爲 

に 不十分ながら 努力した こと は 外の 敎會に 比して 遜色がないと m 心 ふ。 

其 外 此の 敎會が 社， 會敎 育に 注意して、 或は 靑年 少年の 倫现敎 育の 會 を-まほしたり、 家庭 講話き を 

催 ほしたり、 紀元節に は集會 して 日本の 國民的 精祌を 鼓吹す る ことに 努めて 居る。 公民の 道 德を板 

作せ しむる 爲 にも 努力して 來た。 新嘗 祭に は 特刖の 禮拜を 行 ひ、 基督 敎と n: 本の 舊習惯 と を 結合せ 

しむる こと を圖 つて 居る。 其の 他 婦人 會に 於て は 夏期 學校 を設 けたり、 又は 科舉ゃ 文學 の 講話 會を 11 

くこと など も 務めて 居る。 或は 福音 新報、 祌學 社の 如き もの も 此の 敎會と 切っても 切れぬ 緣故を 有 

つて 居る。 神擧 社の 今日 ある は會 員の 中に 其の 家 を 造り、 其の ± 地 を 寄附した のに 負 ふ 所が 多い。 

斯 くの 如く 多少 心 懸けて 今 = まで やって 來 たが、 要するに 手 習 ひに 過ぎない。 眞の 清書 は將來 にあ 
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る。  慈 t: の 方面 は贫乏 であった 故發 達しなかった けれども、 將來は 此の方 面に 於ても 力の 增 すに 從. 

つて 發達 したい。 

叉 《"2 敎 含に は 戰爭 があった。 敎會に 内，！； i があった。 敎會 S 發逹 につれ て內 部の 整理に 當 つても 戰 

爭に 類す る ことが 多くあった。 無論 外忠 もあった。 當敎會 の 創立 は！： 粹 論の 跌扈 した 時代、 新祌擧 

の 流行せ し 頃であった。 是れ らに對 して 應 分の 奮 鬪を績 けて 來た。 日本 基督 敎會に 簡易なる 信條 を. 

作らう としたと きに も、 此の 敎會 は隨分 奮闘した ので ある。 敎 會の獨 立に 就ても、 此の 敎會は 始め 

から 維持の 爲 にー錢 でも 外から 補助 を 受けない、 始めから 獨 立の 經營で やって来た。 日本 基督 敎會 

に 於て、 敎會獨 立の 爲に 終始一貫 しで 努力して 來た。 當敎會 は 叉 婦人 を 長老に する ことに 就て 二度； 

ほど 大きに 提出して れ たけれ ども、 他 R 必す然 う 云 ふ 場合の 來 るべき を 信じて Gi^ る。 旣に 今. 1^ の 

大會に は 他の 方面から 其れが 提^£ になって 居る 位で ある。 此れ は關 係す ると ころ 少なくない ことと 

思 ふ。 又 敎會の 合同に 就いては、 日 木 基督 敎會と 組 <ii: の 合同が 問題と なった とき、 當敎會 は 其の こ 

との 成就に 骨 を 折った ので ある。 此れ も 當敎會 の 戰爭の 一 つであった。 當敎會 に は 今後 も尙縯 くべ 

き戰 ひが ある、 根本的の もの は 申す に 及ばす、 社會 事業、 勞働 問題に ついても 人 マー 層 骨 を 折るべき 

であらう。 禁酒 問題、 男女 問の 問題、 公德 養成 等 多く ある。 如何 ぞ 今までの こと を m 心 ひ 返へ して 斯 

る ことに も 刺激 を 受けたい と 思 ふ。 

然し 斯く iei 業 を 爲し來 つた 跡 方 を 思へば 記憶すべき 人が 多く ある。 先刻 一 K ひ 造した が常敎 含は术 


1： 人乇 ー ァ 氏の 敎 食と 合併し て m 本 基 # 敎會に 加 人し たので ある。 我々 は！^ にモ ー ァ 氏の 事 を 記 億 

したい。 明治 廿ニ 年頃 牧師 外遊 中 助けられし 諸君のう ちに フルベッキ 君、 ノックス？^、 井深 君の あ 

る こと を覺 えねば ならぬ。 林 竹 太郞、 北山 初 太郞、 多 H 素、 小食 鋭 喜、 山野 友 ー郞、 渡邊 千代 江、 

大谷 虞、 南廉 平、 麻 生 岩 雄、 手 塚 儀 一郎、 高倉德 太郞、 江村 寬ー、 樋田豐 治、 其の 他 牧會に i^sl に 

當敎 會の爲 に貢獻 せられた 人が 多い。 此の ニー 十 年 問 長老と して 勒勞 せられた 人 は 一 々之 を數 ふるこ 

と は 出来ぬ。 西 森 拙 三、 ^谷 善 作、 本 川 源 之 助、 厳 本 善 治、 宫崎小 八郞、 渡 邊暢、 柏 井園の 諸氏な 

ど そのうちの 人で ある こと を 憶 ひ 出す ので ある。 日曜 學 校の 爲に はき 員外に 盡 した 人が 多く ある。 

其のう ちに は 故&ォ ス孃、 i 世 倉 彌吉、 一井 貞 子の 諸氏が ある。 笹倉氏 は 日曜 學校 のみなら す 三年 間 

傳道ゃ 訪問に も盡 力せられ たので ある。 まだ 外に も あるが、 一 々之 を擧げ 得ぬ。 當敎會 の 今日 ある 

は 多くの 恩人の 御蔭で ある。 彼らの 勤勞と 祈りとの 結 ra^ である。 今日三十年に際して北ハの人々 の^> 

と を 思 はざる を 得ない。 然うして 此の 人々 の 努力の 空しくなら ざらん こと を 願 はざる を 得ない。 

創世記 第一 章の 五節に は 『夕 あり、 朝 ありき 是 首の 日な り』 と ある。 此 はフキ リツ ブス たフ ルツ 

タスが、 日本に 於る 忠信なる 監督 ゥキ リア ムスに 就いて 說敎 した 時の 題詞 である。 其の 說敎が 丁度 

我々 の 今の 場合に 善き 敎 であると 思 ふ。 『夕 あり 朝 あり』 で 夕から 朝と あるの が 面白い。 此れが 基督 

者の 考 であるべき 害で ある。 三十 年 は 一時 代で ある。 先 づ今は 夕で ある。 然れ ども また 朝の 來る を- 

記憶せ ねばならぬ。 斯くて 第一 日 を 過ごし 段々 と 日 を 重ねて 行く。 三十 年の 夕 はまた 光榮 ある 朝 を 
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迎 ふる 起點 であらねば ならぬ。 我々 は 熱心に 祈りて 敎會の 經營に カを盡 さなければ ならぬ と 思 ふ P 

富士見 町敎會 創立 三十 五 年 記念 講演  .  (1 九 1 六 年 1 1 月) 

植村惠 子 病中の 記 

梳村惠 子 は、 明治 二十 七 年 六 月 十三 日に 生れ、 富士 見小學 校、 三輪 田 女學校 (此れ は 暫時) 府立 

第三 高等 女學 校、 女子 英舉 塾を經 て、 東京 神舉 社に 入り、 大正 八 年 三月、 卒業 致し ましたが、 將來 

は 傳道ゃ 女子の 神學敎 育に 從 事すべく、 其の 準備と して、 八 年 七 H 火 日、 横 濱を發 して、 米 國遊學 

の ほ 

の途に 上って、 同 九 H ハ アト フォ ルド 祌擧 校に 入擧 し、 第二 年 級に 編入せられ ました。 

今年 九月 下旬、 第三 年の 學科を 修めて 居た のであります が、 何となく 氣分 勝れす、 疲 勞を覺 える 

やうであった ので、 念のため 診察 を 受けました ところ、 拾 月廿三 曰に 至り、 醫者 は、 ，一:^ の 頗る 重き 

たちで ある こと を診斷 する に 至りました。 

拾月廿 八日 紐 育發、 三十日 東京 著の 電報 は、 次の 如くで ありました。 

植村惠 子の 右の 腎臓、 結核に 胃され たり。 

外科 乎 術 必要と認めらる。 回復の 見込 充分な り。 父親の 同意 を耍 す。 返電 を 待つ。 


卽日、 手術 を 行 ふに 同意す る 皆の 電信 を 打ちました。 超へ て 十一月 廿 三日、 惠 子の 手紙が 违 しま 

した。 卽ち 彼が 十月 廿 六日に、 ハ アト フォ， I ドの 病院に て、 書き 始め、 三十日に 投函した ものと 思 

はれます。 

(前略) 私 は 今、 ハ アト フォ ー ドの 病院に て、 此の 手紙 を 認めて 居ります。 長い 前から 氣 分が 勝れ 

ませんで したが、 大した 事で はない と 思 ひ、 只 できるだけの 用心 を、 自分でして 居りました。 新 

---»\ 1.さ 

舉 年が 始まりまして から， 苦痛が 度重なり ますので、 必要と認めて、 醫 者の 診察 を 受けました。 

彼れ の 手より 奪 門醫の 手に 渡され、 去る 土曜：：： (十：^ 廿 三日)、 病名 を 宣告され ました。 全く 豫期 

以外ではありませんで したが、 病氣 は、 右 肾 臓の 結核と 決りました。 左の 方 は 少しも 胃 されて 居 

ない さう です。 (中略) 

右の 腎臓 は、 最早、 何の 役に も 立たない のです から、 他の 機 關を救 ふために は、 出來る だけ n 十く こ 

しま 

れを 取って 了 はねば ならない の ださう です。 此處で 手術 を 受ける 方が、 時期 を 失しない、 蒂ぃ、 

安全な 方法と、 醫者も 思 ひ、 私 も 思 ひます が、 云々 (中略) 

と * ン さ-よ か- ，さま  そば 

私 一己の 考へ として は、 御 IeK 力 を 掛ける と は 知りながら、 父 様、 母 様のお 傍で、 この 時 を 過ごす 

まさ  . ^ 

に 勝る 喜び はな. いのです が、 人 マ の 場合、 こちらで 手術 を受 くる ことが、 適當の やうに はれま 

す。 此の 手術 は、 餘り 容易ではありません が、 亦必 すし も危險 ではない やうで ございます。 併し 

死生 は 神の み 知り 給 ふところ。 矢張り、 特別に 死につ いて 考 へる 時を與 へられた やう に^じ ま 
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す。 H ッ キス 光線の 試驗 は、 可な り 苦しい ものでした。 病名 を 宣告され てから、 後ち 暫くの 間 は、 

寶際 死の 喑ぃ 影の み 見詰められ、 淋しく、 悲しく 存じました。 同時に 何ん なに 自分の 弱い 信仰 

を、 恥 かしく 思った か 知れません。 

併し キ； イエス、 キリストの 愛 を 以て、 私 如き 罪人 を 救 ひ 給 ひし、 父の 祌は、 遂に 死に 勝つ、 生命 

の 光りと、 希望と を 御與へ 下さいました。 斯る 場合に、 いかに 今迄の 生活が、 眞の 基督 者の 信仰 

と 5 さま 

から、 遠い もので あつたか を、 深く 思 ひました。 父樣 がよく 仰った やうに、 病床の 戰場 である こ 

と を も、 日々、 經驗 して をり ます。 . 

ス ピリ チュ アル プ ラ イド (spiritual  Pride 精祌上 の 傲慢 )0 インべ ー ショ ン ス (Impatience 忍 

耐 力の 乏しき こと )o セルフ ィ シ ネス (S,. ヨ shncss 主我 心) は、 恐ろしい 敵です。 祌の 愛の 乎が、 

いつも 不思議に、 この 弱い者 を、 支へ て 下さる こと を、 只 だ 御 恩寵と 感謝して 居ります。 

我々 の 所謂る、 生死 を 超越して、 この 同じ 愛の 御手が 私 を 支へ、 導き、 敎 育して 下さる こと を、 

確かに 信じます。 祌 の御國 のために、 將來 奉仕 するとい ふ K 布 望 を もって 受けた、 此 世での 教育で 

すから、 祌は 無にし 給 はぬ やうに m 心 ひます。 基督に 於て、 神に 在る 世界 は、 意味 深く、 寳に 光輝 

に耀 いて をる こと を 感じます。 (厚意 を 受けた 人々 に、 日本より 感謝 狀を 送つ て 貰 ひたいと いふ、 

數 氏の 姓名 及び 住所 を、 列記せ る 部分、 お 略)。 

にある 暫くの §1、 回復す るに しろ、 しないに しろ、 何う したら 主に 於て、 人に 事へ る ことが 


出來 るかと、 御 導き を 願って 居ります。 (中略) 

と 5 さま 

ミス、 ミリケンの 方へ は、 父 様から 宜しく 御傳へ 下さい ませ。 一方ならぬ 御世話になって、 御 lill 

ひと と 

に懸 つて、 御禮の 二百 も 申 上げられな いの を、 殘 念に 思 ひます。 再び 歸ら ない とすれば、 深い 御 

恩 を 何時も 感謝して ゐ たと、 御 傅へ 下さい ませ。 

とうさ ま か あさま  たまき 

父 様、 母樣 はじめ、 佐 波 兄 上さ ま、 姉上 さま、 環 姉 さまに 對 して は、 或は これが 最後の 手紙に な 

るか 知れない と は 知りつ X も、 令更、 申 上ぐ る 言 紫 を 存じません。 私の 生涯 は、 皆様の 汲み 知れ 

ぬ 愛に 對 して、 眞に價 値の ない もので ありました。 併し 其 愛に よって、 私 は キリストに 導かれ、 

キリストの 愛 は、 私の 皆様に 對 する 愛 を、 深め、 潔め、 永遠の 希望 ある ものと して 下さった とい 

ふ 外 は、 御 一人々々 に對 する、 盡 きない 思 ひ を、 どう 言 現 はして よい か. 11^ じません。 只 だ 地上に 

於て、 何の 御 恩 報じ も 出来ない こと は、 遺憾の 至りで ございます。 少しで も 善くな つて ゐる 自分 

と 5 さま か あさま 

を、 父 様、 母 様、 姉樣 たちに、 御 目に 懸けて、 御 一 緒に 喜んで 戴きたい と 思って ゐた のです か 

ら。 …… 併し 神の 榮は、 我等の 思 ひに 過ぎて、 深く 廣 きこと を 信じて、 光榮 ある 新； 大地 を， け H みつ 

K 感謝と 喜びと を もって、 一直線に、 此 世の 戰場を 走りたい と 努力して 居ります。 殘す 所の 日 

は、 僅か \ も 知れません。 或は 地上に て、 働く こと を 許される かも 知れません。 何れと も 只 だ 天 

おんち、 

の 御 父に 任せて をり ます。 何う ぞ 皆様 御機嫌よう。 云々。 

大部分 は、 寢てゐ て 書きました から、 嘸 ぞ御讀 みにくい 事で ありませ うが、 御赦し 下り ませ。 
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此 手紙に 現 はれて をる、 彼女の 經驗に 於て、 その 精祌 上の 關ケ原 は、 結了した こと.^ 思 はれま 

す。 旣に 生死の 峠を越え たやう に 感ぜられます。 彼女が 十一 日 紐 育から 出した 手紙 は、 十二月 

三日に、 朿 京に 到着 致しました。 其れに は、 ハ ー トフ ォ ー ル r の 病院から、 紐 育の プレス ビ テリア 

ン ホスピタルに 移った ことが 知らせて ありました。 其 一節 は、 斯う 書いて あります。 

『昨夕、 大分、 薄暗い 時でした か、 病 { 至に 落 付きました。 食物 も 何もかも、 全く 病人 扱 ひで、 昨 

晚も 今朝 も、 少々、 悲觀 しました。 とも すれば、 はしたない 心 持が 出さう になります。 ふだん 下 

ら なく 兒 える 事に も、 非常な 努力 をせ ねば、 眞の クリス チア ン たる 體面を 保つ ことが 出來 かねる 

やつ 

やうに 感じました。 呰樣は 嘸 かし 意氣 地の ない 奴と 思 召し ませう。 (中略) 

病院に は、 色々 な 人が ゐ ます。 愛想の 盡 きる やうな 事も兑 受けられます。 セルフ レスべ クト (自 

重心) を 保つ こと は、 ^^^人には、 何ん なに 困難な ことか 分りません。 併し 一方に は、 人間の 眞の 

要求が、 こ、 に 赤裸々 に 示されて 居る こと を 思 ひ、 却て 無邪氣 な、 謙遜な、 タリ ー チュ ァ (受造 

物) の氣 分に 立 返らされた やうに 感ぜられます。 (中略) 

何ん な 苦しい 場合に も、 進んで 人の 上 を も 3 心 ひ 得る、 立派な 其ヒ督 者で ありたい と 思 ひます。 天の 

御 父の、 深き 愛 は、 片時 も 忘れない 積り でございます。 ： 太の 御 父が、 此 所に 私と 共に 在 まし 給 ふ 

如く、 愛する 父上、 母上 はじめ、 皆様と 共に 在 まし 給 ふこと を 信じます。 何う ぞ 皆様 折角 御 自愛 

遊ばします やう。 そして 私の 事に 就て は、 生く る も 死ぬ る も、 只 信じて 御 祈り 下さい ませ。 


十 一 月 八日 發、 手紙の 一 節 

祌の 恩寵の 限りなく して、 主に 在る 生命の 神秘に、 意.^ 深く、 日々 に 成長して 往 くこと を、 愚か 

とうさ ま か あこ ま 

なる 身に も經驗 して 居ります。 併し 父樣、 母樣、 この 世に 對 する 私の 執着 は、 まだ/ \强 うご ざ 

います。 勿論、 死ぬ る も 我 益な りと いふ、 確信 は 持して 居ります が、 聖徒と して 活き、 亦 死ぬ る 

は、 容易な 事で ない こと を 感じます。 併し 新 かる 危惧の 影より、 1K 父の 驚くべき 愛が、 輝き で 

て、 總て をば 美 はしき、 淡き 光に 包んで 吳る こと を 認めます。 (中略)  . 

とうさ ま  か あさま 

今日 (十一月 六日) は、 土曜日です。 今頃、 父 様 は 說敎の 仕度で、 御忙 がしいで せう。 母 様 は、 

煩 はしい 小さい 事に、 御 忙しいで せう。 明日 は、 聖餐式で ありませ う。 祈に 於て、 讚美に 於て、 

心 は 一 つに 禮拜 する 積り で 御座います。 (中略) 

今 は 日曜の 朝 八 時です。 ドクトル • ボベ ー ルト (主 治醫) が禮拜 前に 來て央 れ V ばよ いと、 願つ 

と， つ さま  ゐ 

て 居ります。 決して 我儘 は 言 ひません けれど、 丁度、 父 様の 御 傍に 居る やうな 氣 がする のです。 

今日、 一 曰、 善い 戰ひ をす る やうに 祈って 居ります。 (中略) 

もう、 十 一 時です。 間もなく フィ フス • アベ 一一 ュ ー の 敎會の 聖餐式が 終って、 どなた か此處 に、 

寄って 下さる やうな 氣 がします。 <fr 度の 病氣 になって から、 眞に 親切な 醫 ぶ？、 或は 看護：； S になる 

こと は 大きな 仕事で あると、 染々 思って 居ります。 何の 職業の 部門に も、 キリストの 精神が. § ；メ求 

されて をる こと を 感じます。 生く るに しろ、 死ぬ るに しろ、 此の 病氣を 空く せす、 全く 自己 を 忘 
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れ、 愛 を 以て 貫いた、 奉仕者た らんこと を、 私 は 望みます。 主 は 薄志弱行なる 私 を、 必す 助け 給 

ふと 信じます。』 

彼女 は、 多くの 善き 醫者 や、 看護婦 や、 同情 深き 友達の、 親切なる 取扱 を 受けつ. -、 斯の 如く、 

病院の 數日を 送って 居り ましたが、 遂に 手術 を受 くる 場合と なりました。 

十一 m: 十 曰、 紐 育發、 十二月 六日、 東京着の 手紙。 

父上 様、 母上 様、 一筆 申 上げます。 今日 (十一 月 十日、 水曜日) 午後、 私の 乎 術 は 金曜日 朝と 一 百 

渡されました。 聖旨に 委せつ \、 靜 かに 其 時 を 待つ 積り でございます。 今 私の 心 は、 父上 様、 母 

？ S さま  いのち L 

上様 はじめ、 姉 様、 師友ら より 注がれた、 美 はしい、 愛の 記憶で、 一杯で ございます。 生命 を與 

へられし 甚 びから 始まって、 たどくし きながら、 永生に 進みし、 自らの 徑 路を考 へて、 私の 心 

は 只 だ 感謝に 溢れて 居ります。 手術 は 弱い 私に 取りて は、 一大事で ございます。 神の 御 力に ぉ賴 

りする ことなくて は、 一時 も 過され ない 氣 分が 致します。 

『指し 行く 濱邊、 間近くな り』 しとき 嵐の 烈しき こと を 感じます。 誘惑 も 多い ことで ございま 

つ はもの 

す。 今晩、 明日、 明 後 朝、 手術の 間 を 透して、 勇ましい 基督の 兵で ある やう。 他の 人々 の 祝福で 

ある やう。 切に 願って をり ます。 光り輝く、 祌の御 姿 を、 仰ぎつ」、 私 はこの 經驗 をして、 眞に 

祌の 聖旨に 適 ふ もので あらしめ たいと 願って 居ります。 M 取 早、 管. 5- しく 色々 な こと を 中 上げ ませ 

ん。 手術 前の 私 は、 實に 驚く ほど 元氣 でございます。 明日 また 手紙 を 書く かも 知れません。 或は 


これが 暫くの 御 暇 乞になる かも 知れません。 云々。 

十 一 m: 十一 一日 (金曜日)、 絲 育發、 十 一 一月 六日、 ^a-京着の乎妍。 

か つ ざま か あさま  -  , 

父 様. 母 様、 今 は 朝の 八 時です。 十一 時に 乎 術 を 受けます。 餘裕 ある クリス チヤ ンの 心を與 へら 

れんこと を 願って をり ます。 (中略) 

此の 病氣 により、 基督 者と して 更に 深き 生活に 進まないならば、 祌の 恩寵 をお しくす るので ある 

と S 心 ひます。 ，云々。 

かくして 彼女 は、 手術 を 受けた ので ございます。 十二： rn; 日、 紐 育の スピ ー ャ 博士から、 fi- の電 

報が 達しました。 

植村惠 子の 手術、 成功 を 以て 行 はれたり。 歌 能. (良好な り。 

_5 ^京で は 一同 之に， H りて 胸 を 撫で 卸した 次第で ありました。 彼女 も、 手術の 經過 良好で ある を、 

喜んだ もの を兑 え、 十一 巧廿 四日、 自ら 筆 を 執って、 手紙 を 書きました。 それが 十二月 廿日、 ^京 

に 着した のであります。 曰く、 

手術 を 致しまして から、 今日で 十二  H: になります。 經過 は大！ 13 宜しい 様で ございます。 今 は 何の 

苦痛 もありません。 只 だ 瘦 の 癒える を 待って ゐ ます。 明日 は 感謝 日 (我が 新脊 祭に 似た る、 米！： 

の 感謝祭) を 床の 上で、 意味 深く 送りたい と S 心 ひます。 (中略)。 

疲れました から、 之で 失禮。 
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此時、 惠子 は、 旣に此 世の 人で は 無かった のです。 之より 先、 十二 n 十二 日 午前、 次の 電報が 達 

して 居りました。 

植村 心 子、 狀態 不良。 氣遣 はし。 俳し 望みな きに 非す。 

11 ちら 

右に 對し、 此方よりも、 電報 を 打った が、 彼女 は それ を讀み 聞かせら る k 機會を 得る に 及ばす、 

十二： =: 十五 日、 午前 九 時 五分 前 遂に 他の 世界に 移された のであります。 京の 家に は、 十七 日の (金 

曜日) 夜、 その 訃 昔が 電 達せられた のであります。 

惠 子の 狀態 は、 十二  三日、 經過 良好で あるとの 電報 を發 した 後ち に、 險惡 なる 症 狀を呈 する に 

さつ 

至り、 粟粒結核 蔓 つて、 遂に 腦をも IT したら しく、 頭痛 も 激しかった 様に 察せられます。 

十二  = ^九 _ 日、 十日 頃に は、 旣に 時として は、 意識 も 不明瞭に なった やうに 思 はれます。 殊に 夜 問 

にさう いふ 兆候が 現 はれた やうで ございます。 併し 病中、 惠 子に 親切 を盡 された、 デ I 夫人が、 十 

二 十二 日に 訪 11： して、 1^ 京の 母から 達した 手紙 を、 その 眼の 前に 廣げて 見せて やった とき、 彼女 

は その 長い 乎 紙 を、 總て讀 み 了り、 暫し淚 に 暮れた と傳 へられて 居ります。 彼女 はまた 書中の 或る 

事柄に つき、 その 處置 を、 デ ー 夫人に 依頼す る こと も、 充分に 出来た ほどで ありました。 

共 日、 河 井 道 子さん と、 渡邊 百合 子さん とが、 訪問 せられた 時の 如き、 晝の 食事 を、 」 恥 人と して 

は餘程 充分に 取り、 共に クリス マスの 譜美 歌な ど を も 歌った さう であります。 

デ ー 氏の 乎 紙に、 十二月 十四日、 同氏が 之 を 訪問して、 慰めの 言葉 を かけられ たに 對し、 彼.^ は 


笑 を 含み、 『アイ、 サン キ ュ ー、 ミス トル、 デ ー』 と 『淸ら かな 聲で』 挨拶した が、 翌十 五日の 朝 

たまし ひ 

九 時 五分 過ぎ、 同氏が 訪問して 見れば、 彼女の 魂 は 十分 前、 旣に 他の^に 飛 去った と 書いて ありま 

す。 ^子の， 氣と 北ハの 臨終と に 就きて は、 これ 以上、 報吿 すべき 村 料を與 へられて おりません。 ^ 

し 前に も 述べた やうに、 彼女の こと は、 入院の 時、 旣 に大體 において、 ！^,i 了せられ て 居た ものと E 心 

はれる のであります。 

十二 バ十 七日、 接 乎した、 スピ ー ャ 博士の 電報に 曰く、 

余 は、 械村惠 子の 死去せ る を、 報吿 する を 悲しむ。 御 親父に して 同意 せらる K ならば、 余が 家 

むすめ かに はら 

の 墓地に、 女の 傍に、 之 を雜る こと を卞. 一: んで 承諾すべし。 或は 火葬に 附 して、 遗せを 送る ベ き 

か、 返電 を 待つ。 

之に 對 して、 火葬に せられた しとの、 依赖 電報 を發 した。 倂 し^子の 葬儀が、 十二 n 十八 日、 コ 

1 フ. - ン 博士 の 牧者た る 紐育巿 マデソ ン、 ァ ベ 一一 ュ ー、 プ レス ビ テリア ン敎會 々堂に て 行 はる- -時 

に は、 まだ 此の 返電が 到着して 居らなかった。 彼女の 造骸 は、 此の 下の い： J. 上に 置かれた { お 眞の如 

むさな ご 

く、 美 はしき 柁に 納められ、 幼兒の 我に 來る を禁 する 勿れと 銘 せられた 美 はしき れ础 子の 窓の もと 

に界ぎ 据えられました。 會葬者 約 百 人 その 半數 は、 日本の 人た ちであった と報吿 されて nig り ま 

プレス ビ テリアン 俥 道 局々 長、 士ジョ ルヂ、 ァレキ サン ドル、 式 を 司 どり、 博士 スピ ー ャ、 
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葬り の^を 述べられた。 n 本 女子 靑年會 の カフ マン 女史、 スピ ー ャ 氏の 演說 と、 ァレキ サン. ドル 氏 

の 祈りと を 速記して、 ^ao: 小の 家に 送られました。 其 節、 樱崎 すが子の 歌 はれた 讚美歌 は、 先刻 ミス、 

マク ドナ ルドの 歌 はれた、 ォ ー、 ラブ、 ザ ッ ト、 ウィル、 ナット、 レット、 ミ ー、 ゴ ー であり まし 

た。 スピ 1- ャ 博士の 述べられた 中に、 次の 一節が あります。 

浙の 如き、 少壯 なる 生命 は、 より 豐 富なる 何もの かの 實在 を證 明す る ものである * 老熟せ る 生命 

は、 活用せられ たる 機 舎の、 歡 喜を證 明す るので あるが、 活 ffl せられざる 機會を 持てる、 若き 生 

活は、 その 活動 iHil 域の 他に 存在す る こと を證 明す る ものと 解釋 されねば ならぬ。 斯くて 死 は其實 

ま 二と 

進み 人る ことで ある。 眞 なる 者、 永 在なる 者、 偉大なる 者に 達すべき 門に 外なら ない、 ぉ惠 さん 

に接觸 する こ， y に 依って、 吾等 は、 神と 永遠 世界との 資在 を保證 せられた ので ある。 云々。 

博士 ァ レキサ ン ドルの 祈りの 一 節に 曰く、 憐 みの 父よ、 あなたの 途は、 ！々 の途 でありません。 

あなたの 思 ひ は、 吾々 の 思 ひでありません。 吾等 をして、 あなたの 思 ひの、 より 高き が 如く、 あ 

なた の途の 亦より 善き ものである こと を、 信ぜし め 給へ。 我等が その 中に、 活き、 動き また； 

を： セ する、 父なる 祌の 慈愛 を、 疑 ふこと 無き やう、 我等 を 助け 給へ。 若し 我等 傲慢に して、 あな 

たに 依らで、 活 きる こと を 得べ しと、 S わ ひ 僻が むる 如き 事 あり もせば、 我^の 罪 を赦し 給へ。 凡 

ての S. 物と もに 働きて、 あなた を 愛する 者 どもの ために、 益 をな すに 至るべき を 確信せ しめ 給 

へ。 我等 は、 この 若き 姉妹の 生命の ために 感謝す。 その 心の 美と、 これに 期待せ る 事共の ために 


感 詩す 

我等 は、 彼の 生命が、 神の 力に 依り、 神の 笑みの 光りと、 彼女が 拜み 事へ たる、 共」^ の 御前に お 

いや  さか ゆ 

いて、 彌 榮に榮 行くべき を 信じて、 深く 喜ぶ のであります。 彼女の 世 を 去りた る爲 めに、 悲しむ 

人々 に、 慰安 を與へ 給へ。 …… 願く は 遠く 去りた る、 姉妹の 生命の、 勇 ー戒と 喜びと に 依り、 $ 

もま た氣カ を增 すに 至らん こと を。 

この 少數 なる 槊 食 者の 中よ リ、 彼女の 事業 を受 機ぐべく、 何人 か を 起た しめ 給へ。 人種に 隔てら 

れす、 叉 基督に 於て 一 つなる、 友情 を强め 給へ。 云々。 

植村惠 子が、 彼 地に おいて 與 へられた る， 多くの 友人、 彼女の 病中、 死 及び 葬儀に ついて 表 はさ 

れ たる 其の 方々 の 同情と 親切と は、 彼女の 遣せ る 家族 一同の、 基督に おいて 深く 感謝す る 所で あり 

ます。 此國に 於て、 或 ひ は 彼女と 共に 學び、 或 ひ は 彼女と ともに 信じて 志 を 1!1： ふせられ、 その 友交 

に 依りて、 深き 心 添へ をせられ たる 多くの 友人と、 彼の 死に 於て 愈々 鮮 かなる その 熱愛と 高義と 

は、 彼女 自身に 取りて 死後の 光榮 であるの みならす、 彼女の 死の ために 寂 塞 を 感じつ.^ ある 我らが 

力で あり、 歎きの 中の 慰安であります。  (一九二  0  S 


植村！^子病中の5^-  三 五 九 


ふらき H のこと ども  一一； 六 〇 

ふるき 日の ことども 

始めて 宣敎 使の 渡來 したの は 紀元 一八 五太 年 (安政 六 年) である。 吾人 は ウギ リア ムス、 ヘボン 

ブラウン 及び 其の後ち 來 任した バラ、 タム ソンの 如き 諸氏が 傳 道の 便宜 を與 へられす、 驚くべき 希 

望と 忍耐と を 以て 十數 年間、 王に 於て 俟ち 望みた る 精祌を 尊、 び 其の 信仰の 厚き と、 人格の 高き とに 敬 

服 せざるを得ない。 

斯くて = 本 は 幕府 倒れ、 政權 皇室に 復り、 藩 を 廢し縣 を 置き、 佩刀 を禁 するな ど 諸方 面に 於て 改 

革 盛んに 行 はれ、 西洋文明の 感化、 旭の：： 外る 如き 勢であった。 因循姑息 は 最も 忌 はしき 氣風、 進歩 

改善 は 人生の 教大 美事と なった。 從來 の宗敎 だしく 輕 侮せられ、 今 H より は 想像し がた き ほどの 

悲境に 陷り、 何人も 之に 心 を 寄す る ものな き狀 態とな つた。 宗敎の 額廢其 時より 甚だしき もの は あ 

るまい。 斯る 所に 西洋文明の 威力 を 負 ひ、 その 新し さに 一 々見聞 者の 耳目 を聳 かしむ る 基督 敎が、 

日本人の 魂に 觸れ て來 たので ある。 如何しても 氣壓の 變動を 生じ、 風 吹き 来らねば ならぬ 順序で あ 

つ た。 

{H; 敎 使ら は 十數年 ii 隱 忍して ゐた。 堰 止められて ゐた 水、 次 竹 山に 嵩 を して、 大河の 決する 如き 


勢 を 現出す る 時節 こ- -に 到来した。 彼らの 祈り は 答 へられた。 一八 七 二 年 (明治 五 年 正 n) の 初 If 

しるし 

祈 禱\^1 がその 效驗 であった。 

最初の 祈禱會 明治 五 年 正月 (舊 勝、 今の 一 一月 上旬) ダ ツチ • リフォ I ム ド敎合 敎使ジ ェ 1 ム 

ス • バラ 氏 指導の 下に 催された 祈禱會 が、 日本で 基将に 於る 最初の 敎會の 出發點 であった。 明治 四 

年 十一 一月 橫濱 在留の 宜敎使 始め 信仰 ある 外國 人が 引き 續 きて 祈 禱會を 開いて ゐた。 バ ラ 氏の 舉 校に 

出入す る靑年 日本人が 其の 摸 様 を 見て、 吾人 も斯 くの 如き 集 會に與 りたい との 希望 を 述べた。 此の 

意外なる 請求に 應 じて 日本 最初の 祈 禱.^ S は 起 つたので ある。 

其の 場所 現今の 横濱 海岸 敎會の 小 會堂は 二つに 仕切られ， 間の 壁の 左右に 戶 があった。 より. K 

なる 一 部分 は 家の 三分の 二 を 占めた。 四 人 掛けの 腰掛が 一 一列に 置かれ 總てビ 二十はなかった らう。 

すっかり 詰めても 六 七十 人し か 集れない。 別に 講壇はなかった。 一 脚の テ ー ブルと 一 脚の 椅子が 置 

かれた。 テ ー ブルの 後の 壁の 一部分 は黑く 塗られて、 ブラック ボ， 'ルドに 代^され てあつた。 此れ 

は 其の 部屋が 平日 は 英語 教授の 用に 供せられ て 居た からで ある。 先生が バ ラ氏 一人で、 級が 一一； つ あ 

つたから、 甲 組の 授業 時 問に は 他の 乙、 丙 は 隣り の 小さい 部屋に 集って 雜談に 耽ったり、 今 は禮拜 

堂が 建てられて ゐる 空地 を 歩いたり、 飛んだり、 跳ねたり して 居た ので ある。 生徒の 數は g. 五十 名 

もあった らう か。 バ 謝が ニ兩 であった。 令の 十圆 以上に 當る であらう。 講堂の 後の 小さい 家に 住ん 

よしやす 

で 居られた 小川 廉之助 (後に 義緩) 氏が 學 校の 世話 掛 りで 月謝 等 を 取り立てる 役目であった。 常時 
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横 演 は 今と 遠 つて、 曰 本 に 於る 西洋文明 の 巾 心で あつ て 英語 等 を 深く SF び たいと 思 ふ 其の ころの ハ 

イカ ラ靑尔 の 多く 集る 處 であった。 バ ラ 氏の舉 校に 出入した 生徒の 中には 其 時旣に 名であった 慶 

應 義塾の 先生 株の 人た ち (例 すれば 小幡 甚三郞 氏の 如き) を 始め 後に 有名に なった 人た ち も 多 かつ 

た。 三 四の 華族 も 居た。 上の 級が パ ー レ ー の 萬 國史、 中の 級が サ ー ジ- ントの ニリ ー ドル、 下の 

級が 其の^ 一  リ ー ドル 時として は ウイ ル ソンの 站ー リ ー ドル を W ひて ゐた。 隨分 進んだ 英語 舉 者で 

も、 此處へ 來ては 子供 同様に パ I レ ー ゃリ ー ドルで 苦しめられた のであった。 S}f 校 は 授業に 先 だち 

て 英語の 聖書 を譯 しつ、 讀み 終って バ ラ 氏が 短い 祈禱 をされ るが 例であった。 明治 五 年 正お i:nl の 

聖書 は 創世記 ti^ 一 一十 叫 章ァ ブラ ハ ムが其 子 イサクの 爲に 好き 嫁 を 尋ねさせん 爲に 其の 老僕 エリ H ザ 

ルを 遠く 派遣した 物； 詰りであった。 多分 前ハ 牛の 暮 からの 賴 きであった であらう。 古雅な 單 純な 聖 «r 

の歷史 は 共の 場に 居 合せた 人々 の 心に 今 尙ほ殘 つて 居る かも 知れない。 バ ラ 氏の 突飛な 日本語で 之 

ふき だ 

れを譯 される のを聽 かせられて 思 はす- 咁 飯した こと もあった らしい。 殊に 記憶す る は オルガ ンの無 

かった こと-、 禮拜 にも 舉 校の 授業に も 讃美歌の 無かった ことで ある。 

祈 禱會の 時 最初の 祈 禱會は 此處に 開かれた ので あるが 公會 日誌なる もの を 見る と、 正お 二日の 

條に 『今日より 聖書 使徒 行 傅 講義 始まる。 バ ラ ン師 (バ ラ氏 なり 原文の 儘) 出席 前後 祈り 有 之。』 三 

日 は 口 曜日であって 聖 醫の講 |g が 朝 も 窨ーも 夜 もあった やう だ。 夜の は 山 乎 四 十八番に 開かれた。 此. 

處は 今の 共立 女擧 校の 創立 せられた 場所であった" rn 誌 m 日の 條に 曰く 『晝後 四時 集會 祈禱、 使徒 


行傳 講義 バラン 師 出席、 五 時 散會』 と ある。 卽ち右 祈 禱會は 毎日 午後 四時 頃に かれた ので ある。 

此れが 正月の 二日から； 母 日 開かれて、 數十 R 繼緩 された。 

集った 人々 午前 舉 校に 出入す る 青年 を 始め、 小川 夫赛、 小川 氏の 妹大 坪す ま 其の 良人 大坪正 之 

助^ 淺 久兵衞 等であった。 當時太 m 町に 店 を 持って 居た 函館屋 と 云 ふ 商人 も 偶に は來 た。 (然し 彼 は 

信者に ならなかった) 竹 尾 錄郎、 (後に 忠 男と 改む 牛込敎 おの 人 數月前 死去) 條崎 iji^ 之 助、 安藤 劉 太 

しん むらす V む 

郞、 進村漸 (後に 櫛 部と 改名)、 押 川 方 親、 吉田信 好、 梳 村正久 等が 其の 中に 居た と 確に 記惊 され 

る。 一月 か 二  =；: を 經て杉 山 孫 六 (メ ソヂ スト 敎へ IC 牧師 土屋豫 六の：： 几)、 熊 野 雄 七 等の 諸氏 も 來られ た 

やうで ある。 井深 梶之助 氏 は 其の後 日曜 R の第會 に來會 せられた のかと 出 や はれる。 浙 くて 幾投 もな 

ひでお W 

く 本多庸 一氏 も 祈 禱會に 出席 せられた。 福 知 山の 藩主 朽木氏 も 折々 來られ た。 佐 藤 一雄. (後に 秀顯 

と改 む。 遞信省 管理局 長で あつたが <fr. は 故人)、 戶 波捨郞 (後 郵船 會 社に 入る。 旣に 死去) の 二 氏 は 

共广 英語に 熟達した 人た ちで 前者 は 折々 東京から 來 られ、 後者 は遷々 祈禱 含に も 出席した やう だ。 

此 等の 人々 多き 時 は 三 四十 名、 少 きも 一 一十 名 を 下らす 每日 集って 使徒 行傳の 講釋を 聞きつ \ 祈った 

ので ある。 彼等の 中で 旣に 洗禮を 受けて 居た の は 小川 氏の みで あつたが 然し 皆 盛んに 祈った ので あ 

る。 泣く もの も 魔々 あった。 其 言葉 も 調子 も、 始めての 人に は ^$1 だ 異様な 感じ V 與 へたので ある。 

然し 何人も 其 熱心に 打 たれざる を 得なかった であらう。 

重大な 正誤 日 木 基督 敎會の 創立 は 明治 五ハ牛 三月 十日で ある こと は旣 知の 事實 であるが、 祌戶の 
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ユるき のこと ども  11 ニハ E! 

大含 席上 にても、 福 昔 新報れ 上 にても、 此れ は舊 三月 十日 を 意味す る やうに 傳 へられて 居る。 然る. 

に 小川 義緩乎 記の 公會 H 誌に 依れば、 二： n: 二日の 條に 『卽ち 安息 日、 朝 九， 時 菜會、 バラン 師 出席、 

十 一 時 散 衆、 晝午 三時 集會、 祈 B バラン 氏 馬 太 傅 講義 終り、 受洗の もの 九 人 あり。 長老の 選 あり。 

むき 

. ^川當 選な り。 ブラ オン 師、 バラン 師乎 を按て 權を授 く。 四十 A ^の 婦人 三人、 他に 信^  二 名へ！： し、. 

聖晚餐 共に 守り 五 時半 散 衆』 と ある。 總て 原文の 儘で ある。 斯く 記した 傍らに 後日 奥 野 氏の 書き 入 

れ たもの らしき 一句が 添へ て ある。 曰く 『西洋の 三月 十 曰に 當れ り。』 之れ で 見る と、 日本 基 # 敎會， 

の 創立 は 舊曆ー 一日 新暦の 三 十日、 日曜 曰の 午後 三時で あつたので ある。 

何故に 洗禮 と敎舍 設立と を 午後の 事に したので あるか。 察する ところ 朝の 集會は 何人で も维 るの. 

で 何とた く 心^かれる やうな 氣味 があった から、 li:! 者、 洗禮 志願者 等ば かり 集まり 總て しんみりと 

行 はんと 欲した ものと 兒 える。 主が お 子等と、 終りの 食事 を爲 された 時の 校 様 も 思 ひ 合 はされ て 興 

味が 深い。 だから 其 席に 居 合せた もの は、 總 てぐ 約 二十 名であった らう。 彼等 は 如何た * る 感じ を 有. 

つて 始めての 敎會に 列し、 始めての 聖餐 を 守った であらう か。 

其の 時の 受洗 者 竹 錄郞、 條崎娃 之 助 安藤 劉 太^、 逾村渐 、押 川 方 義、 吉田信 好、 佐 藤 一雄 

戶波： e 郞、 大坏正 之 助の 力： 名が 其 日 洗禮を 受けた ので ある。 彼等に 就いては 前に も 記した こと も あ 

る。 篠崎娃 之 助 は 其の後 長老に も 選ばれ、 敎會创 立 時代に 隨分 功の あった 人 だが 叫 め 丸 年 二十 五 歳 

で 築地の フ ォ ー ルズ氏 病院 (今の 工手 舉 校の ある 處) に 病歿した。 信仰に おんだ 識享な 靑ハ卟 で；！ I： 入 


の 問に 重き を爲 した。 彼 は 平 山成齋 (平 山 成 信 氏の 父) に漢 學を學 び、 敎 今-剖 立の 前年 から 橫： m 

に遊舉 して 居た。 進 村 漸は醫 者で 後 信仰の 爲め 養家 を 去らねば ならぬ ことにな り、 櫛 部に 一 m 姓し、 

フォ ー ルズ 氏の 病院に 勤務し、 篠 崎の 治疲ゃ 看護に 心を盡 した。 彼 は 又 新 榮敎會 のお 老 として 數ハゃ 

間 骨 を 折った。 大坪正 之 助 は 小川 義綏 夫人 きん 子の 弟で ある。 安藤 劉 太郞は 本願 寺の 僧侶で 寺から 

橫 濱に留 a- を 命ぜられ、 傍ら 基督教の 探偵 を も 勤めて 居た のか も 知れない。 洗禮を 受けた 年の 九： 

十三 日に 木 願 寺の 坊主 や 島 地默雷 等に (通 譯の爲 めか) 隨 行して 外國に 出掛けた。 彼等と 共に 外！： 

基督 敎の 模様 を 視察し 基督 敎反對 の 書籍 を 夥しく 持ち 歸っ たやう である。 其の 中に ルナ ンの 基！^ 傅 

もあった。 其の 一節が 復活 新 話と 題し、 島 地 縮 堂 (默 雷の 別號 なるべし) の 名 を 以て 報 叫^^と：： ム 

ふ雜 誌に 揭載 せられた ことがある。 基督 は實に 復活して 居らぬ。 マグ ダラの マリヤの 血迷 ひから 出 

た 話に 過ぎぬ と斷定 して 基督教に 一 擊を加 へんと したので ある。 安藤 は斯 くの 如き 人物で あつたが 

其れでも^ 朝 後 は 僧侶と して 立たなかった。 其の 理由 はわから ぬが 何となく 心疾 しく 感じた もので 

は あるまい か。 鬼に 角 彼 は 其の後 關信 三と 改名し、 文部省 設立の 東京 師範 學校 (今の 高等 師範 學校) 

附屬 幼稚園の 主任者と して 勤務した。 此れ は 日本に 於る 幼稚園の 先祖で ある。 安藤 は 松 野 クララと 

共に 日本に 幼稚 圍を 創立す るに 就いて 功勞 のあった 人で ある. - 日本 基督 敎會 創立の 日に 受洗した 九 

名の 中 生存者 は 押 川方義 (衆議院議員 舊 東北 擧 院長) と 吉田信 好の 兩氏 である。 逸村漸 と共に 豫 

松 山の 人で ある。 吉田氏 は 寛厚の 長者、 同人の 間に 尊重 せられた 人物で 橫濱 海岸 敎會の 長老と なつ 

ふるき！ n のこと ども  三. 1 へ 五 
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た。 餘町敎 會の创 立せられ た 時 も 井深 柅之助 氏と 共に 長老に 擧 げられ た。 下 谷敎會 (今の 豐 岛岡敎 

會) の创 立せられ た 時 は 新任 牧師 植村正 久氏を 助く るの 目的 を 以て 其の 會員 となり、 其の 敎會に 加 

はりて 長老に 選ばれた こと も ある。 

最初の 役員 斯くて 設立 せられた 敎會 最初の 假 牧師 は、 ジ ェ ムス • バラであった こと は 言 ふまで 

もない。 長老の 選に 當 つた 人 は、 前に も 記した 如く、 小川 義綵 である。 執事に は 仁 村 守 三と いふ 人 

が擧 げられ た。 是れは 奥野昌 綱手 記の 日本 基 瞥敎會 •  膝 草稿なる ものに 據 つても 確實の やう だが、 

公會 日誌 (第一) 小川 氏 手記の 部分 舊曆三 nz: 二十 一 日の 條に、 『卽ち 安息日、 受洗 六 人 あり、 執事の 

選 あり。 竹 尾 之に 當り、 ブラ オン、 バラン 兩師手 を 按じて 權を授 く』 と ある。 之で 見る と 何等かの 

都合で、 竹 尾錄郞 がまた 執事に なった やうで ある。 當 時の 記憶 餘り鮮 かで ない が、 最初の 敎 きに は 

長老； 人、 執事 二人あった やうに 見える。 ， 

仁 村 守 三の 素性 安藤 劉太郞 のこと は旣に 記した 如くで ある。 不思議に も 此の 仁 村と いふ rai- が、 

矢張り 眞宗の 1^ 侶であった こと を 後ち に發 見した とき、 謙 も 驚異の 感に打 たれ、 不快の 念に 堆 へな 

かった ので ある。 數年前 彼 は 本名 香 川實玄 (姓名の 文字 或は 異なる や も 知れす) と 首って、 廣島市 

なる 或る 眞宗 寺院の 住職と なって 居た。 香 川 實玄の 仁 村 守 三 は 何う いふ 理. H から 甞て 基督 者の 名簿 

中に 潜り込ん だので あらう か。 其の 動機 は 今に 判然とし ない。 彼 は 長 崎で 英人 H スソ ウルより 洗禮 

を 受け、 敎會创 立の： SN、 横 濱に居 合 はせ、 敎會 最初の 役員に 擧 げられ たので ある。 彼 は禮拜 のと 


き、 隨分 上手に 祈り もした と 記憶され る。 最初の 十； 人の 敎會 員のう ちに 斯の 如く 二人まで 偽物の 

居た こ と は 注意す ベ き事實 である。 

讃美 歐 最初の 敎會に 讃美歌の 無かった こと は 既に 記した 如くで ある。 然し 禮拜 以外に 與 へられ 

た 或 機會に 於て 兒童 用の 英語 讃美歌が バ ラ夫 ii に 由り て、 靑年擧 生 どもに 敎 へられた。 Jcsiis  loves 

me,  this  I  know  (、王 我 を す) There  is  happy  land  (たのしき 國は 天に 在り) 等 は 殊に：^々 敎 

へられた。 之に 加 ふるに 山手 四十八^ 館に 開かれた 女擧 校に 毎日 曜日の 夕 催された 集 會に往 けば、 

聖書の 講義 や 祈りの 始まる 前數 十分 問必す 英語の 讃美歌 を 幾 つ となく 歌 はせられ た。 Sengs  of 

Zion と 云 ふ 大人^の 英語 譜美 歌集が 最も 多く 使用 せられた。 斯 くの 如く 英語 讃美歌 を 用 ふること 

を敎 へられた のみなら す、 敎會に 出入す る數 名の 靑年は 測らす も 术國の 水夫で 信仰 篤き 一 圑と 落ち 

合 ひ、 共に 歌ったり、 祈ったり する 機 會を與 へられた ので ある。 彼等 は厦々 百 六十 七^の 小會 堂に 

集合した。 其の =1^:: だった ものに プレ マス *ブ レズ レ ンが あり 餘程 熱心に 談じ、 歌 ひ、 祈り、 且つ M 

S 彼等の 常套語の. 5 く 『パ ンを 割い』 て 居た。 彼等 は 無論 宗派 嫌 ひで ある。 救 ひの 確信 を 盛んに 高 

調す る 人た ちで あつたが、 バ ラの 如き も 自然 其の 感化 を 受けた。 或る 方面に 於て 彼はプ レマス ，ブ 

レズ レンの 氣分 や： 一;^ 仰と 一致す る やうな 質の 人で あつたと 思 はれる。 學生 中の 青年に は 殊に、 此等 

,  か たは 

水夫と 親しくな つて 彼等と 共に 讃美歌 を 歌ったり、 不備な 英語で 談話す る こと を 面白がって 居た も 

の もあった。 終に バ ラ 夫人が 本 多^ 一、 進 村漸其 他の 二三 人 を 集めて 音階 を敎へ 始めた が餘り 成功 

ふるき H のこと ども  三 六 七 


ふ もき 日の ことども  三 六 八 

しなかった やうで ある。 

日本語の 讃美歌 敎會创 立の 翌年 か翌々 年 あたりで もあった らう、 バ ラ の舍笫 なる ジ ョ ン • バ ラ 

兄に 代 て 高岛學 校 (高 島 嘉右衞 門 の 設立 し た 英語 學校 を 云 ふ、 な问島 は 其の後 易の 方で 名高くな つ た 

吞象 翁で ある) の敎師 として 日本に 來た。 彼 は讃笑 歌の 指導者と なった 人で ある。 之と 前後して 來 

住した 北 長老 敎會の 宣教 使に へ ンリ ー . ル ミスと 云 ふ 人が あった。 北ハの夫婦が熱心に英：^ji讃美歌を 

敎 へた。 一日 ルミ ス氏 は數 名の 學 生に、 彼が 如何して 其れ だけの ものにし たか、 判らない がー つの 

S 本 語 讃美歌 を 示して 歌 ふこと を勸 めた。 靑 年た ちは勸 めら れ たよりも 寧ろ 强 制せられて 1,1 々歌つ 

た。 其れ は Co ヨ。 to  Jcs 一一 S の譯で 『耶穌 にと、 耶酥 にと 今日。 <f マ 日耶穌 にと、 耶穌 にと 來ょ』 と 

謂 ふ 一 節 を 胃^に 置いた ものであった。 又 其の 頃ジ ムス たハ ラかル ミ スの 方で あつたか 明言 は 出 

来ない が .TP さ S lov<.s  11K- の 日本 譯が 出来た。 へ f の 讃美歌に は 『、王 我れ を 愛す， n の 稍 幾分 か 整った 

形に なって 居る が 其の 原始的な る もの は 次の 如き 一 節から 始ま つたので あ る。 

耶穌 我れ を 愛す。 然様 聖書 ま をす。 

歸 すれば 子た ち。 弱い も强 い。 

ハ ィ耶穌 愛す ハ ィ耶穌 愛す。 然様 聖書 まう す。 

日本の共.^督敎はまだ未熟でぁるが、此の讃美歌の歌はれた時代に比べると殆ど隔世の感がぁる。其 

れ から 餘り 長く 經 過ない 中に、 熊 野 雄 七 氏の 盡 力で 木版 刷の 譜美 歌が 出來 た。 二十 一^戦せ て あ 


つた。 版下 は 奧野昌 綱 翁の 筆で ある。 常時 川 ひられて 居た もの を 集めた ので あるが 中には 幾つか 新 

もあった らう。 化ハ Q 第 .1 首 は IPraisc 〇od  from  whom  "-11 1  >lcssill-c:s  flow  (ol(l  IhllKlrcd) を 

譯 したので ある。 此れ はジ" ェスたハ ラと 本多庸 一の 合譯 であった らしい。 詞 つき は 拙くて、 なつ 

て 居らぬ が、 今の ハ十番 よりも 意味が 豐富 であるし、 歌って 勇壯に 聞え、 崇高の 感を 催され 

5 守る。 

ぜん のん しん  . 

全 恩の 神 を ほめよ 讃美せ よ 天下の 人 

讃美せ よ 天の 軍勢 父と 子と 聖靈 

起句に 神 を 『神』 としたの は 餘程窮 した 結 si^ であらう。 第二 句の 『人』 を 一 音に 歌 はせ たと ころな 

ど は 瀨川潔 氏に 先鞭 をつ けた 道理になる。 之で 見る と新發 明の 榮冠は 死んだ バ ラと本 多との もので 

あるか も 知れない ので 一笑 を 催す であらう。 其れ は ともあれ、 瀨 川淺. 氏の 主張す る 讃美歌の 改良 は 

確かに 世人が より 深く 注意 を拂 ふべき 價値を 有って 居る。 基督 敎文擧 から も、 其の 禮拜 音樂 から 

も、 もっと 眞 面目に 研究すべき 害で あると 思 はれる。 どうしても 讚美歌 は 八！.' の 儘で 滿 足が出 來ぬ。 

. 改正 をせ ねばならぬ。 

讃美歌 餘談 橫濱に 出来た 讃美歌の 外に、 神戶 でも 小さな 讃美歌が 出来た。 ミセス、 グリ イン (新 

約 聖書の 飜 譯に從 事せ し 人の 夫人) が携へ て 来られた の を 海岸 敎 食の 青年 達 も 時として 用 ひた こと 

も ある。 『祌が 降り 人となりて、 猶太に 生れし が、 是 れ耶穌 なり』 と 云 ふの が 其の 中に あつたと 記 擒 
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ふリ かな 

される。 ただ 可笑し 味を與 へられつつ、 何時も 思 ひ 出す は 其の 譜美 歌の 耶穌の 傍訓 『いえす う』 で 

, 、  あづま 

あった ことで ある。 此れ は费 六が 酢 をす うと 引 張る の を 其の 依、 讃美歌に 適 川した もの だが、 來の 

さ？ i-, ン わらべ 

京 童 は 之 を 興がって 口さがなく 罵った こと も ある やう だ。 然し 今の 譜 美 歌 や 聖書に 耶穌を イエ スと 

した 方が 良く は あるまい か。 日本 譯の 新約聖書が 出來た 頃に は わざわざ 耶穌の 傍訓 を 『ぃ延 す』 (證 

1,^?」 や) とした 木版 刷りの もの も 出た やう だ。 此れが 良い か ゑが 良い か は 別問題と して 御名の 書き方 

まし 

は 一. 考を 要する。 全く 平 假名になる か 羅馬字 を 採 川せ ざる 限り、 漢字で 耶穌と 書いた 方が 優で は あ 

るまい か。 片 假名の ィ H スも H スも餘 り 日本に 緣 遠い 外國人 見た やうな 极ひ をす るに 似て 心 持が 好 

くない。 然し 耶穌 は外國 人で はない かと 云 ふ 人が あるか も 知れない。 北 ハれは 土地と 云 ふこと に 拘泥 

する からの 話で、 人情 や、 温かい 信仰の 實驗 から 巾せば、 我が 國の耶 穌に相 遠ない。 文字の 川 ひ 方 

だけにしても、 外 國人扱 ひ は 感心が 出来ない。 ェ ス • キリスト では バ ルソ矛 ァ だの ブリア ンの 如く 

華 府會議 の 電報 に 見 え る 名前 見 た 様で 少し 變 ではない か。 然し 耶 穌甚督 の 四 字 は ffl ひ 慣れたに して 

も 日本の 讀み 方で はィ ヱ ス • キリストと 合 はない から 此れ も 何ん とか 改める 方法 は あるまい か。 萬 

葉 假名に する か、 ひ はより 適 當な漢 { 子 にす るか、 或 ひ は 又 大いに 裔發 して 平 假名に して 了 ふか、 

今の 屮に 一 思案すべき こと --m 心 ふ。 

耶穌敎 と 基督教 支那で もで あるが 口 本で は 最初 總て 耶穌 敎で迎 つて ゐた。 ャ ソ敎ィ H ス敎と 勝 

手に 之 を 呼んだ ので ある。 ^^敎 攻维の 書物に は 殊史に 耶^と 寄いた の もあった。 ャソ とか ャソ敎 


ふて 

とか 云 ふ と 何 だ か 其れに 惡 い 聯想が 1 はついて ゐるゃ うな 感じが し た。 耶穌敎 講義 所と 云 ふ gi を 5^ す 

の も 時として は、 氣の 置かれる やうな 感じが した。 其れから でも あるまい が、 前に 記した ダリ イン 

や 松 山 高吉氏 等が 横 濱太田 町に 設立した 當 時の 所謂 講義 所に 眞理擧 講義と 云 ふ 牌が 出た と 問く。 北ハ 

の 中に 日本 基督 者の 中に ぼつぼつ 西洋 ハイカラの 連中が 出来て、 彼方で は クリス チヤ 一一 チイと 云 ふ 

から、 此方で も 基督教と 云 はねば ならぬ と 云った やうな 次第で、 何時しか 其の 宗教 は i^KIS: 敎其 の敎 

會は 共」 督敎會 となり、 今では 支那で も 『耶 穌敎』 が 廢れて 『基督教』 が 流行り 出した。 耶 穌敎、 耶 

穌敎會 等の 名稱は 全く 跡 を 絶つ に 至った の もー奇 である。 基 B_ ほ敎 信者、 基 脊敎徒 等と 云 ふ 代りに 近 

頃で は 『基督 者』 がだん だん 流行って 来た。 此れ は 回心と 云 ふ 語と！ 1： 様、 福 昔 新報から 始まった も 

ので あるか も 知れない。 用語の 變り 行く 模様 もなかな か與 味が ある。 

讃美歌と 唱歌 日本の 基督 者が 外國 風の 歌 を 歌ったり、 に發展 して オルガン 等 を 使 川し 始めて 

から 程 を 經て當 時の 文部 (S? は 外 國の音 樂家を 雇 ひ 入れて、 漸く 唱歌 を敎ぇ 始めた。 北ハ の 多く は米國 

に 行 はれ る 讃美歌 と M じ譜 であつ た。 當時 の 基督 者 は 小舉校 の 唱歌 を聽 いて 其 の 未熟な る を氣 の 毒 

に 思った かも 知れない。 然し 近来 は 餘程發 達 進歩して 敎會 の音樂 が、 ミ ツ シ ヨン • スク ー ルの 援助 

でも 無ければ 世 問の 唱歌に 劣る やうな ことにな つた。 世の中 は 隨分變 る ものである。 此の こと を考 

へる と 外に も 之に 類した 例が ある。 基督 者の 自ら 省ねば ならぬ ことで あらう。 然し 近來は 如何なる 

むか レ  ふ *.,-};! し 

.片^ 舍に傳 道しても、 往時と 違って 傳道 者の 歌 ひ 出す 讃美に 奇異の 思 ひ 爲 したり- W 飯したり する 
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もの は 一人 もない。 反って みな 基督 者の 集會 であるかの 如く、 之に 和して 艇々 上手に 歌 ふ。 又 以て 

共 ヒ督敎 興隆 の瑞 相と も兑 られ るで あ ら う。 

珍 客 

エス ，ゥ.- ルス *ゥ イリヤ ムス 日本 督敎會 の 創立 時代に 幼稚なる 敎會を 訪問すべく 折々 珍客 

が 造って 來た。 席に 居 合せた 靑 平ら は 之れ に少 からぬ 興味 を そそられ たので ある。 明治 五 年 七：：： ： 一 

rn は 日 階 日で あつたが、 H ス .ゥ ，^ ル ス*ゥ ィ リャ ムスと 謂 ふ 人格 高き 米！： の老 紳士が 禮 拜に參 列し 

て 一場の 演說 をした。 彼 は 支那に 在留して 居た 宜敎 使で あつたが、 政：！ m 上に も 重要な 位置 を 占めた 

人物であった。 『屮 HJ は 支那に 關 する 彼の 著述で 《n5 時に 在って は 彼の 國の 事情 風俗 等に つきて は 

最も 權^ ある 寄 物であった。 支那の II 發に與 つて 大いに 力の 有った ものに 相違ない。 彼 は.^ た 一 千 

一一ろ 

八 百 三十 七た 牛 (天 保 九 年 比) 數 名の 外人と k もに 七 人の 吾が- 流民 を 伴って. 日 木に 渡航し、 彼らが 

本國に 上陸して、 其の 故 鄕に歸 る を 許可 せらる、 やう 執り成すべく、 稷々 乎を盡 して 試みた ので あ 

るが、 江戶 i! では 砲 摩に 逝 ひ、 より 好き 待遇 を 期待して 鹿兒 を 訪れて：：： 儿て も、 矢 張饗應 は彈丸 

藥の ほか 無かった。 共れ で 長 崎に 赴き、 和蘭人を賴んで彼の七名の^-渡し方を取り計はんと相談し 

おおけ だ 

たけれ ど、 彼ら は. 江戶 ゃ鹿兒 島の 雲 行餘り 物凄き に怯諷 立ち たれば 自分の II に 引き渡さる- - こと を 

好ます、 たと ひ 此の ま、 流浪 綾 けても、 むしろ 外 國に留 りたし と 云 ひ 張った ので 止むな く 之 を 支那 

に述れ 還る ことにした。 ゥ イリヤ ムス は 此の 者 どもから 日本語 を舉 び、 ：z 志と- - もに 创世 記、 お 太 


傅 及： i 翰の 福- と 寄 翰と を譯す こと を 得た と 自ら ひ= つてお る。 共のう ち 一千 八 百： A 十： 二 G¥ 永 

六 年) ペルリの. m 艦が^ 贺に來 て、 問國を 迫った とき、 ゥ イリヤ ムス は 彼の -f^ 流 n 本人から おひ^ 

えた R 本； の逝譯 者と して 隨 行した のであった。 廿： ハれ より 約 十九. を經て K: び n 木のに， を^むに 及 

び、 此の 闕 の 人と ともに 基^ 敎の 禮拜に 列し、 殊にi^,餐を共に守ることをisて、 今 # -の感 に^へ ぬ 

と 懐 葡談を 交へ た 舰ハ咏 ^くが 如き 演說 をした。 共のと き 之 を通譯 したの は タム ブソ ン であった。 

洋行 歸リの 日本人 タム プ ソンの 名で 思 ひ 出さる」 は、 彼が 敎會创 立の ころ、 ：= 木に お 合せな か 

つたこと である。 此は 彼が 高 知の 片岡 健吉、 豫根の大|5-義徹を^め數名の1:^本人の案.2:^<;1^、：§譯^<？ 

として 諸 外 阔を. 晚 遊して 居た からで ある。 タム プソ ンに 先き 立ちて 歸國 した 彼らの 一人が 或る n 突 

然 海岸 百 六十 七^の 舉 校に 來訪 し、 盛んに 洋行 風 を 吹かせて、 並み！！：^る靑ハ+らを^：に指き、 K っ^ 

ませ、 且つ 片< お-:^ く 感ぜし めた ことな どもあった さう だ。 北 ハの夜 巴 里 や 倫敦の 夢. V- 兌た 少ハゃ も W た 

であらう。 する， - もな く タム プ ソン も 横徵に り來 て、 暫くの ir 山 乎 叫 十九^の 小さな 家に 什 

んで 居た。 彼 は バラの 門 生の ために 或る 期 ii 樂課を 受け持って ほた。 天氣の 好き n に は 乎 S の n 然 

木の 杖 を 突 て^るき、 雨が 降れば フ„ -ック • コゥト に 蛇の ほ の 傘 を さして： 午氣で やって 來る。 彼が 

一種の 超人 を 以て E された の も 無理で はない。 バラの 埶 一誠 タム ブ ソンの 洒脫、 共に 敎.^ ：创立 時代の 

雙 璧と稱 された ので ある。 獨 身の タム プソ ンは 其のの ちに 彼に 比ぶ ると 稍 快^で 共の 談話 も ii 分 向 

白 がられた やうで ある。 
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ァ モスト 大學總 長 日本^^^リ敎舍創立後問も無く之を訪叫した珍客には、 世に 名高く、 才 ァ 功業， 

ともこ ネ 越せる 人物- m る 多かった ので あるが、 $5 時 西洋の 事 に睐 く、 世の中の 經驗に 乏しい ぉ少 

よ  あたら 

共 t.^ 者の 眼に は 其れ程に も映ぜ す、 何等の 印象 を も 受けす して、 可^ 其の まヒ」 心れ られて 終った も 

のが 少く あるまい。 日本人で は 『士  ：！ 野 山 霞の 奥 は 知らね ども、 兑 ゆる 限り は 櫻な りけ り』 と 詠 じた 

八 田 11 や 幕府の 老中であった 松 平伯耆 守の 如き もあった やう だ。 前 はジ "ムス， バ ラに 一迫 問の 

乎 紙 を も 送 つたと 聞 て 35 る 。 

サ 右し 相 (€ の 人が 相 \^ になったならば 二 コ デ モの やうな 結^に なった 向き も必す 見出された であら 

う。 西洋人の 威力が 馬鹿に 偉く 見え 在來の 宗敎衰 類の 絕 頂に 達し、 何もの かより 好き ものに 對 する 

要求の 頻りに 唆られて ゐた 時代で あるから、 有力なる 甚督者 だに あったならば、 冋 心お も 多く 出た 

であらう。 此は 死んだ 子の 年餘を 勘定す る やうな 次第で あるが、 厘々 淺 念の感 を禁 する ことが 出來 

ない。 西洋の 八 >  客 として 稀に 記憶に 遣って ゐる 人の 中に ジュリア ス* ヱ イチ？ ンィ リイが ある。 彼 は 

シレ ダレルが^ 舉 史の譯 者、 アメリカン、 ボォ ルド(組合敎會と關係ぁる俾道會：紅)總會の說敎^^ 

ゼ •々 1っセ. ツル ウス ンド っゼ* ライフ (小 崎弘道 氏の 譯 した •： 示敎要 論) の 著者、 北米 合 衆！： 上院 

議 c::; として 其 後 n 本の S#:t ネに 紹介 せられた 人で ある。 其 時 は 左程の 人と も 紹介せられ なかった が 

或る日 晰 日の 禮 拜に參 列して 簡§ 早 乍ら 一場の 演說 をした。 バラの 通譯 であった。 通譯^ は 彼に 付て 

比 入 はジョ セフ新 I お (後に 鹿) の在舉 せる ァ モスト 火 攀の總 長で ある。 印度に 行って おり 路 だが 中々 


偉い人 だと 一；：：； つて 紹介した。 餘り赞 の 高い 人ではなかった が 品の 好い 慕 はし さうな 純士 で、 ^分壯 

やへ 

仳な 人の やうに 兒 受けられた。 彼が ウイ *ァ アル っフ レズ レン (吾人 は 兄弟な り) と 冒頭して： ィ：： 仰の 

道から すれば 東西 も、 人種 も 無差別で ある こと を 高調し、 大學に 於け る聖番 研究の 席に 於て 新 £ig 一 

の 提出した 質問と 其の 意見と を 紹介し 彼の 人物 を大ぃ に 推賞した。 音吐划々之を聽ぃた年少^醤^<;： 

の 耳に 今 も尙殘 つて 居る であらう。 シィ リイ は此時 或る 講演 を 依頼され て 印度に 赴き、 共れ を ま 

せて、 歸！： の 途次 横濱に 立ち寄つ たので ある。 其の後 幾程 もな く 彼の 印度 講座 は 出版 せられた。 其 

が 小 崎 弘道氏 3 譯 せられた 宗敎耍 論で ある。 今日で も 有益な 讀物 である。 殊に 英文の は敎育 ある 基 

督敎 研究者に 紹介 さるべき 慎 値 を 充分 備 へて 居る。 漫然 文化 主義 を呼號 する 時代に は 良藥と m や はれ 

る 節 も 少なくない やうに 記憶され る。 座右 其 書 を 持って 居らぬ 故、 何でも „^:=〉：g んだ 書物 を懷 しく m や 

ふとい ふ 弊から 餘り讃 め 過ぎる ので あ るか 否 や を檢 證 する 便り はない が、 多分兑 常逮 ひ は 無から う 

と 信ぜられる。 

新 島襄 海岸 敎會の 人々 は斯 くの 如く 新島襄 のこと を 紹介 せられた。 此の ほかに も 自然 彼の こと 

は 稷 々の 方面から 赝々 吹聽 されて 居た ので ある。 新島襄 の故鄕 なる 安屮の g| 淺治郞 氏 は 其 顷横濱 §s 

舉 中で 艇々 海-: g; の 小會堂 の 禮 拜に參 列し た 。 

湯 淺氏は 在米の 新 島 へ の 通信に 就き て バ ラ に依賴 せられた こ と 等 も あ る やう だ。 ディ • シィ • グリ 

インが 聖 寄飜譯 のた め祌戶 から 横濱に 移住した 後 は尙 更新 島 の 名 を； 斗に する ことが 频繁 になって 來- 

？ I るき 曰 のこと ども  111ヒ 五 


ふろき ：！： のこと ども  lli 七 六 

た。 彼の ^マンナ!： ッ がの 洋行 談ゃ共 後の 苦舉、 又 彼が お 含 大久保 5^ 藤 等の 大使 一行に 東-く 川 ひられた 評 

刺 等が 如何に 彼の ゆ、 似を昂 逃せし めた か。 實に 非お な ものであった。 海岸 教^の 人々 は 終に 議 を：^ 

t て 之， V 牧^と して 招聘す る ことにな つた。 H 給 は 二十 五圃と 極めた。 此は裕 に 八/の 三百 圓 近くに 

相 《a£ する であらう。 微力なる 敎^ として は大々 的蜜發 である。 奥野昌 綱が 招聘の 書簡 を 認めた ので 

まつ. >  &-1 

あるが、 大 i0 望 斩岛 先生 座 下に V； すと 胃 頭して 隨分 長文の ものであった。 横濱石 川口 河岸の 長 島屋. 

と い った攀生合{^^所に集っ て 新.：；.？ 招 書の 朗讀 せられた 時には 靑 年敎會 員の 意氣 頗る 壯で 甚大なる 

希望 を 其 成功に 屬 したので ある。 然る 處新島 氏 は 終に 此 招聘に 應ぜ す、 或は 應 する 機 會を與 へられ 

なかった ので、 さ 然し も意氣 込んだ 招き も、 梨の 碟、 普 沙汰 もな く 過ぎて 終った。 此は海 3 が 敎會 所属 

の 故老の 問 に は M 々； り 出 でられる 一 つのぎ 話で ある。 先 n 祌戶の 大舍に 於て 井深 梶之助 氏の 演 

說 中に 之に 言及せられ たやう である。 

斯くて 幾 月 かを經 たころ 常の 新 島が 歸 朝した。 彼が 上陸した 翌日 は 日曜日で あらて、 朝の 九 時 頃 

海岸 裏通り 谷戶橋 f 三十 九^へ ボ ン 診察 所に 集. $：： せる：！： 本人の 禮拜に 列って 說敎 やうの 話 をした。 

題 は 種蒔きの 魏 〔であった。 靑^ 等 は 左程に 感服し なかった。 然し 此は餘 り 長く 外！^ にゐ たのと、 歸 

朝 C 十々 問 もない ので 止む を ざる 結^だら うと 說 明した であらう。 其の 日 彼 はまた 數 名の 海岸 敎會 

osiiT と會 合し て 始めて 日本語で す る 祈禱余 に 列 した。 彼 も 祈禱す ベ く 求められ た が北ハ の U 本 語 の 祈 

り は、 列す れは祌 のこと を 汝と言 ひ、 あなた 様と 4 一：： ふ 等、 一寸 異様の 感を與 へたが、 此は餘 り 長く 一 


外國語 ばかり 使って ：15 たので、 密 {Ifii の 祈り も 口 本 語でなかった 爲だ らうと 辯 解 を 試みる 人 も あつ 

た。 否 其れ は 妙 だ。 本 銃の 祈り は必す 父母の 敎 へた 一一 r2 葉で なければ 出來 ない^で はたい か。 我が バ 

ラ 先生で も 日 本 語よりも 英語の 祈りの 方が 出來 ると、 不承知 を稱 へた 腕. E の少ギ もあった らし。 い 

新 島 は 歸朝早 々 隨分 批評 の 的に 立った。 

彼 は 安中の 老 鋭が 懷 しいと 言 つ て 八： -皇鄕 安中に JI つたので あるから、 E 本 語で 說敎 したの は：：：！ 

曜 R のとで あつたか、 或は 安中から 橫 濱に歸 つて 來た 後の：：：： 曜日で あつたか 判然せ ぬが、 或る n 哝 

日 雨の 強く 降った 朝 十一 時 本 町 通り 六 十八番の 劇場に 集會 して 居た ュ 一一 オン、 チヲ ルチに 英語の 

說敎を 試みた。 共の 來 道の 主人た るグリ インが 祈り をした。 新 島の 說敎は ヨハネ 嫁^ 三 第 卜 六 節 

であった。 新 島が 說敎 するとい ふので 外 國人も 大分 集った。 n 本人 も 畢生 は 十數人 許り 之 を ：|| 問し 

た。 日本；^ji では 祈りの 出來ぬ ほど 英： i_ 一 i に 熟達した 人 で あ ると 云 ふ ほどに は^かれなかった と 云 ふ 評 

判 もあった が、 北ハれ は餘り 大切な 問題で はない。 說敎 其の もの は 孰れ かと 云 ふと 餘り i^lg な^だ 湾 

式な ものであった。 彼が 贖罪の^ 例と した 話 を 見ても わかる。 曰く 或 王が 國. M: に f.^: 〔はの 罪惡 盛んに 

行 はる、 を 憂 ひ 共 の 露顕す る 場合に は 犯罪者の 兩眼を 抉り 拔 くべ しとい ふ法雜 を { 几 めた。 所が 眞先 

に 其 の 犯罪の た め 新法に 依つ て處 罰せられる ことに あつたの は 王 の チ で あ つ た。 然も-鋭 子 の IE 忍び 

難く 王は已 がー 眼と 子の  一^と を 抉り 拔 いて 法律の 體面を 保つ こと を 得た。 此は 支那の 基 is! 書なる 

喩道傳 に も兑 え て i5 る 話 だが、 政 ュ山的 贖罪 論 の 極めて 陳腐な^ 例 で へれり 道现 に も 適合 して らぬ。 

ふろき ：n の ことい も  三 七 
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共れ で 此の； 説 敎を聽 いた nz 本人 等に は 批評 とりどりで、 中には あんな 話 は 聞 も 脈 だと 敦网 いた もの 

もあった が 此れ はァ ンドヴ ァ ル の祌舉 校で H ドウ オル ド • パ ァク敎 校の 祌學に 育ら れた結 E^- 北 (まま 

として は餘り 不思議で は 無かった らう。 當時新^：！？の祌學は餘程保守的でぁったに^遠なぃ。 然ると 

ころ 彼が： ； 度の 作 行から 歸 つて 來た ときには 全く 其の 投 様が 變 つて S た。 餘程新 祌擧の 思想 を 受け 

て來 た。 彼 は 以前と 異 つて ジ ヨセフ、 クック を 非難し、 エド ウォルド • パァク の反對 者なる H ダボ 

ルト • ス マ イス を 盛んに 稱揚 して 居た。 否、 新 島 は 二度 0 の 洋行で 然ぅ變 つたので はない。 同志 社 

設立 後 S 本の 舉 生に 揉まれて 旣に 餘程變 つて eg たので あると 說明 する ：！： 志 社 出身の 猛^ も ある。 其 

れは 孰れ だか 決定す ベ ぎ 山 もない が、 鬼に 角 新島襄 の 祌學 が 前後 相逮 し てお ると い ふ こと は 確で あ 

る" 共の 變 化が 一 面に 於て は 露の 逸歩 を 意味す る ものであるに 相 遠ない。 

新 島の 說敎 然し 講 1^ の 彼 は 決して 見縊るべき ものではなかった。 共の n= 本お の說敎 や^ 說は爆 

11^ 非常な 出來榮 へで、 多大の 感動 を聽 衆に 與 へたので ある。 t ルー 其の 風采 はどう 兑ても 立派な 紳士 

として、 何 鹿 かに ilsi みと 愛橋と を I ^(へて 居て 言 は 人格 的 磁力が 滿ち てお たやう に 感ぜられた。 ^ 

,  むの クか 

二、 昔 調 も 語勢 も 威あって 猛 からす 1 自 ら人を 動かす ものが あった。 第一 一；、 彼 は 熱の 人で、 其. 

意氣 亦壯烈 人の 心 を 引き くる もの を 持って 居た。 彼が 演壞に 立つ 時 は 何人と 雌 も 敬意 を拂 つて 傾 

聽 せざる を 得なかった ので ある。 而 して 題目と 機會 とが 適合して i5 た 場合に は 同一 のこと を 述べて 

も、 其れが 彼の n より 出 づる時 は 幾-:^ も 其 勢力 を $;= したので ある。 彼 は 所謂 共 程の 德を 具へ た 人で 


あった。 明；^ 十五 六 年の 頃 かと 覺ゅ。 全 國基脊 者の 大 親睦 會が 東京に 催された 時、 築地 浙榮 敎會に 

開かれた 聖髮 式に 於て 彼 は說敎 したので あるが、 滿 場の 聽衆感 極まりて 淚に 咽ぶ T^ffi だ多馼 であつ 

た。 源 平屋 島の 戰に、 那 須與巿 {ー： 小高が 平家の 揭 げた 扇子 を 射るべく 波 に 馬 を乘り 人れ、 心に 祌明 

の It 助 を 祈りつ \ 弓 を W き紋 りたる 時の 心事 如何で あつたか、 吾人 基赞 者の 胸中 亦斯 くや ありたん 

と、 彼が 双眼に 淚を 港へ つ &沈赌 なる 語調 を 以て 喝破した 時には 聽 衆の 感動 は 其の 高潮に 违 したの 

である。 其の 前日 か 次の 日で あつたか 淺草. S 、賀町 井生 村 樓の演 說會に 於て、 彼が 其 年に 於け る 

進歩の 割合 を 指摘し、 渐 くの 如くならば 然 まで 多くの 年 數を經 ざる 中に n 本 は 架 敎の阔 たる こと 

が 出来る であらう と 呼ば はった 時、 聽衆 之に 感激して 意氣 天を衝 くが 如き 趣き を M する に 至った。 

き£ 

新 島襄は 海老 名 氏お 川 氏の 如 き 雄 辯豪談 の 人ではなかった が 時と お 合と に 依りて は 北 (の 言說 に く 

べき 威力が あった。 確に 多 く 得難 き 人格者であった こと を 疑 はぬ。 

新 島と 敎會の 合同 千 八 百 七十 一 一年、 (明治 五 年) の 丸 n 外阔 敎使 (プ レ スビ テリア ン • リソォ 

ムド • アメリカ ンボ ー ルド (今の 紐合敎 會を刽 立せ る {ー=； 敎使を 派 造せ る) 所屬の 人々 等 横. m にき 合， 

して 聖書の 飜 譯に關 する 相談 をな し、 又 日本に は 諸 外國に 於け る 如き 宗派 を 立てす、 小異 を棄 て、 

大同 に な 门 し、 日本 基督 敎會な る も の を 樹立す るに 協力す ベ く、 而し て 其 の 敎會 の 政治 は 合 の 八 C 意 

により 敎師と 長老との 管理に 屬 すべし とい ふ簡 SHf な る 組織 で 足 る と い ふ 巾 合 せ を した。 此の 相談に 

は 後 北米 合 衆國の 海軍 將官 となった 艦長 ヮトソ ン、 齒科醫 H リオ ッ ト、 成擧校 (今の^$门小帝1:大， 

ふるき H のこと ども  1 二 七 九 
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擧) 敎授 グリフィス、 聖公會 の サイ ル、 ネルソンの ニ敎 職な ども 参列した さう である。 

斯 くの 如く 曰 本^ 将公會 の 無-: 〈小 派 論、 全 m 敎會、 王義は 順風に 帆 かけた やうな 勢 ひで あつたが、 

此の if 想の 夢 を 破るべき 情 資は疾 くより 存在して 居り、 之に 加へ て 他に 多くの 障害が 起って 來た。 

第 一 上に 記した：：： 派の 宣敎 使な ど は 皆 新 敎に屬 する 人た ちで ある。 佛蘭 西から 來た天 キ： 敎 のお 敎使 

や 露 西_亞 敎會の 二 コ ライの 如き は、 無論 基督教の 名 を もって 分派の 勢力 を增 進すべく、 聖公^の ゥ 

* リア ムス (後の 監赞) の 如き も 日本 共丄督 公會と 協同すべき 晃 込み 絶無であった。 所へ やれ メソヂ 

スト、 やれ 加奈陀の ゥ， -スレ アン、 やれ バプテスト などと、 種々 の敎 派が 日本に その 宜敎使 を 送る 

ことにな つた。 明治 七 年 プレス ビ テリアンの {且 敎使圑 の 人々 小 派 を 標榜して、 其の 九月に は .^fr の 指 

路敎會 を、 EI じく 十：^ に は 今の 芝 敎舍を プレス ビ テリアン 派の ものと して 設立した。 他の^ 派に 屬 

す る -K 敎使 は 無論 各 S の 宗敎的 旅喊を 1« 强に 押し 立つ る意氣 込みであった。 千 八：，：： 七十 二 ^九 M 橫 

濱に會 合した 立 教師ら の 巾 合せ を 一 向 顧みない 連中が 多數 になって 來た。 

事 斯の 如き 場合に 新 島 は米國 から 歸 朝した。 豫 てより 全國 一 敎会リ 王， 義 と外國 宗派 排 斤と を 標榜 

して ゐ た^志の 徒 は、 この、 王 張に 對 して、 强大 なる 援兵 を 獲べ く 希望して、 此の 新歸 朝お を訪 ii: し 

た。 然るに 豈に 測らん、 新 島 は 强ぃ宗 派 論者であった。 彼 は 外國の 優勢なる 敎 派と 站 托せ すん ば、 

事 をな すが 困難で あるとの 理由の もとに、 日 木 基督 公會の 有志 者の 提議 を 斥けた。 北ハれ のみ か反對 

に 之を說 伏せん とまで 試みた ので ある。 木乃伊 取りが 木 乃 になった やうな 始末で、 新. お 訪問 *； の 


うちに は 成る ほど 全國： 敎. s リ ：十； 義は、 孤城 落日、 外 國のカ ある 宗派に 寄る に 如く はなから うとお へ 

出して、 間くな く プレス ビ テリアンの 宜敎師 團體に 走る もの も 出来た。 安川 亨、 戶田忠 の 如きが 

共れ である。 アメリカン ボ ー ルドの 宜敎 使のう ちで は、 デビスの 如く 新. 1：：3 と 同意見の 人が 勢力た I？ 

して 來た。 始めのう ち は 橫濱ゃ 束 京と 同じ やうに 祌 戶公會 にも、 大 阪公會 にも (今の { お 川 氏の) .^ 

老ゃ 執事が あった。 宛 も 現今の 中會の やうな もの を 開く ために、 双方から 代員 長老 を 派 造した こと 

もあった。 祌戶 から は 長老と して 前 K 泰 一とい ふ 人、 大阪 から は 同じく 高木 玄眞 とい ふ 醫師が 横： m 

に 催された 會議 に參會 した. - 西 も 東 も 同じ 日本 基督 公會 とい ふ 名稱の もとに、 組織に も 差異な く.，. X 

老と 執事と を いので ある。 然し 新 島の 主張が 力 を 得た 結 菜で あつたか、 小， くと も 其の後で あるに 

相違ない、 祌戶 大阪の 雲行きが 大分 變 つて 來た。 祌戶 が先づ 長老と いふ 名稱 をば  一 H 一食 .4{ に更 め、 

更に それ を 執事に して 了った。 餘り 大きな ことで もない やうで あるが、 n 本 基督 敎會と 組合 敎， と 

を隔 つる 溝渠が 穿 たれ 始めた か 或は 更に 擴大 せられた かの 兆候と も 見られる であらう。 當 時お 西 

敎 會の關 係が 如何に 親密で あつ たかを， 證明 する ために、 明治 八 年 三月 七日 祌戶公 食から 横激 京の 

基督 公會に 送った 手紙の 一 節 を抄錄 しゃう。 

『春暖の 節 諸 愛 兄 益々 御 多祥 被爲在 次に 當會中 一統 無 異祌の 恩 護 を 受け 不堪 感謝 候 陳者去 = ^宵 

安息：！： 若 州の 友 中 津海漁 同人 妻 千代 兩 人の 受洗 致し 聖 神の 導 化 我濟の 弟と なし 玉 ふこと 咸ゎ 

謝の 至 奉存候 (後略)』 

ふ ろき：：： の ことども  三 ァ 1 


Jlro き：：： のこと とも  三 \ 二 

こ れ は當時 is{ 西 の 敎會 とも 洗禮 ある ごとに ず： に 通知す る こと を 習慣と したので ある。 昔 床し き 事 

寳の 記念で ある。 僅々 五十 年 未滿の 昔で は あるが、 文 體の變 化 亦 意外に 感ぜられる。 且つ 愛 兄の 二 

に 注意せ よ" 其頃甚督^<?の^1にはロ語にも、 文書に も、 冗に 愛 兄 を 以て 呼ぶ 習 はせ があった。 共 

れが 何時と はなしに 廢れて 了 ひ、 中：只 下と か 何ん とか 首 ふ 位の ものに なって 居る。 此の 變化は 何故で 

あるか。 無意味で あるか。 文學 上の 進歩で あるか。 基督 敎の 精神 ゃ敎友 g 親愛の 情に 於け る 返 歩と 

冷却と を 意味す るので あるか。 何れにせよ 基督 者 用語の 變化 は、 新約 時代 や、 初代 敎會に 於け る も 

のと 一 般、 硏究を 俯す る 事柄で ある。 

新， 15 は 明治 八ハ ごろ 斯の 如く 敎 食の 合：^ に反對 した のみでない。 明ュ竺 一十 年： n 木 共」 督敎會 及び 組 

合 敎會の に 合 1： の議が 起った とき も、 事渐く 成らん とする に當 りて、 あへ なく 沙汰 止みと なった 

1§ 因 は 新. S の反對 からで ある こと は隱れ もない 事實 である。 

彼 は 日本に 於け る^^ 敎 創立 時代の 一 偉人であった こと は 何人も 之 を 否むまい。 ^徙 風の i^i 督者 

と； する よりも、 基 條敎を 信じた 國士 であると 言 は i-、 最も 適當な 評定で あらう かと W や はれる。 

編者 卞\ 日本 督敎會 創立 五十 年に 際し、 史科 を斷片 的に 書 緩り しもの なり 

(一九二 1 年 |〇| 翌年  一 3 


鼓に 收めた る もの は 数十 册の手 

帳 に 記 さ れ たるお 一 敎の筋 書に し 

て 約 八 Kn 项 の 巾より 選び たる も 

のな リ。 


〇 基督 敎槪 論 

日本の 建設者 三人 を 撰まん と 欲して 先 づ聖德 太子と 僧 空 海 を 得、 後の 一 人 を 得る に 思案 中の 人 

あり。 

佛人 クウ ヰ 1 ーィの 著述。 

1 諸種の 人生 觀 

Godless  and  secular  view  cf  the  world.  San  doomed  to  be  the  dupo  of  chance. 

Society  of  gamblers.  If  man  is  not  the  toys  of  wandering  chance  he  must  be 

considered  tho  helpless  slave  of  natures  tyranical  machinal.y.  scientit-c  enlight- 

enment and  ominous  growth  of  pessimism.  Tho  loss  of  topless  heaven  and  bound- 

less aspiration.  Lhe  becomes  prosaic  and  commonplace.  Chinese  civilization. 

Is  not  IMr.  Fukuzawa  a  model  Confucian  ！ 

And  thus  the  world  becomes  at  best  a  vast  orphanage. 

Mail  having  homo  in  heaven  and  his  life  ithout  being  even  brightened  by  the 

gleams  from  the  blessed  face  of  God  is  turned  into  a  miserable,  selfish,  indivi- 

dualistic and  grim  temper  (character). 

說教略 想  一一 一八 五 


說敎略 想  三ダ六 

人生 は 汽車の 乘合 なり。 一家の 如くに して 忽ちに 胡 越に 等し。 

迷信 的 人生 觀 

此は 眼前に 見る 所に 非す や、 風水、 三 松の 親戚 離緣 せられた る を 引例す。 

ン Vtiat  is  a  sut}erstit.!on  ？ 

A  joint  !>roduct  of  ignorance  and  self-inte:  est  full  of  fear  and  slavisn  meanness. 

llie  world  is  considered  to  be  infested  by  swarms  of  メ villfull  and  whimsical 

demons. 

Wliaf;  a  havoc  done  Iwy  Uie  5n.e-valence  oi  superstition  ？ 

迷信の 流行。 正しき 信仰な くば 迷信 を禦ぐ こと 能 はす。 ト 筵の 流行。 加持 祈禱。 廣井勇 

の 灸點。 

佛 法の 人生 觀 

悲觀 的。 悖 倫 的。 醉夢 的。 非活動 的。 印度 は 最も 善き 手本な り。 凡 神敎は 厭世 觀と相 離る 

る こと 能 はす。 

希望な き 人生 觀 

常時に 可なる も 非常時に： 無効なる 人生 觀。 桶 狭間 出陣 前 信 長の 謠曲。 疫病 流行 時の 不道 

十字架 上 ニ賊の 相違。 


力 ン ト道德 上より 來世を 必要と せり。 

^111殺に就きて之を概括す。 

基督 敎徒 自殺 を 非と する は、 神 を 信ぜす、 神の 世界 を悲觀 し、 人生の 教育的なる を 担 否 

し、 永久の 事業 ある を 忘 るれば なり。 アリス トウ トルの 自殺 觀。 

5  Christian  view  of  the  world,  I. 


〇 

IVIan  in  GocVs  love. 

Goers  love  ill  nrnn. 

Wliat  an  immense  di ま rcnce  f 

Communion  witli  God. 

禪家、 又 神の もすその あたり を かひ まみる、 其の 喜び 言 ひ 難し、 沉んゃ 基督の 敎 によりて 神の愛 

を 知る に 於いて を や。 

神 を 知る、 否 神に 知らる k こそ 嬉しけ わ 

I  ill 八， 七 

說敎略 想 


s 八 八 

說教^ 想  ， 1, ノ  \  > り 吾 

. 5 ェ loved  by  God  is  the  greatest  of  wonders n モ ズ I ィ のき。 

.5at  we  are  known  and  loved  oy  cc 

Edward  Irving  . 

ま intliunion  between  God  and 霍 II  s 1. 

What  is  prayer  ？ 

Adoln いみの り II 敬の 至れる を 齋と云 ふ。 

Confession. 

、 outpouring  of  one ビ self,  petition. 

Comparative  Religion  is  comparative  prayer. 

養 and ぽ ii  I  a  I  I  I  I  i  I 

II  in  lyer.l II  I  一口  f  ...  pi.- 

.  〇 Man  Trust  in  ^ip 

親 を 知らざる 子 

1 c くつに なりても 稚氣 を悅ぶ 


二 親 を 親と 思 はざる に 至る。  - 

三 迷信、 卽ち 地し ん祌 なり 火事 親父。 

i はしば らく も 離る ベ からす。 

dependence は事實 なり。 親と 子の 相識 何れの 點 より 始まる か。 天 一 坊大岡 裁判。 子の 親 を 知れ 

るの 子、 親子の 名のり 合 云々。 

Faf  hood  of  God. 

L.O\rc I- education I 

Kegulation 11 Protection . 

H^o  world  js  not  a  stl.allw (リ country  Imt  a,  home  where  tlic  fowls  of  tlic  air  and 

け tic  liiies  of  tlie  fie】d  SJDepl;  of  tlie  Fatllcl. ビ loving  care. 

What  IS  p.ayer  ？ 

0?  Psalm. 

に. Adoration.  (214) 

3.  Coniession.  (s) 

説教 略 想  ■  三 八 九 


4.  Petition.  (13) 

. かへ りた まへ. 云云の 文字 最 重し。 

5.  outpouring  of  one ビ か elf.  (9.  &. 10) 


J  松 永 文 雄 氏 千 八 百 九十 一年の 

〇 牧師 丄 職の Si  五月日 本 橋 敎會の 牧師と なる 

東京の 敎 役者に 一勢 力 を 加 へられた るを賀 す。 吉岡 氏と 大 坂の 或る 敎 役者。 使徒と 耶穌の 祈り- 

パゥロ 就職に 際して 耶穌 の 言。  (i 九ノ 十五、 十六) 

耶穌 自身の 就職と 野に 誘 はれし こと を 思へ。 カイロ ルの 牧師 廿五 年の 回顧 談。 

-  H^o  pulpit  should  be  the  without  sash."  I  preached  up  Christ  and  pl.eaclled 

dcwn  i. 

I  t;ried  to  lead  my  people  to  tlie  dear  view  of  tlie  topless  heaven  and  bottomless 

hell. 

日本 橋の 講壇 を 基督の 講壇と せよ、 之 を 人の 好尙 趣味の 奴隸 たらしむ る 勿れ。 デ ー ルの好 模範- 

然れ ども 皆 言々 肺腑より 發 せざる ベから す。 牧師 は宗敎 上の 實驗に 富まざる 可ら す。 

美食 を畫 くな かれ。 之 を 侑め よ 


牧師 は 飼 ふの みに 非す。 仕事 を與 へざる 可ら す。 (加 林 "S 奮 ノー- S 


,  .  五月 廿 六日 午前 一 番町 一 

〇 ：S5- 十. k  >  /  同市 ケ谷^ 堂 

-T110  SDil.it  will  convict  tlie  world  of  sin,  l.igllteousness  and  〕udl^emcnt. 

罪。 市場の 氣風。 擧 校の 氣風。 社會の 風潮。 ク n シホ。 基督の 生涯に 接し、 其の 死 を 見る 所ろ に； 

特種なる 靈活の 氣充滿 す。 山上の 空 氣淸洌 に 非す や。  一 

Sin を識 る、 ぺ ンテコ ステの ユダヤ人 キリスト を 殺して 其の 心 刺る \ が 若し。 彼ら は 榮の主 を t 杈ー 

せるな り。  一 

吾人 は 基督に 於け る 罪の 働き を 見て 罪を感 す。 祌に 及せ る 影響に 由り て 罪の 大 なる を 知る。 基督 一 

を 信ぜざる は 罪な り。 基督 を棄 つる は 罪な り。 之 を 担む は 罪な り。 

義を 確認せ しむ、 神 は 基督 をよ みが へらせ 之 を 高く 擧げて 其の 全く 義 なる を 明白に せり。 

基督 敎の義 なる 知らざる ベ からす。  < 

余輩 は 基督に 於て 眞 正の 道 德圓滿 に 成就せ る を 見る。 世の 理想 卑し。 成 達の 確信 弱な り。 

さ， まき Sinking  Shi!-  headed  by  5>l.ince  of  world,  Christy  ship,  one  is  doomed  一 

け0  defeat  pnd  utter  destruction,  the  other  is  destined  to  eternal  glory. 


說教略 想  三 九 二 

0 我嘗に f か爲 すべき  i^ur. 後セ時 

吾ら は 罪惡を 負へ り。 凡の 惡は 犯罪な り。 

獨り もの」 惡と、 親 もちの 惡。 

凡ての 不義 は祌の 朝敵な り。 

罪惡 は病氣 なり。 聖書 M- 罪 を 病に 譬ふ。 

左 せんと 欲して 手足 を 動かす 能 はす 之 を チウ ブと云 ふ。 

周圍と 能く 調和す る を 生物の 本色と す。 

調和の 不完全なる 之 を 病と 云 ふ。 病勢 進めば 終に 死す。 病 者の 傍らに 憂心 を 抱け る 親の 心、 以て 

吾ら の に 於け る祌の 態度 を 示 す ベ きなり。 

罪悪 は 束縛な り。 奴隸 たる ことなり。 惡を行 ふ もの は 罪の しもべた るな り。 噫 我 や 困苦の 人なる 

かな。 誰れ か 此の 死の 體 より 我 を 救 はんや。 

罪 惡は負 なり。 罰 は 罪の 半な り。 ァゥ ガス チン 曰く、 

へ ~  PiimsJinicii け is  t-llc  Justice  of  Uic  llll.iust に- 

罪惡は 神に 對 して 隔絶 離畔 する ことなり。 蕩子 遠く 去りぬ。 爲我 的に して 天威 を 蹂躪 せんとす。 

日光 を遮斷 せる 草木。 生命の 本源と 絕 離せる 生物。 祌の榮 光 を 受け 難く かく ii^ ぬ。 神の愛 は聖な 


り。 ブタに 眞珠を 投げ 與ふ 可ら す。 罪人 豈 神に 悅 ばれん や。 斯くて 神に 转ヾ： 「ふ 針の 筵に 座す るな 

り。 

約 百 曰く、 是 故に 我 彼の まへ に慄 ふ、 我考 ふれば 彼を懼 る、 神 吾が 心 を 弱くなら しめ 全能者 我 を 

して 權れ しめた まふ (廿 三の 一 五)。 我 を 害した る 人 を 赦すは 容易く、 我の 害した る 人に 平らかなる 

は 難し。 ィザャ 五 九の  一、 二、 を 見よ。 神 は 恩寵に て充滿 す。 罪 は 之 を 隔てし めて 恩寵に 與 かる/ L 

と を 難から しむ。 

罪 惡を感 するとき は 吾ら 自己の 無能 爲 すなき を感 す。 助け を祌に 求めざる は 罪惡の 勢力 を 知ら ざ 

れば なり。 

其の 勢力 を 知らざる は 之と 苦闘せ ざれば なり。 

レ コ ント 曰く、 

コ "The  一 viiy  OI  evolution  toward  tlic  highest —— from  tlic  protozoan  to  Injln,  n.n(l  from 

Uie lowest  iimn  to  t】10  tlio  div ョ c  man I is  p  very  straight  and  nplTOW  way, 

and  few  will  bo  t-llat  iln(l  it.  In  tlic  case  of  ol.franic  evolution,  it  is  so  straira-ht 

2K1 narrow  thnt  any  (一 ivoi お encc  ^-5-.0^-.c=^  is  i-iltid  to  UJyvval.d  movTlncnt  towards 

iimii  (hlc  on-  the  tnl(；k,  rtmi  it 】s Imr-ossiblc  to  net  on  a お ain  T-Ile  tree  of 

Uio  evolution 】s  an  cxclll.rcnt  stern 一- (多分 a,  stcn.n  with  excsTent  l:>l.anchcs の 

說 n IS 想  111 九 三 


說教略 想  .  三 九 四 

義 ならん) 

又 如何にして 赦 されん や。 蓋し 赦しは 信用の 恢復な り。 前途の 希望 を屬 せらる k なり。 大いに 滿 

足せら る.^ に 至る ことなり。 赦しは 天地の 一大 秘事と す。 

鍵 的 生命の 救援 は靈的 生命の 本源より 發 せざる 可ら す。 義者 人の 爲に 苦しみ、 神、 人の ため 身に 

を犧牲 にして 人の 救 ひ 期すべき なり。 犧牲は 天地の 通則な り。 第一、 弱肉强 食。 第二、 强者 弱者の 

ために 苦しむ。 第三、 善者惡 者の ために 苦しむ。 

社會の 進歩、 人類の 發達は 第三の 法則に 依る。 史上 其の 實例 燦然と して 萬 世 を 照す。 此の 犠牲的 

高義は 人間の 事實 たるの みならす。 神の 事實 なり。 祌的 生命 是に 於て 最も 光 榮を發 揮す。 受 苦の 祌 

是れ 基督教の 本旨な り。 愛 は其聖 なる 己 を 被 愛 者に 與ふ。 受愛者 を 挽回して 之に 祝福 を與 へんと 欲 

す。 之 を 挽回す るた め 苦痛 切なり。 敢て身 を 殺して 仁 を 成す。 是 基督の 生死に 非す や。 (イン カル 

ネ I シ ヨンの 妙理、 同情の 結果 自他と なる。 イン カルネ ー シ ヨン を 疑 ふ。 何 ぞ膽の 小なる や 理想 心 

の 弱小なる や。 基督の 生死 は 人に 於け る 神の イン テレス ト深 きを 示す。 人生の 眞 價を發 揮す。 之 を 

下級生 物に 比して 萬 物の 靈 長と 稱す。 之 を 祌の子 類と し、 謙りて 自愛せ しむる は 福音な り。 理想 を 

實在 的に 仰ぎ見て 人性 完成の 希望 確實 なり。 十字架 は 罪 惡の眞 相 を 暴露し、 其の 潜伏せ る 害毒 を潸 

裂發 露せ しめて 其の 大逆た る を 判然 宣吿 せし ことなり。 基督 は 人の 罪の ために 心 傷み、 苦しみて 赦 


罪 を 神に 求めたり。 是れ 人間に 一 點 神の 悅た まふ 所に 非す や。 基督 は 之 を 信す る もの を 擁して、 其 

の 革新 を保證 し、 之に 自ら 新たに する の 努力 を與 ふべ し。 彼 は 新たなる 人類 を 代表して 神の まへ に 

立つな り。 我ら は 彼に 於て 赦 され 新たに せられ、 又榮 光に 擧 げらる- - なり。 


〇 Convorsi 三 1  骨 四 "牛 六月 二日 一 番町 

St.  Fram-is 病氣稍 癒えて 外出し 天地の 風光に 其の 心身 を强 めんと 欲す。 然れ共 己が ライフ 

P  miserable  cmptynpss を 感じて 塔 ふ 事 能 はす。 He  was  terrified  at  his  solitude,  the  solitude 

of  p  great  soul  in  which  thol.c  is  no  altar.—sabaticr. 彼 其の後 一 夜 友人と 宴 を 張り 頓 がて 相 共に 

街に 出で、 放歌 遊歩す、 忽ちに して フランシス 在らす、 彼 ははる か 後方に 引き 下りて 立ちて 瞑想し 

何事の 周圍に 起り つ \ ある や を も 知らざる に 似たり。 

一人 は 叫べり 何事が 起り しゃ、 

他 は 云 ふ、 彼 は 妻を迎 ふる を 思 ふの み。 

フ ラ ン シ ス 曰く、 

Yes  I  am  thinking  of  ^p^^^3^  a  wife  more  beautiful  one  such,  more  Iml.e  tlian 

you  could  cvon  Imagine. 

說教略 想.  三 九 五 


說敎略 想  -  三 九 六 

彼 は 癩病 者 を 接吻し ぬ。 

ミルの 事 

He  savs  t:lioye  only  are  l:la;PJ)v  wlio  have  t-llell-  niinds  ol. some  obljectz  ot-ller  Uian 

t-helr  own  happiness,  or  tlie  liaiDjoiness  of  others. 〇n  tlie  in:-J>ro.vement  of  man- 

land  aiming  Uius  a け somet±_.lng  else  t-liey  find  liapj>iness  t-y  t-lle  "way. 

cal.lyle サ 了タァ リサ アクス p. 136  &c,  and  Heb.  cllal)ter,  on  e\Terlastir-g-  Yea,  Il>id.  p. 1 に 6. 

cllatea.ubl.iand 彼 は 放蕩 ものたり しなり。 母 は 革命の 亂に厦 難 多く 且つ 子の 不道德 のために 悲め 

り。 母 は 貧しく して 死せ り。 

ひ UC  cliarge (一  one  oi  his  sisters  to  recall  him  to  tliat  religion  in ン vliicli  lie  liad 

Ibeen  In.ollgllti  uj>.  r  My  slstel-  con づ eyed け0  me  niy  mot/tiers  last;  vow.  I  b-ccanle 

a  cll:】stlan. 1 did  not  yield  to  great  sup>ernatul.al  liglit,  my  convstion  came 

from iny  heart.  I  メ VCJ,>t  and  I laelie\,ed. 

Augustine 不信者なる シセ 口の 書を讀 みて 大いに 感じ 高尙 なる 生活 を 送らん と 決心せ り。 

I  Jiskcd  Lord  r  to  direct  my  steTS  toward  lliee. ご 


w 四 年 七月 十 七日 

眞^の 生 JP  f  .  - 

I ^  ^  f  伊セ略 敎侖： に 於て 

祌はグ ウドな り。 祌は 上な り。 神は赫 身なり。 祌は實 在な り。 醉夢 幻想に 非るな り。 天地 祌を m 心 

はせ、 人心 自ら 之に 歸嚮 す。 信祌の 生活 は竄 在と 符合す。 親に 養 はれて 孝なら ざる は資 在に 反す。 

依從 的に して 獨立を 街ふ實 在に 反す。 家に 住みて 唯 だ 其の 器具 調度に のみ 目 を 奪 はる、 は實 在に 反 

す。 死の 世界に 住みて、 唯 だ 飲食に のみ 耽る 實 在に 反す。 家族 的 生命 は 人の 正則。 出家 逝 世。 如何 

に 悲しき や。 市場 恐慌の 際に 安住 を 貪る 實 在に 反す。 此類枚 擧に遑 あらざる なり。 

實 在に 反する 生活 は损 失な り、 危險 なり、 禍害な り。 是 常識 を 有する もの- - 共に 認識す ると こ 

ろな り。 

磯部 巿治郞 氏の 談近邊 の 四面 

祌は 光な り。 光りと 隔離す るの 生命。 何人。 祌は 生命な り。 祝福の 源泉な り。 今 村 銀行と 隔離せ 

る津田 銀行の 失敗。 神 は正當 の主權 者な り。 正統の 君主に 事へ ざれ は奴隸 なり。 人性の 墮落此 に 

在り。 路加の 蕩子。 父 を 去りて 江湖に 沈淪 す。 神と 聯 結す るの 生活。 耶穌の 一生。 金銀 は 我に 有る 

なし 唯 だ ナザレの 耶穌の 名に 由り て 起つべし。 保羅 の經驗 (後 加 林 多 六の 七— 十) 神と 隔離す 故に 

暗黑、 絶望、 無能、 惨澹たり。 祌 なしに 行かれざる 乎。 然り又 否。 牢舍の 生活 も 生活な り。 奴隸も 

生活な り。 笑 はざる も 生活な り。 喜びな きも 生活な り。 望みな きも 生活な り。 然れ ども 寂しき 生活 

說敎略 想  三 九 七  . 


說敎略 想  三 九 八 

なり。 眞 正の 意味に 於いて は 死す。 マ ンモ ウス 洞穴の 魚。 木鼠 變 じて ドブ 鼠になる。 基督教の 所謂 

死。 

父の 膝下に 父 を 知らざる 子供 を 見よ。 稍 長 じて 孝心 を 起せる 子供と 何等の 差異 か ある。 信仰に 由 

りて 然り。 信仰な き は 赤子の 生涯な り。 到底 父母の 手 を脫し 難き なり。 恩 を 恩と しも 爲し 難き 生 

命。 神の愛。 水中に 場。 密閉せ る壜。 故に 人の 正則に 還り、 實 在に 復 すべし。 胡馬 北風に 嘶く に 非 

やや。 勇氣 先發關 東の 氣象。 

-  Great  and  glorious  God  and  thou  Lord  Jesus,  I  pray  thee,  thou  shed  abroau 

づ our  li^llt  in  tlie  darlsess  of  my  mind, …… Be  fond  of  me.  Lord,  so  tliat  m  all 

things  I  may  act  only  in  accordance  idtli  Tliy  lioly  w】ll -、 

〇 貧しき もの は 幸な り。 (レリ ジャス. ライフ。 行者 觀) 

〇 異敎的 苦行、 肉 體を屢 罪と！ るな り。 

〇 基督 敎的 苦行、 神に 事 ふるに ふさ はしから しむ。 

〇 エツ セネ とい へ る あり。  . 

〇 敎會 大いに 亂れ、 異論 百出、 ワルデ ン セス、 及び 力 タリ、 法王 十字軍の 勢力 を 異端 征伐に 

向く。 

〇 フランシス 敎會に 在り、 以て ワルデ ンセス に 異なり、 異カを 川 ひす、 十字軍 等と 同じから 


t 祌學の 爭論を 避く、 以て 力 タリと 遠へ り。 

3  Xst  51 づ e  a  "  fresli  impulse  to  liumanity."  He  bent  o-vcr  tlic  (lead  corlwse  of 

liumanity  and  wliisp>er6!d  these  words  *  Love,  sacrifice  and  a llea.vcnly  ong;in*  and 

the  corlwse  restored  to  life. 

〇 フランシス 一一 八 一 一年 頃に 生る。 

〇 父母の 品性、 父 は吝、 傲、 威張 家。 (P.  33) 

〇 フランシス、 lordly. 

服装 甚だ 派手 やか。 客 を 饗する に 頗る 盛大。 シ バル リイ。 伊達 のさん さめ かす 時代。 淫蕩な り 

と は 見えす、 人を賑 はす を 好む。 音樂を 好む。 性懾快 好んで 笑 ふ。 剛健な り。 

〇  一二 〇 二 年 ァシ イジと ペル ギ ユアの 戰ひを 生じて、 フランシス 出軍して 捕 慮と なる。 幽囚 

一 年、 彼の 功名心 を 示すべき 語。 (P.  35) 

〇 一 1 1〇 四 年、 免され て歸 る。 年 一 一十一 一大 病、 快癒 期間に 大いに 省る 所 あり。 

世 を はかなみ て は 春 も 春なら す、 然れ ども 尙 神に 降らす、 一 餍 猛烈に 世に 溺れん とせり。 

快樂 戰爭。 

天晴、 武者振り、 いじめられ 發熱， して 歸る。 まじめに なり 思 ひに 沈み たれば、 友に 棄 てられ 父に 

疎まれたり。 さびしき 所 を 徘徊す。 H リ ヤス 同伴せ りと も傳 へらる。 

說教略 想  三 九九 


說教路 想  四 〇〇 

彼 はべ  一一 H ルに 於け る ヤコ ブの 如くな りき。 啤吟涕 泣戰慄 しぬ。 

此比 n ゥ マに 行く。 所持金 を 献納して 乞食と 衣 を 交換して 終に 斷 食して 物 乞へ り、 1^ 癩 者に 遇 ひ 

しも 此頃な り。 

間もなく 癩 病院に 見舞 ひ。 愛の 幸福。 

ケム ブリッジの 擧 生と 支那 ミツ シ ヨン。  - 

朿 京大 學の 生徒と 傳道。  ， 

世 を棄て 、利己の 人と なる もの 多し。 

〇 彼 は 好んで セント • ダミ インに 參詣 せり。 祈れり。 (P.  W9) 

此の 诗ょり 耶穌に 一 致せり、 From  tliis  tiour  his  heart  is  transfixed  and  united  Into  Uie 

memory 三 the  Lol.ops  lision. 彼 曰く、 我 主の 苦痛 を哭 きて 全世界に 行かざる ベから す。 

〇 第一 ダミ インの 會 堂を修 縛す。 是 フランシス カンの 一 の 特徵。 維新。 戶田和 三郞。 御 

陵。 

ヤコ ブ、 ベ テ ル に 於て 祭 擅 を 築く。 

修緒は 己れ の 馬、 衣服 其の 他を賫 りて 始められたり。 

〇 父 怒る。 子 をダミ インに 物色す。 隱 るる 子 斷然 出で 來る。 兒童 のために 街頭に 狂人と 連呼せ 

らる。 父 之 を 打擲す。 禁錮す。 ピカ之 を 許す。 


• 父訴 ふ。 監督の 裁判。 赤裸。 監督の 庭 作りの 衣服 を 着用して 山に 去りぬ。 山賊に 翁ぎ 取られ、 シ 

ャッ 一 つと なりて 堀に 投ぜら る。 出で \ 1 友人に 衣 を 乞 ひ 得て、 又ダミ インに 歸る。 修 終に 着手 

す。 人に 石 を 乞 ひ 自ら 石 を 運ぶ。 一二 〇 八 年 成る。 

〇 ダミ インに ある 時 食 を 乞 ひたり。 貧 は 其の 花嫁と なりぬ。 

〇 ダ ミ ィ ン より 程遠から すボ ルテゥ ンキゥ ラ； t 拜堂 あり。 Chapel  of  St.  Mary  of  the  Angels. 

日毎 之に 行き 聖餐 を 受け 思念 祈禱 す。 此 所に 最後の 召を受 く。 

一二 〇 九 年 二  iz:  二十 四：：：  . 

時 當に聖 マツ テャの 日、 住僧 は 北 を 向 ひ 其の 聖書 を讀 みぬ。 曰く (馬 太 十の 七— 十) 

身 聖ダミ イン 寺に 住み、 精神 を穫、 ボル テゥ ンキ ユラに 方法 を與 へられたり。 前後と も 生ける 主 

の 一一 目 を 聞きし なり (r.  44)。 此れ  一二 〇 九 年な り。 した \ かに 召され、 した & かに 應す。 H ッケ • 

ホ モウ (P.  47) 

彼 全く 主の ものと なりぬ、 彼 を 担 絶す る は、 王 を 担 絶す るな り。 ベルナル ド 第一に 感化 せられた 

り。 彼 は ァシジ の 富豪 紳士な り。 共に 聖 一一 コ ラスに 行き ミサ を靜聽 す。 ぺ テロと 呼ばる k もの 同 

行。 フランシスの 請求に 行き 住惯 ミサ 經を 取りて 耶穌 キリストの 名に 於て。 三 タビ之 を 聞く。  ^一 

は 馬 太 十九の 廿ー。 第二、 路 九の 一 より 六。 弟 三、 馬 可 十六の 二十 四。 (盖し フライ アル ス娱 初の 

憲法 歟) 

說敎略 想  ，  rao . 


説教 略 想  s〇 二 

ベ ルナ ルド 直ちに 實行。 

^シル ベスト ル 石の 代價を 請求す。 

货幣ー トツ カミ をべ ルナ ルドに 獲て 之 を 交付す。 僧 悔いて 其の 徒と なる。 

レオ。 Mirror  of  Perfection の 著者。 ヱギ デ才、 初め フランシスに 遇 ふや 通例の 服装 を爲 しぬ。 

たま/ \- 乞食に 會ふ。 之を與 へと 命ぜら る。 

ブ ロゾル • ジ ユー 1 ベ ル。 ブタの 足、 十四日 分の 食。 

シ イソ ゥの 事。 (S.  P. 136) 

シムプ リシ チイ、 H キジ ベ ラント . ジョ， 1 ィ。 

X  L2.(lf  Jir-gglors ご they  Avel.e  cnlled.  . 

悲しみ は 十字架と 人類の 罪悪な り。 

勞 働に 衣食す る は 其の 理想と す。  ， 

リウ ォ • トルトに 寄寓 ニニ 〇— 一二 一 一に 及ぶ。 

ニニ 〇 年、 ァシ イジの メジ ョル、 マイ ノル 相爭 ふ。 フランシス 仲裁して 約束 を 作る。 ために 數 

年間 平和なる こと を 得たり。 彼 は 人生の 凡ての 部門 を宗敎 的なら しめんと せり。 ァシ イジ 玆に 於て 

平和。 數年。 孔子の 三敎。 

ニニ 一  年の 卷、 ボル テ ユウ ンキュ ラ へ も 行く。 此處に住むこと十^1^。 


〇 貧乏 主義、 ヒズ セルと 云 はれし が氣に 入らす、 母 無産 を 目的と す。 

〇 癩者を ボル テゥ ンキ ユラに 連れ 來る。 フランシス 之 を 叱す。 9? 等の 感情 を 傷へ る を 慮り 中 

心安から す。 之と 皿 を 供に して 食す。 

〇 ニー  二 一年 東方に 行き 傳道を 試む。 後 又 スペイン、 モロッコ にも 傳 道す。 

〇 說敎 か、 祈禱 か。 . 

〇 鳥 之に なつく。  • 

〇 法王との 關係、 力 アデ ナル • ゥゴリ ー 一一。 

〇 クラ ー レの 事。 十六の 年に フランシスに 從ふ。 

一二  一二 年、 パ アム • サン ディの 夜、 ボル テゥ ンキュ ラに 行きて 尼と なる。 後ァグ ネス 之に なら 

ふ。 聖ドミ イン を 之に 讓る。 フライ アルに 同じ。 唯傳 道に 出で ざるの み。 

〇 ス テグ マタ、 一 ニニ 四 年 八月 ヮ ルナに 行く。 其、月 十五 n: 聖 天使の レ ント 始まる。 九月 十 叫 日 

朝早く ス テグ マ タを與 へ らる。 

〇 日の 歌。 譜を 作りて 歌 はしむ。 

〇 死す る 前、 監督と ハ ィ ベリック を 和睦せ しむ、 歌 を 以て。 (P. 138) 

一 ニニ 六 年 十月 三日、 終りまで 讃美して 死す。 敎 職に 非る 故 聖餐と は 言 はす。 彼 其の 徒に 餅 を 分 

つ 0 

說教^ 想  E〇 一 II 


說敎略 想  E.0 四 

〇 西 行の 事。 

〇 彼 は 平民の 友。 政治 上の 意味と 其の 傳 道の 成功。， 日蓮の 事。 

〇 トマス • ァケン ビスの イミ テ ー シ ヨンと フラ ン シスの イミ テ I シ ヨン。 彼 ま窗ポ らコ ム テム プ 

レ ー チブ ならん とせり。 

〇 彼 は 敎育を 十分に 受けす。 反って 幸福。 

〇 神 を 見る の 宗敎。 人 を 見る の 宗敎。 

0 十三 世紀の 歐人。 

Had  all  vices  excef>t  tl.ibiality,  all  the  virtue?  except  moderation. 闩 hey  were  rufBans 

and  samts. 

〇 商人 は 時の 新聞 屋 なり。 フランシスの 親 は 商人な り。 文明の {1 且傳 者。 異端 叛逆の 媒介な り。 

〇 *r に 拙な り。 其の 手書 は 甚だ まづ し。 大抵 代書せ しめたり。 

〇 Troubadours, 情歌。 遊歴。 然れ ども 都雅 風流、 フランシス 爲 めに 甚 しき 墮落を 免 かる。 

〇 基督に は 花 は 天父の 顏、 怫には 無常 觀。 靜 かなる 林、 淸き 川、 かほる 花。 花と 物語りす。 

〇 平和 は 中 世紀の 最大 幸福な り。 

〇 金で 買 はれざる 平和 快樂。 今人 夏 夜の 光 榮を樂 ます、 花見に 心魂 を It はる。 

〇 貧富 貴賤の 外形 を 透 破して 靈魂を 見る。 


〇 勞 働と フ ラ ン シ ス カン。 ェ ギデ才 の 事 (ァ 1 に-")。 

〇 皆 業を學 ばざる ベから す。 職工 具 は 所有す る こと を 許されたり。 

〇 天 有 物に 所有 せられる & もの 多し。 

〇 大名に なりて ねられぬ 花の 下。 

〇 其の 弟子 は靑年 (貴族 子弟に して、 學校 出、 敎會 出身の もの 少し。) 

0  Joyous  aniiv  is  alwa-y8  a  victorious  army.  In  tlic  history  of  tlio  oarly  Ijrancls- 

caii  iiiissioi ヌ p§  are  bur-st  of  laughtor  wllich  rings  out  lllg-ll  a ヨ 1 つ l,al.. 

 r  

〇 

1. DocM  RcliL 二 on  (-xist  for  tlic!  sake  of  God  or  for  3an  ？ 

^.  Must  it  opol.ato  directly  or  mediately  ？ 

3.  Call  it  receive  partial  or  has  it  to  os^-.poc  tlie  whole  of  the  pel.so 二 ni 

existence. 

4.  sctcl-iologicill  character. 
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II.  Church.  、 

】•  The  i-vie  Church,  reality  I  fuli  of  Xstian  church  i  I  exist 

^!:^^ぇざる敎會の影見ゅる敎會の幕に彰はる。 

2. 見 ゆる 敎會 

發 現の 千 態萬狀 

敎會の 目的 

懲戒 は 神に 恐れ ある を 以てな り。 

Deacons—not  our  servants,  but  Chrisl/s  servants. 

That  which  we  s 層 it  to  the ョ I  simply  f  back  to  Xst  as  stewards 

of  that  IS  his  !>roJ>el.ty. 

III.  Practical  life. 

Aiuinominian  ？  Puritan  ？ 

.  Card  ！ Jlaying. 

so\^el.cignty  in  state. 

Ivatlu.c  exist  for  (； 0(一. 


，.nley  arc  his  own. 

Th つ right  cf  tli つ sovereigiic. 

人に 從 ふか、 神に 從 ふか。 

反對 主義 

1. Nn-po 一で on  sovereignty. 

多數 決の 權 

蘭、 英、 米、 ハミルトン、 佛小說 の 著者。 

新 英國に 於て ピ ユリ タンの メ I トル 異なる 如く、 怫の 革命、 米の 革，^ 異なり リ 

佛の 政事 史悲 しむべし。 

2.  Stftte. 

so-vere^nty. 

— hidden  og-o. 

Stttte  collsclcllsncss. 

Increasing  patent  stnto  メ vill, th つ highest  -sta£o  {lims  to  which  by  s 一 ow 

0 敎 略 想  gy ヒ 
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procces  it  Iwlindey  tries  to  read. 

T-llc  law  is  l.igllt  Ibccaiise  it  is  law. 

正義の 感覺 鈍れ、 其の 不變 なること 忘られ、 理想 滅す。 

國家的 主權は 人に 依りて 實行 せらる。 

人 に屈從 する (良心 に 依らす し て ) の 結 ST 

Social  spheres  &c. 

Family  becomes  service,  art  and  so  lortli. 

是らの 事に 付きて 神の 外 裁くべき ものな し。 ソゥシ ャル、 スフ ヰ ー ャと國 家の 關係。 憲法 政治の. 

必要。 

カル ビン 犬に 社交的 境域の 自治 權を 主張す。 擧問、 美術、 人物の 主權。 

1 、 人物 的權 威。 二、 大學。 結社 等の 機會。 三、 家族 M 村の 自治。 

國家は 各 境域 をして 相爭は ざら しむる 爲に 互に 自他の 範圍を 守ら しむべし。 

此ら 境域に 於て 個人 及び 弱者の 壓 せられざる を保證 す。 

凡て をして 個人 租稅の 負 擔を爲 さしむ、 然れ ども 國 民に 謀らざる ベから す。 

敎會 と國家  • 


The  cu)vor ョ iieiit  bears  US  swords  wliich  WOUIKLS,  but  m)t  tlio  swol ヨ the  spi- 

rit wliicli  heals. 

明治 卅三ハ 牛 九月 十三 m 

〇 何 を 以て 神に 報ん や  市ケ谷 講堂 

rsalm  CXVI  12—19. 

GckVs  mercies  exceed  om-  petition,  for  instance,  in  this  Psalm  deliverance  of  soiil 

from  ^op? さ PS  asked.  But  the  petition  is  followed  by  th 二 l-.ais つ and  tllanks- 

wivinj;  dcscribod  iii 8  th  vcl.so.  Insight  into  CCKPS  mol. 。k,s  is  necessary,  cur 

cy(-s  arc  too  often  dim  to  I.  Not  t ぎ extraordinary  11  tho  ordinary  amlil.s 

of  life  show  forth  Gcnrs  mercies. 

Ineratitude,  heathen  habit  of  soul. (西洋の 家族 感謝な し。) 

14acc  of  tho  ungrateful.  Dante ビ Inferno. 

In  the 14  and 18  it  is  recommended  that  the  gl.catfull  feelings  should  be  exhl- 

cod  docs  not 一 lee(一  our  acticn  to  h-iln.  iBiit  we  want. 

說敎略 想  raoi 
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父 子 兄弟 夫妻 禮 を 云 ふ R 本 西洋 何れ 多き や 云々。  - 


0 有益な る 生 活  If 一三. XI 一 i 日 市 ケハ介 

同サ 一日 一番 町 

Luke  :X 一 n.  20, に 1. 

支那の 亂、 發酵の 作用、 個人 も 國家も 同様な り。 路 十二の 五 一 、 五三、 參照。 

此の 感化 は靈 力に して 內 部より 働く 事 宛 も 粉の なかに 隱 されし パ ンダネ の 如し。 約 十七の 十 叫、 

十. 七の 十八、 以て 此の 註解と 爲 すべし。 世 を 改革す るの 力 は婦が 粉の なかに パンダ ネを藏 す 如き 種 

類に 屬す、 目立ぬ 婦人の 如き 勢力な り。 

吾々 信徒と して 他に 對す るの 職務 を與 へられたり、 光、 鹽、 パ ン ダネ、 皆 此れな り。 眞 正の 傳道 

は 生命 を 以て 生命に 同化す るの 謂 ひなり。 パ ストア は 發酵を 以て 生物の 成長に 歸 せり、 生ける 靈魂 

の 種子、 神の 種子 心に 蒔かれ (人の 寢れる 間に) 延て 周圍に 及びて 之 を 同化す、 世を敎 化する 絶大の. 

勢 は 聖徒 的 品性な り。 

115.(1  Baxter  says  " It  is  because  wc  have  so  few  llie.ll  saints  tliat  we  liave 


so  lillv  low  simlers." 


〇 l)raver 

耶穌 祈の 敎は 父の 家に 始る。 父の 家 一回 詩篇に 用 ひらる (八 九の 二 六) 

汝ら惡 き 者ながら 子供ら に 善き もの を與ふ 云々、 天父 は 地^ 父より 高尙， なる 意味に 於て 父な り、 - 

〇 祈り は 品性が 大切な り、 心の 如何 を 重し とす。 路十， 八の 十 一 、 詩の 六 六の 十八。 

祈りの 領分、 先づ 全體、 次に 局部、 先づ 神、 次に 己。 日々 の 糧と云 ふから に は 何 ごと か 祈る ベ か 

ら ざらん。 - 

Ijlle  wliole  round  world  in  ever づ way 

Bound  メ vith  gold  chains  about  the  ftet  of  (kKl. 

cn  th(sc  golden  chai  as  OS  a liar づ tlic  toucli  of 

Prayer  may  wake ヨ vert  musk-,  far  ofl-  (>1-  Ileal-  alike. 

大事 を 待って 祈る 勿れ。 


說教略 想  gn 1 


〇 孝  道 (孝 は 老子の 關係 なり) 

藤樹 曰く (孝經 心 法) 孝 は 天地 未畫の 前に 在る 太虚の 祌道 なり。 天地 萬 物 皆 孝より 生ぜり。 …… H< 

地の 未だ 開けざる 太虚の 理を老 とし 氣を 子と す。 天地 旣に 開けて は 天を老 とし、 地 を 子と す。 日 を 

老 とし 月 を 子と す。 君を老 とし 臣を 子と す。 夫を老 とし 婦を 子と す。 此理を 以て 萬 事 萬 物に 推して 

見れば 孝の 理 なくして 生す る ものな し。 

サブ オル デネ ー シ ョ ンは 天 則なる を認 むる に 似たり。 然れ ども 天地の 本源 を 以て サブ オル デネ ー • 

シ ョ ンと爲 す や。 

藤樹 曰く (孝經 心 法) 愛 之極爲 敬。 敬 之 至 爲齋。 齋戒洗 心 到 得 浩然 之氣塞 二 于兩 問？ 赫然之 光照，, 

于四 表？ 方 僅 是個全 孝。 方 僅 呼 作 二 孝子？ 

至 n 於 孤 I 有 n 乾坤, 有 二君 師？ 有， 1 宗廟？ 隨在 n 皆 可 レ盡レ 孝？ 隨在ニ 皆 可 レ感通 i :• 雖， 無二 父母 i 事 得 u 

其實 1 與 1 在， 1 膝下 1 一 般。 依 n 着 這 心 法 1 行。 將去 ニ何處 1 不， 遇 二 本 生 父母- 耶。 


〇 約 翰 二十の 十一— 十七 

マリヤ 墓 門に 立って 泣く。 熱， 愛の 情 見るべし。 之 を 慰めし もの は 天使に 非す。 耶穌來 りて 之 を Sg! 


めた まふ。 彼は婦 よの 一語に 主 を 認識せ す。 『マリヤ』 の 一 聲 に酲覺 せり。 宗敎は 個人的 ならざる 

ベから す。 善き 牧羊者 は 個々 の 羊 を 知る。 其の 名 を 以て 之 を 呼ぶな り。 

彼 は ラボ 11 と 云 ひぬ。 或 ひ は 云 ふ ラボー I は ガリ ラャの 訛 昔な り。 主と 彼女 昔日の 關係 SI 然掬 すべ 

きなり" 曰く 『ラビ 汝何 所に 宿る や』。 曰く 『ラビ 汝は 神より 出で し師 なる を 知る』 曰く 『ラビ 食し 

給へ』 彼ら は師ょ ラビよ と 呼びて 耶穌に 親近せ り。 (ゼべ ダイの 千 を 見よ) 又 ュダは ラビよ とて 主 を 

寶 りぬ。 ベタ ニヤの 姉妹と 其 兄弟。 香油 を 塗りた る マリヤ。 マリヤ は斯る 如き 關係 {仪 されたり と 想 

ひしな り。 

我に 們る なかれ、 我 未だ 我が 父に 昇ら ざれば なり。 此は 基督の 關 係ー變 し、 其の 交通 昔日と 異な 

り、 先生に 非す、 主として 其の 敎會と 世界と を 治め 給 はんとす る を 示し、 マリヤとの 親しみ 方變化 

せんとす る を 明言し 給へ るな り。 

ラビの 稱は 此の 時に 用 ゐられ しのみ。 弟子 等の 之 を 見る こと 全く 變れ り。 歷 史上の 基酱は 信仰の 

基督と なりぬ。 耶穌を 熟知せ る 弟子 は 之に 滿足 する こと 能 は ざり しなり。 

耶 穌を師 とし て^じ、 其の 遺訓 善行 を 喜ぶ に滿 足し、 進んで 之 を祌と 崇め 主として 事へ ざる もの 

は 我に さはる 勿れと 警めら る。 

藤 史上の 耶穌、 山上 垂訓、 倫理的の 基 傅敎。 社會 改良に 耶穌を 限る 勿れ。 敎 ふるもの 行 はしめ ざ 

るべ からす、 罪の 犬なる を 想へば 活ける 基督の 祌 たる 能力 を 要する こと 甚だ 急な り。 我ら は 現に 我 


說 敎 ^ 想  S 一  四 

ら のうちに 活動す る大 能力 を 要す。 基督 は祌の 右に 昇らざる ベから す。 

世 は 之に 叛き又 之 を 殺す。 基督 之 を 制して 勝たん とす。 罪と 蕤と t さ 判と にっきて i を曉 させんと 

す。 基， 督は 此の 目的に 向って^ まんと す。 何 ぞ之を 抑留 せんとす る や。 丈夫の きそ ひ 走る 如く 基督 

は 此の 事業に 就かん とすれば なり。 

世の 1^ 様 は 基督の 力と 其の 進 涉とを 要す、 罪 惡は充 ちぬ、 世 疲れたり。 

各 ほの 事 また 然り、 

So  littlo  ho  hiis  got  as  yrt 一. l.olu  yoii  or  fl.o ヨ inc, 

ヨョ .ow  is  the  ranj^e  of  our  dailv  life  cv£-  wliicli  his  t つ； ヨ 一二 ng is  artually-vcrilicd. 

耶穌 曰く 我 汝らを 世に 遣 はす 父の 我 を 遣 はし 、如し。 

余 琴 は 基督の 如く 世に 虚せ ざるべ からす。 宗敎は 道樂に 非るな り。 天の 主に Serve する ことな 

爲 さざる 所 あり 乎。 與 へざる 所 あり や。 是 深く 考 ふべき ところに 非す や。 

1： に：：^ れば 新たなる 交通に 入るべし。 

べテ ti 前書 一 の 八、 靈 化せら けし 愛。 老の夫 

eood-will,  a. づ pl.ol さ tion,  ddight,  (！ csirc  and  tl-ust. 


1  Father  fs.glve  theii ご for  they  do  not  know  what  they  do." 

此の 非常なる 場合。 

耶穌 信仰的の 擧動 言. 語と 無 信徒の 差別 如何に 著明なる や。 

父よ と 云 ふ 語 此際 如何に 親切なる や。 

然れ ども 耶穌 此の 天父の 前に 赦 罪の 必要 を感 す。 祌の威 凛と して 犯す ベから す。 

已に 父と 稱す。 祌は 愛な り。 愛 は 慈悲な り。 又 同時に 悅樂 なり。 愛 は 其の 目的物に 滿 足す。 

然 らば 天父の 愛は惡 しきものに 對 して 不滿 足と なる。 罪人に 對 する 神の愛 は嚴 霜の 木の葉に 於け 

さ 加き ものな らんと す。 

5i 愛 は セルフ、 アツ ソル シ ヨンな りと 論す る もの あり。 斯く考 へ 来れば 罪と 神との 關 係-更に 1^ 

此 等の 諸點を 研究 すれば 聖書に 所謂 祌の 怒りて ふ 意味 は 稍 や 解すべきな り。 

基督教 に 所謂 罪惡此 に 至りて 彰 はる。 

說 1^ 略 想  en 五 


罪 惡を感 する は高尙 なり。 ん 類の 希望 及び 其の 進歩 此 所に 發 現す。 (罪 を 知らざる ユダヤ人と 之 

を感覺 して 赦しを 天父に 哀求 する 甚督と 何れが 偉なる)。 噫 我將に 何を爲 して か 救 はるべき や。 

00 愛 は 其の 目的 を 獲ん とする に 急な り 。 

愛 は最と をし むな り。 其の 目的と する もの を牧容 して、 之に 善き もの を與 へんと 欲す。 愛 は 己 を 

與 へんと 欲す。 至善 者に 非れば、 己を與 へて 愛 他 を 全うする こと 能 はざる なり。 

棄 つるに 忍びす。 何 所まで もと 之 を 尋ね 覚めて 收容 せんとす。 之が ために は 身 を 殺す を も 厭 は ざ 

るな り。 基督 敎の祌 は 人 を 尋ね 慕 ふの 祌 なり。 何 だ祌を 研究す と 云 ふや。 何 ぞ祌を 知る と稱 する 

や。 反って 祌に 知らる、 に 非す や。 祌 此の 如き 愛 を 以て 人 を 愛する と 信す る は 人類 をして 最も 高 fa; 

ならしむ。 余 冠 玉 も 之に 加 ふること 能 はす。 天地 を 得る ともと 云へ る 人の 價値 比に 於て 限りなく 

上騰す。 

祌斯の 如き 愛 あり。 然 らば 何ぞ赦 罪の 難き に 苦しまん や。 

赦 罪と は 何ぞ や。 罪 ある もの. - 反撥 力に 感じ、 其の 志 を 憐れみ、 其の 將來に 望 を 寄せ、 之に 信用 

を 置き、 凡て 滿足を 以て 之 を 見る に 至る、 此赦 罪に 非す や。 現實は 同様なる も、 將來は 天地 懸隔す 

べし。 信仰に 由り て義 とせら る- -て ふこと 是れ なり。 

然 らば 赦罪豈 に 容易な らん や。 國 家の 罪人に 於け る を よ。 自由 廢業 は必ら すし も 娼妓の 救 はれ 


たる を 意味せ す。 犯罪 人の 改悛と 其眞 個の 赦罪は j 一一 门 語 道斷の 犠牲より 來る。 親の 晤淚、 妻子 兄弟の 

苦痛、 敎悔師 の 憂勞、 積り，— て 此の 結果と なる。 娼妓の 自由 境に 達する 又然 り。 

神の 赦罪は 神の 犠牲的 行爲 なり。 基督の 十字架 は 祌の噴 罪 的 慈愛 を 意味す。 耶穌と ^ もに 並べて 

碟 殺せられ し 盜賊を 見よ。 彼 は 此の 赦罪的 犠牲の 効力、 父よ 赦し たまへ て ふ 祈りの 結 を 示せり。 

基督 敎は餘 り 結構 過ぎて ぼハ らしから すと、 ジ ヨン • モ ルレ ィは云 ひぬ。 何 ぞ祌と 其の 慈愛の： 小 思 

議な るよ。 是れ： 人 地 をして、 面目 を 新たに せし むる の 信仰に 非す や。 

(明治 卅 三年 十月 六日 高 知 市の 容舍に 於て 稿す) 


0 宗 敎 上の 無頓着 

或る 無頓着 は 他の 事に 心 を 用ふ甚 しきょり 來る。 物の 大小 高下に. a り 無頓着の 品位 定る。 腹を祌 

とする がた めに 學問 宗教に 無頓着なる もの あり。 水をュ 5 むる 事 急なる がた めに 七 年、 家門 を 過 ぐれ 

ども 入らざる もの あり。 アル キ ミデ ー ス の 數學に 於け るが 如き も あり。 

で ま 

人の 譽れを 求む るに 過ぐ るた め 信仰に 冷淡なる もの あり。 

バウ 口 曰く 我す ベての ことに 滿 足す るを學 ベり。 此の 無頓着 ゃ大 なり。 


劣等な る 事に 拘 せられて 高賣 なる を 忘 る& 無頓着 は棄 つべ し。 

高虫凤 なること のために 區々 たる 雜 念に 疎な り。 此れ 善き 無頓着な り。 

神 何 かに 無頓着な るか。 空の 鳥 も 棄られ す。 頭髮 一 株も數 へられざる はなし。 無頓着 は 人間の 弱 

點な るか。 


〇 神國の 人民  つ 『.^y  27, 1902.) 

N.^ て ふ觀念 の 偉大なる こ と 及び 精神的 勢力。 

羅 Hil を 引例す。 

アリス トウ トル の 政治 學も亦 適 川すべき なり。 

1： 家に 屬 せざる 若く は 國家的 意志薄弱なる 人 

其 不幸。 其の 卑俗。 義勇 奉公の 道な し。 共の 公共心な きこと。 

其の 永遠の 事業な き 生活。 

基督 は 神の 國の 建設者な り。 其の 公民 は 形而上の 大目 的に 注目す。 何 を 着、 何 を 食 はんとす る を 

以て 一 生の 大事と 爲 さ^るな り。 武士道。 祿 なくん ば 武士な しと 云 ふの 意義 及び 其の 推究。 


神 國の民 は 神 を 信す。 上帝の 保護に 身命 を委 するな り。 

又 之に 服從 す。 國家ー 日 も 憲法な かる 可ら す。 神 國てふ 觀念は 義務 责住を 貴ぶ。 

X  ，rllc  Great  Taskmaster." 

祌國の 民 は 神 を 愛す。 

愛の 道 以て 之 を 此の世の 國と區 別すべし。 愛 國はー 暦 切に なりて rorsonal に 進み 所謂 忠義と な 

ら ざる 可ら す。 今の 世に 愛國 ありて 忠義 心 乏し。 其の 結 rar 

此の 理大ぃ に 人生 觀に應 用す ベ きなり。 

神國の 經營。 進化の 歸趨。 靈的 社交。 

I  tslieve  in  tlie  Holy  Catholic  Church,  tlie  communion  oi  saints. .  "Tile  Xi th 

chapter  of  tlic  epistle  to  the  Hebrews.  Wliat  a  glorious  company  ？  Wc  are 

comnasscd  about  witli  so  great  a  crowd  of  witnesses. 

神國の 事業 永世 無究 なり。 靈 的の 適 種 生存。 與る國 亡ぶ る國。 种國 のみ 永 固 不滅な り。 祌 國の泰 

平。 バウ の 安心。 信、 愛、 服從の 結果た る 平和。 禪的 平和。 現世 的 平和。 (なまし ひに 心安 かれ 

と 云へ る 富める 愚者。 參考) 眞 個の 平和 は 神と 契合す るに 在りて 存す。 

說教略 想  ra 一九 


說敎略 想 

剩國に 人る の 道。  き- 0 

順歸 せざる 可ら す。 

歸順は 叛逆 を 意味す。 

人類 叛亂 の證 跡。 

The  1st  of  a  the  epil  t〇 the ぎ i 

S 一 n  .  to  be  repented,  i  i 】." a. . 

The  fundamental  idea  of  San  chal, 

The  wlsle  appeiee  。f  Life  is  tisf。l  I  I 一 

お etum  to  the  Father  urged.  i  i  p  f  EB.th 一 

一. ゆの m を 愛した まふ は、 北へ Q ュ とり,， 一 . 

メグ ことり 子 を 賜 ふなり  一！^々。 


(May  27, 1902.) 


〇 人と 其の 靈的 要求 

人 を 露 的 側面より 觀 察するな り。 

まの第八章に據，^*^,.,511>セっ，1>  ) 

たり。 ま I てよ ll{f  iil せられ 


神と 人々 の關 係に 於て 後者の 大 なること 益顯 はる。 • 

人の 宗敎 的なる こと。  . 

其 の 靈的 の 耍求 は 彼が 實用 以上の 食物 を 求む るに て も 知ら るべ し。 

同氣相 求め 同 明 相 照す。 

Man^s  cap;l(-ity  fcr  G(Krs  ins!>il.atioll. 水 曰 § の 光に 於る 如く。 

INIan 一 S  ca-p{lclty  for  seeking-  God. 

lie  csl I51ic\,c,  trust,  love  and  die  for  liis  God. 

然 らば 何故に 宗敎に 無頓着な るか。 

The  j>ara.ble  of  talents. 一 

人の 宗敎心 は 之 を 用 ひざる と 他の 事物の 餘 りに 繁茂す るに 出り て枯搞 せんとす。 

用 ひざる の 弊。 木鼠の 譬喩。 鯨の なれの はて。 

後者 卽ち Over  growth の實 例。 木の 枝 茂り、 根斡衰 へ Ei- も 花 も 盛に ならす。 神童 其の 才の  一 Ir^ リ 

部に 全力 を 注ぎて 凡庸と なる。 或 ひ は 手の み 動かす の 業務に 服して、 脊髓に 病 を 得る もの も あるに 

非す や。 最も 恐るべき は 宗敎を 研究す るに 過ぎて 宗敎 情の 冷却す る もの ある ことなり。 研究 は 眼目 

に 非す。. 纒足 を 解放す るに 多少の 苦痛 ある を 免れす。 宗敎 心の 死灰 起らん とする また 之と 異なら ざ 

るべ し。 

說敎略 想  四 二 一 


說教 略 

_さ きま *-  8! ニニ 

靈的 要求 

1 God.  wo  is  the  supreme  object  of  man に s  i.  Wc  desire  to  be  absorbed  in  GocPs 

Isghty  love  bdng  elevated  above  the  petty  interests  of  the  Avol.ld.  That  we  Imd 

sings  of  a  dove.  The  truth  about  God  h2v  to  be  known. 

一 《 I  am  the  truth  -ー  said  Jesus. 

IJ  Man*s  power  of  the  endless  life. 

Immortality  alluded け o. 

liCernal  life  hol.c  and  now. 

神と 其の 遣 はせ し 基督 を 知る 卽 はち 此れな り。 

What  is  】ife  ？  • 

吾が 内の 活動 身 外 の もの と 調和す る に 非す や。 胃病 者 食物 を 厭 ふ 如き は危 やうし。 

Communicntioii  of  lifcj  through  Christ. 

我 は 生命な りと 耶穌は 云 はれたり き。 

【I 我ら は 罪人な り。 

聖へ レナ-おに 於け る ナポレオンの 狀況。 

Greatness  and  littleness. 


城 春に して 草木 深し。 是れ國 破れた る舊 址の徵 候に 非す や。  ， 

Sin  is  an  act  pml p  stato. 

Wc  must  1>C!  pardoned  and  Inu.lflcd. 

IV  Xst  our  deliverer. 

あ. -我ゃ 困 i おの 人なる かな。 我 を 救 はんもの は誰ぞ や、 此れ 五" 等の、 王 耶穌^ ^なる が 故に 

神に 感^す 

へれ I  am  the  way  "  said  (ml-  Lord,  non。  but  Jesus  ！ 

0050  I ヨ tc im 一  all yc  that  ialsl-  and  are  heavy  liuk ョ. §. 


〇 心 の飢渴 

人 は 其の 肉的なる と靈 的なる と を 問 はす 大 いなる 慾 望に 驅ら る" なり。 

富、 喜樂、 勢力、 事業、 親愛、 光榮、 生命 此らは 皆 人情 止む を 得ざる 所 共の 大 ならざる を 憾みと 

す。 人の 卑しむべき 情愁は 其の 限りなき 本性 を 表示す。 ョ ハネ兄^^-耶穌の左右に立んことを願ふ。 

吝シ ョク家 こも 仅 るべき 所 あり。 Wealth は Happiness の變 名なる べし、 天1:に，1廢茶-.^4.-の^ 

しき こ 由り て 富む (後 哥林多 八の 九) And  what  is  true  wealth? 權カ、 ゼべ ダイの 二子 、リの ノブ 


テス マ I けて 耶穌の 左右に 侍すべし。 英雄の 事業。 學 者の 領土 擴張。 。ハウ 口の 氣勢 (ピリ ピ 三の 

十 1 1— 十四) 路加 十 M 章 十 一 一— 十九に 見ら る 、如く 五 邑十邑 の 首領た らん を 期す る は神國 の 本色 

に 非す や。 愛の 力に 基け る 勢、 進化 は 如何なる 勢力に 歸着 しつ、 あるか。 十字架の 世 は來^ り。 事 

業。 大丈夫 豈 草木と i もに 朽ちん や。 聖 ヘレナの ナボレ オン。 秀吉の 事業。 始皇の 子孫 帝王 萬 世の 

業。 祌國の 經營。 祌 とともに は.， V らく  (前 林 多 三の 九) 

家の 仕事 僕の 仕事、 doing と having. 神との^ 合 事考。 

榮譽。 人の 譽れ。 神の 譽れ。 光 榮豈崇 むべ から ざらん や。 凡べ ての 人汝 らを譽 め^,. 雨ら わざ ま 

ひなる かな。 (ルカ 六の 廿六) 

Fellowship  and  love. 愛情の 廣、 長、 g.lf。 

Psalm  XXII  2G.  Lovo  God  with  ail  thy  heart き. Goers  friendship- 

He  is  the  fountain  of  love,  and  without  him  human  love  is  ic  to  be  dried  up. 

パ ンを 求む。 何ぞ 之に 石 をのみ 與 ふるや。 

As  the  heart  panteth  after  water  brooks 


Life  stl.ugglo  for  existence. 

What  is  life  ？ 

We  Iiavc  the  iKwel-  of  endless  lifo  (Ilcb.  VII, IG) 

when  this  life  is  lived  in  its  fullness  and  profundity  the  prospect  of  annihilation 

IS  intolerable. 

Psalm  VI  o 】s づ cry  suggesth<e. 

適宜の す. >, め 

船 は 海の 上 を 行かざる 可ら す、 海 船の 上に 行かば 沈沒 する のみ。 

宿 昔 靑雲志 蹉跎. m 髪 年 誰 言明 鏡 裏 形影 自相 憐。 

小 原 氏の 歌 

君が ため うらなき 友 をち かひして 

たビ報 ひんと 思 ひし も 夢 

_ 說敎略 0    I  I！ 


四 二 六 

あまつ 日の めぐみ かしこし 身の 幸 を 

たビ歌 はんと 思 ひし も 夢 

A lilt  from  tho  ？ n 一  ！ 


〇 吾人 を 維持す る 言 卯  ： , , ； 

ノ  1+7 一  ス /lir  (June  J,  1902.) 

IT.  Cor.  V. 1 jlo. 

1 This き is  a  ubslo,  a  hoi  cf  (； 0(1 is  waiting-  for  g. 

し Wc  havo  earnest  of  spirit. 

SIC  real  fullmI1121t  i8  siirc  to  be  expected. 

o  Attacllsont  to  chl.Lst. 

最も 願 ふところ はキ； と. もに 居らん 彼の 心に 適 はんこと を務 むる ことなり。 

^ 一 さ- f  -stand ぎ fore  the  judgement  seat  cf  God" 


ひ 見る 听に據 りて 歩ます 信仰に 依りて 步む なり。 


〇 何故に 基齊敎 を宣傳 する や  (J 目 e  182.) 

保羅 曰く、 我 福音 を 恥と せす。 此れ 凡て 信す る もの を 救 はん 祌の大 能 たれば なり。 (K0 ョ. 1」3 

傳道 事業。 リビングストン。 ダ ッフ。 南洋諸島。 此の 偉大なる 經綸の 光榮。 

羅 馬の 榮 華と 。ハウ 。の 心事。 我 カを盡 して、 若く は 我に 於て は 云々。 

傳道は 神の 聖旨 (ES はち 人を尋 ぬる) の 反響な り。 

汝らが 知らす して 拜 する もの、 卽 はち 基赞敎 の祌を 求む るに 非す や。 (行 isj^- 十七 章) 

夫れ 吾が 國は 祌國 なり。 宗敎 上の 無頓着 は國 民の 正統 的氣 風に 非るな り。 

祌 ながら 事 あげせ ぬ 習慣、 天眞 爛漫。 道德と 恩寵。 修養 は 非 n: 本 的な り。 

武士道、 形而上の イン テ レスト。 

罪惡 に關 する 日本 國民 の 意氣 感懐。 

眞 正の 宗敎は 人類 眞 個の 生命な り。 人 を 以て 鳥た るに 如かざる は厲 偶の 生命に 非るな り。 

說教略 想  sni 七 


四 二八 

說敎略 想 

Animals  il plants  in  full  relation  with  Nature  are  vitalized  noilly. 

死別 生別して 神に 到達す る は 忿栽庭 上に 移植す るが 如し。 

The II  0【 f, 枝葉の 蔓る 木は大 なる 能. はす。 用 ひざれば 寶の 持ち腐れ なり。 

宗敎的 疑 題 を 提起せ ざる 人民 を 如何が せん。 

Dependence  in  harmonious  |§  il 一 t  f  (ぎ I  fi. 

今 曰の 必要。 曰 本 I 上の f  。 迷信。 道 I。 大國民 は 偉大なる 人生 を 有す。 

〇 何 を か 甚^ 敎と云 ふ  (June  G  th, Is にし， 

キリス タンの 名稱。  ノ  ,1t  r 

當初は f  、 弟子、 I、 信者 (ま IB 誓れ しもの。 斯道の 人 9  I) きき 

の 習 はせ にて ありき。 

ユダヤ人 は 之 をナザ レ 徒と 稱 しぬ。 


此名 アン テオ ケに始 りたり。 蔑視の 意 を 以てな らん。 

蔑視せられ 惡 まれた る 所以 11 下等、 社 會的嚴 正、 基督 敎徒 世を賤 劣な りと せり。 

名稱の 流行 置郵 よりも 速 かなり。 

アン テ オケに 初 まりし 後 二十 年 を經て は、 此の 名 公文書に 川ゐら る、 こと、 なりぬ。 i,^ 二 世紀の 

十一 一三 年初め てィ グナシ ウスの 書に 基督 敎徒 自ら 之 を W ゐる こと \ なりぬ。 日本の 切支丹 バ テ レ 

ン。 明治の 耶穌 敎、， 今の 基督 敎、 (天主教) 

ァグ リッパ 曰く、 汝我を 容易く クリスチャンたら しめんと す。 蔑視の 意歷然 たり。 (ぺテ 口前 書 

四の 十四— 十六 參照) 

然れ ども バウ 口 は 答へ たり。 我は汝 のみなら す汝ら 凡てが 我の 加くな らん を 願 ふと。 

其 の 意氣壯 にして 自ら 住す るの 深き 以て 見るべき なり。 

如何な れば 基督教 に浙の 如き 價彼ぁ り や。 

基督教と は 何 を 謂 ふ 乎。 

インス チチュ シ ヨンなる 乎。 

儀 文なる 乎。 

Do ち na 宗 皆なる 乎。 

說敎略 想  四 二 九 


說教 £〉  B§ 

基督教 (クリス チヤ 一一 チイ) と 基督の 宗， 敎。 後者 は 基督に 於て 實 現せる 祌人兩 者の 關係を 意味す „ 

前者 は 此の 精 祌を傳 へて 個人 及び 團體に 於て 其の 趣意 を 貫かん と 欲する ものな り。 或 ひ は 之に 遠. 

或 ひ は 之に 近し。 後者 は 理想な り。 前者 は 之に 到らん とする の 實際的 形. 狀 なり。 

然 らば 基督 の レリ ジョン は何ぞ や。 

】• 神の 王國 ミ. Hie  spiritii 巳 nilc  of  (ぎ 1 iii 二 lo  artiinl  Iif。  of  nmi 二-  (Clarke). 

M.an、s  Kclf  (Ictlll.oned.  Goers  supl-omftcy  acksowlcd^^cd. 

先づ祌 の國と 其の 義とを 求めよ。 祌國の 公民 は 形而上の 着眼 を尙 ぶ。 

ド (； o<「s 1 クー t ーョ 一.】 ョ o(L 基督 は祌の 存在 を證明 せんと 試みられす。 彼は祌 と、 もに 在りき。 

S<> idality  witli  (J()(l\s  will. 

父の 52 を 行 ふ：： y れ 我が 糧 なり。 

.i>k>t iny  will Thino Ibe  <lono. 

； Loyality  even  to  the  <k"l 二-  of  the  cross. 

FJlthcl.ly  love  of  the  ucd, さ rkilljjr  gl.aco,  sclf-s"l<Til.K- (-  of  Uod. 

c!l】rlst  in  tlio  glorlrrnH  maniicstation  <>f  二 o(rs  fathcl.llood. 


c.  sllprenlju-y  over  tho  メ vorld. 

心 を 形の 役と なすこと 勿れ。 

Christ  S  victorioiits  life. 

The 層 lion  of  i  is  f  the  II  of  cf  f  an  0051=. 

earner.  r 


The  cosfortcr.  The  influence  of  the  woly  Spirit. 

r ま 眷 i 疆 of  the  Idin,  Its  III  rl  Hof love  f 

ly  r  of  on  . 層 11  f  f  of  t  f 

led  by  the  spirit  of  the  communion. 


〇 耶穌 何人 ぞゃ  (Ji  i) 

That  this  question  is  discied  in  earnest  is き I  I 磨 ま u 一 

シャム ルの佛 骨、 大 菩提 會。 基督の 雷 的 |を視 よ。 彼 は 何れの 派 こも， お # 


しなり。 H ッセネ を も 信ぜ ざり しなり 

說教略 想 


snii 


彼の 如き 理想家 はなし、 然れ ども 彼の 如き 實行家 も 有る ことなし。 其の 成績 誰か 之と 比肩す る こ 

と を 得ん や。 

然れ ども 彼の 最大 事業 は 彼 自身な り。 

JIo  メ v;is  a  true  as  wdl n-s  a Inio  一 srfu>lit。.  (Ko 二 1(0 

彼 は ョ p,t  pel.fwt  and  best にして 同時に 最も Iiifhiontial  man  .41^るに然かも tlio  greatest  and 

most  consistent  enthusiast なり。 之の み にても 基督の 賜 は大な り。 (Kothc 一 lis  I*.  215) 

耶穌に 於て 人 を輕ん する の氣色 少しも 見えざる は 驚くべき ことに 非す や。 

其の 品性 は 完全に して 缺 くる 所な し。 無罪の 人〕 特異なる 倫理的 理想の 建立。 彼 は 罪 惡感を 世に 

傳 へたり。 然れ ども 自ら 罪 を 知らす。 人に 對 して 唯 だ 完全なる 愛 あるの み。 神に 對 して 攪亂 せられ 

ざる 親しみの 平和 ありき。 

斯人 にして 祌の 如き 要求 を 自らの ために 爲 しぬ。 曰く、 我に 從へ。 我へ 來れ。 我の 外 父 を 知る も 

のな し。 アブラハムの 前に 我 在りき。 自ら 世の 霧 判者 を 以て 任じ。 自ら 泰然と して 人の 罪 を 許す。 

平然とし て 世の 終り ま で 人々 共 に 在ら ん こと を 宣言す。 

豈奇 ならす や。 

I 彼 は豫言 者な り。 

lio  taught  with  Jlllthority.  Never i ヨ ui spa-KC  as  he  spake. 


The  glorious  light  he  ailed  over  God  and  Ivrn  an 二  TSTaturc. 

WC101.C  Christ  wc 】lad  heard  of  God  :  in  Christ  avc  have  seen  His. 

(百聞と 一 兑) 

つ greatness ョ 1(一 destiny  of  iiiaii  】lo\\-  irra 二 iatc 二  bv  Jesus. 

This  comppl.oa  .with  poets  a 11(一  philosophers. 

u 彼 は 王な り。 彼 は 人 を 知り、 人 を 率 ふ。 

King  of  souls. 

其の 父母 も 我 を 愛せざる 可ら す。 

ナボレ オンの 語、 

ChnstZs  Icauershij}  and  imperial  P2\-Cr  in  the  spiritual  warfare  of  men. 

m 彼 は 祭司な り。 知る のみに て は 足らす。 基督の 王た る 所以 は 其の 腐に 祭司た る を 以てな り。 

Sense  of  ^uilt,  forgiveness.  Reconciled  to  God. 

Tlie  conclusion 此の 人 を 信ぜよ。 

Goethe 人類の 傷痍 を 看破し つ --之 を 故す の 念な かりし なり。 


說教略 想  eiimii 


說 教 ，M 想  £ 三 S  . 

〇 信卬と は， 町 どや  (June  Sth,  1S2.) 

Hebrew  XI  G. 

信仰な くば 祌を悅 ばす こ と 能 はす。 

信仰と は 鍵 的の 見えざる^ ける 祌を 認めて 之に： £ 住する の 謂 ひなり。 

認 おはかた き 借 仰な り。 ヤコ ブ！ II の 信仰。 悅服 信任と ならざる 可ら す。 

i^, 赞敎の 信仰 は 基督の 顯彰 せる 祌の聖 意 を 確認し 之に 誠實 なる 同情 を 寄せ 之 を 奉 して ^fsll らの救 

者と 爲す ことなり。  * 

五 S 人 は 感謝して 祌の惠 み 深き 賜 を 受けざる 可ら す。 凡ての 賜 は 之 を 受け ざれば 無効に 非す や。 朋 

友 ii ^あり。 朋友の trasnfcrming  pov-.cn.. 

信な くば 亡ぶ と；； ム へる は 決して Arbitl.;u.y に 非るな り。 基督 を 信す ると は 基督と 一 つになる こと 

なり。 北ハの 祌に對 する の觀 念、 人に つきて 思想す る 所、 望む 所に 同情 を 寄せて 深く 之に 感慨す る こ 

となり。 新たなる 生命 此に 發す。 

^io と 交通 间滿 なる 花卉 は 農夫の 信す る 所な り。 遞疑 する 所な く 取引 せらる \ に 非す や。 

知と： e との^ 係。 倾盖猶 故舊の 如し。 比隣 又 nj< 越なる こと あるな り。 夫れ 信 は倫现 的な り。 誠實 

なり。 


一 Vha,t 】s ョ ere  si ョ l)jcr  than  Faith  ？ 

我ら は 神の 子な り。 神の 聖意 炳焉 として 著明な り。 而 して 信な き は 背理に あらす や。 

信な き は illh ョョ U1 なり。 生命の 萎縮な り。 其の 荒廢 なり。 

信な き 家庭の 慘狀を 以て 之 を例證 す。 

Life  IS  GO(l-givcn,  it  is  God-inspired. 

This  Ls  one  fact  and  the  reco お lition  of  the  fjict  is  another. 

ヒ ho  distinction  is づ cry  メ vci^llt-v. 

The ョ 2.0 lact  without  its  hcart-felt  recognition  is  spirituallv ン vol.thless. 

c 實驗 上の 甚督  (June  8  th,  1902.) 

I.  What  he  メ vas  and  what  lie  is. 

H.  The  experience  of  having  seen  God  in  the  】ifc  and  character  of  Jesus. 

III.  The  experience  of  being  judged  by  Christ. 

It-  IS  llal.d  to  CJJ1>0SC  liirn. 

Personal  counter-action. 

說敎略 想  四； 二 五 


IV. 


VIL 

VIII. 


說 教.^ 想 

In 】ts  action  it  is  pel.sonalizino- 

Forgivoni  of  sin.  The  crucified  robber. 

Conversion.  Apprehended  by  Christ. 

.1  ？  CI 条 TO  i  to  live  is  01  to  die  is  I 

Pauls  presence  in  fll  and  absence  from  XsL 

キリスト とともに 在らん こと を 願 ふ。 JJ.  00..- 

Evangelical  love  to  §(1 by  Christ. 

MTace  find  hcreclitv. 


c  ft と晋  II.  Cor.  XI.  26. 

鍵のう ちの 難、 野のう ちの 難。 

^nvii 層， I 層】 I  0.  f  I ま of 1 I  of  the  i. 

Ig  §t 匿， 1 „sin  in  the  lop  of  Eden  ？ 

City  perils. il I  。ぼ f. 

n タ， P 基 智を寶 りし も エレ チレ "こ. J -。  f  .  > … 

ノリ レムに 非づ や。 吾々 の 主 は エルサレムなる 宫の頃 上に 導かれた 


顯達を 求む るの 試み。 

Matris-  visit  U>  Jmisa 一 2 一一.  otllcl-  levity  an 二  cm (二  col ニーち ss  of  ncl.od  a ニニ  -Tmsa- 

Iciii  l>lk-sts  ami  scholars  ！ 

A1210  ill  lis  (-it.y. 然れ ども 多分 衆 中に 埋めら る。 

TT  fashion  (-【 the ン vcl.l 二. ン vol.hllilsss.  IVklc  of  Life. 

Li  o 一-  i ョ 1 二ち mlonco  al-l  self-piiio 二. 、「i  self  taken  into  possession  by  the 

slll-n ョ ニニ ing  (二-: wds. 

sccularizillL--  l)o\v(n-  ()f  tho  multlultk, 

町へ 移住せ る もの、 

新たに 地位 を 得し もの、 

下宿屋の 學生、 

人烟 稠密なる 都市 衛生の 急 要。 

^ps-^^^^-^cxx  ami  prayer,  solrlenyil お pursuit  of  二 iiiet  meditation  and  family 

メ vol.shll). 

christian  society  to  be  cultivated. 

說 教 略 想  g ーセ 


說教略 想 

r. ジ  snii 八 

野のう ちの 難 

§  I  f  0.  lee  I  (  if. ず I  J{ 

the  Twelve  -  P.  501) 

John  XXI  3117.  Kotired  indolence. 

Selfish  devotion  in  retirement, 

two  It  §  f  J,  f  f..  ff  I II 

pnsnciallsnl.  prosaic  life. 

四 園の 雅趣 を 誇りつ.. 俗 了す。 

Spiritual  individualism  I  the  ist  dangerous  pride 

hi 爾 I.  Il。ie  r  Life  cut 1 藤 I  t  If 

ri ョ St 】11 the  wilderness. 

John  the  Baptist  in  prison.  . 

此 際に 於け る 懷疑說 の 襲來。  . 

1 1  (lies  §  the  il  of  ff  f  i  f  II  s  I 

there.  ^ 

a  ifi  of  quiet  hours. 


fortuity  for  spiritual 歡 to  ^  di  t 

パゥロ ま 都に も鄕 にも 危險 に疆 りたり。  、 、_7 こへ、 C 

^upf  一 X  3. アン テ オケに 於て I  -) ィコ 一一 ー "パフに さ 

タ マスコ-言 マ,  Z  \  、 ：， 、、、ごへ XV ニー  12)  Jerusalem 

(XIV  5  I  M 一 アサ ロー 一力に 於て 02 一  .  I  M コ リントに 方て (ビニー 

こ 於て (xxl)。 


〇 宗敎 上の 懐疑  (i  S 震 

IVIal.k  VI  ai 三 】』一 お 一】 

Jolin ビ 1st  glow  of  faith. 

Ilis  faith  cooled  d2v】1. 

we  sends  t メ vo  disciples  to  Jesus. 

wow  Xst  a(-alt ン vitli  JoluVs  doubts 

宗教 的 疑惑 何れより 生す る や。 

After  the  abatcinc コ t  of  first  clallllill. 

e: 一. 11 九 

^ 数 略 想 


說教略 想  E 四 o 

Mark  rv-  g. 

Honey-moon  and  after. 

信仰に 知識 を 加へ よ。 

宗敎は 信仰 を 要す。 品性の 發達。 耳 ありて 聽 ゆる もの は聽 くべ し。 heart  logic, 

XstZs  religion  wiUiout  mysteries. 

Our  faculty  of  sp>iritual  insiwhti  IDrokcn. 

生 門より 死 門に 出づ べし。 

1.  Courage  of  inquirv. 

II.  Reality  of  Ethical  tl.utlls. 

III.  Our  spiritual  needs. 

I.V.  Clinst  anc3  liis  consciousness. 

V.  Alternative  fittituclcs. 

.VI.  strong  and  unequivocpl  liold  of  what  is  ah づ ady. 

IJhc  rigid  principle  of  carrying  out  into  xn.actice  wliat  is  t>elie づ c(i. 


〇 病氣 の平瘡 

Wlien  .Lazarus  died,  why  did  not  Jesus  come  at  01K6  ? 

Jcsus、  wonderful  sympathy  with  the  mourners. 

Wliencc  the  15X  of  ointment  whicll  may  poured  upon  Chris け ？ 

vVas  it  not  intgded  for  the  dead  Lazarus?  And  why  did  she  not  use  it  ? 

moral  uses  of  Lazarus*  death. 

By  the  sick-bcd  and  the  cofBn,  the  veil  of  the  supernatural  is  very  thin. 

The  gracious  agency  of  God  in  the  curative  efrect  and  otherwise. 

.uuls  tlie  Ibelo-ved  t^llvsician. 

c 悔 K をす、 む  (June  21st,  1902.) 

Luke  XIII  lli. 

說敎略 想  gs 一 


ュ ダ ャ 人災 を罪惡 に歸 して 如何な る 因果 ぞと云 ふ。 耶穌之 に 反省 を 促が す。 

日常の 經驗、 不時の 變豈 吾人に 悔 改を勸 むる ものに 非す や。 

人 皆罪惡 あり。 律法 至りて 我 死せ り。 最も 重大なる は 神と 隔絶せ る ことなり。 祌 なき 從 前の 法 

活 如何に そら 恐ろしから す や。 顧み ざり し 友に 惠 まれし を發見 するとき は 如何ん。 

祌 の 恩寵と 其 の 慈愛に 啓發 せらる。 祌に 接する は 悔改の 起 端な り。 

バウ 口の 所謂 神に したが ひて 悲しむ。 (後 哥林多 七の 九、 死なし むる の 憂、 同上 十) 

悔改は 開悟な り。 ス ボル ジョン、 目 かくしせ しもの の 譬喩" 

悔改 せば 謙 適す" 十字架 上の 賊も 我ら は 自然な りと 云へ り C 

I 一人 に 登る 云々 て ふ 耶穌の 譬喩。 

罪を惡 む。 飢えた る 鷹の なかに 放 たれた 鴻の 心地 如何ん。 

悔改者 は 新生 命に 入る。 

新人な り。 


新人 は 信す。 信仰と 悔改は 康兒の 呼吸と 血液の 流動の 如し。 

新人 は吿 白す。 

新人 は 神の 子な り。  . 

故に 悔改 は樂 し。 

くだけた る 悔いし 心 は 祌之を 納受した まふ。 神 之 を 喜ぶ。 

路加 十三の 六 以下の を 結ば さる 無花^ 樹。 

〇 十字架の 外 知る まじと 決心す 

他の 事 は 臨機 應變な り。 

キリストと 十字架の 事は定 りて 動かす。 

基督の 十字架 何故に 貴き 乎。 

1 世 は 其の 智慧に 依りて 神 を 知らす。 

GooTs  love — His  fathcrliood, な oriously  illiimmatcd  by  tlie  cross  oi  Christ. 

2  GO(vs  r.nlxnlnded  ^5^^^,- ^^0=00 】n ll】all,  God  g.a づ c  nil  only  Son. 

子 を 船に 便乘 さす、 其の 堅牢 を保證 する に 非す や。 


說 お 略 想  HE: 四 

Goers  llox^G  ni hllsarnty. 

3  The  licinousncss  of  sin. 

T-llc  effect  of  sin  on  Jesus,  the  only  true  measure  of  its  greatness.  Forgiveness, 

4  T-llc  ^^.co  3.)ll.lt  01  sacritke,  c!llal.l の s  L-aml>  and  tns  insane  sister. 

Forsvencss  is  \、erv  dilricult. 

Napoleon  without  vanity  is  noDody,  Livingston  witliout  lo.ve  to  Christ  i& iiolbody. 

In  PauPs  case.  Ho  mc  to  live  is  OJhrist,  to  die  is  ^ain. 

5 是 はた ビ說敎 の 題目なら す。 

Social  salvation.  One ビ religion  and  morpHty  to  l-e  centered,  in  tlie  cross  of 

ctn.lst  I  glory. 


〇 死 若と 生者  (讲七 年 七月 十三 日) 

II  Timothy  I IGlls. 

oneslphol.lls  was  dead. 

_rl】c  apostles  good  wishes  for  the  (lead  friend. 


o 生者と 死者  s 筆 セ月十 If) 

Chnst\s  ii  ami  pxamplcs  as  illuminating  tho  problem  of  future  lifp 

G0(1  【ovos  lllan,  thorforo  ho  is  immortal  (Mark,  XTI に 7 デ 

全世界 を 失 ふと も 云々。 

身 を 殺して 靈魂を 殺す。 

In  rny  :Father ビ lioiiso  ^^§.0  aro  many  ITlansions. 

,LV、-day  thou  shnit  bo ン vith  mo  in  the  ral-adise. 

〇hristzs ョ麵. thly  life.  Jlis  Lif。  in  God  novcr  to  1)。  ended.  His  resun.ection. 

； Belie  vol- ビ 111  lie 11 witli  Xst. 

welicf  on  immortality  is  the  growing  sense  of  h 一一 ョ an  nature  respecting-  itself -.》 

Life—Vital  ar-tivity  ;iml  pl-ogl.i.  5  cities, 10  citkvs,  saints  in  glory  sit  on  the 

tlll.onc  of  the  ； Lamt>. 

說 敎 想  Eg 五 


St  only  o ョ- spirits  but  our  bodies  too. 

基资に 在りて 死す る もの は 未来の 傳道 者な り。 

此の』 g 理は 現在の 生命 を 支配せ ざる 可ら す。 

武士と 死。 

うらぼん のこと、 親分と 子分の 親み を あた \ む。 

Heb.  XI.  40  and  XII. 1. 

.LUIS  XXI.V ノ ひ. 

XVI.  y. 

死者、 我ら を 助けす や。 

我ら、 死者 を 助けす や。 

n I, 16—18. 


0 現今 き| 想の 問題  mi 

基 #敎 有神論の 部門、  . 

m 一  に I  i  apprchig  of  God.a  ingiity. 


1-1 ll-ally  cases  it  t<-ll(一(- 二  t 一) llutlll.al  SUJ>el. —naturalism. 

第一 一 Tho  Fatherhood  of  (一：； 一 を 以て. highest  expression  of  God となす 也。 

CJa-lvm ビ sovereignty. 

Love  111 (io 二 IS  oniphasizcd  often  ； it  tlio  oxponsc  of  liolincss. 

F-atl  101.11:: 二  jis Imlvrl.sa-L  fN2v  ニ1，010^^\ 二 

Noti  hniitcd  to  l)elicvel.s.  • 

John  I, 1 に は眞理 なれ ど 優 之 を 極端に 持 行く。 

a.  FpthorllcKKl  an(l  Sonsliip  in  GCKlllca(L  This  l.claticll  is づ l.imal  iiUcrcon ヒー lulr:cal>le- 

l>.  A 二 nptioii  by  (liv ョ o  gl.ncp  Not  by  nfltm-e. 

，rh】s  is  tlio  lull ミー- tat-on  :f  5iw  superllatlll.al  life. 

c.  Div ョ ity  related.  E10m21t  in  evol.y  liunian  soul.  Even  in  tlK-  一 vol.st. 

」 一 ail  was  Iliad つ ヒー ucd ビ ilna^c  destined  to  be  a  son  c-f  God. 

Tll<-  veriest  sllmol-  wlioii  l-cpclltallt  t-an  return  and  say  -  My  Father. 一- 

說 敎 ^ 想  EST 七 


說敎略 想  四 四 八 


〇 IMan  and  Sin. 

昔し は 神人 を 全く 隔離せ しめたり、 此ら 二者 を 接近せ しむ。 

然るに 人類の 進化 は 下級 動物 を起點 とする の說 出で 罪惡論 大いに 動きたり。 

然れ とも 

Heredity, 12v  of  solidity  (organic  constitution  of  tlie  race,  tlie  deepened  sense 

oi  tlie  cv】l  and  tlie  misery  of  the  world  not  unfrworable  to  the  clll.istian  doctorine 

of  sin. 

o  ,L)er son  of  Xst. 

ble  metaphysical  identity  of  God.  And  Man I universal  incarnation I inrarna- 

t-ion  in  tho  race. 

v,au.ist  IS  tlie  individual m  where  consciousness  the  unity  of  God  and  IVTen  is 

first  religiously  af>5>l.ellended. 

"Tills け lieory  can Ibe l.e^al.ckd  in けさ o  ways  : 


a.  .c)anthc】stlilly  as  a  doiiial  of  a  truo  personality  iii (iod  who  first  attains 

consciousness  of  liiinscif  in  inari. 

l>.  tiumpnity iii its  ossenco  is  grounded  in  God  while  unfolding  in  a  wcl.M  of 

rinitc  l〕2.sollaIitK>s  of  Avliom  iJlirist  is  one. 

固より 誤れり。 然れ ども 

Essential ヨ sh】l リ of  tho  devine  ； 111(1  himmn  which  is  tl ic  I さ sis  of  p  SCUIKI  theol- 

ogy of  tho  incal.Imti (ョ. を唱 ふるに 至りて 其 力 ，なり。 

ビ ー デルマン。 リプシウス。 プライ デレル。 

Perfection  of  Xst ビ silllpss  iilial (； slsciollsn 。- ss を 認む。 

Ritchnalism.  It  evades  tm (一  chl.istolos ノ  It  g 丄 vcs  a  value  judgement  to  pm.dy 

religious  fsnse  of  XstZs  Goodhead. 

其 功、 人性、 神の ロゴスに 起因せ り、 デヴァ インに 與 かりても 人性 を 損 はざる を 明らか こせり。 

之より 進んで 神人の 契合べ ルソ ナ 的に なりて 

The  eternal  son  appropriates  a loel.fect  himmiiity  to lii ョ self  and  inakiiig  it  二 le 

organ  (llvine-llllman  manifestation. 

說 敎 略 想  £ 四 九 


說敎 SP 想  gso 

も 背理なら ざるの みならす、 其の 完成な りと 謂 はざる 可ら す。 

然ら ざれば 信仰の 耍 求を滿 さす、 使徒の 福音と 一 致せす « ひの 目的に 不十分な り。 

今日の 基督 傳 

，.nK!  。ry,  back  tc  tho  historic  (； 一 一 l.ist ご has  connected  its  own  errors  or  is  in  x}ro- 

ccss  of  cloln^  so. 

Thus  a  truly  llllmall  pol.son,  yot  a  more  divine  planting  its  feet  upon,  that 

wnicn  wc  have  scoii  and  】lral.(l  declare  unto  you.  Tiicology  tries  to  inount け o 

loftiest  】12ghts  of  declaring  that  tlic  word  Wiis  (iod. 

Xiiity 】s  §t  mctap>hysics  at  all,  but  plain  implications  of  the  im- 

rnoval>lo  fjicts  of  our  rcdomjotion. 

〇 Atonement. 

Bocoii  fl.olll  cxtrcino  CTl.ors  of  01(1  forensic  views. 

Bush-cll,  MaclccKl, (一 haiiipboll,  Krskinc,  INIaul.ico,  <.tc. 

Not  sukstitutioii  b-lt  oxpiatol.y  aspect  of  xs? (一一 さ th  §d  tho  necessity  iii God  for 


SJ.lt】sf;l(-tIol.l. 


Olonscicncc づ locltiims.  God  iii fol.onsic  aspects. 

Fatlierhood  and  law,  forgiveness. 


〇 秋 m 少佐の 死  Oct.  29,  i. 

闩 oyohasM. 

子に 死なれ、 夫に 死なれ、 親に 死なれ、 兄弟、 朋友の 死に 泣く 家族 如何に 多き や。 

J に： -fc IS  earnest. 

國 民の 誕生。 口 淸の役 は 產の氣 つきし 也。 日露の は 分娩 其れ 自身 也。 日本 は 其 產氣を 揚げん と 

す。 產 みの 苦み 又 止 を 得ざる なり。 

唯物論 顏色 なし。 ( 一 ) 國 民の 犧牲は 人生 靈 的の hitercst 重大なる を證 する に 非す や。 身 を 亡し 

て も遣憾 なき ほどの もの 世に 存 するな り。 (二) 背に 腹は換 へられぬ 的に、 利害の 大小 を 交換す る 

考 にて は、 死ぬ る もの も 慰められす。 *• の 愛する ものに 死なれし もの も 慰められ 難き にあらざる 

i  0 

力 


_說 0  ^ 想  四五 


說敎略 想  四 五 二 

此れ だけの 血 を 流が せる は、 吾人 をして 帝國に 身命 を献 げしむ る 動機たり。 斯の 如き 代 價を拂 へ 

る 日本、 只 だ 今日の 有様に て滿 足すべからざる 也。 國家 のために 豈 努力せ ざるべ けんや。 

此らは 故 秋 山 少佐の 柩 前に 於て、 吾人の 學ぶ 所なる が、 殊に 其の 戰 死に 彰れた 品格の 尙 ぶべき 

は、 感 最も 切に、 敎訓 最も 深き を覺 ゆ。 

馬 可 十の 三十 二 

L さて 彼ら エルサレムに 上る。 みちす がら 耶穌 弟子に 先立ち 行きければ、 彼ら 驚き 且 恐れて 從へ 

秋 山 少佐の 事、 何ぞ 之に 類す る 所 多き や。 

彼の 戰死は 他の 多くの 死の 如く、 偶發の ものに 非す。 豫測覺 悟せ し 所な りと 見 ゆ。 

人汝に 一 里の 公役 を强 ひなば、 之と 偕に 二 里 行けと 云 はれし 心に も 適へ るが、 共の 遣 書に 所謂 

名 譽の戰 死を遂 ぐ。 

其の 名譽と は何ぞ や。 

事の 前後 を考 ふるに、 所屬 聯隊の 名眷を 重ん する の 動機に 出づる ものと 見る も 可な らん。 叉 無論 

士 の 面目 を 重ん する 意 も ありし ならん。 


『兄弟よ、 終に 我 之 を  一一 一一 c はん。 凡そ 眞實な る こと、 凡そ 敬 ふべき こと、 凡そ 義 きこと、 凡そ 潔 

きこと、 凡そ 愛すべき こと、 凡そ 善き 稱ぇ ある こと、 すべて 如何なる 德、 如何なる 春れ にても、 雨 

等 之 を 念 ふべ し』 

『善 且つ 忠なる 僕』 と 呼ばる.. は、 基赞敎 徒の 志に 非す や。 

家門の ために 御喜 被 遊 度 III 家 を 重ん する の 精神と 基赞 敎。 

これ 武士道 也。 

遣 書に 曰く 此 決死の 場合に 於ても、 祌を 信す るに. H りて、 些少の 憂苦 もな く、 平然 國 家の ために 

盡 すべきの 分 を盡し 得た る は、 感謝の 外な し。 ァ ー メン。 

此れ 武士道と 基督教の 融合 也。 武士道 を 基督 化する とき は、 如何なる もの を 生すべき やの 問题. 

は、 秋 山 少佐の 戰 死に. E りて、 解決せられ たり。 

十字架の 兵士た る こと は、 口 章 旗の 下に、 兵士た るの 道 を- I 歷美 はしから しむる ものな り。 花な. 

らばに ほひの 上に かほり を 添へ たらん 若し。 

說 敎 略 想  四 五三 


^  ^  ,^ 想  EI 五 四 

其の 信仰と は 何 を 謂 ふ 乎。  ， 

我 を 愛し、 我 を 教育し、 我 を 抉け、 仁 を 成す の祌存 す。 運命に 非す。 因緣 にも 非す。 天に 在す 神 

の 賢き 恩寵、 深き 聖旨な り。 祌は 世界 を も 個人 を も、 光榮 ある 終局に 導き 給 ふ。 天父に 身命 を 委任 

す。 彼 常に 神の 前に 在る を 忘れす。 其 祈りし を兑 よ。 

死 は 萬 事 を 終る ものに 非す。 秋 山 少佐の 品性 は、 彼の 岩石に 坐して 祈り、 決然 敵に 向 ひしと き、 

世に 在りて 最も 美 はしく たりぬ。 美 はしくな りて 忽然 消失せ し 乎。 彼 は 死に 於て 希望 を 有せり。 

死 を 忘れさる こと は 出来ん。 死に 希望 を 抱く は 難し。 秋 山の 文と 其の 落つ き、 思慮 深き 平然。 實に 

難い かな。 

彼 は耶穌 を： ii;^ じたり。 耶穌は 感謝して 其の 其 杯を擧 げたり。 耶穌の 十字架 は 少佐の Inspiration 

なり。 彼 は 何と 感謝した る 乎。  、 

基督に 於て 其 道を踐 み、 軍人と して 其の 最上の 仕事 を 了せ る を 感謝せ るな らん。 人間 最上の 光り 

なる 犠牲 を 供し、 基督の 苦痛に 與 かり、 眞に 十字架の 徒た る を 得し を 喜びし ならん。 

非常の 場合に、 此の 大 いなる 機會 と、 之に 對 する 志を與 へ、 平和 を與 へ、 カを與 へし、 祌の恩 慈 


を 感謝せ しならん。 大 なる 犠牲 は、 常に 平和に 伴 はる。 限りなき 希 のために、 感謝せ しならん。 

耍す るに 其の 遣 書 は、 感謝の 理由に あらす や。 

彼が 感謝せ し 心 は、 遣 族の 慰めに 非す や。 

バウ！ 1 曰く、 人 若し 肉 體に恃 むこと を 得る と 思 は i -、 我 は 實に恃 むこと を 得る 也。 我 八日に 割 

禮を 受けた る 者に して、 イスラ H ルの 族、 ベー ーャ ミンの 支 派、 へ ブル 人より 生れた るへ ブル 人な り 

云々。 秋 山 氏亦然 り。 土屋 總藏、 金 丸 助 六郞、 秋 山 源藏、 石 田の 臣小畑 助 六郞。 

其の 教育 素より 美 はし。 武士の 氣風欽 すべし。 然れ ども パゥロ 言 はす や。 我 翁に 我が！ 1^^ となりし 

こと は、 基督に 由り て 損 ありと 意へ り。 我 わが 主耶穌 基督 を 識るを 以て、 最も 益 ある こと.^ なす。 

彼 は 基督 を 信す るに 由り て、 更に 美 はしくな りし 日本の 武士に て ありき。 彼 はた^ 一事 を 務めた 

り。 後に 在る もの を 忘れ。 前に 在る もの を 望み、 祌 基督 耶穌に 由り て、 上へ 召して 賜 ふところ のか 

づけ もの を 得ん と、 標準 (めあて) に 向 ひて 進みし 也。 


〇  Oct  18  th,  1917, 

支那の 旅行。 北京 孔子 廟に 於て 見聞。 支那 人 崇敬の 念 乏しき は何ぞ や。 形式の 設備 足らざる 乎。 

恭敬の 敎缺 如た る もの あるか。 尊卑の 觀 念な きか。 此らは 皆 有す。 

說敎略 想  四 五 五 


說教略 想  E 五六 

禮拜の 對象を 人 問 以上に 求めす。 凡て を 人^の 範圍に 限り たれば なり。 共の 成功と 祝福 は、 現世 

的な り。 其の 崇敬す る 人格 は、 此の世の ものに 外なら す。 仙人 も 人 問の 梅干に 過ぎす。 支那 人 は 現 

世 主義の 文明な り。 一 種の 國家 主義な り。 人道 敎を 本と せり。  1 

其 結 散文的の 趣味と なり。 其の 活動に、 向上の 耍素 (？) 乏しく、 靈 的の 氣風 薄らぎたり。 ぞ 

ん ざいの 風儀 を 馴致せ り。 無理なる こしら へ 事 多くな りぬ。 


〇 甚督敎 の 神 

すべて 汝の 心に 慕ひ且 頼む ところの もの は、 卽ち汝 の 神な り。 死 偶と 語りし もの、 悲哀。 常に 安 

からす。 物 足らす 思 ひて 他 を 救 ひ。 知らざる 神 を 求む。 無意識の 宗敎存 す。 宗教 は 常に 年來 の飢渴 

を醫 する 如くに 感ぜら る。 祌は上 也。 人の 上に 上な くば、 如何に 凄慘。 吾人の 慾 求 は、 吾人の もの 

に 過ぎざる 乎。 將た祌 の 要求 か James の A  great  companion 吾人 を 放棄せ ざる 祌。 イン テレス 

ト する 祌。 

基督と 祌。 祌の カ顯著 也。 宗敎の 完全なる 典型。 宗敎の 本質 = realization  of  GO(rs  fatherhood. 

(此の 邊數行 英文 不明、 編老 註) を實 現す る 此れ 神の 子 也。 罪に つきての 祌の 態度。 神の 苦痛と 切なる 

願 ひ。 基督 者が 之と 共鳴す るが 祈禱 なり。 


救 はれん ために 何 をか爲 すべき < 


〇 


i の 種類、 耶穌の I。 潜航艇と 軍艦の 優劣。 1101  .  . 

傅 道の 敎，^ 。  1rI^、、，-rT?,.l T ^、級 者の 數と 傅" ぬの 効 e^。 協 


同 傅 道の 敎 

i  、 傳 道の 題 B: 


i  35t.: 瑝の趕 Br  、 先、 0^ 舉。 、  ： 

I  ^  ニー  大リ ハイ、 へ.. i  to  4、  、二.：、  J、 , 

五、 祈 禱臭勵 せらる。 生命 を與 ふること を 得。 ノィ； s や I  P  (二？. も 努力、 組織。 

約 二。 1 丄 一。 

豈に國 家 問題 や 政事の みならん や。 日日の 5, お 事と，  一/"。  一,， 5.., 一 , 

られ  。，ズ.- の-.. i.- とき 敎 K 豕の镇 事 亦； W 遣 也。 基^ 之 を 架 化せ 

i/- 望く 歡 きへ 学。 誰に か 之を訴 へん 。宴席の 與 醒めて、 主人の g きき-ぶこ Mr 

る 主の 同情。 事 は 善良 こても、 S^OA.  f フ—  J  王 人の 闽剪 を脉 する に對す 

一一/ J_» マ も ？ K 七 1*1 の^ら さるもの ある 也。 マ リャ の. prlT 七し。 

&の答 『何の 與 はる 所 あらん』 篇を排 す。 兩 者の 妻 地相 隔る。 . 

震。 大まかな り。 進みて f 佳。 水 酒と なる。 弟子き じたり。 . 

着 を 家に 迎 へよ。 之に 訴 へよ。 其の？ がま さ 住せよ。 マリヤ I どもに f る 所 I け 。 

說 敎 &。 想  <  a« 

S 五. 七 


說敎略 想  四 五八 

• 〇 十字架の 敵  も 

Pl:iillix>pians  111. 】8, 19. 

十字架に 敵す ると は 如何なる こと ぞゃ。 

その 敵た る こと 明白なる 實 例を擧 ぐ。 反對の 人、 反對の 行爲、 反對の 主義、 何ぞ 夫れ 多き や。 

腹を祌 とし、 世の 事 をのみ 思 ひ、 己が 惡を榮 光と す。 

然れ ども 尙 仔細に 之 を 研究せ ざるべ からす。 

基督 の 十字架 は大 い な る 精神的 態度 を 意味す。 

Goers  supremacy,  the  unwol.klliness,  tlic  disregards  of  .worldly  means  nnd  mea- 

sures, ttie  eternal  aversion  to  sin,  tlie  spirit  or  self  sacrifice,  a  ufc  of  divine  sel.- 

vice,  the  true  meaning  of  life,  all  these  tilings  illuminated び y  tlie  glorious  light- 

of  Uie  cl.oss. 

此の 精神 を 公然 非難す る もの は 十字架の 敵な り。 

正而 より 之に 逆行す る もの は 十字架の 敵な り。  - 

然れ ども 此罪は 一 歷深 くして 幽微なる を 記憶すべし。 

■uet  us  search  our  ^^0^^.^^. 


Bcllv-will.d  ？  Mindful  of  earttily  thsgs  ？ 

Glorify ョ g  m  sliainc  ？ 

Tliat 】s  to  say,  a,l.<- wc  not  hnvardlv  satisfied  witll  slmlnc  ？ 

我らの 精祌は 亡びに 至るべき 性質の ものに 非す や。 

ソ クラ テ ス惡 心の 己れ に存 する を認 む。 

There  goes  Jolin  Bunyai 一 ！ 

疾風 勁 草 を 知る。 潜伏せ る 病氣發 す。  . 

信仰の 道より すべり 落る もの k 精祌に 注目せ よ。 

culuvntsn  of  SJ.)ll-ltua-l  iiiood  of  mmd  ui お cd. 

T-llc  tlioughts  PIKI  ininginatioiis  slioiild  be  sclioolcd. 

T?hc  spirit  of  tlio  cross  shoiuci  ^00030  natural  with  US. 

WJien  otlrist  f,.aid へへ to- 二 av  tliou  slialt  tx-  Av】t】l  me  in  Pal-Raise, -》 ン vliat  old  tic  s^e? 

一れ And  thou  Bmtus  ！" - 

So な av】ng  Caesar  covered  】lls  own  】lepd. 

1  つ l.lend  turned  into  an  elK-Fny. 

說敎略 想  四 五 九 


十字架の 敵 は 敎會の 敵な り。 

十字架の 教理に 反對 する ものと、 其の 感化と 効力に 抵抗す る ものとの 別 あり。 

〇 我ら 神の 子た. 0  (Sep.  27th. 

人 觀 論、 血統と 神の 父德。 

素性 分明に して 人生の 機轉を 生す (系譜 等 を 見て。 將 門の 叛心と 其 家系)。 

あ k 誰の 子ぞ。 ロム プロ ー ソゥ 

血す ぢは爭 はれぬ。 誰か 宗敎 心無 からん や。  - 

Islands  slTn.ltual  l.ecel)tivity. 

金剛石 も 日に 照らさ ざれば。  .  . 

Goers  communlcatKSS. 

祌は 語らん とする ものに 非す や。 . 

lie 】s  メ vil 卜 Isg  to  sa-tisfv  oul.  Vra-Ilt-S. 


iis  GO(rs  chudron  we  are  taken  care  oi  by  liim.  our  ncod  is  l^nown  to  him 


〇 憐憫の 變化  馬 太 十八の 三 三 

Iiicarnnxion  and  transformed  srlol.y  of  lower  thiaws- 

- 闩】 ic  water  reddnlnj^  into  wine  proclaimed  tlie  rn.esent  ； Lord  " 

He 《11 二  not  come  to  destroy  but  to  fulsl. 

ひ ervico  §d  command. 

Obcuicnce  and  authority. 

Let  US  s>6  J low  !}ity  is  transformed. 

，rhc  Christian  temper  stiowcd  at  tlie  toucli  of  Stoic  PDathv."  (Eccc  homo) 

tot  pity  Is  a  feehi お of  l)am,  on  the  occasion  of  evident  evil  whicli  is  dcpdly 

or  xrnmful  and  undeserved  :  evil  wliich  a IT-ttn  miglit  expect  to  befall  on  himself 

also  or  some  one  who  pro  dear  to  him  :  and  that  AV1121  it  seem  to  be  more  at 

Imnd  " -I Aiistotle. 

說教略 想  S 六 J 


說 敎 略 想 

〇 耶穌の あはれ み 

サ マリアの 女。 

富 少年。 

ベ テ 口 の 試みら る 、に 同情 を 寄す。 

鷄鳴後 之 を 一 顧す。 

罪 ある 婦人の 給仕 を受 く。  • 

^婦 を赦 す。 

、r\vo  angels I olsdicllco  iul(l  pity. 釘 を 打つ。 

I  ivity  never  an  indication  of  weakness. 

II  Undeserved  care  of  soul  is  tlic  soul  of  care  for  the  poor. 

ni  Kvon  as  ^  Jiad  pity  on  tlicc.  Calvarv  jincl  Jean  va】gca,n. 

Pity  and  P (さ ce. 

願 はざる さきに 云々。  > 


n 


donfldellce.  Secret  trust. 

Into  fullness. 神の 榮を顯 はす。 

Assimilation  is  character. 

wilt  ml-  awny  from  God  man  is  become  prodigal. 

God、s  gracious  attitude  assured.  • 

蕩 子の 問題 初めは 飲食、 後 父に 接する に 及びて は、 父よ 雨の 子と 稱 ふるに 足らざる なりと 云 

へり。 

寫眞、 暗室に 入り 藥品を そ& がれて 始めて 形 を 現す。 

基督 は 完全なる 子、 之に 賴 りて 救 はるべき なり。 


C  Robert  wrownino- 

vYhy  tnis  tlicmc  was  chosen  ！  an  apology. 

The  needy  soul  Is  the  best  interpreter  of  Kobel.t  Browning. 

其の 生前に ブラウ 一一 ング會 多く 組 (る。  . 

其 詩を讀 む、 大阪 より 有 馬に 来れる 如し。 

說 fS: 略 想 


四 六 三 


說教略 想  E 六 四 

He  was  h5rn  M.ay  7, 】81 に, in  ； London. 

父母と もに 基督 敎徒、 一家 富む。 

其の 敎育、 U ンド ン • ュ 一一 ベ ル シティに 在る こと 一 一年な りし も 彼 は 其の 敎育を 大學に 全くせ ざり 

しなり。  .， 

イタ リイ は 其の 大學。 

其の 敎 育の 利害。 

彼 は傳道 者た らんと す。 

彼 は 實に傳 道を爲 せり。 

彼が 詩人と なりし は 母の 推獎。 

ュ 一一 テリ ヤン 牧師 某の 獎働。  • 

Slielly  iind  JCcats を讀 む。 

1832.  ； Pauli ョ！ 一  部 も寶れ ざり しならん。 

遲々 として 世に 認めら る。 

其の 文字 聖書よりも 多し、 遂に 成功す。 


彼が 成功 迎々 たりし 所以、 

1 少 數に滿 足す る Ills  lltt<-r  二 lsl.,g;ll-d  of づ opnllal.ity. 

01 He  I  o\v(- 二  t-o iioii つ Ibnt-  二 (KL 

00  I,Ie け asked  二】】 二 klllg-  to(>  iiui (二 i.  , 

シガァ と ドミノ ォ の 代用 物と して 詩 を 作らす と 彼 は 云 へり。 

Bjigeliot  say  r ン c  one  ever  roads  P>1. ョ vninlj ン vithout  seeing  not  only  liis  ability 

大海に 譬ふ べし、 眞珠は 深く 沈ま ざれば 手に入らざる なり。 

4 晦^な り。 カァ ライル 曰く、 

INIy  メ vifc  lias  read  tlirougli  Sordello  without  Ibeiiig  aljlc  t こ nial ん c  out ン vhrthcl- 

bordello 】>s  a 】n!5,  si  city  or  a  h-ook." 

チ 二 ソ ン Sordel!o を讀 みて 僅かに 二 行 を 解せ しのみ、 然 かも 一 一行 共に lie なりと。 

5 簡潔なる にも. H る、 前置詞、 冠詞、 接繽詞 など を 省略せ り。 詩の 體が モノ" ゥグ 風な り。 

讀 者に 對 して 無頓着な り。 乂眞に 意味 深遠な り。 然し 如何に 差 引 を 付けても 晦^な り。 

被 は Creative  genius にして 理想に 富み たれ ど 技術 家た る こと は 其の. 最大 長所に 非す。 

m 教 略 . 想  .  w 六 五 


蒙 


-說敎 略 想  I： 六 六 

然れ ども 其の 確信、 其の 時代の 思想、 感 fiE、 困難に 對 する 其の 明らかなる insight 及び 其の 同一 

情、 其の 偉大なる 心、 晦 漉なる にも 拘らす 其の 巍哦欝 葱た る 詩句 は 終に 勝利 を 獲たり。  一 

彼の 成功 內 助に 依る^ 少 からす。 

^^p^.«-^0^^  IVIiss  Elizabeth  walTctt  Sep. 12, 1846.  He  34,  She  40.  , 

He  says  slic  was  "soul  of  fire  inclosed  in  a  of づ earl."  一 

彼らの 關係は 其の 詩よりも 美 はし。 

;Por 】，>  years  (sh(-  died  June に 9, 18G1)  lie  never  dined  away  from  Ilolnc. 

婚 禮のァ ン ュ ベ ルサ リイに は 結婚せ し會 堂に 詣 りて 其の 閽に 接吻せ り。 

In  Ills  last  lllnpss  before  ^olng  to  sk-eD  he  called  for  tlic  rin わ his  wife  ^avc  liim 

on  her  (loath  l>ed  and  pressed  it  to  】lis li づ s. 

He  wns  tlio  only  inan  slic  Imd  CV2-  known  that  Istlfwcd  like  a  Christian  to 

一 

l】】s  wif (乙, 上つ； 11 ョ y  ICcmblc の 一一 一一 口。 

母の 死す る や 姉妹 は 之 を 直 報す る こと を 恐れたり。 先づ 病な りと 報じ 次に 危篤と ホロげ 遂に 死した 

りと 知らせたり、 然れ ども 其の 悲しみ や 見る に堪へ ざり き。  一 

彼の 詩の IVodoiniimiit ず Itul.c は love なる も 故 ありと 謂 はざる 可ら す。  _ 


其の 內 助の 功 

Jfc  wol.Isl  by  iits  i  starts  by  in】plllse. 

前 の ブ ラ ゥ 一一 ン グと 後の ブ ラ ゥ 一一 ン グ 。 

And  what  メ vith  Bl.o\vllillg\s  Messages  ？ 

He  was  nii apostle  of  optimism. 

When  some  one  asked  Henry  wm.d  Bcech。r 上 s life  worth  living?" 

:rhat  (k-pcnds  on  tho liv2- メ vas  the  reply. 

Carlyle  took  Kirs§  to  a  London  shun 震 1 said.  Jo  you  bolievc  in  a  i 

now  ？ " 

Emcin  a- 画一. a  二  I  P3 ョ i 震 一 sore  convi 寒 d  of  tho  ？ i  §(一 good- 

ness of  the  Kljglish  people  ！ " 

He  cimillgled  with  -society  n、  great  contrast  to  Tennyson. 

wilt  B\s  optimLsm  aroso  f ヨョ f  religious  faith. 

說 敎 略 想 

.  EI 六 七 


說敎 is 想  四 六 八 

— His  faith ョ (，_50(广 

He  l>CJ^all  \vh,l で Shelly  all(l メ  velds  Welti i cmL  JIo  found  God  in  51. 

二種の 樂大、 ：+; 義。 

祌と 其の 目的 を 信じ 罪 を 認めつ 、裔鬪 する の樂 }K。 

凡 神 的に し て 罪も惡 もな しと： HI- る もの。 

自然界に！： なき は 鏡を兑 て 己の 顔を兑 ざる 如し。 

^p^c-.o 】.s 】lo  (一 m づ ty-eyed-soclat.  Jcaii 】》；ミ一. 

自然 は 美な り然れ ども 椅を 飾れる 花、 祇園 精舍の 鐘、 云々。 

其の 思想に 神 を 有せざる もの は 詩の 最大 目的な き 也。 有限 者の 最大 思想 は 無限 者 なれば なり。 

. 1. Jean  pfsl. 

ブ氏は 人の 愛より 祌の 愛に 昇らん とす。 

Ills  faitli  111  iniiiiortality. 

.vvol.clswortl 一, son  of  llat-ll-c, 

wl.owl ョ ig  ,of  mail.  Ills  f】.,o(lonl  all(l  】lis  immol.talitv. 

人生の 發展は 其の 最も 多く 意 を ひたる 所な り。 

Justice と 來世も 其の 詠す る听 なり。 


其 他然れ ども 

二  メル ソ ン ご \\V  ll:t 1 ョ ild Ilia ち iilic  (二 itly mice  r 

B.  s:iys  "  I  know  tll(-  ,ilrth  is i ョ t 】ny  sphcro,  for  I  can  not  so  sflrr, ョ- ヨ o  but 

that  still  cxr，vd  it.  Lei-vc  now  f:r  (logs  and  npos  ！  Man  has  forever. 

Mrn  and  Womcm の 詩 " Oii つ word  more-  XII に 彼は來 世に 於て 畫ェ 彫工 樂 人た 

らん を 期せり。 

：  一 s:iv  tl-o  ;lckno\vls 一 .ョ-ョ (ョ t  ct  G0(1 m  Xst, 

A<uvpt<-(1  by  tho  reason  solves  for  thcc  all  questions  iii the  earth  a ヨ 1 cut  <-f  it. 

I A  Death  in  ec^c^.r 

Tho  very  GC<1 : Think  Abilj  : 

tlio  alk  gl.opt,  were  tho  all  Icvlng  too— 

S こ， throi お li the  tl ョ i 一 (lor  t-omos  human  VOK- (-. 

snvin£<-  "O 】10: 一 i  t  J 】11 ヨ 1 つ a  heart  bcpts  llcl.G  ！ 

； Fac (-,  My 11ョ1<1 i. ま llicn (ズ ！,  soc it  in  Inysclf 一 

Thou  llnst-  no  】5\v 一 t  nor  Inayesl-  conceive  of  llljnc, 

說 敎 略 想  G ハナ 


I}^ 敎略想  モ c 

wut love  I ぬ ave  thcc  with  myseh  to lo づ e. 

And  thou  must  love  mc  wlio  tiave  aied  foi:  thee  ！ 

Tlic  madman  saitli  He  said  so  it  is  strange.  lAn  Epistle. 

Tis  the  weakness  in  strength,  that  I  cry  for  ！ 

M.y  tlcsh,  that  I  seek. 

In  the  Godliead  ！  I  „.ftck  and  I  fmd  it,  0  Saul. 

It  sliall  1x5. 

A  face  lils  my  face  that  receives  thee  :  a  man, 

，rhou  shalt  lo づ c  and  Ix-lovcd  by. 

Forever  :  p 

Ha-nd  like  tliLs  l】and. 

Shall  throw  open  the  gates  of  new  life  to  thee  ！ 

Sec  the  Christ  Stand  ！  —sallL 

Ral.t  n  of  HDiloguc  to  the  Dramatis  Personae  is  the  wailing  cry  of  the  wcrla 

that  lost  tiio  Incarrste lo づ e. 


Part  Jn. 

PI  ii  oh  I  Xst  is  t  contact  with  individual  SI 

sic  ri ョ -ks  on  Saul. 

ISHC メ vll】an"s  sennoii  on  Saiil. 

hL.S  example  a  warning  to  young-  ir 

Saul  was  half  converted 

His  religion  was  §t  blended  メ vith  his  mil  lure 

His  religion  -as  wilful 

Unequal  and  illbalanccd 

J§atlmn=gift  of  Jehovah. 

tlilchishia=the  help  of  Moloch,  t や c. 

DavicPs  attempts  to  refresh  and  save  hi ョ. 

"Tis  the  weakness  hi  strcmgth  that  I  el.y  for  ！  <, ざ. etc 

. ず】 敎. 略. 想- 

四 七 『 


說敎略 想  s: 七 二 

W 一 S  poetry  is  occupied  with  ttie  developement  of  souls,  tlic  analysis  of  nlotl.ve& 

and  judgements,  tlie  tracing?  cf  the  relations  of  marff-  nature  to  God  as  well a& 

of  man  to  man — life  as  Jlfrected  by  love,  art,  and  religion  is  liis  mam  tliemc, 

force,  faith,  and  thought  arc  tlie  dominating  qualities  m  his  lloetl.y. 

His  end  ^^.p?0^.  tjeg.inil お) came  in  December  1SS9  and  on  tlio  hist  of  tlic  same 

montli  lie  was  laid  to  rest  in  Poet 一 s  Corner,  Westminster. 


〇 聖、 愛、 慈愛 

阿 彌陀の 倫理。 基督 敎の 祌。 ネ タミの 祌。 

愛、 慈愛の 方； 曲。 日光と 雨露、 世界 通。 神の 王座 を迀 回し 來 るの 愛は淸 し。 

愛 は 感服 を 意味す。 慈悲 も 之 を 企 圔 する 也。 

ブ タ に 眞珠。 罪惡 に 傷け らる \ 愛。 

神の愛 は聖た A り。 祌は聖 なる 父な り。 敬の 至れる を 齋と云 ひ。 祌の 道德的 威服 一 

友と 不快なる 友。 人の 罪惡 と祌。 

曰. nils 


我 救 はれん ために 何 をな すべき。 弱者 强 者に 犠牲たり。 強者 弱者に 愤牲 たり。 碎-^<?惡者に襍牲た 

り。 神に 之 あり や。 


0 甚督敎 と 道徳  U 

宗教と 道徳の 區別。 

シ ライ 二 ルマ へ ル の說。 宗敎は 道德の 動機 賄 ひ 役に 非す。 勸善 懲惡の 器械に 非す。 -:〈 小 敎の獨 立、 

學問、 美術。 

宗敎の 道 德的價 値。 資に 依りて 木 を 知る。 汝らの 道義 パリ サイ 等に 勝らざる 可ら す。 .E 上乖 調。 

兩者 密着の 關係は 時として 基督教と 倫理 を 同 一 視せ しむ。 

基督 敎 の 日本に 於け る 道德的 使命。  • 

うつり 替り 時期の 疾病。 道德界 之と 同じ。 

生計 以上の 事 を 思 はしむ。 靈 的の 點に 注視せ しむ。 武士道、 fS なくば 武士道な し。 土 道 = 

. .  11::.ー.>1- pud  honor  l>efol.c  nmii  versus  honor  l)elcro  GO(l. 

教^ 想  e; 七 二 


說教略 想  四 七 n 

天眞 爛漫。 かむな がらの 道。 國意 考。 基督教の gl.pce  and  freedom. 

Momiitv  of  law  and  morality  of  x^ersonal  relations. 

凡ての 道载は 法との 關 係より 来らす、 活ける 正義 者との 關 係より 來る。 

We  are ン vatclied  in  our  mol-nl  s-tldggles,  Jolm  in  Patmos,  Steplicn  tmd  tlic  son 

01 mar-. 

God  s  symetltlly  and  apl〕roval  IJl.omotes  tlie  lieroic  eCforts  of  man  God  as  ethical 

^^^op^.  Be  ye  perfect  as  God  is  Pcl-Iect-. 

clll.istianity  10rine.s  to  us  an  object  of  infinite  devotion  and  love,  the  ncli  youl\e- 

man 一 s  story  told.  Tlie  element  lacldr-g  in  h】m lorought  out. 

Au£?ust  Comte.  Religion  of  liumanity.  Patriotism,  strong  yet  unat-le  to  touch- 

some  of  the  deepest  elements  of  spiritupl  life.  Music  m  a  vacuum. 

Related  メ vitli  the  above,  let  us  notice  tlic  power  of 感潔 in  moral  life.  INloral 

dygmic. 三 歲之意 子 知 之、 Kn 歳 老翁 不能 行 之、 消極の 動機、 積極の 動機。 


Inwardness  of  Christian  Chr£tct2.. 

葡萄園の 工夫、 山上 垂訓の 精神、 偽善 及び 形式的 道 德の流 一 了  C 


. 一】。 y  f  a  deeper  {  f ヒー， HI 1 iiity  t  B】w. 

nsHS  Lazams.  (the  Epistio  ofl) 

uove  一  of...  I き き 。f  CI.  f  i ョミ II， 

gna  i  "Knight  fr.  F 謹 ois  of  Assisi. 

OKI j  II  i  if  I  . 房， i  .  f  f ョ i， 

ced.  off  type  of  character.  A  clear  IrovenI 

i 適、 信 住、 火事に 由り 汚れ を燒 かる。 

ぽ ぎ hoHl  hianity 震 一 i.  Hhc  distinction  off  i  ad 

suiciae  wrong  ？ 


說 0 略 想 

四 七 五 


說 m 略 想  g; 七 六 

ohlnstlanity  tlic  only  hope  of  Jajpan. 

I  pm  not  ashamed  of  tlie  gospel  of  chl.iat  etc." 

宗敎を 利 せんとす る は 傲慢の 極。 宗敎は 人 を 使用 せんとす。 

Law  merely  expounded  and  enforced Iwy  breakers  of  law,  00  institutional  sanc- 

け io 二.  conventionalism. 

-^00  James  chapter  on  stiintliness  and  renovating  energy  and  reasonableness  iii 

the  religion  of  Christ. 


〇 神の 河と 其の 都 城 

Psalm  XLVI.  ^ 

.Ir  riiis  a  Victor ビ song.  It  IDl.esupxsscs  battles  and  struggles  a  city  assailed  and 

defended,  Luther  and  his  famous  hymn.  Primarily  these  words  arc  true  of  tlie 


！ Sep.  G, 1903. 

一 番町 


di ョ っ11 of  Go (一.  strenuous  and  llal.d  wal.Iarc  cf  cllul.ch  in  ttns  world. 

Som つ tinies  slio  lift  111〕 】 一 2-  solitary  cry  of  des で a-ll.s  amon^  tlie  wrecks  of  Jier  work. 

Hel-  "work  oi  >SU1)J limiting  t-he  world.  ，rllc  klng-uc】n  llulslz  lL>e  cxfulnslve. 

13iit  this 】s  also  true  of ョ (l〕VKhml  lives-  Sheep  sent  anionic  wolves,  wl.ostlin^, 

l.unnlnri^,  st-nvsg, i; ニー oruig,  t-raveilng,  watch  and  pray. 

.AlKl  IS  t-llls  sot  true  of  nlan-s  liie  in  general ？ 

.Nvllat  a  dreary  place  is  tliis  world  without  God  and  tlie  liglit  and  stl.es^th  wliicli 

he  l^ivctll  us  ？ 

A  メ veil 01 1 fe  sprln^lll"  】llto  eternitv  opened  in  tlie  hearts  of  men. 

Gladder- 111 ,2：,  Isautifylng-,  5V お orating  and  develoxHng. 

Have  Ave  a-nltlized  Uiis  in  our  lives  Ibotli  social  and  individual ？ 

Jeremiah  XVII  G  ？ 

說教略 想  四 七 七 


說 敎 想  四 七 八 

or 

1 and  S  ？ 

So  wc  must  trust  and  liopc  in  God.  r-sill, I に ョ1-1 3. 

iu.c  Ave  to  seek:  for  this  l.ivcr  far  and  wide  ？ 

Hngars  case  in  the  desert  Gen.  XXI. 

All  things  are  yours,  Paul  says. 

T-hu?  I.Ivor  and  Uio  stl.canl.  God  cares  of  individual  cases. 

河なる かなと 云 ふ 意義。 

Tokyo  without  S ョョ (一;l.  If  Kyoto  h;l(l  iiot  its  ICamo や awa,  a  source  of  boautiy 

rcstfiilncss,  gr ョ vth  aiid  cmcrsry. 


〇 The  God  cf  Christianity  f .  p  503. 

甲资 

樹梢： 大に 達すと 考 へ し 時の 幸福。 


It-  was  aoiilbtlcss  a  cliiiuisli i ち lol.a 二 cc. 

JBiit  not  it 】s little  ioy  to  know. 

I に： n  fjirthei" ofT  Ivom  Heaven  llcw. 

JNIen ビ religious  asrnrat】o】l.  . 

病 >理 的、 生理的。 

寫 眞暗窒 に 入りて 形彰は る 云々。 

si^nillcance  of  tJie  word  Kami,  <&c. 

That  something  traiisccndh お oursehds  and  tlio  finite  world.  Existences  is  un- 

doubted. Tlio  fpct  01  (lei リヨ idcncG 】s  the  sure  basis  of  l.clijrious  inquiries. 

天地 の經營 より 祌の 人格 的なる を認 む。 

God  IS  p living  jpcl.sonality. 

の pretend  to  Inquire  after  God. 

IBut  in  lact  wc  fire  sou^llt Iby liirn. 

說教略 想  s 七 九 


說 n  ^ 想  四 八 〇 

Jt- 】s  good  t-0  know  (Jo (一. 

wilt  far  Istter  to  t-e  kncnvn  of  God. 

God  IS  coll】lnull】cat】ve.  How  tenderly  and  in  p lllosl- づ ersonnl  】-aannel*  lie  cornes 

<;o inan ビ s^--.^  to  <n.c\v  p^^^^  】llto  close  l.clatlonshix}. 

ダ 

,\vl.ly  (一 こ ン vo i:>rny  ？  lie  Knows  cllr  wants  IJOfol-c  we  arc  aware  oi  tlic  fact-. 

God  nAVPKens  lis  to 

And  so  God  niust Ibc Ixn-sollnl. 

He  Ls  our  f;ltll2-  =  G0d  is  love,  what  is  meant Ijy  the  fatherhood  of  God  ？ 

In  tlic  nl.st  l)lpce  it  signifies  tliat  God  created  man  out  of  Iiis  own  life  motive 

l>y lo づ e,  witli  fellow-slljl,}  as  the  2K1,  education  of  lioinc  as  tl】e  nleans  of  accom- 

pl;sl〕】l\l^ け hb  aim. 

A  father 】s  touched  to  a  deepest  sorrow Iby  tlic  forward  attitude  of  his  cllildren. 

He  tncs  to  メ vm  ^pc^^  tlic  AvflndGTin^  sons  of  mpn.  . 


So  God  IS  conceived  and  adored Iby  Christians. 

God、s  licart  must  be  broken  oil  the  sight  of  the  sinful  wol.kl. 

弱者 强者 のために 犧牲 たり。 

強者 弱者の ために 犠牲たり。 

善 者惡者 のた め に 犠牲たり。 

An  Infinite  sacrifice  in  the  life  of  God. 

God 】s  social.  Sonship  within  God  himsolf. 孝 也 者ズ^ の 本 こせり。 

This  belief  in  God  most  fittingly  answers  to  the  religious  aspirations  il spirit- 

ual needs  of  man. 

パ ンを 求む、 之に 石 を與ふ 可ら す。 

パ ンセ イズムの 石。 

不可 恩 議論の 石。 

.  說敎略 想  „  , , 


說敎略 想  EI 八 二 

愛人 愛國 主義の 石。 

-TJlis  is  too  wood  to  t>c  true. 

,BU け J^rovecl  l5yond  a 1-casonaTble  doulb!}  by  ？ 0  divinity  and  incarnation  of  J.esus 


〇 Gal. 115.  Sep.  20th,  1903. 

Tlie  Galatians  were  consonors  and  from  to  glor づ in  the  sliortcomings  of  otllror 

people. 

Paul  tries  to  pcrsuacic  them  to  a  more  ctlal.itawe  course  of  life. 

L-ilc  IS  full  of  Inirdcns. 

Ridden  of  cal.es  can  wc  gc!}  rid  of  ourselves  ？ iic liirnsclf  is  t-tlo  lleavlest-  burden. 

厄介 もの 多し、 娘 も 片付けざる 可ら す。 

糊口の 道 も 講ぜざる 可ら す。 


之より 生す る 重荷 も あり、 I 例 を 言 へ ば 負債 は 苦しき 重荷に 非す や。 

吾人 また 社交的の 關係皇 かる さと 能 I。 取れば 憂し 取らねば 人の 數なネ 棄 つべき もの ま 

弓矢な りけ り。 斯く 重荷 は 人生の 進歩な り。 

C  i  P  f  t  f  i (一 0&  of  Christian  】ifc  brinM. 一 ipon  ourselves 一 

ルの悲 なくば 信仰 進まざる なり、 賢者 憂 多し。 

Chnst  bose  our  infarmities. 

The  J  a  burden  bearing  shows  I  briJlia 一一 tiy  i 二  tho  Icavf  to  rire 

ainflll  】llan  to  righteousness. 

、n--  ioring  work  i  bo  i  in  wilm  il Ikni.  • 

7 三 llrgps  this  duty  on  the  following  gl.oulKls  : 

1. 匕 ocs  ho  not  say  l)l.c>thcrcn  ？ 

L.  i. 】 一 I ま  一一 一 ia  circ …一一 sties  worthy  of  considerations. 

はう らすも 

w.  "pst  thou  also  be  tci ヨ〕 ted. 

Let  every  ！  psvc  his  own  i.k き. Tl 一。 fan  of  othi  calls  for  a  §.e- 

說敎 Ins 想 

四 八 三 


說敎 略&ぃ 

1,  四 八 sr 

IU け self  examination, 

4.  This  IS  the  fumlmcnt  of  the  law  of  Clirist. 

wurdcn  bearing  is  a  blessin^^  on  us. 

荷のなき船の^！^さょ。 


〇 聖 クリストフ オルの 話 

彼 は 三 世紀 頃 の 人 シリャ に 生れたり。 

He  was  a  giant.  In  youth  he  determined  to  serve コ one  has  a  superior. 

His  first  Ivrpstcr さ as ョ ore  powerfull  than  any  man.  But  he  was  afraid  of け he 

devil. ^^  tho  devil  himself  became  liis  master.  But  ^  was  found  to  tremble 

t-cforc  the  image  of  CJhrist. 

Meeting  a  hermit  and  being  told  of  Christ,  he  was  baptized  and  undertook  as 

penance  to  cany  Christian  pilgrims  over  bridgeli  stream,  at  length  one  darlc 

wild  night  he  heard  the  voice  of  a littled  child  crying  on  him  from  the  other 


side.  -Tile  ^^^^^^  ercw  heavier  and  heavier  at  every  SICI).^ 


o  Jacob  at  Penucl  Oct.  p  m)3. 

Gen.  XXXII. 

Esau  in  spite  of  some  good  features  in  his  cliaracter,  lacked  one  thinly  needful. 

He  was  pl.ofane. 

Jacob ン VPS  characterized  by  Dean  Stanloy  as  pul.iiied  and  ~ へ elevated  by  the  Rxed 

reilgious  principle,  the  resolute  sacl.mce  of  l)l.esent  to  future."  we  Jiad  an  abid- 

ing sense  of  the  unseen. 

Newman  describes  liis  distinguisliing  grace  was  a  tiabit  of  atFectionate  musing 

Up5n  Goers  love  toward  him  in  times  providences  past  and  of  overtlo メ vmg  tllank- 

fulncss  for  tlicm.  Compare さ rses  9—12. 

The  nature  of  Jacob 一 s  experience  pt  Penuel.  Symbolic  or  literal ？ 

說敎^ 想  0 八 五 


說教略 想  は 八 六 

spiritual  significance  concerns  us. 

ャ ポクの 流水。 希 伯來語 角力と 音 相 通す。 

彼の 歷史は 之に 類したり。 萬 難を排 して 勝つ のみ 水の 流れと 人生。 

彼 は 孤り 立てり 想の 問遞祌 現 はる。 Hosea  XII 4. 

彼 は H サゥ に對 する 策 皆 施し 盡 して 愈 神に 賴る を學 ベり。 

佛人某 著せ；： を 公 やけに せんとして 祈る。 

- 病人の ために 萬方盡 力しての ちの 經驗 また 然り。 

ヤコ ブ豈 旣往を 記憶せ ざらん や、 二十 年 前の 歴史 今く り 返されん とす。 H サゥ との 戰爭 また 始 

る、 昔 は 一 人と 一 人、 四百の 兵 ある エサ ゥと足 乎 まと ひ 多き ャ コ ブ。 彼 は 良心に 咎められ しなら 

ん。 

二十 年後 も 同じく ヤコ ブ なり。 彼 は My  name  is  Jacob と 云 ひしと き 如何に 恥ぢ しゃ、 旅 中の 

感と 後の 回顧、 常時の 志 成し遂げられ すして 存す るに 非す や。 

JacoL-*s  Second  conversion.  He  was  hlumlwled,  chastened,  and  lllol.c  reliant  on 

God.  From  mjin  of  Indomitable  courage  lie  becomes  p  rnan  of  crl.ace. 


piilant.  ig  of  fl f  i, (，一 f 

st§Iey>s  Hi-storv  of  tl ョ H  ; - 

f  。ll ぎ f  ":;::"iff -- 

露晝」 hr?f-f  f  ii 一  ■ 

Matt  XX ILO 

i  き、 

護美 f 百 六十 六 星の、 


〇 Ml  XX  22.  Oct.  9  th 二 903 

き に】。 side  of  th。 Itici.  •  p  f  fl 

說 教 略 想 

•  四 八 七 


說教略 想 

四 八 八 

f—t  メの 出る は 最も 深き 置の I なり、 敏捷、 事務的— 其の 1— 我ら ゼべ ダイ 

の 子ら と 何る 異なる 所 あり や。 

榮 達の 希望と 人性。 

天國は 小なる もの 文る 所な り。 ヨハネ、 ヤコ ブの 如くして 入る こと 能？— 世界の I にて 

は 或 ひ は 之 あらん。 


闩 he  request  was  a  daring  presumption. 

It  amounts  to  saking  Christ  the  tool  of  ambition. 

.what  a  common  thincy  ！ 

In  spito  of  this  Jei  denlt  with  the  ci  kindly  and  lit  delicately. 

The  ploni  were  earnest.  The  kingdom  of  Christ 應 rely  to  them. 

They  can  leave  all  and  chose  this  one  thino- 

To  them  Christ  in  his  last  days  I  none  Imt  the  King.  To  be  with  the  King 

were  their  liighest  amlbition  and  ioy. 


We  "will  not  wonder  if  tlic  hroiiglit  (； oiisolation  to  the  heart  oi  -Jesus. 

In  fact  tlioir  request  メ vas  a  tlllnc-  of  groat  seriousness.  It  was  to  sliarc  with 

Christ ビ sufl.erings.  Nca-rness  to  clu.ist  is  nearness  to 】us  cross. 

No  cross, 110  crown. 

Yet  wllon  thov  were  reminded  tlioy  answorcd  witli p  J^l.cat  determination  We 

arc  able." 

Kvidentlv  to  say  "  We  cab  tlo  pll tilings  tllrcllgll  hiiii  tliat  stl.engtllclls  us." 

Still  it  vss  a  «rcat  tiling  thfit  they  SPKl  tills. 

善き 信仰 得 ま 欲し。 —— 日本の 傳 道に 成功した し —— 神の 力 を 得た し —— ^0. 

And  need  メ vc  not  to  be  chastened  in  oiir  desires  and  exf>ectations  ？ 

And  wlmt  p 緩 u」 J?oin^  on  ？ 

Too  much  business  ！ 長老 敎會 の傳道 局の リ フ ホルム ド敎會 の 事務所。 

說敎略 想  四 八 九 


說敎略 想  四 九 〇 

But  these  requests  are  ofFer め d  without  much lai ョ vledg.e.  Jesus  -win  asli  us  "  Cai: 

you  dl.lnt:  of  tll^  oc^  ..vvllicll I  slirill  drink 

All  noble ン vor に accomplislied  tlirougli  cross  bearing- 我 父に 備 へられし もの 」 み與 

へらるべし。 

Some  features  our  crosses  delineated. 

We  are  often  fatalists  in  t>eal.ing-  the  cross. 闩 lie  cross  must  t>e  accepted. 

-Ye  shall  indeed  ^^.^c^  of  my  cup."  It  is  a  great  blessing,  a  great  favor,  we 

.svlll  educate  and  strengthen  us. 〇 ン vhat  p  conlfol.t:  ！ 

Eucliarist  and  passion. 

百 七十 二の 讃美歌 を唱 ふ。 

祈り。 

式。  、 


〇 聖パゥ P の 人格  Oct.  nth,  1903. 

彼 は コ タヤ 人 Hebrow  of  Hebrews  of  the  tribe  of  wcnjamin. 

Born  ;m(l  passed  h】s  early  yorith  in  「rarsus  which  almost  rivaled  Athens  and 

Alexandria  in  oc^^s-o  and  learning. 

He  was  Ji lioman  Citizen. 

instniction  in  the  craft  of  tclit-making. 

In  early  l)oyhood  he  came  to  Jerusalem  cnnd  studied  under  Ganmliel.  Act  XXII. 

3.  XXVJ.  4. (耶穌 十二 歲の時 H ルサ レムに 上りし も斯く ありし か。 ) 

Tlius  he  Avas  prepared  for  his  Ysl.k.  He  felt  grateful  to  God ン vhen  he  looked 

rack  on  these  circumstances  lie  felt  deeply  grateful  to  God.  Gal.  I. 15.  person- 

ally he  was  just  as  he  tells  us  in  II.  Cor  X. IP 

そ は 彼等の 一一 一一 I： に 其 書 は 重く 且つ 厳しく 其の 會 へる ときの 貌は 弱く 其の 言 は 鄙し と 云 / ばな り。 

ル ス テ ラの 人お はバ ルナ バ をジ ュ ピ テ ル とし バウ ロをメ ルキ ウリィと a へ り。 Acts  XIV 12. 

肉のう ちの とげと 謂 ふ 所の 病に 困め られ しと 雖彼は 決して 病身の もの に 非り しなり。 否ら ざれば 

如何で 後コ リント 書 十一 の廿三 以下 廿 八に 記す る ごとくなる を 得ん や。 . 

說 敎 略 想  四 九 一 


說敎略 想  四 九 二 

On  tlie  whole  tie  was  the  rareatest  of  the  alxstles. 

智 はぺテ n に 勝り。 意志 はョ ハネに 秀づ、 情 は 婦人の 如く 柔らかな り。 

He  was  a llcl.o.  Yea  a  pl.ox-llet,  yea  more  than  all  these  an  apostle. 

-Two  classes  of  llel.o. — IVIen  cf  strong;  will  and  cllal.acter  and  men  oi  ^l.eat  power 

and l.all^o  of  intellect.  In  few  instances  combining  Ibotti. 

-The  !>l.op>het  t>elon^  to  another  order  of  beings :  he  does  not  rnaster  liis 

titioughts  :  -Thley  carry  tiim  away.  He  does  not  cleal.lv  see  into  tlio  laws  of  this 

world,  or  the  atrairs  of  tlie  world,  tmt  has  a 】ight  tsyond,  wliich  repeals  them 

l,}al.2ally  m  their  relation  to  anotllel..  He  is  p  ^00^^  and  more  thian  a  poet,  i:lhe 

inspired  ^opo^^o-.  of  manKmd.  T?hc  tire  and  subtlety  of  Gsniup  cose  nearest  to  a 

proj;>lict.  Somo  of  t-lle づ l.olphe け s  was  even  k】n^s  and  generals.  _Tl〕cy  ruled  and 

actied  tlic  immediate  ins!>il.ation  of  from  hi^ll  communicating  itself  to  ？ © 

hearts  of  men. 

舊 約の 不完全なる もの 去りて 全き もの 來る、 彼 は 基督 を毘、 基督 を 知りて 之 を 人に 傳 ふる- 

者、 使徒に て ありき。  ， 


He  was  git  by  nature.  But  ho  f  sun  greater  by  the  schooling  of  life 

and  nourishment  of  grace. 

In  Ws  attempt  to  become  righteous  thigh  law  he  learned  to  be  conscious  of 

sin ビ dominance  and  his  impotence. 羅馬 書の 第 七 章 は 彼の 自傳に 非す や。 

That  he  was  an  inactive  witness  of  Stephen  martyrdom  gave  a  strong  impetus 

t,o  his  religious  dcvelop-cmcnr 

H。 編 apprehended  by  Christ. (ピリ ピ 三の 十二)  He  was  clearly  conscious  of 

で assiv{i  o^^p^.po^o^.  of  liis  conversion. 

-  Woe  to  me  if  I  preach  not  • 

Paul 一 s  exxsrience  on  the  road  to  Damascus. 、 

三日の 間 見えす、 飮 食せ ゃ此 間に 死して 復活せ 


說教略 想 


り- 

-  四 九 三 


說教略 想  四 九 四 

" HC  30  to  live  is  clll.ist.  To  die  is  gain  -  "  I  have  determined  to  know  nothing 

save  Christ  and  him  Crucified." へへ ^  am  not  ashamed  of  tlie  gospel  of  Clirist 

He  メ vas  ttie  finest  srcntleman  and  50st  loynl  friend,  dauntless  hero、  arduous 

worker,  a  ^reat  t の acliei ノ  -  Back  to  Paul/*  - 


〇 R.IU1  the  Traveller.  Oct.  18th、  1903. 

太平 記 俊 基 朝臣の 海道 下り。 其の 旅行と 今の 旅行。 保羅の 行路 難。 

後 加 林 多 書 十一 の廿 三、 四、 六、 に 由り て 彼が 旅 中の 苦 を 想像すべし。 彼の 一 生 は 殆んど 旅行に 

て ありき。 幼に して ユダヤの 都に 上り 業漸 やく 成りて 一 たび 故鄕 タル ソに歸 り ステパ ノの 殺さる 前 

再び 上京せ しもの か。 然ら ざれば タル ソの產 物なる 天幕 製造の 業を學 ぶの 暇 無 かりし ならん とはギ 

ル ボルトの 論す る 所な り。 主の 紀元 卅三 年頃 道に 從 ひしょり  一一 P ゥ帝 治世 終末の 三、 四 年 乃ち 基督 

紀元 六十 五 年より 六十 八 年に 至る 期 に 殉證の 死を遂 ぐるに 至りし まで 前後 三十 有餘 年に 百 一る 彼の 

傅 道史は 旅行 を 以て 填めら る、 に 非す や。 


旅行 は バウ 口の 生活に 深き 印象 を 留めたり。 彌治郞 喜 多 八の 膝 栗毛。 バウ P はダ マスコの 途上に 

於て コン ヴォルト されたり。 ァ テンスより 退去 するとき、 初めて トロア スを 船出 するとき 囚 へられ 

て羅 馬に 行く 時な ど 其の 所感 如何に ありし ぞ。 

Paul  liad  comlpankss  m  travelling 

く ルナ バ。 シ ラス。 テ モテ。 馬 可、 及び 其の 愛する 醫. 者 路加。 曾て バルナ バ とぎ、 ュ 

其の symp-athctic  nature を 想像せ よ 

So  activo,  so  kind,  and  so  helpful,  and  so  gentlemanly. 

蒙 f  V  Arnold  f  res  to  himself,  in  his  .  Culture  and  Anarchy."  Virgil  and  f - 

f  accompanying  the  Puritan  ggrhn  Father  on  I  voyage  to  Amenca 

and  ask  if  the  two  poets  would  not  have  found  I  company  intolerable. 

； But  suppose  they  happened  to  travel  with  !>§1. 

-  Culture  and  Kestraint." 

old  wine  and  new  wine. 


說教 略 想  四 九 六 

ベ 二 ヱルに 角力へ る ヤコ ブは行 歩 醜くな りしに 非す や。 

然れ ども 花に 笑 ふこと を 知りて 之に 泣く こと を 知らざる もの は 心 志 矮小な りと 謂 はざる 可ら す。 

ァ テンスに 旅行せ るパゥ & の 所感。 彼 は 全都の 偶像に 溺 る-^ を 見て 泣きぬ。 彼はグ リシ ャの詩 を 

喜べり。 然れど 之 を 喜ぶ のみに 安ん ぜざ りき。 其の 審美的 嗜好 は宗敎 のために 幾分 妨げられ しに 非 

るか。 

ミ ル トン 故國 の 戰を傳 へ 聞き てグ リシ ャの 漫遊 を 半途 にして 思 ひ 止 れり。 

自然に 對 する 耶 穌とパ ゥ a。 

如何に パ ゥ 口 の 小なる よ。 

然れ ども 誤解す る 勿れ 彼 は 自然に 對す るの 趣味な しと。 バウ 口が アラビア に 退きし を 記憶せ よ。 

山 高く 谷 幽かに 原野の 茫々 たる 遶 りに 彼 は 殆んど 三年の 修行 を爲 せり。 耶穌の 登山。 モ ウセの ホ 

レブな ど を 思へ。 


旅行 は 已れに 反り 祌に 反る の 好 時節な り。 

旅行の 不結果。 

バウ の 慈善 旅行。 Acts  XI  27. 以下。 

ァ ンテ オケの 信徒 ェ ルサ レム を 救 ふの 精神。  . 

Compare  Acts  XII.  25.  ，rhe  Antiochian  delegates  did  not  mcl.elv  Jlc.t  as  car- , 

nel.s  of  money  ；  th。y  stiiycd  in  Jerusalem  thl.oug-h  the  famine  and  acted  as  pro- 

viders and  distributors,  using-  all  tl】e  op>!}ortunity  of  encouraging  and  comforting 

tlic  distressed  tlifit  was  tliiis  anfol.ded.  In  tliis  way  SauPs  second づ isit  to  Jel.llsa- 

1: m  w;is  an  mlpol-tast  nlom21t  in  tliG  ckvololocmcnt  of  tlic  chm.cll  and  is  relat- 

ed as  such  Toy  j に ukc  : it  united  far  distant  parte  of  Uic  cllul.cll  fit  a  J^l.eitt  cri- 

sis : and  ^avc  to  tlic  poor  in  Jerusalem  the  sense  of  tn.ottterllood  witli  tlic  Antio- 

cl ヒ an  t>rethcl.cn,  find  to  the  Antiocliian  congregation  tliat  consciousness  of  native 

iifc  aiK?.  Jpowcl- さ liich  conies  only  from  noble  worlc  nolDly  done."  Kamsay  PI?.  4s— ひに. 

バウ 口の 旅行が かりそめの 嗜好 や impulse に 支配せられ す。 其の 動機 靈的 にして 道義の 要素 あ 

說教略 想  2： 九 七 


說敎略 想  四 九 八 

る を 見るべし。 例へば Acts  XVJ.  G,  7. 

" Forbkldon  of  tlio  Holy  Gliost  :  _rhc  spirit  of  Jcsiis  sufTerrcd  them  not.  Acts 

XIX  2〕."  Rn.poscMl  in  the  spirit"-  XX  22. へ 二  go  l)oun(l iii spirit." 

彼 はビテ 一一 ャに 行かん と 欲せし も 終に ム シ ャを 經てト n ァ スに來 る。 

此に 歐洲傳 道の 路開 けたり。 

人生 多く は斯の 如し。 

パゥロ の 旅行 は 凡て 其の 天職 を盡 さんがた めに 企てられたり。 Acts  XX. に 4. 

彼 は ロウ マを兒 ざる 可ら す。 XIX.  21. 

彼 は囚虜 となりて 此 目的 を 成就せ り。 

西洋 紀聞 

IIo  intended  to  go  ns  far  ns  to  SJ;}air:  liom.  XV. に 9.  Clement  of  Home  says 

.Paul  indeed  】l;l(l  gene  even  to  tlic  31d  of  tlic  world. 此れ スぺ インなる ベ し。 

彼 は アン テ オケより 小 亞紬 }G|  、小 亞細亞 より 希 利 尼、 希 利 尼より ロウ マ、 ロウ マより スペインに 


旅行し、 其 行旅 嗟峨 として 戰鬪の 血痕 淋 たりし も、 善き 戰ひ を戰ひ 其の 馳せ場 を 走りて 冕 を與へ 

られ しなり。 誰か 之に 學ば ざらん や。 

〇 四 人の 門徒  Oct.  25  th,  1903. 

lUark  L lGI-20. 

四 人の 性格 等 は 曾て 說 きしこと あり、 後說 くこと も あるべ ければ 今 は 略す。 

耶穌の ユダヤ を 去りし は 紀元 卄八 年の 五、 六月 頃な りし か。  . 

サ マリヤ を 經て ガリ ラャに 入り、 ナザレ、 カナな どに も 行き 終に カペナウム を 住所と し、 之 を^ 

據地 として ガリ ラ ャ傅道 を 試みら る。 

耶穌の ガリ ラャに 歸るゃ 四 人 其の 傍 を 去りて 各自の 家に 往き 其の 業 を 務めし と 見 ゆ。 

何故なる か。 

，rlle  tcnlvsrary  separation  CI  the  apostles  ^ave  them  time  to  t-hlnK  over  tlie  evslt/s 

of  tlie  lasti  SIX  montlis. 

說 敎 略 想  四 九九 


說敎略 想  五 00 

Jesus  did  not  sutTcr  one  set  of  ideas  or  influences  to  be  disturbed  before  tlley 

llaA.e  liad  time  to  take  root.  He  p-rovides  for  an  interval oi  calm. 

門人 傳 道より 喜び 歸れ ば、 之 を携へ 離れて 野に 往く、 復活 後、 彼等が ガリ ラャ に往 きし も 同じ 理 

由 か。 

Time  of  rest  tlmt  follows  p  J)eriod  in  whicti  new  matter  lias  been  talsn  into  the 

mind  is  xn-ecious  fol-  wood  mental  growtli.  Conceptions  tihen  become  mol.e  clear 

and  complete  and  effect  a  sul.e  lodgement-  in け hie  mind. 

此際 優勝劣敗の 結 起る もの は尙與 へらる 云々 と。 

Reverence  for  gl-eat  sen  wnom  we  Jiave  known  and  tlie  !S.WGr  of  apfn.eclaxlng- 

Uiem  wl.ow  during  albsence. 

四 人 は 海邊に 耶穌を 語ら ざり しゃ。 

In  t-Jlc  absence  of  Jesus  they  learned  Jiow  inucli  tiliey  loveci  Him  and  became 

aware  tliat  their  alTectlon  lor  Hnn  Jiad 】n  it  something  different  from  tlie  com- 


此は 早朝の ことならん。 然 かも 海邊 何故なる か、 故ら に 尋ねられ しもの か、 祈りの ためなる か。 

彼等 は， お 二回の 招き を 受けたり、 其の 第三 回。 漸 やく 進み 漸 やく 重任 を 負 ふ。 ヤコ ブは 突然 か。 

或 ひは然 らん。 場合に 由り 手績き の 異な る を 見るべし。 

我に 從へ 卒然と 見 ゆ。 理由な く 起つ を 命ぜられ しと 兑ゅ。 神の 召き 常に 斯の 如し、 然れ ども 實は 

左に 非す^ 往の 交際 あり。 奇跡 ありし 上の 實驗 ならす や。 

之 を 適 川して 勸む。 

彼ら は 此の 命に 接して 豈差 支な かりし に 非 ざらん や。 ぺテ C1 は 網 を 打つ、 ヨハネ 等 は 網 をつ くら 

ふ。 宗教 は 克己 を 要す。 

然れ ども 彼等 は從 へり。 其の 從 へる 狀沉。 

此愛 あれば 發逹の 餘地廣 し。 路加に 記せる (V.  2  £ ぺ テ 口 の 短所。 

說敎略 想  五 〇1 


說敎略 想  五 0 二 

然れ ども 彼 は 成功の 約な きも 網 を 打てり 其の 從 順にして 氣六 つかし からざる を 見るべし。 

Jaines  isd  Jolin  left  their  latlier  with  servants.  WJiat  a  tender  anxiety  ？ 

Fistters  of  man, ン vhat  a l〕rivile,ge  and  honour.  Jesus  called  his  disci5>les  as  if  iti 

メ vel.e  p  gl.ertt  fa\-01.. 

我に 從へ。 ソ クラ チスは 吾が 道に 從へ。 

基 赞敎の 人格 的 勢力。 

We  call  of  jesus  souncis  in け lie  ear  of  men.  He  calls  us  t:o  a  noblel-  and  a  more 

glorious  life.  * 


〇 PauPs  iPraver.  Nov. l st, 1903. 

Belhiold  we  j3ra\reth  Acts IX. 11. 

Ills  Christian  life  was Iwe や 0,11  in  grayer.  A  good  Ibeginnin や 

獄中 XVI.  25. 衆と ともに 祈り 會 XX.  36.  37. 

paul-s  belief  in  t!ic  living  God.  Separated  from  tlie  motlier ビ womt>.  He  lieard 

t;lie  voice  of  God. 


,\v.e  not  what  w<>  -1 ん 1- T-l; • に ， 

】 .  .r  ！  f  inter  cession  that  can  1  be  ur 

terecl.  Rom.  vs.  20. 

.  一 

へ fun  If  i  I  I  f 寒】 〈 a  f  I. 

friendship  and  yearning  love  toward  man. 

Israels  salvation  pressing  on  liim.  Kom.  X.  p 

His  ft  a  II 1. He  had  If  f  一  0  I  ？. 

Incessant  i. 絶えす 祈るべし。 一 アサ。 一一 力 f  . の 十 5  一 

骨折り h 鑌 けたり。 n  。サイ 四の 二。 祈りが 一 f 考 へるならば 此れ 六 t。  i 一 

I 】 口  f  I  a 藤き f  f  I  if  i  I  h 一 

wo  took  time. 

說教略 想  ， 

五 o 三  < 


說教 想  五 〇四 

higlicst,  deepest  and  largost  kind  of  maiVs  work,  and  moreover  PauPs  ick さ 1 of 

prayer  was  combined  .with  work. コ 口 サイ 四の 十二、 llcl.c  stl.ivilll^  is  ngonizii ミ 

角力の 如く、 ゲッセ マネの 如く、 ベニ  H ルの 如く。 

Litcrcessory  pl.ayer-s ピ レモン 一 一十 一 一、 雨ら の 祈りに 依りて 終に 我 身 は 雨ら に與 へら しと 意へ 

ばな り。 

コ 口 サイ 一 の 九、 我ら この 事 を 聞きし 曰より 雨ら のた め絕 えす 祈り をし 且つ 求む。 

ピリ ピ 一 の 十九、 此の 事の 汝らの 祈りと 耶穌 基督の 靈の 助けと に 由り て 終に 我が 救と なるべき を 

知れば なり。 

】.iom.  XV.  30. 願く は 我と ともに 力 をつ くして 我がた めに 祈る こと をせ よ。 

Liiko  XXIT.  82. 然れ ども 雨の 信仰 絶えざる 樣爾ら の爲に 祈りぬ Intol.ciory  prayer は 愛 はつ 

なぎな り。 

理想 無き 祈り。 コ 》1 サイ 一 の 丸— 十 一 、 &C. 

以弗所 三の 十三— 十九。 

テサロ  -1 力 書 は 


Thankfullncss. 感謝 は 祈りの 吿. B なり。 

Resignation.  My  grace  is  slci§t  for  thcc,  r§rs  prayer  I  full  of  theology, 

especially  Christology.  So  it  I  I  of  fervor  and  spirituality.  11  Cor.  XII.  2. 


〇 Clothes  of  Religion.  I.  p ひき S03. 

Matt.  XXVIL  35—30.  and  57—61. 

Jesus-  body  and  the  Wpi03r 

The  sad  and  shocking  I  below  th。  cross.  .  And  sitting  down  they  watched 

.1^ 裸々 の 事。 

Rom.  XIII. 12, 14.  I.  Cor.  XV.  53.  Gal.  III.  27.  I.  Iv.  24. 

圑十郞 と 家康、 紙幣 11 正金 無き 紙幣 忽ちに して 差 支。 

l)raycr,  smolation  in  (111  §d  hope  in  death  arc  f  essential  elements  of 

Religion  especially  chl.i き amty. 

五 〇 五 

說敎略 想 


說敎略 想  五 0 六 

wut  If  no  God  and ン vitliout  hope  in  the  Avorld. 

Personality  of  God. 哲擧 者の 宗敎 What  is  GooPs  fatherhood  and  his  love  with- 

out Ctirist  and  liis  cross  ？  Future  life  shadowy  witliout  Christ.  "  where  I  am 

ye  shall  be  also."  Comtek  Immortality.  T:he  Christ  Invisible. " IMalys  l^ab^T 

k  dead  but  IMarthas  lias  a  new  baby.- 

Is  this  comforting? 

Christian  Ethics  wittsut  Cliristian  doctrine. 

Social  reform  .^vitllout  aiming  at  spiritual  salvation. 

Institution,  foreign  support. 

基本 財產。 ス ボル ジョン。 

External  religion,  baptism  &c. 


Nov.  2Gth,  1903. 

〇 Christian  Faith.  g§g. 

Belief  versus  knowledf?p 

IBelicf  present  in  knowledge  (is  said  to)  sometimes  it  differs  from  knowledge  m 


bcln^  beyond  any  l)ossibllity  ot  verification.  Iii tliis  connection  knowledge  is 

not  necessarily  a-ntawo ョ stic  to  faith.  The  latter  is  even  necessary  to  tlie  vcl.v 

existence  of  Kso メ vlcdge. 

The  memory  ultimate  triistwortliiness  of  ； K.aturc  ttc. 

Sonic  knowlod-t^c  soars  alsvo  kn9vl(Hlg.c  i.  c. 

唯 有 英雄 知 英雄 

淸心^<^見祌。 

iCant/s  three  g.roat  problems  of  philosopliy. 

.vvlml}  can  I  know  ？ 

一 Vila け oiig 二 it  one  to  (lo  ？ 

flow  miglit  lb つ en  lloluc  ？ 

-Two  martyrdoms I wal.cTS  unseen  witnesses. 

闩 llel.e  arc  faith  一 vhich  is  mold  ethical  and  gl^iritual. 

How  Ipltli  operates. 

說教略 想  五 〇 七 


說敎略 想  EC 八 

鰯の あたま も 信心 柄— こけの 一 心— 全力の 集注と 成功。 

Frlcndstni)  and  Politics. 

闩 l.mnbnlrs  friendship  the  master  x^assion. 

All  moral  improvement  ultimately  to  be  ascribed  to  friendship. 

同行 二人 

And  all  this  is  faith.  Faith  is 朋友 之關係  朋友 有き 口 

Keligion  as  friendship  existing,  between  God  and  man  is  faith.  Trust  and  con ゆ- 

き  nee  m  God.  sympathy  with  him.  Ever  deepening  friendship  a  mighty  powel. 

of  llll-liftlr-o-  man. 

Faith  Itself  is  liighest  activity  of  m§,  p  mighty  source  of  aspiration. 

Justified  t-y  faith! . 


Faith  IS  sol】slllp>. 

Growth  cf  sonshil),  children  Wiiidly  sustained  and  pdtected  arc  gradually  edu- 

cated into  a  b-eautiful  and  mi ぬ lity  relationship  of  filial  piety,  a  fr.uitful  source 

of  human  activity.  . 

T-llis  is  tlie  case  witli  man*s  l.elatlon  to  God. 

ollildren  in  Orphanage. 

Let  us  learn  to  cry  r  Fatlier." 


o  Tho  friendship  of  God.  boo.  1903. 

Jemes  11. に 3. 

Bestowal  of  Good. 

； Bounties  of  sp^s.o. 

God  t-estows  liimself. 

說敎略 想  五 o 九 


おおぬ 想  五一 〇 

に. Intercource  of  God. 

God  the  constant  visitor  of  merfs  soul.  He  is  aware  of  man ビ needs,  man 一 s 

prayer  and  Goers  prayer. 

o.  Goa  as  our  monitor.  He  is  delighted  with  our  real  good  and  true  progres?. 

4.  God  as  reconciler.  God  is  forgot  by  the  sinful  desertion. 

0.  Ho  know  and け o  known.  . 

VJOCT?  friendship  to  be  craved,  prized,  and  cultivated. 


〇 The  New  Life.  0P  p  S04. 

Kochi, 

Brown】ng-s  wal.shish,  Life\s  Perspective  utterlv  changed. 

Life  made  a  new  Jlfrair  tlirough  marriage. 

Is  It  possible  that  Ave  should  be  born  again  ？ 


人相 擧、 Lomb3so 一 S  theory. 

Jbok  at  the 1 St  chapter  of  Matthew,  a  new  lifo  hps  appeared.  Elasucity  oi 

life. 

In ち. afted  in  the  mighty  life  cf  Jesus. 

Wliat  arc  the  characteristic  features  of  chl.lsc  a life  ？ 

L  Filial  love  perfect  in  him.  Love,  obedience,  trust,  harmony  with  the  will  of  God. 

lie  メ vas  at  home  in  the  world. 

に. 】bvc  toward  man.  Infinite  biessedness. 

Sorrow  for  sis,  our  sins  discovered  through  〇lll.lst. 

4.  Unbounded  hope  and  faith  in  humanity,  Samaritan  woman,  publican  and  sinners. 

5.  Victory  over  sin  and  tls  メ voria. 

說敎略 想  五 二 


說？^ 略 想  五一 二 

He  IS  truely  tlic  son  of  man. 

He  offers  nimself  to  embrace  all  willing  souls  in  his  might. 


〇 Jesus  removes  to  Capernaum,  and き ino- 

ト ，_■  ,  .  .  May  3rd,  】903. 

to  Jerusalem  cleanses  the  Temj>le. 

Nojsc  and  commotion  oi  tlie  ap!>roacllin^  ipassion,  Ipeople  not  quiet  cnougli  for 

Jesus  reverence  toward  Jerusalem,  wis  observance  of  the  festival. 

On  the  road  to  Jerusalem  what  memories  throng  to  him. 

■old  he  stop>  near  Bethel ？ 

(see  Dawson  tlic  man  Jesus) 

途上に 聖 殿の 噂紛々 と 


六十 錢社 稅。 兩替の 手數料 時として は 十六 錢。 

鴻 羊の 專賣。 他に て 買 ひし もの は rejected. 

，rho  friend  cf  tl】o づ0<>1-. 

Jesus-  InchJ^nrttlor-. 

住 屋の內 儀の もみ うら 小袖、 地下の 百姓の 血の 淚。 

盗人の 棲 家。 

索 をな ふ Accustomed  liand  ！  . 

strength  of  mol.ality. 

reol,)le  syni loathing  witli Uic  conduct  of  Jesus. 

T_empICJ  fuithonties  timid  I 一 eforc  Uic  o^-^^c«-ro^  of  Uic  righteous  111(1】 ち lation. 

T-tlen-  l.enlonstl.ancc. 

Jesus"  reply.  rr】cst-s  are  destroy i ヌ l^itlle  temple. 

説教 略 想  五 二 11 


Til  oil  in  sin  f 靈 I  E  into  the  lie  a  II  I. 

Arc  wc  destroying  the  temple  of  God  ？ 

The  church  of  God  is  i.  ft  The  invisible  01. 


s 1 さ 

Salem. 一 


in  he  I Ifi  i  il  f  vicinity  of  J 華 


Mli  of  his  lly  went  I  to  PIPS  to  Nazal  tls 


〇 Jesus  iiud  Necodemus. 

John  IIT.  T15. 

Necodemus  comes  to  Jes-S  by i ヒ ght. 

His  attic.  CI  is  a  tel.  tf  16.  I. 


Natura  iz:ition  nrnon^  tlio  Jcnvs. 

Tllrowin^  away  of  prestige  a-nd  old  usages,  sxm.ltllal  radicalism. 

A  New  start.  Is  it  possible  ？ 

Re^cnerption  is  aii ilnljlantinw  of  p l】ew  principle  of  lo.ve,  an  ^stalDlisllmcst  of  a 

Godwjird  relation. シ fan  becomes  Gocl-lovei*  ！ 

How  can  theso  tilings  l-c  ？ 

.whlcn  one  is  okl ？ 

Th-is  qllest-:r5  taiccn  in  two  senses  ？ 

1. ま isatisfied. 

に. T-00  advanced  in  sin. 

父の っ^ れを つ しら ひし 娘 跡 を 兌て 奮起す。 

說 敎 略 想  五 一 五 


!tc§lcl.at-10n 】s  <i!o(rs  action. 

T こ lovo  ("0(1  is  t こ let  二 0(1 love  lis. 

メ Vliat  一 )2 スョ .1 ゥ of  Xccod ゥョ us  ？ 


つ All  Unknown  Meat. 

John IV.  32. 

世 は艱み 多し、 善事に 疲る、 望み^え、， 勇氣 沮喪 せんとす。 

The 1 f-t  temjwtation  of  dhrist  iii tho  wiklncrncss. 

JJCStl.nv  this  tcml-T  a ヨ 1 1 will  biiild  it  in  tlll.cc  days. 

Tliomns  ^Boston  nii 二  his  二 ofol.nlo(一 ニニ 1-1. 

Jncol^s  well.  Tlic  circunistanccs. 


五 


Ho  was  s.ly  ii  f,c ョ Jcu.iles. 

His  ii  i  f 】 一一 に 一 c  hi 一層】 ity 

厭世、 IS 己、 

何ぞ傅 道に 吝げ なきや。 

播 くもの？ もの 共に 富ばん、 雨ら Q 勞 せざる ff せん として 雨ら を ぼす。 

HolKlality  of  work. 

XI。  of  being  sent  by  Co (一，  Mk,i§. 

】n  at-sl.dallco  with  Goers  will. 

(」o 二- s  work  is  being  finished. 


〇 Fatherhood  of  God  i  Atone ョ ent. 

lllod  cf  God  is  a  tel.,  a  II  stf  of  rcif  iss 

J^ut  the  temper  should  correspond  with  reality. 

^  ^  ^ 想 

五 f 七 


？ -  ^ 想  五一 八 

If  tllel.e  is  a  father  his  heart  must  break:  at  the  S12.ht  of  sinning  and  b-leeding 

Is  the  sutrerin^  of  Christ  the  SUArerln^  of  God  himself? 

Eternal  sonshi づ of  Xst. 

Filial  relnticn  in  the  Godhead. 

Gknl  is  in  p  special  sense  Clinst ビ father. 

Is  the  maker  of  tlie  universe  tlic  Father  ？ 

01-  Did  the  ； Father  create  i け ？ 

BelK-vel.s  become  t】le  cllildl.ell  of  God. 

Universal  iPatlicrhood. 

AntK-lpatlllg  nil 一 1 undosel-vcd,  foi お Ivlll^  and  cdllcatll,!;.,  colnmllnicatino-  and  draw- 


Jlonce  the  work  of  redemption.  . 

Tlio  cross  of  Christ. 

Jts  place-  ill  Christianity. 

A l.evehuioll  of  God. 

「rlK3  cross  the  Justification  of  sutTel.hlg.. 

Victory  over  sin  and  death. 

cclnp 一 etc  fiiUillrnent  of  divke  vocation, 

^ 教 略 想 

五一 九 


說 教 ，x 想  五 二  Q 

Perfect  accord  with  God 一 s  will. 

Tt-lTiblc  di;,covel.y  of  man ビ i. 

Perfect  l.cflHzation  of  the  hunmnity.8  sonsliip  tow§l tho  (livino  Fatherhood  as 

tl-0  fountainhead  of  a  new  and  a  glorious  race  of  man. 

A  solemn  anil  perfect  response  to  (kKrs  Judgement  of  the  world. 

silcl.iflcc—bl.okcn  and  contrite  spirit  tl 0  -lost  appl.opl.ipte  sacrifice  of  the  S】=IU】 

I ョョ. 

ISul>jcctivc  and  objective. 

〇 The  Samaritan  Woman.  May 17, 1903. 

Johu  IV. 1120. 


一  cn. ョ二 nstgcs  iindor  which  Jis  k-ft  Jud(-a  for  sang.ia. 

Jlo  must  needs  through  sanlal.in. 

Bring  wiicd  he  sat  on  the  ictioll  of  Jacol/s  well. 

What  a  csisation  ！  Ho ミ dif  .ent  from  the  usual  idobata  kigi  ！  The  art 

a …一 morality  of  snvel-sation. 

T】K-  .1  cf  Samaria,  I§  miserable  life.  一 t  she  see ョ s  to  be  iiif  2】t  and 

li さ t  hoal.t で 二.  .slat  a  shallow  optimism  ！ 

f き p  f  of  tho  In  and  converses  with  her.  All  tl.(>  (livh 一 ity  ap- 

peals for  the  time  to  be  absorbed  in  thi.s  poor  cl.eatllro. 

The  0i  takes  lantf  of  the  ociion  to  Igkc  p  taunt  on  Jei. 

五 二 一 


教 略 想  五 ニニ 

Jesus  does  not  explain  his  But  tells  lier  tl:5t  slie  THil l>e  g-lad  to  pre- 

sent a  ^Hop^^^.  Tequest  lierseli.  When  we  dwell  too  inucli  on  our  trifling-  deed 

done  for  GOP  a.s  Tve  ru.e  t:oo  l〕l.one  t:o  ao, leti  us  titnuk  of  we  have  to  ask;  of 

God. 

Ignorant  of  tliG  gift  of  God.  wnlat  God  intends  for  man.  I\Ian》s  SJPil.itual  capa- 

t>ilit-y  of  Eternal  life. 

Tlie  li\-irl2-  water — Htel.llfll  lite. 

1. T-110  t ン verlastis^  goodness  whicn  l.est}  on  agreement;  complete  ruicl  flnnl  with  God. 

2.  T-lle  everlasting  gladness,  Uie  jprojxr  erace  cldwn  of  Goers  clllidl.en. 

時として 此の 如き 希 §lf: 起らざる に 非す。 然れ ども 入 生の 實驗に 冷却 せらる」 を 如何ん せん。 

Tho  taiowledge  of  Christ-  is  inclispensaTble.  Tlie  malefactor  on  tilie  cl.oss  Ibegan  t-0 

jpl.ay  for  the  living-  writer  when  lie Imd  obtained  a little  ms】gllt  into  the  l〕el.son- 

ahtv  or  Jesiip. 


The  wonirin 一 s  attitude 

； Sir 

】iut  she  hesitates  all.d  (Icmbts.  What  does  Jesus  mean  ？  Is  it  a  better  kin 二  of 

water,  a  superior  メ veil  spring  ？  or  is  it  something-  higher  tliaii  water  ？  and  then 

who  IS  this  man  who  speaks  iii this  メ vay  ？  Is  he  really  serious  ？  01- does  lie 

iiiten 二  to  humble  the  spmal.itan  ？  wilt  something  p^o^-^  the  str§gc-r  has  dis- 

posed h<n-  to  ii  reverent  feeling  and  lias  aroused  her  to  inquiry,  and  so  her  l.e- 

Jil.s  reply. 

デ. -  we  appeals  to  sad  experience  and  disappointments  of  life.  Those 

i-o  find  th2r  well  springs  in  money,  in  gciiety,  in  youth,  iii vice  must  thii ま 

wilt  the  water  which  Jesus  gives  ！  It  is  ever  advnnciiig,  spl.inginfv  up  into 

說 敎 略 想  五 二三 


^  0  ^ 想  ョ -p 

everlasting  life.  Again  thcovompn  answers  "  Give  me  to  dl.mk  &c. 

She  is  still  doubting,  becomes  almost  sarcastic.  .There  is  a  kind  of  hope  and  a 

^ of  leal-. 

へへ Call  thy  Imsband  and  come  hither 一- 

I  have 110  ^s^^pp^  " 

Tnle  misery  and  sin  of  her  life  laid  bare.  Her  life  was  reviewed  in  the  sight  of 

God.  Jesus-  knowledge  of  her  life  induces  her  to  sulTendel.. 

*~  Sir,  I  pel.cieve  that  thou  art  a  proplieti  "一 

A 1  リ rophet  is  a  Messenger  of  God,  his  spokesman  to  mail. 

A  doel)  feeling-  of  religious  needs  rises  m  her  heart. 

New  Jerusalem  aiitl  Mount  Gcrizim  becomes  licr  l〕l.oblem. 

Kvon  iiow  people  say  wc  ought  to  have  religion  for  one  thing—but  which  ？ 


*~wonl:lll,  l)elic づ e 】nc  " 

O  tlio  onriiostiirss  and  anxiety  of  tlic  tone  ！ 

" s;-lv:lti()n  is  of  the  Jcsiis 一- 

Xst  :ln(l  coiiiparatn 、つ religion. 

此 光に 接して 茫然 爲す所 を 知ら ざり き。 

-へ I  kiiow  that  JVTcssiah  conietli " (*^c. 

Jesv-S  saith  lllltc  her 1 tli;it  sp。akoth  unto  thco  P5  hp 

-Thus  IIo  discloses  liinisdf  to  the  poor  woman  of 

"WTiat  a  cliangc  m  this  woman  after  this  conversation. 


〇 ，rjle  Cliild  Element  in  Xanity.  May  22- 183. 

Liikc  XVriL IG, 17. 

說敎略 想  五 二 五 


說 想  五 二 六 

People  say  we  man.  , 

〇llr】8t  say  wc  a  cliilcl. 

1 詩人 子供の 時樹栴 天に 達せし と 想像せ し を 記憶し 慨然と して 歌 ふて 曰く。 . 

r It  was  fi  Childisli  Ignorance.  But  now 一 tis littlo  Jov. 

To  Know l^m  farther  ofT  from  Heaven  than  when  I  was  a  Child." 

孟子 曰 夫 大人 は 赤子の 心 を 失 はす、 

11 朱 註に 云く 是純 一 無 偽の 謂 ひ 也。 

A  new  start  in  Lifo  ！ 

Is  it  possible  ？ 

But  what  arc  t】lc  child  elements  in  christian  Religion  ？ 

I.  Fl.cctlonl  CI  soiiship,  】llilult 二  and  f;lr-16acllinw  l.e^llnllity  in  honie  life.  Bufi  w ゴ at 

a  consciousnpss  of  f-polltanllity  and  liberty  ！ 

Fishes  m  water. 


Irhc  atonlosphcl.ic  IJl.cssuro. 

Is  th】s  world  a  calnl) 

9* 】_s  it  a 】】omo  ？ 

Childhood  is  clastic  and  variablo.  . 

T.  NatiiniliKss  ami  simplicity. 

僞 爲天眞 爛漫。 國 意考。 

pf  if 崖の f」 立て 自ら 謹して 戰ひ 勝たん とす。 

0!  f  , 雾 I.  11  .  oof  i  r 

si き f  i  .f  r  .  i  旦 ぎ f 

soul.  "  J  5 ゥ § け】 s  P2ver  of  the 

cg>s  liivei  a„a  it£  of  I  f 


we 


】s 


constantly  of  of  f  I】 hef  ip 

說教略 想 

五二七 


說教略 想  五 二八 

A  sa-n  who  sell-sptisned  witll  his  own  Httlc  liie  c-oul(l  not  t>e  rel お Ions. 

宗敎の 本質 は歸依 M あり。 

rpthcrly  comnlLsslo ご. 

Consciousness  of  div ョ o  authlol.itv  is  a  powerful  resource  of  c-oul.age  an(l  Inde- 

pendence. 

BrownlnJ^S  instance,  IVrranus. 

忠義 は 子の 本分な り。 

" 〇nc  novel-  amounts  so  high  as  wlien  one  l^noAVS  30^  wne け her  one 】s  golnj^  - 

— O03WC11,  quoted  in  Martinealys  Hours  of  Tlioiight.  II. IP.  Ipl. 

IVfaiVs  unreasonable  demand  is  impiety  and  atlicism. 

VI.  Humility. 】 丄： quality. 

公子 王孫、 乞食の 子と 嬉戯す。 


神の 国 rlJTM  I き： . f  I , ...  f . 一 

示の， えと 間 はくま ま 中に 至 さきと 皇み 得ん や。 . - 

VII.  KXIii  i  f 一一 一 I 三 f  一 

ョ  一. 二-  ン-】 ミー IC II ま of  h-fo  . 

f  r き 一 .1 ぎ き f  I 一  |_  f  I  。一  I 

g ビ if  i  g  f  if 

<】 口.  if0  of  (.hil き 00( 一.  . 

『我ら 今 神の 子たり 云々』  - 

捿守 道 德者 應 一 時 m 霧 凉萬古 ffi  I 

萬 古 之窭凉  、、お ノ^ 特タ之 物 身 後 之 身 寧受 一 時 之 寂 〔霧 勿 取 

中 江 藤 樹の孝 論考 ふ 可き 也。  一 


： お 教略想 

五 二 九 


-說ぉ = 心  五 Ho 

〇 The  World  and  Its  Destinv.  23,  J903. 

I  John  II. 151-17. 

メ Ve  are  made  to  love  God,  endowed  一 vith  spiritual  possibilities-,  destined  to  be 

heirs  of  God ビ eternity,  wc  arc  grovelling  in  the  far  country  feeding  on  the 

sine ビ husk.  、  God  and  Ivrammon.  God  and  world.  Shall  we  fear  man  more 

than  God  ？ 

jonn ビ Mdl.ds  arc  especially  addressed  to  youths  of  the  day.  Watershed  of  hu- 

man life. 

And  what  is  meant  by  the  world  and  the  lust  thereof  ！ 

11 お world  ill  its  normal  state  is  not  bad  nor  to  be  desDised. 

Flesh  is  made  the  altar  of  divine  sacrifice.  The  body  of  Jis  stretched  on  the 


iss  is  the  I  cf  if  i  f  I. 

§ii  二 房 i.  Iff: ぎ # 花 >  の 謹。 

il .  if  i II A 11  If  一  r 

H 一一； -  i  a  i- 【き I  ，  i  I.  it  is  .  I  01 ,1 

a  If , ,  f  I II. ぎ I .  or  h 

f  Co (一.  The  i  of  tho 寒 1(一.  f 

IJ つ that  doeth  the  will  of  二 od. 

The  love  of  God  le  the  gov§#  t  a 一き. 

Liic  in  God ビ 


說敎略 想 

s 1 


說敎略 想  I 一 

-seek  yc  first  the  Kingdom  of  二 0(1 and  his  righteousness" 

Not  niero  submission,  sit  porcoption  and  admiration  of  divine  excellence  cf 

authority.  What  a  glorious  thing  to  be  tlK3  sons  of  (； 0(一 ！ 

Look  oil  the  life  and  cha§ctcr  of  Jesus. 

ITT  No  -Ian  can  sorvc  two  masters.  Love  of  Uod  and  lovo  cf  tho  wol.hl.  Love  is 

a Imramcunt  attachment  to  one  object,  conjugal  】ovc  is  consistont  with  good- 

will toward  pll,  but  ll:t  with  al>s:rl 二 i お attachment. 

IV  Tlic  wcl.ld  and  f.  hist  thereof づ asseth ミ vay こ 

Transitorincss  of  tho  world. 

IndividiiaLs づ ass  away  :ln(l Uip  world  als(>. 

赤 壁之賦   


A-《l  i  tl ョ hist  of  f  二 Is  i ベ 

！  I II  i  一一 ot  satisfy  us,  Icvi 一一 g  I 一一 一 t loatlt  to  love. 

The  llity  of  it  一 i-  I  I  •  i  cut  cf 

ti-li 一. 遊戲者遽 かに 戰 場に 出 づ。 出水の 用心と 火事 き. 

spirits  i 一  15V つ. 

V  J ま ^  that  dih  tho  メ vill o£  i  9i.  fori.. 

He  t  i  s き si ぎ 一一つ §s  pit  I. 

: ，つ ご r  is  the-  climax  o£  the  worldly  nmiVs  misery, 

VI  Tho  lovo  of  (；od  is  I 11 二 iim.  is こび ま 二 

Transitory  lect  is  §ly  (me  side  of  i lilc. 

之に 偏す る は 弊な り。  i 一一 一 

說敎略 想 


說敎 IS 想  五一 一 IS 

新約 は餘り 之を說 かす。 

If  you  persist  yoii  will  not  be  your  father ビ child. 

T-llis  is  tlic  inost  fearful づ llnlsilmcnt  oi  all. 

O  to  love  God  is  tlie  greatest  love. 


〇 The  Light  of  the  World.  IMay  24, 1903. 

Matt.  V. 14. 

We  must  consider  in  the  1st  place  tlie  fountain  of 1 お lit 】s  the i に ol.d  Jesus* 

AS  lie  IS,  wc  are. 

John  VIII. 12. 

11.  Con.  IV.  G. 

carrying  tlic  light  and  1>ゥ1ーぉ tho light. 


sun.oml(le(l l-y  ；三二  一)； i ニヨニ  i 二 light  y。t  not  penctl..atcd  by  light. 

燈臺 もと 暗し。 

What  Ls  to  】-ave  light  i- 一  i 一 s ベ Noble  and  worthy  thoughts  of  cod,  ？ f  ful and 

conndi- 一 a (一 一 一 031C0  to  Christ,  lovh 一 g  ami sdf  simcing  impulso  toward  m§, 

lllcvil お 1-p  g(一 (一 owl) tho  メ vorM  in  our  persons,  setting  the  modd  and  form  of 

oin*  own  life. 

Arc  wc  aware  of  our  defects  §(一 shortcomings  iii a  sufncient  degree  ？ 

Aio  tho  nature,  beauty  PIKI  Avol.th  of  goodness  in  in  nature  lustre  bv  our- 

Al.o  wc  stirred  by  them  far  from  any  earthly  ambitions  ？ 

Have  we  fresh  discovery  and 1§V  interest  in  the  love,  a-  grace  cf  God  and  his 

son  Jesus  Clirist  ？ 

JVloral  gocdnoss  is  the  coliqllenco  of  this  i ヨ vard  shining  of  Christ. 

0  0  ^ 想  五 i 


お is  i ハ 

c let  US  juimit  th (- light  into  clll-  hearts.  Let  it  penetrate  into  the  depths  of 

〇lu.  souls. 

明 は 一 に 生す。 

Singleness  and  siiicority  ()f  purpose  and  motive. 

IJllus  we  pre  enabled  to  be  the  light  of  th(！  Avorld. 

Are  we  Christian  in  joy  and  SCH.l.cnv,  in  sclf-sacl.incc  and  patience,  in  the  llnsn- 

querable  spirit  of  goodness  and  lovo.  Shadowy  ami  dl.eamv  images  of  divine 

Idca-ls. 

Realized  in  Christ.  But 〇， whnt  p 『ゥ at  hcll)  if  it  is  J.calizod  iii us  ！ 

、rhe  world ン vill  be  illumined. 

What  is  tlic  world  ？ 

Is  It  to  Ic  taken  in  the  sense  of  fjll-  distjlnt ン vol.Id  ? 


K.O,  m  home  an(一  chuirli  too. 

■IIOW  (l】frlclllt  to  l>e ligtit  there. . 

r  .Let  yclll-  litrht  sliiiic  -》 

隱 すを務 むる 人。 

C  LorcTs  Prayer  and  the  Essence  ()f  Cliristiaiiity. 

T?hc  Life  01  Jesus  was  a life  of  a  ccntinllous  prayer. 

-,. Liic  (hsrlplc  was  thcl.clby  Induced  to  ask  .Testis  to  tc?icli  tlirni  】lo\v  to  pray. 

1)1(1  they  pray  ^c^c^.o  this  ？  • 

】f  so  why  did  they  psk  to Ibc  t;i light  ？  Was  there  something  different  from  tllo 

prayers iii づ ogiie  ？ 

說 敎 略 想  五三 七 


說 教 略 想  五三 八 

J け is  liuman  nature.  Praying  ani ョ nl. 

Cliietly  because  Jesus  prayed. 

Prayer  is  religion  in  action. 

It-  is  the  excercise  of  man ビ whole  spirit.  - 

Inol.i  etymolosilcally  explained. 

" Our  ！ Father  in  heaven  : 

God  in  adoring  contemplation  of  liis  human  children.  It  is  mil  of  pspll.mg  l.e- 

lofty  !>l.aise,  tendel.est  love,  submissive  loyalty,  and  In.otllel.Jy  feeling. 

Is  not-  Uiis  elemer-ti  lacking 】n  oul- ； prayers  ？ 

p  wallowed  be  Thy  name  " 

，rllc  〇hal.flcter  of  God  as  manifested  to  us  reverent  l>y  cherished  and  is  to  t>e 

realized 】n  practical  life. 


" ！ -lly  Kingdom  come  " 

Iti  is  a lofty  privilege  k>  Is  concerned  in  Uie  atlall.s  of  (Jocvs  Js-ln^dom. 

Ileavcrfs  sttitesman. 

ブル ンチ ユリ 氏の 國家 論。 

If  it  l>c  our  will, wc  must  feci  quit つ Imcel.ta ョ. 

へへ Tliy  will 1*0  clone  as  it  is 】n  ^5P<03.-^ 

Are  man 一 s  ideals  all  of  dl.earny  nature  ？ 

weavcnlv  reality  is  a  solid  rock  towering  ftbovc  the  ever  Clmllg5^  wpves  of 

life. 

Not  our  wills,  Init  GocFs.  . 

" Give  us  this  (lay  our  daily  t-rend  " 

AclolowlecJ cement  of  our  {dependence  on  God. 

Life ビ sustenance  considered  as  tlic  ^Ift  of  God. 

Trustfull  reliance  on  GooTs  fatherly  care  and  protection. 

An  0utpcml.in2-  of  filial  piety  and  its  o^c^o^c&o. 

說 教 略 想  五一 ユ九 


說敎略 想  五 e5 

Not  0\<er  anxious  for  tlie  future,  daily 一" 

Food  and  living  considered  not  as  supreme  object,  "Eat  to  live,  live  not  to  eal: -， 

A  heart  sootlllsg-  l.c5】n】scences. 

八！' 曰ち、 

wread  and  ^^^^^^0^.  Syml51  of  (Jocrs  ^l.ace. 

-  Forgive  us  our  del>ts  as  wc  forgive  om-  dclbtors  *》 

Senso  0【 sin  .as  Uic  rmtural  consequence  of  forgiving  prayers. 

Oiir  s ョ s  are  to  be  humbly  acknowledged.  Sin  a  concern  between  God  -and- 

man. 

Forgiveness  among  men.  Is  二〕 c  same  ulillj^ け l.ue  between  God  and  mnn  ？ 

" IjC ミー lis  not  into  temptation.  But  deliver  iis  from  c づ il." 

Devils  are  under  tlic  ccntl.ol  of  二 ：(一 ビ sovel.ei，l^n  authority.  JN,0  fatalism  in  christ- 

ian ビ  iiionil  world. 


<jo<l  二 oos  二： t  piit  lis  ill : 二 ly  llnlniulnKCP ご 1 つ (二 Ivlllnstjlncps.  sin  is  necessity. 

ill 二 o-rs  wis(lolu  nil 二 15-0  iii te ヨづ tation. 

Jf  wo  niust  I ミ tempted Irt  lis  light  niaiily  a ヨ I loyally.  二 od  caii (1 つ Iivlt  lis, 

moral  hopol-ulln つ ss. 

〇 何の 生く ベ き 甲斐 か あらん  さ P  13. 

世の 政治 界に 無政府主義 ある は ユウ ト ピャの 反對に 出で 社參の 制度 凡てに 失 絶 念した る を 意味 

す。 社會 主義 は 二 ヒ リズムと 異なる。 

生命の 價値論 之に 同じ。 

甲斐 は 効 あるの 義、 事の かひな くば 勇み立つ こと も出來 ぬな り。 かひ，^ しな ど 云 はす や。 

ショウ ペン ハウ H ル 曰く、 (マ ルチ ナウ 宗敎論 二の 七^) 

" Irllo  ； BouikUoss  cliiigiiig  to  life つ； in  not  1)0  attributed  to  lulowlcdj^e  and  reflec- 

tion : in  tlio  view  of  tlieso  it  is  an  insanity  for  tlio  o ご jo§vo  valiio  of  life  p  very 

說敎略 想  五 四 一 


說教略 想  五 sni 

dubious  affair  and  it  is  questionat>le,  at  least,  wncther  it  is  preferaole  to  meld 

existence  :  Nav,  if  cxperienco  and  reflective  are  called  into  council,  mere  existence 

can  Iml.clly  lail  to ン vm.  - 

生く る 甲斐な しな ど 云 ふ もの あれ ど、 自ら 生きて 樂 しむ を 兒れば 其 實言ふ 程に も 有らざる べし。 

議論 を 喋 々する は懷疑 の 否定 に 非す や。  • 

知る も 〇 言 はすと 然 らば 何 を 以て か 五 千 言 を 吐け る。 

生存の 價値は 生存 を 可能なら しむべき 要件な り、 此は 論す るを俟 たざる に 似たり。 唯 だ 其 故 如何 

んと 研究して 心に 滿足 する 所な くばした、 かに 剛健なる 生活 を營 むこと 能 はざる なり。 

たと ひ哲擧 上の 研究に 關 すれば とて、 之を忽 がせに すべから す、 デカルト は 其の 方法論に 於て 懷 

疑の 道德に 及ぼすべき 影響 を 太く 慮れる を るな り。 

世 に は 茶だ輕 薄な ろ滅世 主義者 あり。 

世澆季 なりな ど 云 ふ もの 多く は 己れ を 高し とする を樂 むの 輩な り。 彼ら は 厥 世 を棄て 、厭 己す る 

こそよ けれ。 

哲學害 一 冊の 厭世家。 


佛の 慈眼 を 以て 衆生 を 憐れみし に 引き 替へ、 ショウ ベン • ハウ H ルは入 類を輕 蔑して 世界に 睥睨 

せり。 前者 は 出家 成 道し 後者 は 肉 慾を恣 にせり。 

或 ひ は imrcasoncd  pessimism なる もの あり。 或 ひ は思辨 的に 哲學 上より 此の 見地に 陷れる もの 

あり。 

正義 を 求めて 之 を 得す。 

幸福を求めて 得 や。 

ゲ ニテ晚 年に 言って 曰く、  (in 

れ - 1 ン vill  sny i ョ tliiiijr  against  the つ oiirso  of iny  existence.  .But-  p け ！> こ t.tonl  it-  has 

lK6n  llothilu*-  l>iit- づ ain  and  Ibiinlcn,  and  T  can  pnlrnl  thill- 二 urii 尸！； 5  tlio  whole  of 

niv  7-,>  years  .1 Ir-lvc  iiot  IIP 二 一.mu- ン vccks  of ち Mnunc  welllDelrJ^.  It  js 1 ョ t  二 le 

pcrnetiuil  rolling  of  n.  rock  tlr-lt  inust  bo  l.alscHl  up  again  fol.cvcl に. 

枝 折せ で尙山 深く 分け入らん、 憂き 事き かぬ ところ あり やと。 jeiif を 企て.. r 成らす、 而し愤 慨の餘 

厭世の 境に 沈む もの あり。 

或は 氣質 や、 生理的の 關 係より 來る もの あり。 ショ ベン ハウ H ル の 性質、 幼より 極めて 祌經 質、 

心配して 通 狂 せんかと 疑 はれたり。 病 氣を氣 遣 ふこと 甚だしく 一  時 は 肺病に 非す やと 非常に 憂慮せ 

說 略 想  五 四 一 11 


說教略 想  五 25 

り。 疱瘡、 コレラ 等に 狼狠 する こと 笑止なる 程な りしと 云 ふ。 性 勇氣に 乏し、 一千 八 百 十三 年の 如 

き は 軍役に 驅ら れんこと を 恐れて 戰慄 して 居たり。 夜中 物 昔に 目を覺 せば 匕首と ピストル を携 へて 

走り (ピストル は 常に 玉 込めして ありき) 出で たり。 

lie  regarded  tJic  vast-  Ina-lol.lty  of  Jnanlsld  as  OJthol-  knaves  or  fools. 

口さがなき 評者 は 云へ り、 賊世 主義 は^ 臓の 狀 態に 起因す るの みと。 

或 ひ は 生命 界に 何の 責任な く 唯 机上に 空想 を 事と する より 來る もの あり。 此輩 をして 青天白日に 

勇ましく 立ち働か しめよ。 其の 1^ 世 立地に 平癒 せん。 

或 ひ は 熟々 と 人生 を 觀じ眞 面目に 之 を 攻究して 此の 有様に 到達せ る もの あり。 

トルストイの Confession を 見よ。 

カァ ライルの サァタ ァ* リザァ タス (トイ フェルス • ドロ ツチ ィ) 

，ro  50  tlic  unl^vcrs^  WHS  all  void  oi life,  of  fmrnos®,  of  volition,  even  of  liostility  : 

it-  was  one  huj?e,  (letul,  imnleasul.alble  steam  engine,  rolling  ori,  in  its  dead  In- 

^^^^^.o-.os-.o  to  grind  mo  limh  fn>iii  liinlj.  O  tho  vast  二 oomy,  solitary,  Golgotlia, 

a, 二 (1 mul of  JDoath  ！  . 


Jt  s(-(-l.u。(l  ns  ii 一一 ニニ 二お，； 111 ニー c llrn.v- ニー .s  al;ovt!  M-l 二 115  enl.tll  IKmeatll \v< 二 il 二 

llllrt- 11 ョ： as  if  tiio  Hcav21s  nii 二  二 lo  rju-th ン vcl-e  Ijiit 一-: …一二 less  .laws  of  a  <1{-V こ ur- 

1111； 11 ミ nster,  Wh2.< 二 ii  一, pillpitat-nji:,  waited  to  t>c  devoured,  r- 11 に, IIM. 

Ja-mos  say  (-unosity, i ョ gnarlt-y  :in 二 lioiior  】l.l:iy  ron ニー lor  possiniistic  nlLsglvln^. 

屠獸 所の 事 を 思 へ ば豈 茫然自失 する を 得ん や 云々。  . 

カァ ライルの Kvol.lnsting-  No. 

U 】s  hott.or  to  1><>  s5T:lt-《>s 一 insnXisli ニニ  tli: 二 i to  1)0  a,  pig  ；' atislicd. 

然れ ど も 究竟す る に 此れ 宗敎 問題 に 非す や。 

厭世主義 は 之 を 宗敎上 の 疾病な り と 見做 さ ざ る 可 らす。 

無宗敎 の 動物 は II 世 家た る こと を 得す。 

吾人 は 無限の 信と 愛と を 寄せん と 欲し lilial  feeling  of  dcpendcnco を 以て 字 {.E に對 す。 

然れ ども 天地 は 案外に 感ぜら る、 驚くな り、 周章す るな り。 可愛 さ餘 りて 悪さ 百倍す るな り。 

觀す るに； 大地 は Moral  imivcrso に 非す して JVIoml  multivel.sc 渾沌 界 なり。 我等 は パン を 求む 

說 敎咤想  五 四 五 


說敎略 想 

五 四 六 

造化 は 石を與 ふるが 如し。 

Fan.balrn  says. 

pcssi§.§  is  the  nature  of  a  philosophical  pstost  ngainst  the  idea  that  an  sr 

eth】cal  force 醫 bo  sovereign  §d  ultirgtc  arbiter  of  Clio  personal I  soc, 

ial. 

No  hope,  JS.0  faith  aiid  JSHO  love. 

Love  as  a  if  to  service  is  lost  g(一 havo  gotten  in  exchange  the  emotion  of 

で ity  which  is  more  beautiful  as  p  feig  than  strl  ns  a  helper,  and  pity  wh。n 

it  takes  counsel  of  despair,  iscs  to  bo  beautiful  and  becomes  either  indication 

.1 き (一 02-  ()f き wri,  it 蘭 §t  redrl  or  §5  of  his,  or  it  grows 

cy  一〕  ical i-】 the  faco  of  suing,  or  it  turnes  linsj  dding  ti  I  both 

I  i 匿 一 0 編 PIC  the  pain,  pii ョ is ョ 目 y  }  f 羅 づ ぎ but 

I 】 け 二 i  i づ §ー 應 philanthropy  or  benevolence  (Fpirbairn  "29). 

眞 個の 宗敎に 非ら ざれば 之 を 救 ふこと 能 はざる なり。 


一一 ere  the  (さ ks  r-ppy  as  they  aro  Jillcged  to  I) つ ？ 

印度人 も 始めは まに て t き- 豈唯曰 本人の みならん や、 幼少の 無意 歸 代の S 時 か は 秋と 

なら ざらん。 

God  of  Nat 一  15  i,s  I  .t.  Too  conint  reliance  on  the  showing  of  Nature 

】lio ミき piimist.  This  is  nature 一 s  bankruptcy,  snys  Prof.  James. 

1152-  Li, さ t  ； ind  the  Light  of  Christ. 

トル ス トイ 伯の 經驗 (Jalm メ 】>. 185). 

研究 三年 終に。 

lie  says.  .  Ono  i  i 一.  ca^ly  spl.ing  I  was  alone  in  the  forest,  lending  sy  car 

to 】ts  my.sterioiis  noisos …… why  do  I  look  father  ？ 

He  is  there,  without  him  i 賺 §t livo.  To  acknowledge  God  I  to  live 

arc 應 and  the  s  thing.  Well  then  : live  ik  God  ；  I  tl 層 will  be  no 

life ン vithout  his.  Tli  thero  mdse  in  me  glad  aspiration  toward  lifp 

說 敎 略 想 

五 K 七 


說教略 想  五 E 八 

彼の 生涯 は此 所に 一 變 した. y。 彼 は 農民の 生活 を 採用して 快活に 日 を 送る こと、 たりぬ。 

生る 甲斐 あるに 至れる ならす や。 

.Ahovo  n 二 li で- ml、,l  l 二., 一， 二  ； 二-二  二- ニー 二 l-.y  tli 二 lij.cllt  M】 一 illi-IJ.- こ 一 i tlio  cross  trana- 

f:rms  二 1 二  \v.-l:l 一！  ； IIS:<-r 一， ： 一- lif,. 

Tl-i 一- 】〈 ：： 一-; 三 一 一， S  \v: 一-二 S  ； 

TC im!  to  iivo  IS  (一一- rijst-. ，「こ 二 i<-  is  gaiii. 

一)： 一… -hl-lr  --c^n  ；-: 《一 ll-ImM 二  s 一 irnnii 三 mr£.  Ar:  w,  ll:t,  i--  tr-  - 二 iiiil: 一一-  <-:ll(liti:n  ？ 

Lisu- 一一  t<>  J:l.l-:、s  \v:l. 二 s  ； 

nd 一二  ： 二-二  <r 一二 二、  Jin-  livi 二 attit 一一- Ir  ；三ニ  il-v:lvo  r こ …一 |1<ニ ニニ i £11.  parr  T(：rlll)L 

】s  jiist  Uk!  ？- ニー ョ "Is  It  二 isl--li{!vo  "l-s  far  :-H  "l< 二， io 二  is  二-二 ：1. Not  far,  in  二 lia 

(一 iiHC,  nlllolllll- li  二- 广ニ -tillK  M ち lii 一 Ml、 it. 

一 -{-t-  ILS 三 ov<-  :ll "111 二 IK.-t. 


Hctlrlnir  and  serving  in  the  .Reljglous  I」lfe.  J ョ le  7  二 i, 1003, 

John 】v  39142. 

-The  -\VOIn;lll^:5  testimony.  lie  tcl(l  iiio  all  tliftt  cv (二-  I  did. 

It,  is  very  clifRcult  to  convey  tlic  (locpost  things  oi  tlic  spirit  to  o*」lcr  1KX>1)IC， 

only  tlic  externals  and  vestibules  could Ijc  tluis  commumcated. 

，rhoro  IS  sot  】nucll  of  religion  in  the  woman ビ pronrliiiig.  Slic  merely  二 \V(-It  on 

ニーつ --^p--^o^x  of  personal  insi!.;.llt. 

Ifcw  were  the  pecl)lc  of  sa.nlaria  led  toward  tlic  tl-uo  religion  ？  Tll(-V  pw^oc 

.K,slls  to  tarry  メ vith  tliGn ご aiid  He  al5dc ン vith  them  two  days. 

prlillil) ビ *(  0C50  pnd  sec ご 

T-lle  two  appstles-  first  interview  witli  Jesus. 

、rlle  sfMl.itLml  influence  of  Xst. 

stirring,  educating  (drawing-  out)  cnliglltclllng.,  ftiKi  Inspiring.. 

！ 敎 15? 想  九 


說教^ 想  五：. S 

God  pnd  man  arc  IDOtl)  seen  in  liun. 

Lo^^os  ni tlic  41st づ el.sc  and  lalia  in  tlic  4211(1  vpl.sc  contrasted.  (Godet) 

T"hG  direct  c.ontllct  .with  jesus  is  tlic  only  surest  way  of  spl.itual  enlightenment. 

r、  ； N.2 く  メさ l>ell2d  not  of  tliy  2ying-  J  <^c.  Mcl-C  llcal.say  is  V2. づ low  in 

religious  valuation. 

If  tliey  】】stcr】<l  on  this  Jsin け wliat ン vould  Imvc  Iscome  of  tliem  ？ 

DcepcT  they  went  and  tlic  more  rudiments  of  】-eligious  life  became  useless 

them,  at  length  th。y  were  led  to  knew  tliat へへ T:iiis  is  indeed  the  Christ,  the 

savior  of  tlie  world.:  Hotenological  aspect  of  tlic  Cliristian  Religion. 

How  lal-  did  tliosc  sanlal.itnn  converts  go  ？ 

Perntips  not  very  f;ir  (compare.  Act.  \^nL)  but  that  is  not  cf  5UC11  imDortance. 

Personal  experience  of  Jesus  is  Inucll  needed  nowtulays. 

schlcicrmachcl-  on  spnrjtual  experience,  spiritual stc ミー fastness. 

一 Vhcthcr  lie  t>e  a  sirmer  or  no  I  know  not,  one  thinir  I  kno 一 v,  that,  whereas 


1 was  l>liii<l,  ll(nv  I  sc(>.:  .h 二 In  IX に； 5 

rclycal につ. s  (lying  tosti ョ ony. 

Jsct  in  wcrda,  tnit  power. 


The  Elder  Son.  i. が §3 

M-c-s  X づ 25—32.  - 

How  busy  the  cider  son  and  how  メ vortlilcss  his ン vol-ks  ！ 

It 】s iiot  mere  works  that  cnnables  the  (一 ocr. 

wis  satisfaction  at  tlio  si  morality  -  neither  transgressed  .^0.. 

His  gloomy  yci  of  servitude  the  Lithcr  rogal.dcd  as  p  Task-master. 

A  kid  PIKI 匿 king  mclTy  with  f-.iemls  the  best  thing  in  the  ml.  Kis  envy 

at  tl5  fatted  calf  for  the  yoiiiiger  blether.  、 

lie  Avas  ever  with  his  father  but  mostly  absent  from  him  at  the  „sic  time. 

Lnck  of  appreciation  of  tho  father ビ i.ollowship. 

Tho  younger  brof  1.^-  absol〕s〇  from  the  father ビ house  was  the  saddest  thil】c. 

說敎^ 想  • ， . 


教略 想  五 五 II 

tll(- メ vorl(l.  Biit  tlic  cider  son  「1X21  lii.s  attention  nlel.ch,  on  tlic  joys  of  his- 

licentious  life. 

All  that  tlic  fiitliers  lias  is  his  by  riglit  and  as  a  niattor  of  course.  】Jut  ho  did 

not  appropriate  tlic  l>k\s.,ing. 

,「).  TIK-  clll.istialls  llcl.itflj^c  of  ； -11  things  wlicn  tlic  world  is  l.c^Jarded  Jid  二 ckUs  it; 

(fill 二 一う 一-一- llv  ilppl.opl-iilu- 二  by  his  childroii. " (ilvc  us  this  day  our  daily 

1 雲 1、 

I  ror.  III.  21, 22,  23.  "all  arc  yours  一-  t. 

LC3SS0】1S  of  the  Moiiiitaiii  Ascent.  Aug. IG. 183. 

Exodus 】 二. 】  —  r-. 

詩の 百 二十 一 バビ 口 ン の囚虜 故山 を 望む で 泣く。 

春 日 山と 仲 麿。 

山と 愛！：。  . 


山と 宗敎。 ホ レ ブ。 へ ル モ ン。 ェ リャと 山。 

耶稣と 自然。 

須 走より 富士を 土む (晴天) 其の 姿、 山 光 天に 輝く。 婆羅門 敎の 比喩、 高 i がの 不平、 然れ ども 天の 

靈 霧に 彩らる」 と 云 ふ を 以て 慰めら る。 

霧 晴れて 群 山 皆 小。 人間の カ何ぞ 微弱なる。 

軍備 擴 張と 富士喷 火坑。 

山 未だ 成り 出です 云々。 山と 永久 不變、 山より 祌、 山の^し き邊 りに 於け る 道 者の 六 根 淸淨" 

富士の 朝日、 日出る 時 山腹の 道 者 一 齊に立 止り て沈默 す。 其の 景色 を 叙す。 

1ニ1 つ lllrmite  energy つ xl:5n 二 ing  and  all  victorious. 

日 は 山 を 祭壇と して 天地の 祌を 祭る に 非す や。 

山の 用、 空 氣を淸 め 土地に 灌漑す 平原の 單調及 不潔、 宗敎亦 同じから す や。 

山の 一 部 如何に 醜き や。 

登山 爆 失望す。 

行路 難、 徐々、 休息。 

說敎略 想  五 五一 一一 


說教略 想  五 五 s. 

〇 人の子、 神の 子  Oct.  9ニ904  k-hlbancho 

IVLitt.  X.S 13  Mark  XH  G 

人の子と 謂 ふ は 耶穌の 最も 愛せられし 稱呼 なり。 

此 はメッ シャ+ て す ものと は聽 くものに 理會 せられざる や。 メッ シャ たる こと は 弟子 等に も漸. 

發 表せられたり。 否 之を隱 されたり。 然れ ども 人の子なる 名 稱は當 初より 用 ゐられ しなり。 

人々 は 我人の 子 を 誰と 言 ふ 乎、 此 もメッ シャと 人の子と 同意義に 人民が 解し 居たら ば 斯くは 問 は 

れざ りしなら パ。 廿： ハ はとに 角、 此の 稱呼 耶穌の 精神、 メ ッシャ たる 使命に 包含 せらる さ 或る 重要の 

點を表 はした る を 疑 はす。 

1. l(lcntiflcatIoll ン vitli  0111-  hullla-nity. 

Phil. II  7—8. 

狐 は 穴、 .S の 鳥 は 奥^り。 され ど 人の子 は 云々、 宛 かも 貧しき ものに 向 ひ 我 は 汝らの 兄弟な り。 

我 も贫の 何もの たる を 知る と 云 はれし 如し。 

Luko 1A に！ 2.  T-o  n-11  who  know  what  suffel.Jng;  JUKI  loneliness  su.c.  lie  would 

sfiy  I  a-ln  IM.OUICT  n-ml I  known  it-  JiU 

Mutt.  XII  32. 誤解 讒 妬の 苦痛 は 耶穌の 熟知す る 所たり。 


に. lit-  IS  二 ic l.epl.cscnt-atlv(〕  ninn. 

耶穌 人民 现 想の 實現 也、 希 利 厄 人 も 希 伯來も も 女 も 耶穌に 於て 各自の 理想に 接す。 

Mark  II  27,  28. 安息日 問題、 淸日は 人類の destiny を 達する の 方法 也。 

然るに 耶穌は 此の In: 的の 實現 也。 故に 此方 法の 如何に ffl ひらるべき 乎を定 むる の權利 あるな り。 

Mprk  X  4」. 模範的の 人。 

Liiko  XXI  3G. 汝の實 現が 理想と 對 せる とき 恥 かしから ぬ樣 せよ。 

耶穌は 人の子 也 故に 其の 德は 我ら を 鼓吹し 慰藉す。 It  is  a  promise.  It  is  a  prophecy. 

" ン Vliat  liath  inan  (lone  tllpt  iimn  not  undo/- 

Since ご c(l け0  nian  Imth  grown  so  】l】an  akin  ？ 

what  015  true  man  has  b。cn  other  men  may  with  some  rcnsoii  hope  l-v  GocFs 

^^-poo  to  l>c. 

3.  Inhcl.lal  inan.  Jesus  Lordslii づ. 

耶穌 後の 榮光 を談 すれば 自ら 人の子と 稱す。 曰く、 人の子 其の 使た ち を 遣さん Matt.  XXIV  31， 

人の子 父の 榮に 於て 其の 使と X もに 来らん。 

人の子 榮の聖 坐 (みくら) に 坐 せん。 

汝ら 人の子 能力の 右の 手に 坐す る を： るべ し。 

說 敎 略 想  五 五 五 


說 敎 說 想  五 五六 

-Tile  oo^^^op^  had  closed  itself  with  garments  oi iniuiliood  for  us  find  for  our 

salvation.  And iii the  exalted  Christ  our  manhood  メ vns  to  ^0  tpl:en  up  to  Uie 

throne  oi  God  to  l.eJgQ  there  lor  e づ er  and  join  heaven  and  cal.tll  togather  with  a 

l>ond  that  could  iievei*  be  lb  1.01〈er-. 

人道の 將米、 ダ 二  H ル書、 人の子の 植カ、 獸カを 鍵す。 グ 二  H ル の 七 章 

He  IS  touclied  Avitli  our  Infh.lnitles.  Ro. 

Heb.  I づ 15. 


〇 One  sou  His  メ Vellbelcwed.  Oct. 17, 1904,  Ichibancho. 

A little  window  whicli  oiDens  ujpon  wide  spaces I these  words  admits  us  tx> 

the  self-concciousness  of  Tesus  I-  h"s  own  concelltion  of  his  relation  to  God  tind 

man. 

神と 耶穌 との 關係は 

1, 、 唯一 無 一 一。 最も 大 いなる 豫言者 も 僕に 過ぎす。 

共に 跪きて 祈りし と兑 えす。 


我が 父 乃ち 汝らの 父、 吾が 神 卽ち汝 らの祌 に 昇る。 

一 一、 A  pel.frct li ョ-ョ oiiy  ami  sympathy.  :?tlw  I  know  that  thou  kiwi ヨウ always. 

Jolln  XT  42. 

我 in 一に 皮の 心に かなう 事 を 行 ふ、 ヨハネ 八の 二 九- 

傳 道の 初めに 曰、 

"二  must 15  about ョ y  father 一 s  business 其の 終りに T  一一 pvc  glor:lie(l  thcc  on  the 

c ョ .th  .  I  have  iinishl  tlio  work  which  thou  gavest  -1c  to  do."  John  XVII  4. 

AVaiitii お is  —  .what  ？ 

slimmer  l.cdllmlallt, 

I  whi  is  the  blot  ？  . 

weamy  tho  world,  yet  a  blank  all  the  same, 

I  Framework ン vhk-h  waits  for  a  picture  to  frame:  ； Brow ョ ng. 

此 意識 耶穌の 慰 又 力なり。 

. ^の 手を切られ たる 城 中の 深き 井に 非す や。 


說 教 g 想  五 五八 

John  Vin IG. を 一 請む。 

此の 意識 人の 方面に 於け る を 見よ。 

Eagorncss  of  God  to  cbtilill  fruit  from  the  lives  of ョ en. 

僕 ども 更る/ \來 る。 

終に 其の 子 を 送る。 

incarnatioii と 伸の 愛。 

耶穌 の 譬喩 に 於け る 人の 無 道。 

いざ われら 共に 論 はん ィザャ J IS, 

u  ： 二-ニニ ig 

<  -- 二三 ol-t- 

VV1 ョ 1-  一 sny  chn,-.t  is  (； c 二  ；… 二 ョ y  clnist  is  (；： 二，  I  have  sai(一  all  things, 

(ョ II say  iio  more.:  salm-d  Rutherford. 

All  things  aro  yours  and  yo  al.c  Christ ビ ； and  clll.i.st  is  二 od\s. —— I-aul. 


o  、- .FCC3( 一 ing  cf  500P  Jan.  S, 1905.  Ichibaiicho. 

Jolin  VI 1—15.  IVIark  VI  31I4G. 

ガリ ラャの 湖畔 靑草： m 覺 むる ばかりの 高地 ョ ルダ ン 河の 湖に 水溉く 所に 平民 的の 宴 を^く。 

從來 の經過 人心 をして 耶 穌に歸 向せ しめたり、 民 四方より 群り 耶穌の 許に 參 集す。 

何 放に 此の 奇跡 を 見る や。 Mark  VI  34. 

馬 可 を 兑れば 人 Cif は 自ら 何とか 工夫す る こと を 得し 也" 然るに 此の 救 ありと は 何らの generos- 

ity ぞ、 窮せ ざれば 救 はすの 誤り、 飢 ざれば 給せ すの 無情と ST 

然し 此 よりも 深く 考 へざる 可ら す、 耶穌の 心に パスカル feast の 近き 自己の 身上に 付き 感 いと 

切なり。 

其の 感謝 は rasdial  feast に 於け る 家長の 擧作也 Symbolic  action. 

The  rrnrilcjc  a  sornion  and  p  text  for  a  comhl^  ^l.cat  sermon. 

，rllo  31「a (二 c  was  p  ； -llagclnent. 

說 0  ^ 想  五 五 九 


說敎 IS 想  五六 〇 

之 を 今日に 適用す。 

日本の 今日は 此の 事 實の好 illustration 也。 ダビデと ゴ リャテ 武士 t:^ の事賴 母し き 事 „ 

ひ ometh ョ I？  must  be  brought  to  Xst  tho  problem  is  to  be  facod  franklin つ ss. 


宗教より 見た る 世界。 

登山の 擧ぉ、 同 醫士、 同 敎師。 

ByroiVs  lines  on  the  gladiator. 

七 雷の 歌。 

富士の 朝霞。 

一 V9k ョ tho  vineyard.  The  world  is  a  carefully  cultivated  field. 

How  tJic  hlcolu.cr 】s  paid. 

Tsatul.e  is  liko  a  friemUs  face. 

品性 を 鍊る所 n 々 の 仕事 我 を 天 使 若く は .惡 魔に す。 


1^ 看 ning-  on  Lazis. 

、- Tho  world  is  not  a  labyrinth. 

Religious  signmcai  of  the  material  universe- 


〇 Trust  cn  God. 

wrotherhoocl  of  JMankind. 

piltlllil ざ I き of き I  If. 

Parliament  of  men. 

^0 の 律：？ ci.  inner. 

神 國の氣 風。  ， 

f  I  I. 神 一民 は 神の 家族 也 brotherhood 信愛。 

Con ぼ 丄 f す II  ifjif  0^  God 

？  ft  I.  f  I  ft  0【 一 き 0【 f  Ion 

、  說 教略想  ■ 

.  五六 I 


說教略 想  五六 二 

耶 穌愛國 者に 非り しゃ。 

耶穌 時代の 愛國。 

ユダヤ人 の 政治的 生命 以上 の 生命なら んゃ。 

人の 生命 は 國民的 組織より 大 いなり 愛、 Ipal.liament  of  man. 

Xext  to  the  best. 文擧的 活動。 

國 家に 侃す る は 人生 を狹 溢なら しむる のみなら す國 家の 存在 其れ 自身 を も 全 ふす る こと 能 はざる 

也。 故に 耶穌祌 の 國を敎 ふ。 

nulc  of  God  ill tho lummn  】ife. 倘 人的 及 社會的 TJie  world  is  marching  to  a 

suh>lime  ^oal  according  t:o  GocPs  ^lorjolls  idea.  ,The  t>lcnd  of  evoluUon,  symxmthy 

and  corporation  witli  tlie  work  in  the  worlk  of  tho  kingdom  士屋 萄？ 人と 曰 本 Law  of 

service. 

國 家と 基督 敎。 

耶穌 時代の 愛國 狂。 

tNcxt  to  best" 

Liiriittcd  to  state,  mcnws  life  is  shallow  and  narrow. 


The  Iciiigdoni (一 f  二 o 二. 

H^o  rule  of  ニニ (1 hi  society  through  the  filial  spirit  toward  Father  in  heavrn 

一 ひ IS  subjection  to  God. 

God  iiius<} Ibo  wuproim!  m  tlio  l」ody  jooli け ic. 

T:  uo  ill ョ vKluaUsm  —  wortli  of  liuman  lifp  I」fo  of  service  I  Light  and  spit. 

111112-  life i Christian  moralitv. 


〇 戰 爭は惡 きか 

日露の 戰爭は 何に 由り て 辯 護 せらる \ か。  • 

日露の 勝敗 は 道德に 由り て 決せられつ あり、 武略 國の 弱點は 露に 由り て 暴露せられ たり。 

黄人 禍、 白禍の 存在。 

日本の 武力。 

商工業の 競爭。  • 

說敎略 想  五六 三 


說教略 想  五六 四 

人種的の 軋轔。 

結局 文 叫に 付ての ；爱 慮、 露西亞 人の 黄禍 歐 米に 唱 へらる。 日本の 人望 ある 所以、 ライン シ のゥォ 

ルド • ボリ チック ス。 

メ ハン 大佐 朿西 衝突、 カイ ザル 黄禍に 對 する 二 策。 

日本の 化合 力、 亞細 ：5j の 集散 場 西半球の セメント、 亜 細亞の 電池、 ラスキン、 國 家の 建築に 似た 

り 云々。  • 


〇 日露の 戰爭に 於け る攝理 

帝國の 使命、 自由 立憲 宗敎。 

沐猴冠 冕 論。 

精神に 達せざる 未開地。 

日本 土 耳 格た らんと する か。 

社交的の 阻隔。  • 

日英 同盟、 精神的 同盟 を 意味す るか。 


0H 蒙の 同化、 .1 の 同化. 

石を變 じて 蒸 餅と す、 樓カ 私ョ。 

聖 殿の 尖塔、 烕 鍵と 盲動 的 突進。 

ひれ 伏して 我 を 5 よ、 物質的 翁に 狂 せんとす „ 


〇 基督の 精神、 其 勝利 

Luke  IV 1G. 

c 】ヒ1 pstollndi 一一；^  claim  ^f  : 

つ 。  a  i  ^  pile  Of  Kaith. 

〇 f  li  £ き f  I"  a つ f . 

說敎略 想 

s 六 五 


說敎略 想  五六 六 

C  Occasional  E-ellglon. 

よそゆきの 衣な き 人 常に 垢み ちて 居る。 

〇 Christ  and 無 敎會。 

0  we  ready  for  occasional  outf-ourin^  of  Uie  SJ>ll.it. 


〇 「rhe  Lost  Condition  of  IVian. 

Matt.  X\-III 11. 

神 無く 望 無し、 其の 失 ひや 大 なり God  is  light  and  life. 

Man^B  true  self  is  lost. 爲 さんと 欲する 事出來 す、 心の 冷熱甚 不定。 祌を樂 む 能 はす。 生命 單に 

地 に 在り。 

一 

紅顔の 美少年、 肺結核な らば さらに 淺念、 玉の 盃底 なき は 最も 惜しむ 可し。 人 Si の道德 ある も靈 

なる 生命な くば 之に！ ：！： じ。 扇 服の 脫れし 扇。 

我ら は 失 はれたり、 路加 傳の蕩 子 を H ルょ。 父 を 失 ひて" B き 友 を 獲、 娼婦と 豚と に 執 へらる。 神 を 


離 るれば 積極的に 惡 きもの を與 へらる。 . 

無宗敎 は斯の 如く 自己の 損害なる が 叉 神の 損害な り。 塵芥 は 失 はれす。 我ら は 祌に失 はれた- 

Is  it  ^^.dc  ？  Is  tlierc  such  a  God  ？ 

Look  at  Jcsiis.  God  so  loved  tlio  world. (1!0(1ビ seeking  love. 

自己の 損失と 神の 損失に 己が 價値 知らる" 前者 は 嵐 絶望、 後者に 由り て 希望 生す。 

Do  VOU  feel  tliut  ycm  arc  loj^t  ？ 

0030  unto  1110  all yc  t-llflt-  lalsr  aiul  arc  hoavy  burdened  &c. 

我に J§ り 神に 歸り しもの. - 經驗。 


0  July 10、 1904.  Ichibanchp 

Matt.  XXV. に 5. 

說敎略 想  五六 七 


說敎略 想  五六 八 

I—Ie  was  afraid  and  liid  liis  treasln.c. 

.\vl】y  .was lio  afram  ？ 

天分の 不足 を 憂 ふる か。 他を猜 める か。 一種の 不合理 的 謙 適に 欺かれて 自己の 力足らざる を 恐れ 

之 を 運用して 或 ひ は 悉く 失 ふに 至らん こと を 慮 かりし や。 

明らかに 彼 は 主の 命令に 忠に 其の 事業に 興味 を 有する よりも 己れ を 愛した るな り。 彼 は 己れ を 保 

つ こと を專 一とせ り。 彼 は 憐れなる 保守 家に て ありき。 敎會 の現狀 維持に 驅られ て 大事 を 誤る 人々 

を 見よ。 

怯 者 常に 惡に陷 る。 羅馬 人が 勇と 道徳と を 同 一 とせる 亦宜 なり。 

怯 者 主我 的に して 醜。 百惡 之に 伴 ひて 生す 露西亜 人の legend 老婆と 人 慕る 話。  - 

人生 豈 恐怖な からん や、 カル ッゥ ムのゴ ウル ドン 曰く 我は屢 恐怖す。 然も 甚だ 多く 恐怖せ りと。 

Talsll  to  flight  l)y  fear,  Iwirds  of  victims. 

Made  foolhardy  by  fe£.,  UK さ r  biting  tl】e  liunters  gun. 

>T1-U つ courage  is  deliberate  and  rational.  Grounded  in  virtue  it  Impels  men  the 


course  of  byalty  i  fip 

pi  ...  Bi  of  if 『2-  f さ，  一 •「 

i  f  than  i】fo,  i  f  f  f 

5. 一び -.^  p  capacity  for  dutv. 

戰 s 勇の みたらん t 平時の i、 タ キト  . 

gi か、 si 掌し も hh:: いつ ル戰 if りし 

huf に 学る 勇士、  I  11、 祭司 長庭內 のべ テ。。 然れ ども 後の 。へ 

裹 業と 賈住 とに 封す る 怯 者。 

富 少年 耶穌を 去る！ 理想的に 對す 

T?  二  i  f...*^ エサ ゥ 長子の 地位 を 1 ほつ。 

of  Acts  xin. 13.  &  XV  -X さつ.， ナ 1 i 

說 教略想 


五六 九 


0 敎 說 想  五 七 〇 

； Look  at  Jesus.  JJUls  IX IVIark  X  32. 

TJio  d】scl!}lcs-  courage  on  tliat  occasion  studied.  A  dismal  Idnd  of  courae-c. 

llie  coul.ngc  of  Tho ョ？ s さ hen  he  mournfully  ;Lct  us  also  go  tliat ン vc  maw 

(lie  witli  liini.  Jclln  XI 

Lftti  us  fifivc  rnoral  cilrncst-ness. 

Dant^ys  Divina  Comeclia.  Hell  Cknto,  III. 

liev.  XXI  S. 

11.  Tim.  I  7. 


c 審  ft  July  p 1904.  Jchigaya. 

Jolin  m 17,  IX  39. 

Paradoxical  life  of  Jesus. 地に 平 穩を來 さんがた めに 來らす 云々。 

我に 來る もの は 我 之を棄 てす。  ， 

我 雨ら を 知らす と 云 はん。 


wo 】s  tlie  savior  isd  th つ Judgd. 

Tlic  logical  relation 一  between  ttte  two. 

Marti ncau  on  moral  judgiont. 

c  Cnsis  awakened  consciolK-c  is  judgement. 

Ideals  presented  necessitates  judgements. 

〇 枝 は 何時 迄 も 枝な り。 

C  Q^.op^o^  the  opportunity  greater  the  crisis. 

〇 IS  man  the  developed  ape? 人となり 得 ざり し *^。 

clll.Ist  IS  t】lc  highest  crisis  of  humpnity. 

此 石の 上に 墜る もの は壞れ 此の 石 上に おつれば 其の もの 碎 かるべし。 (馬 太廿 一 の 四 〇) 

All  conquering  love  of  Christ. 

Npp-oleon  on  St.  Helena. 

wehold  the  man.  Jesus  the  only  instance>f  realized  man.  He  is  the  best  man 

l^ticrnal  life  overflowing  on  Jesiis. 

說敎略 想  五 七 J 


0  0 ぬ 想  五 七 二 

He  IS  the  IJCl.fcct  revelation  of  God- 


ま i"  question  his  rightful  gthority.  In  obedience  to  him  lies  true 

freedom  of  man. 

Father  forgive  them  for  they  know  §t  what  they  do." 

ひ】 lis  prior  to  Christ  God  regards  as  sins  of  partial  minority.  (Dol.ner) 

Souls  oniightoncd  by  Christian  literature  ！  How  great  their  responsibility  by 

their  words. 

父 人 を. 雜判 せす。 子に 由り て 之 を 審判す。 

永遠の 世 を 待た す。 現世の 審判 あるな り。 

」nc  history  of  the  world  is  the  judgement  of  the  world."  Schiller. 

3V!att.  XXI づ. 40, 亡. 


〇 Divine  Seed,  IndiiFerent  Soil. 

IVIatt.  XIII.  1—8. 

Jesus-  three  b8ks  i  Natures,  Life  and  the  Scriptures. 

xlow  deeply  must  he  have  studied  nature. 

He 】s  tlie  sower. 

He  sows  hopefulness. 

s  waits 1 さ tiently. 

Four  kinds  of  soi】. 

1. T?lie  wav  side. 

2.  Stony  soil. うすし、 喜ぶ、 自らに 根無し。 

Thol.ny  soil.  sing. 一 eness  of  Inlrpose  walltinj^. 

Good  soil. 

The  sower  reaps.  メ Vhat  a  .ioy.  、 

The  unfruitful  if  Where  are  they? 人の 將來 に付きて 三つの 明白なる 事實。 

1. pal.manence  of  charactel.. 

_ J  J  五 七三 


說教略 想  五 七 四 

2.  .works  continues  as  lon^  a-s  sni consses. 

3.  Se;paration  nlustz  0030. 

Christ  is  the  juclg He  judges  because  he  is  tJie  son  oj  man.  T^lle  sinner, 

t;h-e  fl.l づ orous  and け lie  selfish  sin  t:o Ibc  judged. 

wilt  the  Judge  came  to  sa づ e  us.  wy  faitli  in  】lim.  He  is  our  critic  withm  us. 

"rtic  Judgement  seat-  becomes  ulldnc  of  grace.  He  is  our  l:eacner  and  1-edeemel-. 

羊 は 草のう まきを 知る のみ、 前面に 靑き草 ある を兒 るの み。 


0  Nov. 18, 1905.  Kyoto. 

Luke  X ーノ 

失 はれし 原因と 其の 意義。 

wow  lost  ？ 

ITnwittinJ?  and  unaware.  It  was  headless  crowd  oi IPCOJ^le  are  Isln^  lost 

in  this  way.  unaware  in  tWs  universe  full  of  inspiration  and  ncli  in 


thr  ma ョ fcstation  of  G0(一. 禮 服を脫 して 藝 人の 衣裳 を 着す るな り。 

一 Vithoiit  thlsKll  g  of  srrioiis  aspects  of  life  in  the  world  where  Jesus 

--as  crucified. 

に. 】)r】v<Ml  by  cxtonml  cu.clmlstallces  just  like  Incsey.  Monov  C21M  F5ti 

movo  itsdf. 風見の 如く 寒暖計の 如きの み、 惰力に 支配 せらる 、也。 

Iti  was  llclwy.  It  was  sound.  It  was  dead. 

If  lost  itiKe  money  ^C2P3  Ipl.cl.ol^ativc  is  lost. 

3.  L-ost  like  tlic  Js.odigal. 

No  love  to  his  father. 

Love  of  dangerous  independence.  Wilfulness  ^0. 

But  wl.lo  arc  tlic  losers  ？ 

1. T-hcy  lost  tliemselves. 

And  how  great  tlio loy け ！ 

God  and  clll.ist  b-ein^^  lost;  ！ 

IVIartyl.s  died  ； joy  fully  for  Christ. 

Pcoj>lc  decline  to  liave  Jesus  ！ 

說敎略 想  ^fci 


說教略 想  五 七 六 

IVIiscry  of  boinK  without  God  and  without  hopo  iii tho  world. 

When  a i 二 an  liko  mo  snips  to  know  the  plagg  of  his  own  hi.t,  ho 

】s 】lct  ni ぎ rablo  olllylho  is  pbsoluto  inisnry  itself,  ho  is  not  -sinful  only 

—1 さ is  ahxolllto  -sill  itself."  ^.B^^^^. 

2.  二 t  aod  hhilf  is  ニョ lir.  What  a  Avondcl.full  talo  is  that,  ai  what 

a  joy  to  fE  omif  lost  by  (； od  ！  Necessity  of  roligio 一 i for  mail.  13,it 

Ktning (！  to  say  religion  is  God ビ -cciity.  G21 Avant-S  0  to  bo 

religious. 

cod  bpsccd iis  by  his  -spirit  TT 〇or.  V. に 0. 

rnovo  not,  (IIK ョ (-h  I-ot,  rosLst 15t  Uio  Holy  Spirit. . 

Lost  a-ll(l  if  by  God,  Man  takos  hoal.t  tc  n-t 二 1.11  to  fio(l. 

CCKrs  magnet  二 r;l,\vin-t<  】llall  to  llillr 

\Vo  lovo  hhri  because  lie  fil.st  lovod  us. 


ぼ cty,  liberty  §(I  i. 

"Myioflof  fo 一.  t 一  i  二 i 二  一  _ 

™ ニニに ニー hit  g 一-  f  i  f  5  £ 

fr  The  .if 』 一】  、 •  -  一  a  conditio-  of  a- 

t  li  r  z  .  If  (解 i  f  if  lire 

IP.  1)12-  of  cli き .01  • 

f  J  . 】i  一一  f  I  if  ,  f 一】  I J  i  f  i 

.  I き i  . ぎ tho 磨 If 三 . i 

i  tho  b な ti 望 of  hcll  is  i 

f  I 二，  i  fl 】 . f  i .  it  tola  i 

說教 J  I 氣】 fl 一 il 暴 £1 房 fl,  J 


五 七 七 


-說教 is? 想 •  五 七 八 

Kliots  and  men,  are  gravitating  ？  Life  I  expansive  and  assimilating  energy.  Christ 

ptc  human  food  nftcl-  his  resurrection,  wo ン vc  really  own  om-selvcs  ?  Do  wc 

r-ossess .  proportips  or  arc  wo  possessed  by  them  ？ 

、rnlc  l(lea  of 1>(！ 一- soiiality.  Seeing  worth.  All  things  pre  yours,  God  is  yours. 

Kvolutjon  of  lovo,  f 一 ckle  human  lovo  growing  up  into  Martyrdom.  What  a 

dmi 一 go  do  wc  sec  i-  Nicodcmus  ？  since  Peter  changed.  Sco  wonderfull  trans- 

formation of  the  twolvc. apostles.  The  author  of  the  fourth  gospel.  Is  it  possible 

that  Jolin  wl.oto  it  ？  Jf さ w】lat  a  Chan タ！  ！ 

.vvc  know  iiot  メ vhat  wo  sJioiiM  ho  (や c. 

T  John  I】T. に. 

Joliii I 1 に. to  1.1.  cxr>laiiieci  fsd  PI-} づ lie(I. 


o  chr」stiau  sacriHce. 


祭りの 解。 

^食、 感謝 報恩、 S 罪。 


Nov. 19, 1905.  Kyoto. 


無罪 の 祭、 無罪 者に 對 する 神の 顯現、 月の 水に 映す るが 如く 黄鳥の 花に 囀づ るに 似た るかな、 

是れ 宗敎の 生理 舉的 方面 也。 

然れ ども 人 は 有罪 者に 非す や、 人類の 宗敎は 病理 的なら ざる を 得す。 祌の悅 びた まふ 祭 はく だけ 

たる 悔いし 心 也。 

罪 惡に對 する 祌の 態度、 罪 ある もの は 祌に悅 ばれす、 信ぜられす、 神の 祝福 之に 途し 難き もの あ 

るに 非す や、 赦 罪の 必要 restoration  of  favor  and  confidence 中風 病み 先 汝 の罪赦 さると 宜言 せら 

れし は何ぞ や。 

悔改は 罪 ある もの- -祭 なり、 神 之 を 納受 せらる。 

無罪 者 有罪 者の 爲 めに 献 げし 祭。 

基督の 十字架。 

贖 はれし もの、 祭、 凡ての 愛 は 神に 歸 着せざる 可ら す。 祌と 離る るの 愛 semsh なり 易し、 好か 

ぬ もの を も 愛せざる 可ら す。 (& マ 書 十二の 一 ) 

I  could  not  lo.ve  thee,  dear. 

So  mucli. 

說敎略 想  五 七 九 


說教 略？ 五八 c 

Llo^ved  1 ,110 け kndl-  nlol-e. 

Why  bodies? 

Hidden  mercies.  Secret  warning,  answered  prayers,  the  uplifting  Insplnltlon  of 

olu-  own  inner  lllstol.y. 

love  of  will. 「我い ましめ をた もち 之 を 守る もの は 我 を 愛する ものな り。 我 之 を 愛し 之に 己 を あ 

ら はす 可し」。 

PSP1. 42,  43.  .why  are  tliou  cast  down,  0  niy  soul ？ 


〇 Jesus  from  the  Twelfth  to  Year. 

Nov.  20, 1905.  Kycto. 

Luke  IL  40—50.  Mark  VI.  3. 

1. "rhil.st  for  trutli.  He  SUPJSSed  the  doctol.》s  would  satisfy  nis  (lesll.c.  ハ レフ テ 

ナ 人の 早熟なる にもせ よ)。 

に. Wisdoni.  lie  astonislied  tlie  surely  a  wonderful  genius  at  leasi;  ！ 

3.  Consciousness  of  his  relation  to  God.  My  father.  Old  ^Testament.  Jesus-  words 

indicates  that  lie  alreadv  liad  the  consciousness  of  つ rsonal  union  and  com- 


I.  I  00( 一  §  that  basis  of  ti  and  affection  and  obedience  on  which 

§Iy  a  §  in  whom  the  Father  is  well  plied,  can  stand.  He  i  indca  the 

only  begotten  of  the  Father. 

4.  Colo 丽望 of  Mission,  wist  yc  §t  that  I  I  be  in  sy  Father ビ hoi.  I 

should  have  thought  you 讀ー 一(一 hi  known  that  I  should  love  where  I  can 

t-cst  equip>  myself  for  jiiy  apl〕ointed  wol.lc  ？ 

A  wolldcl-flll  !}ul.fssefu】ness  ！ 

ひ. His  obedience 父母と ともに ナザレに 降りて 之 こ" 4- / り。 

N 露 rcth  ml  have  been  very  dull t  to  go  back  to  after  he  had ョ adc  ac- 

fluamtancc  with  Jerusalem. 

But  he  thiht  the  】.otus  to  Nazareth  in  submission  to  his  pints 麵 at  the 

f  0  the  best  way  of  f  about  the  Father .s  business  patience  I  I- 隱 I. 

The  child  was  the  father  of  the  man. 

0.  ！ー f "  I  a  t.  That  thes  is  it  to  tell  of  these  yi.s  except 

the  fa (； t  that  ho  was  a  carpenter,  speaks  volumes. 

驚くべき 識見なる かな。 

說敎略 想 

五  <1 


說 教 略 m  五八 二 

雄心 動く の 時、 大器 多く は此 時に 著 はる。 歷山已 に 世界の 半 を 略せり。 ボム ペイ 三十 已に 亂を鎭 

めて gl.pat の 名 を 博せ り。 ナボ レオ ンは 三十 巳に 革命 を 一 掃し 去りて Ih.st  consul  of  France とな 

りぬ。 沙翁 三十 歳 名 噴々、 シ H レ 三十 を 過る 數 月なら すして 其の 行路の 終末に 達せり。 キイ ッ滿ニ 

十七 年に 建せ すして 死せ り。 バイ 口 ン 三十に して 其の 名聲頂 1K、 孔明 臥龍と 稱 すれ ども 二十 七、 玄 

德に 三度 顧みられたり。 釋迦 十九に して 遁世。 

常時 耶穌に 誘惑な かりし や。 

ン vith  , で .cat  tllou^ht,  liopes,  purposes  ever  growing  greater  lie  .waited. 

.wllat  a  wisdom  exlJilDited  in  h.is  choice  ！ 

十二 歳の 時 エルサレムの 經驗は rabbi の 虚を 看破 せしめ ざり しゃ。 

wnlat  a  r-.on  will pnd  p-at-lence.  Eighteen  years!  and  as  every  year  came  round 

Uie  メ、 2ce  of  duty  still  said  to  him.  Not  yet  niid  lie  tool:  to  his  tools  again. 

Ho  the  eyes  oi liis  brotlier  and  IGnsfolk  he  was  only  the  carpenter. 

.svith  perfect  trustfulness.  He  committed  himself  to  his  father 二.： eep-ing,  com udenl; 

Uifu  th-e  call  to  n お lier  duty ン voujd  surely  come  wlien  tlie  father  decmejd  liim 

l.eaay. 


Thi 一 so  sirlt  y,al-s  K::. 二-  -  r  . 

1. f 三 一 y  : 二-: -f  ,s lo  bo  exhaustive. 


〇 Jwilpti-slrl  of  J。sus 

ぎ p  I  A，l. 

At  If  i き If,  I ぼ ま 一 

^ 】 善 It,  3-  i  i  f  ？  ！  f き ....  of 

l>£?t  bi 一二  5to  "I  l)orfcc.t  l)IOS-si. 

，ニー (- 】 た- l>tiat  and  his  lUi ま i§ 

Matthew  A】.n 參 t  a  f  •  ^ ま應. 

He  took  tho  Ibrf  hlg§ 】. J 

He  read  ih  wound,  ih  Ik 層 clear; 

i  1  f  i  §  the  f 

說 教 略 想 


說 敎 略 想  五八 四 

Ana  said  tlioua.llest  tiere  and  licre. 

兵士、 稅吏、 平民、 パリ サイ、 サド カイに 向 ひて Metalsia! と 言へ り。 clmr-ge  your  mind. 後 

悔に 非す。 

I け ン vas  hopeful  attention  to  and  getting-  into  a  state  of  pn.esaredness  for  tliat 

coming  21ent.  John  called  people  not:  to  look  Imci:,  lull-  look  fonval.cL  One 

mightier  tlian  I  is  coming,  a  new  revelation  of  God  is  to  burst  forth.  T-llerefold 

you  must  change  your  iiimds  sllals  yourselves  free  from  old  modes  of  thouglit  and 

old  of  trutli  no  less  tlian  from  old  PIKl  vicious  liat>its  of  life  ；  shake  youl-l 

selves  up  and  lioia  yourselves  in  readiness  for  tliis  great  and  unprecedented 

cliange. 

無罪 論、 通例の 人 は 前日の 非 を 顧みて 之を改 むる の 必要 あり。 然れ ども 此れ fundamental に 非 

す incidental なり。 

" IJakc  P  new  mmd  upon  you  for  tlie  Kingdom  of  HeaTCH  is  at  hand,"  and  -  he 

went-  on け o  say  ,  show  that}  you  llfud  clone  so  and  Uius  you  al.e  l.eady  for  liis 

new  kingdom  in  a  practical ン vav」 ご 

《お 時の 人 full  of  lalse  and  erroneous  ideas  concerning  l.elidon  and  dutv.  As 


also  concern  5 ぬ tlie  IVIcssiali  .vvhom  tlicy  were  GXJPectmg^. 

In  one  sense  a  diangc  oi  mmd  was  ajpprojprmte  to  Jesus  to  complete  his  develop- 

ment. 

先づ 耶穌當 時 の 心事 を 察す ベ し 。 

約 翰の 愛に 自ら 起つ の 時 至れり と 感ぜし ならん、 人情 を 知り 舊 約の 歷史を 知りた る 彼 は 自己の 前 

途を豫 知せ しならん、 其の 心 甚だ 露地 目に 慨然と して 起ちし ならん。 

彼 は 其の メッ シャ たる こと を. nn 覺せ しゃ、 將た約 翰の 愛 を 以て Sigmil  for  action と 思 ひしな 

るか、 蓋し 後者な らん、 然ら ざれば waptism  and  temptation 殆ど 無意味に 屬す。 

耶穌は 其の townsfolks と \ もに 約 翰の もとに 至りし ならん。 

l.t}  IS  lll-olbajblo  that lio  remain:  d  somo  little  time  llstennin^  and  olbsel. づ ine-  t-lle 

preacnin ぬ and  metliods  of  Jonn  and  Isssibly  cultivating-  liis  acquaintance. 

約 翰 の は じめ 洗禮 を担絕 せし は 之が 爲 なら ん。 

洗 禮の時 一 一人 共に 祌の聲 を 聞く。 

ひ olidtility ン vitli  pcol)lc  mid  l>;l;pt】snl  of  l.cpent-ance. 

ドウ ディ、 ョ ハネ傳 に 曰く、 ぺ ンテ コ ストに 百 一 一十 人の み、 聖靈を 受けし は arbitrary  act に 非す。 

說教略 想  五八 五 


說敎略 想  五八 六 

Before  receivmg  the  spirit  must  be  seen  and  known  ttie  receive"  (Jolln  xrv 17) 

_Thle  sls-lt  laentiiics  liimseli  too  closely  witli  our  ^^^&^.^&p^  life  to  be  merely  a 

t-esto.vva】 な ft  ； if  lie  is  to  chvell m.  He  must  t-e  desired  and  suminoned Iwy  us. 

見る と は 111  some  one  oi  his  external  inaniiestations,  . ^ると は pel.ceh-gl  and 

acknowledged  in 1 ヒ s  excellence  and  lioliness. 

" Dwell  with  you,  in  you." 

—— 重大なる 區别存 す。 

同氏 路加に 曰く。 

"Tile  spiritAs  Influence 】s  too  mueli  of  tlic  nature  of  fellowsllil)  to  force  itself  on 

any  one.  It-  must- Iwe  aesir ひ d  and  sought 】n  order  t-o Ibe  received,  jind  fol-  it け0  t-e 

desired  SKI  soiiglit  it  nuist  t>e  known  in  some  measure. 

Mis は must  15  ttie  term  of  a  more  or  less  len^tllened  de 一， elop>meiit  of  Uie 

sours  life.  The  soul  was  created  as  tlie  IDetrotlled  of  ttie  s!>il.it  ；  and  for 

the  niaiTiagc  to  t-e  consummated,  tlie  soul  must  Imve  belidd  liis  heavenly  sl〕ouse 

and  learnt  to  love  liiin  and  accept  him  freely,  this  state  of  energetic  and  acthd 

receljtlvity,  tlic  condition  oi  c づ el.y  ！ sntecost  was  tliat  of  Jesus  at  liis  h>nl.>tism. 


人類の 發育、 殊に 少壯の 發逹に は crisis あり。 


0  Secret  and 〇 せ cn  sins. 

IV;iL  XIX 12, 13. 

罪 知り 難き 现由。 

3 罪 はと かく 自ら を晦 ます。 

2 習 ひ 性と なりぬ。 

4 良心の 敎 育を耍 す。 

1 慾 目。 

知らざる がた めに 罪たら ざる を 得す。 

知らざる 罪惡の 危險、 油斷。 

知らざる 罪 は 我ら を謙邏 にす。 

釋き 放つ、 ゆるす、 且其の 勢力より 脫せ しむ。 

吾ら の 祈り は 詩 百 三十 九の 二十 三、 二十 叫の 如く 

ひそかなる 罪の 反對を 故意なる 罪と す。 


説教 略 想  五， 

Prcsiim づ tions,  boiling  Ibulbbling. 

終に 吾が 主と ならん despotic  sin. 

大 いなる E§ ——，. 大 いなる 謀叛。 

Help  sought  fi (二 11 (； o 二. 


〇 Tho  Wong 1 of  Samaria.  Jai 一. 29 二 907.  Koju  Ladies  Meeting. 

>  or.s^  if  but  O 】10w  full  of  #liRC 灣 o  i l.i ニー  i„  fn-Tihing  00? 

soqucnc-cs!  So  even  §w.  Only  a  casual  visitor  to  this 匿 cthig ;  but  who  knows 

that  she 】s  】0 二  to  the  throne  of  grace. 

一 Vhnt  n,  CO  二  trpst  f^^s  tho  Lst  part  of  the  conversation  n,ll(一  tlio  II! 

r ーョ WOI-nn  nt  first  is  i ョ conscious  of  her  own  spiritual  needs.  No  one  SUM 

if  t ぎ ^^0  of  such  a  scntinlst  ns  she  was  lc(一  to  disclose  at  11.  A 

(Iccp  religion  being  lay  shimbcring  in  her  breast  apparently  a  mass  of  materialistic 

egotism. 


Tlln-0  strata 三 tho 】 ヨョ an  miseries.  Daily  toil  of  drawing  water  ；  the  widowed 

conditjol- ； and  tlio  siiifiil  life.  ，rho  triple  curse  suobcient  to  make  one  mad. 

Unclor  thcso  circiimstaiiccs  it  メ vas  impossible  to  ignore-  religion.  And  the 

womnn  sought  the ち iidanco  of  p 1)1.0 づ lict. 

Indeed  a  psplKt llo  was!  Man  always  is  thinking  of  well  and  the  buclst. 

wllu  Clirist ン vould  open  a  well ui tlic  womaiVs  Issom  wtiercfrom  a  stream  living 

メ vatcr  llows  out  everlasting.  No  man  AVIS  drinks  of  tlie  well ン vill  ever  thirst. 

Idle  3rc  of  religion  is  God.  What  is  the  true  idea  of  God  ？  Not  only  on  that 

yonder  mountain  nor  in  Jerusalem, Imt  everywhere  man  can  worshit>  God  who  is 

a,  8pn.】t  and  is  to  l)e  sought  niter  in  spirit  find 

WLlt  a  Mcsacah  is  needed  pnd  showed  himself  to  licr  tlic  l〕romiscd  Messiali 

cho  dcsli-c  of  luitions. 

說敎略 想  .  五八 九 


おおぬ 想  五 九 0 

〇 學 生の 宗 敎 

舉生宗 敎を渴 望す るの 狀態 C 文部 大 E の 訓令、 天性の 宗敎心 時勢に 激 成せら る \ の 結 s^。 

Wonder,  the  mother  of  philosophy,  p  characteristic  feature  of  youthful  minds. 

struck  by  wonder  we  arc  led  to  the  throne  of  the  most  high,  mysteries  of 

nat-m.e  and  spiritual  world. 

Receptivity  of  youth. 舉生 Progressiveness.  Open  heartedness.  Kelegion  is  sours 

Friendship  and 擧生、 竹馬の友、 信と 友情。 open-minded,  confidence  in  God, 

I つ riendly  conversation  and  prayer.  Listening  and  responding  to  Goers  intimations. 

、- クラ テスの d。mon  laying  bare  sins  and  desires  before  God. 吿白 及懺： p。 

Idealism,  Aspiration,  Admiration,  liero -worship.  Worship  of  God.  Consciousness 

of  God  Is.oduces  sense  of  sin  in  our  Iiearts. 


舉 生と 首 ー德、 Youtliful  temptations.  IPrnycr  for  (Idivcl.ancc  from  tlic  cvu  one. 

； I\I.orality  iiot  cnoll2.ll  for  it さ If.  Much  mol.o  insurrlcicnt  for  tlic  leading  ^op^c^.oa  of 

】ll:ln.  without さ： mc  adequate  means  oi  niectiiig  these  demands  youtlis  of 

Japan  ill.o  just  like  sheet-  without  sllq)hc:l.  ，rll。y  psk  for  bread  and  stones  arc 

J^iven.  ，rhc  results  of  8pil.itual  cml〕tincss  arc  uneasiness  and  dcslsndellcy. 

None  Uit  Christianity,  only  Christ  can  iiicot  your  requirements. 

Seriousness  of  pm.J3ps つ, ttiouglitfulncss,  ettiical  aspiration  and  Idcplislilc  clreaTr? 

clml.ch,  loiblc  ami  readh お of  religious  books. 基 傳、 、ドラム モ ンド傳 &c. 


〇 Xst/s  Second  Coming.  Oct. 1, 】0. 

Matt.  XXIV  3P 此れ 秘義 なり、 其 時 知る 可ら す。 

彼の 日、 大ぃ なる 日、 主の日、 終の 日、 主の 顯 はる.^ 時。 

Kev. 1 7.  I.  Thcss. 15 IG. 

說 敎 略 想  五 九 一 


說 m 略 想  五 九 二 

Matt.  .XXVI. 14. (ハ liencefortli  "—continuous. 

此に 立つ もの 人の子 來 るまで 死 を 味 ふ 事 無 からん。 Luke  IX  21. 

我 汝らを 孤と せす、 我來 らん。 John  XIV IS. 

エルサレム の陷 落と： 仉臨。 

死 を； 認る。 John  XIV  3. 

此れ $1  pre!>al.ation 也。 

Tlie  K  N  does  not  ccuntenance  p  theory ン vhicli  assumes  merely  a  c ョ iet,  steady 

growmg  interpenctration  or  subjugation  of  the  whole  .§1.1(1  by  Christianity  in  Uie 

course  of  history.  TThis  is  the  or、timistic. 

Tlie  T.  foretells  catastroplies  to  the  life  of  clml.ch. 

未來にのみ^51|きを：.|^くの誤。 

之 を輕ん する の 弊。 I  Pet.  I.  S.  John  III  2.  John  XVIi に 4. 

Kom.  VIII  21.  、  . 

All  things,  our  actions  and  ourselves  sliall  be  seen  as  they  are,  seen  by  ourselves 

and  SCSI  by  others,  the  whole  course  of  life,  the  life  of  creator  of  humanity  of 

men ン vul  bo  laid  open  tho  vision  will  be  a  judgement  beyond  consciousness  and 


Ibcyol- 二  ； -PI- つ； il. 

歷史の 結 E ポ。 

Christ ビ jlKf  一. 21t  Hi 一一- ply  i  wlmt  wo  aro,  it  i  I  <.hango 一一-, 

Tho  jmf  i 一 t  is  tho  po ーオ. t  llf  of  tn-L 一一.  一二  tl-o  po- ま t  {  :f 

>き lie 讓 every  thing  will f  m!  err  i 一一  its  essential li. 

棄 てし 機き、 招きし 誘惑、 吾が 言行の 結 菜 皆 分明。 

Plato  ill (； ol.gias.  Hycle\s  Social  Theology.  P. 12. 

The  p 一. (it  lifo  r  the  sowing  time.  Xst  PLI  tho  triumph  of  his 

』n  tho  hiaftor.  whg  the  print 震 thly  (mlor  shall  havo  pied  away. 

Tho  p 一. PI  lifo  Icavos  G0(一  hi 羅 If  in  tho  posif  of  a  /  cibatl. 

M;ll.tl.l き lu の 語  Faiist  r.  §7. 

Xst  Ai  f  convinced  if  his  central  place  in  tho  i.mal  realization  of  GO(rs 

redceminfj  ln;lr.posc. 


說 教 &。 想 

五 九 Hi 


說 敎 ^ 想  五 九 四 

〇 Xst/s  Several  comings.  Also  Eschatological, 

I  John  IT  28.  I  John  III  2.  John  XVII に 4. 

來 世に 無頓着な るの 非、 べテ。 後書 三の 四に 曰く、 主の 約束した まひし 其の 臨る 何 所に 在る や、 

せんぞた ち 

列祖 のね むりしより 以來 すべての もの 開闢の 始と變 る ことなしと 云 はん。 

シ ルレ ル、 世界の 歷史は 裁判 也と いへ り。 然り また 然ら ざる もの あり。 

之 を 個人 ひ 事に 徴 して 見ん。 

世界の 全局に 照らして 見よ。 

に If  death  g-ivps  final  (liscllarge  alil〈c  to  tl】c  Hillncl-  and  the  samt,  wc  arc  メ valTant- 

ed  in  sayis^  that  conscience  ？ uis  t()l(l  more  lies  tlian  it  has  even  called  to  th2r 

account,"  Martineaii.  study  of  lieligion  II  I).  388. 

世界の 感史。 

，rhc  prcseiit  】ife  leaves  God  himself  in  tlic  position  of  p  struggling  combatant. 

Ilespice  fine 一一 I.  those  imixsl.fcct  judgeincnts  point  onwards  to  a  final  Judgement- 

when  the づ aitiiil  wlinll  givo  placo  to  tlie  perfect,  s:c.  ^-p^.^^.«sp^-  P.  4GC.  A 


現在の 世界の ま.^ に 非す。 

Irhis  is  the  s ョ viiig  tin ョ. The  harvest  is  cc ョ iiig.  Xst  placed  t】K〕  triiiiiph  of li 

Killgdcm  ill  the 】K 二.。 al.tcr  メ vlK-11  tlic  present  earthly  order  shall  have  passed  Jlwpy. 

(K: 二 一.tnn  and  Kitfhel,  on.. 1). 877.)  ， 

個人 已に然 り。 死の 意義。 復活の 事。 

人類 は總 ベて HE 樣の變 あらん。 

侗人、 王 義の來 世 観、 社會 主義の 来世 觀。 llobr.  XI  39,  40. 

故に 終りの 審判 無 か る ベ か ら す。 

皆 有の ま.^ に顯 はるべし、 歷史 の妄相 も、 個人の 成行き も。 

JIvdos  Social  Theology,  r. 101. t. 

All  this  in  th(>  light  of  Xst.  Even  now  by  liim  the  hearts  of  many  al.o  made 

:Mptt.  XVI  27.  XXV  31—  &c. 


說 敎略想  五 九-" 


說敎略 想  五 九 六 

〇 T-11C  xst-】ike  ILife  au  Icieal  to  Tbc 

Kmpllizcd  111  all  Students  Movement. 

此の世界 的の 大集會 は 心 を 昂進せ しむる の 壯觀也 u 

T?he  world  wide  niin  of  Xstianity  stirs  our  hearts  Irresistibly.  Its  fortunes  in 

tho  past,  and  its  achievements  iii tlie  p.escnt,  its  futlll.o  dcstmy  can  not  fail 1:0 

1)1.111^  before  our  ininds  niany  profound  proTolelns. 

我が 來るは 彼ら をして 生命 を 得 且つ 豐 かなら しめん 爲 なり。 

國 としても 個人と しても 基督教に 於け る 生命 は豐 かに 富める ものな り。 某； 赞に 於け るの 生命 は 人 

類の 生命 全部 を 活動し、 展 il し、 成育せ しむる の 力 あり。 

poverty  of  life  witliout  Xst,  wuslllnelrs  l.enlal.kal>le  words  in  iiis  sennon  on に ttie 

power  of  eiuUess  life.** 

Tlie  t-ar>er  off  in  to  awfully  intense  but-  still  litt-lo  luen  —  i-tftnsc  at  a  mere 

xsint-  ；  whicti  appears  t}o  L>c  Uic  C01K-Cp>tl0n  of  a  flond.  Is  it-  so  dial- Uic  bluel.rsss 

of  -s^^  is  fnmlly  o^.op^o^^  ？  Is  it  toward  tliis  pungent  acrid  awfully  mteiisilied  tio 

け alc-nted  t>ittel.ness  that  all  souls  under  sin  are  wl.pvitatlnw  ？  ， 


M  H 正ク 年， 


安政 四 年 (一 八 五 七) 一 歲 

十二月 一日、 母 ティの 實 家なる 上 總國武 謝 田 村の 簪 

中 村 家に 於て 生る。 幼名 を 道 太 郎と稱 す。 

植村家 は德川 幕府の 旗本に して、 本國三 河、 家祿千 

五百石 を 食む つ 家 は 芝 露 月 町に、 領地 は 上 總山邊 郡に 

父は禱 十郎、 妻 ティとの 間に 三男 を擧 ぐ。 長男 道 太 

郞 (後 正 久と改 む)、 次男 儀三郎 (後 正 度と 改 む)、 三男 甲 

子 治郎は 幼少の 時に 上總 國山邊 郡の 某 寺院に 遣 はす、 

次男 は 一 時 は 築地 大學 に籍を 置きし こと ぁリ。 

慶應 三年 ( 一八 六 七) 十一 歳 

幕府 大政 を 奉還す。 植村家 は 家祿に 離れ、 舊 領地な 

る 上 總國山 邊に歸 農し 豚 飼 ひな どを爲 したれ ど 家計 振 

はず。 

明洽 元年へ 一 八 六 八) 十二 歳 

秋、 植村 一 家 撗濱南 太 E 赤門に 移る。 道 太 郞上總 よ 

リ 薪炭な ど を 買 出し 來リ て賣 捌き、 たれ ど！^ 營 意の 如 

くなら ず。 

ヘボン、 奧野昌 綱 協力して 馬 可 傳を譯 す。 

鳥 羽 伏 見の 戰に 德川 方慘败 し、 幕-;^ の 威信 地に 墜っ 。 

植 村正久 年表 


明治 二 年 2 八 六 九) 十三^^^ 

道太郎 此の 熱心に iis 正 公 を 信仰す。 これに 家？^ 恢 

復の 祈願 を こめ、 三年 間魚斷 ちの 替 願 を はす。 後辨天 

社に 入る に？； |5 リて 母テ卜 彼に 代リて 誓願 を采す C 

明治 一二 年 ( 一 八 七 〇) 十四 歳 

春、 道 太 郞祌奈 川縣屬 なる 石 川 まの 辨； 人 社 (横 _«辨 

天 通 六 丁目 邊 所在) に 人リ、 英， 研究の：； I 的に てが 僕 

となる。 石 川 放蕩に して 家 を 顧みず、 • 止に 不親切に 

して 英書 を 道 太 郎に敎 へしこと 一 ギ に 借に 三 ！：、  S 

に 返 社して 家に 歸る。 

ジ ヱイ ムス. バ ラ横ぃ消海岸通小<^ス：^|に於て©?$^を5^ 

a へ 英語 を敎 校す。 

明治 四 年 ( 一八 七 一 ) 十五 歳 

神奈川 縣經營 の修文 館に 入 C ハ、 この C ハ校は 二部に 別 

れ、 第一 部 は 役人 を 作る 目的に て 文を敎 へ、 二部 

は洋學 部な リ。 道 太 郎は第 一 部に 入リ、 4.5: 二部に は 井 

深梶之 助、 本多庸 一 、 押 川 方義等 何れも  一 前よ リ il^ 

に在リ たリ。 洋學 部の 敎師の 中には サミ ユエル • K  • 

ブラウ ンも ぁリた リ 0 

十二月 陽暦 明治 五华 一 月、 橫 .ぉ 在住の 官： 敎： t 等 初 巡 

五 九九 


植 村正久 年表 

祈 禱會を 開く。 バラ 門下の 日本 靑年 等師を 促して 陰曆 

正月に 初 週 祈 禱會を 開かし む。 

明治 五 年 二八 七 二) 十六 歳 

隐曆 一 月 二日 祈 禱會を 開く。 初め 一 週 問の 豫定 なり 

しが、 興 益 加 はりて 数 週に 及び、 遂に 二月 二： n  (陽曆 

I 二お 十 no 日本 基督 公會の 設立 を 見る に 至りぬ。 是先 

二 名の 會員 あり、 祈會 によ リ九名 受洗 計 十一 名が 敎會 

設立 最初の 會 員た リ。 

右の 初 週 祈禱會 巾に 道 太郞、 バラ 塾に 入る。 本多庸 

一 等 五月 一. 父 洗。 植村勉 學の傍 自宅に て英學 を敎授 す。 

九月、 第 一 回 宣 敎師會 開かれ、 プ レス ビ テリア ン、 ダ ッ 

チレ フォ ムド 其の 他、 アメリカン • ボウル ドの -K 敎師等 

會 合して H 本に 無宗派 の 敎會を 設立す る を を 決定す。 

聖書 邦譯 のこと を 決議す。 委員へ ボン、 グリ イン、 

ブラウン、 外に E 本人よ リ 補佐と して 松 山高吉 (グリ 

インに )、 奧野昌 綱 (初 め ブラウンに、 後へ ボ ン )、 高 橋 

五郎 (ブ ラ ゥ ン に) 業 を 助く。 

六月、 米國 長老 派宜 敎肺ミ 口 ル橫濱 上随。 

十二  W 三：：； を 六 年 一 月 一 日と 改め 陽曆を 採用す。 

明治 六 年 ( 一 八 七三) 十七 歳 


六 〇〇 

ブラウン 修文 館の 契約の 期滿 ち、 之を辭 して 九月 w 

の 手 二 一 一番 地に 塾 を 開く。 井深、 植村等 その 門下に 

集まる。 宣 敎師ミ D ル植 村の 學費を 支給す、 井深 植村 

等小會 堂の 英舉生 も 其 家塾に 移る。 五月 植村 受洗す。 

. 明治 八 年 二八 七 五) 十九 歳 

植村 正久宣 敎師ミ ス • マ クー 1 ィ ルの 助手と なリ。 上 

海の 「小孩 報」 に 俊 ひ 「喜の 音」 を發 行す。 

此顷 祌戶大 阪の兩 敎會、 日本 基督 公 會ょリ 分離 せん 

とす。 

オラ メル、 ギ ユリ ック大 K にて 「七 一 雜報」 を發刊 

す、 植村 時々 執筆す。 

明治 九 年 (一八 七 六) 二十歳 

一月 海老 名禪 正、 小 it.- 弘逍、 宮川經 輝 等の 所謂 熊 本 

。ハ ンド 三十 五名 花 岡 山に 盟約す。 

明治 十 年 (一八 七 七) 二十 一歳 

日本 基督 公會、 日本 長老 茶- 督敎 <S! と 合併して H 本 一 

致 基 4„ ；敎 <13 と改稱 し、 ブラウン 塾 は 東京 築地に 移りて 

築地 祌學 校に 併合せられ 東京 一 致祌學 校と なる。 植村 

ブラウン 塾よ リ移リ て 一 致祌學 校に 入る。 同時に 下 谷 

練 禅 町に 傳道を 11 始す。 


夏 兩森信 成と 相携へ て 上 州 高 崎に 傳 道に 赴く。 

明：^5十 一 年( 1 八七八) 二十 二 歳 - 

こ の 顷紀尾 井町 の 紀州 家の 舊 儒官 山 ノ 井 幹 六 に 就き 

て漢 學を學 ぶ、 山 ノ井は 安井 息 軒の 弟子な リ。 

四月、 第二 回^ 京 中會に 於て 敎師 試補と なる。 

五月、 ま 京に 於て 開かれた る宜敎 々師 に 於て 舊約 

聖 霄飜譯 の計畫 成る。 プ テス タント 敎 派よ リ各 一名 

の 委員 を 出し、 その 中へ ボン、 フルべ フキ、 タム ソ ン、 

ファイア ソ ン 主として 任に 赏り、 邦人よ リは松 山 高吉、 

井深 梶之 助、 高 橋 五郎、 植 村正久 之に 赏る。 而 して 植 

村 は 重に 詩篇、 雅歌、 ィザャ 書を擔 任す。 

六月、 一 致祌. 學校を 卒業す。 

冬、 山本秀 煌と ともに 名古屋 に傳 道す。 是れ； 1； 地の 

開拓 傳近 にして、 佛^ の妨 寄頻發 せリ。 

明治 十二 年 (一 八 七 九) 二十 三 歳 

春、 供勢の 萍 に傳 道す。 

十 一 月、 下 谷練堺 町に 下 谷 -ー 致 敎會を 設立す。 

一 致神學 校の 敎^ マク ラレ ン の 雜約史 を飜譯 して 出 

版す。 

そ の 傍ら 築地 新 榮女學 校 に 英語の 譯 讀を敎 ゆ。 

植 村正久 iif 表 


明洽 十一 二 年 ( 一 八 八 〇) ニ十^^^ 

和 敬 山 縣田邊 の 人山 内季野 (安政 六ハキ 生) と 結娇 す。 

1 n 下 谷 一 致 敎會の 牧師と して 職 式を受 く。 

i:;- 小 te. 弘道 等と 謀 リて柬 京 lis ハキ < ^を飢 織す。 

小崎弘 道、 植村 正久、 浮 田 和 15^ 等 六合 雜誌 を發 行す。 

明治 十六 年 二八 八 三) 二十 七 歳 

高 崎よ リ信濃 地方 を 巡回 傳逍 す。 • 

三月 十七 日長 女 澄 江を舉 ぐ。 

1 致敎會 大侖" に 於て 諧美 歌改 "正委 员を舉 ぐ。 奧 K 昌 

綱、 植村 正久、 瀨川淺 これな リ。 

同大 會に 於て 內國 傳逍委 DSv 、を^し、 傳道 局設？ は を 計 

畫 し委员 を 選びて 之が 調査に らしむ。 植村 その 巾の 

一人た リ、 十八：^ の 大食に その 紡 SJ^ を 報 i}" す C 

明治 十七 年 (一八 八 四) 二十 八 歳 

十月、 ns 理 一 斑」 出版 さる。 非常なる 好評に して EE 

もな く 三版發 行。 

十二月、 大 <1" に 於て 決議せられ たる 高 知大舉 俾逍應 

接の ため 数ケ月の 豫定 にて 出張し、 翌： や 五 京。 

明治 十八 年 ( 一 八 八 五) 二十 九^ 

四月 T 福音 道 志 流 部」 出づ。 

六 01 


植 村正久 年表 

番町にて傳^^！を^^始す、 初めは ィ I スト レ I キ 邸に 

て、 その後 島 田三郎 邸に 移る。 

明治 十九 年 (一 八 八 六) 三十 歳 

1 番町 一 致敎會 設立、 但し 會堂は 未だな く-: 1： 借家な 

リ。 之れ 富 士見町 敎會の 前身な リ。 上六番 町に 移轉 す。 

從來 飽町區 に はジャ アマン • レフ ォムド 派の 宣敎師 

モ ウルの 始めた る 敎<1： ぁリ しが、 モウ ル仙臺 に 赴く に 

つき 一 番町敎 t に 合併 を 申込み 交涉 成る。 

六月、 明治 學院 成る、 植村は 第一 回の 理事と して 創 

立に 盡 力す。 一致 祌學校 その 神學 部に 合併 せらる。 

十月 十日、 二 女 かほる を擧 ぐ。 

衆國リ フォム ド • ミッション、 一 致敎 〈1" の 協力 ミ ッ 

シ ョ ンに 加入す。 

u 本 組合 敎會と 一 致； 兩敎會 との 合同 大會 開かる、 爾 

來ニ 十二 年に 至る 迄 一 致 側に ては吉 岡、 押 川、 井深、 

イン ブリ I 植村、 組合 側に て は 小 崎、 松 山、 伊勢 時 雄 

後に 橫井) 金 森、 - グリニ， 宫川經 ^等 同心 協力し 

こ 合同の 達成に 努む。 

明治 二十 年 (一 八 八 七) 三十 一歳 

一一； 月、 一 番町 W 八 番地に 敎會堂 成る。 會員 二十 名。 


六 〇 二 

十二月、 蔡約 聖書 邦譯 成り、 翌 3f 出版せ、 しる。 

明治 二十 一年 广 一 八 八 八) 三士 一歳 

外遊す。 先 づ米國 に 渡り、 n  a ン ビヤ、 プリンス 

トン 兩祌學 校の 給費の 申出 を 斷リ、 それより ロンドン 

に 行き 五ケ 月 止り、 ス ポル ジョン、 ヂ ヨセフ、 パァカ 

ァ、 ジ H  I ムス • マルチ /ゥ などの 說敎を 聞き、 多く 

の宗敎 書類 を讀 破し、 貧民窟な ど を 視察す。 

その 留守中 夫人 季野は 明治 女學 校に 敎へ、 夫の^ 朝 

後 職 を 返く。 敎會の 留守 は、 下 谷敎會 は！ 野 光多、 一 

番町敎 會は奧 野昌綱 責任 を 分つ。 年 內に歸 朝す。 

新選 讃美歌 成る、 一 致、 組合 兩敎 〈！" 選出の 委ひ によ 

りて 編せられ たる もの。 植 村正久 その 一人な りし こと 

は 前揭の 如し。 

明洽 二十 二 年 C 一  八 八 九) 三十 一一 一歳 

九月、 植村正 久明ュ 5 學院 正敎投 となる。 

十月、 一 致敎會 大きに 於て 同敎舍 據史 編^ 委员の 一 

人に 選ばる。 三十 年 出版。 同會 にて 一 致敎會 憲法 編成 

委員に 舉げ、 りる。 

十九 年来の 懸案なる 組合 一 致兩敎 < ^"の 合： i: に關し 一 

致 敎侖" 大舍の 修正した る 合同 案 を携へ て 井深 ィ ンブ リ 


ィ と共に 神 戸に 開かれた る 組 合 敎<£ 總 に 至る" 事 成 

らず、 無期延期。 

明治 二十 三年 (二八 九 〇) 三十ぱ^^ 

三月 「口 本 評論」 を發 行す、 牛 H: 刊 なり。 二十 七 年 

七月、 六十四號に至リて^！刊。 

同 HJ 「福音 週報」 發行。 

此 顷廢娼 運動 盛んな リ。 植村 諸方に て それが ために 

講演す。 

W 月、 越後 高 E 敎會 建設の 爲中會 を 代表して 赴く。 

同月、 東京 廢娼 成る。 委員 島 田 三郞 (長) 植村正 

久、 森林 太郞、 飯 野 .^-11 三郎、 燥 本 善 治、 三 宅 雄 次郎、 

mi 岩 周 六、 ^！^田仙、 德富術 一 郞。 

八月、 二十四日 三女 環を舉 ぐ。 

十二 H-n 本 一 致 基 背 敎\ぼ は 大會に 於て 日本 督敎會 

と 改稱し イン ブ リイ、 井深、 植村 等の 起草せ る 憲法 を 

採擇 す。 

此顷 明治 學 院神學 部に て牧 會學、 偷玴 舉を擔 任す" 

明治 二十 四 年 (一八 九 一) 三十 五 歳 

1 月 九 rH 第 一 高等 學 校の 始業式に 於け る 敎育勅 語朗 

讀の i§、 講師 內村鑑 三の 所謂 不敬 事件 突發、 井上 哲次 
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郎 「宗 敎と敎 育との 銜突」 なる 論文の 一 部 を 公に す。 

右市 件に 關し、 本 多 席 一、 押 川 方^、 杭 村 正 久^ 

名して？ t 明 書を發 表す。 

二  二十 七 u、 福音 週報 右 の 件に 關し て發； 订 を.：^ 

止さる。 

三月、 福音 新報 を發 行す。 

四^、 杭 村 正久、 田 中 達 共譯の 「某. 伃 のす がた. KJ. 

Stalker, Tmago  0^-«.-^^c 出版 せらる。 

同 n; ょリ 九冋述 續 して rwt ー仪 一 桥町敎 .^n にて 傳 窨 

を 講ず。 

八 n: キ込藥 王 寺 講義 所 主任 死し、 杭 村正久 常に 力 を 

玆に 致す e 朝 は 一 称 町敎會 にて 說敎 午後 二 時 右 講^ 所 

にて 說敎 す。 

十月、 is- 京 第二 中 <1" 議長と なる。 

同月 祌 一  茶亭 にて 開かれた る 高等 商業 风十校 ％ 杼^ 

靑年會 にて 講演す。 

同月、 明治 學院 神學校 親^ 众：； にて 說す。 

, m:=:、 角^村^！義所 にて 說敎 す。 

十 一 月 七 nH、 本鄕 中央 公 む A にて. 顿 演說 をハ" す。 

十 一 月、 明治 € -院前 總 地 へ ボ ン， 0 任、 井；^£柅之助總 
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に 就任。 その 就任式^ 上植村 正久神 舉部總 代と して 

演說 す。 

Z^HM 一十三：：；；、 中央 < ^ぶ. 一 にて 「現今 偷理 上の 問題」 

にっきて 講演す。 

同月、 名 古 屋久尾 町メ ソヂス 卜敎會 にて 演說 す。 

十二  =:、 前 月 決定した る 督敎 大演說 (中央 會堂) 

にて、 植 村正久 r 逍徳 上の 危機」 と 題して 演說 す。 

十月、 »^ 尾 大震災。 

十 一 月、 本 多、 植村、 横 井、 平 岩 四 名の 名 を 以て 各 

派敎師 役員 等 を 招請し、 貢 1 次、 向 ふ 半年 間 東京に 

督 敎大演 說侖" を 催して 霞災後 の 人心の 覺醒を 計る こ 

とに 決定。 

明治 二十 五 年 (一 八 九 二) ヨ 十六 歳 

1 月、 本鄕會^^^ゅ術講満にて植村 「宗敎 論」 に 就い 

て 講じ、 村 上 精 「佛敎 のニ大 眼目」 につ いて 述ぶ 。_ 

1 月 中旬 一 番 町敎會 にて 四 回 連夜 說敎 會。 植 村正久 

演題 「無くて 叶 ふま じき 事」、 r 汝 何れの 群に 入る や」、 

「基督 敎罪 惡 の說」 、「最も 敬愛す ベ き 基督 」。 

二月、 ァ メルマン 歸阔 にっき、 福音 新報に 「ァ メル 

マ ン氏 米國に る」 を 社說に 執筆して 送る。 同人 は植 
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村正久が横濱に.^^リし-ぉょリ師弟となリ、 下 谷 敎會を 

開きた る 時には 忠 Is; なる 同勞 者た リ しなり。 

. 二月、 此顷 一番 町 敎舍に 於て 醴 邦に 連 續 して ピリ ビ 

書 を 講ず。  ， 

三月、 觀町 敎侖： に 於て 「使徒 パゥ II の 家族 論」 と 題 

して 說敎。 

三月、 橫濱 岸敎侖 ：® 設廿^ ハナ 記 念 〈13 に 於いて 演說 

四月、 梳村！^^久ロ譯 「信仰の 標，」 (マル カス .ドッ 

ヅ 原著) 麴町 南海 ゆより 出版。 

同月、 十 一 u 二 女 かほる 死亡。 

七月、 一ヶ月の 豫定 にて 高 知へ 俾逍に 赴く。 

同月 末に 歸 京す。 

八 北陸地方 傳 道の ため 出發 す。 十四日 富 山 敎^!" 

にて「現今偷1^上の問題」にっき講演、 问曰富 岡に て說 

敎、 金澤 に， 1! ひ、 そこに 三日 滯在。 截夜 集會を 催す。 

更に 大聖 寺、 福 井に て 會を 他す。 

同 二十 六：：！ _ ^江津 を 訪れて 越 巾に 向 ふ。 九月 五日 歸 

京。 

十一月、 共 勵<1$:1？ 者 クラ ー ク來 朝、 各地に て 講演 


植村 正久、 ： 牛 岩. ほ 保、 原 田 助 そ. 力 諸 集 〈《! の發起 人と な 

る 0 

十 一 月、 u 本 マん 督敎會 大食 大^ 北 敎，^ ： 堂に 於て 開か 

る。 聖餐式に 植 村說敎 す" 

右 議場に て翌 二十 六 年 を 通じて 高 知 縣に傳 せ」 する こ 

とに 決定" 大會は 五名の 委員 を 擧げ八 名 乃至 十 名の 傳 

道 者 を同縣 下に 派遣す る こと を 可決す。 委員 は 坂 本 直 

寬、 片岡健 小 H 植村 正久、 グリ ナン、 井深 梶之 助と 

す。 

同大, II にて 傳道 局條例 改訂 委員と して ノックス、 井 

深、 山 本、 植村、 服 部 章 藏 擧 げらる。 

右 改訂 案 可決、 傳道 局員 は 次の 六 人選ば る。 井；.^、 

植村、 押 川、 ノックス、 イン プリ，.'、 フルベッキ。 

明洽 二十 六 年 (一 八 九 三) 三十 七 歳 

二月、 明治 學院 理事 を辭 す。 

三月、 飽 町敎會 に 於て 「忠君 愛國 及び 基督 敎」 と 題 

して 說敎 す。 

同月、 高 輪 台 町敎會 にて 說敎 す。 

四 パ、 口 本 評論に て 「今 =1 の宗敎 論及び 敎育 論」 を 

公に して 近. 公に せられた る 井上哲次郎の 「敎 育と 宗 
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敎 との 銜突」 を駁 す。 

五月、 番町紐 合敎會 にて 「共勵 的 動」 にっきて 演 

說す。 

此頃 また 日曜 朝 は j 番町 敎會、 午投ニ 牛 込 市ケ谷 

(前の 藥王寺 前) 講義 所に て說敎 す。 

六月、 名 古屋に 於け る 福音 同 m4 〈はに 出席す。 此せ合 

佛敎 徒の 妨害 甚 しく  雜を 極む。 

七お、 须 磨に 於け る 笫五回 夏期 學校 にて g セ卞； ： 講義 を 

擔當 す。 

九月、 本鄕新 花町に 「救 療會」 を 設け、 贫 者の 救^ 

施 藥を爲 す。 醫員長 高 田 w 安、 理^^：-長植村正久なリ。 

同月、 フ H リス 女お 校に 開かれた る 女子 ヌん期 ゆ 校に 

於て 說敎 す。 

同月、 土 佐に 赴き 安藝、 ^sfw、 高 知 を傳^ す。 歸途 

阿 讚の 地 を 巡 Ml 傅^す。 

柏 井園 を 叨治學 院敎師 として 推薦す。 

十 一 月、 本鄕 屮央會 堂に 於て 說敎 す。 

同月、 濱町 日本 基督 敎 講義 所に て說敎 す。 

十二月、 此の ょリ 一 称 町敎嘗 に 於て r:l„J 朝夕 說敎 

す。 

六 〇 五 
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M=;、 々-2 知 應援に 赴く。 

九 =:、 福音 新報 社 は從來 飽町區 三番 町 三十 五番 地な 

U し を 此：： r: より M ぼ 1： 番町 1:1^ 地に 轉ず。 

明治 二十 七 年 (一八 九 四) 三十 八 歳 

=1 本 某 督敎傳 道 ar.K 敎師 副との 關係を 斷ち獨 立す。 

同 s 最初の 委 12- として 彼 村、 井深、 山 本秀， fe! 等 選ば 

るつ 

大會に 於て 證美缺 編^ 委员 に舉 げらる， - 

四 =:、 兩网敎 お 牧師 就職の ため、 杭 村 正久屮 < ^"より 

委员 として 派 f,〔：一 せらる。 

四月、 屮< ^開催 屮、 その 主催に て 懇親 <13 あ リ、 席上 

「赏 地傳逍 上の 感話」 につ いて 講演す。 

六：：：：、 一； 十三 日 四女惠 子を舉 ぐ。 

七月、 大合 3 開 期 中 その 主 他に て 開かれた る 靑年會 館 

の演說 < ^に 臨みへ f 說 す。 

M^H-.  <ゃ和 根に 於け る 夏期^校 にて 講演す。 

问 月、 大<? に 於て 譜类 欺改； 止 委員 畏 となる。 

同月、 大會に 於て 傳道局 倏例を 改正し、 大會傳 道 局 

は獨 立した る ものと なし、 屮<^ "の 傳道部 は ミッション 

との 協力 を はすこと を i;^ る ものと なす。 局^ 大儀 見 元 
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1 郎常置 委員 井深 柅之 助、 植村： 止 久は五 人の 常 委 

員 中の 一 人た リ。 

八 H -、 淸韓 問題に 關し健 仝なる 阔論を 喚起 せんが 爲 

基督 敎 徒の 問に 「^^5韓事件：！1本^せ敎徒同志侖3」 を 組 

^す。 委員お-本 多庸ー 、 委員 井深 梶之 助、 植村 正久外 

十四 名 何れも 各地に 遊說 して 火に 努 む。 

八 H ；、 第二 回 女子 夏期 與， - 校 開かる. - 講^ 植村 正久、 

本多庸 一 、 井？； if 柅之助 等。 ■ 

九 =:、 傳道 局の 用務 を帶び 北海道に 傳 道地擴 張と 资 

金 募集の ため 同地に 出 1^。 

十月、 名 古：： ij- に：：^ 花 巾^ il かる。 植村问 前の H 的に 

て 出席。 

十二  =:、 傳 M 上の 打合せの ため 大阪に 赴き 浪花 中會 

內の 大半 を 巡回す。 

明治 二十 八 年 (一八 九 五) 三十 九 歳 

一 月、 同志？^ にて 「^：^督の恩寵」 にっき 講演す。 

二  n^、 新 榮敎舍 にて 說敎" 

同月、 基督 敎靑 年余： 館に 於て 「一一； 稀の 靑ハ や」 にっき 

ま" がす 

四 H: 京都に て 福音 同盟せ Hi かる、 植村 「祌學 と 信 


仰 」 にっき 講演す。 

五 HJ 福音 新報 發行 停止 を 命ぜら るつ (二百 二十 號) 

七月、 福音 新報 を 復活し 第 一 號 ょリ發 行す。 

同月、 大會 委員よ リ 前年 決議した る 福音 新報 買收は 

覺束 なき 旨の 報吿 ぁリ。 

八月 市ケ 谷 講義 所 の 小侖ス 新築 成 る 。 

明治 二十 九 年 ( 一 八 九 六) 四十 歲 

三月 信州傳 道に 赴く、 臼 田に て 「我國 の 將來と 基督 

敎」 佐久 にて 「山上の垂訓」 その他 數ケ 所に 於て 講演 

1 週間の 後に 歸 京。 

四：： ：-、 府下 基督 敎徒 聯合 大 親睦 <1" を 上野 鶯ー やに 開 

く、 その 發起 人の 一人な リ、 會 合の 席上 二 場の 講演 を 

なす e 

同 tt- 東京 第二 中會 開かる。 前議お として 「神の 國は 

能力な り」 と 題して 說敎 す。 

六： =： 奧 野：： ：！ 綱 息 武之助 米 II にて 死し、 その 遣髮 到着 

して 牛 込敎會 にて 薛式 執行、 梳村正 久說敎 す。 

七月、 第 八 回 期學校 開かれた るに 臨み rn 本に 於 

ける 基督 敎」 「罪と 救」 等に つき 講演す。 

九月、 束 京に て 第 九 回 福音 同盟 <13 開かれ 植 村正久 
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「基 骨敎の 家と 國」 にっき 呼 す。 

同上 會 4： にて 常 議員に 選ばる。 

十  一 "、 ^下： H 木 港 敎會 聯合 演 のた め"， S 輪^ 町 

敎僉 にて 說敎 す。 

明治 三十 年 ( 一 八 九 七) ra: 十 1^ 

三 《:、 印度 バ十 害の ため 飢 K 多く  =: 黑 死病 Si 橛を械 む 

本多庸 一 、 梳村正 久等侖 3 を 糾^して 義 55 八お を 染め 救恤 

に努 む。 

同月、 傳道 局の 任 を 受け て祭！^ に傳^；！屮な リし河 合 

龜輔 の 歸京 を槻 として ま京靑 (牛 <™ "館 に  一-: 潜傳 奴 $ 

を 開き、 植村、 片岡健 古 ^講演す。 

四月、 ^京 第二 中ぬ： 開かれ、 議おに 選ばる。 

同月、 飽町 敎會に 於て 說敎 す。 

七月 大食に 於て 譜美歌 改正 委員に 舉 げらる。 

右に 於て 協力 赏狀 調査 类员 となる。 

右に 於て rKA 骨敎 倫现」 に 就き 溝： M す。 

右に於て傳^=」局委员として朮ーねて舉ダ、しる。 

大會 常置 委員と なる" 

十 一 月、 祌 E 靑年 節に て說 敎リ 

同月、. 福 井、 金渾、 富 山に ある. 5^ 派 聯合して 福 一せ： z 
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盟<1" の 後援 を 求めて 傳 泣す。 本部よ リ本多 席 一 、 植村 

正久を 派遣し 之 を 助けし む。 

同月、 日本 基督 敎會创 立 二十 五 年 記念の ため 歴史 編 

霧の 業 成る。 明治 二十 ニ年以 來の擧 なり、 委員 井深、 

植村、 押 川、 外 三 名。 

上記 念會神 E 靑年會 に 開かれ、 植村 も： 1； 僚と 共に 

境に 立つ。 

大會に 於て 朝鮮 傅逍 開始 を 植村捉 案。 可決。 贵出幸 

次郞を 派す。 

十一月、 神戶 日本， 基骨敎 曾に て 創立 二十 五 紀念會 

を 催す。 植村 「山上の 訓」 にっきて 說敎 す。 

々-1 知敎會 にて 同上 記念 會。 植村 朝夕 說敎 す。 

十二月 二十 八口廣 鳥？；^ 會 にて 說敎。 夜 傳道說 敎會に 

語る。 更に.：； < 府、 赤間關 等に て說敎 し、 歸路豐 橋敎會 

を 訪ね 四 回の 集 會を營 む。 

明治 三十 一年 ハー 八 九 八) 四十 二 歳 

1=:、 橫濱海 2ia 敎々： にて 說敎。 

M 月、 府下 日本 i4a 督敎會 俱樂部 成リ、 ^員と して 井 

深、 植村、 石 原、 高木、 貴 山 選ばる。 

问月 臨時 中會を 1^ き從來 m 京 中會の 第一、 第二、 に 
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分れた る を 第二 中 < ^に 於て 合： 1： を 計 害： し、 植村、 高木、 

原澤を 委員と して 交涉 せし む。 

二月、 九 段 美 以敎會 新築 成リ、 献堂 式に 植村 正久演 

說。 

同月、 大阪 敎會に 招かれて 演說舍 に 赴く。 

四：：：：；、 屮會 il かれ 議長と して 說敎 す。 

五月、 仙臺 各敎 〈IH 有志 者の 設けし 講話 會に聘 せられ 

て演說 す。 

五：：：；、 信 州 上 E 敎會獨 立の ため 傳道 ni? 長植村 之に 赴 

き 「敬 皮の 道」 にっき 說敎 す。 

六月、 片 岡健吉 衆議院 議長 を辭 し、 {HI 邸 を 引 拂ふ前 

日、 前 議員 中の 信徒 及び 友人 等 を 招きて 感謝 祇禱會 を 

催す、 植 村司會 す。 

七： n: 神 奈川驟 葉 山 に 於て 第 十回 夏期 ゆ 校 開かれ そ の 

講師と なる。 

NnM^. 日本 學生 基！！ 敎靑 〔小會 同盟 總<?1 に 臨み 講演 

す。 

同月、 rw 本 S 督敎會 懇談 會に 於て 「信仰 上 自他の 赏 

驗」 に 付いて 談リ Bis: に 於て は 「日本、 義とコ ント 

の 宗敎」 につ いて 講演す。 


^3^!ぉの第 一 、 第二 屮會 合併の 件大侖 3 にて 可決。 

十 一 月 神 E 日本 基督 敎會演 說會に 臨み 「神と 人との 

關係」 と 題して 語る。 

明洽 三十 二 年 ( 一 八 九九) 四十 三 歳 

一月、 信 州 佐 久敎會 設立の ため、 中侖 n を 代表して 赴 

0 

二月、 京都 日本 基督 敎會 のた め、 三日 問 連夜 說敎の 

ため 赴く。 第 一 夜 「信仰生活の 一 端」、 第二 夜 「罪の 赦 

し」 第三 夜 「永生の 要 道. T 尙 婦人 侖"、 京都 敎 役者 懇話 

會 などに 臨み て 講話 をな す。 

右 終リて 祌戶に 赴き 靑年學 術 講演 佘：、 神戸敎 會の禮 

拜、 關 西學院 の集會 にて 講演し、 尙祌戸 各派 敎 役者の 

會 合に は 井深 梶之 助と 共に 臨席して 懇談 祈 禱會を 指導 

す。 

それよ リ货山 幸次郎 と共に 大阪に 赴き、 南敎 <H "にて 

說敎 す。 又 日本 基督 敦食敎 役者 會 及び 靑年會 の 演說會 

にて 講演す。 

二月、 小 t- 弘 道の 息女 菊 代 死す" その 葬式の 說敎は 

松 山 高 吉、 植村正 久雨人 之を爲 す。 

三月 高知縣 下の 諸敎會 に應援 し、 祌戶に 来りて H 曜 

植 衬正久 年表 


醴拜 說敎を 日本 基 骨 敎々. ： に 於て 1^ し、 ^^に九州巡回の 

途に 就き、 熊 本、 長 崎、 福！：、 佐賀、 若松の 諸 敎侖" に 

て說敎 し、 歸4^^^び祌戶大阪に立寄リて敎せを拨け=- 

末歸 京す。 

五月、 福音 问盟- ^"第 六 1:<^=： 合 _3 ^京に て 他 さる。 その 

講演 會に 臨み 「我等の 信仰」 にっきて す。 

同月、 靑 年.^ 3 に 基 骨敎諸 名士の 講演 ぁリ 。「井 i 衧敎 

の 耍點」 にっき 講演す。 

七月、 十 一 期^ 校 を麼耶 山に 開く。 植村聖 研 

究を 指導す。 

同月、 府下：l^^.基l:I敎に魇する^iiE:牛、 = 本 バ；： 敎. 

靑年會 を 組織し、 <!:-i:;- に梳村 正久を 推す。 

七月 二十！：！ 內務ぉ 令^ 四十 一 號發布 せらる。 所 謂 宗 

敎 取締 令な リ。 ^^村正 久福音 新. 徘： M 說に 於て その 可否 

を 論ず。 

十月 傳道 局の 用務 を帶 びて 祌戶、 1； 巾、 Ks^=」 を 巡回 

信 州 上 m 敎 に 牧師 就任の ため 井深 柅之 助、 植村 正 

久中 會ょリ 派遣 せらる。 植 村說敎 す。 M: 敎 ci:! の：！ 人せ 

傳道！^！^會にても說敎す。 
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十二月、 神 田 靑年會 にて クリスマス 祝 余 "席上 說敎 

す。 

明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇>  十四 歳 

一 月 「宗敎 法案に ついて」 と 題して 福 昔 新報に 論說 

二月、 流行 性感 胃よ リ 肺炎と なリ、 回生" ぉ院 に人院 

治療、 一時 は餘程 重體 なりし も 間もなく 平癒、 一ヶ月 

の 後 退院。 

七月 奧野曰 S 綱 仝 國傳道 旅行 を 終へ て歸 京す。 有志 

その 慰 勞會を 芝 三緣亭 に 催す。 細 川 劉、 植村正 久慰勞 

の 辭を述 ぶ。 

同月、 海軍 少將吳 鎮守府 艦隊 司令-:？:: 世 良田 亮の 葬式 

に說敎 す。 

十月 口 本 基赞敎 會大會 新榮敎 に 開かる。 議お聖 

餐式を 司り 植村正 久說敎 す。 

同 上會 合に て 懇談 I、 敎 役者の 養成 及び その 自修に 

つきて 植村 その 發題 者と なる。 

十月、 傳 道の ため 關西 地方に 赴く。 初め 廣島を 訪れ 

熊 本 講義 所に て 懇談 會、 花陵靑 年お =、 婦人 侖： 等に 臨み 

て說敎 す，、 歸途高 知、 神戶、 大阪 を經て 名古屋 日本 基 
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骨敎贫 にて 說敎 す。 

同 月、 府下 日本 基督 敎會 聯合 聖餐式に 臨みて 說敎 

-す。 

同月、 祌 田靑ギ 館に 於て 開かれた る靑年 大會に 臨み 

て 「解釋 を 待てる 問題」 と 題して 講演す。 

明治 一二 十四 年 (一九 〇一) 四十 五 歳 

一月、 n 向 院の初 角力 を见 物に 行き 感！ IE に權 る。 二 

ヶ月 後 癒 ゆ。 爾來^ 力 を 見る こと を廢 す。 

二月、 芝敎會 にて 傳造說 敎を爲 す。 

同月、 明治 學院、 靑 ギ<1： にて 演說 す。 

四月、 = 本^ 督敎 〈E: 特別 傳 道の 舉 あり。 派出 傳道者 

とその 受 持の 區決定 す。 植村正 久は第 一 區 (束 北の 一 

部 及び 北海 遊) 第 十 一 區 (蔡灣 ) を分擔 す。 

同月、 ま 京 基督 信徒 集會 の山內 子^ 邸に 開かれた る 

に 臨み 一 場の 演說 を爲 す。 

五月、 日本 橋敎書 牧師 就職 式に 臨み 說敎 す。 

七 力、 此 0 ^より 明ュ 出學院 にて 系統 祌學を 更に 擔任 

同お、 ；！： 志 社に 於て 第 十三 lil 夏期 M チ校 開かる" 「父子 

の關 係と 神人の 關係」 について 說敎 す。 乂 「某 督敎的 


ウー^ 思想」 の 題に て 講演す。 

八月、 永戸：1:本某^^„:敎<3?=講義所に應援說敎す。 

十月、 海老 名彈 正、 前 福音 新報 三 二 四 號に現 はれ 

たる 記事に き 植村正 久に譎 t や-ど 排む。 (S 面の 問題 は 

神 子 成 肉、 賠罪、 救拯 の諸點 なり。 福音 新報 三 二八 號 

に  ー^^老名彈正君に答ふ」 と 言へ る もの 植村正 久の署 

名 を 以て 錢 表：^ らる。 

十！：！：、  T:.R. モット を迎 へて 基骨敎 名士の 協議 會ぁ 

リ、 その 主催に か 》 る 講演 會に 於て 植村 「個， 八 的 修養 

にっき 犁書 以外の 讀書； について 演說 す。 

同月、 鎌 食に 於て 日本 基督 敎會 ゃ；^ 役者 會 開かる。 植 

村 r 敎授ハ ル ナックの 祌學」 と 題して 講演す。 

同月、 仙臺に 開かれ. たる 東北 中 <5： 敎 役者 會に 講演 を 

依賴 せられて 飯 坂、 仙臺 等に 五日 間の 傳道 旅行 を爲 

十 C 

十二月、 東洋 內科 醫院の クリス マ ス祝會 に 臨み 祝辭 

を ぶ。 更に 同 醫院の 看護婦の 外出 5 者^に 對 して 傳道 

說；^.^ど爲す。 

明治 三十 五 年 二 九 〇 二)  a 十六-お 

一 月、 日本 甚督敎 < ^"傳 道 局 披露の ため 衆議 院議 長官 
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舍 にて 集會。 前 局：^ 植村正 久演說 す。 

同月 海老 ク" 彈 正と 論^の！ i!^ 點 なる rt ^費と 其の • 

業」 を 福音 新報に 載し 始む。 

同 H -、 一  番 町敎會 創立 滿十 五ギ 祝會 に^おす。 

三 お、 臺灣傳 せ」 のた め 出發。 末：：： 蹄 京。 

四！：：：、 福音 M 盟會、 第 十二 回大< ^"^京 分に 開か 

る。 植村外 w 名 「基督の 神格 を 一 認めざる 敎侖 3、 

及び 傳道者 は 本/ぼに 加 はるを 〔むず」 の：^,;: 案^ 出： H- 

決 C 

五 n ；、 桐生敎 〈& の献 堂..； < に 臨みて 說敎 し、 夕 傅 近 

敎舍 にも 安藤 太郎、 石 原 保太郎 と共に 說敎 す。 

六月 五：！： ょリ 七：：：！ 迄市ケ 谷敎， 会" にて 連夜 說 敎を爲 

す。 

同月 横濱海 ハホ敎 \t ：大舉 傳道を 應按し て 「s? 慾 S  的 

解録」 と 題し 說^。 

七月、 第 十四 回 lej 期舉 校の^ 根に 開かれた るに 出席 

し 「來世 的 信仰」 及び 「現今 港督敎 思想と 其の 問題」 

との 二回の 講演 を-おす。 

八月、 北海 逍 聯合 敎 役者 修養お に，； 土 任 講師と して 赴 

き 「現 宗敎 思想の 潮流 一、 「有神論の 耍點」 めやにつ き講 
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演す。 歸 途小搏 及び 礼幌敎 會の傳 道！^ 會に 說敎 す。 

九月、 千 葉 U 本 基督 敎< ^"の 應援に 赴く。 

十月、 千 葉 敎<£： にて 「基督 敎の 意義」 と 題して 說敎 

す。 

明治 三十 六 年 2 九 〇 三) 四十 七歲 

一月、 故ァ レキサ ン ドル 博士の 記念 會を 女子 學院に 

て 催し 梳 村說敎 す。 

二月 山 M 都リ本 茶树敎 新築 成リ、 ァレキ サン ドル 博 

士の 記念 會を舉 行、 梳村 鼓に も說敎 す。 

太阪 某： 骨 信徒 聯合 大會に 於て 「基督 敎文 學の發 

達」 に 就きて 講演す。 

同月、 一番 町 lrM<I= に 於て 迚夜說 敎< を 催す。 植村 「何 

の 生き甲斐 か ある」 と 題して 說敎 す。 

同月、 芝 敎<|:1 を應 援說敎 す。 

五月、 上\^p敎役者會の伊香保に開かれたるに臨み、 

1 場の 講演 をな す。 

同月、 高 輪 辜： 町敎會 の述夜 說敎會 にて 說敎 す。 

问月、 芝敎會 を應援 して 說敎 す。 

问 月、 四ハ 合 講義 所に 說敎 す。 

同月、 市 ケ谷敎 〈I： にて 三 lil 連 績說敎 を引續 いて 1^ 
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す。 題 「基督 敎に 於け る 赤子の 要素」、； 世と その 終 點」、 

「主の 祈と 基 管 敎概觀 」。 

^u-. 下 谷 敎舍に 於て 說敎 す。 

同月、 屮村樓 に 開かれた る 演說會 に 於て 小峰弘 道、 

井深 梶之 助^と 共に 演說 す。 

同月、 伏勢 平樓 にて 留！； 幸 助 等と 共に 演說 す。 

七：：：：、 有 .^!5,?！ 呆に 於て 第 十五 回 夏期 ゆ 校 11 かれ、 說 

敎を爲 し-:^ 「ブ ラ ゥ 二 ン グ の 々小敎 」 と题せ る 講演 を爲 

す。 

八月、 長 ©縣 飯 田に 夏期 講ぉ cai^ かれ、 梳村 これに 

出^し て 都合 十 二回の 說敎 講演 を爲 す。 

十月、 HI 本 SIS 敎舍大 < ^に 於て 說敎 す。 

同月 片岡 健吉高 知に て 死す。 板 垣 返 助、^ 沛勝 人、 

杉田定 一 等發 起に て 祌田靑 年 館に 於て 記念， ぼ を 他し、 

本 多庸ー 司 <£、 梳村 正の 自由」 と 題して 說敎 す。 

十 一 力、 仙台に開かれたる來北敎役^！？：會に聘せられ 

て 講演 を爲 す。 

十二月、 一番 町 敎會堂 建築の 用を帶 びて 來年 一月よ 

リ 約三ケ M 問 令.^ を 旅行し、 說敎演 說の依 賴に應 ずべ 

しとの 計畫を 表す。 


神 Sll- 上に 於て 南- 41 老派 宣敎師 等と 意見 を 異に 

し明治炽^-院講師を辭す。 

明治 一二 十七 年 (一 五 〇 四) 2十八-^^ 

一 n 豫 おに 從ひ六 ロ$:； チど發 して 甲：.^ に 向 ひ、 その 

地の 敎會 を應援 し、 十三 日靜 岡に 來着、 同地の 名醫丸 

尾^ 益 方に I.W4^、 同夜 は 家族の ために 坐 談を爲 し、 十 

m 日 岡 講義 所の 催した る晝夜 二回の 講演に 臨み、 午 

後 三時よ リ學 生の ために  一士 道 を 論ず」 と 題して 演說 

す" 夜 は 「人生の 要求」 と 題す、 講義 所 はこれ を機會 

として 移 轉發展 す。 

靜 岡よ リ璺 橋に 向 ひ、 十五 s 午後 $15、 その 夜 璺誠館 

にて^^^ゥ 翌 十六：：！、  口 本 基督 敎會 にて 禮拜 說敎 す。 

何れの 集會も 土地の 有力者の 來聽 する もの 多し C それ 

ょリ 岡^に 向 ふ。 

岡：^、 名. 屋の傳 道 を 終へ て 二十日 大 垣 着。 大坑ク 

ラブに て演 說會、 生 及び 屮學敎 師多數 出席。 二十 二 

日敎 役者 會を 開き、 終リて 直ちに 岐阜に 赴く。 午後 三 

時よ リ敎 <1： 堂に て 「神の 友」 と 題して 說敎。 夜 は 濃 陽 

館の 大廣 間にて： 偶說。 11 文學と 聖書 j と 題す。 

二十 三： w 夜 grn 市 講義 所に て 講演。 翌 二十四日、 津 
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敎會 にて 禮拜 說敎： 午後 婦人 會" 夜 は； 一； 縣 師範 s: 十 校 

にて 敎師 生徒の ために nM- 止の 武 と ト督 敎の關 係」 

にっき 講演。 サ五 = 午前 木！： ちょう 子の 葬式に おみ 說 

敎。 夜 は 宇治山 田 町の ^iE: 〔牛 合 "にて 「人 問の 趣 ゆ」 と 題 

して： M 說。 二十 六 = 朝 徒 の に感話 を爲し それよ リ 

京都に 向 ふ。 

二十 九：：：、 京都 四條敎 <1: にて 「人 止 S 風韻」 と し 

て 一 時 牛 演說っ 翌夜は 室町 敎< ^"にて rt^ 一竹 s^ii= 法」 

にっき 說敎。 三十  一 n 朝^ 說敎。 

同： = 夜 は攝律 茨木 n 義所 にて prig.-  ^朝 は 祈^に て 

獎 勵を爲 すつ i 註、 これよ リ？ 3  =  C  7  grfS  ) 

二  》: 六：：！、 福 山に 赴き 夜 「！：^^の性格と^竹敎」 と 

題し 講演。 翌 七日 拜說敎 「神の 友」 と 題して 語る。 

それよ リ中 ：！ 各地の 敎會を 訪れ、 W 防お EE 講義 所に 至 

リ書 夜說敎 す， 

十二：：：、 山 口 敎<^： にて 說敎" 十三：！： 午後 靑^ < ^"にて 

講演： 十三：！： 夜 Hi5 關： ：！ 木 甚督敎 ^にて 說敎。 十八：：：^|5 

津敎 < ^にて^ 夜. 11^ 敎。 十九： ：！ 佐 ゆ 保！：！ 本范 伃敎侖 "講義 

所に て說敎 し、 二十 口 は ^崎に Ki- リ、 三 $ ^造船所に て 

講演。 翌 H 禮 拜說敎 し、 午後 は敎 役者せ にて 講： S す。 
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九州の 巡回 を 終 リて廿 五日 四國松 山に 至リ 翌日 中學 

校に て 講演、 午後 講義 所に て說敎 し、 夜 は 松 山 公會堂 

にて、 土地の 有力者 を 集めて 講演。 廿七 n ゥ ェ ル ス媲 

方の 婦人 會 にて 感 話す。 

三月 四日、 高 知に 至る。 三日 滞在。 第一 日 職 立中學 

講堂に て 「死生 觀」 にっき 講演。 夜歡迎 食に 列し、 終 

"て 祈 < ^"に 出席 信徒の 進德の 心得に つきて 語る。 翌五 

曰敎、1:にて求^^1者のために語る。 聽衆各 屮學校 師範 學 

校の 校 .4弋 職員、 求 迸 者 五十 餘名 出席- 夜敎 堂に て 

說敎 。「信念の 端緒」 と 題して 說く。 翌日 は 日啦職 J 拜。 

「累進 的： 求」 の题 下に 說敎。 

午後 妹 人會。 夜 「新生 命」 と 題して 三百 六十 五名に 

對して；^-敎す。 

七 口、  ^發北 て..： ふ。 uffi 浙註、 其の後 s®!^® すべ At- ものな 

と 十四 niJS 京" 

g:n-、 大會 常置 員 協議の 結果 戰+む 傳道部 を 設け 植村 

を 部 .4^ と 爲し九 —十一 の 三 ヶ月 廣島、 佐^ 保 等の 要所 

にて 傳 す る こ と に 決定す。 

五 n 束 京 市内に て 戰時傳 道 を 他し、 巿 の 各敎會 に 

て 傳范第 を 爲し、 梳村は ilm 敎會 及び 本鄕敎 <tn に 於 


六 1 四 

て說敎 を分擔 す。 

同 口、 祌 田靑； if 會に 於て 戰時俾 道演說 會に聘 せられ 

て 「我 憐の 戰^」 と题 して 講演す。  ， 

八月、 戰時傳 道の ため 植村 二日 東京 發、 臺灣 及び 關 

西 地方に 向 ふ。 八日 臺北 着。 長1:15半平方に投^5、十リ、 

歡迎 祈舍、 席上 植村 「敎 會の獨 立」 にっき 語る。 十 一 

十二 日 は 淡水 館に て 講演 「戰^！-の^祌的概察」 と 題し 

て 叙べ、 十三 口 午後 婦人 會。 夜 は 長 宅に て 求道者 

會。 十四日 朝 は禮拜 ifK。 夜 は傳道 說敎。 十五 H 夜 は 

信者 の 質問 會を 他す。 i 贫芍 此後 - 即 § の 励 S 不 S)  二十 二 

日 » 北を發 して 歸路に 就く。 

九月 、「基督 敎神學 の 知識 を 開拓し、 有力なる 傳道 

者を键 成す る 目的 を 以て」 修業年限 三ケ 年の 獨立 神學 

校 を 剖 立し、 十 一 ょリ 開講の 意 II を 側近の 人々 に 謀 

る 0 

同月 中旬、 昨年より 犬 谷^ を督 して 市內宵 山 方面に 

傳道を 開始した るが 本 月よ リ六 丁目に： w 本 敎會靑 

山 派遣 所 を 設け、 四 ロ^ 述續說 を 開く。 十一 口 

「宗敎 概論」 十二 口 「耶蘇の 人格」 十三 口 「信仰」、 「祈」 

何れも 梳村 講演す。 


十月、 兼ての 計畫 なる 獨立神 學校は 愈々 具體 的に 進 

涉し、 之 を 鬼 京祌學 と 命名し、 生徒 募集に 着手。 

同月、 芝 日本 基督 敎會笫 三十^ 記念 會を懷 す。 植村 

正 久說敎 す。 同月 大會 主催の 說敎會 に 於て (き 年 食 館) 

「耶穌 の 自覺」 にっき 說敎。 

同月、 陸軍 少佐 秋 山 助 六郎遼 の 役に 死し、 豐橋衍 

行 社に て 葬儀 執行、 植 村說敎 す。 

同月、 日本 基督 敎會 大きに 植村 等獨立 建議案 を 出 

す。 獨立敎 きの 權限 を擴大 し、 捕 助敎會 の權限 を限リ 

連衡 合 縱の途 を 講ぜん とする もの。 激論の 末 否决。 

十  一 三 nl、 東京 神學社 創立 式舉 行。 社長 植村開 社 

の辭を 叙ぶ。 

同月、 靑山 派遣 所に 於て 說敎 す。 題 「耶稣 の 慕 はれ 

し 人」 

同月、 日本 基督 敎 <1：： 傳道局 滿十年 祝 會神田 靑年會 に 

催され、 植村 招かれて 說敎 す。 

十二月、 東京 祌學 社現狀 は、 神學 科、 婦人 神學 科、 

神 學俱良 部 を 合して 學生 三十 六 名 ぁリ。 神 學俱良 部 は 

毎 金曜 午前 九 時よ リ植村 社長，， 宅に て保羅 の 神 學を研 

究す。 是 迄に 旣に 終へ たる もの は、 保羅の 改心、 保羅 
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の對 人觀、 保羅の 基督 對宇 {€ 觀、 保羅の ド： ； i 及 

び 保羅の 人性 觀な リ。 各 食 員 研究した る 返 を^ 表し、 

梳村之 を 批評 指 55^ す。 神學科も啻に講^^^を？5くのみな 

らず 毎月 一 回 講習 會を 開き 萬 有 神說、 一 神說、 有； t 說 

等に つき 研究せ リ。 

明治 一二 十八 年 2 九 〇 五) 四 卜 九 歳 

一日、 濱町 日本 橋俱樂 部に 於て 束 京 = 本 骨 敎會新 

年會 催さる。 植村 「束京に於ける！：：本^：^け督？；^哲の位ゅ豇 

並に 責任」 にっき 演說 す。 

同月、 佐 久敎會 十^ 年 Si 念のため 梳 村正久 ：！： 敎會及 

び 臼 E 地方 を 巡！！。 その 巾 臼 E 巾 校に 於け る講： 讽は 

會衆四 ぼ 名に 達す。 

二月、 横濱指路敎會に於て開かれたる傅^；！獎勵演說 

會に聘 せられて 「霊的 帝國 主義」 の 題 下に 講演す。 

三月、 東京 府俾 せ」 會 祈禱會 神田靑 ハキ會 に 開かれ、 梳衬 

一場の 感 話を爲 す。 此會合 四 回迄綺 く。 梳村 常に 指導 

の 位置に 立つ。 非常に 內 容の充 したる ものな リき。 

同月、 一番 町敎會 に 於て 數 筒の 敎<^：： 員 有 士ゎ祈 侖 "を 

開く。 植 村司會 す。 此會 合、 毎 土 皤復话 節 迄 する 

ことに 定め、 これ を责 行した リ。 

六 一 五 
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,M 一  方敎 役者の 覺醒の 必耍を 痛感した る 植村は 自宅 

に 日本 基督 敎會 に屬 する 敎 役者 を 集め 連 續祈禱 會を催 

した リ" 

四月、 巿內 日本 基督 敎會靑 年 大會を 一 称 町 敎會に 開 

き植 村說敎 す。 題 「主の 受難と 靑 年」。 

同月、 市内 日本 甚督敎 <1= 敎 役者 等 ダ ツチ. レフ ォムド 

外國傳 逍會社 書記 コ ッ プ 氏 を植村 宅に 迎 へ て 談話 會を 

開く。 

同月、 組合 n 本 基督 敎會 有志 獨立 問題に つき 懇談、 

植村、 山 本、 石 E、 贵山 等と 宮川、 原 田、 小 崎 等 十八 

名 出席。 

同月、 傳逍 SI? 理事 會の ため、 五日 束 京 發大阪 に 赴く。 

九 = 歸京。 

^-n-> 俾？； ； 一 のた め 甲府に 赴く。 

同月、 ジョ ン •  ノックス 四百 年 紀念會 祌田 靑年會 に 

開かる.' 植村 「改革者 及び 祌 5C チ者 たる ノックス」 と 題 

して 講演す。 

內村鑑 三、 小崎弘 道、 梳 村正久 及び 柏 井園の 四 人に 

て 樂.蒈 改譯に 着手。 先 づ約翰 傅よ リ始 む、 此 事業 間 も 

なく 巾 絕す。 
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五月、 甲府 日本 基督 敎<^=： 講義 所の 設立 せらる  時、 

傳道局 を 代表して 植村 正久、 中 會ょリ は大谷 腐の 雨 人 

出張、 六日 設立 式 執行。 同日 午後 縣き 議事堂に 於て 演 

說<^3 を 開く。 植村 r 靈覺」 と 題して 語る。 翌 七日 大谷 

講義 所に て 說敎、 聖餐 を 司リ、 メソヂ ス卜敎 〈I： にて 說 

敎、 題 「弟子 等の 失敗」 同夜 講義 所に て 演說會 ゥ「 自己 

に對 する 義務」 と 題して 語る。 

同月、 祌 E 靑年 館に 於て ノックス 四百 年 記念 會を他 

す 、「ノックス の 人物と その 事業」 と 題して 講演す。 

七： =:、 傳 道の ため 三日間 横濱に 赴く、 海岸 指路 及び 

太 田 講義 所 聯合 の 運動に し て畫夜 午後 の 集會の 外に 招 

所に 於て 求逍. を 指導す つ 說敎の 題 「横濱 の KAII 敎」 

「聖靈 の 威力」 ゼべ ダイの 二子と その 母」 (II 人會) flM 

正の 祈」 「耶^と その 弟子」 (婦人 會) 「^ 拜と 献身」 

同月、 第 十七 回 夏期 學 校の 關西 舉院に 開かれた るに 

臨み 二回 講演す。 第一 回 「耶 稣の歸 省」 第二 回 「勢力 

の 宗敎」 殊に 後^ は聽 衆に 多大の 感銘 を與 へ、 m 校 後 

三十 六 名の 者殘 して 之を廿 五日 會と名 づけ、 夜 十 

時 を 期して n 本の 救の ために 祈る こと を 約し 「勢力の 

宗敎」 なる 說敎は 之 を小册 子と して く 配布す。 


九月、 昨年 戰 死した る 陸軍 少佐 秋 山 助 六郎の 紀念舍 

を 父 久作ほ 宅に 於て 催す。 植村 「来世に 對 する 觀念」 

に つ き說敎 す。 

九 =:、 ^^京傳道學校々長小崎弘道不在にっき梳村、 

內村鑑 三、 柏井阛 協力して 始 築す。 

同月、 靑 山？： 道 敎會に 於て 植村 r 裕 なる A 命」 と 題 

して 說敎。 

同月、 四ハ介 講義 所に 於て 「よ リ大 なる 媾和」 と 題し 

て 說敎。 

同：： ：-、 來京市 傳道會 祈禱會 を芝敎 分に 開く。 梳村之 

を 司 < ^"す。 

同上の 傅 逍大演 說會靑 たや <^?3 館に 開かれ、 梳村 「人の 

愛、 神の愛」 と题 して 講演" 

十：：^、 =： 本 某： 督敎會 大會に 於て 獨立 S 給 案、 ミツ シ 

ョ ン との 協力 案 を 可決。 植 村逮議 して 右 獨立及 協力に 

關 する 雨；^ 議の 賴祌を 書翰と して 各敎會 及び 講義 所に 

送る ことに 決定。 梳村 起草、 大<ぃ3 の 承認 を 待て 發送さ 

る 0 

十  一 ：=::、 ^京祌 ゆ 社主 催の 宗敎 文學 講演 會を神 E 靑 

ケ十 〈I： 飽に 開く To ベ ル ト. ブラウ  一 I ングの 今 世と 來世」 
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にっき るつ 

M 月、 京都^|^敎<^3聯介の$11!^^の應拨のため赴く。 七 

日 祈 禱會を 平. ぶ 敎"^ = に 司る。 十八 = 午径ニ 時よ リ 人 

大合： に 「祈 禱」 にっき 語る。 M 夜 演說侖 放^ 子」 

の譬 にっきて 語る。 十九ロ午後ニ時ょリ^5"ハゃ大分、 大 

學高 等舉 校の や； 徒 多数 を 占む Ti>: おなる A 命」 と题し 

て說敎 „^  II： 夜？^」 敎 <1"。 題 「祭」 二十：：： 夜の 說敎 侖" 「§? 

靈 のバプ テス マ」 にっき；|^-リ、 二十  一口 夜 は 感謝 祈 

會。  ， 

明治 三十 九 年 二 九 0 六) 五十-八 成 

^京 靑年會 に 於て 書 講：树<1： を 他す。 梳村 「siF 

書 愛讀. iq: としての 耶姊」 と 題して ti^ す。 

同气 芝敎^に於て戰後傳^3祈禱^を開く。 席上 波 

邊暢、 熊^ 雄 七、 梳 村演說 す。 

二 n、 一  番町 敎會々 堂 を {S 士^ 町 六の 三に 新築 巾。 

三 リ、 靑山傳 道 敎會に 於て r 见ざる S 愛」 と 題して 

說敎 す。 

來京神學社宗敎文與+講演今^^を神出^^：中^に！！ 

くつ 「ゥ オルズ ゥ オル ス詩 巾の ほ然」 植村 正久、 「ゲ ー テ 

のファ ウス 卜に 就きて」 ケ I ベ ル 博士、 (前後 二回の 巾 

、六 一 七 
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の.： jSc 一  回)「 ス ピノ-ザの 人生 觀」 波 多 野^ 一 。 

g:::r: 十 W  u 午後 二 時 富士見 町 敎众" 献堂式 執行。 

五=;、 ^sflM 靑： 牛 館に 福 昔 n: 盟大 <1: 開かれ、 n 本： 督 

敎< ^"同盟 成リ、 规則を 制定す。 植村合 11： 类艮の 一 人に 

選ばる。 

同月、 小石 川 砲兵 工廠 内後樂 園に 於て 富 士見町 敎.！ ： 

建築 委 e: 慰^ 會を 兼ね 叙^^ を！^  く。 

,^-M-> 下ハ 介敎會 に 於て 「何故に 失へ る 6-」 と翅 して 

說敎 す。 

七：：：；、 市ケ谷 敎會々 ^新築 成る。 梳 村正久 r 耶穌の 

斯く霄 へ る は 其の 身の 事 を 指せるな リ」 と 題して 說敎 

毫灣傳 道に 赴く。 

八 =;、 昨年 燒 打ちの 災 に權リ たる 下谷敎 會は此 總 

命 を 開き、 新會堂 建築に flS 手す る ことに 決定、 植村を 

假 牧師に 依頼す る ことに 決議す。 

同月、 傳 道の ため 信 濃よ リ北越 地方 を 巡回、 佐 渡 を 

巡： 1： す。 

九月、 八日よ リ 三十 口まで. 土  H の兩日 市ケ谷 及び 富 

士は 町： 吶 敎會 に 於て 說敎 す。 
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is に 特別 ssi かる。 十七 E 銀行 第 < ^-所 

に 於て 基赞敎 懇談 <^ "他され、 ^澄暢 と共に 講演す。 サ、 

サ  一 E 夜 は 指 路敎會 に 於て 說敎。 題 は 「五！： 倚 S 信仰の 

大綱」 「虫 命の 新 起 點」。 サ 一 = 午後 三時 學生靑 ¥ 大會、 

指 路敎侖 "に-化され、 梳村 講 演す。 

同お、 ロ本^^督敎众：敎役者舍富士见町敎^に開か 

る。 第一 日 r 傳キ； ii 者の. ひ、：： 齋」、 お. 二 口 「日 本の 傳 道に？： FW 

るべき 傳^ 者」 第三 日 r ハ ゥ n 齊 翰の 救 採說と 現今の 

俾逍」 と 週して 講演す。 

同： =:、 靑山俾 道 敎< ^"說 敎<1： に 於て サ五、 六の； 吶夜說 

敎。 前夜 は r 靈 魂の 起 s^」 後 夜 は 「靈的 修養」 と 題し 

て 語る。  • 

十月、 引續き 土曜の 夕 は 市ケ谷 敎會に 於て 說敎 し、 

00 は 朝夕 赏士 見町敎 にて 說敎 し、 下 谷敎會 の 假 

牧師 を 兼ぬ。 

同月、 束 京 中 合： 開 かる。 ^來. 老は 5?！ 子に 限られし 

を、 梳村^！人をも：ゅー舉なし？^：るょぅ修正案を提議して 

否決 さる。 

十 一 月、 富 士見町 敎< ^"に 於て 傳道說 敎せを 催す。 「基 

督の權 威」 


同月、 市 ケ谷敎 <w!^ 人會 にて 說敎 す。 

同"、 C 生 野 光多と 共に 名 古 屋に傳 道に 赴き それより 

京都 室町 H 本 基督 敎會に 行き、 二  H 間傳 道す.^ 終リて 

和歌 山に 至る。 此の 時 は 石 ra 祐 安と 二人なる。 午後 二 

時 植村獨 立に 關 する 獎 勵を爲 し 祈禱に 移る。 夜 は域內 

葵俱樂 部に て傳 道/ゆ。 翌日！： 東 館に て 靑ギの ほめに 金 

す。 夜； II 町に 再び 傳道舍 を 開く、 午後！： 束 館に 人 

を 開く。 

十二：：！：、 祌 俱良 部に 於て. ツチ ル の 救 摇觀」 に 

就いて 講演す。 

明治 四十 年 (一九 〇 七) 五十一 歳 

1 月、 ^^京神學社宗敎文學講演會の第ニ回を^士見 

町 着 に 他す。 「英詩の 基箭 を讀 む」 と 題して 講ず。 

问月、 甲- 特別 傳 道の ため 出張。 サ七 ni 夜縣會 議事 

堂に 於て 講演す。 廿八 H 講義 所に 於て 說敎 會。 サ 九日 

午後 一時より 婦人 會、 卅日 求道？ 會、 午後 縣會議 51- 堂 

に 於て 學 生の ため 說敎 會。 

二  = -、 神 學俱良 部 例 會を來 京神學 社に 開き、 グヮト 

キン スの著 「神に 關 する 識」 を 紹介す。 

同月、 岡 山 特別 傳逍 のた め 井深、. 植村 同 行す。 サ四 
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口、 日曜 禮邦は 講義 所に て植村 說敎、 夜 机 <::敎< ^ス ai に 

て 井深、 植村 說欽 す。 翌北五=梳村は講義所に於て&^ 

？ E をう け、 午後に 婦人 等の 信仰 を 指 .5^ し、 夜||,_^^所に 

て井深植村說？；；^.す。 一 一 十 六 In, 千 校 i が A^i^^wf 校 に て植 

村 r 基哲の 人生観」 と 題して 講演、 夜講， 義所 にて 杭 村 

說敎 す。 

三月、 士 見町敎 分に 於て 家族 il 話 を 傀す.' 

四月、 萬國基 竹？ お sc?f 生靑 ハゃ 大會を (三！：：— 七 =o  M 

京に 開く。 代員 二十 五 個國を 代表して 六 百 二十 七 名 出 

席。 第二 ：= に植衬 正久 r 舉小； 俾逍に 高調 せらるべき 

想た る 基 費に 似た る 小 ：j^」 と 題して 演說 す。 

同：：：、 下 ハ介 敎會に 牧^ 就職 式 を 司 リー 場の 談話 をな 

し、 且 その 夜^ 敎 〈1" にて 說敎 す。 

问 月、 千 葉；^ せに て 特^ 傳^ をお す。 桃 村應投 し、 

午後 質問 <s 夜 は說敎 を-おす。 

月、 高 知 敎會创 立 二十： や 祝 贺<ロ を 他す。 植 村正久 

i^g 說す。 

五 神；^ 俱良 部に 於て r 宗 数の！ W 威」 にっき fli® 

冋=^、 兩國敎 八 S に 於て^ 別傳^ を應- 扱す。 

六 一 九 


w 衬 正久 * 表 

市 ケ谷敎 〈£ に 於て 三十  一 n ょリ 六月 二 E 迄 連 

夜 說敎會 を 催す。 植村 これに 應投 す。 說敎題 は 「詩 第 

五十 一 篇」 r 賴祌界 の 中立」。 

六 w、 In  二：：： の傳 せ」 說敎。 「何故 某忏を 信ずべき 

や」 「井^$！ の 祝福」 の题下に，^^,敎す。 

來京神 aif 者 第一 回 卒業式 を 市 ケ谷敎 食に て擧 

行。 校お 杭 村 正 久司式 訓話す。 業を卒 へ しもの は 口 高 

善 一 、 上與 次郞、 石川^ 郎、 森！： 謹 一!ic  (以上 神學 科) 

外に^ 人祌 科に 大森 野 ぁリ。 

同 HJ、 釜 山、 -、 熊 本に 出；^ の 窖なリ しが 微恙の 

ため 屮. す" 

七 =:、 兵^^湊川敎餘の 傳道集會に說敎す。 サ 日夜 

「信仰の 人」、 廿 一 日朝 「基 骨 者の 意義」 同 午後 二 時、 

質 IE の應 答、 同夜 「人生 觀」 出席 百 七十 六 名。 歸路 tl 

沼に 問 かれた る 富 士見町 敎八 S 主 催歸人 夏期^校に 臨 

む， - 

八：： ：-、 ^^:^^敎靑〔ゃ侖=函极寄祸舍にて講演す。 

九：：：： 及び 十お に 於け るな E 士 off 敎せの 說敎題 r 宗敎 

00 「ナザレの 耶穌」 「耶穌 基督と その 死」 「社交的 基 

^^:敎」、「侮改の.ぉ例」。 


六 二 0 

九：：：！、 市 ケハ仑 敎舍に 於て 廿：： ：、 廿 一 日、 廿ニ ni 特別 

$s "を爲 す 。「ナ ザ レの耶 飾」 T 主なる 基督」、 「基督に 於 

ける 生命」。 

十 =:、 神^ 供 良 部に 於て オル ク マ ン の 初代 敎 iw: の 迫 

害の 梗槪を 紹介す。 

十 =^、 橫濱 指路敎 < ^"の 特別 傳泣 を投 け、 「人の 救と 基 

督敎」 と 題して -敎 す.^ 

市 ケ谷敎 合：！ に 於て 「+:! 今歐 米の 文 • お；. に 於け る 

贖罪の 腐 理」 なる 講演 をな す.^ 

同 H -、 祌ゅ俱 -：5{ 部に 於て 「ilf: テ レサ」 に 閥して 講演 

す 0 

a 月、 神 學俱良 部に 於て コ D サィ霄 一 の 二八 を硏究 

す。 

同月、 is- 京 神 Sif 社 li 演會を 海岸 敎^ にて iS く。 毛 利 

{ほ 治 「進化. 仏と 道德 法」、 波 多 野 精一 「古代 敎 に 於け 

る 婦人」、 梳 村正久 「：：： 述、 ホ セ ァ 及び テ ： 一 ン ン」、 來會 

者 三百 餘名。 

十 一 "、 神 十俱 部に 於て 「馬 可傳」 を n 乂れ す。 

明洽 四十 一年 (一九 C 人； 五十二 歳 

一月、 ま 京 市內大 舉傳道 S ため 聯 4 "祈 禱會を il く。 


植村正 久說敎 す • 

二月、 大擧傳 道の ため 仙 臺ょリ 北海道に 赴く。 

三月、 大舉傳 道の ため 大阪に 赴ぐ。 

四月、 日本 メソヂ ス ト第 一 回 東部 年會の 請に 應じ、 

三日 午後 靑山 學院に 於て 輯演 す。 

同月、 富士見 町； 會 人會 の 主催 になれ る 講話 會 に 

於て D ボル 卜. ブラウ 二 ングの 詩 「指環と 書籍」 の 梗槪 

を 紹介す。 

五月、 芝敎會 牧師 就職 式に 中會を 代表して 臨み、 就 

職說 敎を爲 す。 

六月、 東京 神 學社、 第二 回 卒業式 を 同社 講堂に て 執 

行。 

同月、 富 士見町 敎會 婦人 會の 夏期 學校を 鵲 沼に 開 

く。 講師の 一 人と して 出席。 

七月、 甲」 本 基督 傳道敎 會の傳 道 を 三日 問 應援し 

更に 舞 鶴の 傳道 局所 管 地 を應援 す。 

同月、 千 葉敎會 を 應援。 

同月、 基督 敎 女子 靑年 〈I： 夏期 講習 會靑 山女 學院に 於 

て St かる。 r 宗敎の 選擇」 につ いて 語る。 

九月、 富 士見町 敎會に 於て 新に 地方より 上京した る 
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學生 S 歡迎ハ 第會を ほす。 

十月、 市內基督敎靑^^聯合^^動のため神田^；ほ年^^に 

於て 講演 開 他 「平和の 條件」 にっき lf?_s る。 

同月、 n 本 基. せ 敎會敎 役^ 舍指 路；^ :s "に m る 。「カル 

ビンと その 思想」 にっきて 講演す。 

同月、 下 谷 日本 基督 敎會は 新に 牧師 を聘 す。 巾，^: よ 

リ植村 臨席。 該敎會 の歷史 につ いて 語る。 

同月、 祌學俱 ，R 部に 於て (五：：：) H ゥ H ルソ ン r 獨 

逸 神 學近狀 一斑」 の椏槪 \ 十九：：： ン「某：督 敎の 見地； (サ 

六日) r ァゥ ガス チ ン」 等の W 究を發 表す。 

同月、 日本^ 督敎な 人 大會に 於て^;^:^ し、 M 敎役 

ぉ會に 於て カルビ ンに關 し 講：： ^す。 

十一月、 京都 に 傳迸を 開始す るに 際し 招かれて 

開 所 式 を 舉げ、 ； 4^ 敎を ほす、 f^- ぃで{^-町敎<^に說；^：^ 

す。 

同 月、 ItJ- 山 及び W 山地 方に 赴く。 

十二月、 千 1^ お 敎< ^"を 應援 す。 

同月、 辜： 灣傳 近の ため 出張。 

明治 四十 二 年 二 九 0 九) 五十三^ 

一 月、 ^5-京：：1本^^.4::敎舍修.養會に講演す。 

六 二 1 
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同月、 高 輪 H 本 基 4s 敎會 にて 修養 <w "を 四日 間 開く。 

植村 招かれて 講演す。 

二お、 日本 基督 敎^ 傳近 開始 五十：^ 記念の 會合を 神 

田 靑年會 館に 開く。 植村^ 敎す。 

同月、 甲」 朌傳道 敎會獨 立す、 敎會 建設 式に 植 村中會 

を 代表して 臨席、 司 式し 同夜 說敎 す。 

同月、 新敎 各派 聯合して 俾造 11 始 五十 年 祝 4" を 他 

す。 「基督 敎 文學」 にっき 植村 講演す。 

同月、 市ケ 谷敎會 にて 說敎 す。 

三月、 富士見 町敎會 にて 國會 禮拜 日を設 く。 

同月、 橫濱に 於け る 日本 S 衧敎會 に屬 せる 三 敎會合 

同して 修養 會を 開く。 植 村說敎 す。 

同月、 五十 年 記念 祝會を 上野 精 養 軒に 催す。 祝謝傳 

道 委員長 植村正 久傳逍 上 の 方針に つき 語る。 

同月、 日本^ 督敎 命，. 傳道 修養 會、 富 士見町 敎會に 於 

て il かる C 「敎<53 に對 する 反動の 研究」 と し 講話す。 

四月、 デ 一 1 ィの r 耶穌と 福音」 を讀 むの 題に て _t 學 

俱良 部に て 講演す。  , 

五月 rF*D 二、 オリ ス と 其の 宗敎 £ (想」 に つき 神^ 

恨， R 部に て 講演す。 


六 ニニ 

rz 本 tib 衧敎 ^五十た 半 祝 謝傳逍 の^ 大阪に 赴 

i 

祝 謝 傳. 近の ため！： 山 及び 一 ：2 松に 出張。 

士 町敎 おに 於て^ 京 神學社 卒業式 を舉行 

同 月、 韓國傳 道に 赴く。 

七月、 朝鮮よ リの歸 ヘルー 下 關の祝 謝 傳造を  一 H ょリ四 

日 迄 指導す。 

冋 月 十日、 神 田靑年 館に 於て カル ゲイン 誕生 四百 年， 

記念 會を偎 す。 植村 司へ 化す。 

八月、 富 士见町 敎<& 婦人 會主 催鯓沼 夏期 舉 校に 於て 

「ジ ョナ サン •  H ドヮ ルヅの お？ お 的 感情」 を 二回に 宜 

りて 講演す。 聖日に は 「ヨハネ 第 一書の 敎訓」 の 題に 

て 說敎。 又 「英文 宗敎 小說」 を も 二回に 一旦 リて 講ず。 

八月 十八：：：、 紀州 一博 造に 赴く。 

九月、 富士  町敎會 にて 特別 傳道 第會を 他す。 

十！：：：、 宣敎 始五 十年紀 念^ 神田靑 にて 講演 を 

爲す。 

M 月、 富士見 町敎^ に 於て 二 H 間 靑年會 主催の 說敎 

< ^"を 11 き說敎 す。 


同月、 神^ 恨 良 部に 於て 「お 今 道德の 相違」 と 題せ 

る 講演 を爲 す。 

同月、 市 ケ谷敎 食 修養 會に 於て 「 バ ン ャ ン の恩惠 記」 

にっき 講演す。 

同月、 祝謝傳 のた め 名 古：^ -敎會 を應援 す。 

十一月 二日、 午後 大 K 南 日本 ^ 督敎會 2 婦人 會 二十 

五 年 紀念會 に 於て 說敎 す。 

同月、 京都に 於け る 日本 基督 敎所屬 の 四圑體 聯合し 

て植村 を聘し 四日 問 特別 集會を 催す。 

同月、 仙 合に 於け る 祝謝傳 道の 爲め、 井深 梶之 助と 

共に 出張す。 

十二月 十三 日、 十四、 の 雨 日！： 山 n 本 基督 敎 /ぼに 祝 

謝傳道 を應援 す。 

问月、 十一月 八日 は植村 正久が 任職 滿 三十 年に 相當 

する を 以て、 廿 八日 富 士見町 敎會に 於て 祝會を 開く。 

十  一 n、 富士 敎 曾に 於て 初めて 新嘗 感謝 鵡拜 を擧 

行す。 

明治 四十 三年 二 九 一 〇) 五十 四 歳 

一月、 市內 日本 基督 敎會 婦人 大集會 .1=^; 士 見町敎 食に 

開かる。 「祈 禱」 にっきて 說敎 す。 
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同月、 横濱海^敎會にて横^^^市の祝謝傳近ぁリ。 " 

山 幸次郎 と共に 說敎 す。 

二月 六日、 ^會4;ゅ0;14^^;;;を富士：^町敎<^に於て；仃 

ふ。 「何 を與 へん や」 と 題して 說敎。 

同月 十 一 日、 富士見 町 敎會に 於て 初めて 紀元 怖禮拜 

を 執行す。 

三月、 n 本 S 晋？ 权會傳 道 修養 會に 於て 「說 敎」 及び 

「福音 者の • 業： の 二 題に つき 二 Mil 話す。 

同：：：；、 m 本，；^ 督敎せ 祝 謝傳^ の 大築分 を^ 槊 座に 似 

す。 植村 n 演す。 

四月、 新 榮敎會 に 於て 傳：！ Fjt ぷ會を 他す。 植村 正久三 

日間 速總 應拨。 

同月、 ォ ベリン 大ゅ校 キング 博士 來朝。 二 

十四 H 富士見 町敎會 の S に 出-おして 梳村 の 說敎を 

同月、 九段メソヂス ト敎<^-にて傳^^說敎<^を他し、 

植 村說敎 す。 

六 月、 大， 1: 北 敎< ^"創立 二十^ 年 記念の ため 桃 村を聘 

す。 

Rn^  ^京神ゅ社^^^四：^卒業式をぉ.^==^附敎會にて 

おへ I  ！  T 
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擧行。 

M 月、 ^沼に 於け る 女子 靑年會 主催 夏期 講習 會に於 

て 演す 

同月、 旅 順 及 京械敎 < ^"を 應援 す。 

同月、 靑 山敎會 新築 會堂 成リ、 十六 日献堂 式舉 行。 

梳村獎 勵を爲 す。 

同月、 富士見 町敎 〈w 婦人 <1 "の 催せる 家 i^s 期 學校は 

千 葉縣の 一 のお 海岸 靑松 館に 於て 開かる。 

九月、 富士見 町敎會 十七、 八、 廿四、 五の 四日？^ 特別 

傳 逍を舉 行、 植村久 速 夜 說敎。 

同月、 市ケ 谷？ M<I" に 於て 特別 傳道會 に說敎 す。 

本 所 傳造敎 <13 に 於て 說敎 す。 

十月、 京都 吉田敎 會の献 堂 式に 臨み 說敎 す。 

十 》:、 大會に 於て 議- 長に 選ばる。 

同 =:、 神 港？ な會に 於て 說敎 す。 

同お、 大會後 大阪の 五 敎<^ "結合して 傳道及 修養 會を 

開く。 植村 講演す。 

同月、 靈南坂 組合 敎會に 於て 說敎 す。 

同月、 祌^ 仉良 部に 於て 講演。 

同お、 _s ^京 市 各派 協 M 大傳 道に 關 して 禮^ を祌 £ 靑 


六 二  SI 

年 館に 行 ふ。 植 村說敎 す。 

同月、 靑 山敎畲 にて 速夜說 敎會， ど應援 す。 

十 一 月、 第二 高等^校 及び 醫學尊 門 舉校 生徒 中の 

督 信徒に よ リて糾 織せ ら る 、忠愛の 友 仉樂部 の 創立 二 

十年紀 念に 講演す。 

同月、 新榮 敎侖 3 にて 說敎會 を應援 す。 

十二月、 臺灣傳 道に 赴く。 

明洽 四十 四 年 ( 一九 一一) 五十 五歲 

一 月、 本鄕 中央 會堂の 創立 滿 二十 年に： i 演す。 

同 =-、 員 禮拜を 二十 二日 富 士見町 敎< ^"にて 舉 

行。 

同月、 幸， 想 傳次郞 の  一 . ^なる 大石誠 之 助の 葬儀 を 親 

戚の請 を 容れ、 富士  3- 町 敎舍に 於て 蟹み 植村司 式す。 

二  w:、 靑 山敎舍 にて 五日 問 連夜 說敎會 を 開く。 植村 

三 夕說敎 す。 

同月、 京濱 rn 本 基 費 敎會敎 役者 會を 束京靑 ハヰ 會に於 

て 開く。 植村 講演す。 

同月、 南廉平 富士見 町敎會 副牧師と なリ。 兼ねて 千 

駄ケ 谷傳道 所の 主任者と なる。 同傳道 所に て 任職 式 を 

舉げ植 村 正 久說敎 す。 


三月、 市ケ谷 敎會に 於て 植村 r 覺醒の 事實」 と 題し 

て 幸德の 「基督 抹殺 諭」 を 反駁す。 

同月、 傳 道の ため 京都、 名 古屋の 諸敎會 を應援 す。 

同月、 岡 山 日本 基督 1^ 會の 新築 會堂 成リ、 献堂 式に 

植 村說敎 す。 

四月、 神 學俱良 部に て 「ブラウ  一 I ングの 復活 s^l-rErJ 

と 題して 講演す。 

同月、 千駄ケ 谷傳道 所の 新築 敎會堂 竣工、 植村ニ 夜 

應援 す。 

同月、 受難週 修養 會を富 土 見 町 敎會に 催し 毎夜 講演 

す。 

同月、 京都 室町 敎會の 婦人 會 にて 講話す。 

五月、 基督 敎 々派 合同 期成同盟 會發 < ^"式 を 東京 靑年 

館に 開く。 理事と して 植村 正久外 十六 名を舉 ぐ。 

同月、 神戶祌 港敎會 にて 說敎 す。 . 

同月、 富士見 町敎會 女子 靑年會 主催に て傳道 集會を 

開く 核 村 講演す。 

六月、 明治 aSf 院神學 部に て 夏期 講習 會を 一 週間 催 

す。 植村 之に 聘 せられて 「系統 神學 につ いて 「講演す。 

同月、 東京 神學社 第五 冋 卒業式 擧行。 
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同月、 it 道の ため 朝鲜に 赴く。 

七月、 朝鮮ん 牧師 阐ー行 二十 九 人 来朝 {ほ 士 a 町敎會 

にて^ 拜に參 列。 植村正 久說敎 す。 

同月、 富士見 町敎舍 人會 主催の 家 夏期 學校 を靜 

岡 驟佐野 瀑阈に 開く。 

三女 環 米 國留學 のた め出發 

八月、 京都 古 E 傳道所 を應援 說欽を ほす。 

九 R:  二日、 ：：！ 本 敎 會大會 開かる。 植 村前議 .i^ と 

して 說敎。 

同月、 问上大會に際して羽£中；？要^^に開かれたる敎 

役者 會に 於て 植村 「基督 論」 を 講ず。 

问月、 山 梨 敎舍に 牧^ 就職 式の ため 屮<^：！ ょリ 出張。 

同 ！《:、 市 ケ谷敎 會に於 C 連夜；？^^ 會 ぁリ、 植 村說敎 

同月、 千 駄> '谷傳 道敎會 にて 說敎 す。 

同月、 富士見 町？；； 八 余； I にて 演說食 を 催す。 

十月、 日本 基督？ 奴 會大會 芝 敎< ^"に 於て 開かる。 同會 

は植 村正久 加州 n 本人 諸 敎< ^"に 傳 道の ため 招かれて 渡 

米に 付、 太平洋 沿岸に つき 太平洋？^, E 岸に 在る 日本人 長 

老 ？ ぉ會と 交誼 を s!- ふし、 -：!： 將來 の 迚絡を 計る た め植村 

六 二 五 
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を 使者と して 大會の 好意 を通ぜ しむる ことに.^ 議す。 

同大 會中 信徒 大會を 芝 敎會に 催す、 植 村正久 司會、 

「肉 碑に 書かれた る 手紙」 にっき 傳道 上の 獎勵 を爲 

す。 

十： =:、 橫濱 出港 歐 米への 旅に 上る。 

ト n 「宗敎 及び 文藝」 を 休刊し、 来年 五月 再發 行の 

旨 を 公に す。 

十 一 月廿 八. n 桑 港 着。 翌日 は 聖日な リしを 以て 美以 

敎^ に 於て 聯合 禮拜、 植村 「山上 垂訓の 施濟、 祈 ti^ 、斷 

食」 につ いて 說敎 す。 

三十 口、 午後 二 時よ リ桑港 及び その 附近の 敎師、 一 

般 有志 者集會 して 質問 侖： を 11 く。 植村 これに 答 ふ。 

同月 二日、 植村正 久桑港 靑年會 に 開かれた る 日本人 

.苌 老敎會 臨時 年會 に 臨み 日本 基督 敎會 大會 の 決議 を傳 

へ年會 之に 對 して 滿場 一 致 を 以て 議長 宫^ 小八郞 より 

答辭を 叙べ たリ。 

同日、 夜 は スト ウジ 博士 就職 二十 五 年祝會 を 催す。 

植 村說敎 す。 

四日、 早朝 桑 港を發 して モ ン トレ H に 赴き 午後と 夜 

と說敎 し、 五日に は ワッソン ビル 長老 敎會 にて 饞拜說 


六三ハ 

敎す 

六： W 、午後 二 時サリ ナスに て 四 人の 大人、 二人の 小 

兒に授 洗、 引續き 日米 人の 親睦 會ぁ リ。 

十八 日 迄に 加州 仝 體の傳 道 旅行 を 終 ふ： 訪る  >- 所 十 

六ケ 所、 日数 三 週 問、 集會 大小 三十 八。 

十一月 二十 三日、 シャトル 市の 日本人 各敎會 聯合し 

て大傳^?!說敎<^を救世軍 ホ-ル に催す、 會衆 場に 溢 

る， - 

同夜 發の 汽船に てバ ンク， -バ に 向ひ廿 四日： 1： 地 着、 

午後 三時よ リ 婦人 會 ぁリ。 植村 講話す。 午後 八- S- ょリ 

說敎 す。 寒氣甚 しき にも拘らず 侖；： 衆 三百 名 を 超へ た 

リ。 會 果て、 汽船に て 再び シャトルに 向 ふ。 廿五 日朝 

同地 着 U 午後 二 時？ 软會 にて 懇談 會ぁ リ。 會衆 種々 

たる 質問 を爲 して 植村 之に 答 ふ C 

廿 六日、 夜 は聖： wfi 拜を浸 fig. 敎食 にて 聯合して 催 

十二  =-、 紐 育に 入リ、 それよ リウ H ス レイ を 訪れて 

留學 中の 三女 環に 遭 ひ、 再び 紐 育に 歸リて 一週間 を觀 

光に 费し、 偷敦に 向って 出 發す。 

明治 四十 五 年 (大正 元年 ズ 一九二 一) 五十六 歳 


四月、 外遊よ" 録る 

六月、 富 士見町 敎會笫 六 回 家庭 夏期 學校を 千 葉稻毛 

海氣 館に 開く。 

同月、 明治 學院 神學部 夏期 講習 會 開かる。 植 村正久 

「舊 約豫言 者の 重なる 敎訓」 にっき 講演す。 

同月、 束 京 神學社 卒業式 を 富士見 町敎會 に 行 ふ， - 

同月、 横 濱指路 靑年會 の 主催に 傳道說 敎會を 開く、 

植村 說敎す e 

六月 廿 二日 夜 京都 吉田 傳道 敎會を 應援す C 

七月、 京 城 口 本 基督 敎會々 堂 一？^ 成、 植村 招かれて 献 

堂 式 を 執行す、 歸路岡 山敎會 にて 傳道說 敎會に 臨む。 

同月、 富 士兑町 敎會、 家』 M 夏期 學校を 千 葉 縣稻乇 に 

yc  ,、o 

p  く 

r 九月、 明治天皇 大葬に 當リ、 富士見 町敎會 にて 奉 悼 

孃拜を 執行。 

i  - 十一月、 東京 神學社 創立 記念 會を 同社 講堂に 開く、 

ま S す： 

同月、 岡 山敎會 に 於て 十四日— -十 六日の 三日間 im^ 京 

祌學社 講演 會を 催す。 植村 正久、 柏 井園 出張す。 

同月 十八、 十九の 兩日祌 戸神 港 敎會に 柏 井、 植 村の 
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兩人應 ：！^ し、 書 講演 < ^を く、 前 _4 、樜 村. S 夜 も 講演 

す C 

问月、 二十 二日 富士見 町敎會 に 於て 新 $3： 感謝 e 拜を 

執行。 

十二月、 横濱 海岸 敎會 にて 一新 生命」 と 題して 說 

•N 月、 千駄ケ 谷！！ 本 基督 敎會 建設 式 執行。 植 村說敎 

す。 

同月、 高 輪 日本 基 骨敎會 牧師 就職 式に 梳村司 式說敎 

」 0 

1： 月、 富 士見町 敎會の 聖誕鵡 ^ &、 植村 說敎。 

四月 二十 六 ：！：、 ：：： 本メソ デス ト敎 せ監 4" なる 本 多 席 

一 佐賀縣立^^院にて逝去す" 

大正 二 年 二 九  一 H) 五十 七 歳 

一月 二日、 E 川 大吉 郞、 船澤總明と共に^£-京を發し 

高知傳 道の 途に 上る。 

二月、 廣島敎 C さど 應投 す。 

同月、 市 ケ谷敎 せに て說敎 す。 

同月、 水戶敎 な： を應援 す。 

四月 二十 二日 11 廿 八日まで { お士見 町敎會 主催に て 

六 二 七 
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基督 敎. 庭 修養 會を 開く。 

七月、 植村 正久の 設立した る 下 谷敎^ 小石 川 區大塚 

に 移 リて會 堂 一 成豐島 岡敎會 と改稱 す。 

七月、 開會 中の 基督 敎 女子 靑年侖 31 夏期 修養 會 にて 明 

治 夭 皇奉 棹の 講演 を爲 す。 

十月、 日本 基督 敎會 第二 十七 回 大會富 士見町 敎會に 

て 開會。 

同月、 臺灣傳 道に 赴き 途 門 司 を應援 す。 

十二月、 富士見 町敎會 にて 束 京祌學 社主 催の 神學講 

演會 開かれ 植村 講演す。  . 

大正 三年 (一九 一四) 五十八^^ 

一 月、 紀州傳 道に 赴く 

同月 末、 神戶 特別 傳 道に 赴く  C 

二月 二十 八 nn  士見 町敎會 靑年會 講演 r 藝苑の E 

人 ワッツ」 と 題して 講演。 

三月、 信 州 上田敎# 應援 

四月、 七日よ リ 一 週間 签山敎 會應援 

四月 中旬、 一 週 村 上敎會 應援。 

八 十 一 日、 $:豆价^5-敎會設立のため出張す。 

九：：：：、 協！ 1： 傳 道の た靜め 岡に 赴く。 


六 二八 

同月、 長女 澄 江 佐 波 一： n 一と 結婚す。 

十 一 "、 協！； 傳 道の ため 米 澤に 赴く 箬なリ しも 病氣 

のた め 中止す。 

大正 四 年 ( 一九 一 五) 五十 九歲 

1 »:、 市内 協同 ミツ シ ョ ン、 王 催の 聖齊 研究 會及 諸敎 

會 有志 傳道 < ^"にて 講演す。 

二月、 三： 一;s» 館に て 各派 聯合 信徒 大會、 植村 講演 

す。 

同 n:、 日本 基督 敎會 修養 會開 假。 植村正 久開會 の說 

敎の 外に 「內 外祌 5- め 趨勢」 にっき 講演す。 

四月、 _5 ^京 外駒渾 町に 傳道所 新設の ため 出張 傳 

道す。 

同ガ、 ^浪 指路敎 < ^"にて 橫濱協 傳道 信徒 大 會に植 

村傳 道に 關 する 講演 を爲 す。 

五月、 靑山敎 せ、 市ケ 谷？ れ<^"、  ^布 クリスチャン 敎 

會 にて 協同 傳道 の ため 說；^ す。 

同 ^=-:1!本^督敎會應援。 

同月、 宮士見 町敎會 にて 議會禮 拜を行 ふ。 

六月、 明治 舉院： tSHlS 夏期 講習 會 にて 講演。 

同月、 協同 傳 道の ため 東北 地方 及び 北海道に 赴く。 


同月、 東京 敎役 者な にて 牧師 傳道 にっき 演說。 

七月 4=  二日よ リサ 八日まで 富 士見町 敎會歸 人會 主催 

にて 輕 井澤に 夏期 學校 開催、 植村 講演す。 

八月、 中 溢 谷 敎會の 夏期 講話 會 にて 「使徒 信條」 の 

話尙 十月 中每 土曜 連續 して 四 回の 講演 を 同 5^ 會の ため 

に爲 す。 

十 月 九 R よ リ新 榮敎會 に て 日本 基 4." 敎會第 二十 九 回 

大會 開かる C 植村 總務局 理事長と して 選ばる。 

十月 二十四日、 協； 1： 傳 道に て横須 賀敎會 應援。 

十月 三十 一 日、 富士見 町敎會 にて 天長節 體拜 執行。 

十一月、 協同 傳 道の ため 會津 若松に 赴く。 

同月、 十三 日 富士見 町敎會 にて 東京 神學社 講演 會ぁ 

リ、 植村 「基督 者 S 立脚地」 と 題して 講演 C 

五月、 米國 聖害會 社 創立 百年 紀念、 帝 國 ホテルの 紀 

念會 席上 数名と 共に 植村 講話す" 

同月、 金城 女學校 の 御大 典 紀念講 ：1 きに 赴き 金拔敎 

會を も應援 す。 

同月、 千駄 谷敎會 を應援 す。 

同月、 椅濱 指路？ ；^. 會を 應援 す。 

同 =;、 協同 傳 道の ため 神戶 市に 赴く。 
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同月、 京5!$吉出敎會にて_^-敎す。 

六月、 朝鮮 洲に傳 道 旅行の 途次 門 司に 立寄リ 合同 

敎會 にて 說敎： 

七月、 横濱フ ヱ リス 女學 校に E かれた る 女子 靑 ひや 大 

會に 於て 講演。 

八月、 蔓？)"1を巡回傳^=」す。 

大正 五 年 2 九 一 六) 六十お 

一月、 此顷 敎會 祈躊會 にて 敎< ^^上 有名なる 人物に 

つき 傳造者 等の 講演 あり、 梳村 正久は アン ドリ ュ監哲 

を 語る。 

同：： ：-、 山 梨 敎會献 堂 式に 臨み 傳泣を も拔く  C 

同月、 束 京女 子靑年 < ^"にて ts» 敎：^ 人修 €=X ^のた め 

講演。 

二月、 植村、 小 崎、 井 1^、 海老 名^ 發 起と なリ、 築 

地 精 養 軒に 兩院 議員 信徒 懇談 會を 他す。 

六月、 創立 七十 ハゃ、 n 本 某籽公 < ^三十 五 年 

紀念<^:!にて^^說。 

七月、 臺灣傳 泣の ため 打狗、 辜： 南、 ー：^-中、 嘉義等 を 

巡回 傳道 す。 

十月、 婦人 傳せ」 會社 修養 <r- に 於て 講演。 

六 二 九 


植 村正久 fc- 表 

同：！：：、 橫濱の 協同 傳 道の ため 同地に 赴き、 午後 は艰 

京 內外敎 役者 懇談 <£ にて 獎勵 し、 夜 は 屮央敎 命" にて 聯 

合 祈 禱會の 席上 獎勵 す。 

同月、 京都 吉 E 敎會 を應援 す。 

同月、 富士見 町敎會 創立 滿 三十， 平 祝賀 會。 

同年、 東京 協同 傳道 感謝 會梳村 其 他 数名 til 話す。 

同月、 大^ 敎分 1? 援 す" 

十一 》J、 協 M 傳道 のた め へ 出張、 歸 京の や；！ 次龜山 

會を援 く." 

同：：：；、 協 2 傳 道の ため 大阪に 赴く、 ホ；5:年<&^2にて婦 

人 大舍、 植 村正久 講演す。 

同月、 協； 1： 傳 道に て大阪 東敎會 を應援 す。 

同月、 敎會にて新^；？^！は？謝禮萍。 

十 lo-、 屮央 メソヂ スト 會せ： にて 京 協 I ^偉 し 感謝 

祈 禱<^"、 梳村 講演。 

十 一 月、 北 越 を 巡 1： し、 柏 崎、 高 田 方面の 敎<?5,ー 應 

援す" 

十二 》:、 祌 E 和强樂 堂に て is^ 人 橋 風 余" 主催の 貞操 問 

題 講演 侖 3 にて 田三郎 と共に 講演。 

大正 六 年 2 九 一 七) 六十 一歳 


六 三 〇 

1 n -、 廣岛 敎侖" S 特別 傳道 を應投 す。 

二月 十 一 =、 朝 富 士：： ^町 敎會 にて 議侖 "H! 曜日 を 守る。 

同月、 福！： 敎< ^"の 特別 傳道 を應援 す。 

同月、 鹿 兒鳥敎 食 着。 午後 三時 第 七 高等 M-^ 校の 大講 

堂に て 語る， - 

三 一 松 出 敎侖" の 特別 傳道 を援 く。 

同月、 本所敎<1"にて傳道說敎を^3す.- 

同月、 奥 羽 地方 協同 傳 道に 被 村 正久、 松 野 i ぉ太郞 と 

共に 赴く。 

同： =:、 市ケ 谷敎會 にて 傳道說 敎すリ 

ran. 此 -eq ぉ士 見敎會 にて 神、 S 非、 赦、 甚 1^*1 の 生 

活 等に つき 述續 的に 說敎 す，" 

同月、 三女 環 川戶洲 三と 結娇 す。 

同 n:、  ^濱指 路敎侖 "の傳 S 集 <1: にて 說敎 す。 

同月、 佐 世 Hli 敎 余，， にて 禮邦 說敎。 

五： 二  1=、 能 一本 敎會に 着、 午後 三時 第五 一 ：；- 等风， f 校瑞 

邦 誼に て 「未識 の 神」 と 題して 講演。 

七 》:、 協同 傳道 大侖： 御毆 場に 開かる。 杭 村說敎 す。 

同 =:、 富士見 町敎舍 婦人 <^ 主催に か  >- る 家庭 夏期 學 

校 t; 井澤に 開かる。 


八月、 EL 本 基 曾 敎< ^大會 來巾莊 に かる。 議長 植村 

說敎。 

九 H 靑山 敎會に 於て 禮拜 說敎 す。 

同 n:、 例年の 如く 富士 町 敎舍に 於て 學生禮 拜を行 

ふ。 植村 「生命の 基礎 一 と 題して 說敎 す。 

同月、 巾 r 溢 谷 敎<13 建設、 梳村巾 食よ リ 委員と して 出 

張。 牧師 森 明の 任職 式 を 行 ふ。 

十月、 靑山敎 <^： 牧師 任職の ため 植村中 舍ょリ 出張、 

川 添 万壽得 の 牧師 就職 式 を 行 ふ 。 

同月、 日本 基督 敎 〈5: 婦人 傳道食 社の 主催に て 一 、二、 

三、 の 三日？！ 婦人 傳道 修養 會を 富士 見敎會 に 開く。 植 

村 講演す。 

同月、 上 大崎傳 道 所 開かれ 植 村說敎 す。 

同月、 大 森敎會 にて 說敎 す。 

同：：：^、 麻布 クリス チヤ ン敎會 にて 講習 會 開かれ、 植 

村ニ问 講演す。 

同月、 橫濱指 路敎會 にて 宗敎 改革 四百 年 記念 集會を 

營む、 植 村說敎 す。 

十一月、 大阪の 繼續傳 道 信徒 大令、 大阪 組合 敎會堂 

にて 開かれ 植村之 を 指導す。 

植 村正久 年表 


Zi: 月 三 n:、 明治^ 院 創立 1： 十 年 紀念式 を：？ 校 講堂に 

て擧 行。 植 村總務 d5 長と して 出席、 祝辭を 叙ぶ。 

同月、 缣 倉に n 本 基傅敎 會の傳 近所 設けられ、 

式に 植村 說敎 す。 

同月、 繼椅傳 近 修養 名 卜：： S に n かる、 村 fl^ す.^ 

同月、 i ぉ士兑 町 敎< ^"秋季 傳近を 他す。 

同月、 日本 某 4::敎<5" 總務局 神 E 表-;^!^ 町 十に 移轉し 

その 披露な：； を^す つ、 同局 理事お 杭 村 所感 を 叙ぶ。 

回 月、 富士見 町敎會 にて 新 i;?^ 感謝？ J^;:;; を 他す、 梳村 

說敎 す。 

大正 七 年 (一 九 一 ひ 六十 二 歳 

一 n:、 橫濱市 n 續 協同 傳逍の 侖：： 合 ぁリ、 その 主 他に 

て 蓬 來町メ ソヂス 卜 敎侖： にて 敎侖 "役 fl<ri:iE かる。 席上 

杭 村 講演す C 

二月、 礼 幌繼續 協同 傳^ のた め械 村、 桕井 E1 と  も 

に 出張、 四日 應拨 す。 

二月 廿 四日、 {„s 士見町 にて 議<^：： 禮邦を 行 ふ。 植 

村 說敎。 

三月、 鎌 倉に 日本 基督 敎な" の傳道 開始 植村俾 ^；! 說敎 

す。 

六 三 1 


植 村正久 年表 

同月、 海岸敎會設立滿四十六年祝會催され植村？^か 

れて f" 演す。 

同月、 m 本 基付 敎會 _i 人 傳逍會 社主-似の 關西 修養 食 

をサ五 日-— 廿 七日 迄 大阪北 敎會に 開く、 廿 五日、 植村 

「受難 13 の 感想」 と 題して 講演、 サ 七日 「復活 聖：： ： に 

於け る 婦人」 と 題して 講演す。 

四月、 毎 水曜 n 朝 七 時 富 士見町 敎會に 於て 緩 馬の 講 

解 を 初む。 

赤 阪敎會 に 於て 說敎 す。 

五月十日—十三日まで富士見町敎會^！人修養會を開 

く。 例た 牛の 家 夏期 學校 を更 めた る ものな リ。 植村正 

久 「十字架 上の 意義」 にっき 說敎 す。 

同 月、 H 本 某督敎 會敎職 者會を 十四： zl 十八 日 迄 鎌 

倉に 開く。 植村 「其 H 督の 人格に つ いて」 (十五 E) 「死後 

の. 活 につ いて」 (十六 口) 「基督 敎の 救」 (十八 日) につ 

き JJ!^  ；が づ 

同月、 神 戸神 港敎會 新舍堂 一條 成紀念 5 ため 傳道會 を 

1^ し 植村說 数す。 

八 靜 岡：：； 本 基督 敎會 を應援 す。 

同 協 问傳道 信徒 修養 會を 御殿場 東 山莊に 開く。 


六 三 二 

同月、 日本 基督 敎會 聯合 修養 會信州 淺間溫 泉 及び 松 

本 敎會に 於て 開かる。 植 村說敎 し、 傳道 協議 會を 司會 

す 0 

同月、 植村 臺清傳 道の ため 一 週 出張。 

十お、 千 駄谷傳 道敎會 にて 說敎 す。 

同月、 日本 基督 敎會 婦人 大會富 士！^ 町 敎會に 開か 

る。 植村 說敎。 

十 ！ 月、 中 跪 谷 敎會に 於て 三日間 傳道 說敎會 ぁリ。 

第 一 夜 及び， お 四日 HI に 志 道 者會を 他した る 時に も植村 

說敎 す。 

同"、 神£日本11^-督敎會の傳道說敎會に、 植 村說敎 

す 0 

同月、 巿ケ谷 敎會に 於て 三日 問 特別 傳道 ぁリ、 第三 

夜植 村說敎 す。 

同月、 大森 日本 敎會 にて 傳道會 ぁリ。 植村 ニ夜應 

援。 

同月 二十 六日、 朝鮮 支那に 傳 道の ため 出張す。 

コ 一月、 二十 八 H 東京 神お 社 卒業式 を 同校 講堂に 於て 

舉行。 

大正 八 年 (一九 一九) 六十 三 歳 


二月 十 一 日、 紀元節 禮拜を 富士見 町敎會 にて 行 ふ。 

植 村說敎 す- 

二月 十六 日、 議會^ 拜日 執行、 植村 說敎す = 

二 S 二十 二、 三 S 兩 p 赤^ 會に 於て 傳道 說敎。 

靑 山；^ 會に 於て 說敎 「某 骨 iiJ; 綱領 一 にっき 植 

村說敎 す。 

同月、 „1:本其督敎會婦人傳^?!會；，《-の闊西修養會に於 

て 講演す-  .:| 

同月 十 六日 朝 富士見 町敎會 II 拜、 出席者 六 百 二十 八 

名に 達す C  -Jy 

同月、 東京 神 學杜第 十三 问 卒業式 を 富 士見町 敎會堂 

に 於て 擧 行す。,  r ij. 

四月、 中^1|谷^會の催せる傳道俄：會に於て說敎。 

同お、 二十 二、 三の 兩ロ 婦人 傳道會 1^ 修養 會を 大阪 

北 敎會に 開く.' 植 村說敎 す" 

同月、 水戶敎 會に聘 せられ 牧師 任職 式の ために 巾會 

よ リ植村 出張し、 夜は傳 道說敎 をな す： 

六月、 橫濱指路？；！^會にて說敎..、 

同月、 十五 日 女婿 川戶洲 三死 去" 

七月、 女子 靑ハ キ會 夏期 學校を 鳥居お 英和 女 as- 校に 他 


す： 植村 講師の 一 人と して 講演。 

同月、 富士見 町敎會 にて 平和 條約 印 感謝^ St を 行 

ふ- - 

同月、 山 梨 敎< ^"に 於て 十二、 三. S 日講： 慨舍を 催す。 

植村兩 日と も 說敎" 

同月、 四 女 惠子米 國留學 のた め 出發。 

七月 十四：：：、 松 本敎會 を應援 す。 

同月 廿 六日、 小名 木 川敎會 建設 式 や n 仃ふ。 植 村正久 

說敎。 

同月 廿八 目、 朝 拜には 學生歡 迎^ 拜を行 ひ、 河 合？ 

子の 演說、 植 村の 說敎 ぁリ。 

十月、 口 本 基督 敎會 大侖： ft 士兑町 敎會に 開かる" そ 

れ に關聯 せる 第 一 回 修養 會に 於て、 植衬 ー髙 調すべき 

信仰生活の 耍點」 にっきて 講演す。 

同月、 傳道局 創立 二十 五 年 記念 會を神 E 靑年會 に 開 

く： 植村 「傳道 局の 新 事業」 と 題して 說敎 す。 

同 月、 {„s 士兑町 敎會の 水曜 講演に 講演 を ほす。 

十 一 ； =:、 豐島 岡敎會 の傳道 集會 を條援 す" 

十二月、 富士見 町敎會 にて 水曜 講演と して 「sf ハウ 

0 の 基督 學」 と 題して 講演す。 


植村正 久年衷 

同=-、 その 說敎 m 「祈の 生活」 を 出版す。 

同月、 十、 十 一 兩 n 植村鹿 兒鳥敎 〈E3 を應投 す。 

同月 十三、 四、 の 兩日傳 泣 局よ リの 使命 を帶 びて 理 

.;sr4g 村 福 岡敎會 を應投 す。 

大正 九 年 (一九二 〇) 六十 四歲 

一 月傳道 局の 用務 を帶 びて 十七： w 小 倉に 向 ひ 十九 日 

歸 京す。 

二  六 朝、 信 州に 向 ひ、 八日 朝歸 京す。 

同 =： 二十 四、 • も ：兩 =11;^ 州 伊那 敎余" を應按 す。 

三 W -、 ま 京 祌舉社 講演 會を 同社 講堂に 值す、 植村 「基 

督敎 有神論」 に つ いて 講演す。 

同月、 日本 范 督敎會 3t 人 傳逍會 社主 催に て 朝 婦人 懇 

談會を 橫濱に it く。 植村 「地の 鹽」 と 題して 講話。 

四 R: 九：：：：、 新 舞 鹤敎舍 を應投 す。 

十：；！、 祌 戸市 內 日本^ 督敎會 協 Zi; 偉 道應援 のた め祌 

戸出 張。 

十三：：： よ： リ三 H 問 高 知 敎 < ^に 開かれた る 特別 傳逍を 

應援 す。 

同月 二十四日、 艰京市內：：：本1:^^.骨敎<^"聯合3:^人會、 

に 講演す。 


六 三 R 

同月 廿九、 卅の兩 を應拨 す。 

五月 十五：： 《、 日本 Kb 督敎會 婦人 傳^^ 社 第.^ 冋 總侖 I 

を 神 田 女子 靑年會 に 開く。 植 村說敎 す。 

同月、 白金 敎 を應拨 す。 

六 n:、 傳道 局の 使命 をう けて 臺灣傳 道に 赴く。 

七 =:、 滿洲朝鮮京城に傳^？！に赴き序を以て滿洲ニコー 

ケ所 を- 膀訪 す。 

八 =： 三十 一 日、 靜！： 敎會 を援 く。 

九 《r 六 口 午後 二 時、 山 梨 敎侖" 人 合" にて 說敎 す。 

九月、 秋季^:;1:靈祭に大森敎會の親睦<^:1にて講話す。 

同月 七：：： 夜、 世界 ロ曜學 校大會 に植村 「某 督の 能力 

は 此の 新時代に 對 して 十分な リ」 と 題して 呼 ^ 演す。 

十二月 十五 日 四 女 惠子紐 育に て 死去。 

大正 十 年 (一九二 一 ) 六十 五 歳 

四月、 巿ケ 谷敎^ 傳近 1^ 始 三十 年、 敎<^： 建設 二十 ギ 

の 記念 會を 11:敎< ^に 他す。 植 村祝辭 と獎勵 とを爲 す。 

同月、 赤坂敎ゾぼ5特别傳^3奥舍にて說敎。 

五月 二、 三の 兩：： ：： 新せ 3 敎侖" の 特別 集 にて 說敎 す。 

同月、 口 本 丼 i 妤敎會 婦人 傳？ lil<^-, 社 總< ^を 富 士見町 

會に 開く。 


同 n、  C 金敎會 の傳^ 說敎 s^t; を應投 す。 

六 =-、 上海、 大 連の 諸 敎< ^"を 應援 す。 

八 E:、 一  日よ リ 六：：： 迄 常 士見町 敎へカ 女子 靑年會 夏期 

修養 < ^"を 輕 井澤に 開く、 植 村說敎 寄 講義 を 分擔。 

八月、 + 九： ：！ ょリ三 mg^ 紀州新 敎^ にて 梳 村の 應 

援を 求め て 特別 集會を 開く。 

九 H-、  二十 五 n: 富 士見町 敎<«1 に 於て 男女 舉生 歡迎八 

植村 n ぉ視と 近視」 と 題して 說敎。 

九 =:、 二十 六 R 植村 芷久三 會 館に 於て 「アジ ャの 

七 敎< ^"に 與 へたる 書」 と 題して 默示錄 を 講義す。 

同月、 士  町 敎會に 於て 毎 金曜日 夕 七- よ リガ ラ 

テャ 書の 講演 を ほす。 

大正 十 一 年 ( 一 九 二 一 ) 六十 六 成 

一月、 婦人 傳道會 社の 新年 鱧 拜を富 士見町 敎侖" に 他 

し、 植 村說敎 す。 

同月、 日本 某 资敎會 is- 京 聯合 祈 禱< ^"を 常 士見敎 <1 "に 

開く。 

同月、 富士 町 敎會に 於て 敎友 の 祈禱 懇談 會を爲 

す。 植村第四回の^,1^書講演をぉす。 

二月、 淳 道の ため 香港に 赴く。 

植村正 久^ 表 


三パ、 窝士=-町敎<^:に於て國^^!§0:禮^^を；|;:ふ。 梳 

村說敎 す。 

同月、 大森 敎會の i;;^ 期 its? 侖" に 於て， 説敎 す。 

四月、 口 本 某： 督敎 代表者と して 英米 諸敎^ を^ ：^.^ 

の ため 十七 nl 先づ 米^に 向って 出發： 

米國 -4- 老敎 會大會 二十 四 no デモインに かれ、 ii;!^: 

臨場す。 

九月 五日、 使命 を 果して 歸 朝の 途上 海に 立 寄り、 0 

談會を 敎會に て^す。 

九月 十八： ：！、 日本 基枒敎 敎！^ .ii? 及び 敎友 X は S 聯介 

にて 梳 村の £t 朝歡 迎合： を 11  く。 

十月、 北 登爲傳 近所に 招かれて 發 八 式を 執行し、 「都 

市と 郊外」 と 題し 說敎 す。 

十月、 横濱海 ^"に 於て、 口 本 范督敎 分 大<1:;11 か 

る。 梳村五十ハ牛記<ふ英米姉妹敎會^^11:の報吿を爲し、 

W 「口 本 某督敎 <!ii の 將來； と 題して 講演す。 

问月、 鎌 倉敎會 牧師 就職の 爲巾 <s より 植村 出；^ す。 

大森敎 合" の 有志 懇談！ I： に 杭 村 談話す。 

十 一 =;三ロ束京神^社^^5:ト八间创立記念<^を1:校講 

堂に 他す。 校. 4^ 梳村正 久敎育 五 卜 ひやに 關 して fli® を爲 

六 三 五 


植村 正久年 表 

す" 

十二  n:、 傳 道の ため 關 西に 赴く。 

十二  H- 、梳 村の 畫策 したる 金 森 傳道滿 一年 各地の 日 

本 基督；^. < ^應按 を 完了す。 

十二  H ；、 新 潟、 佐 渡、 松 本 等 を 巡； i: 傳 道す。 

大正 十二 年 (一九 三 二) 六十 七 歳 

一月、 1^<陣道會社、 新年 婦人 祈 禱會を 芝 敎會に 開 

き、 植村；^?^"敎す。 

一 n、 東京 各派 稱合祈 禳會を 中央 4": 堂に 開く。 植村 

講演す e】 

三 n:、  n 本 基 骨敎會 東京 稱合 婦人 會を中 溢 谷 敎會に 

開く、 被 村 講演 = 

同 n -、 東京 祌學社 九 名の 卒業生 を 出す。 

四 H:、 傳 道の ため 西 地方 を訪 ふ。 

同 M ！、 登 島 岡敎會 にて 說敎。 

四月、 鳥 取 敎會發 < 式 を 司る。 

四 H -、  岡、 濱松雨 敎<$ "を 嚷按 す. - 

五 =:、 ：：： 本 基督 敎贫 敎， 騒 者 大<^ 御殿場に 開かれ、 植 

村 15- 敎 會の载 ひに つき 講演す" 

同月、 新 本 基督 敎食獨 立、 植村： 止久中 "を 代表 


,  六 三 六 

して 出張す" 

同月、 白金 敎會 にて 五十 年 記念 講演 を爲 す。 

六：：：：、 五十 年 記念 運動の ため 北海道に 赴く" 

七 H::、 山梨敎 會を援 く。 

同：！：；、 日本基督5^^!令信徒修養會御殿場に開かれ、 植 

村說敎 す： 

同 《:、 五十 年紀 念述 動の ため 渡に 赴く。 

八月、 傳 道の ため 琉球、 山陰、 九州、 朝鲜、 山陽の 

各地 を歷訪 す。 

九！：：： 一 日、 關東 地方 大震 火災。 東京 神學； u、 富士見 

町敎會 共に 燒失： 

當時植 村 は 前々 項の 旅行 を 終へ、 八月 三十日 下關、 

三十 一 nis 、島に 講演し、 九月 一 H 未明 廣島發 東上、 名 

古屋 以東に て閼東 地方 雷 災の事 を 知リ、 淸.^ 港よ リ汽 

^に 投じ 三：；！ 朝撗濱 着、 徒步 にて 人 京、 危く 火災 を 免 

かれた る 自宅に 入る。 

同 =： 居 を 富 士見町 一 ノ三 十二に 移す。 次の 諸 事務所 

を 自宅に く"  ロ本某骨；^-食大會：^^務所、 问傳道 局 事 

務所、 同 創立 五十 年お 念 動 事務所。 

十 一 月、 {ぉ士見町敎舍假食堂^?^£成式舉行。 植 村正久 


說敎" 

十二月、 市ケ 谷なる 某- 督敎傳 道義 會を 應援 す。 

同月、 木 曾奈良 井に 出張す" 

同月、 五十 年紀念 運動の ため 京都の 諸敎會 を應援 

す。 

同月、 山 梨敎會 を應援 す。 並に 同 敎會の 牧師 就職 式 

を 司る。 

大正 十三 年 (一九二 四) 六十 八 歳 

一 月、 越後-お 岡敎會 を應援 す。 

同月、 東京 神學社 にて 講演 會 開催、 植村 講演す C 

二月、 中 fil 谷 敎會の 特別 傳道 を援 く。 

同月、 首相 淸滞圭 吾 思想 善導の 目的 を 以て 宗敎家 を 

招待す。 井深 梶之 助と 共に 日本 基督 敎會を 代表して 出 

席す。 

同月、 小 林 誠と 共に 五十 年 運動の ため 仙臺に 赴く。 

同月、 横 濱指路 敎\ ゆ n にて 講演す。 

同 月、 下 谷 星敎會 を應援 す。 

三月、 新 渡 戶稻造 方に て 東京 敎 役者 會 開かれ、 席上 

植村 所感 を 叙ぶ" 

同月、 信 州 上 E 敎會 牧師 就職 式に 臨み、 傳道 集會を 

接 打正久 年表 


投く。 

四月、 大 K ゥ+ル ミナ 女 St 亡.^ にて 五十 年 紀< ふ幄 r?; を 

僮し、 大，^ 及堺の fg?;;.: せ參 列す、 植村講 ：： 他す。 

同月、 大阪 北敎會 にて 五十 年紀念 講演 を^す。 

五月、 白金 日本 基 敎會 逑設。 植村屮 < ^ょリ 出張 

同月、 信州松本钣田の^^敎.^1»を應投す。 

六月、 豐ぉ 岡敎會 を瞎拨 す。 

同月、 信 州 伊那 敎會 を應援 す。 

同月 五十 年紀 念： 迷 動の ため 紀州田 逢 敎< ^を 應投 す、 

序 を 以て 新宫敎 會を援 く。 

九月、 富士見 町敎會 にて I お 災紀念 4£拜 執行。 

同月、 ^s-京敎役者會千葉驟姚子御^館にて開かれ、 

植村 「傳 道の 精神」 にっき 講演。 

同月、 橫濱指 路敎侖 a にて 五十 年紀念 修養 會を偟 す、 

植村 講演。 

基督 敎 聯盟 第二 n: 總侖； 南阪敎 ^に 1! かる、 

植村 講演す。 

同月、 松 本敎會 建設、 植村中 會ょリ 出張す。 

：!: 月、 東京 神 學杜災 後の 新築 核ェ す。 

六 三 七 


柩 村正久 年表 

十一月、 中國 九州 を 巡回して 諸敎 會を拨 く。 

同月、 水戶敎 會を援 く。 

十二 n、 友人 数名の 好意に ょリて 柏木に 新築 中な リ 

し 住， ：X\H„S 成、 移轉 す。 

大正 十四 年 (一九二 五) 六十 八 歳 

一 ：》- 八日 夕 柏木の 自宅に 於て 心臓 麻捭 のた め 死す。 

一月 十二 日、 富士見 町敎會 にて 葬式 執行、 多 磨 墓地 

に 葬る。 

昭和 五 年 六 n 七 口 妻季野 柏木の 自邸に て 死す。 同じ 

く 多 磨 墓地に 葬る 
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植 村正久 年表 終 


右ギ 表の 屮横濱 時代 は 井深 梶之 助、 

山 本 秀«|5 雨 氏の 懇篤なる 校 II と 是正 

と を 經たリ 、玆に 記して 謝意 を 表す。 

-; 1： 此 年表 は 主として 材を 福音 新報に 

とリ たれ ど、 此の 外に 傳道 旅行 及び 

說敎敎 〈w: 政治に 關 する 活鋤等 多 かる 

べき を 玆に附 {ii す。 編者 識 
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植村 全集の 終刊に 際して 

我等が 始めて 植村 全集 刊行の 計畫を 公表した の は 昭和 六 年の 秋 十月であった。 雨來其 の：：^ に當る 

者 は、 苦心 慘澹、 日に 次ぐ に 夜 を 以てし、 七千餘 題に 達する 先生の 遣 稿 中から、 本 全 维に牧 むべき 

幾多の 逸品 名篇 を選擇 して、 一 卷又 一 卷、 編輯 成る に 及んで、 隨 時に 之 を 刊行し 來り、 假令豫 定の期 

日よりも 稍遲れ たと はい へ、 今や 本 卷の發 行に 於て 愈々 我が 全集の 終刊 を 見る に 至った、 我等 は に 

欣 躍に 堪へ ない。 同時に 上よりの 恩寵と 祝福と を 感謝し、 又讀者 諸君の #3: 向と 後 拨とを 感謝す る。 

本 月 十日に は、 福. 澤論吉 先生の 生誕 一 百年が 記念せられ た。 此の先 生 を 以て、 新 日本 建設の 一 巨 

人と I すに 何人も 異存 は あるまい。 げに彼 は 所謂 「文明開化」 の 一 恩人であった。 又I5^^にょって 

は 我が 邦 「自. 權」 の先唱 であつ (， へ ともい へよう。 時代が 經 過す るに 從 つて、 新 In 本文 明 史上に 

於け る 此の 翁 存在の 意義 は自づ から 明かになる であらう。 而 して 我等 は兹に 此の 全^ を{ 元 了す るに 

當り、 權 つて 今一度び 無量の 感慨 を 以て 我が 械村 先生 を 追憶す る。 先生 はかの 偉大なる 三 田 翁と は 

全く 別の 意味に 於て、 新 日本 建設の 一 巨人であった。 世は尙 「きりしたん 邪宗 門」 の 迷夢より 未だ 

充分 覺め やらぬ 時に 於て、 先生 はプ n テス タント 基督 敎の 信仰と W 心 想と を 以て、 新時代の 先 と 

共に 其の 開拓の 業 を 敢行した。 我等 は 其の 男 姿を^ぶ 時、 覺 えす 「偉なる かな」 と 叫ばざる を 得な 

い。 特に 先生が 最も 健全なる 福 昔 的 信仰と 祌學と を 以て、 日本の 基督 者に 的確な 指 と ぼ 格な 訓練 

植村 全集の 終刊に 際して  六 五 五 


楨村 全集の 終 w に 際して  六 五六 

とを與 へ、 之に 依って 日本に 純正なる キリストの 敎會を 建設 せんと 努力し、 死に 至る まで 一刻 も 其 

の 裔鬪を 休止し なかった 事 を 思 ふ 時、 誰か 叉 先生が 新時代の 爲に祌 より 遣され たる 特選の 偉人で あ 

つたこと を 疑 ひ 得よう。 

明治 以降の 日本 基督 敎史 をー螫 する 者 は、 誰でも、 其處に 幾多 將 星の 名が きらめく 中に、 一際 目 

立って 我が 被 村 先生の 名が 曉の 明星の 如き 巨 光 を 放って をる HJ を 認めない 譯には 行かぬ であらう。 

我等 は 叉 之 を 現在の 事實に はて、 日本の 敎界に 於け る 先生の 感化が、 信仰の 上に も 思想の 上に も、 

意識的に、 或は 無意識的に、 如何に 廣く且 深き に 及んで ゐ るか を 知って ゐる。 それ は询に 驚異に 他 

する 事實 とい はねば ならぬ。 而 して 我等 は 試みに 植村 全集 を 雜 き、 一章 又 一章、 ー篇又 ー篇、 之 を 

ー讀 し、 再讀 し、 更に 三讀 する に 及んで、 先生の 人物、 性行、 信仰、 思想、 靈覺、 擧殖、 經驗、 觀 

察、 文藻、 筆力、 等々 の 如何なる もので あるか をー& 5 能く 凝 知す る ことができ、 其の 感化の 偉大で 

ある 所以と、 後人が 之 を 景仰して 止まざる 理由と を 更に 明かに 了 得する に 至る であらう。 本 全集の 

讀 者の 一 人で 最も 敎養 深き 一 紳士 は 最近 我， に 一 書 を 寄せ、 全集 讀後感 の 一 端 を らした。 此人は 

當初は 全集の 配本 を 受ける だけで、 之 を精讀 する 餘暇 もなかつ たが、 此！ S 或る 研究の 爲に、 全集の 

或 部分 を 一 讀 して 染々 と 先生の H ラ さに 驚嘆し、 これ は 更に 熟 讀精讀 を 要する 書物で あると 感じた 

とい ふ。 そして 此人 は、 もっと 能く 先生 を 知る 爲に、 更に 深く 此の 全集 を 玩味し なければ ならぬ と 

いひ、 尙 之に 關聯 して 植村 研究 會 ともい ふべき もの を 起して は 何う かとさへ いって 来られた。 我等 


は 我が 全集の 讀者 中には 此 人の 如き 篤志家が 甚だ 少 くない 事 を 思うて 衷心 欣快に 堪 へない。 そして 

其邊 に も 亦 我等 の 本 全集 を 刊行した 志が 報いられて ゐる こと を はて 感激 を 禁じ 得な い 。 

我等が 本 全集に 牧め 得た 文章 は、 先生の 全生涯 を 通じて 「七 一 雜 報， 「基 敎 新聞」 「六合 雜誌」 「日 

本 評論」 「福音 週報」 「福音 新報」 を 主と し 其 地の 雜誌ゃ 新聞に 載せられ たものと、 夙に 單行 本と して 

出版 せられた 幾 冊 かの 著述と であって、 第 K せ、 第二 卷、 第三 卷の 三册に は、 最も 能く 先生の 本領 

を發 揮す る 靈味津 々たる 說敎約 一 一 百 五十 篇を牧 め、 第 m 卷に は敎 義に關 する 深邃 にして 高邁なる 論 

文 三十 餘篇 (聖書 講解 ニ篇を 含む)、 第五 卷には 敎會の 諸問題に 關 する 長文 短文^ せて 百 六十 餘、 第 

六卷 には單 行の 著述 六 冊 (眞理 一斑、 福音 道 志 流 部、 信仰の 友、 露 性の 危機、 祈の 生活、 信仰の 生 y^〔)、 

第 七 卷には 九十に 垂ん とする 文學 論と 人物評 論、 ， お八 卷には 先生 獨 得の 小品 短篇 約 八 〇〇.f:l; と、 

存の書 柬約ニ 〇〇 頁と が牧 めら れ、 其の 全 八 卷の頁 數は實 に 五、 一 二 〇〇 頁の 多き に 及んで ゐろ。 皮 

に尨然 たる 大 著述と いはねば ならぬ。 然 かも 此等は 先生の 遣 稿 全 體の 三分 一 弱に 過ぎない。 

先生 を 知る 誰もが よく 言 ふ 通り、 先生 は 偉大なる 說敎 者、 傳道 者で あり、 又 最も 特色 ある； 個の 

教育家であった。 先生の 一生に 於け る 業績の 大部分、 否 殆んど 其の 全部 は說 敎と傳 道と 教育と であ 

つたと いっても 過言で はない。 先生が 其の 在世中 不撓^屈の 精神 を 以て 說敎 し續 け、 傳 道し 續け、 

敎 育し 績 けられた こと は 一一 目 ふ を俟 たない。 然し、 其の 一度び 世 を 去って 後と いへ ども 尙 先生 は 此の 

三 事を績 けて をる。 それ は 先生が 自ら 建設した 敎會を 通して、 又 自ら 敎へ且 感化した 門下 や 後進 を 
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植忖全 猪の 終刊に 際して  六 五八 

通して 然か爲 して をら れも する。 然し、 先生 自身が 自己の 言葉 を 以て 今日に 且 後世に 右の 三 事 を 行 

うて をる の は、 たビ 此の 植村 全集 を 通して である。 「彼 は 死 ぬれ ども、 信仰に よりて 今な ほ 語る」。 

然り、 先生 は 此の 全集に 於て 永久に 說敎 し、 傳 道し、 又敎 育して をら れる。 我等 は 此の 點に 於て 我 

が 全集 刊行の 使命の 小なら ざる を 思 ひ、 叉 其の 事の 極めて 有意義であった こと. V 確 ：！；！^ する。 而 して 

本 全集 を 通して 「今な ほ 語る」 先生の 無形 無 Si の謦 .fe- に 接する 人の 一 人 にても 多 からん こと を 祈つ 

て 止まない。 

終りに 我等 は 本 全集 刊行 會の 組織 內容 を卷 末に 附？ y して 置く こと を 適 當と考 へ る。 本會に は现事 

と 顧問と 編輯 委員と が あり、 理事 は 原 戌吉、 羽仁吉 一、 川 添万壽 得、 ：！^ 波；： 1ー、 械村 環、 山本忠 興の 

六 氏、 顧問 は (故) 平岩谊 保、 井深 梶之 助、 小崎弘 道、 山 本 秀燈、 ゥェ ン ライトの 五 氏、 編輯 委員 は 

靑芳 勝久、 日疋 信亮、 原 戌吉、 石 原 謙、 河 井 道 子、 (故) 揀居喜 九 馬、 逢阪： 兀 吉郞、 赞倉彌 亩、 佐 波 

百 一、 多 田 素、 (故) 富永德 磨、 鶴澤總 明、 山木忠 興、 五來 欣^、 羽；： もと，^、 日 高 善 一、 川 添 万壽得 

毛利官 治、 三 好務、 小 野 村 林藏、 笹尾条 太郞、 齋藤 勇、 ^川大 郞、 高 會德 太郞、 植村 環の 二十 五 

氏であった。 尙三松 俊 平氏が 委員 外に 在って、 材料 直 集 其 他の 事に 走盡 力せられ た 事 も 亦 附記す 

る を 忘れて はならぬ と 思 ふ。 

昭和 九 iil- 1 月 

編輯 委 H 長 川 添. 万 壽 得 
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